丹 下 左 膳 

乾雲坤 竜の 巻 

林不忘 


夜泣きの 刀 

しずかに 更けて ゆく 秋の 夜。 

風が 出たら しく、 しめきった 雨戸に 時々 カサ！ と 

音が する の は 庭の 柿の 病 葉が 散り かかる のであろう。 

あんどん 

その 風が 隙間 を 洩れて、 行 燈の灯 を あおる たびに、 壁 

の 二つの 人影が 大入道の ように ゆらゆらと 揺ぐ —— 0 

ねづ ごんげん  あけぼの 

江戸 は根津 権現の 裏、 俗に 曙 の 里と いわれる とこ 

しんべ ん むそう リ ゆう  おの づ かてつ さい 

ろに、 神変 夢想 流の 町道場 を 開いて いる 小 野 塚 鉄 斎、 

いま 奥の 書院に 端坐して、 抜き放った 一 刀の 刀身に あ 

かず 見入って いる。 霜 をと かした 流水が そのまま 凝つ 


たような、 見る だに 膚寒い 利刃で ある。 刀 を 持った 鉄 

斎の 手が かすかに 動く ごとに、 行燈の 映ろ い を 受けて、 

鉄 斎の 顔に ちらちらと 銀鱗が 躍る。 すこし 離れて 墨 を 

すって いる 娘の 弥 おは、 何が なしに 慄然と して 襟 を か 

きあわせた。 

「い つ 見ても 斬れそう だのう」 

ひとりごと のように 鉄 斎が いう。 

「はい」 

と 答えた つもり だが、 弥生の 声 は 口から 外へ 出な 

かった。 

「年に一度 しか 取り出す こと を 許されない 刀 だが、 明 


日 は その 日 だ —— 誰が 此刀を さす こと やら」 

鉄 斎と いうよりも 刀が 口 をき いている よう だ。 が、 

ちらと 娘 を 見返った 鉄 斎の 老眼 は、 父親ら しい 愛撫と、 

からか い 

親ら しい 揶揄の 気味と で いつにな く 優しかった。 する 

と 弥生 は、 なぜか 耳の 付け根まで あかくな つて、 あわ 

てて 墨 をす る 手に 力を入れた。 うなだれた 首筋 は 抜け 

るよう に 白い。 むつち りと 盛り あがった 乳房の あたり 

が、 高く 低く 浪を 打って いる。 

ど  さよ あらし  む ね 

轟ッ —— と 一 わたり、 小夜 嵐が 屋棟を 鳴らして 過ぎ 

る。 

さや 

鉄 斎 は、 手に していた 一 刀 を、 錦の 袋に 包んだ 鞘へ 


ス ゥッ、 ビタリと 納めて、 腕 を 組んで 瞑目した。 

膝 近く 同じ 栴 えの 刀が 二 本 置いて ある。 

せき まごろ く  ふた ふり  きだい  わざもの 

関の 孫 六の 作に、 大小 二 口の 稀代の 業物が ある。 と 

もに 陣 太刀 作りで、 鞘 は 平 糸巻き、 赤銅 の 柄に 刀に は 

むらくも  のぼ リ ゆう 

村 雲、 脇差に は 上り 竜の 彫り物が あると いうと ころ 

けんうん まる  こんりゅう まる 

から、 大を乾 雲 丸、 小 を坤竜 丸と 呼んで いるの だが、 

この 一対の 名刀 は 小 野 塚 家伝 来の 宝物で、 諸国の 大名 

が 黄金 を 山と 積んでも、 鉄 斎 老人い つかな 手放そうと 

はしない。 

いっぴん 

乾 雲、 坤 竜の 二 刀、 まことに 天下の 逸品に は 相違な 

い。 だが、 この 刀が それほど 高名な の は、 べつに 因縁 


が あるの だと 人 はいいあった。 

ほかで もない というの は。 

一 一つの 刀が 同じ 場所に 納まって いる あいだ は 無事 だ 

ちょう  こと  きょう 

が、 一朝 乾 雲と 坤 竜が 所 を 異にする と、 凶の 札 をめ 

くった も 同然で、 たちまち そこに 何人 かの 血 を 見、 波 

瀾 万丈、 恐ろしい 渦 を 巻き起こさずに はおかない とい 

うの だ。 

そして 刀が 哭く。 

のき 

離れば なれの 乾 雲 丸と 坤竜 丸が、 家の 檐も 三寸 下が 

うしみ つ  しゅうしゅう 

ると いう 丑満 のころ になる と、 啾 々 としてむ せび 泣 

く。 雲 は 竜 を 呼び、 竜 は 雲 を 望んで、 相 求め 慕い あい 


一 一 ふりの 刀が、 同じ 真夜中に しくし くと 泣き出す と い 

う。 

い  ごげんち よ 

明日 は、 十月へ はいって 初の 亥の 日で、 御玄 猪のお 

祝い、 大手に は篝火 をた き、 夕刻から 譜代大名が 供 揃 

び び  うえさま 

い 美々 しく 登城して、 上様から 大名 衆 一統へ いのこ 餅 

をく ださる —— これが 営 中 年中行事の 一 つ だが、 毎年 

この 日に 曙の 里 小 野 塚 鉄 斎の 道場に 秋の 大 試合が 催さ 

れて、 高点 者に 乾 雲 丸、 次点の 者に 坤竜丸 を、 納めの 

はいよう  きちれい 

式の あいだ だけ 佩用 を 許す 吉例に なって いる。 もっと 

も、 こういう 曰くの ある 刀な のです ぐに 鉄 斎の 手へ 返 

すの だけれ ど、 たとえ 一時に もせよ、 乾坤の 刀 を させ 


ば 低い 鼻 も 高くなる と いう もの。 今年の 乾 雲 丸 はぜ ひ 

とも 拙者が —— いや、 それがし は坤竜 をな どと、 門弟 

一 同 は それ を 目的に 平常の 稽古 を 励む のだった。 

その 試合の 前夜、 鉄 斎 はこうして 一 年ぶりに 刀 を 出 

して しらべ ている。 

「お 父 様、 あの、 墨が すれまして ございます」 弥生に 

いわれて ぼっかり 眼 を あけた 鉄 斎、 サ ラサ ラと紙 をの 
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ベ ながら、 夢で も 見て いるよう に 突然に いい 出した。 

「明日 は 詉訪が 勝ち抜いて、 この 乾 雲 丸 を さすに き 

まって おる。 ついで だが、 そち、 栄三郎 を どう 思う？」 

詉訪栄 三郎！ と 聞いて、 娘 十八、 白い 顔に ぱっと 


紅葉が 散った かと 思う と、 座に も 居 耐えぬ ように 身 を 

もんで、 考え もな く 手が 畳 をな でる ばかり —— 返辞 は 

ない。 

墨の 香が 部屋に 流れる。 

「はつ はつ は、 うむ！ よし！ わかつ とる」 

大きく うなずいた 鉄 斎 老人、 とつぷり 墨汁 を ふくん 

だ 筆 を 持ちな おすが 早い か、 雄渾な 字 を 白紙の 面に 躍 

ら せて 一 気に 書き下した。 

本日の 試合に 優勝した る 者へ 乾 雲 丸に 添えて 娘 弥生 

を ftj ず 


小 野 塚 鉄 斎 

「あれ！ お 父 さま ッ！」 

と 叫んで 弥生の 声 は、 嬉し さと 羞 らい を ごつ ちゃに 

して、 今にも 消え入りそう だった。 

がく 

広 やかな 道場の 板敷き、 正面に 弓矢八幡の 大 額の 下 

に 白髪の 小 野 塚 鉄 斎が ぴたりと 座 を 構えて、 かたわら 

の 門弟の 言葉に、 しきりにうな ずきながら、 微笑 を ふ 

くんだ 眼 を、 今し 上段に 取った 若侍の 竹刀から 離さず 

にいる。 

乱立ち といおう か、 一風変わった 試合ぶ り だ。 


順 もなければ 礼 もない。 勝負 あつたと 見る や、 一時 

に 五、 六 人 も 跳び出して、 先 を 争って 撃って かかる が、 

最初に 一 合 あわせた 者が その 敵に 立ち向かって、 勝て 

ば 続けて 何人で も 相手に する。 しかし 一度 引つ こむ と 

二度 は 出られない。 こうして 最後に 勝ちっ放し たのが 

一 の 勝者と いう 仕組みで ある。 

出た かと 思う と。 すぐ 参った！ とば かり、 帰りが 

そうそう 

けに 早々 お 面 を はずして くる 愛嬌 者 も ある。 早朝から 

試合が つづいて、 入れ代わり 立ち かわり、 もう 武者 窓 

を 洩れる 夕焼けの 色が 赤々 と 道場 を 彩り、 竹刀 をと 

る 影 を 長く 板の間に 倒して いる。 


内 試合と は 言え、 火花が 散りそう —— 。 

よしむ ね  ごじせ い 

時 は、 徳川八 代将 軍吉宗 公の 御 治世。 

人 は 久しく 泰平に 慣れ、 とも すれば 型に 堕ちて、 他 

流に は 剣道と は 名ば かりで 舞いの ような もの すら ある 

なかに、 この 神変 夢想 流 は、 日ごろ、 鉄 斎の 教えが 負 

けるな 勝て！ の 一 点ば り だから、 自然と 一 門の 手筋 

が 荒い。 ことに 今日は 晴れの 場、 乾坤の 刀 —— とそれ 
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道場の 壁に 大きな 貼り紙が して ある。 

勝った 者へ 弥生 を とらせる！ 先生の ひとり 娘、 曙 

かけ ど 

小町の 弥生 様が 賭 競りに 出て いるの だ。 なんという 男 


冥利、 一同 こころひそかに 弓矢八幡と 出 雲の 神 をい つ 

しょに 念じて、 物凄い 気合い を ただよわせて いるの も 

むりで はない。 誰もが 一 様に 思い を 寄せて いる 弥生、 

剣 家の 娘 だから 恨みっこのないように 剣で 取れ —— こ 

う 見せかけながら、 実は 鉄 斎の 腹の 中で 技倆から いつ 

て も 勝つ ベ き 若者 —— 婿と して 鑑識に かなった 詉訪栄 

三郎 という 高弟が ひとり ちゃんと 決ま つ ていれば こそ 

こんな 悪戯 をす る 気に もな つたの だろう が、 これ は栄 

三郎を 恋する 娘 ごころ を 思い やって、 鉄 斎 老人が、 父 

として 粋 をき かした のだった。 

「誰 だ？ お 次 は 誰 だ？」 


てつ ま 

今まで 勝ち抜いて 来た 森徹 馬、 道場の 真中に 竹刀 を 

引つ さげて 呼ば わって いる。 いろんな 声が する。 

「かかれ、 かかれ！ 休ませて は 損 だ」 

「誰か 森 を ひしぐ 者 はない か II 詉訪！ 詉訪 はどう 

した？ おい、 誠訪 氏！」 

「そうだ、 栄三郎 は どこに いる！」 

さしこ 

やがて この ざわめき のなかに、 浅黄 刺子の 稽古着に 

くろぬり 

黒 塗 日の丸 胴 をつ けた 誠訪 栄三郎 が、 多勢の 手で 一 隅 

から 押し出され ると、 上座の 鉄 斎の あから 顔が につ こ 

かたひじ 

りと して 思わず 肩肘 を は つ て 乗り出した。 

おもや 

と、 母家と 廊下つ づきの 戸の 隙間に、 派手な 娘 友 禅 


がちら と 動いた。 

栄三郎 は、 浅 草 鳥 越に 屋敷の ある 三百 俵 蔵 前 取りの 

御 書院 番、 大久保 藤 次郎の 弟で 当年 二十 八 歳、 母方の 

姓 をと つて 早くから 誠訪と 名乗って いる。 女に して 見 

たいような 美男子 だが、 底に なんとなく 凜 としたと こ 

ろが あって 冒しが たいので、 弥生より 先に 鉄 斎 老人が 

惚れて しまった。 

ぴたリ —— 相 青 眼、 すっきり 爪立った 栄三郎 の 姿に、 

板戸の 引合せから 隙 見して いる 弥生の 顔が ぼうっと 紅 

を さした。 まだ 解けた ことのない 娘 島 田 を 傾けて、 

そでび ようぶ 

袖 K 虱に 眼 を 隠しながら 一 、むに 祈る  何と ぞ どうぞ 


栄三郎 さま、 弥生の ためにお 勝ちな されて ください ま 

すよう！ 

勝負 は 時の 運と かいう。 が、 よも や！ と 思って い 

ると、 チ …… と 竹刀の さきが 触れ合う 音が 断続して、 

またし いんと 水 を 打った よう  よほどの 大仕 合ら し 
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あしおと 

と、 掛け声、 跫音、 一 合一 一 合と 激しく 撃ち あう 響き！ 

あれ！ 栄三郎 様、 勝って！ 勝って！ と 弥生が 

気 をつ めた 剎那、 樘ッ —— と 倒れる けはいが して、 続 

いて、 

「参った！ お引きく だされ、 参りました」 という 栄 


三郎の 声、 はっとして 弥生が のぞく と、 竹刀 を 遠くへ 

ま 

捲き 飛ばされた 誠訪栄 三郎、 あろう ことか、 板の間に 

両手 をつ いている！ 

わざと だ！ わざと 負けた の だ！ と 心中に 叫んだ 

弥生 は、 きっと 歯 を嚙ん で蚯け 戻った が、 こみ上げる 

涙 は 自分の 居間へ 帰る まで 保たなかった。 障子 を あけ 

る やい なや、 弥生 は そこへ 哭き 伏した。 

「わたし を 嫌って わざと 負け をお 取りに なると は、 栄 

三郎 さま、 お恨みで ございます！ おうらみで ござい 

ます。 ああ —— わたし は、 わたし は」 

胸 を搔き 抱いて 狂おしく 身 を もむ たびに、 緋鹿 子が 


揺れる。 乱れた 前から 白い 膚が こぼれる の も 知らずに、 

弥生 はとめ どもない 熱い 涙に ひたった。 

この 時、 玄関に 当たって 人声が した。 

「頼もう！」 

根 岸 あけぼのの 里、 小 野 塚 鉄 斎のお もて 玄関に、 枯 

れ 木の ような、 恐ろしく 痩せて 背の 高い 浪人 姿が 立つ 

ている。 

おおた ヌ さ 

赤茶けた 髪 を 大髻に 取り上げて、 左 眼 は うつろに 

くぼみ、 残りの、 皮肉に 笑って いる 細い 右 眼から 口 尻 

へ、 右の 頰に 溝の ような 深い 一線の 刀痕が めだつ。 

どき  け 

たそがれ 刻 は 物の怪が 立つ という。 


その 通り魔の 一 つで はない か 9  と 思われる ほど、 

この 侍の 身辺に はもう ろうと 躍る 不吉の 影が ある。 

右手 を ふところに、 左手に 何やら 大きな 板みたい な 

物 を 抱え こんで 奥 をの ぞいて、 

「頼もう —— お頼み 申す」 

と 大声 だが、 夕闇と ともに 広い 邸内に 静寂が こめて 

裏 の 権現 様 の 森へ 急ぐ 鳥の 声が 空々 と 聞こえる ばかり。 

わき 

侍 は チッ！ と 舌打ち をして、 腋の 下の 板 を揺リ 上げ 

た。 

道場 は大 混乱 だ。 

必ず 勝つ と 信じて いた 栄三郎 が森徹 馬と 仕 合って 明 


ら かに 自敗 をと つた。 弥生 を 避けて 負けた の だ！ 早 

く 母に 死別し、 自分の 手 一 つで 美しい 乙女に ほころび 

かけて いる 弥生が、 いま 花の 蕾に 悲恋の 苦 をな めよう 

としてい る！ こう 思う と 鉄 斎 老人、 煮え湯 をの まさ 

れた 心地で、 栄三郎 の 意中 を かってに 見積もって あん 

な 告げ 紙 を 貼り 出した ことが、 今 はた だ 弥生に すまな 

い！ という 自責の 念と なり、 おさえ きれぬ 憤怒に 転 

じて グン グン 胸へ 突き あげ てく る。 

鉄 斎 は 起って 来て、 栄三郎 を にらみつけた。 

「これ、 卑怯者、 竹刀 を 取れ！」 

くちびる 

栄三郎 の 口唇 は 蒼白い。 


「お 言葉ながら い つたん 勝負の つきました もの を I 

I」 

「黙れ、 黙れ！ 思う ところあって か 故意に 勝ち を ゆ 

ずった と 見た ぞ。 作為 は 許さん！ もう 一度 森へ かか 

れ ッ！」 

「しかし 当人が 参った と 申して おります 以上 —— 」 

「しかし 先生」 徹馬も 一 生 懸命。 

「ェ イツ、 言うな！ 今の 勝負 は 鉄 斎に おいて 異存が 

あるの だ。 ならぬ、 今 いちど 立ち会え！」 

この 騒ぎで 誰も 気がつかなかった が、 ふと 見る と、 

いつの まに 来た もの か、 道場の 入口に 人影が ある。 玄 


関の 侍が、 いくら 呼んでも 取次ぎ が 出ない ので どん ど 

ん はいりこんで 来たの だ。 

かた ふと ころで 

相変わらず 片懐 中手、 板 を さげて いる。 

鉄 斎が 見 とがめて、 近寄って いった。 

「何者 だ？ どこから 来お つた！」 

「あ つ ちから」 

ぬけぬ けと した 返事。 上 身 をグッ とのめら せて、 声 

は 優しい。 一同が あっけに とられて いると、 今日の 仕 

合 に 優勝 した 仁と 手 合せが 願いたい と 言う。 

名 は！ ときく と、 丹 下 左 膳と 答える。 流儀 は？ 

とたた みかける と、 丹 下流 …… そしてに やりと した。 


「なるほど。 御 姓名が 丹 下殿で 丹 下流 —— いや、 これ 

はお もしろ い。 しかし、 せっかく だが 今日は 内 仕 合で、 

おきて 

他流の 方 はい つ さいお 断りす るの が 当 道場の 捉 と 

なって おる。 またの 曰に お越しなさい」 

ゲッ！ というよ うな 音を立てて、 丹 下 左 膳と 名乗 

る 隻眼の 侍、 咽喉で 笑った。 

「またの 日 はよ かった な。 道場破りに またの 日 もい つ 

の 日 も あるめえ。 こら！ こいつら、 これが 見える か」 

片手で 突き出した 板に 神変 夢想 流 指南 小 野 塚 鉄 斎 道 

場と 筆太の 一 行！ 

や！ 道場の 看板！ さて は、 門 を はいりが けに は 


ずして 来た ものと 見える。 おのれ ッ！ と 総立ちに な 

ろうとした 時、 

「こうして くれる のだッ ！」 

と 丹 下 左 膳、 字 看板 を 離して 反り かえりざ ま、 

力 アツ、 ぺ ッ！ 

青 痰 を 吐つ かけた は。 

はやる 弟子 を 制して 大手 を ひろげながら、 鉄 斎が 森 

徹馬を か えりみ て 思い きリ 懲ら し て やれ！ と 眼で 言 

うその 間に 左 膳 は、 そこらの 木剣 を 振り 試みて、 一本 

えらみ 取った かと 思う と、 はや スゥ ッ！ と 伸びて 棒 

立ち。 裾に、 女物の 下着が ちらちら する。 やはり 右手 


を 懐中に した まま だ。 カツと した 徹馬、 

「右手 を 出せ」 

すると、 

「右手 は ござらぬ」 

「何？ 右手 はない？ 隻腕 か。 ふ ふ ふ、 しかし、 隻 

腕 だとて 柔らかく は 扱わぬ ぞ」 

左 膳、 口 をへの 字に 曲げて 無言。 独眼 隻 腕の 道場 荒 

し 丹 下 左 膳。 左手の 位取りが 尋常で ない。 

が、 相手 は隻 腕、 何 ほどの こと や ある 9  と、 タ、 

タツ、 飄ッ！ 踏みき つた 森徹 馬、 敵の ふところ 深く 

つけ 入った 横薙 ぎが、 もろにき まった —— 0 


と 見えた の はほんの 瞬間、 ガッ！ というに ぶい 音 

とともに、 

つ 

「、つ。 う。 う。 *B 、つ - 

と 勇猛 徹馬、 小手 を 巻き込んで つっぷして しまった。 

同時に 左 膳 は、 くるりと 壁へ 向きな おって、 もう 大 

声に 告げ 紙 を 読み上げ ている。 

「栄、 栄 三郎、 かかれ ッ！」 

血走った 鉄 斎の 眼 を 受けて、 栄三郎 は ひややかに 答 

えた。 

「勝 抜きの 森 氏 を 破った うえ は、 すなわち 丹 下殿が 一 

の 勝者 かと 存じます る」 


宵闇 は ひときわ 濃く、 曙の 里に 夜が 来た。 

日が 暮れる が 早い か、 内弟子が 先に 立って、 庭に 酒 

むしろ 

宴の したく をい そぐ。 まず 芝生に 筵 を 敷き、 あち こ 

ちに、 枯れ枝 薪な ど を 積み 集めて 焚き火の 用意 をし、 

こも かぶ  ひしゃく 

菰 被り をなら ベて、 鏡 を 抜き 杓 柄 を 添える。 吉例に よ 

するめ かちぐ リ 

リ乾雲 丸と 坤竜丸 を 帯びた  一、 二番の 勝者へ 鰯搗栗 

てっしょう 

を 祝い、 それから 荒つ ぼい 手料理で 徹宵の 宴 を 張る。 

林間に 酒 を 暖めて 紅葉 を 焚く —— 夜 は 夜ながら に 焚 

き 火が 風情 を そえて、 毎年 この 夜 は 放歌 乱舞、 剣 をと つ 

もろ 

て は 脆く とも、 酒杯に かけて は、 だいぶ 豪の者が 揃つ 


ていて、 夜もすがらの 無礼講 だ。 

が、 その 前に、 乾坤の 二 刀 を 佩いた その 年の 覇者 を 

ちょうちん 

先頭に、 弥生が 提灯 を さげて 足 もと を 照らし、 鉄斎老 

人が それに 続いて、 門弟 一同 行列 を 作りつつ、 奥庭に 

いなり  おさめ 

まつ つて ある 稲荷の ほこらへ 参詣して、 これ を 納会の 

式と する 捉 になって いた。 

植え こみ を 抜ける と、 清水 観音の 泉 を 引いた せ せら 

つきやま 

ぎに、 一 枚 石の 橋。 渡れば 築山、 稲荷 は その かげに 当 

たる。 

もく せ い 

月の出に はまが ある。 やみに 木犀が 匂って いた。 

—— 丹 下 左 膳に、 ともかく おもて 向きき ようの 勝 抜 


きとな つてい る森徹 馬が 打 たれて みれば、 いくら 実力 

ははる か徹 馬の 上に あると わかって いても、 その 徹馬 

に 負けた 栄三郎 を 今から 出す わけに は ゆかない。 栄三 

郎 もこの 理を わきまえれば こそ 辞退した の だ。 何者と 

も 知れない 隻 腕の 剣豪 丹 下 左 膳、 そこで、 刀痕 あざ や 

えみ  たて 

かな 顔に 強情な 笑 をう かべ、 貼り紙 を楣に 開きな おつ 

けんうん まる むすめ ご 

て、 乾 雲 丸と 娘 御 弥生 どの、 いざ 申し受け たいと 鉄 斎 

うちわ 

に 迫った。 いや、 あれ は 内輪の 賞で、 他流 者に は 通用 

せぬ と 説いても、 左 膳 はいつ こうきき いれない。 老い 

たりと いえ ども 小 野 塚 鉄 斎、 自ら 立ち向かえば 追っ払 

うこと もで きたろう が、 今日は 娘の 身に も 関係の ある 


こと、 ここ は あやして 帰す が 第一、 それに は 乾 雲 丸 さ 

え 許せば、 よも や 娘まで もと 言うまい  こう 考えた 

から、 そこ は 年輩、 ぐっと こらえて、 丹 下 を 一 の 勝ち 

とみと めた。 

ほ 1 つじ 

で、 書院から 捧持して 来た 関の 孫 六の 夜泣きの 名刀、 

こんりゅう まる 

乾 雲 丸 は 丹 下 左 膳へ、 坤竜丸 は森徹 馬へ と、 それぞれ 

一 時 鉄 斎の 手から 預けられた。 

参詣の 行列。 

泣き ぬれた 顔 を 化粧い なおした 弥生が、 提灯 を 低め 

て 先に 立つ と、 その 赤い 光で、 左 膳 はじつ と 弥生から 

眼 を 離さなかった が、 弥生 は、 あとから 来る 栄三郎 に 


心 いっぱい 占められて 気がつかなかった。 

やがて、 ぞろぞろと 暗い 庭 を ひとまわりして 帰る と 

それで 刀 を 返上して、 ただちに お開き …… 焚き火 も 燃 

えよう、 若侍の 血 も 躍ろう —— という 騒ぎ だが、 この 

诗！ 

自分の 坤竜 丸と 左 膳の 乾 雲 丸と を まとめて 返しに 行 

くつ もりで、 しきりに 左 膳の 姿 を 捜して いた 徹 馬が、 

おどろき 

突如 驚愕の 叫び を あげた。 

「おい、 いない ぞ！ あの、 丹 下と いう 飛 入り 者が 見 

えない ッ！」 

この 声 は、 行列が 崩れた ばかりで がやがや していた 


周囲 を 落雷の ように 撃った。 

「なに ィ！ タ、 丹 下がい ない？」 

「しかし、 ム マまで そこらに うろうろして たぞ」 

たちまち 折り重なって、 徹馬を かこんだ。 

「彼 刀 を さした まま か？」 

その 中の 誰かが きくと、 徹馬は 声が 出ない らしく、 

「うん  」 

続け ざ まに うなずく だ け  。 

乾 雲 丸 を 持って 丹 下 左 膳が 姿を消した。 

ちんじ 

降って湧い たこの 椿事！ 

離れた が 最後、 雲 竜 相応 じて 風 を 起こし 雨 を 呼び、 


きょうらん どとう 

いかなる 狂瀾 怒濤、 現世の 地獄 を もたらす かも 知れな 

いと 言い伝えられ ている 乾坤 二 刀が、 今や 所 を 異にし 

たの だ！ 

…… 凶の 札 は 投げられた。 

死肉の 山が 現出す るであろう！ 生き血の 河 も 流れ 

るだろう。 

剣の 林 は 立ち、 乱闘の 野 は ひらく。 

そして！ その 屍 山 血 河 をへ だてて、 宿業に つな 

がる 二つの 刀が、 慕いあって すすり泣く …… ！ 

しじ ま 

非常 を 報ず る 鉄 斎 道場の 警 板が あけぼのの 里の 寂寞 

を 破って、 トウ！ トトト トウ ッ！ と 鳴り ひびいた- 


変異 を 聞いて 縁に 立ちいで た 鉄 斎、 サッと 顔色 を か 

えて 下知 をく だす。 

もう 門 を 出たろう！ 

いや、 まだ 塀 内に ひそんで いるに 相違ない。 

とあって、 森 徹馬を 頭に、 ニ隊は ただちに 屋敷 を 出 

て、 根津の 田圃に 提灯の 火が 蛍の ように 飛んだ。 

同時に、 バタン！ バタン！ と 表裏の 両門を 打つ 

一方、 庭の 捜査 は 鉄 斎 自身が 采配 を ふるって、 木の 根、 

せんせん 

草の根 を 分ける 抜刀に、 焚火の 反映が 閃々 として 明滅 

する 

ひとり その むれ を 離れた 誠訪栄 三郎、 腰の 


むさしたろう やすくに 

武 蔵太郎 安国に 大 反り を 打た せて、 星屑 をう かべた 池 

のほとりに たった。 

夜露が 足 を ぬらす。 

栄三郎 は 裾 を 引き上げて 草 を 踏んだ。 と、 なんだ ろ 

あし 

う  歩に まつわりつく ものが ある。 

しごき 

拾って みると、 緋 縮緬の 扱 帯 だ。 

はてな！ 弥生 様の らしい がどうして こんなと ころ 

に！ と 首 を 頃け た  。 

とたんに？ 

闇黒 を 縫って 白刃が 右往左往 する 庭の 片隅から、 あ 

わた だしい 声が 波紋の ように ひろがって 来た。 


「や ッ！ いた、 いた ッ！ ここに！」 

「出会え ッ！」 

この 二 声が 裏木戸の あたり からした かと 思う と、 あ 

と はすぐ また 静寂に 返って ゾ クッ！ とする 剣 気が ひ 

しひし と 感じられる。 

声が 切れた の は、 もう 斬りむ すんで いるら しい。 

散らばつ ている 弟子 達が、 いっせいに 裏へ 龃 けて 行 

くの が、 夜空の 下に 浮いて 見える。 

ぶつりと 武蔵 太郎の 鯉口 を 押し ひろげた 栄 三郎、 思 

わず 吸いよ せられる ように 足 を 早める と、 チヤ リ …… 

ン！ 


「うわ あ ッ！」 

一 人 斬られた。 

 星 明りで 見る。 

片袖 ちぎれた 丹 下 左 膳が 大 松の 幹 を 背に してよ ろめ 

き 立って、 左手に 取った 乾 雲 丸 二 尺 三寸に、 今し も 血 

振る い を くれてい ると ころ。 

別れれば 必ず 血 をみ ると いう 妖 刀が、 すでに 血 を 味 

わった の だ。 

松の 根方、 左 膳の 裾に からんで、 黒い 影が うずくまつ 

ている の は、 左 膳の 片袖を 頭からす つぼり とかぶ せら 

れた 弥生の 姿であった。 


神変 夢想の 働き はこの 機！ とば かり、 ずらり と 遠 

輪に 囲んだ 剣陣 が、 網 をし める よう …… じ、 じ、 じッ 

きざ 

と 爪先 刻みに 迫って ゆく。 

刀痕 鮮 かな 左 膳の 顔が 笑いに ゆがみ、 隻眼が 光る。 

どしょう 

「この 刀で、 すぱリ とな、 てめ え 達の 土 性 ッ骨を 割り 

下げる 時が たまらね えんだ。 肉が 刃 を 咬んで ョ、 ヒク 

ヒクと 手に 伝わら ぁナ —— う ふつ！ 来い ッ、 どっち 

からで も ッ！」 

こうぼう 

無言。 光 鋩 一 つ 動かない。 

鉄 斎 は？ 見る と。 

われ を 忘れた ように 両手 を 背後に 組んで、 円陣の 外 


お は うちか 

から、 この 尾羽 打 枯らした 浪人の 太刀 さばきに 見惚れ 

ている。 敵 味方 を 超越して、 ほほう これ は 珍しい 遣い 

手 だ わい とで もい いたげ なよう す！ 

傲 立った か 門弟の ひとり、 松 をへ だてて 左 膳の まう 

しろへ まわり、 草に 刀 を 伏せて …… ヒタ ヒタと 慕い 

寄 つたと 見る まに、 

「えい ッ！」 

立ち上がり ざま、 下から 突き あげたが、 

「こい っゥ ！」 

と 呻いた 左 膳の 気合い が 寸刻 早く 乾 雲 空 を 切って バ 

サッと 血し ぶきが 立った かと 思う と、 突いて きた 一 刀 


が 彗星の ように 闇黒に 飛んで、 身体 はは や 地に のけ 

ぞ つてい る。 

いんしん  こだま 

弥生の 悲鳴が、 尾を引いて 陰 森た る 樹立ち に 反響し 

た。 

はぶす ま 

これ を 機会に、 弧 を 画いて いる 刃 襖から ばらばらと 

四、 五 人の 人影が 躍り 出て、 咬 閃 入り乱れて 左 膳 を 包 

んだ。 

が、 人 血 を 求めて ひとりでに 走る のが 乾 雲 丸 だ。 し 

かも！ それが 剣鬼 左 膳の 手に ある！ 

来たな ッ！ と 見る や、 膝 をつ いて 隻手の 左 剣、 逆 

に、 左から 右へ といく つかの 脛 を かつ 裂いて、 倒れる 


ところ を 蹴散らし、 踏み越え、 左 膳の 乾 雲 丸、 一気に 

鉄 斎 を 望んで 馳駆して くる。 

ダッ …… とさが つた 鉄 斎、 払い は 払った が、 相手 は 

丹 下 左 膳で はなく 魔 刀 乾 雲で ある。 引っぱず してお い 

て 立てな おす まもなく、  二の 太刀が 肘 を かすめて、 つ 

ぎに、 乾 雲 丸 はした たか 鉄 斎の 肩へ 食い入つ ていた。 

「お！ 栄ッ！ 栄三 —— 」 

そうだ 栄三郎 は 何 をして いる？ 言うまでもない。 

武 蔵太郎 安国 を かざして 飛鳥 ッ！ と 撃ち こんだ 栄三 

郎の初 剣 は、 虚を 食って ッゥ …… ィと 流れた。 

「おのれ ッ！」 


と 追いす がると、 左 膳 は、 もう もとの 松の 根へ とつ 

て 返し、 肉迫す る 栄三郎 の 前に 弥生 を 引き まわして、 

乾 雲 丸の 切 先で あしらいながら、 

「斬れよ、 この 娘 を 先に！」 

白刃と 白刃との 中間に 狂い 立った 弥生、 血 を 吐く よ 

うな 声で 絶叫した。 

「栄 三郎 様ッ、 斬って！ 斬って！ あなたのお 手に 

かかれば 本望です ッ …… さ、 早く」 

栄三郎 が ひるむ 隙に、 松の 垂れ 枝へ 手 を かけた 左 膳、 

抜き身の 乾 雲 丸 を さげた まま、 かまきりの ような 身体 

が 塀 を 足場に した かと 思う と、 トンと 地に 音して 外に 


降り 立った。 

ひょうし ぎ 

火の よう —— じんの 声と 拍子木。 

こはんと き  こうじまち 

それが 町角へ 消えてから 小 半 刻 もた つた か。 麴町 

三番 町、 百 五十石 小 普請 入りの 旗本 土 屋多門 方の 表門 

を、 ドン ドンと 乱打す る 者が ある。 

「ち ッ。 なんだい 今ごろ、 町 医 じゃある めえ し」 寝よ 

うとして いた 庭番の 老爺が、 つぶやきながら 出て 行つ 

くぐ 

て 潜り を あける と、 一 拍子に、 息せ ききって、 森徹馬 

がと びこんで 来た。 

「おう！ あなた 様 は 根津の 道場の —— 」 

御主人へ 火急の 用！ と 言った まま、 徹馬は 敷き 台 


へ 崩れて しまった。 

土 屋多門 は 鉄 斎の 従弟、 小 野 塚 家に とってた つた 一 

人の 身寄りな ので、 徹馬は 変事 を 知らせに 曙の 里から 

ここまで 龃け つづけて 来たの だ。 

何事が 起こった のか …… と、 寝巻 姿に 提げ 刀で 立ち 

現われた 多 門へ、 徹馬は 今宵の 騒ぎ を 逐一 伝える。 

—— 丹 下 左 膳と いう 無法者が 舞い こみ、 大事の 仕 合 

に 一 の 勝ち をと つて 乾 雲 丸 を佩受 した こと、 そして、 

さした まま 逃亡しょう として 発見され 鉄 斎 先生 はじめ 

十数 人 を 斬って 脱出した …… しかも、 刀が 乾 雲 丸の 故 

か、 斬られた 者 は、 重 軽傷 を 問わず すべて 即死！ と 


聞いて、 多 門 はせ きこんだ。 

「老 先生 も かッ」 

「ざ、 残念 —— おいた わしい 限りに ございます」 

「チェ イツ！ 御 老人 は 年 歳 は 年齢 だが、 お 手前 を は 

じめ 誠訪 など、 だいぶ 手き きが 揃ってお ると 聞いた に、 

なななん たる 不覚 —— 」 

徹馬 は、 外へ 探しに 出て いて、 裏 塀 を 乗り越え ると 

ころ を 見つけて 斬りつ けたが、 なにしろ この 暗夜、 そ 

するど  もんぜんちょう 

れに乾 雲 丸の 切 先鋭く、 とうとう 門前町の 方角へ 丹 

下の 影 を 見失って しまった。 こう 弁解ら しくつけ たし 

たかれの 言葉 は、 もはや 多 門の 耳へ はは いらなかった。 


お 駕籠 を、 と 老爺が 言う の を、 

「なに、 九 段で 辻待ち をつ かまえる」 

と、 したく も そこそこに、 多 門は徹 馬と つれ 立って 

屋敷 を 走り出た …… 。 

行く先 は、 いうまでもなく 根津 曙の 里。 

その 曙の 里の 道場。 

奥の 書院に、 誠訪栄 三郎と 弥生が、 あおざめた 顔 を 

みつめ あ つ て、 息づ まる 無言の まま 対座して いる。 

鉄 斎 を はじめ 横死 者の 遺骸 は、 道場に 安置され て、 

さ つ きから 思いがけない 通夜が 始ま つてい る。 二人 は 

その 席 を 抜けて、 そっと この 室へ 人 眼 を 避けた の だ。 


悲しみの 極 を 過ぎ たのだろう、 もう 泣く 涙 もない よう 

ぶぜん 

に、 弥生 はた だ 異様に きらめく 眼で、 憮然と して 腕 を 

組んだ 栄三郎 の 前に、 番を 破られて 一つ 残った 坤竜 

丸が 孤愁 を 託つ ものの ごとく 置かれて あるの を 見す え 

ている。 

遠く 近く、 ジ ユウ ン …… ジ ユンと いう 音の する の は 

焚き火に 水 を 打って 消して いるので ある。 いきな リ障 

子の 桟で こおろぎが 鳴き 出した。 

「まったく、 なんと 申して よい やら、 お 悔みの 言葉 も、 

ありませ ぬ」 

一句 一句 切って、 栄三郎 は何薆 もい つて 言葉 をく り 


返した。 

なんび と 

「御 秘蔵の 乾 雲 丸が 先生のお 命 を 絶とうと は、 何人も 

思い設けませんでした。 がし かし、 因縁 —— とで も 申 

しまし ようか、 離れれば 血 を 見る という 乾 雲 は、 離れ 

ると 第 一 に 先生のお 血 を …… 」 

「栄 三郎 様！」 

「いや、 こうな りました うえ は、 いたずらに 嘆き悲し 

むより、 まず 乾 雲 を 取り返して 後難 を 防ぐ のが 上分別 

かと —— ^ 

「栄 三郎 さま ッ！」 

「それに は、 私に 一策 ありと 申す のが、 刀が 刀 を 呼ぶ。 


乾 雲と 坤竜は 互いに ひきあう とのこと ですから、 もし、 

私に、 この 坤竜丸 を 帯して 丹 下 左 膳め を さがす こと を 

お許しく ださるなら、 刀 同士が 糸 を 引いて、 必ずや 左 

膳に 出会いた し …… 」 

「栄 三郎 さま ッ！」 

「はい」 

「あなたと いうお 人 は、 なんと まあお 気の 強い —— 刀 

も 刀です けれど 弥生の 申す こと を すこしも お聞きく だ 

さらずに」 

「あなたの おっしゃる こと —— と はまた なんで ござい 

ます？」 


「まあ！ しらじらしい！ あなた さえ 今日 勝つべき 

仕 合に お勝ちく ださったら、 こ、 こんな ことに はなら 

なかった ろうと …… それ を 思う と —— 栄三郎 様ッ、 お 

恨み、 おうらみで ございます」 

「勝負 は 時の 運。 私 は 他意な く 立ち合いました」 

「、つ そ！ 大, つ そ！」 

「ちとお 謹 み —— 」 

「いいえ。 あなたの ような ひど い 方が またと ございま 

しょうか。 わたしの 心 は 百 も 御 承知の くせに、 女の 身 

として この 上 もない 恥 を、 弥生 は、 きょう 初めて …… 」 

「弥生 様。 道場に は 先生の 御 遺骸 もあります ぞ」 


「ええ …… この 部屋で、 父 は どんなに 嬉しそうに につ 

こりして あの 貼り紙 を 書きました ことか —— 」 

「 —— それ も、 余儀 ありませ ぬ」 

「栄 三郎 さま ッ！ あ、 あんまりです ッ！」 

ゎッ！ と 弥生が 泣き伏した 時、 廊下 を 踏み鳴らし 

てく る 多 門の 跫 音が し た 。 

おののく 白い 項 を ひややかに 見やって 栄三 郎は坤 

竜 丸 を 取り あげた。 

「では、 この 刀 は 私が お預かりい たします。 竜 は 雲 を 

招き、 雲 は 竜 を 待つ、 江戸 広し といえ ども、 近いう ち 

に坤竜 丸と 丹 下の 首 をお 眼に かけましょう —— 」 


こうして、 戦国の 昔 を 思わせる 陣 太刀 作りの 脇差が、 

くろ ざ や 

普通の 黒鞘武 蔵太郎 安国と 奇妙な 一 対 をな して、 この 

夜から 詉訪栄 三郎の 腰間に 納まる ことと なった。 

ばけもの やしき 

化物 屋敷 

うす あばたの 顔に 切れの 長い 眼 をと ろん とさせて、 

きょうそく 

倒した 脇息 を 枕に、 鈴 川 源 十郎は ほろ 酔いに 寝ころ 

んで いる。 

年齢 は 三十 七、 八。 五百石の 殿様 だが、 道楽 旗本 だ 

ぢぉた K- さ  こま ァ し 

から 髪 も大髻 ではなく、 小鬍 で、 鬢が うすいので、 


ちょっと 見る と、 八丁 堀に 地面 を もらって 裕福に 暮ら 

より さ 

している、 町奉行 支配の 与力 に似てい ると ころから、 

旗本 仲間で も 源 十郎を 与力と 綽名して いた。 

父 は 鈴 川 宇右衛門 といって 大御 番組 頭だった が、 源 

こぶしん  きょす いりゅう いあい 

十郎の 代に なって 小 普請に 落ちて いる。 去 水流 居 合の 

達人。 書 も 相応に 読んだ はずな のが、 泰平 無事の 世に 

身 を 持て あまして か、 このごろ ではす つかり 市井の 

蕩児に なりき つ ている  伸ばした 足 先が 拍子 をと つ 

くちじゃみせん 

て 動いて いるの は、 口三味線で 小唄で も 歌って いるら 

しく、 源 十郎は 陶然と して 心地よ さそう である。 

秋の 夜な が。 


本 所 法 恩 寺 まえの 鈴 川の 屋敷に 常連が 集まって お 勘 

定と 称して ひとしきり いたずらが 盛 つ た あと は、 こう 

して 先刻から にわか 酒宴が はじまって、 一人き りの 召 

使お さよ 婆さんが、 一 升 徳利 を そのまま 燜 をして 持ち 

出す やら、 台所 を さらえて 食えそう な 物なら なんでも 

運び こむ やら、 てんてこまい をして いる 騒ぎ。 

「なんだ、 鈴 川、 新しい 婆あが 来て おる ではない か」 

土 も 仙 之 助が 珍しそう にお さよ を 見送って 言う。 

「うむ。 前の は 使いが 荒い とこ ぼして 暇 を 取って いつ 

たわらち よう  やぬし き ざえ もん 

た。 あれ は 田 原 町 三 丁目の 家主 喜 左衛門 と 

鍛冶屋 富 五郎 鍛冶 富と いうの を 請 人に して 雇い入れた 


の だ。 よく 働く。 眼 を かけて やってくれ。 どうも 下女 

は 婆あに 限る ようだて。 当節の 若 いのはい かん」 

すみ  とんきょう 

「へつ へつ へつ へつ」 隅で 頓狂に 笑い出し たの は、 

こまが た 

駒 形の 遊び人 与吉 だ。 

「へへ へ、 使いが 荒い なんて、 殿様、 なんでげ しょう、 

ちょいと お 手 をお 出しな すつ たんで …… こう 申しち や 

あくじき 

なんです けれど、 こちらの 旦那と 来た 日に や 悪食 だか 

らね」 源 十郎は 苦笑して、 生き残った 蛾が 行燈に 慕い 

よるの を 眺めて いる。 

本 所の 化物 屋敷と 呼ばれる この 家に 今宵と ぐろ を ま 

ちと こ 

いている 連中 は、 元 小 十 人、 身 性が 悪い ので 誘い 小 普 


請 入り をい いっかつ ている 土 生 仙 之 助 を 筆頭に、 いず 

れも 化物に 近い 変り種ば かりで、 仙 之 助 は、 着流しの 

うしろへ 脇差 だけ を 申し わけに ちょいと 横ち よに 突き 

や ぞう 

差して 肩 さきに 弥蔵を 立てて いようと いう 人物。 それ 

に 本 所き つての 悪 御家人 旗本が 十 人ば かりと、 つづみ 

としま 

の与吉 などと いう 大 一座に、 年増 ざ かりの 仇つ ぼい 女 

が ひとり、 おんなだてらに 胡 坐 を かいて、 貧乏 徳利 を 

手 もとにもう だいぶ 眼が すわって いる。 

「お 藤、 更けて 待つ 身 は —— と 来る か、 察する ぞ」 

くし 

誰かが どなる ように 声をかけ るの を、 櫛 まきお 藤 は 

あでやかに 笑い 返して、 またしても 白い 手が 酒への び 


る。 

ぬし 

「なんとか 言つ てるよ …… 主に 何と ぞ つげの 櫛、 どこ 

を 放つつ きま わって るんだろう ねえ、 あの人 は。 ほん 

とに じれったい つたら あり やしない」 

「手放し 恐れ入るな。 しかしお 藤、 貴様 もしつ かりし 

ろよ。 あい つ 近 ごろし けこむ 穴が できたら しいから I 

I」 

「あれさ、 どこに？」 

「いけね え、 いけね え」 与吉が あわてて 両手 を 振った _ 

あねご 

「そう 水 を 向けち や あいけ ません や あねえ。 姐御、 姐 

しんき 

御 は 苦労人 だ。 辛気臭く ちゃ 酒が まずい や、 ねえ？」 


どッ！ と浪 のよう な 笑いに 座が くずれて、 それ を 

機に、 一 人 ふたり 帰る 者 も 出て くる。 

櫛 まきお 藤 は、 美しい 顔 を 酒に ほてらせて、 男の よ 

うに 胡 坐の 膝へ 両手 をつつ 張った まま、 頤を 引いて、 

帰って 行く 人 を 見上げて いる。 紅い 布が 半開の 牡丹の 

ように 畳に こぼれて、 油 を 吸った 黄楊の 櫛が、 貝細工 

のよう な 耳のう しろに 悩ましく 光って いる 風情、 散り 

そめた 姥桜に かつと 夕映えが 照りつ けたよう で、 熟れ 

切った 女のう まみが、 はだけ た 胸元に のぞく 膚の色 か 

らも、 黒 襟 かけた 糸 織の なで 肩から も、 甘い においと 

な つ て 源 十 郎の鼻 をく すぐる。 


この 女 はこれ でお たずね 者な の だ —— こう 思う と 源 

十郎 は、 自分が 絵草紙の 世界に でも 生きて いるよう な 

気がした。 

「姐御、 皆さんお 帰りです。 お供し やしよう」 与吉に 

うながされて、 ひとり 残って いたお 藤 は、 片手 をう し 

ろに 膝 を 立てた。 

「そうだね え。 実の ない 人 はいつ まで 待って いたって 

しょうがない。 じ や、 お神輿 を あげる としょう か。 お 

殿様お やかまし ゆう ございました。 おやすみなさい」 

「うむ 帰る か」 

と 源 十郎は 横にな つ たまん まだ。 


食べ 荒らした 皿 小鉢 や、 倒れた 徳利に 蒼白い 光が さ 

して、 畳の 目が 読める。 

軒 低く、 水の ような 月のお もてに 雁が ななめに 列 

なって いた。 

与吉 がお 藤 を 送って、 浅 草の 家へ 帰って 行く と、 し 

ばらく して、 寝ころん でいた 源十郎 が、 むくり と 起き 

上が つ てお さよ を 呼んだ。 

「はいはい」 

と 出て きたお さよ 婆さん、 いつのまにか 客が 帰って 

がらんと している のにび つ くりして、 

「おやま あ、 皆 さまお 帰りで ござんし たか。 ちっとも 


存じませんで  ここ はすぐ に片 づけます けれど、 あ 

のお 居間の ほうへ お 床 をと つてお きました から」 

「まあ、 いい、 それより、 戸締り をして くれ」 

縁の 戸袋から 雨戸 をく リ出 しかけた おさよ の 手が、 

思わず 途中 で 休んで しまう。 

藍 絵の ような 月光。 

近いと ころ は 物の 影が くっきりと 地 を 這って、 中の 

ごう  いら か うろこ  かきわり 

郷の あたり、 甍が鱗 形に 重なった 向う に、 書 割の よ 

みょう けん 

うな 妙 見 の 森が 淡い 夜霧に ぼけて 見える。 どこかで 

がらす 

月夜 鴉 のうかれ る 声。 

おさよ は 源 十郎を ふりかえ つ た。 


「殿様、 いい 月で ございま すねえ」 

すると 源 十郎。 

「おれ は 月 は 大嫌い だ」 

と、 はねつけ るよう。 

「まあ、 月が お嫌い  さようで ございま すか。 です 

けれど、 なぜ …… で ござんしょう？」 

「なぜで も 嫌いだ。 月 を 見る ともの を 思う。 人間 もの 

を 思えば 苦しく もなる。 そのため  かも 知れぬな」 

「お別れに なった 奥様の ことで も 思い出して、 おさび 

しくなる ので ございま しょうよ」 

「ふ ふ ふ、 そうか も 知れぬ。 ま、 早くし める がいい」 


すっかり 戸締りが できる と、 源十郎 はまた 寝そべつ 

て、 

「さよ、 ここへ 来て、 ちょっと 肩へ つかまって くれ」 

按摩 を、 と言う。 

たす き 

おさよ は櫸 のま ま 座敷へ はいって、 源 十 郎の肩 腰 

を 揉み出した。 

なんとき 

「もう 何 刻 かな？」 

「つい 今し方 回向 院の 八つが 鳴る の を 聞きました」 

「そうか。 道理で 眠い と 思った。 ああ ああ あ！」 

おお あくび 

大 欠伸 をしながら、 

「貴様、 年寄り だけあって 眠が らんな。 身体が 達者と 


みえる」 

「えええ え、 そり やもう いたって 丈夫な ほうで、 その 

上、 年 をと るに つれて、 なかなか 夜 眼が 合わ なくなり 

やす 

ますので ございま すよ。 ですから、 これから 寝 ませて 

いただいて もお 天道 さまより 先に 起きて しまいます」 

「だいぶ 凝って るよう だ。 うん、 そこ を 一 つ 強く 頼む 

I 貴様、 何 か、 子供 はない のか」 

「ございます、 ひとり」 

「男 か 女 か」 

「女で ございます」 

「女 か —— それでも、 楽しみ は 楽しみ だな」 


「なんの、 殿様、 これが もし 男の子で したら、 伝手 を 

求めて また 主取り をさせる という 先の 望み も ございま 

しょうが、 女で はねえ …… それに —— 」 

「主取りと 申す と、 貴様 武家 出か」 

「はい。 お 恥ずかし ゆう ございます」 

「ほほう。 それ は 初耳 だな。 して 藩 は どこ だ？」 

「殿様、 それば かり はお ゆるし を。 こうおち ぶれて お 

主のお 名 を 出します こと は  」 

「それ はそう だ。 これ はおれが 心なかった な。 しかし、 

つれあい 

さしずめ 永の 浪々 のうちに 配合 をな くして、 今の 境涯 

しさ い 

に 落ちた と いう & 細だろう？」 


「お 察し のとお りで ございます」 

「それで、 その 娘と いうの はいかが いたした？」 

「宿 元へ 残して 参り ましたが、 それが 殿様、 ほんと に 

困り者なん でございますよ」 

「どうして だ？」 

もとで 

「いえね。 まあ、 この 婆あと して は、 幸い 資本 を 見て 

やろうと おっしゃって くださる 方 もあります から、 し 

かるべき、 と 申した ところで 身分 相当のと ころから 婿 

を 迎えて、 細く とも 何 か 堅気な 商売で も 出さして やり 

たいと 思つ ている ので ございま すが、 親の 心 子 知らず 

と はよ くいった もので、 なんです か、 このごろ 悪い 虫 


が つきまして ねえ」 

「浮気 か」 

「泣かされます でございますよ」 

「なんだ、 相手 は」 

「どこかお 旗本の 御 次男 だと か —— 」 

「よいで はない か。 他人 まかせの 養子と いう やつに は、 

こんきゃく 

末へ いって 困却す る 例が まま ある。 当人 同士が 好き 

なら、 それが 何より だ。 お前 も せいぜい 焚きつ けて 後 

うちわ 

日 左団扇に なおる 工面 をした がよ い。 おれが 一 つまと 

めて やろう か、 はは はは」 

「まあ、 殿様のお さばけ 方 —— でも、 どうもお うちの 


首尾が おもしろく ございませんで ねえ」 

つと、 源 十郎は 聞き耳 を 立てた。 

びょうび ようと 吠える 犬の 声に 追われて、 夜霧 を 踏 

む 跫 音が 忍んで 来た かと 思う と、 

しッ！ し ッ！ 

と 庭に 犬 を 叱る 低声と ともに、 コ トコ トコ トと 秘め 

やかに 雨戸が 鳴って、 
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「おい！ 源 十、 鈴 源、 俺 だ …… おれ だよ。 あけて く 

れ」 

—— 帰って来 たな、 とわ かると、 源 十郎の 眉が 開い 


て、 あちらへ 行って おれと 顎で おさよ を 立ち去らせる 

が 早い か、 しめたば かりの 戸 を また あける。 

やよう 

夜 妖のー つのよう に、 丹 下 左 膳が 音 もな く すべりこ 

んだ。 

「おそかった な。 今ごろまで どこへ 行って いた？」 

それに は 答えず、 左 膳 は 用心深く 室内 をう かがって、 

「連中 は？」 

「今 帰った ところ だ」 

あんどん 

左 膳 は 先に 立って 行燈の 光の なかへ はいつ て 行った 

が、 続いた 源十郎 はちよ つと どきりと した。 

左 膳の 風体で ある。 


ちまた 

巷の 埃リに 汚れて いるの は 例の ことながら、 今夜 

はまた どうした というの だ！ 乱髪が 額 をお おい、 片 

くろな な ， .J 

袖 取れた 黒 七 子の 裾から 襟 下へ かけて、 スゥッ と 一線、 

せきがん せきわん 

返り血ら しい 跡が はね上がつ ている。 隻眼 隻腕、 見 上 

げ るよう に 高くて 痩せさら ばえ た 丹 下 左 膳。 猫背の ま 

ま 源 十郎を 見す えて、 顔の 刀痕が、 引つつ るよう に 笑 

、つ。 

「すわれ！」 

源十郎 は、 夜寒に ぞっとして 丹前 を 引きよ せながら、 

「殺って 来たな 誰か を」 

「いや、 少々 暴れた。 あは はは はは」 


せっしょう 

「いいかげん 殺生 はよ したがよ ぃぞ」 

こう 忠言め かしてい つた 源十郎 は、 そのと き、 胡 坐 

になりながら 左 膳が 帯から とった 太刀へ、 ふと 好奇な 

眼 を 向けて、 

「なんだ それ は？ 陣 太刀で はない か」 

すると 左 膳 は、 得意ら しく 口 尻 を ゆがめた が、 

「ほかに 誰もお らんだろ うな？」 

と 事々 しく そこら を 見 まわす と、 思いき つたよう に 

膝 を 進めて、 

「な あ 鈴 川、 いやさ、 源 的、 源の 字 …… 」 

太い 濁声 を 一 つず つし やくり あげる。 


「なんだ？ ものものしい」 源 十郎は 笑い を ふくんで 

いる。 「それよりも 貴公 色男に はなりたくない な。 先 

刻までお 藤が 待ち あぐんで、 だいぶ 冠を曲げて 帰った 

ぞ、 たまに は 宵の口に 戻って、 その 傷 面 を 見せて やれ 

くどく 

いい 功徳になる わ。 もっとも あの 女、 貴様の ような 男 

に、 どこが よくて 惚れた のか 知らん が、 一 通り 男 を 食 

い 散らす と、 かえ つ て 貴様み た いな 人 三 化 七が ありが 

たくなる ものと 見えるな。 不敵な 女 じ やが、 貴様の こ 

ととなる とから きし 意気地が なくなって、 まるで 小娘 

ふびん  みょうが 

いやもう、 見て いて 不憫 だよ。 貴様 もす こし は 冥加に 

思う がいい」 


源 十郎の 吹きつける 煙草の 輪に 左 膳 は プッ！ と 顔 

を そむけて、 

「四 更、 傾 月に 影 を 踏んで 帰る。 風流な よう だが、 露 

に ぬれた。 もう そんな 話 あ 聞きた くもね え や。 だが な 

鈴 源、 俺が 貴様ん 所に 厄介に なつてから、 これで 何月 

になる かな あ？」 

「今夜に 限って 妙に 述懐め くで はない か。 しかし、 

とし 

言って 見れば もうかれ これ 半 歳に はなろう」 

「そうなる か。 早い もの だな、 俺 は その あいだ、 真実 

貴様 を 兄貴と 思 つ て 来た —— 」 

「よせよ！ 兄と 思って あれなら 弟と 思われて は 何 を 


される かわか らんな。 はは はは は」 

「冗談 じゃあね え。 俺 ぁ今晚 ここに、 おれの 一身と、 

さる 北境の 大 藩と に関する 一 大 密事 をぶ ちまけ ようと 

思 つ てるんだ」 

けんうん まる 

前 かがみに 突然 陣 太刀 作りの 乾 雲 丸 を 突き出した 左 

盖ロ。 

こ れ  いとぐち 

「さ、 此刀 だ！ 話の 緒 というの は」 

と 語り 出した。 源十郎 が、 灯心 を 摘んで 油 を くれる 

ぎょう あん 

と、 ジジジ ジィと 新しい 光に、 濃い 暁闇が 部屋の 四隅 

へ 退く。 が、 障子 越しの 廊下に たたずんで いる 人影に 

は、 二人とも 気がつかなかった。 


左 膳の 言葉。 

この 風の ごとき 浪士丹 下 左 膳、 じつは、 江戸の 東北 

そう まだ いぜん のす け 

七十 六 里、 奥州 中 村 六 万 石、 相 馬 大膳亮 殿の 家臣が、 

す 力た 

主君の 秘命 をお びて 府 内へ 潜入して いる 仮り の 相 で 

あった。 

で、 その 用向きと は？ 

そうく 

れっきと した 藩士が、 なぜ 身 を 痩狗の 形に やつして、 

お 江戸 八 百 八丁の 砂 ほこりに、 雨に、 陽に、 さらさな 

ければ ならなかった か。 

そこに は、 何 かしら 相当の 原因が ある はず。 

珍しく 正座した 左 膳の 態度に つりこまれて、 源十郎 


の 顔から も 薄笑いが 消えた。 

二人 を 包む 深 沈た る 夜気に、 はや 東雲の 色が 動いて 

いる。 

ただ 廊下に 立ち 聞く おさよ は、 相 馬 中 村と 聞いて、 

危うく 口 を 逃げよう とした おどろきの 声 を、 ぐっと 

両 掌で 押し戻した。 

とざまし ゆう 

六 万 石 相 馬 様 は 外様 衆で 内福の 家柄で ある。 当主の 

できとう 

大膳亮 は 犬の 愛 刀 家 —— というより 溺 刀の 組で、 金に 

かいだい  きけん 

飽かして 海内の 名刀 稀 剣が 数多く あつまつ ているな か 

きす 

に、 玉に瑕と でも 言いた いのは、 ただ 一 つ、 関 七 流の 

まごろ く 

祖孫 六の 見るべき 作が 欠けて いる ことだった。 


そこで、 

どうせ 孫 六 を さがすなら、 この 巨匠が、 臨終の 際 ま 

で 精根 を 涸らし 神気 を こめて 鍛 つたと 言い伝えられて 

こんりゅう まる 

いる 夜泣きの 大小、 乾 雲 丸と 坤竜丸 を …… というので、 

ひと ふリ 

全国に 手分け をして 物色す ると、 いま その 一 腰 は、 江 

戸根 津 権現の うら 曙の 里の 剣道 指南 小 野 塚 鉄 斎 方に 秘 

蔵され ている と 知られた から、 江戸の 留守居 役 をと お 

して 金銀に 糸目 をつ けずに 交渉ら せて みたが、 もとよ 

リ 伝家の 重宝、 手 を 変え 品 を かえても、 鉄 斎 は 首 を 縦 

に ふらない。 

とても だめ。 


とわ かって、 正面の 話合い は それで 打ち切り になつ 

たが、 大膳亮 の 胸に 燃える 慾 炎 は、 おさまる どころ か 

新たに 油 を 得た も 同様で、 妄念 は 七十 六 里 を 飛んで 雲 

となり、 一 図に 曙の 里の 空に 揺曳した。 

物 を あつめて よろこぶ 人が、 一 つ ことに 気 をつ めた 

末、 往々 にして 捉 われる 迷 執で ある。 業火で ある。 

領主 大膳亮 が、 あきらめられ ぬと あきらめた ある 夜、 

おりからの 闇黒に まぎれて、 一 つの 黒い 影が、 中 村 城 

ふじょう もん 

の 不浄 門から 忍び 出て 城下 を 出 はずれた。 その あくる 

日、 お 徒 士組丹 下 左 膳の 名が、 ゆえ しれず 出奔した 廉 

を も つ て 削られた ので ある。 


血 を 流しても 孫 六 を 手に すべく、 死 を 賭した 決意 を 

見せて、 不浄 門から 放された 剣 狂 丹 下 左 膳、 そのころ 

はもう 馬子 唄の どかに 江戸 表へ 下向の 途に ついていた。 

おもて 向き は浪々 でも、 その実、 太守の 息が かかつ 

ている。 

この 乾坤 二 刀 を 土産に 帰れば、 故郷に は、 至上の 栄 

誉と 信任、 莫大な 黄金と 大禄が 待って いるの だ。 

出府と 同時に、 本 所 法 恩 寺 前の 鈴 川 源十郎 方に 身 を 

よせた 左 膳 は、 日夜 ひそかに 鉄 斎 道場 を 見て いると、 

年に 一 度の 秋の 大仕 合に、 乾雲坤 竜が 一 時の 佩刀と し 

て 賞に 出る との 噂。 


それ以来、 待ちに 待って いた 十月 初のお の 日。 

横紙破りの 道場 荒し も、 刀の 番をさこう という 目 

的が あ つての こと だつ た —— 0 

「老主 を 始め、 十 人 余りぶ つた 斬って 持ち出し たの だ。 

抜いて 見ろ」 

…… なが 話 を 結んだ 左 膳、 片眉 上げて 大笑す る。 重 

荷の 半ば をお ろした 心 もちが、 怪物 左 膳 をい つそう 

ふ き 

不羈に みせて いた。 

すわりな おした 源 十郎、 懐紙 を くわえて 鞘 を 払い、 

こうしん 

しばし 乾 雲 丸の 皎 身に 瞳 を 細めて いたが、 やがて、 

しゃくどう  つか  むらくも 

「見事。 —— 鞘 は 平 糸 まき。 赤銅 の 柄に 叢雲の 彫り 


が ある。 が、 これ は 刀、 一本で はしかた が あるまい」 

「ところが、 しかたが あるの だ。 源 十、 貴様 はま だ 知 

らんよう だが、 雲 は 竜 を 招き、 竜 は 雲 を 呼ぶ と言う。 

な、 そこ だ！ つまり、 この 刀と 脇差 は、 刀 同士が 探 

しあって、 必ず 一対に 落ち合わ ねえ ことに は 納まらな 

い」 

「と  一一 一一 H.- つと？.」 

「わかりが 遅い な。 差し手 はいかに 離れて いようと も、 

刀と 刀が 求め 合って、 早晚ー つに ならずに はお かねえ 

というの だ。 乾 雲と 坤 竜との あいだに は、 眼に 見えぬ 

糸が 引き あ つてい る」 


あや 

「うむ。 言わば 因縁の 綾 だな」 

「そうだ。 そこで だ、 俺 は 明日から この 刀 を さして 江 

戸中 を ぶらつく つもり だが、 先方で も 誰か 腕の 立つ 奴 

が 坤竜を 帯して 出歩く に 相違ね えから、 そこで それ、 

雲 竜 相 ひいて、 おれと そいつと 必ず 出会す る。 その 時 

だ、 今から 貴公の 助力 を 求める の は」 

「助太刀 か、 おもしろかろう。 だが、 その 坤竜を 佩い 

て 歩く 相手と いうの は？」 

「それ はわ からん。 がし かし、 色の 生つ 白い 若え ので、 

ひとり 手 性の すごい やつが おった よ。 俺 あそい つの 剣 

で 塀から 押し出され たような もの だ」 


「ふうむ。 やる かな 一 つ」 

「坤竜 丸 は これと同じ こしらえ、 平 巻きの 鞘に 赤銅の 

柄、 彫り は 上り 竜 だから、 だれの 腰に あっても 一眼で 

知れる」 

近くの 百姓家で 鶏が 鳴く と、 二人 は 期せず して 黙り 

とうそう 

こんで、 三つの 眼が、 あいだに 置かれた 乾 雲 丸の 刀 装 

に 光った。 

かくして、 戦国の 昔 をし のぶ 陣 太刀 作りが、 普通の 

黒 鞘の 脇差と 奇体な 対 をな して、 この 時から 丹 下 左 膳 

の 腰間 を 飾る ことと なった。 

この 一 伍一 什 を 立ち聞きして いた 老婆お さよ、 


「すると 丹 下様 は 中 村から —— 」 

と 知っても、 名乗っても 出ず、 何事 かひと り 胸に た 

たんだき りだつた。 

というの が、 死んだ おさよ の 夫 和田宗 右衛門と いう 

おんまかない がしら 

の は、 世に あった ころ、 同じ 相 馬 様に 御 賄 頭 を 勤め 

た 人 だから、 さよと 左 膳 は、 同郷 同藩た がいに 懐し が 

るべき 間 がらで ある。 

しゅび  まつ 

首尾の 松 

こはるびより 

底に 何 かしら 冷たい もの を 持って いても、 小春日和 


の 陽 ざし は 道 ゆく 人の 背 をぬ くめる。 

こんの れん  かげろう  あかとんぼ 

店屋つ づきの 紺 暖簾に 陽炎が ゆらいで、 赤蜻 蛤で も 

迷い 出そう な 季節 はずれの 陽気。 

蔵 前の 大通りに は、 家々 の 前に ほこりお さえの 打ち 

水が におって、 瑠璃色に 澄み渡った 空 高く、 旅 鳥の む 

れが ゆるい 輪 を 画いて いる。 

や でん 帽子の 歌舞伎 役者に ついて、 近処の 娘た ちで 

あろう、 稽古 帰りら しいの が 二、 三人 笑 いさざめ いて 

来る。 それが ひとしきり 通り過ぎた あと は、 ちょっと 

ひなた  まえあし 

往来が とだえて、 日向 の 白 犬が 前肢 を そ ろえ て 伸び を 

した。 


ずらり と 並んで いる 蔵 宿の 一 つ、 両口 屋嘉 右衛門の 

店 さき、 その 用水 桶の かげに、 先刻から つづみの 与吉 

が ぼんやりと 人待ち顔に 立って いる。 

つづみ 

打てば ひびく、 たたけば 応ずる というので、 鼓の 名 

►  J まが た 

を 取った ほど、 駒 形で も 顔の 売れた 遊び人。 色の 浅黒 

い、 ちょいと した 男。 

「ち ッ！ いいかげん 待たせ やが るぜ、 殿様 も あれで、 

銭金の ことになるて えと 存外 気が 長え な あ —— できね 

えもんなら できねえ で、 さっさと 引き上げた らいい 

じゃあね え か。 この 家ば かりが 当て じゃあ あるめえ し。 

なんでえ！ おもしろ くもね え！」 


両口 屋の 暗い 土間 をの ぞいて は、 ひとり 口の 中で ぶ 

つくさ 言つ ている。 

外 光の 明るさに ひきかえ、 土蔵 作りの 両口 屋の 家内 

に は、 紫い ろの 空気が 冷たく おどんで、 蔵の 戸前 をう 

かまち 

しろに、 広び ろと した 框に金 係りお 米 係りの 番頭が、 

いなら  ふだ さ 

行儀よ くズ— ッと居 列んで いるの だが、 この 札 差しの 

番頭 は、 首 代と いっていい 給金 を 取った もので、 無茶 

な 旗本 連 を 向う へま わして、 斬られる 覚悟で 応対する。 

いま も 現に、 蔵 前 中の 札 差し 泣かせ、 本 所 法 恩 寺の 

鈴 川 源十郎 が、 自分で 乗り こんで 来て、 三 十両の 前借 

をね だって、 こうして 梃子で も 動かずに いる。 


五百石のお 旗本に 三 十両 はなんでも ないよう だが、 

相手が 危ない からお いそれ と は 出せない。 

取つ 憑かれた 番頭の 兼 七、 すべった ころんだ ど 

愚図つ ている。 

負け つづけて 三十 金の 星 を 背負わ さ れ た 源十郎 に し 

て みれば、 盆の 上の 借り だけあって、 堅気の 相対ず く 

よりも 気苦労な のだろう。 今日は どう あ つ て も 調達し 

らち 

なければ …… と 与吉を 供に 出かけて 来たの だが、 埒の 

あかない ことおび ただしい。 できしだい、 与吉を 飛ば 

して、 先々 へ 届けさせる つもりで 戸外に 待た して ある 

ので、 源 十郎も 一 段と 真剣で ある。 


ちょ うづら 

「そり や 今までの 帳面 が、 どうも きれ いごと にい か 

ん というの は、 俺が 悪い と 言えば、 悪い さ。 しかしな 

あ 兼 公、 人間に は 見 こみ はずれと いう こと も あるで な。 

そこらの ところ を 少し 察して もらわに や 困る」 

「へい。 それ はもう 充分に お 察し 申して おります が、 

先 ほどから 申します とおり、 何分に も 殿様の ほうに は、 

だいぶお 貸 越しに 願って おり ますんで、 へい 一度 清算 

いたしまして、 なんとか そこへ 形 をつ けて いただき ま 

せんこと に は …… 手前 どもと いたしましても、 まこと 

に はや —— 」 

源十郎 のこめ かみに、 見る見る 太いみ みずが 這って 


くる。 羽織 を ボンと たたき 返す と、 かれは 腰 ふかく か 

けなお して、 

「しからば、 何 か。 こうまで 節 を 屈して 頼んでも、 金 

は 出せぬ、 三十 両用 だてなら ぬと 申す の だな？」 

「一 つ このたび だけ は、 手前 どもに もむ り をお ゆるし 

願いた いんで」 

「これ だけ 事 を わけて 申し入れても か」 

「相す みません」 

さげお 

起き上がり ざま、 ピンと 下緒に しごき を くれた 源 十 

7^  、 

■n パ 

「ようし！ もう 頼まぬ。 頼まな けれ あ 文句 は ある ま 


い。 兼 七、 いい 恥 を かかせて くれたな」 

と 歩き かけた が、 すぐ また 帰って来て、 

いとま 

「おい。 もう 一度 考える 暇 をつ かわす。 三 十両 だぞ。 

上に 千 も 百 もっかんの だ。 ただの 三 十両、 どう だ？」 

この 時、 番頭 は ブイと 横 を 向いて、 源十郎 への 面 あ 

てに、 わざとら しい 世辞 笑い を 顔い つ ぱいに みなぎら 

せながら、 

「いらっしゃ いまし —— おや！ これ は 鳥 越の 若様、 

お 珍しい …… 」 

釣られて 源 十郎が 振り向く と、 三 座の 絵 看板からで 

も 抜けて 来たよう な 美男の 若侍が、 ちょうど 提げ 刀 を 


して はい つ てく ると ころ。 

兼 七の 愛嬌に は 眼で こたえて、 そのまま 二、 三人む 

こうの 番頭へ 声をかけた。 

「や あ、 彦 兵衛。 今日は 用人の 代理に 参った」 

「それ は それ は、 どうも 恐れ入ります。 さ、 さ、 おか 

せいきち よし まつ 

けなす つて …… これ、 清吉、 由 松、 お 座蒲団 を 持ちな。 

それから お茶 を —— 」 

源 十郎、 これで 気がついて みると、 自分に はお 茶 も 

座蒲団 も 出て いない。 

用人の 代理と い つ て 札 差し 両口 屋嘉 右衛門の 店 へ 来 


た詉訪 栄三郎 のよう す を、 それと 知らずに、 じっと こ 

ちらから 見守って いた 源十郎 は、 ふと 眼が 栄三郎 が 袖 

で 隠す ようにし ている 脇差の 鐺へ おちる と、 思わず 

は つ として 眼 を こすった。 

平 糸 まき 陣 太刀 づ くり … … ではない か！ 

とすれば？ 

もちろん、 それ は 左 膳の 話に 聞いた 坤竜 丸、 すな わ 

ち 夜泣きの 刀の 片割れに 相違 あるまい。 

刀が 刀 を ひいて、 早く も、 左 膳に つながる 自分の 眼 

に 触れた のか —— こう 思う と、 源十郎 もさす がに うそ 

寒く 感じて、 しばし、 


「どう すれば よい か？」 

と、 とっさの 途に 迷った が、 すぐに、 

「なに、 左 膳 は 左 膳、 俺 は 俺 だ。 もう 少し この 青二才 

を 見き わめて、 その上で 左 膳へ しらせる なりなん なり 

おとこ じょろう 

しても 遅く は あるまい。 それに、 こんな 男 女郎の 一 

束 や 二 束、 あえて 左 膳 を わずらわ さなく とも、 おれ 一 

人で、 いや 与吉 ひとりで 片 づけて しまう」 

ひと リ 胸に 答えて、 なお も、 さりげなく 眼 を 離さず 

にいる と、 そんな ことと は 知らないから、 栄三郎 はさ つ 

そく 要談に とりかかる。 

しらき じゅうべ え  あいにく 

「 用人 の 白木 重 兵衛が 参るべき ところで あるが、 生憎 


いろいろと 用事が 多い ので、 きょうは 拙者が 用人 代リ 

に 来たの だ。 実は、 鳥 越の 屋敷の 屋根が 痛んだ から 

かわらし  そうふき か 

瓦師を 呼んだ ところが、 総葺 替えに しなければ ならな 

い と言うので 、かなり 手数が かかる。 兄 も、 ここちよ つ 

こんきゃく 

と 手 もとが たらなくて、 いささか 困却して おる の だが 

三 期の 玉 落ちで、 元利 引き去って 苦しくな いから、 ど 

うだろう、 五 十両ば かり 用 だって もらえまい か」 

番頭 は 二 つ 返事 だ。 

ふだ さし りょう 

いったい 札 差し は、 札 差 料な どと 言っても いくら 

も 取れる わけの もので はなく、 旗本 御家人に 金 を 貸し 

て、 利 分 を 見なければ 立って いかない の だが、 栄三郎 


の 兄 大久保 藤次郎 は、 若い が嗜 みのい い 人で、 かって 

蔵 宿から 三文 も 借りた ことが ないから、 さっぱり 札 差 

しのもう からない お 屋敷で ある。 

ところへ、 五 十両 借りたい という 申込み。 

三百 俵の 高で 五 十両 はお やすい 御用 だ。 

,， J い んぎ よう 

「恐れ入り ますが、 御 印形 を？」 

「うむ、 兄の 印 を 持参いた した」 

なるほど、 藤 次郎の 実印に 相違ない から、 番頭の 彦 

兵衛、 チロ チロチ 口と そこへ 五 十両の 耳 を そろえて、 

「へい。 一応お しらべの 上お 納め を 願います」 

ここまで 見た 源十郎 は、 ああ、 自分 は 三 十両の 金に 


つまって おる のに、 あいつら、 この 若造へ はかえ つて 

頼む ようにして 五 十両 貸しつ けようと している …… 刀 

も 刀 だが、 五 十両 は どこから 来ても 五 十両 だ —— と、 

何 を 思いつい たもの か、 栄三郎 を しりめに かけて、 ぶ 

らリ と、 両口 屋の店 を 立ち 出で た。 

「殿様」 

待ちくたびれ ていた つづみの 与吉 が、 源 十郎の 姿に 

とび 出して きて、 

「ずいぶん 手間 どった じゃあありません か。 おできに 

なりました かえ？」 

K けよ ろうとす るの を、 


r シッ！ 大きな 声 を 出すな」 

と 鋭く 叱りつ けて、 源 十郎は そのまま、 蔵 宿の 向う 

側 森 田 町の 露地へ ずんずん はいり 込む。 

変 だな。 と 思いながら、 与吉 もつ いて 露地に かくれ 

ると、 立ち どまった 源 十郎、 

「金 はでき なかった。 が、 今、 貴様の 働き 一 つで、 こ 

こに 五 十両 ころがりこむ かも 知れぬ」 

ご * つ さ 

「わたしの 働きで 五 十両？ そいつ あ 豪気です ね。 五 

十両 まとまった、 あの ズシリ と 重い ところ は、 久しく 

手に しません が 忘れられません ね。 で、 殿様、 いって 

えなんで すい、 その 仕事っての は？」 


「今、 あそこの 店から 若い 侍が 出て 来る から、 貴様と 

俺と 他人の ように 見せて、 四、 五 間お くれてつ いて こ 

い。 俺が 手 を 上げたら、 龃け 抜けて 侍に 声をかけ るん 

だ。 丁寧に 言 うんだ ぞ —— ええ、 手前 は、 ただいまお 

出な すった 店の 若い者で ございま すが、 お渡し 申した 

きんす 

金子に 間違いが あるよう ですから、 ちょいと 拝見 させ 

ていた だきたい。 なに、 一眼 見れば わかる というんだ。 

でな、 先が 金 包み を 出したら、 かまわね えから 引つ さ 

ら つて 逃げて しまえ。 あと は 俺が 引き受ける」 

与吉は にゃにゃ 笑って いる。 

「古い 手です ね。 うまくいく でしよう か」 


「そこが 貴様の 手腕で はない か」 

「へへ へ、 ようがす。 やって みましょう」 

うなずき 合った とたん 

「来た ぞ！ あれ だ」 

源 十 郎が与 吉の袖 を 引く。 

せ つた ま 

見る と 着流しに 雪駄 履き、 ちぐはぐの 大小 を 落し 差 

しにした 誠訪栄 三郎、 すっきり とした 肩に さんさん た 

る 陽 あし を 浴びて 大股に 雷 門の ほうへ と 徒歩って ゆく。 

栄三 郎が 正覚 寺 門前 にさし かかった 時だった。 

前後に 人通りの ない の を 見す ました 源十郎 が、 ぱっ 

と 片手 を あげる の を 合図に、 ス タス タ とその そば を 通 


り 抜けて 行った つづみの 与吉。 

「もし、 旦那 さま  」 

あわただしく 追い つきながら、 

「あの、 もしお 武家 さま、 ちょいと お待ち を 願います」 

リ ちぎ 

と 声をかけて、 律儀そう に 腰 を かがめた。 

「  ？」 

たな もの 

栄三郎 が、 黙って 振り向く と、 前垂れ 姿のお 店 者ら 

しい 男が、 すぐ 眼の 下で 米搗きば つたの ようにお じぎ 

をして いる。 

「はて —— 見知らぬ 人の よう だが、 拙者に 何 か 御用 か 

な？」 


栄三郎 は 立ち どまった。 

「はい。 道ば たでお 呼びた て 申しまして、 まことに 相 

すみませんで ございます  」 

「うむ。 ま、 して、 その 用と いうの は？」 

「へえ、 あの …… 」 

と 口ごもった つづみの 与吉、 両手 を もみあわせたり 

首筋 をな でたり、 あくまでも 下手に 出て いると ころ、 

どうしても、 これが 一 つ 間違えば どこでも 裾 を まくつ 

てたん か をき る 駒 形 名うての 兄 哥とは 思えない から、 

栄三郎 もつ い 気を許して、 

「何事 か 知らぬ が、 話が あらば 聞く としょう」 


こう 自ら 先に、 楼門の 方へ 二、 三 歩、 陽 あしと 往来 

を 避けて 立った。 

そのと き、 はじめて 栄三郎 の 顔 を 正面に 見た 与吉 は、 

相手の 水ぎ わ だ つ た 男ぶ りにちよ つ とまぶ しそうに ま 

ごま ごした が、 すぐに 馬鹿丁寧な 口調で、 

「ェ 工手 前 は、 ただいまお 立ち寄りく だすった 両口 屋 

の 者で ございま すがなん でございます かその、 お持ち 

きんす 

帰り を 願いました 金子に 間違いが —— あり はしな か つ 

たかと 番頭 どもが 申して おりまして、 それで 手前が お 

あと を 追って、 失礼ながら お金 を 拝見 させて いただく 

ようにと、 へ い、 こういう ことで 出て 参り ましたが、 


いかがで ござ いましょう。 ちょ つ とお 見せく ださ いま 

すわけ に は 9  」 

言葉 を 切って、 与吉 はじつ と 栄三郎 の 顔色 をう か 

がった。 

正覚 寺の 山門 をお おいつく して、 この あたりで 有名 

いちょう 

な 振袖 銀杏の 古木が おいしげつ ている。 黄い ろな 葉 を 

まばらに つけた 梢が、 高い 秋 空 を 低く さえぎって、 そ 

の あいだから 降る 日光の 縞に、 栄三郎 の 全身に は 紫の 

斑が 踊って いた。 

無言の まま 与吉を 見す えていた 栄 三郎、 何 を 思った 

きびす  けいだい 

かくる りと 踵 を 返して、 いそぎ 足に 寺の 境内へ はい 


りかけ た。 

「あの、 旦那 さま！」 

与吉の 声が 追い かける。 

「ついて 来る がいい」 

と 一 言、 栄三郎 は 本堂 を さして ゆく。 

すこし 離れて、 置き 捨ての 荷車の かげから ようす を 

眺めて いた 源十郎 は、 栄三郎 に 従って 与 吉も寺 内へ は 

い つ て 行く の を 見す ますと、 跫音を 忍ばせて 銀杏の 幹 

に 寄り そ つ た。 

急に 参詣ての はへん だが  はて？ どこへ 行 

くの だろう？  と、 源十郎 がの ぞいて いるう ちに、 


本堂 まえの 横手、 陰陽の 石 を まつって ある ほこらの そ 

ばで、 ぴたりと 足 をと めた 栄三郎 が、 与吉 を返リ みて 

こういい 出す のが 聞こえた。 

「あすこ は 往来 だ。 立ち入った 話 はでき ぬ。 が、 ここ 

なら 人 眼 もない。 なんだ 9  さっきの こと を 今一度 

申して みなさい」 

「いろいろ とお 手間 を とらせて 恐れ入ります。 じつは 

お渡し 申した 小判に 手前 ど もの 思い違い がご ざ いまし 

て」 

「どうもい うこと が はっきり しないな。 数えち が いな 

きんす 

ら とにかく、 金子に 思い違い というの は あるまい」 


「へ？ いえ、 ところが その …… 」 

「待て、 お前 は 両口 屋 のなん だ」 

「若い者で ございます」 

「若い者と いえば 走り使いの 役であろう。 それに 大切 

な 金の 用向きが わかる か —— これ、 番頭が 並べ て 出し、 

拙者が あらためて 受け取って、 証文に 判 をつ いてきた 

金に まちがいの ある わけはない」 

「へえ。 それが その、 番頭さん の 思い違い …… 」 

「まだ 申す か。 なんという 番頭 だ？」 

「う  」 

と 思わず 舌に つかえる 与吉 を、 栄三郎 はしりめ にか 


けて、 

「それ 見ろ。 第一、 両口 屋の 者なら 拙者 を 存じお る は 

ず。 拙者の 名 をい え！」 

「はい。 それ はもう、 よく 承知いた してお ります。 へ 

へへ へ、 若殿 様で —— 」 

い んねレ 

「だまれ ッ！ 侍の 懐中物に 因縁 をつ ける と は、 貴様、 

よほど 命の いらぬ 奴と みえるな」 

「と、 とんでもない！ 手前 はた だ …… 」 

「よし！ しからば 両口 屋へ 参ろう、 同道いた せ」 

と！ 踏み出した 栄三郎 のうしろ から、 こと 面倒と 

みて か、 男が 券いだ けの 腰抜け 侍と てんから 呑んで い 


かいき  はんてん 

る つづみの 与吉、 するりと ぬいだ 甲斐 絹 うらの 半纏 を 

投網の ように かぶらせて、 物 を もい わずに 組みつ いた 

のだった。 

来たな！ 

と 思う と、 栄三郎 は、 この ごまの 蠅 みたい な 男の 無 

こしゃく 

鉄砲に おどろく とともに、 ぐっと 小癩 にさ わった。 同 

時に、 おどろきと 怒り を 通り こした 一 種のお かしみ が、 

頭から 与吉の 半纒を かぶった 栄三郎 の 胸に まるで 自分 

ちゃばん 

が 茶番で もして いるよう にこみ 上げて きた。 

ぷッ！ こいつ、 おもしろ いやつ！ という こころ。 


で、 瞬間、 なんの 抵抗 も 示さずに、 充分 抱きつかせ 

ておいて、 …… 調子に乗 りきった つづみの 与吉 が、 

「ざま あ 見や がれ、 畜生！ 御託 をなら べるの はいい 

が、 このと おり 形な し じゃあね え か」 

と！ 

見得ば かりで はなく、 江戸の 遊び人の つねと して、 

きぬ ラら 

喧嘩の 際に すばやく すべり 落ちる ように 絹 裏 を 張り こ 

んで いる 半纏に、 栄三郎 の 顔 を 包んで 一気にね じ 倒 そ 

、つと すると ザ 」 ろ を  

するりと 搔 いくぐ つた 栄三 郎。 ダッ！ と片脚 あげ 

ひばら  ごま  と うざ ん 

て 与 吉の脾 腹 を 蹴った と 見る や、 胡麻 がら 唐桟の その 


はんてんが、 これ は！ とよろ めく 与 吉の面 上に 舞い 

下って、 

「て ッ！ しゃらく せえ …… ！」 

立ちなおろう としたが、 もがけば いっそう 絡みつ く 

ばかり。 あわてた 与吉 が、 自分の 半纏 を かぶって 獅子 

舞い を はじめる と …… 。 

「えい ッ！」 

霜の 気合い。 

栄三郎 の 手に 武蔵太 郎が鞘 走って、 白い 光が、 横に 

なびいた と 思う と、 もう 刀 は 鞘へ 返って いる。 

血  と 見えた の は、 そこらに カツと 陽 を 受けて い 


はげ ハ とう 

る 雁 来 紅だった。 

門前、 振袖 銀杏の かげから のぞいていた 源十郎 は、 

きも 

この 居 合 抜きの あざやか さに 肝 を 消して、 もとより 与 

吉は 真つ 一 一 つに なった ことと 思った。 

が、 一 一 つに な つたの は、 与吉 ではなくて はんてん だ つ 

た。 まるで 鉄で 断ち切った ように、 左右に 分かれて 地 

に 落ちて いる。 

ぼかんと 気が 抜けて 立 つ た与吉 は、 

「貴様) ，- ときを 斬った ところで 刀が よ) J れる ばかり、 

これに こりて 以後 人 を 見ても の を 言え」 

という 栄三郎 の 声に、 はっとして われに 返った の は 


いいが、 どうして 半纏が 取られた のか 知らないから、 

怖い ものな しだ。 

「何 をッ！ 生意気な」 

うめく より 早く、 蹴 あげた 下駄 を 空で 引つつ かんで 

打って かかった。 にっこりした 栄 三郎、 ひょいと はず 

して、 思わず 泳ぐ 与 吉の腰 を とんと 突く。 はずみ を 

食った 与吉 は、 参詣の 石 だ たみをな めて 長くな つたが 


かれ もさる 者。 

いつの まに 栄三郎 の 懐中 を かすめた もの か、 手に 

しっかと 五 十両 入りの 財布 を 握って、 起き上が ると 同 


時に 門外 を さして 龃け 出した。 

もう 容赦 はならぬ。 追い撃ちに 一 刀！ 

と 柄 を 前半に おさえて あと を 踏んだ 栄三郎 は、 門 を 

出ようと する 銀杏の 樹 かげに、 ちらと 動いた 人影に 気 

がっかなかった。 

まして や、 門 を 出が けに、 与吉 がその 影へ 向かって 

財布 を 投げて 行った ことな ど は、 栄三郎 は 夢にも 知ら 

ない。 

往来で 二、 三度 左右に ためらった 末、 与吉は 亀の よ 

うに 黒船 町の 角 へす つ 飛んで 行く。 まがれば 高麗 屋敷。 

町家が 混んで いて 露地 抜け道 は あやのよ う —— 消 え る 


に はもって こいだ。 

おのれ！ 剣のと どきし だい、 脇の 下から はねあげ 

て やろうと、 詉訪栄 三郎、 腰 をお として 追いす がって 

行った。 

それ を 見送って、 振袖 銀杏の かげから につと 笑顔 を 

見せた の は、 鈴 川 源十郎 である。 

手に、 ずしり と 重い 財布 を 持って いる。 

斬られた と 思った 与 吉が龃 け 出して 来て、 手ぎ わよ 

く 財布 を 渡して 行った の だから、 源十郎 は、 あと は 野 

となれ 山と なれで、 食客の 丹 下 左 膳が 眼の 色 を かえて 

さがして いる 坤竜 丸の 脇差が、 あの 若侍の 腰に あった 


こと も、 この 五 十両から 見れば どうで もよ かった。 

見て いた もの はない。 してやった リ！ と 薄 あばた 

が ほころびる。 

ひさしぶりに ふところ を ふくらませた 源 十郎、 前後 

に 眼 を やつ てぶ らリと 歩き 出そうと すると …… 。 

風 もない のに カサ！ と 鳴る 落ち葉の 音。 

気に もとめずに 銀杏の 下 を 離れよう とする うしろ か 

ら、 突如、 鯖び たわらい 声が 源 十 郎の耳 をつ いた。 

「はつ はつ はつ は、 天 知る 地 知る 人知る —— 悪い こと 

はで きんな」 


ぎょっとして ふり 返った が、 人影 はない。 

雨の ような 陽の 光と ともに、 扇形の 葉が 二 ひら 三 ひ 

ら 散って いるば かり —— 0 

銀杏が 口 をき いたと しか 思われぬ。 

気の 迷い！ 

と 自ら 叱って、 源 十郎が 再び ゆきかけ ようとし たと 

き、 またしても 近くで クック ックッ という 忍び笑いの 

声。 

思わず 柄に 手 を かけた 源 十郎、 銀杏の 幹へ はね か 

え つ て 身構える と  。 

正覚 寺の 生け垣に そ つ て 旱魃つ づきで 水の 乾いた 溝 


が ある。 ちょうど 振袖 銀杏の 真下 だから、 おち 敷いた 

金色の 葉が 吹き 寄せられて、 みぞ 一 ぱいに 黄金の 小川 

のようにた まってい るの だが、 その 落ち葉の 一と ころ 

がむ くむく と 盛り上が つた かと 思う とが さが さと 溝の 

なかで 起き上がった ものが ある。 

犬？ と 思った の は 瞬間で、 見す えた 源 十郎の 瞳に 

うつった の は、 一升 徳利 を まくらに したなん とも 得体 

の 知れない ひとりの 人間だった。 

「き、 貴様 ッ！ なんだ 貴様 は？」 

おどろきの 声が、 さしの ぞく 源 十 郎のロ を 突つ ぱし 

る。 


ところが 相手 は、 答える まえに、 落ち葉の 褥 に ゆつ 

くりと 胡 坐 を 組んで、 きっと 源 十郎を 見返した。 

じゅくし 

熟柿 の 香が ぷ んと鼻 を つ く。 

乞食に して も 汚な すぎ る 風体。 

だが、 肩に なでる 総髪、 酒 やけのした 広い額、 名工 

のの み を 思わせる 線の ゆたかな 頰。 しかも、 きれな が 

の 眼に は 笑いと 威が こもって、 分厚な 胸から 腕へ、 小 

山の ような 肉お きが 鍛えの あと を 見せて いる。 

年齢 は 四十に はだい ぶまが あろう。 着て いるもの は、 

汗に よごれ、 わかめの ように ぼろの 下がった 松 坂 木綿 

す あわせ  ふう 

の 素 袷 だが、 豪快の 風 あたり を はらって、 とうてい 


凡庸の 相で はない。 

あっけに とられた 源十郎 が、 二の句 もな く 眺めて い 

る 前で、 男 はの そりと 溝 を 出て 来た。 

ぱっ ぱっと 身体の 落ち葉 は 払った が、 あたまに 二、 

三枚 銀杏の 葉 をく ッ つけて、 徳利 を 片手に、 微風に 胸 

毛 を そよ がせて いる 立ち姿。 せいが 高く、 岩の ような 

恰幅で ある。 

偉丈夫 II それに、 戦国の 野 武士の おもかげが あつ 

た。 

すっかり 気 をの まれた 源 十郎は それでも 充分お ち つ 

きを 示して、 この 正体の 知れない 風来坊 を ひややかな 


眼で 迎えて いる。 

一 尺 ほど 面前で ぴたりと とまると、 男 は 両手 を 腰に 

おいて、 いきなり、 馬が いななく ように 腹の 底から 笑 

い を ゆすり あげた。 

その 声が、 銀杏の 梢に からんで、 秋晴れの 空た かく 

煙の ように 吸われて ゆく。 

いつまで たっても 相手が 笑って いるから、 源 十郎も 

むしよ-つ 

つりこまれて、 なんだか 無性にお かしくな つた。 

で、 にやり とした。 

すると 男 はふ つ と 笑い を やんで、 

「お前 は、 八丁 堀 か」 


と、 ぶっける ように 横柄な 口調で ある。 

はかた  せった 

小 銀杏の 髪、 着な がした 博 多の 帯、 それに 雪駄と い 

う 源十郎 のこしら えから、 町 与力 あたりと ふんだ の だ。 

与力の 鈴 源と いわれる くらいで、 源十郎 はし じゅう 役 

人に 間違われ るが、 先方が 勝手に そうとる 以上 は、 か 

れ もこの こと は 黙って いる ほうが 得 だと 考えて、 この 

時 もた だ、 ぐっとに らんで 威猛 高に なった。 

「無礼者！ 前に 立つ さえ あるに いまの 言葉 はなん 

だ？」 

男 は 眼 じりに 皺 をよ せて、 

「おれの ひとりごと を 聞いて、 お前の ほうで もどって 


きたので はない か。 天 知る 地 知る 人知る …… 両刀 を 帯 

して 徳 川の 禄を 食む 者が、 白昼 追い落とし を 働く と は 

驚いた な」 

「なにい ッ！」 

思わず 柄へ 走ろうと する 源 十 郎の手 を、 やん わり 指 

さきで おさえた 男、 

「この 溝の 中で、 はじめから 見物して いたの だ。 あの 

男の 投げて いった 財布 を 出せ」 いいながら 指に 力 を 入 

れる。 

「う、 うぬ、 手 を 離せ ッ！」 源十郎 はいらだった。 「こ 

の 刀が 眼に 入らぬ と は、 貴様よ ほど 酔う とるな —— こ 


れ、 離せと いうに、 うぬ 〔# 「うぬ」 は 底本で は 「うね 匕 

離さぬ か …… 」 

「酔って はいる。 が、 しかし この 汚濁の 世で は、 せめ 

て 酔って る あいだが 花 だて」 

と 奇怪な 男、 うう い！ と 酒く さい 息 を 吹いて 手の 

徳利 を 振った。 

きょせい 

指 を ふりほどこうと あせった 源十郎 も、 虚静を 要と 

ようしんり ゆう  やわら 

し 物に ふれ 動かず —— と ある 擁心流 は 拳の 柔 と 知る 

や、 容易なら ぬ 相手と みた もの か、 小 蛇の ようにから 

んで くる 指に じっと 手 を 預けた まま、 がらり と 態度 を 

あらためて、 


しさ い 

「いや。 さい 前からの 仔細 を ごらんに なった と あらば、 

余儀ない。 拙者 も 四の 五の いわずに 折れます から、 ま 

ず 山分け —— 金高の 半と いうと ころで ごかん べんね が 

いたい」 

源十郎 はふと ころから 五 十両 入りの 栄三郎 の 財布 を 

とり 出した。 

すると 男 は、 源 十 郎の手 を ゆるめながら、 

「だまれ ッ！」 と 肩 を そび やかして、 

「おれ はま だ 盗人の あたま を はねた こと はない ぞ！ 

財布 ごと そ つ くりょ こせ！」 

「で、 この 金 を どうな さる？」 


「知れた こと。 所有 主へ 返す の だ」 

源十郎 はせ せら 笑った。 

「それ は 近 ごろ 奇特な お こころざ し —— と いいたい が、 

い つたい 貴公 は 何者で ござる かな？」 

「おれ か？ おれ は 天下 を 家と する 隠者 だ」 

「なに、 隠者？ して、 御 尊名 は？」 

「名 なぞ ある もの か。 しいて 言えば、 名のない 男と い 

うのが 名 かな」 

「なるほど。 いや、 これ はお もしろ い。 しからば この 

きんす 

金子、 このまま 貴殿へ お渡し 申そう」 

あきらめた とみえて、 源 十郎も あっさり している。 


財布 は 男の 手へ 移った。 

「ふん！ あんまり おもしろ いこと も あるまい が …… 

まつりごと わたくし 

政事 を 私 〔# ルビの 「わたくし」 は 底本で は 「わたく 匕 

し、 民 をし ぼる 大盗徳 川の 犬 だけあって、 放火 盗賊 あ 

ら ためお 役が、 賊を はたらく、 このほう がよ つぼ どお 

もしろ ぃぞ」 

この 毒舌に 源十郎 はか つと なって、 

「乞食の 身で、 言わせて おけば 限りがない —— 汝は金 

を 返して やる といった が、 さて は あの 若侍の 住所氏名 

を 知っている のか」 

「知らん。 が、 いずれ 今 ここへ 帰って くるだろう」 と 


名のない 男の 言葉が 終わらな いうちに、 裏み ちで つづ 

みの 与吉を 見失った 誠訪 栄三郎 が、 ぼんやりと そこの 

横町から 往来へ 出て 来た。 

思案投げ首 といった 態。 

それ を 見る と 男 は、 源 十郎が はっとす る まに 大きな 

声で 呼びかけて、 ちらりと 源 十郎を 見やった のち、 近 

づ いてく る 栄三郎 へ、 

「これ！ 金 はこ こに ある。 この 八丁 堀のお 役人が、 

あの 男 を とっちめて 取り戻し てくだす つたの だ。 礼 は 

この 人へ 言う がいい」 

と 見事に 源 十郎を 立てて おい て 財布 を 栄三郎 に 渡す 


が 早い か、 まごつい ている 二人 を 残して、 それなり 風 

のように 立ち去って 行った …… 頭髪へ 銀杏の 葉 をのせ 

て、 片手に 徳利 を さげた まんまで。 

きたい 

世に も 奇体な 名のない 男！ 

ことに、 不敵に も 公儀へ 対して 異心 を 抱く らしい 口 

ぶ り  は て どこ の 何 や つであろう？ 

—— と、 あと を 見送る 源 十郎へ 何も 知らない 栄三郎 

はしき りに 礼 をのべ て、 やがて これ も 雷 門の ほうへい 

そいで ゆく。 

みょうな 顔で 挨拶 を 返した 鈴 川 源 十郎、 眼 は、 遠 ざ 

かる 栄三郎 の 腰に 吸われて いた。 


はなしに 聞いた 陣 太刀 づ くりの 脇差に、 九 刻 さがり 

の 陽 ざしが 躍って いる。 

きこん 

孤独 を 訴える 坤竜 丸の 気 魂であろう か。 栄三郎 のう 

まつ 

しろ 姿に は 一 抹 のさび しさが 蚊ば しらの ように 立ち 

迷って 見えた。 

「よし！ 五 十両が ふいにな つた 以上 は、 あくまでも 

あの 男 をつ け 狙って、 丹 下の やつ をた きつけ、 おもし 

ろい 芝居 を 見て やろう。 乾 雲と、 坤竜、 刀が 刀 を 呼ぶ 

と 言った な。 それにしても あの 若造 は、 たしかに 鳥 越 

の —— 」 

源 十郎が 小首 を ひねった とき、 先 を ゆく 栄三郎 がま 


た 振り返って 頭 を さげた。 

ふ ふ ふ、 馬鹿め！ とほく そ 笑んだ 源 十郎、 ていね 

いに じぎ をして いると、 ぼんと 肩 をた たく 者が あって、 

「ほほ ほ、 いやです よ 殿様。 狐憑き じゃあ あるまい し、 

なんです ねえ、 ひとりでお じぎなん かして …… 」 

という 櫛 まきお 藤の 声。 気がつく と、 いつのまにか 

与吉も そばに 立 つてい るの だった。 

すんでの ことで 栄三郎 に 追いつかれて、 武蔵 太郎を 

浴びそう になった 与吉 は、 ほど 近いお 藤の 家へ 龃 けこ 

んで 危うい ところ を 助かった。 で、 もうよ かろうと 姐 

御 を 引っぱり 出して 来て みると、 かんじんの 金 は、 名 


ちゃちゃ 

のない 男と いうみよ うな 茶々 が はいって 元 も 子 もない 

という —— 。 

お 藤 は 黒 襟 をつ き 上げて、 身 をく の 字に 腹 をよ つた。 

が、 その きゃんな 笑い もす ぐに 消えて 真顔に 返った。 

丹 下 左 膳の ために 手 を かしても らいたい という 源 十 

郎 のことば。 

何 か は 知らぬ。 しかし、 左 膳と 聞いて、 恋する 身 は 

弱い。 お 藤 はもう 水火 を も 辞せない 眼い ろ をして いる。 

しかも、 いつない 源 十郎の 意気 ごみが 二人の 胸へ も 

ひびいて、 与吉は 中継ぎと して ここにの こり、 お 藤と 

源 十 郎が栄 三郎の あと を 追う ことにな つた。 


屋敷 をつ きとめし だい、 どっち かが ひっかえ して 与 

吉 にしら せる。 与吉は それ を もたらして 本 所 法 恩 寺 橋 

の 鈴 川の 屋敷へ 走り、 左 膳 を 迎えて 今夜に でも 斬り こ 

もうと いう 相談。 

勇み立つ たお 藤が、 源十郎 とともに、 だんだん 小さ 

くなる 栄三郎 をめ ざして 小走リ にか かると、 すうつ と 

片雲に 陽が かげって、 うそ 寒い 紺色が はるか 並木の 通 

りに^ I ちた。 

くら やど 

このと き、 うしろの 蔵 宿 両口 屋 から 出て きた 老人の 

侍が、 おなじく 小手 を かざして 栄三郎 を 望見して いた。 


「どれ、 日の 高い うちに ひとまわりと 出かけましょう 

か。 はい、 大きに 御馳走 さま —— 姐さん、 ここへ お茶 

代 をお きます よ。 どっこい しょ ッ！ と」 

「どうもありがとう ございます。 おしず かに いら つ 

しゃ いまし」 

吉原を 顧客に している 煙草 売りが、 桐の 積み 箱 を 

しょって 腰 を あげる と、 ぉ艷は あと を 追うよう に そと 

へ 出た。 

人待ち顔に 仁王門の ほうへ 眼 を 凝らして、 

「もう 若殿 様のお 見えに なるころ だけれ ど、 どうな 

すつ たんだろ うね。 あんな ごむり をお 願いして、 もし 


や 不首尾で …… 」 

と 口の 中で つぶやい たが、 それらし い 影 も 見えない 

よしず 

ので、 また しょんぼりと 葦簾の かげへ はいった。 

階 溜まりに 鳩が おりて いるき り、 参詣の 人 もない。 

浅 草 三 社 前。 

ずら リと 並んで いる 掛け 茶屋の 一 つ、 当り 矢と いう 

店で ある。 

たす き 

紺の 香 も あたらしい かすりの 前 かけに 赤い 櫸 —— 

ぉ艷が 水茶屋 姿の 自分 をい としい と 思って からま だ 日 

も 浅い けれど、 誠訪 栄三郎 という ものの あるきよ うこ 

の ごろで は、 それ を 唯一つ の 頼りに、 こうして 一服 一 


文の 往 きずりの 客に も 世辞の ひとつ も 言う 気にな つ て 

いるの だった。 

ちいん と 薬罐に たぎる 湯の 音。 

ちょっと 釜の 下 をな おしてから、 手 を 帯へ さしこん 

おとが い 

だお 艷は、 白い 頤 を 深ぶ かと 襟へ おとして われ 知ら 

ず、 物思いに 沈む。 

しがら き 

隣の 設 楽の 店で、 どっと わいた 笑い も 耳に はいらな 

いようす。 鬢の 毛が 悩ましく ほ つれ かかって、 なにな 

にえ がくとい う 浮世絵の 風情 そのままに —— 。 

このお 艷は。 

夜泣きの 刀 を 手に入れる ために 剣鬼 丹 下 左 膳 を 江戸 


そう まだ いぜんの すけ 

おもてへ 潜入 させた 奥州 中 村の 領主 相 馬 大膳亮 にっか 

まかない がしら 

え、 お 賄 頭 をつ とめて いた 実直の 士に、 

和田宗 右衛門と いう 人が あ つ た。 

水 清ければ 魚 住まず というた とえのと おり、 同役の 

いとま 

横領に まきぞえ を 食つ て 永のお 暇 となった 宗 右衛門。 

今 さら 一 一 君に まみえ て 他家の 新参になる もの も ある ま 

きやす 

いと、 それから 江戸に 立ちいで 気 易な 浪人の 境涯。 浅 

草 三 間 町の 鍛冶屋 富 五郎、 かじ 富と いう、 これが いさ 

さかの 知人で いろいろと 親切に 世話 をして くれる から、 

たわら まち 

この ものの 口き きで 田 原 町 三 丁目 喜左衛 門の 店に 寺 小 

屋を 開いて、 ほそぼそながら も その 日の けむり を 立て 


る ことにな つたが …… 。 

妻お さよとの あいだに、 もう 年 ごろの 娘が あってお 

曲 l:! と レ" 一一 

どうか 一 日 も 早く 婿養子 をと り、 それに 主取り を さ 

せて 和 田の 家 を 興したい と、 明け くれ 老夫婦が 語り 

あってい るう ちに、 宗 右衛門 は どっと 仮り そめの 床に 

ちと 

ついた のが 因で、 おさよ ぉ艷を はじめ 家主 喜 左 衛門ゃ 

かじ 富が、 医者よ 薬よ とさわい だかい もな く、 夢の よ 

うに この 世 を 去った のであった。 

お- 0> こ 

あら 浪の 浮き世に 取り の ， J された 母 娘 ふ た リ。 涙に 

ひたる こと も 長く は ゆるされなかった。 明日からの 


くらし  みち 

生計の 途が 眼の まえにせ まっている。 老母お さよ は、 

ちょうど その 時下 女 を 探して いた 本 所 法 恩 寺の 旗本 鈴 

川 源十郎 方へ、 喜左衛 門と かじ 富が 請 人に なって 奉公 

に 上がり、 ひとりに なった ぉ艷 のと ころへ 喜左衛 門が 

持ち こんで きたの が、 この 三 社 前の 水茶屋 当り 矢の 出 

物であった。 

とさよ 

武士の 娘が 茶屋 女に —— と は 思った が、 それ も 時世 

じせつ 

時節で しかたがな いと あきらめ たお 艷は、 田 原 町の 喜 

左衛 門から こうして 毎日 三 社 前に 通って いるので ある _ 

世話に くだけた 風俗が、 持って生まれた 容姿 を ひ 

としお 引き立た せて、 まだ 店 も 出して まもない のに、 


当り 矢のお 艷 といえば もう 浅 草で 知らない もの はない。 

世が 世なら ば …… 思う につけ はやれば はやる ほど 気 

の ふさぐ ぉ艷 だった。 

ところへ、 また  。 

人の 親切 ほど あてに ならない もの はない。 

あれほど 親身に 親子の 面倒 を 見て くれた かじ 富が、 

それ も 今から 思えば 何 かために しょうの 肚 だったらし 

いが このごろ、 その 時 どきに 用立てた 金 を 通算して、 

大枚 五 十両と いう もの を 矢の ように 催促 〔# 「催促」 は 

底本で は 「催 足 匕 してく るので ある。 

あと 月の ある 日、 観音 詣 りの 帰りに 立ち寄つ てから 


毎日 かかさず 来て くれる 栄三郎 へ、 ぉ艷 はふと この 心 

にあ まる 辛苦 を うちあけ ると、 栄三郎 は 二つ返事で 五 

十両の 金策に 飛び出し たの だが —— 0 

まだ 帰つ てこない。 

「申し わけ ございません。 はじめから お金 をね だるよ 

うで、 はしたない 茶屋 女と おぼしめしましょう が」 

ほっと 深い 吐息が ぉ艷の 口から 洩れた。 

大久保 藤 次郎家 用人 白木 重兵衛 が、 その 日、 用が あつ 

て 蔵 宿 両口 屋へ 立ちよ ると、 つい 今し がた、 主人の 弟 

の 栄三郎 が 藤 次郎の 実印 を 持って きて、 こういう はな 


しで 五 十両 借りて 行った という。 

判 をち よろ まかして 大金 を かたると はいかに 若殿 様 

でもす ておけない とあって、 白髪頭 を ふりたてた 重 兵 

衛、 飛び だして 小手 を かざす と —— 0 

秋ら しく 遠見の きく 白い 町す じ。 

こまが た 

三々 五々 人の 往来す る 蔵 前の 通り を、 はるか 駒 形 か 

か みなり もん 

ら雷 門 を さしてい そぐ 栄三郎 の 姿が、 豆の ように 

でんそう 

ぼつち りと 見える。 与吉を 伝送の 中つ ぎに 残して、 あ 

と をつ けて ゆく 源十郎 とお 藤の 影 は、 もとより ただの 

通行人と しか 重 兵衛の 眼に はう つらなかった。 

「うちうちなら 宜 えが、 札 差し を 害め つけられ るよう 


では、 栄三郎 さまの 行く末が 思われる。 ぶる る ッ！ 

これ はどう あっても 殿様へ 申し上げ ねばならぬ …… 殿 

様へ 申し あげねば ならぬ」 

と 正直 一途に 融通の きかない 重兵衛 は、 それからす 

ぐに 鳥 越の 屋敷へ 取って返す。 そんな こと は 知らない 

が、 なんで この 若侍 も 鳥 越へ？ 

と 源 十郎が 前方の 栄三郎 をみ つめている うち、 

花 川 戸の ほう へ 下らずに、 栄三郎 はま つ すぐに 仁王門 

かんのん 

から 観音の 境内へ はいりこむ。 

はてな、 道が ちがう が どこへ 行く のだろう？ 源 十 

郎 はお 藤に 眼く ばせ して 歩 を 早めた。 


栄三郎 にして みれば。 

あの 根 律の 曙の 里の 故 小 野 塚 鉄 斎 先生の 娘 弥生に 思 

われて、 嫌って はすまぬ と 知りながら、 ああして みず 

から 敗 をと つて 弥生 を 泣かした。 のみならず、 それ か 

ら 事件が 起こって 老師 は 不慮の 刃に たおれ、 夜泣きの 

刀 は 二つに 別れて 坤竜 はい ま 自分の 腰に ある。 栄三 

郎 とてもいた ずらに 弥生 を しりぞけ、 師の 望みに そむ 

こうじまち しんせき 

くもので はない。 あの 夜、 泣く 泣く 麴 町の 親戚 土屋 

多 門 方へ 引き取られて 行った 弥生に、 かれは かたい 使 

命 を 誓った のだった。 

相手 は 乾 雲 丸の 丹 下 左 膳。 


がし かし、 弥生の 恋 を ふみにじって、 事 ここにい たつ 

たの も、 栄三郎 として は、 ここに 三 社 前の 水茶屋 当り 

矢のお 艷 という ものが あれば こそであった。 

恋し 恋される こころの あがき だけ は、 人の 世の つね 

ぎよ 

の 手綱で は 御され ない。 

一 眼 惚れと でもい うの か、 はじめて 見た 時から ずつ 

れんぼ かぜ 

とひき こんだ 恋慕 風 を 栄三郎 はどうす る こと もで きな 

かった。 

その 思う 女に 持ち かけられた 五 十両の 才覚で ある。 

栄 一 一 一郎 は とび 立つ 思 い で 引き受け たも のの、 さて 部屋 

住みの 身に それだけの 工面が つく はずがない。 とほう 


に 暮れた あげく、 悪い こと だが、 ふと 思いつい たのが、 

兄 藤 次郎の 名で 札 差しから 引き出す こと だ。 で、 さつ 

そく 実印 を 盗み だし、 その 足で 両口 屋に用 だた せて き 

たこの 五 十両。 

途中で へんな やつに 掠 われた がそれ もまた、 もう ひ 

とり 変り種が あらわれて 取り返して くれた —— あの 一 

くせ ある、 風格の 乞食 はいった い 何者であろう？ 

もの を 思って 歩く 道 は 近い。 

お！ それにしても さぞお 艷が 待ちくたびれ ている 

だろう な。 

と、 顔 を 上げた 栄三郎 が 急ぎ足に なった とき、 気が 


つくと もう 水茶屋 並びで、 むこうの、 金的に 矢の 立つ 

当り 矢の 貼り 行燈の 下に、 白い ぉ艷の 顔が 栄三郎 に 笑 

いかけて いる。 

栄三郎 は、 上々 吉、 できた ぞ という 心で、 小判に ふ 

くらんだ 懐中 をた た いて 見せた。 

「ほんと に、 とんでもな いこと をお 願いして、 もう 来 

てくだ さらない かと 案じて おり ましたが、 でもお 顔 を 

見た だけで どうやら 安心し ました」 

におい こぼれる 口 もとの 笑み を 前垂れで 受けながら、 

こういつ て 栄三郎 を 見上げた 澄んだ 瞳に は、 若いた ま 

きょ うさ つ 

しい を嬌 殺しないで はおかない ものが あった。 栄三 


よろこび 

郎は、 つと 身 も 世 もない 歓喜が 背筋 を 走る の を 覚えつ 

つ、 

「ま、 はいりましょう  」 

と 先に 立 つ て 葦簾 張り をく ぐると すぐ、 

「さ、 五 十両 ある」 

大きく 笑って、 重い 財布 を そこの 腰かけへ ほうり 出 

した。 

ぉ艷 はすぐ に取リ あげ もなら ず、 はじらい を 包んだ 

ながしめ 

流 眄を栄 三郎へ 送って うつむいた。 

「なんともす みません —— ねえ、 若殿 様、 おなじみ も 

浅い のに はやお 金の こと を 申し あげたり して、 やはり 


はしたない 茶屋 女 だけの こと は あると おぼしめ すで ご 

ざいましょう ねえ。 わたし は それが 辛くて —— J 

「なんの。 不抓 意の 節 は 誰し も 同じ こと。 早く これ を 

持って行って、 その 鍛冶 富と やらへ 借 利 を 払って やり 

なさい。 私が 店番 をして いる」 

「まあ！ なにから 何まで  では、 母へ も 知らせて 

お礼 は あとから 改めて 申し あげます が、 せっかくのお 

なさけで ございます からす がらせて いただいて、 

ちょっと ひと ッ走リ 行って 返して 参ります。 あの、 す 

ぐ そこで ございま すよ」 

いそいそと 前掛け を はずした ぉ艷 が、 袖 を 胸に 重ね 


て 走り出した ところで、 とんと ぶっかり そうにな つた 

女 づれの 侍が ある。 源十郎 だ。 

「あれ！ ごめん 下さい まし」 

うちまた 

そのまま 内股に 龃 けて ゆく ぉ艷 のうしろ 姿に、 源 十 

郎の 眼が じい つと 焼きつ いたと 見る と、 

「殿様、 あれが 浅 草 名代の 当り 矢のお 艷 でございます 

よ  まあ きれ いです ことね え！」 

そそのかす ようにお 藤が ささやいた。 

つま 

棲 を 乱して 急ぎ 去る ぉ艷の 影に、 みだらな 笑 をた た 

えた 源 十郎は 「お 藤」 とふり 向いて、 

「美い 女 だな あ！ 当り 矢のお 艷 という？ ふうむ、 


そうか」 

お 藤 は、 いたずら らしい 眼で 源 十郎を 叱った。 

「あれさ、 殿 さまい けません よ。 また そろそろ 浮気の 

虫が …… 」 

苦笑した 源 十郎、 五 十両 を 持った 若侍 をつ けて きた 

の は、 かれの 腰に ある 陣 太刀 づ くりの 脇差 —— 坤竜丸 

に ひかれて のこと である。 いま は 茶屋 女の 裾 さばきに 

見惚れて いる 場合で ない と、 そっとお 藤 を 押しの けて 

前 の 茶屋 を 見やる と II。 

ひもう せん 

葦簾の かげに 緋 毛氈 敷いた 腰かけが 並んで、 茶碗に 

土瓶、 小暗い 隅に は 磨き あげた 薬罐が 光り、 菓子の 塗 


り 箱が 一 一 つ 三つ そこらに 出て いる —— ありきたりの 水 

茶屋の しつらえ。 

むこう 向きに かけた 侍 ひとり。 その 羽織の 下からの 

ぞいて いる 平卷 きの 鞘 を 見つける と、 源 十郎は 忍びに 

なって、 常夜燈 のかげ へお 藤 を さし 招いた。 

「いる」 

「います か ：•：. では、 与の 公が 待って いますから、 わ 

たし はすぐ 引つ 返して —— 」 

と 手早く 片裾 からげ るお 藤へ、 源十郎 はに やりと 笑 

いかけて、 

「左 膳 はこの 若造 を 死 身に な つ て さがして いるの だ。 


わけ はいずれ あとで わかる が、 左 膳の 大事で あってみ 

れば、 おれ も、 いや、 お前 こそ は —— はつ はは は、 ま 

ん ざら 力瘤の はいらぬ という わけ は あるまい な。 そ 

の 気で ぬからず 頼む。 お前の 左 膳への こころもち はお 

れ から 伝えても あるし、 今後 は 決して 悪く ははから わ 

ん つもり だ」 

左 膳 …… といわれて、 櫛 まきお 藤と もあろう ものが 

ぼつと さくら 色に 染まって、 凄い までに 沈んだ 口調 だ。 

ま \ 一 

「いまのお 言葉  反古に なさる ときき ません よ」 

陽 かげの せいか、 源十郎 はう そ 寒く 感じた。 

「大丈夫 だ。 早く 行って 与吉を 走らせろ …… あ！ そ 


れ からな、 さっきのお 艷、 あれの 店 は どこか、 またい 

かなる 身分の もの か、 そこらの ところ を 御苦労 だが 

洗つ てきて もらえまい か」 

たしなめる ようにに つと 歯 をみ せた お 藤 は、 それで 

かねつきどう 

ももう おもしろ そうに 大きく うなずいて、 鐘撞堂から 

いき 

お 水屋へ と 影 づたいに 粋な 姿を消して 行った。 

振袖 銀杏の 下に 待って いる つづみの 与吉 へ。 

そして、 しらせ を 受け取った 与 吉は、 ただちに 本 所 

法 恩 寺 橋 へ 宙を 飛んで、 いま 浅 草 三 社 ま えの かけ 茶屋 

当り 矢に 坤竜 丸が 来て いると 丹 下 左 膳へ 注進す る 手 は 


ひとり あとに 残った 源十郎 は、 しばらく 石に なった 

ように 動かなかった。 

やがて。 

「鳥 越の 若様と いう 侍が、 この 当り 矢へ 来て おる。 す 

ると、 き やっとお 艷と —— だが 待てよ、 おれに は 百の 

坤 竜よりも 生きた ぉ艷の ほうがよ つぼ ど ありがた いわ 

い。 こり や あ 一 つ 考え もの だぞ」 

とひね つた 首 を しゃんとな おすが 早い か、 思いつい 

た ことがある らしく、 源 十郎ぐ つ と 豪 刀の 柄 を 突き出 

して 目釘 を 舐めた。 

雪駄 をぬ いで ふところへ 呑む。 ッゥ …… とぬ すみ 足 


寄り そった のが 当り 矢の 前 だ。 

と 思う と、 突如！ 

よしず 

ザ ザ ザ アツ！ とうしろ に 葦簾 を かつ さばいた 白光 

に、 早く も 身 を 低めた 栄三郎 が 腰掛け を 蹴返した とた 

ん、 もの をい わずに 伸びき つた 源 十 郎の狂 刀が、 ぞッ 

と 氷 気 を 呼んで 栄三郎 の 頭上に 舞った。 

きょす いりゅう いあい せきれい けん  ごくい 

去 水流 居 合、 鶄鴒 剣の 極意。 

が、 この 時す でに、 あやうく とびず さった 栄三郎 の 

手に は、 武 蔵太郎 安国が 延べ かがみの ように 光って い 

た。 

源 十郎、 追い撃ち を ひかえて 上段に とる。 


栄 一 一 一郎 は 神変 夢想 の 平 青 眼 だ 。 

せまい 茶屋の なか。 外 光 をせ おった 源十郎 は、 前 か 

らは ただ 黒い 影と しか 見えない。 

「何奴！ 狂者 か。 白昼 この 狼藉 —— うらみ をう ける 

覚え はない ぞッ！ 引け ッ」 

上眼づ かいに 栄三郎 が叱咜 する。 源 十郎は 笑った。 

「できる。 が、 呼吸が ととのわん。 道場の 剣法、 人 を 

斬った こと は あるまい な」 

「ェ イツ！ なに 奴 かッ！ 名 を 名乗れ、 名 を」 

「丹 下 左 膳 …… といえば 聞いた ことがあろう」 

「なな 何ッ？ た、 丹 下、 あの 丹 下 左 膳 —— ？」 


栄三郎 が 思わず 体 を 崩して すかして 見た とき、 ス 

ゥッ としず かに 源 十郎の 刀が 鞘へ すべりこんで、 

まう ちょう 

「まず  まず、 人き り 庖丁 をし まわれて、 おかけな 

され。 話が ある」 

と あっけに とられて いる 栄三郎 へ は 眼 も くれず、 源 

十郎 は、 この 真昼 間なん のしら せ もな しに 降って わい 

た 斬り 合いに 胆を つぶして、 怖い もの 見た さに もう 店 

しがら き 

の 前に 輪 を 書いて いた 隣の 設 楽の 客 や 通行人の むれに、 

いきなり かみなりの ような 怒声 を 浴びせ かけた。 

「馬鹿 ッ！ こいつら ァ！ 何 を 見と る？ 見世物 

じ やない ッ！ いけ ッ！」 


「はなし は 早い がいい。 女と 刀の 取つ かえつ こだ。 ど 

うだな？」 

源 十郎は 藪から 棒に、 突き刺す ように 言って 顎 を 

しゃくった。 

片面に 影が よどんで、 よく 相手の 顔が 見えない 栄三 

郎 にも、 いまこの 男が、 さっき 正覚 寺 門前で 財布 をと 

り 返して くれた 上役 人らしい こと はわかった が、 それ 

がまた 何し に 言葉 も かけずに 斬り こんで きた か？ 刀 

と 女との 交換と はなに を 意味す る？ と 思う と、 うつ 

かり 口 はきけない。 かたくなって 源 十郎を 見す えた。 

左 膳に よれば、 この 坤竜 丸の 若者 なかなかに 腕が 


立つ という。 が、 どのく らいかと 当たる 意で 斬りつ 

， .1 うぼう  きはく 

けた 源十郎 は、 武蔵太 郎の皎 鋩に 容易なら ぬ 気魄 を 読 

むと、 今後 これ を 向う へま わす 左 膳と 自分 もめった に 

油断 はならぬ わい と 思いながら、 急に くだけて 出た の 

だった。 

「先刻の 非礼、 幾重に もお 詫びつ かまつ る」 

というの をき り 出しに、 自分が 丹 下 左 膳と 乾 雲 丸の 

所在 を 知っている こと を 物語って、 次第によ つて は 刀 

を 取り もどして 来て 進ぜても よいと むすんだ。 

どこに？ とせき こむ 栄三郎 の 問いに は、 江戸の 片 

隅との み 答えて、 源 十郎声 をお とした。 


「さ、 そこで ござる。 お 手前 は その 坤竜を もって 左 膳 

の 乾 雲 を 呼ばん とし、 左 膳 は 乾 雲に 乗じて 貴殿の 生命 

と 坤竜を 狙って おる。 あいだに 立って おもしろがって 

いるの が、 まあ、 この 拙者 だ。 さて、 もの は 相談 だが、 

貴殿との 話し あいい かんに よって は、 拙者が 左 膳 を 丸 

めるな リ片 づけるな りして、 乾 雲 丸 をお 手 もとへ 返し 

たいと 思う が、 お聞き入れ くださる か」 

栄三郎 は 解し かねる 面 もち。 

「それ は 刀の こと。 して、 刀に 換わる 女と 申された 

は？」 

「ここのお 艷を 拙者に おゆずりく ださらぬ か」 


「笑止！」 と 突った つた 栄三 郎、 

「なに をた わけた こと を！ なるほど、 刀の 一 件も大 

切で ござる が、 左 膳 ごとき、 わたくし 一人に て 充分、 

そのために 一 一世 をち ぎりし 女 を 売るな ど 栄三郎 思い も 

より ませぬ。 土台、 人の こころ を 品物で はなし、 ゆず 

るの ゆずらぬ のと …… 」 

「二世 をち ぎった？ はは はは は、 これ は 恐れ入った。 

お 若い！ で、 御 不承 か」 

「もちろん！」 

「しからば 余儀ない。 拙者、 いずれ 左 膳に 助力して そ 

の 坤竜丸 を 申し受け るが、 ついでに、 ぉ艷 もも はや 拙 


者の ものと 観念め されい」 

「御 随意に。 丹 下殿へ もよ ろしく 伝えられたい」 

「ごめん」 

と 源 十郎が 歩き 出した とき、 さっき 帰って来 たもの 

の、 自分の 名 を 耳に して はいり かねてい たお 艷が栄 三 

しんみ 

郎の真 身に 感 きわま つ たもの か、 花びらの ように 転び 

こんで、 白い 腕が 栄三郎 の 首にすが つた かと 思う と、 

ことば もな く 顔 を 男の 胸に うずめて …… 

その さまに、 こり やた まらぬ！ と 馬鹿を見た 源 十 

7^  、 

■n パ 

「その 女、 しばらく 預けて おくと しょう」 


捨て ぜリ ふとと もに 袂を たたいて、 ぶら りと 当リ 

矢の 店 を 出て 行った。 

おなじ 時刻に。 

とこやみ 

夜 も 昼 もない 常闇の 世界。 

八つ 下りの 陽が かんかん 照りつ ける のに、 乾 割れの 

来そう な 雨戸 を ぴったりと しめきって、 法 恩 寺 まえの 

鈴 川の 屋敷で は 丹 下 左 膳が いびき を か いていた。 

茶室め かした 六 畳の 離 庵。 

足の 踏み 立て 場 もな くちら かした まん 中に、 

四 布 蒲団の 柏餅から 毛脛 を 二 本 投げ出して、 夜 出歩く 

左 膳 はこうして 昼 眠って いるの だ。 


垢と あぶらに 重く にごった 室内に、 板の 隙 を 洩れる 

細 い 光線が ふしぎな 縞 を 織り出して い る。 

あの 夜 II 乾 雲 丸 を 手に入れて 以来、 栄三郎 の坤竜 

を 気に 病む 左 膳で はない が、 何者かに 憑かれ 悩んで い 

るら しかった。 癖せ た 身体が いっそう 骨張って、 食 も 

ほそり、 酒 さえす すまぬ 案山子の ような 姿で 夜ごと 曙 

の 里 あたり を 徘徊す るの が 見られた が、 主 を 失った 鉄 

斎 道場の 門 は 固く しま つ て 弥生の ゆくえ は どこと も 知 

れ なかった。 

大 主に ふくめられた 秘旨は 忘れぬ。 またお 藤の なさ 

け も 感ぜぬ ではない が、 あの 娘 は 仕 合に 勝って 取った 


の だと 思う と、 咲き ほこる 海棠の ような 弥生の 姿が、 

四六時中 左 膳の 隻眼に ちらつく —— 恋の 丹 下 左 膳。 

隻 腕の 身の 片思い。 

恋慕の 糸の もつれ は 利刀 乾 雲で も 断ち切れなかった。 

夢に 提灯 を さげ て 築山の 裾 を ゆく 弥生が うか ぶ 。 う 

うむ！ と 左 膳が 寝返り をう つた 時、 やにわに！ 紙 

を 貼った 戸の 節穴に 人 影が さして、 

「左 膳 さま —— 丹 下の 殿様！」 

ちんとう 

と 呼ぶ 与吉の 声に、 ぱッと 枕頭の 乾 雲 丸 をつ かんで 

はね 起きた 左 膳、 板戸 を 引く と 庭 一 ぱいの 雑草に 日光 

が 踊って、 さわやかな 風が 寝巻の 裾 をな ぶる。 


与吉 のしら せ を 聞いた 左 膳 は、 やにの たまった 一眼 

を 見 ひらいて、 打ッ！ と 乾 雲の 鰐 を 鳴らした。 

「なに、 源 十が 見張って おる と？ だが、 夜の 仕事 だ 

な こり や あ —— 貴様、 いまのう ちに 龃 けずり まわって、 

土 生 仙 之 助 を はじめ 十五、 六 人 連中 を 狩り集め てこい」 

きりきり舞い をした 与吉 は、 糸の 切れ  力 も 师  みた 

いに そのまま 裏門から すつ 飛んで ゆく。 

闇黒に 水のに おいが 拡が つ ている —— 。 

月の ない 夜 は、 まだ 宵ながら ひっそりと 静まって、 

石垣の 根 を 洗う 河 音が そうそうと あたり を 占めて いた。 

あさく らお 米蔵の 裏手。 


ま リゎリ 

一 番 から 八番 まで、 舟 入りの 掘 割が 櫛の 歯の ように 

いりこんで いる 岸に、 お 江戸 名物の 名 も 嬉しい 首尾の 

松が 思い合った 影 を まじえて、 誰のと も 知らぬ 小舟が 

もや 

二、 三舫 つてあった。 

いっそう どう  ま 

その 一艘の 胴の 間に、 うるさい 世 をの がれて きた 若 

い 男女。 

当り 矢の 店 をし まう とすぐ、 ぉ艷と 栄三郎 は、 灯の 

つきそめ た 町々 を あてど もな くさ まよって、 知らず 識 

らず 暗い ところ を 選ぶ うちに ここまで 来たの だ つた… 

…そして 舟の なかへ。 

話さなければ ならぬ ことが 山 ほど ある。 


が、 ただ そんな 気がする だけで、 膝のう えに ぉ艷の 

手 をと つた 栄三 郎、 もう 何もい わなくても よかった。 

川 向う は、 本 所の 空。 

かのうと おとう み 

火の見 やぐらの 肩に 星が またた いて 加 納遠江 や 

まつ うら ぶんごの かみ 

松 浦豊後 守の 屋敷 屋敷の 洩れ 灯が 水に 流れ、 お 竹 ぐら 

の 杉が こん もりと …… 。 

人目 はない。 

ぉ艷の 胸の ときめきが 握られた 手 を 通じて 栄三郎 に 

伝わる と、 かれは 睡蓮の ような ほの 白い 顔 を のぞきこ 

んだ。 

「もう 夜寒の 冬 も 近い。 こうして いて は 冷えよう I 


I」 

いいながら 羽織 をぬ いで、 ぉ艷の 背へ 着せよう とす 

る。 

「え、 いいえ、 あれ！ もったいない …… それで はか 

え つ て あなた 様が …… 」 

とお 艷は 軽く 争った が 男の 羽織が、 ふわりと 肩に 落 

ちる と 同時にされ るが ままに もたれて くるの を、 栄三 

郎 はかき 抱く ように 引きよ せて、 

「若殿 さま」 

眼と 眼。 


苜ハ A 一貢。 

丄；^ と 丄；^ 

四つの 目から はずむ 輝きが 火の ように かちあう。 

そうほう 

恋する 者の 忘れられない 初めての 遭 逢 であった。 

栄三郎 は、 しずかに ぉ艷の 顎に 手 を かけて 顔 を あお 

むかせた。 

「お 艷、 拙者の 心 は 以前から わかって いて くれたろう 

が、 今後と も 決して 変わるまい ぞ、 な」 

「はい。 身に あまった お 言葉 ：•：• ぉ艷は うれし ゆう ご 

ざいます。 このまま 死にましても  」 

ふき つ 

「死んでも？ はて、 何 を 不吉な こと を！ 死なば と 

もに だ！」 


いっそう 深ぶ かと 胸 をす りよせ たお 艷は、 そっと 身 

をく ねらして 栄三郎 を 見上げた。 

「ええ。 いつまでも どんな ことがあっても！ でも、 

いろんな ことが ございましよ うねえ、 わたしどもの 行 

く 手に は」 

「うむ。 まず それ は 覚悟して おいてよ かろう。 さし あ 

たり、 先刻 途 みち 話して きた 夜泣きの 刀 だが …… 」 

「いいえ」 ぉ艷 はだ だ を こねる ように 首 を ふって、 「そ 

のお 刀の 取り戻し は、 あなた 様の 手腕 一 つで りっぱに 

なさる こと。 お 武家に は 何事に つけても 強い 意志が あ 

ると 亡父から もよ く 聞かされました。 ましてお 腰の物 


の 張り合い、 それ をと やかく 申して お 心 を にぶらせる 

ぉ艷 では ございません。 いえ、 それ はもう、 その 左 膳 

とやら い う 無法者が あなた 様 をつ け 狙って いると 思え 

ば、 うかが つた だけで 生命の ちぢまる ほど 怖う は ござ 

います ものの、 女の 身で お手伝い もなら ず、 足 手 まと 

いの 自分が 情けない ばか リ、 つゆ うらめし いと は 存じ 

ません が、 ただ、 あの —— 」 

「ただ あの 9  と は、 ほかに 何 か …… 」 

「はい。 道場の —— 」 

「道場の？」 

「おはなしに 聞いた お 嬢 さまが 気にな つ てな り ませ 


ぬ」 

「弥 おどの か。 ば、 ばかな！ たとえ 弥生 どのが どの 

ように 持ち かけようと、 よい か、 この わたし さえし つ 

かりして おれば、 お前 は 何も 案ずる こと はないで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「けれど、 茶屋 女と あなた 様 は あんまり 身分が 違い ま 

す ゆえ、 つり 合わぬ なんとか …… とそれ を 思う と 空お 

そろし ゆう) 」 ざいます」 

お 艷の声 は 泣いて いた。 互いに 高鳴る 血の 音に 身 を 

なんとき 

ゆだねてから …… 何 刻た つたろう。 

首尾の 松が 風に ざわめいた。 


ふとお 艷は、 上気した 頰に こころよい 夜気 を 受けて 

舷側に うつ 伏した。 その 肩へ、 栄三郎 の 手が いたわる 

ように 伸びて ゆく と  

「え へん！」 

せき 

耳 近く、 舟の なかに 咳ば らいの 音が する。 

あやいと ぐる ま 

綾糸 車 

え へん！ という 咳ば らい はたし かに 小舟の なか か 

ら —— o 

一 一人 は ぱっと 左右に 分かれて 耳 を そば だてた。 


が 聞こえる もの は、 遠くの 街 を ゆく 夜泣きう どん 屋 

の 売り声と、 岸 高く 鳴る 松風の 音ば か り —— も う 夜 も 

だいぶ 更けたら しく、 大 川の 水が 代に からんで 黒ぐ ろ 

と 押し流れ て、 対岸の 家の 灯 もい つと はなしに 一 つ 二 

つと 消えて いた。 

寂とした 大 江戸の 眠り。 

「いま 何 か 声が したよう だな」 

栄三郎 が ひとりごとに 首 を かたむけた 時、 

「いや、 恋路の じゃま をして はなはだす まんが、 わし 

もちと 退屈して 来た。 もう 出て よかろう」 

のぶと  とも 

と 野太い 声が 艫に わいた かと 思う と、 船具の 綱で も 


こも 

まとめて、 菰を かぶせて あると 見えた かたまりが、 片 

むしろ 

手に 筵 を 払って むつく リと 起きな おった。 

「や ッ！ 何者 ッ！」 

思わず 叫んだ 栄 三郎、 飛びの くお 艷を うしろに、 左 

腰 を ひねって 流し 出した 武蔵太 郎の柄 を タツ！ と 音 

してつ かんだ。 

す ベリ 開いた はばき 元が  一、 ニ寸、 夜光に 映えて き 

らリと 眼 を 射る。 

舟 尻に すわ つ ている 男 は 山の ように 動かな か つ た。 

ほう はつ こう めん 

蓬 髪 垢 面 —— 酒 の 香が ぶんと ただよう。 

見た ことの ある 顔 …… と 栄三郎 が 闇黒 をす かす 前に、 


男の 笑い声が 船 を ゆすって ひびいた。 

「はつ はつ は、 また ひ よんな ところで 逢った な」 

言われて みれば、 まぎれ もない、 鈴 川 源 十郎を やり 

こめて 五 十両 取り返して くれた、 あの、 名のない 男 だ。 

ちょっと でも 識 つた 顔と わかって、 恥ずかし さが 先 

にたつ 若い ふたりが どぎ まぎす ると、 かえ つ て 男の ほ 

うが 気の毒そう にあわて て、 

「こり やい かん！ わしが 悪かった。 ひょいと 眼 ざめ 

て 面 を 出した が 申し わけない！ また 寝る、 また 寝る 

—— 」 

いいつつ 板の間に 横にな つて、 また ごそごそ 菰をか 


>ん ろうとす る 

こんど は 栄三郎 がま ごつ いた。 

「いえ。 そ、 それに はおよ び ませぬ」 

相変わらずの 破れ 着、 貧乏 徳利 を 枕に、 名のない 男 

は 筵 を 夜具に すまして いる。 

「はは あ。 起きても さしつかえない のか」 

はなし 

「先 ほどからの わたしどもの 会話 耳に はいりました 

か」 

「うむ。 刀のと ころまで 聞いた。 あと は 知らぬ。 おも 

しろそう な はなし だ つ たな」 

「あの、 しからば、 刀の こと を  ？」 


「さよう。 悪かった かな？」 

栄三郎 の 眼が けわしい 光 をお びて くる。 

「いくら 悪くても、 もう 聞いて しまったの だからいた 

しかた あるまい」 男 は 平気 だ。 「それより、 あんた に は 

ほかに 助力がなければ、 わしが 手 を かしても いいと 

う.；， 6 ず 

思って おる。 が、 密事 を 知った が肯 かれんと 言うな 

ら どうと も 勝手に するがよい。 第一よ その 家へ 断り も 

なしに はいりこ むほうが ふとどき だ」 

「なに？ 助力 を？ はは はは はは」 

栄三郎 は 膝 をう つて 不敵に 笑った。 すると 男 は、 

「そうだ。 おれの 助太刀が ほしければ、 ひとこと 頼む 


と 頭 を さげろ」 

「何 を 無礼な！」 かつと なった 栄 三郎、 「いわせて おけ 

ばす きな 熱 を！ 誰が 頼む もの かッ」 

「頼まぬ？ そうか」 

男が にっこり すると、 白い 歯が ちかと きらめく。 

「そうか。 頼まぬ か。 それなら 一 つ、 おれから 頼んで 

一 肌ぬ がせても らおう かな」 

「  ？」 

「いや、 なに、 人に 頭 を さげぬ 人に はわし が 頭 を さげ 

たい。 援助 を 頼まぬ というと ころが たのもしい」 

と 首 を 伸ばして ぉ艷を のぞきながら、 


ご しん ぞ  しょうさ いし 

「御新造、 小才 子の はびこる この 世に、 あんた あ 珍し 

い 大魚を 釣り上げ ましたな あ、 でかした、 でかした！ 

はつ はは は、 大事に して あげなさい」 

御新造 —— と 呼ばれて 火の ようにな つたお 艷も、 何 

かしら 胸に こみあげる 感激に 突如 眼のう ちが 熱くな つ 

て 栄三郎 の 背に 顔 を 押しつけた。 

栄三郎 は、 のめる ように どたりと 板に 手 をつ いて、 

「先刻からの 無礼、 平にお ゆるし ありたい。 改めてお 

力添えお 願い 申す」 

「承知した！ が、 それで は 痛み入る。 まずお 手 を、 

ささ、 手 を 上げられい」 


い んじゃ 

「さだめし 世に 聞こえし 隠者、 御 尊名 は？」 

「隠と は 隠れた 者、 ところが このと おりど こに でも 現 

われる。 名 か。 そいつ は …… 」 

と 口ごもつ たから、 また 名のない 男と 答える かと 思 

うと、 

がもうた いけん 

「蒲 生泰 軒と 申す」 

「して ただいま、 人の 家へ 断りな しに —— と言われ ま 

したが、 お 住い は？」 

「困った な。 この 舟で ござる —— いや、 べつに この 舟 

と は 限らん。 いつも ここらに つないで ある 舟 はすべ て 

わしの 宿 だ。 はは はは は、 天が下に 屋根の ない 気楽な 


身分。 わしに 用の ある 時 は、 この 首尾の 松の 下へ 来て、 

川へ 石 を  さよう さ 三つ ほうる ことに 決めよう。 石 

を 三つ 水に 投げれば、 どの 舟から かわしが 起き上がる 

…：- J 

と、 この 時！ 

ぐらぐらと 舟が 傾いて、 ぉ艷は 危なく 栄三郎 に 取り 

すがった が、 ふしぎ！ 流 潮に 乗って 張りき つた もや 

いの 綱 を 岸で たぐる ものが あるら しく、 あっとい うま 

に 舟が 石垣に ぶっかつ たかと 思う と、 頭の 上に 多人数 

あしおと  かわも  は 

の跫 音が 乱れ 立 つ て、 丹 下 左 膳の どら 声が 河 面 を 刷い 

た。 


「おい ッ！ 乾 雲が 夜泣き をして しょうが ねえから、 

片割れ を もらいに 来たんだ。 へッ、 坤竜 丸よ。 おいで 

だろう な、 そこに！」 

河 も 岸 も 空 も、 ただ 一 色の 墨。 

その 闇黒が 凝って 散らばった ように、 二十に あまる 

黒 法師が、 堀 を はさんで 立つ 松の木 下に ピ タツと 静止 

していた。 

左 膳、 源 十郎を 頭に、 本 所 化物 屋敷の 百 鬼が、 深夜 

に まぎれて 群れ 出て きたの だ。 

文字 どおり 背 水の 陣。 

岸の ふち、 舟 板 を 手に のつ そりと 構える 蒲生泰 軒に 


押し 並んで、 詉訪 栄三郎 は、 もうこ ころ 静かに 武蔵太 

郎 安国の 鞘 を 払って いた。 われに もな くまつ ゎリ 立つ 

お 艷の身 を、 微笑と ともに そっと 片手で かばいながら、 

「てめ え 達が 上陸る まで は 斬らね えから 安心して ここ 

まで 来い」 

という 左 膳の ことば を 笑い 返して、 手 を 貸しあって 

小舟 を 離れた 三人だった。 

うしろ は大 川。 石垣の 下の 暗い 浪に もまれて、 ひた 

ひたと 船底の 鳴る 音が する。 

前面と 左右 をぐ るりと 囲んだ 影に、 一線ず つ 氷の 棒 

が あしらわれて 見える の は、 いうまでもな くひた 押し 


に 来る 青 眼 陣の剣 林 だ。 

寂と して、 物み な 固化した よう。 

「逃げる くふう を  ね！ ごしょう ですから 逃げる 

く、  う を  」 

お 艷の熱 声 を頰に 感じて、 栄三郎 はちら と 泰軒を 見 

やった。 

とち 

あがりぎ わに 一 枚 引きめ くって 来た 艫の 板 を ぶら さ 

げて、 泰軒は 半眼 を うっとりと 眠って でもい るよう… 

じげんり ゆうすいげ つ  すがた 

…自 源流 水 月の 相。 

すると！ 声が した。 

「若え の！ 行く ぜ、 おい ッ！」 


左 膳 だ。 

と、 味方の 声に つられた か、 吸われる ように 寄って 

こくよ ラ 

きた 黒妖の 一 つ、 小 きざみの 足から、 

「  」 

無言の まま 跳躍に かかろう とすると ころ を！ 同じ 

く、 無 韻の 風 を 起こして 撃発した 栄三郎 の 利 剣が 無 

残！ ザ クッと 胴 を 割った かと 見る や、 左足 を 踏み出 

して 瞬間 刀 を 預けて いた 栄三 郎、 ス ゥッ！ とねば り 

つつ 引き離す が 早い か、 とっさに 右 転して、 また ひと 

りうめ き 声と ともに 土 をつ かませた。 

が、 この 時す でに、 銀 星 上下に 飛んで、 三人 は 一度 


にまん じの 闘 渦に 没し 去って いた。 

この 騒ぎ をよ そに、 鈴 川 源十郎 はすこし 離れて、 何 

かお 藤と ささやき かわして いたが、 刀下 を かいくぐつ 

て 木 かげに 転びつ いたお 艷の、 闇に 慣れた 瞳に 映 じた 

の は、 彼女の 初めて 見る 恋人 栄三郎 であった。 

あの、 やさしく 自分 を 抱いて くれた 手が 血の たれる 

大刀 を 振り かぶって、 チラ チラと 左右へ 走らせる 眼に 

は、 冷々 たる 笑い を ふくんで いる。 

r 泰軒 先生 ッ！」 

「おう …… そら！ うしろへ まわった ぞ、 ひとり！」 

いつしか 二手に 別れて、 板 一枚で 一団 を 引き受けて 


いる 蒲生泰 軒、 伸び上がり、 闇 をす かして、 群ら がり 

立つ 頭 越しに 声をかける。 

さながら 何 かしら 大きな 力が 戦機 を かき 乱して は 制 

止す るよう だ  0 

ひとしきり 飛び違えて は サッと 静まり、 また ひと 揺 

れ もみ 渡つ て は そのまま 呼吸 を はかり あう。 

そのたび に 一 人 ふたり、 よろめき さがる もの、 地に 

きこく  か 

伏さ つ て 鬼 哭を嚙 む 者。 

飛 肉 骨片。 鉄 鯖に 似た 生き血の 香が、 むっと 河 風に 

動いて 咽せ かえりそう …… ぉ艷 は、 こみあげて くる 吐 

き 気 をお さえて、 抉に 顔 をお おった。 


が、 見よ！ 

神変 夢想 流の 鷹の 羽 使い —— 鷹の 翼 を 撃 つ がー 」 とく、 

かんぱつ 

左右 を 一気に 払って 間 髪 を 入れない 栄 三郎、 もはや 今 

は 近よ る 者 もない と 見て、 

「お 艷！ どこに いる？」 

と 刃 影の なかから さけぶ と、 

「はい。 ここにお ります。 —— 」 

答え かけた お 艷のロ は、 いつのまにか 忍んで きた 手 

に、 途中で うしろから ふさがれて しまったが、 その か 

わりに 剣 魁 丹 下 左 膳の 声が、 真正面から 栄三郎 を 打つ 

た。 


「なかなか やるな あ、 おい！ 手 を ふけよ、 血です ベ 

るだろう」 

栄三郎 は、 につと 笑って 片手が たみに 胴 わきへ こ 

すった。 あとの 手が 柄へ 返る。 

同時に、 

せん 

一閃した 左 膳の 隻腕、 乾 雲 土砂 を 巻いて 栄三郎 の 足 

を！ と 見えた が、 ガ ッシ！ と はねた 武蔵 太郎の 

剣 尾に 青白い 火花が 散り 咲いて、 左 膳の 頰の 刀痕が や 

みに 浮き出た …… と 思う まに、 

「うぬ！ しゃらくせ え！」 

おめきた つた 左 膳が、 ふたたび 虎 乱に 踏み こもうと 


するとき、 空 を 裂いて 飛来した 泰 軒の 舟 板が 眼前に 

躍った。 

「なんでえ！ これ あ  」 

と 左 膳の 峰打ちに、 板 は まっぷたつに 折れて 落ちる 

とたんに！ 

「舟へ！」 

という 泰 軒の 声。 

見る と、 女の 影が 一 つの 舟へ ころがりこむ ところ だ。 

おお！ ぉ艷は 無事で いて くれた！ 

と 思うよ リ 早く 栄三 郎も泰 軒に つづいて 舟へ とんで、 

追いす ごして 石垣から 落ちる 二、 三人の 水煙り のなか 


で、 栄三郎 が プッッ リと艫 綱 を 切って 放す と、 岸に の 

のしる 左 膳ら の 声 を あとに、 満々 たる 潮に 乗って 舟 は 

中流 を さした。 

二、 三人 水中に 転落した が、 一同と ともに あやうく 

石垣の 上に 踏みと どまった 左 膳、 

まう 

「おい、 逃げる てえ 法が あるか ッ！ この 乾 雲 は汝の 

坤 竜に こがれて どこまでも 突っ走る の だ。 刀が 刀 を 追 

うの だからそう 思え！」 

と 遠ざかる 小舟に 怒声 を 送って、 あわただしく 左右 

を 見 まわした 時 は、 どうした もの か、 源十郎 とお 藤の 


姿 は そこらに なかった。 

闇黒 をと かして、 帯の ように 流れる 大 川の 水。 

両岸に ひろがる 八 百 八 町 を 押しつけて、 雨 もよ いの 

空 は どんより と 低かった。 

こ ま 

独楽の ように 傾いて ゆるく 輪 をえ がきながら、 三人 

を 乗せた 舟 は 見る見る 本流に さしかかる —— 。 

ギ イツ …… ギィ！ 艢べ そがき しむ。 

胴の まにあつ たの を さっそく 水へ おろして、 河 風に 

裾 を まかせた 泰 軒が、 船宿の 若い 衆 そこの けの 艢 さば 

きを 見せて いるの だ つ た。 

「あんた はいい 腕 だ」 


と 栄三郎 を かえりみて、 

しんべ ん むそう 

「 よく 伸び る 剣 だ。 神変 夢想 久しく 無沙汰 を してお る 

が、 根津 あけぼのの 里の 小 野 塚 老人、 あれの 手口に そつ 

くりだな」 

手拭 をぬ らして 返り血 をお としていた 栄 三郎、 思わ 

「おお！ では 鉄 斎 先生 を 御存じ —— 」 

せきこんだ 声 も、 風に 取られて 泰 軒へ 届かない らし 

く、 

「しかし、 あの 隻 腕の 浪人 者、 き やつ はどうして 荒い 

遣い 手 だて」 


泰 軒が つづける。 

「あんた より は 殺気が 強いし それに 左 剣に ねばりが あ 

る。 まず 相対で は 四分六、 残念ながら あんた が 四で 先 

方が 六 じ や。 はは はは は、 いやよ くいって 相討ち かな 

—— お！ 見なさい。 来お るぞ、 来お る ぞ！」 

言われて、 お 米蔵の 岸 を 望む と、 左 膳の 乾 雲 丸で あ 

き き 

ろう。 指揮 をく だす 光 身が 暉々 として 夜陰に 流れ、 見 

る まに 石垣 を 這いお りて、 真っ黒に かたまり 合った 一 

艘の 小舟が、 艢音を 風に 運ばせて 矢の ように 漕いで く 

る。 

「来い、 こい！ こっちから 打ちつ けても よい ぞ」 と 


こうしょう  そ 

哄笑した 泰軒、 上 身 を のめらせ、 反らせ 大きく 艢を押 

し 出した。 

と、 生温い 湿気が サッと 水面 をな でて …… ポ ッリ、 

と 一 滴。 

「雨 だな」 

「降って 来ました」 

言つ ている うちに、 大粒の 水が バ ラバ ラと舟 板 を 

打った かと 思う と、 ぞっと 襟元が 冷え 渡って、 一時に 

はくふ  たき  しぷき 

天地 をつな ぐ 白 布の 滝 河づら をた たき、 飛沫に くもる 

深夜の 雨 だ。 

へ さき 

ぉ艷 は？ と 見る と、 舟に 飛び こんだ 時から 舳 先に 


つつ 伏した きり、 女 は 身じろぎもしないで いる。 濡れ 

と も  むしろ 

る！ と 思った 栄三郎 が、 舟 尻の 筵 を 持って 近づき 

な 力ら 

「驚いたろう？ 気分で も 悪い か。 さ、 雨に なった か 

しんぼう 

ら これ をき て、 もうしば らくの 辛抱 だ …… 」 

と 抱き起， 」 そうとす ると、 

「ほほ ほほ！ なんて まあお やさしい。 すみませんね 

え、 ほんと に」 

という 歯切れの いい 声と ともに 栄三郎 の 手 を 払って 

顔 を あげたの を 見れば！ 

思 い き や —— お 艷 ではない！ 


「や ッ！ だ、 誰 だお 前 は？」 

こわ 

「まあ！ 怖い顔！ 誰でもい いじ やない の。 ただ 当 

り 矢のお 艷 さんでなくて お気の毒 さま」 

櫛 まきお 藤 は 白い 顔 を 雨に 預けて、 鉄火に 笑った。 

「でも、 御 心配に はおよ びます まいよ、 今ごろ はお 艷 

さん は、 本 所の 殿様の 手に しっくり 抱かれて いるで 

しょうから ねえ。 ほほ ほ、 身代りに 舟へ とびこんで、 

ここまで 出て きたの はいい けれど、 あたし や 馬鹿を見 

ば  しゃれ 

ちゃった。 この 雨 さ。 とんだ 濡れ場 じゃあ 洒落に もな 

り やしない …… ちょいと 船頭さん、 急いでお くれな」 

ぁッ！ ぉ艷 はさら われた の だ —— 栄三郎 はよ ろめ 


く 足 を 踏み こらえて、 声 も 出ない。 

まお づ え 

立て膝のお 藤、 舟べ りに 頰杖 ついて、 

「ねえ、 ぼんやり 立って ないで、 どうす るの さ！ あ 

たしが 憎け リゃ 突くな リ 斬るな り 勝手にお しょ —— そ 

れ より、 どなた か 火 打ち を？ でも、 この 降雨 じゃあ 

駄目 か。 ちッ！ 煙草 一 つのめ やしない」 

斬った ところで 始まらぬ …… 泰 軒と 栄三郎 が 顔 を 見 

合わせて いると 突如！ 垂れ こめる 銀幕 を さいて 現わ 

れた左 膳の 舟が！ ド シン！ と 横 ざまに ぶっかる が 

早い か、 抜き つれた 明 刀に 雨脚 を 払って 一度に 斬り こ 

んで 来た。 


艚を振 りあげた 泰軒、 たちまち 四、 五 人に 水 礼 を ほ 

どこす。 栄三郎 にかわ された 土 生 仙 之 助 も、 はずみ を 

食って 水 音 寒く 川への めりこんだ。 

はいぜん 

沛然た る 豪雨 —— そ れ に 雷鳴 さえ も。 

ぎょうそう 

きらめく 稲妻の なかに、 悪鬼の ごとき 左 膳の 形相 

をみ とめた 栄 三郎、 

「汝 れッ！ 乾 雲 か。 来い ッ！」 

とおめい たが、 妙な ことに は 相手 は 立ち向かうよう 

す もな く、 落ちた 連中 を 拾い あげる と、 こっちの 舟へ 

一 竿 つっぱつ て 倉皇として 離れて ゆく。 

瞬間、 蒼い 雲 光で 見る と、 騒ぎ を 聞きつ けた 番所が 


お 役 舟 を 出した とみえて、 雨に 濡れる 御用 提灯の 灯が 

点々 と …… 。 

いつの まに 乗り移つ たか、 櫛 まきお 藤が 去り ゆく 舟 

に 膝 を 抱いて 笑って いた。 

r 坤竜、 また 会 おうぜ」 

雨に 消える 左 膳の 捨て せりふ。 

「お 艷ッ！ どこに いる！」 

としみ じみ 孤独 を 知った 栄三郎 が、 こう 心中に 絶叫 

したと き、 泰 軒が 艢に 力を入れて、 舟が 一 ゆれ 揺れた。 

「いや。 先 ほどから 申す とおり、 栄三郎 のこと なら 聞 


く 耳 を 持ち ませぬ  」 

主人 はぶつ きら 棒に こう 言つ て、 あけ 放した 縁の 障 

子から 戸外へ 眼 を やった。 

こけ  いしどうろう 

金砂の ように 陽の 踊る 庭に、 苔 を かぶった 石燈 籠が 

明るい 影 を 投げて、 今まで 手入れ をして いた 鉢植えの 

きく ちょうみよう  かお 

菊が 澄 明な 大気に 香って いる。 

ひる さが  う 

午 下りの 広い 家に は、 海の 底の ような もの 憂いし ず 

かさが 冷たく よどんで いた。 

力— ン …… 力— ン！ ときよう も 近所の 刀鍛冶で 鎚 

を 振る 音が まのびして 聞こえる。 

のどか 

長閑。 


その 音 を 数える ように、 主人 はしば らく 空 をみ つめ 

ていたが、 やがて ほろ にがい 笑い をう かべる と、 思い 

出した ように あと を つづけた。 

「なるほど。 それ は、 わたくしに 近 ごろまで 栄三郎 と 

か 申す 愚弟が ひと リ あるに はあり ましたが、 ただいま 

では ある やむな き 事情の ために 勘当 同様にな つてお り 

まして、 言わば それがしと は 赤の他人。 どうぞ わたく 

しの 耳に 届く ところで あれの 名 をお 口へ のぼされ ぬよ 

う 当方から お願い 申したい」 と 結んだ 主人 は、 折から 

ひなた 

縁の 日向に おろして ある 鳥籠に 小猫が じゃれて いるの 

た  のき 

を 見る と、 起って 行って 猫 を 追い、 籠 を 軒に 吊るして 


おいて 座に 帰った。 

すわ  おおく ぼとう じろう 

詉訪栄 三郎の 兄、 大久保 藤次郎 である。 

あさく さ 鳥 越の 屋敷。 

その 奥座敷に、 床ば しら を 背に 沈痛な 面 もちで 端坐 

している 客 は、 故 小 野 塚 鉄 斎の 従弟で、 鉄 斎 亡き こん 

にち、 娘の 弥生 を 養女 格に ひきとって、 何かと 親身に 

こうじまち  つち やた もん 

世話 をして いる 麴町 三番 町の 旗本 土屋多 門であった。 

「しかし、 その 御 事情なる ものが」 藤次郎 のしと ねに 

なおる の を 待って きり 出した 多 門 は、 いいかけて やた 

らに 咳ば らい をした。 「いや、 くわしい こと はいつ こ 

うに 存じ ませぬ が、 その、 あの、 下世話に 申す 若気の 


あやまち  とで もい うような ところな らば、 はつ 

はつ は、 私が 栄三郎 殿に なりかわつ てこの 通りお 詫び 

つかまつる ゆえ、 一 つ このたび だけ は ごかん べんのう 

え  」 

「いやいや、 初対面の 貴殿に おとりなし を 受ける 筋 は 

ござらぬ」 

「ま、 そう 申されて は それだけの もの だが …… 」 

「わざわざ 御自身で おいでく だされて、 あの 痴け者 を 

婿養子に とのお 言葉 さえ あるに、 恐れ入った ただいま 

ごしぎ  よのつね 

の 御 仕儀。 これが 尋常の 兄 じ や 弟 じ やなら ば、 当方 は 

蔵 前 取りで 貴殿 は 地方 だ。 ゆくゆくお 役 出で も すれば 


第一に あれに とって 身の ため、 願っても ない 良縁と、 

私から こそお 頼み 申す ところ だが、 さ、 それが 兄の わ 

たくしの 心と してそう は 参らぬ という ものが、 全体 こ 

の 話 は、 じつ を 申せば 当家の 恥、 それがしの 家事 不取 

ごが つてん 

締リを さらす ような ことながら、 さて、 いわば 御 合点 

が ゆくまい し …… 心中 察しく だされたい」 

「はて、 栄三郎 殿が どのようなこと をな された かな？」 

「口にする も けがらわし いが、 お聞きく だされ、 三 社 

前の 茶屋 女と かにう つ つ を 抜かし —— 」 

ちょっと 多 門の 顔色が 動いた が、 すぐに 笑い 消して、 

「はは はは は、 何かと 思えば、 お 若、.， 方に はありが ち 


な —— 貴殿に も、 似よ つた 思い出の 一 つ 二つ、 まんざ 

らな いこと も ござるまい。 いや、 これ は 失礼！」 

みつ 

「のみならず、 栄三郎 め、 その 女に 貢ぐ 金に 窮 して、 

いたし 方 もあろう に 蔵 宿から 騙り 盗った！ 用人 白木 

重兵衛 がその あとへ 行って 調べ て 参りました」 

部屋住みの 分け 米が 僅少な こと を 察して やれば、 

ちょいと 筆の 先で 帳面 をつ くろって すむ のに、 なんと 

いう 気の きかない 用人だろう！ 多 門が 黙って いると 

藤 次 郎は語 をつな いで、 

「それから こっち、 とんと 屋敷に もい つき ませぬ。 先 

夜 も 雨中の 大 川に 多人数の 斬り 合いが あって、 船 番所 


から 人が 出た そうだが、 栄三郎 もど こに どうして いる 

かと …… いや、 なんの 関係 もない 者、 思って みた こと 

も ご 、ざらぬ。 はは はは」 

多 門 は 思わずう つむいた。 

「割っての お 話、 よく わかりました。 が、 それでもな 

お、 私と して はなん としても 栄三郎 殿 を 養子に 申し 受 

けたい。 というの が …… お笑いく ださるな」 

「なんで ござる？」 

「その 栄三郎 の 嫁と なるべき 当方の 娘 —— 」 

「はは あ、 弥生 どのと か 申され ましたな」 

「それが 命が けの 執心で、 そばで 見て いる それがし ま 


で 日夜 泣かされます」 

「あの、 うちの 栄三郎 めに？」 

「仮り にも 親と なって いる 身、 弥生の 心 を 思い やる と 

いても たっても おられ ませぬ。 御 推量あって ひとこ 

と 栄三郎 どの を 私 かた へ —— J 

「いや。 百万言 をつ いやしても 同じ こと。 彼の ごとき 

不所存者 を 差し あげるな ど 思い もより ませぬ」 

「これほど その 不所存者が 所望 じ やと 申しても？」 

「いささかく どうは ござらぬ か。 ご 辞退 申す」 

「よろしい！ だが、 大久保 氏、 さっき 赤の他人 とい 

われた こと をお 忘れ あるまい な、 赤の他人なら 本人し 


だいで 貴殿に はなん の 言い分 もない はず」 

「むろん、 御 勝手 じ や！」 

決然と 畳 を 蹴立てた 多 門へ、 ひしゃげ たような 藤 次 

郎の 声が 追いす がった。 

「土屋 氏！」 

「なんじ や？」 

「貴殿 栄三郎 に 会わる るか」 

しさ い 

「会うても 仔細 あるまい が！」 

「会うたら …… おうたら、 兄が 達者で 暮らせと いった 

とお 伝えく ださい」 

ブイと 横 を 向いた 藤 次郎の 眼に 何やら 光った ものの 


あつたの を 多 門 は 見た。 

夕映えの 空に、 遠鳴りの ような 下町の どよめきが 

こだま  いちまつ 

反響して、 あわただし いなかに 一抹の 哀愁 を ただよわ 

せた まま、 きょう も 暮れて ゆく 大 江戸の 一日だった。 

麴町 三番 町の 屋敷 まちに は、 炊ぎ のけむ りが 鬱蒼た 

しんじ 

る 樹立ち にからんで、 しいんと 心 耳 に^え わたるし ず 

けさが こめて いた。 

ふるさと 

たださえ、 人 を こころの 故郷に 立ち返らさずに はお 

かない 黄昏 どき …… まして、 もの を 思う 身に はいつ そ 

う 思慕の 影 を 深める。 

うつ すらと した 水色が、 もう 畳 を 這つ て いるのに、 


ひとま 

弥生 はこの 土 屋多門 方の 一間に 身動き もしないで、 灯 

を 入れる したく を すら 忘れて 見える の だ つ た。 

さざんか ベ にかい  はん あん 

庭前の 山 茶 花が 紅 貝が ら のよう な 花びら を 半 暗に 散 

らして いる。 

むち 

ふと 顔 を あげた 弥生 は、 思いがけない 運命の 鞭 を、 

あまりに も つぎ つぎに 受けた せ いであろう か、 しばら 

くの あいだに 頰 はこけ 肩 はげつ そりと 骨ば つて、 世の 

けがれ を 知らなかった つぶらな 眼 もく ぼみ、 まるで 別 

人の ようない たいた しい すがたであった。 

「ああ  」 

といき 

思わず 洩れる 吐息が、 すぐと 力ない 咳に 変わって、 


弥生 は 抉に 顔 を 押し 包んで、 こほん！ こほん！ 

と つづけざまに 身 を ふるわせた。 

このごろ 胸郭が 急に うつろに なつ て、 そこ を 秋風が 

やる せ 

吹く ような 気がする。 ことに 夕方 は 身 もこ ころも 遣 瀬 

なく 重い。 弥生 はいつ しか 肺の 臓 を むしばまれて、 若 

やまい 

木の芽に 不治の 病 を はびこらせ つ つあった の だ。 

心の 荷を棄 てねば 快くなら ぬ。 

とそれ を 知らぬ 弥生ではなかった が、 思っても、 思つ 

て も、 思つ て もな お思いた りない 栄三郎 様 を どうしょ 

う！ 

こうして 叔父 多 門 方に 娘 分と して 引き取られ ている 


いま、 寸刻 も 弥生の こころ を 離れな いのは、 父 鉄 斎の 

横死で もな く、 乾坤 二 刀の 争奪で もな く、 死んでも！ 

と 自分に 誓った 詉訪栄 三郎の おもざし だけだった。 

もとより、 父の 死 は 悲しと も かなしい。 そして その 

仇敵 は 草 を 分けても 討たねば ならぬ。 

夜泣きの 刀 も、 言うまでもなく、 万難を排して わが 

手 へ とりもど すべ きで あるが …… 。 

その 仇 を 報じ、 その 宝刀 をう ばい 返して くださる の 

が、 やっぱり あの 栄三郎 さまで はない か。 

強い、 やさしい 栄三郎 さま！ 

こう 思う と、 今 この 身の上 も、 もとはと 言えば、 す 


ベ て あの人が 自敗を 選んだ ことから —— と ひややかに 

理を 追って みても、 弥生 はすこし も 栄三郎 を 恨む 気に 

なれない どころ か、 ますます かれ を 自分 以外の ものと 

して 考える ことができなくなる のだった。 

剣に 鋭かった 亡父の 気性 を、 弥生 は そのまま 恋に 生 

かしてい るの かも 知れない。 はじめて 男 を 思う 武士の 

しょうね つぼねん 

娘に は、 石 を もと かす 焦熱 慕 念の ほか、 何もの もな く、 

ひとりいて 栄三郎 さま！ と 低声に 呼べば、 いつでも 

しんみりと 泣けて くるの が、 自らお かしい ほどだった。 

この 純情 を 察して、 きょうこ つ そりと 叔父の 多 門が、 

鳥 越の 栄三郎 の 実家へ 養子の 掛け合いに 行った こと は、 


弥生もう すうす 感づいて いるが —— そのため か、 この 

高鳴る 胸 はなん とした ものであろう？ 

霜に 悩む 秋草の ように、 ほつ そりと やつれた 弥生が、 

にわかに 暗くな つた あたりに 驚いて、 行燈 をと りに 立 

とうとした 時、 ちょうど 眼の まえの 空に、 天井から 糸 

を 垂れて 降りて きた 一 匹の 子 蜘蛛 を 見つけた。 弥生が 

懐紙で 上部 を 払う と、 蜘蛛 は 音 もな く 畳に 落ちた が、 

同時に、 あわてて 逃げよう とする。 

夜の 蜘蛛 は 親と 思っても 殺せ —— それとも 昼の 蜘蛛 

だった かしら？ 

と 弥生が 迷って いるう ちに 子 蜘蛛 は、 しすました 


り！ と 懸命に 這って ゆく。 

その 小さな 努力が 珍しく 弥生 を ほほえませた。 

「そんなに 急いで どこへ 行く のこれ、 お前に は 心配 も 

なにもなくて いいね」 

こう 言つ て 弥生が 往手 をふさぐ と、 蜘蛛 はすこした 

めら つたの ち、 すぐ 右へ 抜けよう とする。 弥生が 右へ 

手 を やる。 蜘蛛 は 左に 出ようと あせる。 弥生の 手が 先 

をお さえる。 思案に くれた 蜘蛛 は、 弥生の 手に かこま 

れて 神妙に すくんだ。 

「ほほ ほほ、 そう！ ね、 じっとし ておいで、 じっと！」 

と 弥生が さびしく 笑った とき、 玄関に 駕籠が おりた 


らしく 出迎えの 声が ざわめいて、 まもなく、 女中の さ 

さげる 雪洞が 前の 廊下 を 過ぎる と つづ い て 土屋多 門が、 

用人 を したがえて 通りかかった。 

やみに 手 を 突いて 頭 を さげた 弥生の 眼に うつ つたの 

はかま 

は、 板廊を 踏んで ゆく 白 足袋と 袴の 裾 だけだった が、 

わざと 弥生に 聞かせる 気の 多 門の 大声が、 しきりにう 

しろの 用人 を 振り返つ ていた。 

「世に ずいぶんと 男 は 多い。 しかるに、 一 人に 心 をと 

られ て、 他が 見えぬ と は 狭い ぞ！ もし また その ひと 

りが 水茶屋ぐ るいでも しおったら いかがい たす？ な、 

ずつ であろう。 まま まま」 


ぎよ い 

「御意に ございます」 用人 は 何が なにやら わからずに 

答えて いる。 

力 力と 

はっとして 突っ立った 弥生 は、 じぶんの 踵の 下で、 

いまの 蜘蛛が ぶ っッ！ と 音が してつ ぶれた の を 知ら 

なかった。 

「大作」 

おおお かえち ぜん 

と 次の間へ 声をかけながら、 大岡越 前 は、 きょう 南 

さり 

町奉行 所から 持ち帰った 書類 を、 雑と 書いた 桐の 木箱 

きせる  ほ ご 

へ 押し こんで、 煙管 を 通す つもりであろう。 反古 を 裂 

いて 観 世槎リ をより はじめた。 


夕食後、 いつものよう にこの 居間に こもって、 見残 

した 諸 届け 願書の 類に 眼 を 通し 出してから、 まだ さほ 

とき  ばんしゅう 

ど 刻が 移った とも 思われな いのに、 晚 秋の 夜 は 早く 

更ける。 あけ 放した 縁の むこうに 闇黒が わ だか まって、 

ポチ ャリ！ とかす かに 池の 鯉の はねる 音が していた。 

ただすけ  -.^ すま 

越 前 守忠相 は、 返辞がない ので ちょっと 襖 ごしに 

いぶき 

耳 を そば だてた が、 用人の 伊吹 大作 は 居 眠って でもい 

ると みえて、 しんとして 凝ったよう なしず けさ だ。 

ただ 遠くの 子供部屋で、 孫の 忠弥が 乳母に 枕で もぶ 

つけて いるら しい ざわめきが、 古い 屋敷の 空気 を ふる 

わせて 手に 取る ように 聞こえる。 


「小坊主め、 また 寝し なに さわぎお るな」 

という 微笑が、 下ぶ くれの 忠 相の 温顔 を 満足そう に 

あしおと 

ほ ころばせた 時、 バタ バタと 小さな 跫 音が 廊下 を 伝 

わって きて、 とんぼの ような 忠弥の 頭が 障子の あいだ 

からお じぎ をした。 

「お 祖ハ； < ち やま、 おやすみな ちゃい」 

忠 相が 口 を ひらく 先に、 忠弥は 逃げる ように 飛んで 

にぎ や 

帰った が、 その 賑 かさに はっとして 隣室に つめてい 

る 大作が 急に ごそごそし だすけ はいがした。 

「大作、 これよ、 大作」 

「はッ I 


と 驚いて 大声に 答えた 伊吹 大作、 ふすま を 引いて か 

しこまる と、 大岡越 前 守忠相 はもう きちんと 正座して 

かんせき 

書 台 の 漢籍 に 眼 を さらして いる。 

「お呼びで ござります か」 

「ああ。 わしに かまわずに やすみなさい」 忠 相の 眼 じ 

りに 優しい 小皺が よる。 「わし はま だ 調べ物 も あるし 

読書 もしたい …… だが な、 大作 —— 」 

きょうそく 

と 肥った 身体が 脇息に もたれる と、 重みに きしん 

でぎ しと 鳴 つ た。 

「さきほど 役所で 見る と、 浅 草 田 原 町 三 丁目の 家主 喜 

左衛 門と いうのから 店子のお 艷、 さよう、 三 社 まえの 


掛け 茶屋 当り 矢のお 艷 とやら 申す 者の 尋ね 書が 願い 立 

ささ い 

てに なって おった が、 些細な 事件ながら、 越 前なん と 

なく 気に かかって ならぬ。 いや、 奉行の 職義 から 申せ 

しせい  さじ 

ば巿 井の 瑣事すな わち 天下の 大事で ある。 そこで 大作、 

この 婦人の 失踪に 関連して 何 ごと かその ほうに 思い あ 

たる 節 はない かな？」 

「さあ、 これと 申して ベ つに …… 」 

大作 は 面目な さそう に 首 を ひねった。 すると 忠相は 

何 かひと く さリ 低音 に 謡曲 を 口ずさんで いたが、 やが 

ひと 

て 気が ついた ようにな かば 独り ごちた。 

「 —— あの 櫛 まきのお 藤と 申す 女、 かれは もと 品 川の 


こびき  かんや  でかた 

遊女で、 のち 木 挽 町の 芝居 守 田勘弥 座の 出方の 妻と 

いんぼん たいしゅ 

なった が、 まもなく 夫と 死別し、 性 来の 淫奔 大酒に 加 

うるにば くち を 好み、 年中 つづみの 与吉 などと いうな 

じょうとば 

らず もの を ひきいれて、 二階 は 常 賭場の 観を呈 してお 

る こと はわし の 耳に も はいって おる。 それの みで はな 

力た 

い。 ゆすり 騙りと あらゆる 悪事 を 重ねて、 かれら 仲間 

においても、 なんと 申す か、 ま、 大 姐御で ある。 それ 

は それと して、 このお 藤 は、 先年 来 十 里 四方お 構いに 

相 成りお る はずな のが、 目下 江戸 府 内に 潜入して おる 

けいせき 

形跡が あると 申す ではない か」 

げせん  てつがん 

い つもの こと だが、 主君 越 前 守の 下賤に 通ず る徹 眼、 


その 強記に いまさらの ごとくお どろいた 大作、 恐縮し 

て 顔 を 伏せた まま、 

「おそれながら 例によって 墓参 を 名と し、 ひそかに は 

いりこみ おる もの かと 存 せられ まする」 

「さよう。 まず そこらであろう …… が、 お 藤が 江戸に 

おる とすれば、 このたび 喜 左衛門 店のお 艷 なる 者が 誘 

まるで 

拐され たこと となんら の 関係が 全然ない と は 思えぬ。 

ま、 これ は、 ほんの わしの かんに すぎん が、 今まで も 

ざい じょ ラ 

お 藤に は 婦女 を かどわかした 罪条が 数々 ある。 して 

みれば、 わしの こ の 勘考 も 当たらず と い えど も 遠から 

ぬと ころであろう。 な、 そち、 そう 思わぬ か」 


「お 言葉 ごもっともに ござり まする。 なれ ど、 同心 を 

はじめ 江戸 じゅうの 御用の 者 ども、 何 を 申す にもた だ 

きょうほん 

いま は あの 辻斬りの 件に 狂奔して おりまして —— 」 

大作が こう 申し あげて 顔色 をう かがう と、 前面の 庭 

面 を 見つめて ふっと 片手 を あげた 大岡越 前、 事 も なげ 

に 大作 を 振り返って、 

「評判の 袈裟 掛けの 辻斬り か …… うむ、 もうよ いから 

引き取 リ なさい。 わし も 寝所へ 入る としましょう」 

と 言 つ たが 立ち あがり もしな い。 

せっけん  やみぎ 

府内を 席捲し つ つ ある 袈裟 掛けの 闇 斬り！ 

それよりも、 なに か 庭に、 自分に 見えない 物が、 主 


人の 瞳に だけう つるら しい のが 大作に は 気にな つ たが、 

ほとんど 命令す るよう な忠 相の 口調に おされて、 平伏 

のま まかれ は 座 を さがった のだった。 

用人の 伊吹 大作が 唐紙に 呑まれて、 やがて 跫 音の 遠 

ざ かるの を 待って いた 忠相 は、 灯り を 手に、 つと たち 

まさぐ 

あがって 縁に 出る と、 庭の くらがり を 眼 探って 忍び や 

かに 呼びかけた。 

がもう  たいけん 

「蒲 生か —— 泰 軒であろう、 そこにい るの は」 

くつぬ 

と、 沓脱ぎから 三つ 四つむ こうの 飛び石の 上に、 おな 

じく 低い 声が あった。 


「何やら 役向きの 話ら しいから 遠慮して おった。 じ や 

まなら このまま 帰る」 

いい 捨てて 早く もき びす を 返そうと する ようすに、 忠 

相 は あわてて、 

「遠慮 は 貴様の 柄で ない ぞ、 はは はは は、 なに じゃま 

な もの か。 ひさしぶり だ。 よく 来たな。 さ、 誰も おら 

ん。 まあ、 こっちへ あがれ」 

満腹の 友情に あふれる 笑い 口から 誘われて、 ぬつ と 

てしょく 

手燭の 光野へ 踏み こんで きた 人影 を 見る と …… つんつ 

るてんの ぼろ 一 枚に 一 升 徳利。 

この 夜更けに 庭からの 訪客 はなる ほど 蒲 生泰軒 をお 


いて あり 得なかった。 

どろあし  おく 

泥足の まま 臆する ところ もな く 自ら 先に 立 つ て 室内 

へ 通った 泰軒 居士、 いきなり 腰をおろしながら ひよ い 

と忠 相の 書見 台 をの ぞいて、 

「なんだ？ なに を 読みお る？ うむ、 旱雲賦 か。 

か ぎ  ほう ぼつ 

賈誼 の 詩 だ な —— は るかに 白雲 の 蓬 勃た る を 望めば… 
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とこの 豁達な 笑いに 忠相も くわわって、 ともに 語る 

にたる 親交の 醍直 味が、 一 つに もつれて けむりの よう 

に 立ち こめる。 

裾 をた た い て 着座した 南 町奉行 大岡越 前守忠 相。 


きけつ 

野 飼いの 奇傑蒲 生泰軒 は、 その 面前に どっかと 大ぁ 

ぐら を 組む と、 ぐいと 手 を 伸ばして 取った 脇息 を 垢 じ 

わき 

みた 腋の 下へ かいこんで、 

らく 

「楽 だ」 

つ や  ほうきょう 

光沢の いい 忠 相の 豊頰 に ほほえみが みなぎる。 

「しばらく であ つ たな」 

「まったく ひさしぶり だ」 

で、 また ぼつん と 主客 眼 を 見合って 笑って いる。 多 

ち き  こころよ  あいたい 

く 言う を 要しない 知己の 快 さが、 胸から 胸へ と靉靆 

としてた だよう。 

夜風に そっと 気がついて、 忠相は 立って 行って 縁の 


障子 をし めた。 帰りが けに 泰 軒のう しろ を まわりな が 

ら、 

「痩せた な、 すこし」 

えさ 

「俺 か …… 」 と 泰軒は 首す じ をな で、 「何分 餌が ような 

いでな、 はは はは。 しかし、 そういえば、 このごろお 

ぬし 眼 立って 肥った。 やはり 徳 川の 飯 はうまい とみえ 

る」 

越 前 は いささか まぶし そうに、 

「相変わらず 口が悪いな。 どこに おる かと 案じて おつ 

たぞ」 

「どこに もお リ やせん。 と 同時に、 どこに でもお る。 


しんいん ひょうび よう 

いわば 大気 じ やな。 神韻 漂 渺 として 捕捉し がた し 

じ や  はは はは、 いや、 こっち は 病 知らず だが、 お 

ぬし その後、 肩 はどう だ？ 依然として 凝る か」 

「なに、 もうよ い。 さっぱり いたした」 

「それ は 何より」 

ちょ ラ じょう 

「互いに 達者で 重 畳 」 

ふたり はいつ しょに ぴ よこり と 頭 を さげあって、 

こうぜん 

哄然と 上 を 向いて 笑った。 

が、 泰 軒は忠 相の 鬢に、 忠 相は泰 軒の ひげに、 初霜 

に 似た 白い もの をみ とめて、 何が なしに こころ わびし 

そうほう 

く 感じた のであろう。 双方 ふっと 黙り こんで 燭台の 灯 


影に 眼 を そらした。 

ちゅうげんべ や 

中間 部屋に 馬鹿ば なしが はずんで いるら しく、 どつ 

と 起こる 笑い声が 遠くの 潮騒の ように 含んで 聞こえる。 

秋の 夜の 静寂 は、 何やら 物語 を訴 うるが ごとく その 

縷々 たる 烏 有の ささやきに 人 はと も すれば 耳 を 奪われ 

るの だった。 

対座して 無言の 主客。 

一 は、 いま 海れ にと きめく 江戸 南 町奉行 大岡越 前 守 

忠相。 他 は、 酒と 心中し よか 五千石 取ろ かなんの 五 千 

がいむし ゆく 

石 …… とで も 言いたい、 三界 無宿、 天下の 乞食 先生 蒲 

生泰 軒。 


世に これほど 奇怪な 取り あわせも またと あるまい。 

しかも、 この 肝胆 あい 照らした うちとけよう。 ふしぎ 

といえば ふしぎ だが、 男子 刎頸の 交わり は 表面のへ だ 

てが なんであろう。 人の きめた 浮き世の 位、 身の 高下 

がなん であろう！ 人間 忠相 に対する 人間 泰軒 —— 思 

えば、 青嵐 一過して 汗 を 乾かす 涼しい あいだがらで 

あった。 

と は 言え。 

ざん ま い 

大岡 さまの 前へ 出て、 これ だけの したい 三昧 …… 巷 

の 一 快 豪 蒲生泰 軒と は そ も 何者？ 


「貴様、 どこから はいりお つた？ 例によって また 塀 

を 乗り こえて 来たの か」 

ただすけ  ひげ 

忠相 はこう 眼 を 笑わせて、 悠然と 髯を しごいて いる 

泰軒を 見やった。 

泰 軒の 肩が 峰の ように そびえる。 

「べつに 乗り越え はせん。 ちょっと またいで きた、 は 

こうが リ ゆうにん じゅ つ 

はは は 甲賀流 忍術 …… いかなる 囲み も わしに とけん 

という こと はないて、 いや、 これ は 冗談 だが、 こうし 

て 夜、 植え こみの 下 を 這って きて 奉行のお ぬしに 自ま 


まに 見参す るなん ざ あ、 俺でなくて はで きん 芸当で あ 

ろう」 

「うむ。 まず 貴様ぐ らいの もの かな。 それ はいいが」 

と 越 前守忠 相の 額に、 ちらりと 暗い 影が 走る と、 か 

てこう しゃ 

れ はこ ころもち 声 をお として、 「手 巧者な 辻斬りが 出 

おる という ぞ。 夜歩き はちと 控えた がよ かろう」 

すると 泰軒、 貧乏 徳利 を 平手で ピ タピタ たたきな が 

ら、 

「噂 だけ は 聞いた。 袈裟 掛け —— それ も、 きまって 

右 肩から ひだりの あばらへ かけて 斜め 一 文字に 斬り さ 

げて あるそう ではない か。 一夜に 十 人 も 殺された と は 


驚いた な。 もとより 腕き きに は 相違ない が —— 」 

わざもの 

「刀 も 業物、 それ は 言う まで も あるまい。 武士、 町人 

町 娘、 なんでも ござれで、 いや 無残な 死に ざまな そう 

な。 だが、 一人の 業で はない らしい。 青山、 上野、 札 

の 辻、 品 川と 一 晚 のうちに 全然 方角 を 異にして 現われ 

おる。 そのため、 ことのほか 警戒が めんどう じ や」 

「うん。 いま も 来る 途中に、 そこ ここの 木戸に 焚き火 

をして 固めて おる の を 見た。 しかし、 おぬし は 数人の 

仕事 だとい うが、 おれ は、 切れ味と いい 手筋と いい、 

どうも 下手人 は 一 人と しか 思えぬ」 

「はて 何 か 心 当りで も あるの か」 


「ない こと もない」 

と 泰軒は 言葉 を 切って、 胸元から 手 を 差し こんで わ 

き 腹 を かいてい たが、 

「いい か。 おぬし も 考えて みろ …… 右の 肩 口から 左の 

乳 下へ、 といえば、 どうじ やな、 その 刀 を 握る もの は 

さかて 

逆手でなくて はかなうまい？」 

「ひだりききと は 当初からの 見 こみ だが、 江戸 中には 

左き きも 多いで な」 

しゃく かんとう 

「そこで！ 百 尺 竿頭 一歩 を 進めろ！」 

どなる ように 泰 軒が いうと、 忠相は にっこりして 

おおぎょう 

大仰 に 膝 を 打った。 


「いや、 こり やま さに 禅師に 一喝 を 食った が、 いくら 

江戸で も、 左腕の 辻斬りが そう 何人もいて、 みな 気 を 

そろえて 辻斬り を 働こうと も 考えられぬ」 

「だから、 おれ は 初めから、 これ は隻 腕の 一 剣客が 

闇黒に 左 剣 を ふるう のか も 知れぬ とい つ てお るで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「ふうむ。 なるほど、 一 理 ある ぞ これ は！ して、 

なに やつ  ぬし 

何奴 かな、 その 狂 刃の 主 は？」 

「まあ 待て。 今に おれが 襟が み 取って 引きずって 来て 

面 を 見せて やる から」 

のわき 

大笑す ると、 両頰の ひげが 野 分の 草の ように ゆらぐ、 


忠相は 心配そう な 眼つ きをした。 

「また 豪そう な！ 大丈夫 か。 けがで もしても 知らん 

ぞ」 

じ V- んり ゆう 

「ばかい え、 自 源流で はまず 曰 本 広し といえ ども かく 

申す 蒲生泰 軒の 右に 出る 者 は あるまい て」 

言い放って 袖 を まくった 泰軒、 節くれだった 腕 を 

戛！ と 打った まで はいいが、 深夜の 冷気が 膚 にしみ 

たらしく、 その 拍子に ハ アクシャ ン！ と 一 つ 大きな 

くしゃみ をす ると、 自分ながら いまの 稚心 がおかし 

かった とみえ、 

きも 

「新刀 試し 胆 だめし ならば  一、 二度です むはず …… 


きょうで 七、 八日 もこの 辻斬りが つづく というの は、 

何百 人斬りの 願で も 立てた もので あろうと 思われる が 

—— 」 

とな かば 問い かける 忠 相の 話 を 無視して、 かれはう 

ふ ふと ふくみわらい をしながら、 勝手に 話題 を 一 転し 

た。 

「お 奉行 さま もええ が、 小うる さい 件が 山 ほどあろう 

な」 

「うむ。 山 ほど ある。 たまに は 今夜の ように 庭から 来 

て、 知恵 を かして くれ」 

ほうき  ぜに 

「まっぴら だ。 天下 を 奪った 大盗 のために 箒 一本 銭 


百 文の 小 盗 を 罰して 何が おもしろい？」 

こう 聞く と、 忠 相が 厳然とす わりな おした。 

「天下 は、 呉越い ずれが 治めても 天下で ある。 法は自 

立 だ」 

「それが 昔から おぬしのお 定リ 文句だった、 はは はは 

ば」 

「越 前、 かって 人 を 罰した こと はない。 人の 罪 を 罰す 

はし 

る。 いや、 人 をして 罪に 趨 らしめ た 世 を 罰する —— 日 

夜 かく ありたい と 神明に 祈って おる」 

泰 軒は忠 相の 眼前で 両手 を 振りた てた。 

「うわ あ！ 助からん ぞ！ わかった、 わかった、 理 


屈 はわかった！ だが な あ、 聞け よお ぬし、 人間 一 

悟 門に 到達して すべ てが うるさくな つた 時 はどうす 

る？ うん？ 白雲 先生で はない が、 旧 書 をたず さえ 

きゅういん 

取って 旧 隠 に 帰る …… 」 

やかて いちょう いっぱん はる 

「野 花啼鳥 一 般の 春、 か」 

ゆうぜん 

と忠 相が ひきとる と、 ふたり は 湧 然と 声 を 合わせて 

笑って、 切りお とすよう に泰 軒が いった。 

「おぬし も、 まだ この 心境に は 遠い な」 

さびしい と 見れば、 さびしい。 

ことばに 懐古の 調が あった。 秋 夜 孤燈、 それにつ け 

て も 思い出す の は …… 。 


十 年 一 むかしと いう。 

ちちぶ 

秩 父の 山 ふところ、 武 田の 残党と して 近郷に きこえ 

ごうぞく  あんぎゃ 

た 豪族の ひとりが、 あても ない 諸国 行脚の 旅に 出で て 

五十鈴川の 流れ も 清い 伊勢の 国 は 度 会 郡 山 田の 町へ た 

どり ついた の は、 ちょうど 今ごろ、 冬 近い 日の そぼ そ 

ぼ 暮れであった。 

外宮の 森。 

なま 

旅人 宿の 軒 行燈に 白い 手が 灯 を 入れれば …… 訛りに 

おもむき 

も 趣 ある 客引きの 声。 

勢 州 山 田、 尾 上 町と いえば 目ぬ きの 大通りで ある。 


弱々 しい 晚秋 の 薄 陽が やが て むらさきに 変わろうと 

ま ち 

する ころお い、 その 街 上な かに 一団の 人だかり がして、 

わいわい 罵 りさ わぐ 声が いやがうえにも 行人の 足 を 

とめて いた。 

往き 倒れ だ。 

こじきの 癲癇 だ。 

よっぱらいだ。 

いろんな 声が 渦 を まく 中央に、 浪人と も 修験者と も 

得体の知れない 総髪の 男が、 山野 風雨の 旅に 汚れき つ 

た 長 半纏の まま、 徳利 を 枕に 地に 寝そべって、 生酔い 

の 本性た がわず、 口 だけ はさかん に 泡と いっしょに 独 


り 講釈 をた たいている のだった。 酒に 舌 を とられて、 

いう 言葉 ははつ きリ しないが、 それでも 徳 川の 世 をの 

ろい 葵 の紋を こころよし としない 大 それた 意味 あい 

だけ は、 むずかしい 漢語の あいだから 周囲の 人々 にも 

くみ 取る ことができた。 

さんきょう  ざん ぞく 

代々 秩 父の 山 狭 に 隠れ 住む 武 田の 残 族 蒲生泰 軒。 

冬 夜 の 炉辺に 夏の 宵の 蚊 やりに 幼少から 父祖 古老に 

打ち こまれた 反徳 川の 思念が 身に 染み、 学 は 和漢に 剣 

じげん  ようしん リ ゆう  けんぼう 

は自 源、 擁心 流の 拳法、 わけても 甲 陽 流 軍学に それ ぞ 

れ 秘法 をき わめた 才胆を もちながら、 聞き伝えて、 争つ 

て 高禄と 礼節 を も つ て 抱えよう とする 大藩 諸侯の 迎駕 


を 一蹴して、 飄々 然と 山 をお りた かれ 泰軒 は、 一時 

京 師 鷹 司 殿 に 雑 司 をつ とめた こと も あるが、 

らいらく ふ き  ちょうしゅう 

磊落 不軌の 性 はなが く 長 袖 の宫づ かえ を 許さず、 ふ 

たたび 山河 浪々 の途 にの ぼって、 まず 生 を 神州に うけ 

た 者の 多年の 宿望 を はたすべく、 みちを 伊勢 路に とつ 

て 流れつ いたのが この 山 田の 町であった。 

人に 求める ところが あれば、 人の ために われ を滅す 

る。 

世から 何もの を か 獲ん とすれば 世俗に 没して 真 我 を 

うしなう。 

といって、 我に 即すれば われ そのものが じゃまに な 


る。 

金 も 命 も 女 も いらぬ 蒲 生泰軒 —— 眼中 人な く 世な く 

われな く、 まことに 淡々 として 水の ごとき 一野 児で 

あった。 

きが い 

この 秀麗な 気概 は、 当時 まだ ひらの 大岡忠 右衛門と 

いって、 山 田 奉行 を 勤めて いた 壮年の 越 前守忠 相の 胸 

底に 一脈 あい 通ず る ものが あつたの であろう。 不屈な 

泰 軒が 前後に 一 度、 き やつ は なかなか 話せる と 心から 

感嘆した の は 大岡様 だけで、 人 を 観る に は 人 を 要す。 

忠相 もまた 変物 泰 軒の 性格 学識 を ふかく 敬愛して 初 対 

面から 兄弟の ように、 師弟の ように 陰に陽に 手 を かし 


な  きょしゅう 

あってき た 仲だった が、 四十に して 家 を 成さず 去就 

つねなら ぬ泰 軒の 乞食ぶ リには 忠相も あきれて、 ただ 

その 端倪す ベ からざる 動静 を、 よそながら 微笑 を もつ 

て 見守る より ほかはなかった。 

だから、 八 代吉宗 公に 見いだ された 忠 相が、 江戸に 

けんしょく 

でて 南 町奉行の 顕職に ついた のち も、 泰軒 はこうし 

て 思い出し たように 訪ねて きて は、 膝 をつ き 合わして 

むかし をし のび 世相 を談 ずる。 が、 いつも 庭から 来て 

庭から 去る 泰軒は 家中の 者の 眼に すら ふれずに、 それ 

、- ゆ トフ 

はあくまで も忠 相の こころの なかの 畏友に とどま つ て 

いたのだった。 


それ は それと して。 

この 秋の 夜半。 

いま 奉行 屋敷の 奥座敷に 忠 相と 向かいあって いる 泰 

軒 は、 何 ごと か 古い 記憶が よみがえった らしく、 いき 

なり 眼 を ほそくして 忠 相の 顔 をの ぞいた。 

「おぬし、 おつる 坊 はどうした？ 相変わらず 便りが 

あるか」 

すると 老いた 忠 相が、 ちょっと 照れた ように 畳 をみ 

つめてい たが、 

「もう 坊 でもな かろう。 婿 をと つて 二、 三人 子が ある 

そうな。 先日、 みごとな 松茸 を 一 籠 届けて くれた。 貴 


様に もと 思つ たが 分けよう にも いどころが 知れぬ I 

I」 

「なに、 おぬし さえ 食うて やれば おつる 坊も 満足 じ や 

ろうが、 お 互いに あの ころ は 若かった な あ」 

「うむ、 若かった、 若かった！ おれ も 若かった が、 

貴様 も 若かった ぞ、 はは はは は」 

きずあと 

と 忘れて いた 軽い 傷痕が うずきで もす るよう に、 忠 

じゃくねん 

相 は 寂然 と 腕 を 組んで 苦笑 をお さえて いる。 

泰 軒もう つと り 思い出に ふけりながら、 徳利 をな で 

てま を まぎらした。 

怖い とな つ ている お 奉行 さまに 過ぎし 日 を 呼び起こ 


させる お つ る坊と は？ 

話 は、 ここで 再び 十 年 まえの 山 田に かえる。 

神の 町に 行き着いた よろこびの あまり、 無 邪心 小児 

み き 

の ごと き泰 軒が 、 お神酒 をす > J し て 大道 に 不穏な 気焰 

を あげてい る 時、 山 田 奉行 手 付の 小者が 通りかかって 

引き立てよう とすると、 ちょうど 前の 脇 本陣 茶碗 屋の 

店頭から 突つ かけ 下駄の 若い 娘が 声をかけて 出て 来た。 

はたご  おとめ 

わき 本陣の 旅籠 茶碗 屋 のおつ る は、 乙女 ごころ にた 

だ 気の毒と 思い、 役人の 手前、 その 場 は 知人の ように 

つくろって、 往来に ふん ぞり 返って いばって いる 泰軒 


しょう 

を 店へ 招じ入れた のだった。 

しさい  すすぎ 

仔細 ありげ な 遠国の 武士 —— と 見て、 洗足の 水 もみ 

ずから と つ て やる。 

湯 をつ かわせて、 小 ざつ ぱリ した 着が え をす すめた、 

ふるぬ のこ 

が泰軒 はすまして 古布 子 を 手に 通して、 それより さつ 

そく 酒 を …… という わがままぶ リ。 

一 に 酉、 一 一 に 酒、 三に {@。 

しよ-つじよ ラ 

あんな 猩 々 を 飼つ ておいて 何が おもしろ いんだろ 

う？ と 家中の 者が 眉 を ひそめる なかに、 おつる は、 

ひとま 

なんの 縁故 もない 泰軒を 先生と 呼んで 一 間 を あたえ、 

かいがいしく 寝食の 世話 を 見て いた。 


明鏡の ようにく もりの ない おつる の 心眼に は、 泰軒 

まん や リ 

の 大きさが、 漠然ながら そのままに 映った のか も 知れ 

ぬ。 

また 泰軒 としても、 思いがけな いこの 小娘の まごこ 

ろ を 笑って 受けて 辞退 もしなければ 礼 一 ついう でもな 

く、 まるで 自宅へ 帰った ような 無遠慮の うちにき よう 

あすと 日が た つてい つ たが —— 。 

まち 

狭い 巿。 

やまぶして い 

脇 本陣に、 このごろ 山伏 体の へんな 男が とまって い 

るそう だと まもなく ぱっと ひろまって、 ことに 手先の 

口から、 その 怪しき 者が 大道で 公儀の 威 B に関する 言 


辞 を 弄して いた ことが 大岡 様のお 耳に も はいった から、 

役目のお もて 捨てても おけない。 即座に 引き抜いて 来 

て、 仮牢へ ぶちこませた。 

その 夜、 後年の 忠相、 当時 山 田 奉行 大岡忠 右衛門が、 

どんな 奴 か 一 っ虚 をう かがって やれと こっそり 牢屋に 

忍んでの ぞくと …… 。 

ど つ きょ 

君子 は 独居 をつ つし むと いう。 

人 は、 ひとりいて、 誰も 見る 者がない と 思う 時に そ 

の 真骨頂が 知られる もの だ。 

板敷きに 手枕して 鼻唄 まじり、 あれほどき 吏 をて こ 

へ いぼう 

ずらせて いると 聞いた 無宿者が、 いま 見れば 閉 房の 中 


しゅくぜん 

央に 粛然と 端坐して、 何やら 深い 瞑想に ふけってい 

るよう す。 

ぎょうじゅうざが 

室の まんなかに 座 を 占めたと ころに、 行住座臥 を も 

いやしく しない、 普通なら ぬ 武道の たしな みが 読まれ 

た。 

とうしん 

しかも！  土器の 油 皿、 一 本燈 心の 明りに 照らし だ 

力ん そう 

された 蒼白い 額に 観相に 長 じている 忠相 は、 非凡の 気 

魂、 煥発の 才、 雲の ごとくた だよう もの をみ たので あ 

る。 

これ は、 一 人傑。 

ととつ さに 見き わめて、 畳のう えに 呼び入れて 差し 


きく  きょう しゅじみ 

向かい、 一問一答の あいだに 掬すべき 興趣 滋味 こん 

こんと して 泉の よう  とうとう 夜が あけて しま つ た- 

そして、 朝日の 光 は、 そこに 職分 を 忘れた 奉行と、 心 

底 を 割った 囚人と がと もに 全裸の 人間と して 男と 男の 

友愛、 畏敬、 信頼に 一 つに とけ 合って いるの を 見いだ 

したの だった。 

このお 方 はじつ は 千代 田の 密偵、 将軍お じきのお 庭 

番 として 名 を 秘し命 を 包んで ひそかに 大 藩の 内幕 を 探 

リ 歩いて おらる るの だから、 万事 そのつ もりで 見て 見 

ぬ ふり をす るよう に  というよ うな 苦しい 耳う ちで 

下役の 前 を 弥縫した 忠相 も、 自分に 先んじて 風来坊 泰 


軒 を 高く ふんだ 茶碗 屋 おつる の 無識の 眼力に はすくな 

からず 心憎く 感じた のだろう。 かれは、 泰軒 をお つる 

に 預けさげ たのち も、 たびたびお 微行で 茶碗 屋の 暖廉 

をく ぐった が、 それが いつしか 泰軒を 訪れる というよ 

リも、 その 席へ 茶菓 を 運んで くるお つるの 姿に 接せん 

がた め —— ではない か？ と忠相 自身 も われと わが 心 

中に 疑いだ した ある 日、 ずばりと 泰 軒が 図星 を さした。 

「おぬし は、 おつる 坊を 見に くるの だな。 はは はは。 

かくすな、 かくすな。 いや、 そうあって こそ 奉行 も 人 

だ。 おもしろい」 

忠相 はなん とも 言わずに、 胸 を 開いて 大笑した。 


ただ それだけだった。 

これが 恋であろう か。 よしや 恋 は 曲者に しても、 お 

奉行 大岡 様と 宿屋の 娘 …… それ は あまりに も奇 しき 情 

痴 のいた ずらに 相違なかった。 

じらい  せいそう 

が、 爾来い く 星霜。 

身 は 栄達して 古今の 名 奉行と うたわれ、 世膨 人情の 

裏のう らまで 知りつ くした こんにち にいた るまで、 忠 

相 はなお、 かって 伊勢の 山 田のお つるへ 動き かけた 淡 

い 恋 ごころ を、 人知れず、 わが 世の 恋と 呼んで いるの 

だった。 

陽の 明る い 縁な どで、 このごろ めっきり ふえた 白髪 


を 抜きながら、 忠相 がふと、 うつらう つらと 蛇 籠 を 洗 

う 五十鈴川の 水 音 を 耳に したりす る 時、 きまって 眼に 

浮かぶ の は あの ふくよか なおつ るの 顔。 

いろどり 

まことに おつる は、 色彩のと ぼしい 忠 相の 生涯に お 

ける 一 紅 点であった ろう。 たとえ、 いかに 小さく そし 

て 色褪せて いても。 

そのお つるの 家に、 泰 軒が 寄寓して から まもなく 

だった。 山 田 奉行 忠 相の 器量 を 試みる にたる ひとつの 

難件が もちあが つたの は。 

そのころ 松 坂の 陣屋に、 大御所 十 番目の 御 連枝 

きしゅう ちゅうな ごん みつさだ  げんろくろう 

紀州 中納言 光定 公の 第 六の 若君 源六郎 殿が、 修学 の た 


め 滞在して いて、 ふだんから 悪戯が はげしく、 近在 近 

郷の 町人 ども ことごとく 迷惑 をして いたが、 葵 の紋 

服に おそれ をな して 誰 ひとり 止め立て をす る 者 もな 

かった。 

源 六郎、 ときに 十四、 五 歳。 

それ をい いこと にして、 おつきの 者の 諫める の もき 

かずに、 はて は 殺生禁断の 二見 ケ 浦へ 毎夜の ように 網 

を 入れて は、 魚 籠 一 ぱいの 獲物に 横手 をう つて ほく ほ 

くして いると、 この ことが 広く 知れ渡った ものの、 な 

き い 

にしろ 紀 伊の 若様 だから 余人と ちが つ て すぐさま 捕り 

おさえる わけに も ゆかず、 一同 もてあまし ていたが、 


これ を 聞いた 山 田 奉行の 大岡忠 右衛門、 法 は 天下の 大 

法で ある、 いかに 紀 州の 源六郎 さまで も そのまま 捨て 

おいて は 乱れの 因 だとい うので、 ひそかに 泰軒 とも は 

からい、 手付きの もの を 連れて 一夜 二見 ケ 浦に 張り こ 

ん でさつ さと 源 六郎を 縛り あげた。 

そして。 

ろうぜき 

無礼！ 狼藉！ この 源 六郎に 不浄の 緦を かける と 

は 何 ごと … … などと わめきた てるの も 構わず 奉行所 へ 

引った てて、 左右に 大篝 火、 正面に 忠 右衛門が 控えて 

夜の 白洲 を ひらいた。 

ふとどきし ごく 

「これ！ 不届 至極！ その ほう は 何者か、 乱心いた 


したな？」 

と、 上段の 忠 右衛門が はった と にらむ と、 

「乱心？ 馬鹿 を 申せ。 われ は 松 平 源六郎 である。 緦 

をと けッ」 

「だまれ」 忠 右衛門 も 声 を はげまして 「松 平 源 六郎と 

は 恐れ多い こと を 申す やつ じ や。 なるほど 紀州第 六の 

若様 は 源六郎 殿と おおせられ るが、 いまだ 御 幼年な が 

そうめい えいち  せ つしょう きんだん 

ら 聡明 歙智 のお 方で、 殺生禁断の 場所へ 網 をお ろす 

ような 不埒 はなさらん ぞ。 その ほう まさしく 乱心いた 

しおる とみえる、 狂人であろう 汝は」 

「狂人と は 何事！ 余 はまった く紀 州の 源 六郎に 相違 


「またしても 申す。 これ、 狂人、 二度と さような 言 を 

はくに おいて は その 分に さしおかん ぞ。 汝 がすみ やか 

に 白状 せん 以上、 待て！ いま 見せて やる ものが ある」 

お また 

こう 言つ て忠 右衛門が 呼び こませた のが、 小 俣 村の 

百姓 源兵衛 という 男、 名主 そのほか 差 添えが ついてい 

る。 

おもて 

「源 兵衛、 面 を あげい。 とくと 見て 返答いた せ。 こ 

れに 控えお る は その ほうの 枠 源 蔵と 申す 者に 相違な 

かろう？ どうじ や」 

しらす 

そのと きに、 くだんの 源 兵衛、 お 白洲 を も はばから 


ず 源 六郎の そばへ 走りよ つて、 「ひや あ、 枠 か、 お前 気 

がふれ て 行方 をく らました で、 みんなが、 は あ、 どん 

なに 心配ぶ つた か 知ん ねえ だよ。 やっとの こって この 

お 奉行所へ 来て ると わかって、 いま 名主 どんに 頼んで 

願え さげに 突ん出た ところ だ あな。 だが、 よく まあ 達 

者で …… 」 

驚いた の は 源六郎 だ。 

「さがれ ッ！ えい ッ、 寄るな。 枠と はなんだ。 見た 

こと もない やつ」 

と 懸命に 叱りつ けたが、 百姓 源 兵衛に 名主 を はじめ 

組合 一 統 がそれ へ 出て、 口々 に、 


現在の 親 を 忘れる と は あさまし いこった。 

どうか、 は あ、 気 を しずめて くんろ よ。 

おやじ 

これ 源 蔵 や、 よく 見ろ。 われの 親父で ねえ か。 

あっかい 

などと 揃い も そろって 狂人 応対 をす るので、 源六郎 

歯ぎ しり をしながら 見事に 気が ふれた ことにされ てし 

まった。 

その ありさまに 終始 ほほえみ を 送って いた 忠 右衛門 

は、 やおら 言い わたした。 

お また 

「さ、 この 狂者 は 小 俣 村 百姓 源兵衛 のせ がれ 源 蔵なる 

ものと きまった。 親子で いて 父の 顔 を 忘れ、 見さ かい 

おきて 

がっかんと は 情けない やつ だが、 捉を 犯して 二見 ケ 


浦で 漁 をす るく らいの 乱心 なれば、 そういう こと も あ 

リ 得ようと、 狂気に 免じ、 今日のと ころ は 心あって そ 

むいた ものと みとめず、 よって 源 蔵 儀 は 父 源 兵 衛に引 

き 渡しつ かわす。 十分に 手当 をして やる がよ い —— 源 

しょぎょう 

蔵ッ！ 狂人の 所業と みなして このたび は 差し許す、 

とうと 

重ねて かような こと をいた さんよう 自ら 身分 を 尊び 

…… ではない、 第一 に 法 を たっとばん ければ いかん。 

わかった な、 うむ、 一同、 立ち ませい」 

という この 四方八方に ゆきとどいた さばきで、 源 六 

郎は おもてむき どこまでも 百姓の 子が 乱心した ていに 

仕立てられて、 かろうじて 罪 をの がれ、 面倒 もなくて 


すんだ のだった が、 後の 八 代将 軍吉宗 たる 源六郎 もち 

ぐ ま い 

ろん 愚昧で はない。 天下の 大法と 紀 州の 若君との 苦し 

い 板ば さみに 介して 法 も 曲げず、 源 六 郎をも そこなわ 

ず、 自分の 役儀 も 立てた あっぱれな 忠 相の 扱いに すつ 

かり 感服して、 伊勢山 田 奉行の 大岡忠 右衛門と 申す は 

情 知 兼ね そなわ つ た 名 判官で ある。 

と、 しっかり 頭に やきついた 源六郎 は、 その後、 

淳和 奨学 両院 別当、 源氏の 長者 八 代の 世 を 相続して、 

有徳 院殿 といった 吉宗 公に なった とき、 忠 右衛門 を 江 

戸 表へ 呼び だして、 きょうは 将軍家と して 初のお 目 通 

りで ある。 


越 前守忠 相と 任官され た 往年の 忠 右衛門び つたり 平 

伏してお 言葉の くだる の を 待つ ている と —— 。 

けいひつ 

しヅ、 しい —— ッ、 と 側で 警蹕の 声が かかる。 

と、 濃 むらさきの 紐が、 #f の御紋 散し で ふちどった 

み す  きんらん  しとね 

御簾 をス ルス ルと 捲き あげて、 金襴のお 褥 のうえ の 

八 代将 軍 吉宗公 を 胸の あたりまで あらわした。 

かみしも 

袴 の 肘 を 平 八文字に 張って、 忠 相の ひたいが 畳に 

すリ つく。 

お 声と 同時に、 吉宗の 膝が  一 、 二 寸刻み 出た。 

「越 前、 その ほう、 余 を 覚えて おろうな？」 

はっとした 忠相、 眼 だけ 起こして 見る と、 中途に と 


まった 御簾の 下から 白い 太い 羽織の 紐が のぞいて …… 

こまかめ 

その上に 細目 をと おして、 吉宗の 笑顔が かすんで いた。 

むかし、 山 田 奉行所の 白洲の 夜 焚き火の ひかりに、 

こうぜん 

昂然と 眉 を あげた 幼い 源 六郎の おもかげ。 

忠 相の 眼に ゆえ 知ら ぬ 涙が わいて 手 を 突いて いる 畳 

がぼう つ とぼ やけた。 

が、 かれは ふしぎ そうに 首 を ひねった。 

「恐れ入り 奉ります る —— なれ ど、 いっこう わきまえ 

ませぬ」 

およ 

すると 吉宗、 何 を 思った か、 いきなり 及び腰に 自ら 

せんす 

扇子で 御簾 を はねる と、 ぬつ と 顔 を 突き出した。 


「越 前、 これ、 これ じ やよ。 この 顔 だ。 存じお ろうが」 

忠相 は、 下座から その 面 をし げしげ 見入って いるば 

かり …… じっと 語 をお さえて。 

引つ こみの つかない 将軍が いらいら しだして、 お 小 

姓 はじめ 並みい る 一同、 取りな しもで きず 度 を 失った 

とき、 

「さように) J ざり まする」 

憎い ほど 落ちつき 払った 越 前 守の 声に、 お 側 御用お 

取次ぎ 高木 伊勢 守な ど は、 まず ほ つ として ひそかに 汗 

の ひくの を 感じた。 

「うむ。 どう だな？」 


「恐れながら 申し あげます る  上に は、 よほど 以前 

のこと でございます るが、 忠 相が 伊勢の 山 田 奉行 勤 役 

せ つ しょう げんきん  お また 

中、 殺生 厳禁の 二見 ケ 浦へ 網 を 入れました 小 俣 村 百 

姓 源 兵衛と 申す 者の 枠、 源 蔵と いう 狂人に よく 似て い 

られ まする」 

狂者に そっくりと はなん という 無礼！ 

と 理由 を 知らない 左右の 臣が ささやき 渡る と、 

「そうか。 源 蔵 に似てお るか」 

にっこりした 吉宗、 御簾の 中から 上機嫌に、 

「小 俣 村の 源 蔵め も、 その ほうごと き あっぱれな 奉行 

の はからい を、 今 さぞ 満足に 思い返して おる であろう 


…… これよ、 越 前、 こんにち を もって 江戸お もて 町 奉 

行 を 申しつ くる。 吉宗の 鑑識、 いやな に、 源 蔵の 礼 ご 

せいきん 

ころ じ や。 このうえ ともに、 な、 精勤いた せ。 頼む ぞ」 

「はつ、 おそれ 入り —— 」 

と 言い かけた 忠相 のことば を 切って、 音 もな く 御簾 

がお りる と、 そそく さと 立ち あがる 吉宗の 姿が、 夢の 

ようにす だれ 越しに 見えた のだった が …… 。 

か つ て 自分が 叱り つ けた 源六郎 さま。 

それが もうあん な りっぱに 御成 人 あそばされて —— 

お笑いになる 眼 だけが もとと 変わらぬ。 

ほほえみと 泪 。 


すり 足で 退出す るお 城 廊下の 長かった ことよ。 

あの 日、 大役 をお 受けして からこの かた。 

南 町奉行と しての 自分 は、 はたして 何 をし、 そして、 

なに を 知った か？ 

思えば、 風 も 吹き、 雨 も 降った。 が、 いますべ て を 

なぞ 

識 りつく した あとに、 たった 一 つ 残って いる 大きな 謎。 

それ は、 人間で ある。 

ぜんだま あくだま 

人の こころの 底の 底まで 温く 知りぬ いて、 善玉 悪玉 

を 一 眼 見 わける おっかない 大岡 様。 

たいがいの 悪が じろ りと 一瞥 を 食った だけで、 思わ 

ずお 白洲の 砂 をつ かむ と言われ ている 古今に 絶した 凄 


いす ごいお 奉行 さまに も、 煎じつ めれば、 この 世 はや 

はリ なみだと 微笑の ほか 何もので もなかった …… かも 

知れない。 

夢。 

—— という 気が、 忠相 はしみ じみと する のだった。 

で、 うっとりした 眼 を そばの 泰 軒へ 向ける と、 会話 

のない のに あいたの か、 いつのまにやら ごろり と 横に 

なった 蒲生泰 軒、 徳利に 頭 をのせ て はや 軽い 寝息 を 聞 

かせて いる。 

ばっさり と 倒れた 髪。 なかば 開いた 口。 

るろう 

強いよう でも、 流浪に よごれた 寝顔 は どこか やつれ 


て 悲しかった。 

「疲れたろ うな。 寝ろ 寝ろ」 

とひと り 口の 中で つぶやいた 忠相 は、 急に 何 ごと か 

思いつ いたらし く すばやく 手文庫 を 探った。 

「こいつ、 金がない くせに 強情な！ 例によって 決し 

て 自分から は 言い出さぬ。 起きる とまた ぐずぐずい つ 

て 受け取らぬ にき まつと るから、 そうだ！ この あい 

だに —— 」 

忠 相が、 そこば くの 小判 を 紙に 包んで そっと 泰 軒の 

たもと 

抉 へ 押し入れ ると、 眠って いる はずの 泰軒 先生、 うす 

眼 を あけて 見て につ ことした が、 そのまま 前に も 増し 


て 大きない びき を かき 出した。 

とたんに、 

あしおと 

庭前 を 飛んで 来た あわただしい 跫 音が 縁 さ き に うず 

くまって、 息せ ききった 大作の 声が 障子 を 打った。 

「申し あげます」 

「なんだ」 さッ とけ わしい 色が、 瞬間 越 前守忠 相の 顔 

を 走った。 

リ よくめん によ やしゃ 

緑 面 女 夜叉 

「なんだ 騒々 しい！ 大作で はない か。 なんだ」 


忠 相が 室内から 声 を はげます と、 そとの 伊吹 大作 は 

すこしく 平静 を とりもどして、 

つじぎ 

「出ました、 辻斬りが！ あの けさがけの 辻斬り …… 

いま 御門の まえで 町人 を 斬り 損じて、 当お 屋敷の 者と 

渡り あ つ ております」 

「辻斬り？ ふんそう か」 

とねむ たそうに うなずいた 越 前 守 は、 それでも、 こ 

れ だけで は あんまり 気が なさそう に 聞こえる と 思 つ た 

もの か、 取って つける ようにい いたした。 

「それ は、 勇ましいだ ろうな」 

「いかが 計らいましょう？」 


「どれ、 まず どんなよう すか」 

ようよう 腰 を あげた 忠 相が、 障子 を あけて 縁 端ち か 

く 耳 をす ますと、 

月 も 星 もない 真夜中。 

のう あん  しっこく 

広い 庭 を 濃 闇の 霧が 押し 包んで、 漆黒の 矮 精が 樹か 

ら 木へ 躍り かわして いるよう —— 遠くに 提灯の 流れて 

見える の は、 邸内 を 固める 手付きの 者であろう。 

池の 水が 白く 光って 風 は 死んで いた。 

いき  こう 

ただ、 深々 と 呼吸 づく 三更の 冷気の 底に、 

さつ けん 

声の ない 気合い 、張りき つた 殺 剣の 感が どこから と 

もな く ただよって、 忠相 は、 満を 持して 対峙して いる 


さ ま 

光景 を 思い やる と、 われ 知らず 口調が 鋭かった。 

「曲者 は 手 ごわい とみえる が、 誰が 向かって おる」 

いわき しんめん 

「岩 城と 新 免に ござり ますが、 なにぶん 折り あしく こ 

さり 

の 霧で …… 」 

「門前 —— と 申した な。 斬られた 者 はいかが いたし 

た？」 

「商家の 手代 風の 者で ございま すが、 この 肩 さきから 

斜めに  いやもう、 ふた 目と 見られ ませぬ 惨い 傷で 

…：- J 

しょせん 

「長屋で 手当 をして つかわして おります が、 所詮 助か 

リはす ま い と 存じます る」 


言う まも、 剣 を 中に 気 押し合う けはいが、 はちきれ 

そうに 伝わ つ てく る。 

「無辜の 行人 をッ！ 憎い やつめ！ しかも 大 岡の 屋 

敷 まえと 知っての 挑戦であろう」 

太い 眉が ひくひく とすると、 忠相は 低く 足 もとの 大 

作 を 疾呼した。 

「よし！ いけ ッ！ 手 を かして やれ、 斬り 伏せても 

かまわぬ」 

そして、 柄 をお さえて 走り去る 大作 を 見送って、 し 

ず かに 部屋へ 帰りながら、 血 をみ たような 不快 さに 顔 

をし かめた 忠相 は、 ひとり 胸中に 問答して いた。 


このけ さ 掛け 斬りの 下手人が、 左腕の 一 剣 狂で ある 

こと は、 自分 は 最初から 見ぬ いていた。 それ を さっき 

泰 軒に、 やれ 左き きで あろうの、 数人に 相違ない のと 

言った の は、 泰軒 といえ ども 自分 以外の 者で ある 以上、 

あくまでも 探査の 機密 を 尊んで おいて、 ただ それと 

なく その 存意 をた ぐり 出す ために 過ぎなかった の だが 


なかで は、 泰 軒が 帯 を 締めな おしていた。 

天下 何者に も 低頭し ないかれ も、 大岡越 前の ために 

はとうから 身体 を 投げ出して いるの だ。 

「聞いた ぞ、 おれが 出て みる」 


「よせ！」 忠相は 笑った。 

「貴様に 怪我で もされて はおれが すまん」 

「な あに、 馬鹿な」 

一 言 吐き捨てた 泰軒 は、 

「帰りが けにの ぞく だけ だ …… では、 また 来る」 

と、 もう 闇黒の 奥から 笑って、 来た 時と おなじよう 

に 庭に 姿を消す が 早い か、 気をつけろ！ と 追い かけ 

た忠 相の 声に もす でに 答えなかった。 

無慈悲の 辻斬り！ かかる 人 鬼の 潜行いた します の 

がいぜん 

も、 ひとえに 忠相 不徳の なすと ころ —— と 慨然と 燈下 

に 腕 を こまぬ く 越 前 守 をの こして、 陰 を 縫って 忍び 出 


た泰 軒が、 塀に ついて 角へ かかった 時！ 

ゆく 手の 門前に 二、 三 大声が くずれ かかる かと 思う 

と、 フ ラフラと 眼の まえに 迷い 立った 煙の ような 人 

影？ 

ぎよ ッ！ として 立ち どまった の をす かし 見る と、 

そうく  まえ 

長身 痩軀、 乱れた 着 前に 帯がず つ こけて、 左手の 抜刀 

をぴ つ たりとう しろに 隠して いる。 

「せっかく 生きと る 者 を 殺して、 何が おもしろい？」 

泰 軒の 声 は 痛烈な ひびきに 沈んだ。 

「うん？ 何が おもしろい？ お前に は 地獄のに おい 

がする ぞ」 


「  」 

が、 相手 は 黙った まま、 生き血に 酔った ようによ ろ 

ささ 

めいて くる。 刀の 尖が 小石 を はじいて カチ！ と 鳴つ 

た。 

「おれと お前、 見覚えが ある はず だ。 さ！ 来い！ 

斬って みろ 俺 を」 

こういい 放った 泰軒 は、 同時に すくなからず 異様な 

ま え 

気持に うたれ て 前方 をの ぞいた。 片腕の 影が すすり泣 

いている と 思った の は 耳の あやまりで、 ケケケ ッ！ 

と、 けものの ように 咽喉 笛 を 鳴らして 笑って いたの 

だった。 


「斬れ！ どう だ、 斬れまい が！ 斬れな けり や あお 

となし く おれに ついて 来い」 

悠然と 泰 軒が 背 をめ ぐらした 間 髪、 発！ と、 うし 

ろに 跳 剣 一 下して、 やみ を 割った 白 閃が 泰 軒の 身に 

せまった。 

ふさよう じ 

垣根に 房 楊枝 を かけて 井戸ば た を 離れた 栄三郎 を、 

孫 七と 割りめ しが 囲 炉裡の そばに 待って いた。 

せんじ ゆ 

千 住 竹の 塚。 

ほがらかな 秋晴れの 朝で ある。 

軒の 端の 栗の 梢に、 高い あおぞらが のぞいて、 キキ 


と 鳴く 小鳥の 影が 陽に すべ る。 

「百舌 だな …… 」 

栄三郎 はこうい つて 膳に 向かった。 そして、 

「いかにも 卧舎 だ。 閑静で いい。 こういう ところに い 

ると 人間 は 長生き をす る」 

と、 改めてめ ずらし そうに まえの 広場に 大根 を 並べ 

乾して それに ぼんやりと、 うすら 寒 い 初冬 の 陽が さ し 

ている の を 眺めて いた。 

孫 七 は 黙って 飯 を ほおばつ ていた。 

鶏が 一 羽お つかな びっくりで 土間へ はいろう として、 

片脚 あげて 思案して いる。 


かんだ みょうじん 

「七五三 は 人が 出ましたろう。 神 田 明 神 なぞ —— 」 

かね  ほ 

お 兼 婆さんが 給仕 盆 を 差し だしながら、 穂 をつ ぐよ 

うに 話しかけ ると、 

「お 兼 も いっしょに 食べたら どう だ？ そう 客 あっか 

い をされ て は 厄介者の 私が たまらぬ」 

と 栄三郎 はすす めて みたが、 お 兼 も 箸 をと ろうと も 

しなければ、 息子の 孫 七 も 口 を 添えない ので、 三人 は 

それき リ 言葉が とぎれ て 、 黒光りの する 百姓家 のなか 

あさげ  しんかん 

に 貧しい 朝餉の 音が 森閑と 流れた。 

心づ くしと はわ かっていても、 悩み を もつ 栄三郎 に 

は 咽喉へ 通らない 食事であった。 


やがて 無口の 孫 七 は、 むっつりして 粗朶 を 刈りに 立 

つ。 

いそうろう  やえんば しご 

食客の 栄三郎 は、 いつもの ようにす ぐに 野猿 梯子 

を 登って 与えられた 自室へ。 

と 言っても 頭の つかえる 天井 うら だ。 

所在な さに 横にな つ た 誠訪栄 三郎。 

思うまい として 眼 さき をよ ぎる の はお 艷の すがたで 

あった。 

あの 首尾の 松の 夜。 

闘 間にお 艷を 失った 彼 は、 風雨の なか を 御用 提灯に 

追われ 追われて 対岸へ 漕ぎつ き、 上陸る とすぐ 泰 軒と 


こんりゅう まる 

も 別れて 腰の 坤竜丸 を 守って 街路に 朝 を 待った が… 

…あかつきの 薄光と ともに 心に 浮かんだ のが、 この 千 

住 竹の 塚に 住む お 兼 母子の ことであった。 

栄三郎 が 生まれた とき、 母の 乳の 出が わるくて 千 住 

の 農婦お 兼 を 乳母と して 屋敷へ 入れた。 お 兼に は 孫 七 

という 栄三郎 と 同い年の 息子が あつたが、 それ を つれ 

て 一 つ 屋根の 下に 起き 臥しして いるう ちに いつしかお 

兼 は 栄三郎 を 実子の ように 思い、 栄三郎 もまた お 兼 を 

まことの 母の ごとくに 慕うよう になった。 これ は栄三 

郎が 乳ば なれして お 兼に 暇が 出た のち もずつ と つづい 

まんく 

て、 盆暮れに は 母子 そろって 挨拶に くるの を 欠かさな 


い —— いま は 息子の 孫 七が あと をと つて、 自前の 田畑 

を 耕し、 ささやかながら 老母 を 養って いる。 

くちおも 

口重で 人の いい 乳兄弟の 孫 七と いつまでも 自分の 子 

供と 思って いる 乳母のお 兼。 

かれら こそ はしば らくこの 傷つ いた こころ を かばつ 

て くれる であろう …… まず さしあたり 雨露の しのぎに _ 

こう 考えて、 栄三郎 が この 竹の 塚の 孫 七 方へ 顎 を あ 

ずけ てからもう 何日 かたった が、 武士に は 武士の 事情 

があろう と、 お 兼 婆さん も 孫 七 も 何にもき かぬ し、 栄 

三郎も 何もい わなかった。 だが、 それだけ、 ひとりで 

背負わねば ならぬ 栄三郎 の 苦しみ は、 身体が あけば あ 


く ほど 大きかった といわなければ ならない。 

か いまき  ぷ 

油 じみた 蒲団 搔 巻に 包まれて、 枕頭の 坤 竜を撫 しな 

がら、 かれは いくたび 眠られぬ 夜の 涙 を 叱った ことで 

あろう か。 

はんや 

半夜 夜 夢 さめて 呼ぶ ぉ艷の 名。 

が、 もとよ リ 恋の 流れに 棹 さしてい さえ すれば よい 

栄三郎 ではなかった。 若い 血の ときめきと 武門の 誓 

ヽ 

レ 

お 艷と乾 雲！ 

この 一 つのた めに 他 を棄て さる ことので きないと こ 

ろに 栄三郎 の もだえ は 深かった の だ。 


毎夜の ように 首尾の 松の 下に 立って、 河へ 石 を 三つ 

なげて 泰 軒に 会って はくる が、 ぉ艷の 行方 も 乾 雲 丸の 

所在 も、 せわしない 都に のまれ 去って 杳 として 知れな 

かった。 

加うるに 弥生の こと。 

鳥 越の 兄 藤次郎 のこと。 

夜泣きの 刀と ともに 泣く 栄三郎 の 心だった。 

—— 裏山の かけ ひの 音が、 くすぐる ように ごろ 寝し 

ている 栄三郎 の 耳に 通う。 かれはむ つくりと 起き あ 

がって、 窓明りに 坤竜 丸の 鞘 を 払った。 

うすぐらい 部屋に、 一 方の 窓から 流れ こむ 陽が 坤竜 


すす  ひかり 

丸の 剣 身に 映えて、 煤 だらけの 天井に 明るい 光線が う 

つ ろう。 

冬 近い 閑寂な 日、 栄三郎 は、 千 住 竹の 塚、 孫 七の 家 

の 二階に すわって、 ながいこと 無心に 夜泣きの 脇差 を 

つば もと  ぼうし さき 

抜いて 見入って いる。 鍔 元から 鋩 子 先と 何度も うら 表 

を 返して 眺めて いるう ちに、 名匠の 鍛えた 豪胆 不撓の 

刀 魂が 見る見る 自分に 乗り移つ てく るよう に おぼえて、 

かれは 眼 を あげて 窓の そと を 見た。 

たけごう し  る リ 

竹 格子 を 通じて 瑠璃 い ろの 空が 笑 つてい る。 

小猫の 寝 すがたに 似た 雲が 一 つ、 はるか 遠くに ぼつ 

かりと 浮かんで いるの が、 江戸の 空であろう ：：•• 栄三 


郎は刀 をし まう と、 こんど は ぼつん と 壁に よりかかつ 

て、 眼 をつ ぶって 考え出した。 

世の中 はすべ て 思う ままに ならない ことの 多い なか 

に、 一ばん 自分で どうに でもで きそうで、 それでいて 

いかん ともなし 難い ものが みずからの 心で あるよう な 

気 を、 彼 はこの ごろ 身にしみて 味わわなければ ならな 

かった。 

それ はこと に、 かれが 鉄 斎 先生の 娘 弥生 どの を 思い 

おこす ごとに、 百倍 もの 金剛力 を もって 若い 栄三郎 を 

打つ のだった。 

嫌、，' ではない。 決してき らいで はない！ 


が、 単に 嫌いで ない くらいの ことで は、 どうあって 

も ひたすらに 心 を 向ける わけに はいかない ところへ 、 

先方から 押しつける ように 持って こられる と、 ついそ 

れんぎ 

の 気 もな く はね 返した くなる のが 男女 恋戯 のつ ねだと 

いう。 

栄三郎 は 弥生 を、 きらい 抜く というので はなかった 

が、 いかに 努めても 好きに なれない 自分の こころ を 彼 

は 自分で どうす る こと もで きなかった の だ。 なぜ？ 

とき かれても 栄三郎 は 答え 得なかった ろうし、 ただ つ 

とめて 好きになる 要 もなければ、 また、 なれ もしない 

ばかり か、 かえ つ て その 気 もちが 負債の ように 栄三郎 


をお さえて、 それが 彼 を 弥生から 離して いったの かも 

知れなかった。 

が、 理屈と して、 

そこに 栄三郎 の 胸に、 三 社 まえの 掛け 茶屋 当り 矢の 

ぉ艷 という 女が あつたが ためで ある こと はいう まで も 

ない。 武家の 娘の 生一本に 世 を 知らぬ、 そして 知らぬ 

が ゆえに 強い 弥生の 恋情よりも、 あら 浪に もまれ もて 

うみく さ 

あそばれて 寄って 来て 海草の 花の ような、 あくまでも 

受身な ぉ艷 という 可憐な 姿に、 栄三郎 のす ベ て を とら 

えて 離さぬ きずなの 力の あった こと は、 考えてみれば 

ベ つに ふしぎではなかった。 


そのお 艷。 

ばくれん もの 

あの 大 川の 夜、 身代りと して 舟へ 飛び こんだ 莫蓮女 

の 口で は、 お 艷は本 所の 殿様と やらに 掠 われた とのこ 

とだった が、  どうしてる だろう？ こう 思う と、 

しょ ラ そう 

栄三郎 はいつ でもいて もた つ て も いられぬ 焦燥 に 駆 

られ て、 狂いた つよう に、 手 慣れの 豪刀武 蔵太郎 安国 

を ひつ つかんで みる。 

しかし その 刀と 並んで いる 坤竜丸 を 眼に する たびに、 

かれは 何よりも 先に 一 時 斬って 棄 てねば ならぬ わが 心 

そつぜん 

中の 私情に 気がついて、 卒然として 襟 を 正し 肩 を 張る 

のだった。 


乾 雲 丸と 坤竜 丸！ 

剣 妖丹下 左 膳 は、 乾 雲に 乗って 天 を翔リ 闇黒に 走つ 

て、 自分の この 坤竜を 誘い 去ろうと している —— そ 

ちょうく 

れに 対し、 われ は 白日 坤竜を 躍らせ、 長駆して 乾 雲 を 

呼ぶ の だ！ 

こうして はいられぬ！ 

恋愛 慕情の たてぬ きにから まれて 身う ごき もとれぬ 

と は！ 咄ッ！ なんたる ざま だ ッ！ 

切り離せ！ そうだ、 左 膳 を 斬る まえに まずお 艷へ 

もうねん 

の 妄念 を この 坤竜 丸の 冷 刃で 斬って 捨て、 すっぱりと 

てんがい むしゅう 

天蓋 無 執、 何ものに も わずらわされない 一 剣士と 化さ 


なくて は、 とうてい 自由な 働き は 期し 得ない！ 

百 も わかって いる。 が、 やっぱりお 艷 のうえ を 思う 

と、 栄三郎 は 剣 を 第二に このほうへ！ と 心が はやる 

…… それ は 情智の あらそいであった。 

だが？ 

おとなしく していて 養子に でも やられて は、 ぉ艷も 

刀 も それき りに なって しまう。 それで はた まらぬ と、 

そこで 兄 藤 次郎に はすまぬ と 影に 手 を 合わせながら、 

ほうらつ  い え 

わざと 種々 の 放埒に 兄 を 怒らせて、 こうして 実家へ も 

よりつ かずに 繫累を 断 つ た 栄三郎 ではない か。 

りちぎ 

律 気な 兄 者 人 は どんなに 怒つ ている ことであろう！ 


あの 五 十両 も かわいい ぉ艷 のた めと はいえ、 何も あ 

んな こと をし なくても まともな 途で 才覚の つかない わ 

けではなかった が、 あれ も 兄への あいそづかし —— い 

まも 胸底 ひそかに 兄に 詫びて はいる ものの それ もこれ、 

一 心 を 賭して 乾坤 二 刀 を ひとつに せんがた めで はな 

かった か？ 

ぉ艷！ 恨んで くれるな。 今にき つと 探し だして 助 

ける から。 

こう 低声に 口走った 栄三郎 が、 なんとなく 再び 闘 機 

の 近い こと を ひしと 感じて、 カツ！ と 血の さかの 

ぼった 眼 を 見 ひらいた 時、 うらの 寺に まの ぬけた 木魚 


の 音が 起こった。 

「若様、 お茶が はいり ましたが —— 」 

梯子段の 中途に お 兼 婆さんの 声が した。 

つや 

「ぉ艷 や！ ぉ艷 や」 

と、 あたり を はばかる 声で、 ぉ艷は 午後のう たた 寝 

からさめ た。 

気がつく と 夢を見て いた。 

自分の 身が 人魚と 化して、 海底の 岩に つながれ てい 

る。 青 蚊帳 をす かして 見る ような、 紺い ろに ぼけた 世 

界 だった。 藻の 林が 身辺に おいしげって、 ふしぎな こ 


さ き  み 

とに は、 その 尖端に 一 つ 一 っ果 のように 人の 顔が つい 

ていた。 源十郎 だった。 お 藤だった。 与吉 だった。 隻 

眼で、 こわい 傷の ある 左 膳と かいう 侍の 首だった。 そ 

れが 四方八方から 今にも 咬みつ きそうに 自分 をめ ざし 

て 揺れ 集ま つ てく る。 

ぉ艷が 恐ろし さに 身ぶ るいして 逃げよう としても、 

昆布の ような 物が 脚 腰にから みついて いて 一 寸も 動か 

れ ない。 懸命に 助け を 呼んでも、 口から 大きな 泡の 玉 

が 立ち 昇る だけで、 自分の 声が 自分に も 聞こえな か つ 

た。 

なんという 晴 けない—  


と 胸を搔 きむ しって 上 を 仰ぐ と、 陽の 光が 斜めに 縞 

のように ぼやけて いる 水面 を、 坤竜丸 を 差した 栄三郎 

が 泳いで ゆく、 何度も 何度も 頭上 高く 輪 を か いて 泳ぎ 

まわって いるが、 おりて はこない し、 ぉ艷も 浮かび あ 

がれなかった。 

ああ！ じれったい！ 

あんなに わたしの 上 を まわって いて、 これが 見えな 

いのかしら？ 見ても もう 救い出して くださる お 気 は 

な いのかしら？ 

首尾の 松の 小舟で …… あれほど 固く 誓った もの を！ 

人魚に なった お 艷が源 十郎の 首にすり よせられて 思 


わず 泣き叫ぼう としたと き、 

_ お 難 ！  fci  ！ 」 

と 呼ぶ 声が 水の 層 を 通して だんだん はっきりと 聞 こ 

えてき た。 

あ！ 栄三郎 さまが おいでく だすった！ 

「は、 はい —— ぉ艷は ここにお リ ます ッ！」 

と い う 最後 の 声が 耳 の そば で 大きく ひび いたので、 

ぉ艷が はっと 眼 を あけて みると …… 。 

栄三郎 ではない —— 母のお さよが 盆に 何 かの せて 来 

て、 しゃがん でいた。 


しるこ 

「お 艷、 お前、 好きだった よねえ。 お 汁粉が できた か 

ら 持って来 たよ。 さ、 起きて おあがり」 

おさよ は 娘 を のぞきこんで、 

「お前、 なんだかう なされて いたよう だね」 

「ええ、 こわい 夢 …… 夢で よかった」 

まだ ぼんやりして 上 身 を 起こした ぉ艷 は、 ほ つれた 

髪 を 手早く 搔き あげながら、 眠りの なかで 泣いて いた 

ものと みえて、 巻いて 枕に していた 座蒲団の はしが 涙 

に 濡れて いるのに 気がつく と、 そっとう しろへ かくし 

て 悲しく 笑った。 

寝起きの 頰に 赤く あとが ついて、 男 ごころ を そそら 


ずに はおかない 悩まし さ。 

母と 娘、 せまい 幽室に 無言の まま 向かいあって いる。 

ほんじよ ほうおん じ  ひとま 

本 所 法 恩 寺 橋 まえ 鈴 川 源十郎 屋敷の 一 間で ある。 

櫛 まきお 藤の さしがねで、 刀 渦に まぎれ、 巧妙に お 

艷の 身柄 を さらい 出した 源十郎 は、 深夜の 往来に 

辻 駕籠 を 拾って まんまと 本 所の 家へ 運び こんだ まで は 

よかった が …… 。 

い つ ぞゃ老 下女お さよの 話に 出た 娘と いうの が この 

ぉ艷 であろうと は、 さすがの 源 十郎、 ゆめにも 気がつ 

かなかった。 

駕籠から ひきずり 出された ぉ艷を 見て、 おさよ はの 


おどろ 

けぞる ほど 愕 いたが、 そこ は 年の功、 日ごろの 源十郎 

を 知ってい るので、 母親と いう こと を さとられずに、 

かげに なり それとなくお 艷の身 を 守る のが、 この 際 第 

一 の 上分別と とっさに 考えた。 おさよ はすば やくお 艷 

に 眼く ばせ して その 意 を 送り、 おもて はあくまで も 源 

十 郎の命 を 大事に すると 見せかけて、 ぉ艷を 奥に あら 

かんきん 

あらしく 監禁しながら、 うらへ まわって は、 母親と し 

て どれ だけの 切ない 心づ かい をし なければ ならな か つ 

たろう。 運 はお 艷を 見す てず、 押し こめられた 鬼の 窟 

にあり がたい 母の 手が 待って いたので ある。 

奥まった 納戸。 


くる 日 も 来る日 も、 ぉ艷に はかび くさい 囚われの 朝 

夕が ある だけ —— しかしお 艷の 起居 を 看視す るの はお 

さよの 役だった ので、 おさよ は 誰に も 疑われずに 今の 

なぐさ 

ように そっとお 艷の 部屋へ 忍んで は 話し こんで 慰め 

る こと も、 好きな 食物 も 運び 得た のだった が 母と 娘… 

…と はま だ 屋敷 じゅうひ とりと して 見ぬ いた もの はな 

ヽ o 

レ 

酒の 場に は 必ずお 艷が ひきだされる。 

それでお 艷は、 窓から 見える 草 間の 離 室へ、 あさに 

せきがん 

晚 にこつ そり 出入りし ている 隻眼のお 侍が、 栄三郎 様 

と 同じ 作りの 陣 太刀 を 佩いて いる こと を 知って、 なん 


とかして 栄三 郎様 へしら せて あげたい と は 思う が —— 

翼 を とられた 小鳥 同様の 身。 

が、 源 十郎は あせる だけで、 ゆっくりお 艷の そばへ 

も よれず、 どうす る こと もで きなかった。 いつでも 

口説きに かかったり している と、 きまって 風の ように 

おさよ が 敷居に 手 を 突いて、 人が 来たと いう。 何 か 御 

用 は？ と 顔 を 出す。 源 十郎は 舌打ちす るば かりだつ 

た。 

いま も、 その 源十郎 のかん 走った 声が、 あし 音と と 

もに 廊下 を 近づいて くる。 

「さよ！ さよ！ こら ッ、 さよ はおらぬ か」 


たちまち 身 をす くませる ぉ艷を 制して、 おさよ は あ 

わて て 部屋 を 出た。 

「あれ、 お母さん！ また こっちへ 来ます よ。 早く 

行って おさえて ください …… 」 

ぉ艷が 隅に 小さくな るの を、 おさよ は、 

「いいから お前 は 黙って まかせて おおきって ば！」 

と 低声に 叱って 障子 をし める と、 おもて 座敷 を さし 

て 廊下 を 急いだ が、 その まも、 

「おさよ ッ—  はて、 どこへ 行った あの 婆あ は？」 

という 源 十郎の 声が、 突き刺す ように 近づいて くる。 

ひる 

本 所の 化物 屋敷 鈴 川の 家に は、 午 さがりながら 暗い 


冷気が 鬱 して、 人家の ない この あたり は 墓所の ように 

ひっそりして いた。 

小 走りに 角 を まがった おさよ、 出 あいが しらに 源 十 

郎の ふところに 飛び こんだ。 

「なんだ？ 婆あ か。 俺に 抱きついて どうす る？ は 

はは はは、 それよりも おさよ、 あんなに 呼んだ のにな 

ぜ 返事 を せん！ また、 ぉ艷の 部屋へ 行きお つたな」 

源 十郎は 瞬間 太い 眉 を びくつかせて、 

「どうも 変 だぞ？ 貴様、 あの 娘と なん ぞ 縁故で も あ 

るの か」 

とおさよ をの ぞくと、 どきりと したおさよ はすぐ さ 


ま 惨めに 笑い ほごした。 

「いいえ 殿様、 とんでもない！ ただ 若い くせに あん 

まり 強情な 娘で、 それに 殿様が お 優しく いらっしゃる 

ので、 いい 気になりまして ねえ、 そばで 見て いても は 

が ゆいよう でございますから、 この 婆あが ちょくち よ 

からめて 

く 搦手から 攻めて いるんで ございま すよ」 

とおさよ はなん とかして あやなす 気で い つばいだ。 

「そうか。 おれ も 荒い こと は 好まん から 恥ずかし なが 

らぁ のま まにして あるが …… まま 貴様、 なにぶん 頼む。 

じ つ くり 言いき かせて くれ」 

「えええ え。 そうで ございま すよ。 いま はま だ 本人 も 


気が たって おります から、 殿様の 御 本心 もなかな か 通 

じません けれど、 あれで ねえ、 とっくりと 損得 を 考え 

ますれば、 ほほ ほ、 いずれ 近いうちに は 折れて 出 ましよ 

うと も」 

うそ も 方便と はいえ、 現在の 母た る ものが なんた 

る！ と 思えば おさよ も 心中に 泪 をのまざる を 得な 

かった。 

「それにね え 殿様、 あんな 堅い のに 限って —— 得て あ 

と は 自分から うちこんで 参る もの だと か 申します から 

まあ、 この 婆あに まかせて、 お 気 を 長く お持ち 遊ばせ」 

源 十郎は 上機嫌、 廊下の 板に 立ちはだかって、 襟元 


から のぞかせた 手で しきりと 顎 をな でて は、 ひとり 悦 

に 入りながら、 

「うむ、 そういう もの かな、 はは はは、 いや、 大きに 

なぐさ 

そうであろう。 おれ は 何も、 あれ を 一時の 慰み物に 

するとい うので はない の だ」 

「それ はもう …… わたくし も 毎日よ つ く 申しき かせて 

おり ますんで ございま すよ、 はい」 

「と 申した ところで、 水茶屋で は 公儀への きこえ も あ 

る こと だから とても 正妻に なおす という わけに はいか 

んが、 一生 その、 なんだ な、 ま、 妾と いう ことにして 

だな、 そばへ おいて 寵愛した いと 思う」 


と 源十郎 は、 口から 出 まかせに さもしん みり として 

ひんきゅう 

見せる が、 一生 そばへ おいて —— と 聞いて、 貧窮の ど 

ん 底から 下女 奉公にまで 出て いるお さよの 顔に ちらり 

と 引きし まった ものが 現われた。 

「殿様」 

「なんだ？ 改まって …… 」 

「ただ いまのお ことば、 ほんとうで ございましよう 

ね？」 

「はてな！ おれが、 何 かいった かな」 

「まあ！ 心細い！ それで は あんまり あの 娘が かわ 

いそうで は ございま せんか」 


「なんの こと だ？ おれに はわ からん」 

「 一 生お そばに おいて —— とおつ しゃった …… あれ は 

御 冗談で ございましよう？」 

源 十 郎は横 を 向いて 笑った。 

「なんの！ 冗談 をい う もの か。 いやしくも 人間 一匹 

の 生涯 を 決める に 戯れ ごとで はかなうまい。 真実お 

れは あのお 艷を とも 白髪まで 連れ添うて 面倒 を 見る 気 

しんてい 

でお る。 これ は 偽りの ない 心底 だ」 

もし 事実そう なったら、 ぉ艷 のために も 自分の ため 

にも …… とっさに 思案す る 老婆 さよの 表情に、 いっそ 

のこと、 ここでお 艷に 因果 を ふくめて 思いきって 馬 を 


鹿に 乗り かえさせようかと、 早く も 真剣の 気の みなぎ 

るの を、 源十郎 はいぶ かしげに 見守った。 

「さよ、 貴様、 あれの ことと いうと いやにむ きになる 

な」 

「いえいえ！ け、 決して そんな こと は ございませ 

ん！」 おさよ は どぎ まぎして、 「ただ、 あのた だ、 わた 

くしに もちよう ど 同じ年 ごろの 娘が ある もんで ござい 

ますから、 つい 思い合わせまして、 あのお 艷が …… い 

え、 ぉ艷 さんが 一 生お 妾に でも あがる ような ことにな 

りましたら、 さぞ 楽 をす るで あろうと  」 

「そうだ。 本人の ため はいう におよ ばず、 もし 血に つ 


ながる ものが あったら、 父な り 母な り 探し出して 手厚 

く 世話 をして やる つもり だから、 内実 は 五百石の 後室 

とそのお 腹 だ。 まず 困る という こと はない な」 

こう 源十郎 がいいき ると、 おさよ は 思わずと りすが 

るよう に、 

「殿様 ッ！ それ は あの、 御 本心で ございま すか」 

すると 源 十郎、 

「な、 何 を 申す！ 武士に 二言の あろう はず はな 

い ッ！」 

といい 気 もちに そり 返り ざま、 両刀 を ゆすぶる つも 

りで —— 左へ 手 を やった が、 生憎 丸腰。 


で、 何 かいい 出しそう にじ ッ！ とおさよ を 見す え 

た 剎那！ 裂帛の 叫び声が どこから ともなく 尾 を ひい 

て 陰々 たる 屋敷う ちに 流れる と …… 。 

源十郎 とおさよ、 はた！ と 無言の 眼 を 合わせた。 

と！ またしても 声が —— 

ヒ イツ …… という、 思わず 慄然と する 悲鳴 はたし か 

に、 女の 叫び だ！ 

それが、 井戸の 底からで も 揺れ あがって くるよう に、 

あた リ  せきばく 

怪しく こもった まま 四隣の 寂寞に 吸われて 消える。 

源 十郎は 委細 承知ら しく、 にが 笑いの 顔 をお さよへ 


向けた。 が、 口にした の はや はりお 艷 のこと だった。 

「では、 さよ、 貴様 も あの 娘の 件に はばかに 肩 を 入れ 

てお るよう だが、 いずれ そこらの 曰く は あとで 聞く と 

して —— 」 

「いえ。 曰く も 何も ございません。 わたくし は 先へ 話 

をす るつ ごうも あり、 それにつ けても 何より 大事な 殿 

様のお 心 持 をし つかり 伺つ てお きたいと 存じました 

だけで …… それ も 今度 はよ くわ かりまして ございます _ 

はい。 ほんと にお 艷 さん はし あわせ だ」 

と、 正直 一 図のお さよ は、 だんだん 源 十郎に 感謝し 

たい 気になつ てきた。 


「うむ、 まあ、 そういつ たような もの だが」 

狡猾な 笑み を ひそめた 源 十郎、 つづけざまに うなず 

いて、 

「いつまでも 立ちば なしで も あるまい。 近く ゆっくり 

と 談合して 改めて 頼む つもりで おる」 

「頼むな どと は、 殿様、 もったいのう ございます！ 

わたし こそお 艷に 代わ つ て …… 」 

言い かけて、 おさよ が あわてて 口 をつ ぐむ の を、 源 

十郎は 知らん顔に 聞き流して 声 を 低めた。 

言う ところ は、 こうで ある。 

あの、 女の さけび 声。 


あれ は、 狂暴 丹 下 左 膳が、 離 室で 櫛 まきお 藤 を 責め 

苛んで いるの だとい う。 

そう 聞けば、 おさよ にも 思い あたる 節が あった。 

源十郎 がお 艷の 駕籠 を か つぎこませた 暴風雨の 晚、 

夜更けて、 というよりも 明け方 近く、 庭 口に あたって 

ただならぬ 人声 を 耳に したおさ よが、 そっと 雨戸 をた 

ぐっての ぞくと、 濡れ そぼれ た 丹 下 左 膳、 土 生 仙 之 助 

の 一行が、 ひややかに 構えた お 藤 を 憎さげ に ひった て 

て、 今や 離 室の 戸 をく ぐると ころだった が —— 。 

それから こっち、 お 藤 は 浅 草の^ 宅へ も 帰されずに、 

離 室から は 毎日の ように 左 膳の 怒号に もつれて お 藤の 


泣き声が 洩れて いるの だ。 

事 ありげ なよう す！ と は 感じた が、 もとよ リ老下 

女な どの 顔 を 出すべき 場合で ない ので、 気に かかりな 

がら もお 艷の身 を 守る 一 方に とりまぎれ ていた けれど、 

いまと な つ て 心に 浮かぶ の は。 

あの 丹 下 左 膳と いう 御 浪人。 

かれは 亡夫 宗 右衛門と 同じ 奥州 中 村 相 馬 様の 藩士で、 

自分 やお 艷 とも 同郷の 仲 だが、 それが なんでもお 

力た なたん さく 

刀 探索 密命を 帯び てこう して 江戸に ひそんで いると 

かと、 いっかの 夜のお 居間の そとで 立ち 聞いた ことが 

ある。 


道理で、 辻斬りが 流行る というのに このごろ はなお 

何 かに 呼ばれる ように 左 膳 は 夜ごとの 闇黒に 迷い 出る 

ひと ふり 

—— もう  一 口の 刀 さがしに！ 

しかるに！ 

源十郎 にないし よに ぉ艷の もとに 忍んで 話し こんで 

いるう ちに 栄三郎 の その後の 模様 も だいぶ 知れた が、 

ぉ艷の 口によ ると、 栄三郎 はい ま、 二 本の 刀のう ち 一 

本 を もって、 他の ひとつ を 必死に 物色して いるとの こ 

と。 

さて は！ と 即座に 胸に 来たお さよだった が、 その 

場 は ひとりの みこんで 何気なく よそお つた ものの、 


納戸のお 艷が、 それとなく 窓から 左 膳の 出入り をう か 

がって は、 いかにもして 栄三郎 へしら せたがって いる 

こと も、 おさよ はとうから 見ぬ いていた から、 いよい 

かたきどうし 

よ 左 膳と 栄三郎 は 敵 同士、 たがいに 一対の 片割れ を 帯 

して、 その 二 刀 を わが 手に 一 つに したいと 求めあって 

ゆ *T 

いるに 相違ない …… これ だけの ことが、 湯気 をと おし 

て 見る ように ぼんやりな がらお さよの 頭に も わか つ て 

いた。 

ところが 今、 源十郎 はお 艷の 一生 を 所望して いる！ 

おめかけ とはいえ、 終身 奉公なら ば 奥方 同然で 老いさ 

きの 短い 母の 自分 も 何 一 つ 不自由な く往 くと ころへ 行 


すじよ • つ 

けようと いう もの。 それに、 ぉ艷の 素性が 知れて 武家 

出と わかれば、 おもてだって 届け もで きれば 披露 も あ 

ろう。 

そう なれば、 かわいい ぉ艷の 出世と ともに、 自分 は 

だま 

とりもなおさず 五百石の 楽隠居  と 欺され やすい 

おさよ は、 頭から 源十郎 のでたら め を 真に 受けて、 こ 

こ は 一 つ 栄三郎 への 手切れの つもりで、 何よりも その 

ほしがつ ている 一刀 を、 追って 殿様の 源 十郎に 頼んで、 

左 膳から 奪って 下げ渡して もらおう …… おさよ はさつ 

そくこう 考えた。 

母の 庇護が あれば こそ、 これまで 化物 屋敷に 無事で 


いたお 艷！ その 母の 気が変わって、 今後 どうして 栄 

みさお 

三郎へ 操 を 立て通し 得よう？ 

人身御供の 白羽の 矢 …… それ はじつ に 目下のお 艷の 

うえに あ つ た。 

が、 源十郎 よくお さよの 乞い を いれて、 左 膳と 

けんうん まる 

乾 雲 丸と を 引き離す であろう か。 

—— 思案に 沈んで おさよ が、 耳の そばに、 

「お 藤が、 おれに 加担して ぉ艷を かどわかし たために、 

刀 をう ばい そこねた といって な、 左 膳め、 先日から 猛 

りたって おる の だから、 そのつ もりで 年寄り役に とり 

しずめて くれ」 


という 源 十郎の 声で われに 返る と、 膝までの 草 を 分 

けて い つ のまに かもう 離 室の まえ。 

カツ！ とた だよう 殺気 をつ いて 左 膳の 罵声が する。 

「うぬ ッ！ 誰に 頼まれて じゃまだて しゃがった？ 

いわねえ か、 この 野郎 ッ …… ！」 

つづいて、 ぴ しリ！ と 鞭で も 食わす 音。 

かど 

「ほほ ほほ、 お気の毒 さま！ 野郎 はとんだ お 門ち が 

いでした ねえ」 

櫛 まきお 藤 はすつ かりく さ つ て いるら し い。 

うぬ  ちゃちゃ 

「やい ッ！ 汝 あいって えなんだ つて 人の 仕事に 茶々 

を 入れ るんだ？ こら ッ、 こいつ ッゥ—  てッ、 て 


めえ のお かげで、 奪れ る 刀 もとれなかった じ やねえ 

かッ！ な、 なんとか 音を立て ろい ッ音 を！」 

ま つ ちょう まリ 

「ほほ ほ、 音を立てろ  だと！ 八丁 堀 もどき だ 

ね」 

「なにい ッ！」 

ほうこう  しゅろ 

咆吼 する 左 膳、 棕櫚 ぼうきの ような 髪が 頰の 刀痕に 

かぶ さるの を、 頭 を 振って ゆすり あげながら、 一 つし 

かない 眼 を 憎悪に 燃やして 足 もとのお 藤 を にらみす え 

た。 

細 松の 幹 を 思わせる、 ひよ ろ 高い 筋骨、 それに、 着 

たきり 雀の 古 袷が はだけ て、 毎夜の やみ を 吸って 生 


きる 丹 下 左 膳、 さらぬ だに 地獄 絵の 青 鬼 そのまま なと 

ころへ —— 左手に 握った 乾 雲 丸 を 鞘ぐ るみ ふりあげる 

たびに 空の 右 袖が ぶきみな 踊り をお どる。 

せまい 六 畳の 部屋。 

源 十 郎の父 宇右衛門 は、 老後 茶道で も 楽しんで、 こ 

ころしず かに 余生 を 送る つもりで 建てた 離 庵であろう 

が 星移リ もの 変わる うちに、 それが どう だ！ 荒れ は 

のき 

てて 檐は 傾き、 草に うず もれて、 しかも 今 は 隻眼 片腕 

の 狂 怪丹下 左 膳が、 憤怒の しもと を ふるって 女 身 を 鞭 

うつ 責め苦の 庭と な つてい るの だ。 

くもり 日の 空 は 灰色。 


本 所 もこの へんは 遠く 家並み を はずれて、 雲の 切れ 

目から 思い出し たように 陽が 照る ごとに、 淡い 光が 横 

ざまに のぞいて は、 仁王 立ちの 左 膳の 裾と それにから 

まるお 藤 を 一矢 彩る と 見る まに、 すぐ また かげって 

ゆく ばかりで、 前の 法 恩 寺 橋 を 渡る 人 もない らしく、 

ひ つ そりと して 陽 あしの 早い 七つ どき だ つた …… 。 

夜具 や 身の まわりの 物 を 片隅に 蹴 こんだ 寒 ざむ しい 

あ き 

室内。 わずかに とった 真ん中の 空所に、 投げつ けられ 

たような 櫛 まきお 藤の 姿が ふてぶて しくう つぶして い 

た。 

ぐるりと 四、 五 人 男が 取リ卷 いている。 


は ぶ  よきち 

土 生 仙 之 助、 つづみの 与吉 などの 顔が そのな かに 見 

られ たが、 みな 血走った 眼 を 凝らして 左 膳と お 藤 を 交 

互に 眺めて いる だけで 言葉 もない。 

たださえ 痩せ ほうけ た 丹 下 左 膳、 それが 近 ごろの 夜 

あるきで 露 を 受け 霜に 枯れて、 ひとしお 凄烈の 風を增 

したの が、 カツ！ と 開いた 隻眼に 残忍な 笑い を 宿し 

たと 思う と、 

またもや！ 

「おい ッ！ なんとか 言えい！ 畜生 ッ、 こ、 これで 

も いわねえ か！ うぬ、 これで も …… ッ！」 

と、 わめく より 早く、 乾 雲の 鞘 尻 弧 を 切 つて はっし！ 


お 藤の 背 を 打った が 1 0 

アツ！ と 歯 を 嚙んで 畳 を 抱いた きリ —— お 藤 は 

眠った ように 動かない。 

水の ような 薄明の 底に ふだん 自慢の 櫛 まきが ね つ と 

りと 流れて 着て いる 物の ずつ こけた あいだから、 襟く 

び 膝頭と 脂の のりきった 白い 膚が、 怪異な 花の よう 

に 散り 咲いて いるぐ あい、 怖ろ しさ を 通 りこして、 観 

ようによ つて は艷な 情景だった のだろう、 両手 を 帯へ 

突つ こんだ 土 生 仙 之 助 は、 舌 なめずり をしながら そう 

ほうた い 

したお 藤の 崩 態に あかず 見入って いたが、 つづみの 与 

すべ 

吉は眼 を そむけて …… といって とりなす 術 もな く、 た 


だ おろおろ する ばかりだった。 

この、 毎日の 責め 折檻。 

それが、 きょう も 始まった ところ だ。 

なんの ため！ 

ほかで もない —— あの 首尾の 松の 下に 乱闘の 夜、 左 

膳が 栄三郎 へ 斬りつ けた 刹那に、 櫛 まきお 藤が ぉ艷を 

よそおって 小舟へ とんだた め、 栄三郎 と あの 乞食が す 

ば やく つづいて 舟 を 出して しまった。 おかげで もう 一 

ちょうだ いつ 

歩と いうと ころで あたら 長蛇 を 逸した の は、 すべてお 

藤の しわざで、 ひっこんで いさえ すれば、 見事 若造 を 

斬り 棄 てて 坤竜丸 を 収め 得た もの を！ さ、 いったい 


全体 だれに 頼まれて、 あんなと ころへ ぉ艷の 身代りに 

とび 出した の だ？ はじめから あの 場へ 水 を 差して、 

マ J つちの 手 はず を ぐれ はまに する つもり だ つたに 相違 

あま 

ねえ。 ふて え 女 だ。 なぶり 殺しに して くれる！ 

と 左 膳 はお 藤 を 自室に 幽閉して 日々 打つ 殴る 蹴る の 

かしゃく 

呵責 を 加えて いるの だが、 お 藤 は 源十郎 のために、 お 

艷を さらう 便宜 を はかった にすぎない こと は、 左 膳に 

もよ くわ かってい たから、 ただ ひとこと 殿様に 頼まれ 

て …… とお 藤が 洩らす の を 証 に 源 十郎へ 掛け合う つ 

もりで いるものの、 それ をお 藤 は、 頑固に 口 を 結んで 

いっかない わぬ。 


がお 藤に して みれば。 

うきめ 

自分が こんな 憂目 を 見て いる 以上、 今にき つと 源 十 

郎が 割って 出て、 万事 をつ くろって くれる ものと 信じ 

ている の だが、 源十郎 はお 艷 のこと で いっぱいで、 左 

膳へ 橋渡し をす ると 誓った お 藤との 約束 はもち ろん、 

いまのお 藤の くるしみ も 見て みぬふり、 聞いて 聞かぬ 

顔です ぎて きたの だ つ た。 

ほれた 弱味 —— でも あるまい が 江戸の 姐御 だ。 左 膳 

を 見 あげたお 藤が、 ひとすじ 血 を ひいた 口 もと をに つ 

ことほ ころばせ ると、 一 同 顔が 上がり端へ 向いた。 

庭へ 開いた 戸ぐ ち を 人影が ふさいで いる。 


例の 女物の 長 襦袢 をち らっかせ た 左 膳、 乾 雲 丸 を 

引つ さげて つかつかと 進みながら、 

「なんだ？ 源 十に おさよ じ やねえ か。 てめ えたち に 

用の あると ころ じ やねえ！ なにし に 来た？」 

と 立ち 拡がった が、 源十郎 はに やり 笑って そっとお 

さよ を 突いた。 

ふけやく  あやま 

「さ、 老 役に は 持つ てこいだ。 な、 よろしく 謝 つ て や 

れ」 

てんとう 

ささやかれ たおさよ、 恐怖に 気も顚 倒して 左 膳の 顔 

を 見ない ように、 口の なかで ごも ごも 言つ て やつぎ ば 


やに 頭 を さげる と、 左 膳 は、 「うるせ ぇッ！ 婆あの 出 

る 幕 じ やねえ ッ」 と 一 喝し 去って、 おさよ を 越えて う 

しろの 源 十郎へ 皮肉に からんで きた。 

「鈴 源！ 貴様 は 昼 も晚も 納戸の 女に くッ ついて るん 

じ やねえ のか。 珍しい な 出て くると は —— どう だ、 あ 

の 女 はお 艷と 言った な あ、 うまくいつ たか」 

あざけりつつ、 そろり そろり と 室内へ 引き返す 左 膳 

を、 源 十郎は 眼で 追って、 さもお 艷 との 仲が 上首尾ら 

しく、 色男ぶ つた 薄 わらい をつ づけて いると、 

「おれの 女 はこれ だ ッ！」 

と、 左 膳 はやに わにお 藤 を 蹴返して、 


「こら ッ、 お 藤！ 誰の さしがねで 刀の さまたげ をし 

たか、 それ を 吐かせ！」 

叫び ざま 左手に 髪を卷 きつけて 引きずり まわす —— 

が、 この 狂乱の 丹 下 左 膳に 身 もこ ころも 投げ かけて い 

るかの ように、 お 藤 は 蒼白の 顔に 歯を食いしばって、 

される がま ま、 もう 声を立てる 気力 もない のか、 振リ 

ほどけた 着物 をな おそうと もしないで、 ただが つくり 

と 左 膳の 脚に とりすが つてい る。 

ちょうちゃく 

この 日ごろの 打 擲に 引きむ しられた 頭髪が ちら 

しゅうえん ごうか 

ばって、 部屋 じゅうに 燃える 眼に 見えぬ 執 炎 業火。 

あまりの 態に おさよ はすべ るよう に 逃げて 行った が、 


来て みて、 思った 以上の 狼藉に 胆を 消した 源 十郎、 お 

藤に 対しても もはや 黙って いられな いと 龃け あがろう 

とした 時！ 

阿修羅 王の ごとく 狂い 逆上した 左 膳が、 お 藤の 手 を 

ぎょうそう 

ねじあげて 身体 中と ころ 嫌わず 踏みつける その 形相 

に！ 思わず ぎょっとして 尻 ごみして いると、 陰に ふ 

くんだ 声が 惻々 として 洩れて きた。 

「殿様 かい？」 

お 藤が、 左 膳の 足の 下から、 顔 をお おう 毛髪 を 通し 

うら  まなざし 

て 源 十郎へ 恨みの 眼光 を 送って いるの だ。 

「へん！ 殿様が きいて あきれら あ！ あたしの 念 


を 届けて やる から そのかわり 隙 をう かが つ てお 艷と見 

せて 舟へ 転げ こんでくれ —— あとの こと は 悪い ように 

はしない から、 なんてう まいこと を 言った の は どこの 

誰 だい」 

源 十郎は あわてた。 

「これお 藤、 貴様、 のぼせて、 何 を とりとめ もない こ 

と を  」 

「だまれ ッ、 源 十！」 

がな リ つけたの は 左 膳だった。 同時に、 髪 をつ かん 

でお 藤 を 引き起こ すと、 痛 さに あまった お 藤 は 左 膳 を 

ひきょう 

あおいで 悲 叫した。 


「よして ください 頭 だけ は！ あたし やお 前さん にど 

うされ ようと 首った けなんだ からね、 それや あ 殺す と 

いうなら 殺され もしょう さ。 えええ、 りっぱに 殺され 

ましょう ともさ！ けど、 ちっとで も かわい そうだと 

思ったら、 ねえ 丹 下様、 後生 だから すっぱり 斬って、 

こんな 痛い めにあわせないで、 あたし も 櫛 まきお 藤 

だ！ あなたのお 刀なら いつでも 笑って 受けましょう 

よ。 だが お待ち、 死ぬ まえに、 あたしに すこし 言いぶ 

んが あるんだ」 

と 左 膳の 手 を 離れて、 ふらふら ッ！ と 立って きた 

がまち 

あがり 框、 源 十郎の 鼻先に ベったり 崩れて、 


「いらっしゃい。 おひさし ぶりです ねえ、 ほほ ほ、 そ 

の 顔！ あなたのお かげでお 藤 もこん なに 血 だらけに 

なり ましたよ」 

にっこりし たかと 思う と、 左 膳 を はじめ 一同が あつ 

けに とられて いるまえ で、 お 藤の 全身が 源 十郎を 望ん 

で おののき わたった。 

「二 本 をき めた のが 殿様なら、 目 ざし は みんな 殿様 

だ！ なんだい！ 三 社 まえで だって、 頼む 時 は あん 

なに 程の いいこと を 並べ やが つて そのために 人が ひど 

いめに あってる のに、 今度 あ 知らぬ顔の 半兵衛 だ！ 

そんなの がお 侍 かい！ ちょ ッ 江戸つ 児の 風上へ もお 


け やしね え …… 」 

「姐御、 姐御、 そう 気が立つ ちゃ あ 話に ならね え。 よ、 

ごぜん 

これ あ 当家の 御前 だ。 めったな こと を …… 」 

と 与 吉が気 を もんで 耳打ちす るの を、 左 膳が 横から 

突きの けた。 

「与の 公、 ひっこん でろ ッ！」 

「そうだと も！」 お 藤 は 血 腫れの した 顔 を まわして、 

「与の 公なん ざ 恐れ入 つ て 見物して るが い い のさ …… 

ええ、 あたし やこうな つ たら 言う だけの こと はい うん 

だからね —— ねえ、 そこの 殿様、 お前さんに 頼まれて 

ぉ艷 さん を さらい 出す 手助け をした ばっかりに、 あた 


しゃ 丹 下様に 叱られて この 始末 さ。 でも、 いっそ 嬉し 

い！ 他人と 思えば、 よも やねえ、 こんなお 仕置き は 

できますまい もの」 

は つ と息づ まるな かに、 痙攣の ような 笑み を 浮かべ 

た 左 膳、 しずかに お 藤 を どかせて、 きらめく 一眼 を 源 

十 郎の面 上に 射ながら、 隻手 はもう 血に 餓える 乾 雲 丸 

こいぐち 

の 鯉口に かかって いた。 

「おい、 鈴 川 …… 」 

だみごえ  さくれ つ 

と、 たいらに 呼びかけた 左 膳の 濁声に は、 いつ 炸裂 

する か 知れない 危険な ものが 沈んで いた。 

「な あ 源 的、 おれと 貴公との 仲 はきのう きょうの 交際 


ではない はず だ。 したがって、 いかに おれが 一身 一命 

を 賭して 坤竜丸 を 狙って おる か 貴公、 とうから 百 も 承 

知で はない か、 しかるに だ —— 」 

言いながら 土間に おりた 左 膳 は、 みるみる 顔い ろ を 

変えて、 

「しかるに！」 

と 一 段 調子 を はりあげた 時 は、 もう 自分と じぶんの 

激情 を 没して、 一 剣 魔 丹 下 左 膳 本然の 鬼 相 を あらわし 

ていた。 

「おれに 助力して 坤竜を 奪う と 誓約して おきながら、 

なんだ ッ！ 小婦の 姿容に 迷って 友 を 売る と は？ や 


い 源 十ッ、 見さげ はてた やつ だな てめ え は ッ！」 

咬みつ くように どなる につれ て 左手の 乾 雲が カタ 力 

つ ま 

タ カタと 鍔 を ふるわす。 

風、 地に 落ちて はちきれ そうな 沈黙。 

土 生 仙 之 助、 お 藤、 与吉 ほか 二、 三の 者 は、 端近く 

顔 を 並べて、 戸口の 敷居 を またいだ ままの 源十郎 と、 

それに 一 間の あいだをおいて 真向い 立って いる 左 膳と 

い き 

を 呼吸 も つ かず 見 くらべ ている のだった。 

ひとけた 

ふところ 手の 源 十郎、 一桁う え をい つてく すりと 

笑った。 

「丹 下！」 と 低声。 「貴様 も、 そう 容易に いきりた つと 


ころ を 見る と、 案外 子供 だな あ！ おれ は 何も 貴様の 

じゃま をしょう と 思 つ て 企らん だので はな いの だ I 

I」 

「やかましい ッ！ だ、 黙って、 おれに 斬らせて くれ 

貴様 を！」 

左 膳、 だしぬけに 眼 を 細く して うっとりと なった。 

怪 刀の 柄 ざ わりが、 ぐんぐん 胸 を つきあげ てきて、 理 

きょくちょく 

非 曲直 は 第二に、 いま は 生き血の 香 さえ かげば いい 

丹 下 左 膳、 右 頰の剣 創 を ひき ゆがめて 白い 唇が 蛇 鱗の 

ように わななく …… 。 

こと  もうねん 

所 を 異にする 夜泣きの 刀の 妄念、 焰と 化して めら め 


ら とかれの 裾から 燃え あがる と 見えた。 

せいやく  た 

生 躍す る 人肉 を 刃に 断つ！ 

毒酒の ごとき その 陶酔が、 白昼の まぼろし となって 

左 膳の 五感 を しびれさせ つ つ あるの だ。 

「き、 斬らせて くれ！ な あ 源 公、 よう！ 斬らせて 

くれよう、 あは はは は」 

左 膳 は、 しなだれかかる ように 二、 三 歩まえ へよ ろ 

めいた。 愕然！ として 飛びの いた 源 十郎。 

「わからな いやつ だな —— なるほど、 おれ は あの 晚ぉ 

艷を ひっかつ いで 一 足さき に 帰った。 そり や あ 貴公ら 

と 行動 をと もに しなかった の は、 重々 おれが 悪い。 そ 


の 点 は あやまる。 な、 このと おり、 幾重に も 詫びる… 

…しかし だな あ 丹 下、 お 藤が 舟へ とびこんで、 そのお 

藤 をお 艷と 見誤って 敵が 即座に 舟へ 移って 逃げた とこ 

ろで、 そ、 それ はおれの 知った ことで はない ぞ」 

すると、 聞いて いたお 藤が、 

「まだ あんな こと をい つてる！ 殿様、 あなた もずい 

おうじょう 

ぶん 往生 ぎ わが 悪い ねえ、 みんな お前さんの あたま 

から 出た ことじ やない か」 

い い 出す の を与吉 がお さえた。 

「姐御！ ね、 もうよう がしょう、 殿様 も 折れ てらつ 

し や る  一 


「それ 見ろ！」 左 膳 は、 勝ち誇った 眼 をお 藤から 源 十 

郎へ 返して、 

「貴様の 火事泥 さえな けり や あ 俺 は あの 夜 坤竜を 手に 

入れて、 これ、 この」 と 左 剣 を振リ 鳴らしながら、 

「この 刀と い つ しょに してやる ことができ たの だ —— 

鈴 川、 貴様に 裏切られようと は 思わなかった ぞ」 

「貴公 も 執念 ぶかい 男 だな。 なんにしても 過ぎた こ 

と。 宜ぃ ではない かもう …… 」 

「そっち はよ かろうが、 こっち はいつ こうよく ねえ。 

おれの 執念で はない。 刀の 執念 だ。 こ、 この 乾 雲の 執 

念な の だ ッ！」 


「フ フン！」 源十郎 はせ せら 笑った。 「おもしろ いな。 

それで 何 か、 毎夜 辻斬りに お出 ましになる てえ わけ か」 

すば りと 吐いた。 

と！ 

「ぶ ッ！」 面色 蒼白の 度 をました 左 膳、 たちまちぼう つ 

あからみ 

とふし ぎな 紅潮 を呈 して、 「どうして 知つ とった？」 

「や！ とうとう 口 を 割った な。 なに、 おおかた そん 

なと ころと、 ちょっと かま を 掛けたん だが、 な あ 丹 下 

江戸 中の 不浄 役人が かぎ まわって いる 今 評判の 逆 袈裟 

がけの 闇 斬り …… 南 町の 奉行 は、 たしか 大岡越 前と か 

いう 名 判官だった けな あ！ 恐れながら —— とひと こ 


とおれが 龃 けこめば！ どう だ！ あと は 自分で 考え 

てみ ろ ッ！」 

うぬ 

「うう む！ その 前に 汝を ぶった 斬 るんだ」 

「おれ は 事 は 好まん」 

「き、 斬れる ぞ源 H I！ け、 乾 雲が、 斬れ きれと 泣い 

てお る。 この 声が 貴様に 聞こえん か」 

「事 は 好まん …… が、 やむ を 得ん！」 

つちけいろ 

源 十郎、 土気色の 微笑 を 突如 与吉へ ふり 向けた。 

「座敷から おれの 刀 を 持って こい！」 

かま 

芝生 —— と は 名ば かりの、 久しく 鎌 を 知らない 中庭 

の 雑草に 腰をおろした 左 膳、 手ぢ かの 道し ばの 葉 を 一 


本 抜きと つ て、 

「これ、 見ろ、 こいつに こんなに くれが 来て いる。 し 

てみ ると、 二百十日から 二十日までの あいだに 一 っ大 

暴風雨が くる かな。 昔からの 言い つたえに 間違い はな 

い」 

などと のんきな こと をい つていた が、 やがて、 つづ 

みの 与吉 がひつ 返して きて、 こわごわ 源 十郎に 大刀 を 

渡す の を 見る と、 さすがに すっくと 起き あがった。 

「では、 いよいよ やる かな」 

せいがん  うすび 

左 膳の 青 眼 は 薄日に 笑う。 

「源 十、 死ぬ 前に ひとこと 礼を言わせて くれ」 


「死ぬ …… と は 誰が 死ぬ の だ？」 

「きまつ てるじ やねえ か。 てめ えが 今 死 ぬんだ —— 」 

「う ふ ふ！ 死ぬ の は 貴様だろう。 なんでも 言え。 聞 

こう」 

「だいぶ 長く 厄介に なった な。 ありが て えぞ …… これ 

だけ だ！」 

「はは はは は」 源 十郎の 笑声 は どこか うつろだった。 

「鳥の まさに 死なん とする やその 声 悲し。 人の まさに 

死なん とする やその 言う ところ 善しと かや —— おい 丹 

はたし あ 

下、 貴様 ほんと に 討 合い を 望んで おる のか」 

「あたりめ えよ！」 


一歩 さがった 左 膳、 タ タタ！ と 平 糸巻きの 鞘 を 抜 

きょうしん 

きおと して、 蒼 寒く 沈む 乾 雲 丸の 鏡 身 を 左手に さげた。 
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こともなげに 微笑んで いる。 

「てめ えのお かげで 坤竜を 取り逃が したので、 おれ は 

ともかく、 この 乾 雲が 貴様 を 恨んで、 ぜひ 斬りて えと 

いってし ようがね えの だ。 まあ、 貴様に したと ころで 

生きて いてえ つごう も いろいろ あろうが、 ここ は 一 つ 

ばんしょう く 

万障 繰り合わせて 俺の 手に かかって くれ」 

「笑わせて はいかん。 どうも あきれる ほど しっこい や 

つ だな」 

「しっこく なけり や あで きん 仕事 をして おる でな。 わ 


れ ながら ゆえ あるかな だ。 第一、 おれの 辻斬り を 感づ 

いた 以上、 なんと あっても 生かして はお けん」 

「そうか …… では！ それほどまでに 所望なら、 鈴 川 

源 十郎、 いかにもお 相手つ かまつ ろう！ だがし かし 

後悔 さきに 立たず、 一太 刀 食らって から 待った は 遅い 

ぞ！」 

「何 を 言 やが るッ！ 腰抜けめ ッ！ てめ えの 血が 赤 

え か 白い か、 それ をみ て や るんだ。 おい ッ！ 来い よ 

早く！ 往く ぞッ、 こなけ り や あ  ッ！ はつ はつ 

ま」 

こうしょう  せんぼう 

哄笑と ともに 伸びて きた 乾 雲 丸の 閃 鋩、 眼前 三寸 


のと ころに 渦 輪 を 巻いて 挑む。 

おう  みち 

もはや 応ずる より 途 はない！ と 観念した 源 十郎、 

しずかな 声だった。 

「大人気ない。 が、 参る ぞ丹 下ッ—  こうだ ッ」 

とうめ くより 早く、  土 を 蹴散らした 足の 開き、 

きょす いりゅう そうでん あみがさ は  いあい 

去 水流 相伝 網 笠 撥ねの 居 合に、 豪 刀な なめに 飛んで 

ガッ！ と 下から 乾 雲 を 払った。 

引き 退いた 左 膳、 流れる ままに じ わじ わと 左へ 寄つ 

てく る。 同時に、 源 十郎は 右へ 二、 三 歩、 さきまわり 

して 機 を 制した。 

暮れ をい そぐ 陽が 二つの 剣 面 を 映えて、 白い 円光が 


咲いて は 消える。 霜枯れの 庭に 凄 壮の気 を みなぎらし 

て。 

仔猫が 垣根から 両人 をの ぞいて つまらな そうに 草の 

穂に たわむれて いるの を、 左 膳 はちら りと 見て 刀痕 を 

くねらせて —— 笑った の だ。 

「鈴 川」 と 別人の ように 軽 明な 語調。 「おれあ こうやつ 

てる 時 だけ 生きて いると いう 気がする の だ。 因果な 

しょうとく 

性 得よ な あ！ 貴様が 壺を 伏せたり あけたり する 手 

つきと、 女 を 連れ こむ 遣 口 は 見て 知って おる が 太刀筋 

は 初めて だ。 存分に 撃ち こんで 来い よ！」 

源 十郎は 無言。 


青 眼に とった 柄 元 を 心 もちお ろす と、 うしろへ 踏み 

しめた 左足の 爪先に、 思わず 力が 入って 土 くれ を 砕い 

た。 

そうほう 

双方 不動。 あご を ひいた 左 膳が かすかに 左 剣に たる 

み を くれて、 隻眼 を はすに 棒の ように 静止した まま 

ペッペ ッと唾 を 吐きち らして いるの は、 いつもの 癖で、 

満身 の 闘志が 洩れて 出る の だ … … 。 

どっち も、 まさか 抜き はすまい。 こう 思って いたの 

が、 この 立 合い、 飛ばつ ちり を 食って はた まらぬ とお 

藤と 与吉は 早々 に 姿を消して、 残って いる 仙 之 助 も、 

手 をつ け かねてう ろうろ する ばかり。 


がつ  きょす い 

新 影、 宝 山 二流 を 合した 去 水流。 

きょす い 

法の 一 字 を 割って 去 水と 読ませた の だとい う。 

し そ  つづき 

始祖 は 浅 田 九 郎兵衛 門下の 都 築 安右衛門。 

鈴 川 源 十郎、 なかなか この 去 水流 をよ く するとみ え 

て、 剣に 先立って 気まず 人 を 呑む ていの 丹 下 左 膳 も、 

みだりに 発しない …… のかと 思って いると、 スゥッ と 

刀 を ひいた 左 膳、 やにわに ゲ ラゲ ラ 笑い出した。 

「はは は、 よせよ。 源 公！ てめ え はもう 死ん でら 

あ！」 

ふっと 笑い やんだ 左 膳 は、 あっけに とられて いる 源 


十 郎を尻 眼に かけて、 

「自分で じぶんの 参った の を 知ら なきや 世話 あねえ… 

…俺 はい ま、 活眼 を 開いて この 斬り 合いの 先 を 見越し 

たの だ。 いい か、 おれが 乾 雲 を 躍らせて 貴様の 胴へ 打 

ち こんだ  と 考えて みた。 と、 貴様 は 峰 を かわして 

見事に おさえた。 うん、 おさえた に はお さえた。 が だ 

うけん 

すぐさま 俺 は ひっぱず して 貴様の 右 肩 を 望んで 割り つ 

けた、 と 思った のが …… はは は、 りっぱに きまった ぞ 

源 十、 おれあ 貴様の 血が 虹の ように 飛ぶ の を 見た。 た 

しかに 見た の だ！」 

源十郎 はくしゃみ をす る 前の ような 奇妙な 顔 をした 


「  」 

「だから 貴様 はすで に 死んだ。 おれに 斬り 殺された の 

だ。 そこに 立って おる の は 貴様の 亡者 だよ。 あは はは 

けんぜん  ち  みょうて い 

は、 戦わず して 勝敗 を 知る。 剣 禅 一致の 妙諦 だな」 

源 十郎も 蒼い 頰に 苦笑 を 浮かべ て、 

「勝手な こと をい う  」 

と 刀 をお ろした 時、 周囲 を まごまご していた 土 生 仙 

之 助が 仲に はいった。 

「同士討ちの 機で は ござるまい。 まま 御両 所、 ここ は 

仙 之 助に 免じてお ひきく ださい」 

左 膳 は 口 を 曲げて 笑った。 


「なんでえ 今ごろ！ 気の きかね え 野郎 だな あ！」 

そして 乾 雲 丸 を 鞘に おさめて、 さっさと 離 庵へ は 

いっていった。 

立ち去ろう とする 源十郎 を、 仙 之 助が ぶらさが るよ 

うに 抱きと めて 戸内へ つれこむ。 

まもなく 手が 鳴って おさよ が 呼ばれた の は、 庵室の 

三人、 これから 夜へ かけて 仲な おりの 酒盛り ：：： 例に 

よ つ て そのうちお 艷が 引き出される ことだろう が  

うら 木戸の そばに 納屋が ある。 

たきぎ しば 

薪、 柴 など 積み あげて ある その かげ。 

昼間で さえ 陽が とどかないで、 年中し めった 木の 


臭気が むれて いる 小屋のう しろ。 いま は 夕 ぐれ 間近い 

うそ 寒さが ほの 暗く こめて、 上に かぶ さる 椎の 枝から 

落葉が 雨と 降る ところに。 

一 組の 男女。 

櫛 まきお 藤と つづみの 与吉 が、 地に しゃがんで 話し 

こんでいた。 

はんてん 

お 藤 は、 燃える 眼 を 与 吉のロ もとに 注いで、 半纏の 

裾 を 土に 踏む の も かまわず、 とびつく ようにに じり 

寄って いる。 

「それじゃ あ 何 かえ、 お前の 言う こと、 うそ じゃあな 

いんだね？」 


その 声の うわずって いるのに、 与吉 はび つくりして 

あたり を 見 まわした。 

「姐御、 そう 肝が 高ぶつ ちゃ 話が しにくい。 いえね、 

あ つ しもよつ ぼ ど 黙つ てようかと 考えたん だが、 あん 

まり 姐御が かわいそう だから 思いきって ぶちまける だ 

けで ね、 何も 姐御に こんな 噓を ついた つて おもしろお 

かしく もなかろう じゃありません か。 いえさ、 これ あ 

ただ あっしの 見当 じゃあね えんだ。 まあい わば 丹 下の 

殿様が 白状した ような もんだ から、 まず 動きの ねえと 

ころで しょ ぅぜ 」 

さっとお 藤の 顔から 血の気が 引く と、 悪寒に 襲われ 


たように 細かく ふるえ 出して、 

「白状 …… つ て、 丹 下さ まが 何 かお い いだ つ たかえ？」 

「さあ、 そうき かれる と 困 るんだ が」 と与吉 はわ ざと 

ひょうきんに 頭 を かいて、 「白状で もね えな。 じつ あ 

寝言なん でさ あ。 へえ、 その 寝言 を 聞いて ね、 あっし 

が 内密に 探り を 入れる と —— 」 

ぼうきれ 

こう 言い さして、 棒片 でしき りに 地面 を 突つ いてい 

る与吉 は、 お 藤に うながされて あと をつ づけた。 

それによ ると。 

このごろ 左 膳の ようすが どことなく 変わ つ てきて い 

る こと は、 思い を かけて いる だけにお 藤 は 誰よりも 先 


に 気がつい ていたが、 朝夕 出入りして 親しく 身辺の 世 

話 をす る 与 吉には それが い つ そう 眼に つ いてなら な 

かった。 

ためいき 

溜息す る 左 膳。 

考え こむ 左 膳。 

—— つい ぞ見 たことの ない 左 膳で ある。 で、 それと 

なく 注意して いると、 左 膳 はよ く 寝言 をい う。 弥生と 

いう 名。 

弥生と 言えば、 女に 相違ない ：：： ！ 

と、 それから 与吉 こっそり かぎ まわって みると、 は 

たして！ もと 乾 雲 丸 を 蔵して いた 根津 あけぼのの 里 


の 剣道 指南 小 野 塚 鉄 斎の 娘に 弥生と いうの があって、 

左 膳の ために 父と 刀 を 失って から 行方 も 知れずに なつ 

て いると いう。 

「この 弥生つ てえ のに 丹 下様が 御 執心な りやこ そ、 

ち つとの ことで ああ 姐御 を ひで えめに あわせ るんだ。 

それ を 思う と、 あっし や あ 口惜しく てなら ねえ！」 

い い 気持に しゃべりながら 何 ごころ なく ひょいとお 

藤 を 見 あげた 与吉、 思わず どう ッ！ と 尻 もち をつ い 

て 叫んだ。 

「あ！ 姐御！ なんて 顔 をす るんだ！」 

恋の 神様が 桃色なら？ 


嫉妬の 神 は 全身 呪詛の みどりに 塗られて いよう！ 

おんな やしゃ 

その 緑 面の 女 夜叉 を与吉 はい ま 眼の あたりに 見た の 

だった。 

あいぜん 

靄 然として 暮色の 迫る ところ。 

物置 小屋の かげに、 つづみの 与吉 はつば をのんで、 

そうろう 

蹌踉と 椎の老 幹に 身 を ささえて いるお 藤の ようす を 心 

配げ に 見 あげた。 

丹 下 左 膳が 弥生と いう 娘 を 恋して いる —— と 聞いた 

お 藤 は、 さて はッ！ と 思う と 身体 じゅうの 血が 一 時 

に 凍って、 うつろな 眼が あらぬ 方へ 走る のだった …… 


紙の ような 唇 を わな わなと おののかせて。 

し つ しんき しん 

嫉心鬼 心。 

それが 眼に 見えぬ ほむら となって、 櫛 まきお 藤の 

凄艷な 立ち姿 を 蒼白いた そがれの なかに 浮き出し てい 

る。 

与吉 はわれ 知らず 面 を 伏せて、 心中に 足 もとの 土へ 

話しかけた。 こいつ あとんだ こと をした ぞ！ まさか 

こんなに 相まで 変えようと は 思わなかった が、 ち 

ぇッ！ 黙って ぃリゃ あよかった …… 。 

と、 頭のう えで、 夢で もみて いるよう な、 しらけき つ 

たお 藤の 声が した。 


「きれいな 娘だろう ねえ、 その 弥生さん とか つての は」 

「へ？」 と 顔 を 上げた 与吉 は、 とたんに、 三 斗の 冷水 

を 襟元から つぎこまれた 感 がして、 「へえ、 なんでも あ 

け ぼの 小町と いわれた くらいで すから、 それ あもう I 

I」 

と 語尾 を 濁して 黙り こんだ。 

仮面の ような お 藤の 顔が、 こわばった 笑いに ゆがん 

だの を 見て、 与吉は 慄然と したの だった。 

「それ はそう だろう さ。 あたしみたい なお 婆あさん な 

んか足 もとへ も 寄れ や あしまい。 はは はは、 知って る 

よ！ でも 与の 公、 お前い いこと を しらせて おくれ 


だった ね。 ほんの 少し だけれ ど、 さ、 お礼 だ、 取つ と 

いてお くれ」 

黒 襟の あいだ を 白い 手が 動いた かと 思う と、 ちゃり 

いん！ と 一 つ、 澄んだ 音と ともに、 小判が 与 吉の眼 

前にお どった。 

同時に。 

ぼかんと している 与吉を その 場に 残して、 お 藤 は、 

夕 ぐれの 庭に 息づく 雑草 を 踏んで 歩き 出した。 嫉妬に 

われ を 忘れた お 藤、 よろめく 足 を 千鳥に 踏みし めて、 

おうめ、,  ゆ 

さながら 幽明の さかい を往 くように。 

声の ない 笑いが お 藤の 口 を 洩れる —— 。 


今 さら 男 を 慕う の 恋する のとい う 自分で はない。 そ 

れが、 丹 下 左 膳の もっている 何もの かに ひきつけられ 

て、 あの 隻眼 隻手 のど こがいい のかと 傍人 も わらえば 

自ら も ふしぎに 耐えない くらい 思い を よせてい るのに 

針の 先 ほど も 通じない ばかり か、 先夜 来す こしの こと 

を 根に持って あの 責め 折檻が 続いた の も、 あの方に 弥 

生と いう 相手が あつ てこの あたしと あたしの 真実 を 

じゃまに すれば こそであった のか。 

それにしても  

源 十郎の 殿様 は、 まあなん というお 人だろう！ 

必ず 丹 下さ まとの： &を とりもって やる から、 その か 


わりに …… という 堅い 約束の もとに、 ぉ艷を 連れ出す 

手伝い をした はずな のに！ こっちの 気 をった える ど 

ころ か、 そのため、 はからずも 左 膳 さまの 激しい 怒リ 

を 買つ て も あのと おり 最後まで 知らぬ顔の 半兵衛 をき 

めて いやがる ッ！ 

眼中 人の ない 丹 下 左 膳に、 何もかも 知りつ くした 心 

を 向けて いた 櫛 まきお 藤、 もうこう なれば、 もとより 

眼中に 人 はない の だ。 

なみだ 

娘の 恋が 泪 の 恋なら、 お 藤の 恋 は 火の 恋 だ。 

水 を ぶっかけられて 消えた あとに、 まつ 黒ぐ ろに 焼 

けの こった 蛇の 醜骸。 


復謦！ 

やから 

櫛 まきお 藤と もあろう ものが 小む すめ 輩 に 男 を 奪 

わらい 

られて 人の 嘲笑 を うけてな ろうか  身 もこ ころも 

らせ つ 

羅剎に まかせた お 藤 は 胸に 一 計 ある ものの ごとく、 

とつぷり と 降りた 夜のと ばりに まぎれて、 ひそかに 母 

屋の 縁へ。 

縁の 端 は 納戸。 

その 納戸の 障子に、 大きな 影法師が 二つ。 もつれ 

あって ゆれて いた …… 。 

「ねえお 艷、 そういう わけで」 とお 艷の手 を 取った 老 

母 さよの 声 は、 とも すれば、 高まる のだった。 


「殿様 も 一 生お そばに おいてく ださる とおつ しゃ るん 

ごきげん 

だから、 お前 も その 気で せいぜい 御機嫌 を 取り結んだ 

らど うだえ。 あたし や 決してた めに ならない こと は 言 

わない よ。 栄三郎 さんの ほう だって、 殿様に お願いし 

て 丹 下さ まのお 腰の物 を 渡して やったら、 文句な しに 

手を切る だろうと 思 うんだ がね え」 

ぉ艷 は、 行燈 のかげ に 身 を ちぢめる。 

「まあ！ お母さんたら、 情けない！ 今にな つて そ 

ひとでなし 

んな 人非人の ことが —— 」 

「だから さ、 だから 何も 早急に おきめと は 言つ て やし 

ないじ やない か。 ま、 とにかく ちょっとお^ 粧 をして 


お 酒の 席へ だけ は 出て おくれよ。 ね！ 笑って、 後生 

だからに こに こして …… ！ さっき からお 艷は まだ 

かってき つい 御 催促なん だよ。 さ、 いい 年齢 をして な 

ん だえ、 そんなに お母さんに 世話 を やかせる もんじ や 

ない よ。 あいだに 立って わたしが 困る ばか リじ やない 

か —— はい ただいま 参ります！ ねえ、 さ、 髪 をな お 

して あげる から」 

「いやです つたら 嫌です ッ！」 

とお 艷が 必死に 母の 手 を 払った 時、 障子の そとに 静 

きぬ 

かな 衣 ずれの 音が とまった。 

「今晩は …… 」 


「こんばんは …… おさよ さん はいます か」 障子の むこ 

うに 忍ぶ 低声が した かと 思う と、 そ つ と 外部から あけ 

たの を 見て、 おさよ ははつ と 呼吸 をつ めた。 

こ  そうぼう やしゃ 

濃い みどりいろの 顔面、 相貌 夜叉の ごとき 櫛 まきお 

しもと あと  ぶ ち  へ んげ 

藤が、 左 膳の 笞 の痕を むらさきの 斑点に 見せて、 変化 

のようにに つ こり 笑つ て 立つ ている の だ。 

ずい とはいり こむ と、 べったり すわって 斜めにう し 

ろの 縁側 を 見返った お 藤、 「おさよ さん、 お前さん 何 を 

そんなに びっくり している のさ。 殿様が お呼び だよ。 

ぉ燜 がきれ た つて さつ きから 狂気み た い にがな つてい 

るんだ。 行って みて おやりな」 


「ええ、 ですから、 とても、 一 人 じ や 手が まわり ませ 

ん から、 このお 艷 —— さんに 助けて もらおうと 思い ま 

ぎよ い 

してね。 それに 殿様の 御意 も ある こと だし …… さあお 

はなれ  とが 

艷 さん、 おとなしく 離 室の ほうへ おいで。 ね、 お咎め 

のない うちに」 これ 幸いと 再びお さよが お 艷の手 を 取 

しょさ 

りせきた てるの を、 お 藤 は、 所作 そのままの 手で ぴた 

すごみ  けんまく 

りと おさえて おいて、 凄味に 冷え入る 剣幕 をお さよへ 

あびせた。 

「いい じ やない の、 ここ は！ ぉ艷 さんに は、 いろい 

ろ 殿様に 頼まれた 話 も あるんだ から、 お前さん は あつ 

ちへ お行きって ば！」 


「でも、 ぉ艷を つれてくる ようにと —— 」 

「しっこい 婆さん だね え。 あたしが 連れていく からい 

かんしゃく 

いじ やない か。 それより、 癇癩 持ちが そろって いる 

んだ。 また 徳利で も 投げつ けられた つて 知らないよ。 

早く さ！ ちょ ッ！ さっさと 消えち まい やが 

れ ッ！」 

おどかされ たおさよ が、 逃げる ように 廊下 を 飛んで 

あしおと 

ゆく と、 その 跫 音の 遠ざかる の を 待って いたお 藤 は 急 

に 眼 を 笑わせて 部屋の 隅のお 艷を 見やった。 

もう 五 刻 を まわ つたろう。 

まふち  やみ 

魔の 淵 のよう なしず けさ の 底に、 闇黒と ともに 這 い 


すべ 

よる 夜寒の 気 を、 ぉ艷は 薄着の 肩に ふせぐ 術 もな く、 

ぎよ ラし 

じっと 動かない お 藤の 凝視に 射 すくめられた。 

はなれ  ほリぞ  だいち 

酒 を 呼ぶ 離 庵の 声が 手に とる よう …… 堀 沿いの 代地 

を 流す 按摩の 笛が、 風に 乗って 聞こえて くる。 

膝 を 進めた お 藤 は、 横に 手 を 突いて 行燈 のかげ をの 

ぞいた。 

「ぉ艷 さん、 お前、 かわいそうに すこし 痩せた ねえ。 

おうお！ むり もない とも。 世間の 苦労 を ひとりで 集 

めた ような —— あた しゃいつ も 与の 公なん かに 言って 

いますの さ。 ほんと に 納戸の 娘さん はお 気の毒 だつ 

て」 


積もる 日の 辛苦に、 たださえ 気の 弱い ぉ艷、 筋なら 

そらみみ 

ぬ 人の 慰め 言と 空耳に きいても、 つ い 身に つまされて 

熱い 涙の 一 滴に …… ややもすれば 頰を 濡らす のだった。 

そこ をお 藤が すり 寄って、 

「ねえ、 お前さん あたし を 恨んで おいでだろう ねえ？ 

いいえ さ、 そ リゃ怨 まれても しょうがない けれど、 実 

あね、 あたし も 当家の 殿様に 一 杯 食わされた 組で ね、 

言わば まあ お前さんと は 同じ 土 舟の 乗合い さ。 これ も 

何 かの 御 縁だろう よ。 こう 考えて、 お前さん を ほっと 

こんにちさま 

いちや あ 今日様に すまない のさ、 これから 力に なった 

り なられたり、 なんて わけで ね。 それでお 近づきの し 


るし に、 あたし や、 ちょいと、 ほほ ほほ、 仁義に まか 

り 出たん だよ」 

ぉ艷 がかす かに 頭 を さげる と、 お 藤 は、 

ごらん  たもと 

「これ を 御覧！」 と 抉から わらじの 先 を 示して、 「ね、 

このと おり 生れ 故郷の 江戸で さえ あたし や 旅に いるん 

きょ-つじよ-つち 

だ。 江戸お 構え 兇状持ち。 いつお 役人の 眼に とまつ 

て も、 お 墓まい りに きのう 来ました つて、 ほほ ほほ。 

こいつ を はいて 見せる のさ。 まあ、 あたし は それでい 

いけれ ど お前さんに は かわいい 男が あつたね え」 

ぉ艷 は、 海老の ように あかくな つて 二つに 折れる。 

「男 ごころ とこの ごろのお 天気、 あてに ならない もの 


の両 大関って ね」 

「え！」 と、 ぼんやり あげたお 艷の 顔へ お 藤の 眼 は 鋭 

かった。 

「弥生 さまと かって 娘さん、 あれ は 今 どこに いるかお 

前 知つ てるだろう？」 

「ええ。 なんでも 三番 町のお 旗本 土 屋多門 さま 方に 引 

き 取られて いると かと 聞き ましたが  」 

これ だけ 言わせれば 用 はない ような もの だが、 

「さ。 それが とんだ 間違いだ から 大笑い」 と 真顔 を 

作った お 藤、 「お前さん 泣いて る 時 じ やない よ。 男な 

んて何 をして るか 知れ やしない。 他人 事 だけれ ど、 あ 


ん まりお 前って 者が 踏みつけに されて るから あたし や 

しょうぶん 

性分で 腹が立って …… さ、 しっかり おしよ、 いいかえ、 

弥生さん はお 前の いい 人と 家 を 持って るんだ とさ」 

ええ ッ！ まあ！ と 思わず はじけ 反る ぉ艷 に、 お 

藤 は そばから 手 を 添えて、 

ぞんぶん 

「じぶんで 乗り こんで、 いいたい こと を 存分に 言って 

やる がいいの さ。 今から あたしが 案内して あげよ 

う！」 

一石二鳥。 源十郎 への 復謦 にお 艷を 逃がし、 左 膳へ 

の 意趣返しに は 弥生の いどころ を 知った お 藤、 ひそか 

に 何事 か 胸中に たたんで、 わななく ぉ艷 をい そがせて 


庭に 立った が、 まもなく 化物 屋敷の 裏木戸から、 取り 

乱した 服装の 女性 嫉妬の 化身が 二つ、 あたり を 見 まわ 

しながら 無明の 夜に のまれ 去る と、 あとに は、 立ち 樹 

の 枝に 風が ざわめき 渡って、 はなれに 唄 声が わいた。 

はいばん ろうぜき しゅちにくりん 

杯盤 狼藉 酒池肉林 II という ほど の 馳走で もない が、 

沢庵の 輪切りに くさや を 肴に、 時なら ぬ 夜 ざ かもり 

が はずんで、 ここ 離 庵の 左 膳の 居間に は、 左 膳、 源 十 

郎、 仙 之 助に 与吉。 

赤 鬼 青 鬼 地獄 酒宴の 図。 

「おい ッ！ 源 十、 源 的、 源の 字、 ああい や、 鈴 川 源 


十郎 殿ッ！ 一  献 参ろう」 

< ず 

左 膳、 大刀 乾 雲 丸 を 膝 近く 引きつけ て、 玉 山崩れよ 

うとして 一 眼 ことのほか 赤い。 

「す、 鈴 川 源十郎 殿、 とき やがら あ！ しかし なんだ 

ぞ、 うう い、 貴公 は なかなか もって 手 性が いいや、 こ 

うつけ た 青 眼に 相当 重みが ある。 さそいに 乗らね えと 

ひ つ きょう 

ころがえ らい。 去 水流 ごとき は 畢竟 これ 居 合の 芸当 

だな。 見事 おれに 破られた じゃあね え か。 あつ はつ 

ま」 

さかずき 

底の 知れない 微笑と ともに、 源 十 郎は左 膳に、 盃 

を 返して、 


「貴様の 殺 剣と は 違って おれの は 王道の 剣 だ」 

しょうしょう 

すると 左 膳 は 手の ない 袖 を ゆすって 嘯 笑 した。 

「殺人 剣 即活人 剣。 よく 殺す 者 またよ く 活かす …… は 

はは は。 貴様 はか わい やつ だよ な あ、 おれの 兄貴 だ。 

ま、 無頼の 弟と 思って、 末な がく 頼む よ」 

と 左 膳、 源十郎 ともに けろ りと している。 

ひじ  じぎ 

左 膳が 隻 腕の 肘 を は つ て 型ば かりの 低頭 をす ると、 

土 生 仙 之 助が 手 をう つた。 

「そうだ、 そうだ！ 言わば 兄弟喧嘩 だ。 根に持つ こ 

と はない」 

「へえ。 土 生の 御前の おっしゃる とおりで ございま 


す」 いつのまにか 来て 末座に つらなつ ている 与吉 も、 

両方の 顔い ろ を 見ながら 口を出す。 

「ただ、 このうえ は 皆様が お 手 貸しな すって、 丹 下の 

殿様が 首尾よくお 刀 をお 納めになる ようにと、 へえ、 

手前 も 祈らね え 日 は ございません …… あ つし みて えな 

三下で も 何 かお 役に立つ ことがありましたら、 申しつ 

けく ださい まし」 

「うむ」 刀痕の 深い 顔 を 酒に 輝かせて、 快 然と 笑った 

左 膳、 「まあ、 いいや。 話が 理に 落ちた。 しかし、 あん 

な 若造の 一 匹 や 二 匹 おれの 手 ひとつで 片 のっかね え わ 

け はねえ が、 総髪 ひげむ くじ やらの 乞食が ひとりつ い 


ている。 あいつに は、 この 左 膳 も いささか 手 を 焼いた」 

と 語り 出した の は。 

いつぞやの 夜、 大 岡の 邸 前に 辻斬り を 働いた 節。 

おぼえの ある こじき 浪人の 偉丈夫に 見 とがめられて、 

先方が 背 をめ ぐらした ところ を 乾 雲 を 躍らして 斬りつ 

けたが、 や！ 損じた かッ！ と 気の ついた 時 は、 す 

でに 相手 は 動 発して 身 を かわし、 瞬間、 こっちの 肘に 

指 力 を 感じた かと 思う と、 肩の 闇黒に 一 声。 

馬鹿め ッ 

しんや 

と！ もう 姿 は 真 夜の 霧に 消えて いた —— 。 

「あのと き だけ はおれ も 汗をかい たよ」 


こう 左 膳が 結ぶ と、 

「上に は 上が ある もの だな」 

「へえい！ だが、 丹 下さ まより 強い やつなん て、 ね 

え 殿様、 そいつ あま あ 天狗で げしょう」 

などと 仙 之 助と 与吉、 それぞれに ^従 を 忘れな いが、 

源十郎 は、 ひとり 杯の ふち をな めながら 中庭の 足音 を 

こころ 待ちして いる …… 気 を 入れ かえた ぉ艷 が、 いま 

にも あでやかな 笑顔 を 見せる であろうと。 

赤つ ぼい 光 を 乱して、 四 人の 影が 入り まじる。 さか 

ずき が 飛ぶ。 箸が 伸びる。 徳利の 底 をた たく —— 長夜 

、■ ん 

の 飲。 言葉が 切れる と、 夜の 更ける 音が 耳 をつ き剌す 


よう だ。 

左 膳 は、 剣 を 抱いて 横になる。 

「お 藤 はどうした？」 

「へえ。 さっき 帰りました」 

「すこし 手荒かった かな、 はは はは は」 

と 左 膳が 虹の ような 酒気 を 吐いた とき、 おさよ の 声 

ぐち 

が 土間 口 をの ぞいた。 

「殿様、 ちょっとお 顔 を 拝借 …… 」 

起き あがった 源十郎 は、 

「ぉ艷 が 待って いると 申す ぞ。 ひとりで 眺めずに ここ 

へ つれて 参れ」 


という 左 膳の 揶揄 を 背中に 聞いて おさよ と 並んで 母 

屋の ほうへ 歩き 出した。 

こ  お  しめ 

霜に 凝ろうと する 夜露に、 庭下駄の 緒が 重く 湿る。 

風に 雨の 香が していた。 

「殿様」 

「なんだ」 

「あの、 ぉ艷 のこと でございますが」 

なび 

「うん。 どうじ やな？ 靡きそう か」 

「はい。 いろいろ といい 聞かせました ところが、 一生 

おそば においてく ださるなら  と 申して おります」 

「そうか。 御苦労。 いずれ 後から 貴様に も 礼 を 取らせ 


る」 

「いいえ、 そんな —— けれど、 殿様」 

「なんだ？」 

「あのう、 わたくし はお 艷の …… 」 

いいなが らお さよが 納戸 を あける と、 一眼な か を 見 

た 源 十郎、 むず と 老婆の 手 をつ かんだ。 

「や ッ！ 見ろ ッ！ おらんで はない かお 艷は ッ！ 

あ！ 縁が あいとる！ に、 逃がした な 貴様 ッ！」 

関の 孫 六の 鍛刀乾 雲 丸。 

夜泣きの 刀の いわれ は、 脇差 坤竜 丸と 所 を べつにす 


れば …… かならず 丑満 のころ あいに 迷 雲、 地中の 竜 を 

な  でんき 

慕 つ てす すり 哭 くとの 伝奇で ある。 

さんせんそう もく 

いまや 山川 草木の 霊 さえ 眠る 真 夜な か。 

この、 本 所 鈴 川の 屋敷の 離 室で。 

左 膳 は、 またしても その 泣き声 を 聞いた のだった。 

妖剣乾 雲、 いかなる 涙 を もって 左 膳に 話しかけ たか 


おどろお どろと して 何 ごと か を 陳弁す る 老女の. 1 J と 

き 声が、 酔い痴れた 左 膳の 耳へ 虫の 羽音の ように ひび 

いてく る。 かれは、 隻眼 を 吊り 開けて 膝元の 乾 雲 を 凝 

視 した。 


おのが 手の 脂に 光る 赤銅の 柄に むら 雲の 彫り、 平 

糸 を 巻きし めた 輞 …… 陣 太刀 乾 雲 丸 は、 鍔 を まくらに、 

ろうそく 

やぶれ 畳に しつ とりと 刀 姿 を 横たえて、 はだか 蠟燭の 

赤い かげが 細かく ふるえて いる。 

けんせい 

剣 精のう つたえ。 

それが 左 膳に はっきり 聞こえる の だ。 

「血、 血、 血 …… 人 を 斬ろう、 人 を 斬ろう」 

というよ うに。 

左 膳 は にっこりした。 が、 かれは ふしぎな 気がした。 

何故？ いままで も 左 膳 はよ く 深夜に 刀の 泣き声ら し 


いもの をき いた ことがあ るが、 それ はいつ もき まって 

若い 女の すすりなきだった けれど、 今夜の はたし かに 

て いきゅう 

老婆の 涕泣 だから だ。 

その 愁 声が、 地の 底から うめく ように 断続して 左 

膳の 酔 耳に 伝わる と、 はっとした 彼 は、 あたり をぬ す 

み 見て 乾 雲 丸 を取リ あげた。 

源十郎 はお さよと い つし よに さっき 出て 行った きり 

のみくい 

である。 飲食の あとが、 ところ 狭い までに 散らかった 

なかに 仙 之 助と 与吉 はいつ しか 酔い つぶれて 眠って い 

た。 

深々 と 更け わたる 夜気。 


きちょう 

と、 またもや 鬼 調 を 帯びた 声が …… 乾 雲 丸の 刀身 か 

ら？ 

左 膳 は  一、 ニ寸、 左手に 乾 雲 を 抜いて みた。 同時に、 

突き上げられ たように 起った かと 思う と、 彼 はすで に 

その 大刀 を 落とし 差しに、 足音 を 忍ばせて 庵室の 土間 

に降リ 立った。 

人 は 眠り こけて いる。 見る もの はない。 それな のに 

左 膳 は、 すばやく 懐中 を 探って 黒 布 を 取り出し、 片手 

で 器用に 顔 を 包んだ。 音の しないよ うに 離 室 を 出る と、 

酒に 熱した 体に 闇黒 を 吹く 夜風が 快よ かった。 こうし 

て 一 個の ほそ 長い 影と 化した 左 膳、 乾 雲 丸 を 横たえて 


植え こみ づたいに 屋敷 をぬ けて ゆく。 

どこへ？ 

江戸の 辻々 に 行人 を 斬りに。 

なんの ため？ 

ただ 斬る ため。 

しかし、 そのうち 雲 竜 相応 じ、 刀の 手引きで 詉訪栄 

三郎に 会う であろうと、 左 膳 は 一 心に それ を 念じて い 

たのだった が、 いま は 斬らん がた めに 斬り、 ひたすら 

殺さん がた めに 殺す 左 膳で あ つ た。 

一対に おさまつ ていれば 何事 もない が、 番を 離れ 

きじん 

たが 最後、 絶えず 人 血 を 欲して やまない のが 奇刃乾 雲 


である。 その 剣 心に 魅し 去られて、 左 膳が 刀 を 差す と 

いうよりも 刀が 左 膳 を さし、 左 膳が 人 を 斬り 殺す とい 

うよりも 刀が 人 を 斬り 殺す 辻斬りに、 左 膳 はこうして 

毎夜の 闇黒 を さまよい 歩いて いるの だ つ たが、 ちらと 

乾 雲の 刃 を 見る と、 人 を 斬らずに はいられなくなる 左 

なまぬる 

膳、 このごろ では 彼 は、 夜 生温い 血し ぶき を 浴びる こ 

とに よっての み、 昼間 はかろう じて いささかの 睡眠に 

神 気を休め 得る ありさま だ つ た。 

が、 刀が 哭 くと 聞いた の は、 左 膳 邪心の 迷いで、 い 

ままでの 若い 女性の 声 は 納戸のお 艷、 今夜の 老婆の 泣 

き 声 は、 ぉ艷の 代りに そこに とじこめられ たおさよ の 


声であった。 

左 膳の 出て 行った あと。 

きつもん 

納戸で は、 源十郎 がお さよ を 詰問して いる。 

「どうも 俺 は、 以前から 変 だと は 思って いたが、 これ！ 

さよ！ 貴様が ぉ艷を 逃亡 させた に 相違ない。 いった 

い 貴様 は あの 女の 何な の だ？ う うん？ いずれ 近い 

まつす 

身寄りと はに らんで おる が、 真直ぐ に 申し立てろ ッ」 

籠の 鳥に 飛び去られた 源 十郎、 与力の 鈴 源と 言われ 

る だけ あつ て 泣き伏す おさよ の 前にし やがん でこう た 

たみ かけた。 

r 伯母 か、 知合い か、 なんだ？」 


おさよ は 弁解 も 尽きたら しく、 もう 強情に 黙り こ 

く つ ている と、 源十郎 は、 

「いずれ 身体に きいて いわせて みせる が、 ぉ艷が 俺の 

手に 帰る まで は、 貴様 を ここから 出す こと はならぬ」 

いい 捨てて、 先に 懲りた もの か、 今度 は 板戸に 錠 を 

おろして 立ち去って 行った。 きょうまで 娘の いた 部屋 

に、 その 母 を 幽閉して —— 。 

文つ ぶて 

どこか 雲の うらに 月が あると 見えて、 灰色 を 帯び た 


銀の 光が、 降る ともなく、 夢の ように ただよつ ている 

夜 だ つ た。 

もう 明け方に まも あるまい。 

たま ひめ 

右手の 玉 姫 神社の 方角が 東に あた つ ている のだろう。 

はや 白 じらと した 暁の いろが 森の むこうに わき 動いて 

いた。 

こづ かっぱら おうかん 

人通りの ない 小 塚 原の 往還 を、 男女 ふたりの 影が な 

らんで いそぐ —— 当り 矢のお 艷と 蒱生泰 軒。 

さんや 

山 谷の 堀 はかなり 前に 渡った。 けれど 泰軒は 足 をと 

める ようす もな く、 そして じぶん 達の まえに は 長いな 

がい 道路が 夜 眼に 埃 を 舞わせて 遠く 細く 走って、 末 は 


かすむ ように 消えて いるの だ …… 千 住の 里へ。 

歩き なれない ぉ艷 は、 じゃまになる 裾 まえ をお さえ 

ながら、 とも すれば 遅れが ちの 足 を 早めて、 われと わ 

ためいき 

が 身 をいた わるよう な 溜息と いっしょに、 泰 軒へ 追い 

つ いた。 

「ねえ 先生、 どこまで ゆく ので ございま しょうか。 ず 

いぶん 遠う) J ざいます ねえ。 ザ ^ こ はもう 江戸で は w J ざ 

レま すま レ？」 

泰 軒の 笑い顔が 振り向いた。 

「そうさ。 江戸で はない。 が、 日本の うちだ。 安心し 

てついて 来なさい。 だいたい 発足した 時から、 遠い が 


ええ かと わし は 念 を 押した はず だ。 夜 みちを かけて か 

わい い 男に 会いに いこうと いうのに、 そう 気の 弱い こ 

とで はしょう がない な、 はは はは は」 

「でも —— 」 とお 艷は あえいだ。 

「でも …… なんじ やな？」 

「でもね 先生、 後生です から うちあけて おっしゃって 

ください ましよ。 あの、 栄三郎 様 は、 ほんと に その 千 

住の 竹の 塚と やらに おいでにな るので ございま すか」 

「行って みり や あわかる。 一番の 早道 だ」 

「そして  そして、 おひと りで  ？」 

「さ、 それ もこれ から 寝 こみ を 襲えば すぐ わかろう」 


じらす ように 泰 軒が 言う と、 ぉ艷は 情けな さそう に 

うつむいて かぶって いる 手ぬ の はし を 前歯に 嚙ん だ。 

罪 だ …… と は 思う が、 どうせ 後から 笑いば なしにな 

る ことと、 泰軒は 微笑の 顔 を 見せない ように 先に 立つ。 

あとに 続く ぉ艷の 心中 は、 嫉妬と 不安と はかない 喜 

びに かきむしられて、 もつれ もつれた 麻糸の 玉だった。 

櫛 まきお 藤に 手 を とられて、 本 所 法 恩 寺 橋 まえの 鈴 

川の 屋敷 をの がれ 出てから。 

小一 丁 も 来た かと 思う ころ、 ぉ艷 はお 藤 を 見失って 

しまった。 それ はお 藤と して は、 ぉ艷の 口から 恋が た 

き 弥生の いどころ を 知って、 そのうえ 源十郎 への 意趣 


晴らしに ぉ艷を つれ 出した 以上 は、 もはやお 艷は足 手 

まといに すぎない と、 そこで さっそく 夜の 町に まいて 

しまったの だが、 弥生と 栄三郎 が 家 を 持って いる —— 

と 聞いた だけで、 なに 町の どこに？ とも まだお 藤に 

質さなかった ぉ艷 は、 夜更けの 街 上に ひとりです つか 

り 途方に くれた。 

あの 若殿 さまに かぎって、 まさか！ 

と 一 度 は 強く 打ち消しても みるが、 夏の 沖に 立つ 

わたぐも 

綿雲の 峰の ように 疑念が、 あとからあとからと 胸に ひ 

ろが つ て はて はどうしても 事実と しか 思え なくなった 

めんば  のろ 

ぉ艷、 栄三郎 と 弥生 を 据え置いて 面罵し、 二人 を 呪い 


殺さなくて はならぬ …… と 狂乱に 浪 打つ 激しい こころ 

を 抱いて、 どこ を どう 歩き まわった もの か、 やがて わ 

れに 返って 気がついて みると、 吸われる ように 立ち 

寄って いたが、 あの、 思い出す さえ 嬉し 恥ずかしい 

首尾の 松 …… 。 

おお、 そうだ！ 泰軒 先生に おすがりして！ と、 

やみ 

黒い 河水に のまれた 三つの 小石、 暗に も 白い 手が 袖口 

に ひらめいて。 

ポ トン！ ポ トン ポ トン！ 

とま 

苫を はぐって 一艘の 舟から 現われた 泰軒 は、 ぉ艷の 

その後の とらわれの 次第、 場所、 そして そこに 乾 雲 丸 


を もつ 隻眼 隻手の 客 丹 下 左 膳が ひそんで いる ことな ど 

を 話した のち、 せきこんで 栄三郎 様 は？ とたず ねる 

と、 泰軒は 平然と、 かれは 田舎に いるから 二人 この 足 

で 押し かけよう —— こう 言って いきなり 歩き 出した の 

だった。 

貧乏 徳利 を さげた 乞食と 服装 ふり かまわぬ 若い 女… 

…それ は 奇妙な 道行きで あ つ た。 

で。 

さっきから 無言に 落ちて、 あらぬ 空想に 身 を まかせ 

ていたお 艷が、 怒りと 悲しみに 思わず 眼 を 上げて 薄明 

の あたり を 見 まわす と、 


「あれ！ あれが 仕置き 場 だ」 という 泰 軒の 声。 

「まあ！ こわい …… 」 

「はは はは、 だから、 急ぐ としょう」 

が、 泰軒は ぴたッ と 立ち どまって、 うしろのお 艷を 

かばうよう にか まえた。 

たんぼ  なみき 

田圃に はさまれた 杉並木。 

ほのかに 白い 道の むこうに、 杉の 幹に はりついて 黒 

い 影が ある。 

と、 ぉ艷の 忘れられない 若々 しい 詩吟の 声が、 ゆく 

手 の 半 暗 を さいて 流れ て 来た。 

にち ぼ  けんけつ  み 

「日 暮、 帰りて 剣 血 を 看る」 


坤竜 丸、 夜泣きの 脇差の 秘告 であろう か。 

平 巻きの 鞘が 先 へさき へ と 腰 を 押す ような 気がして、 

ただ じ つと して いられな か つ た 栄三郎 が、 明けから 江 

戸の 町 を あるく つもりで 千 住 街道 を 影と ふたりづれで 

小 塚 原の 刑場へまで 来る と —— 。 

眼の すみ を 横切って、 ちらと 動いた ものが ある。 そ 

れが、 右に 立ち並ぶ 木の 根 を 離れた かと 思う と、 タツ 

タツ！ と 二足ば かり、 うしろに 迫る 人の 気配 を 感じ 

て、 栄三郎 は 振り返った。 

その 時。 

長 星。 闇黒に 飛来して、 刃のに おいが 鼻 を かすめる。 


き つ さき 

来たな ッ！ と 知った 栄 三郎、 とびさ がれば 斬 尖に か 

かる —— ままよ！ とかえ つて 踏み こんでいつ たのが、 

きっぱりと 敵の 体に 当たって、 栄三郎 は 何者と も 知れ 

ない 覆面の 剣 手 をつ かんで いた。 

それが、 左腕の 片手！ 

刀 は 乾 雲 丸 …… きょうが 日まで 捜し あぐんで いた 丹 

下 左 膳 だ。 

「これ！ 乾 雲 だな ッ」 

「や！ 貴様 は坤 竜！ うめえ ところで 会った な」 

けんかい ふき 

つるぎに かけて は狷介 不羈な 左 膳、 覆面の 底で、 し 

ん から 嬉しそうに にたりと する。 


辻斬りの 相手 を 求めて、 乾 雲 丸の 指し示す がま まに 

道 を このほうへ とってき たのだった が、 初 太刀 を はず 

された 当の 獲物が 坤竜 丸と わか つて みれば！ 

もう 何も 言う こと はない。 

どき 

七つ 刻。 はるかの 田の 面に 低い 三日月の 薄光 を 乱し 

て、 二つの 影が パッ！ と 一本み ちの 左右へ。 

呼吸 を 測って 押しあった 二人、 離れた 時 は 真剣の は 

ずみ で とっさに 四、 五 間のへ だたり があった。 

ここで 栄三郎 は、 かぶって いた 編み笠 を 路傍へ 捨て 

て、 しずかに 愛刀武 蔵太郎 安国の 鞘 を はらう。 

濡れ手 拭 をし ぼる ように、 やんわりと 持った 柄の 手 


こよ い 

ざ わりに も、 今宵 こそ！ と 思う 強い 闘志 を そそられ 

力た 

て、 栄三郎 の 平 青 眼 はおの ずと 固かった。 

と、 うしろに。 

「やわらかに」 

という 声が する。 ふしぎ！ 誰？ と振リ むこうに 

も、 前方に は 左 膳の 隻腕 一文字に 伸びて ッッ …… と 

ぼうし 

迫って くるの だ。 乾 雲の 鋩 子 先 を 一点の 白光と 見せて。 

「汝を どんなに 探した ことか  ふ ふ ふ、 運の 尽き 

だ！ いく ぜ、 おい ッ」 

蒼白の 麗 顔に 汗 を にじませて、 栄三郎 は 無 言。 

小 ゆるぎ もせずに 大刀 を 片手に つけた 左 膳、 右に 開 


いた 身体に あかつきの 微風 を 受けて、 うしろの 右足が 

ッ ゥッ！ と 前の 左足の かかとに かかった と 見る や、 

棒立ちの 構えから 瞬間 背 を 低めて、 またもや ひだり 足 

の 爪 さきに 地 を きざませて 這い 寄る。 それから 再び ソ 

口 ソロと 右足が …… こうして 道路 を 斜めに 栄三郎 を つ 

めながら、 覆面の かげ か ら 隻眼が 笑う …… どうで え、 

青二才！ あんまり いい 気 もち はしめ えが！ という 

ように。 

押される ともなく、 追われる でもな く、 いつしか 片 

側の 松の 幹まで さが つ た栄 三郎、 思わず は つ として 気 

をし めた。 


「若殿 様！ 栄三郎 さま ッ！ ぉ艷が 参って おり ま 

す！ どうぞし つかり あそばして」 

近いと ころから この 声が。 

もとより 心の 迷い、 いたずら なから 耳 —— と 思った 

栄三郎 だった が、 これが かれ を 渾身から ふるいた たせ 

て、 つぎの 剎那、 うなり を 生じた 武 蔵太郎 安国、 左 膳 

ほんく 

の 前額 を 望んで 奔 駆して いた。 

が、 余人で はない。 左 膳 だ。 

払う どころ か、 躍動す る 刀 影 を 眼前に、 さ ッと乾 雲 

の 手 もとが おのが 胴へ 引いた と 見る や、 上 身 を そらせ 

て 栄三郎 の 鋭鋒 を 避けながら、 右下から はすに、 乾 雲、 


つば  くし ざ 

鰐まで 栄三郎 を 串刺しに。 

と 見えた が …… 。 

虚を 斬り さげた 武蔵 太郎の 柄に おさえられて、 乾 雲 

のさき に いささかの 血が 走った の は、 余勢、 栄三郎 の 

手の甲 を かすった の だ。 

「うぬ ッ ！」 

と 歯 を嚙む 音が 左 膳の 口 を 洩れる。 そこ を！ 体 押 

しにかかった 栄 三郎、 満身の 力 を こめて 突き離そうと 

ばんじゃく 

したが、 磐石 の 左 膳、 大地に 根が 生えた ように 動かな 

ヽ o 

レ 

両方から ひし ッ！ と 合して、 人の 字形に 静止 —— 


つばぜりあい だ。 

近ぢ かと 寄った 乾雲坤 竜。 

吐く 息が もつれて 敵意 の 炎と 燃え あがる の を、 並木 

のかげ から 二つの 顔が のぞいていた。 

雨 を はらんだ 夜空 は 低 か つ た。 

しま >TJ さ 

窓 の 下の 縞 笹にバ ラバ ラと 夜露の こぼれる のが、 気 

のせい か 雨の 音の ように 聞こえる。 

屋敷町の 宵の口 はかえ つて、 深更より ものしずかで、 

きんばん もの 

いずれよ からぬ 場所へ 通う 勤番 者の やからであろう、 

酔った 田舎 言葉が 声高 にお もて 通り を 過ぎて 行った あ 


と は、 また 寂然と した 夜気が あたり を 占めて、 水 を 含 

んだ 風が サッと 吹き こんで は 弥生の 枕 もと を つめたく 

なでる。 

かいまき  せき 

弥生 は、 搔卷の 襟を嚙 むように して はげしく 咳 入つ 

た。 

麴町 三番 町 —— 土屋多 門の 屋敷の 一 間。 

肺の 病に 臥す 弥生の 部屋で ある。 

いと  みとり 

このごろ 人 を 厭うて 看病の 者 さえ あまり 近づけない 

弥生 …… 若い 乙女の 病室と も 思われな く 寒々 しくと り 

乱れて、 さつき女 中が 運んで 来た 夕餉の 膳に さえ まだ 

箸が つけて ない。 


床の 中で 眼 をつ ぶった 弥生が、 またしても 思う の は 

—— あの 誠訪 栄三郎 さまの こと。 

ねんごろ 

栄三郎 様 は、 浅 草 三 社 まえと かの 女と 懇 にな さつ 

ている。 と、 それとなく 言って 叔父 多 門の 口から、 

手繰り だすよう にす ベて を 知った 弥生だった が、 それ 

です こし は 諦める かと 思った 多 門の 心 を 裏切って、 弥 

生の 愛欲 思 炎 は 高まる 一 方 —— かてて 加えて 病勢と み 

ね つ 

に 進んで、 朝夕の 体熱に 浮かされる ように 口走る のが、 

やはり 栄三郎 の 名 —— それ は、 恋と 病に 娘 ざ かりの 身 

を 削がれて ゆく、 あさまし いまでに 痩せ細った 弥生の 

すがたであった。 


日々 これ を 眼に する 多 門の 苦しみ も 大き か つ たが、 

そのな かに も 一 つの 悦びと いってい いのは、 さし も 

一 時 は 危ない とまでに 思われた 胸の やまいが、 この ご 

ろで はどう やら 持ちな おして、 心の 持ちようと 養生 一 

つで は、 肺の 悩み も 決して 不治で はない。 不治 どころ 

かなお し 方 さえ 知って みれば、 とんとん 拍子に 快くな 

るば かり …… という 強い 信念 を、 当の 弥生 を はじめ 多 

門 も 持ち 得る ようにな つたこと だ。 

ところが、 こうして 病気が 快方に 向かう につれ て、 

栄三郎 に対する 弥生の 思い は 募りに つのって、 それ も 

当初の 生 一 本の 娘 ごころ の 恋情と は 違って、 あいだに 


ぉ艷 というものがある だけに、 いっそう 悪 強い、 人の 

世の 裏 をい く 執拗な 妬婦の 胸中に 変わろうと していた。 

せ  あ  むきだし 

恋の 競り合い —— あまりに も 露骨な、 われと わが こ 

ころの 愛憎に 驚きながら も、 弥生 は 日夜 そのお 艷 とや 

らを 魔神に かけて 呪わずに はいられなかった の だ …… 。 

よくな りつつ あると はいえ、 まだ 床 は 出られない。 

こよい  ゆうぜん 

今宵 も 弥生が、 おのが 友 禅 を 着せた 行燈の 灯影に、 

寝つ かれぬ ままに 枕に 頰を すって、 思う ともなく 眼に 

ひるがえ 

うかぶ 栄三郎 の 姿 を 追い、 同時に、 翻 つて まだ 見ぬ 

<  ごと 

ぉ艷 とやら へ 恨みの 繰り言 を ひとり 口の 中に つぶやい 

ている と …… 0 


音 もな く 流れ こむ しめつ ぼい 夜風。 

とたんに、 また ひとしきり 咳いた 弥生 は、 

「おや！ 窓 をし め 忘れて …… 」 

ひとりご 

と 独語ち なが ら、 わざ わざ 人 を 呼ぶ ほどの こと もな 

いと、 静かに 夜着 を はねて 起き あがった が。 

そのと き だ つ た。 

今にも 降り出し そうな 戸外の 闇黒から、 何やら 白い 

つ ぶ て  さん 

礫 のよう な 物が、 窓の 桟の あいだ を 飛んで きて 畳 を 

打った。 

ふ しぎ そ う に 首 を 傾けた 弥生 、 こわごわ 拾い あげて 

ひ. JJS  •>  ^ 

みると、 紙片で 小石 を 包んで 捻って ある —— 文つ ぶて。 


なんだろう？ と 思うよ り 早く、 弥生が いそいで 開 

くと、 小石が 一 つ 足 もとに ころげ 落ちて、 手に 残った 

の は 巻紙の きれはし。 

誰の 字と も 弥生 はもと より 知る 由 もない が、 

かなくぎりゅう  のじ  しぐれ 

金釘流 の 文字が 野路の 時雨の ように 斜めに 倒れて 

走って いる。 

失礼ながら 一 筆 申し あげ そろ。 

しょたい 

ぉ艷 栄三郎 どのが たのしく 世帯 を 持って 夫婦 ぐら 

しの さま を 見る につけ、 おん 前 さまが いじらしく 

てなら ず、 いらぬ ことと は 存じつつ お知らせ 申し 


そろ。 その 場へ おいでのお 心 あらば、 わたしが こ 

れ よりお つれ 申す ベ く 早々 におした くな された く 

そ ろ  >  /ぞんじより。 

はっとよ ろめいた 弥生、 窓に つかまつ てさしの ぞく 

と、 御存じよ りと は あるが、 見た こと もない 女が ひと 

り、 いつの まに どうして はいりこん だもの か、 小雨に 

かさ 

煙る 庭の 立ち木の 下に 立って、 白い 顔に 傘 を すぼめて 

おいでお いで をして いる。 

憑かれた ように 立ちなおった 弥生が、 見る まに 血相 

を かえて 手早く 帯 を 締め出した とき、 やにわに 本降り 


あまあし のき 

に 変わって、 銀に 光る 太い 雨脚が 檐を たたいた。 

しょたいどうぐ  はし 

世帯 道具 —— といった ところで 茶碗 皿 小鉢に 箸が 二 

組と、 それに ささやかな 炊事の 品々 だが、 その 茶碗と 

箸 も 正直な ところで きる ことなら 同じ 一 つです ませた 

いぐらい。 

こうでんぎ よくろう 

何 はなく とも、 栄三郎 とお 艷に とって は、 高殿 玉楼 

に まさる 裏店の 住いだった。 

家 じゅうが らんと して …… と いうと 相応に 広そう だ 

かわら まち 

が、 あさく さ 御門に 近い 瓦 町 の 露地の 奥、 その また 奥 

の 奥と いう ややこしい 九 尺 二 間の 棟 割で ある。 せまい 


などと いうの を 通り こして、 まっすぐに 寝れば 足が 戸 

口に 食み出る ほど だ つ たが —— o 

その、 せまく 汚ない のがお かしい といって お 艷が笑 

ほほえ  ざる  みそ 

えば 栄三郎 も 微笑む。 笊、 味噌 こしの 新しい のさえ、 

マ J マ J ろ 嬉しく も 恥ず か しい 若い ふたりの 恋の 巣で あつ 

た。 

お 艷と栄 三郎、 思いが 叶って ここに 家 を かまえた ま 

ではい いが、 自分が 逃げた ために もしゃお 母さんに 疑 

いが かかって、 本 所の 屋敷で あの 源 十郎の 殿様に いじ 

めら れて いはせ ぬかと 思う と、 こうして いても ぉ艷は 

気が 気でなかった とともに、 それにつ けて、 思い出し 


て も ふしぎな の は、 じぶん を 逃がして くれたお 藤さん 

、^- るまい 

という 女の 振舞と その 言葉で ある。 

栄三郎 様と 弥生 さまと が …… と 聞いて むちゅうで 龃 

け 出した ぉ艷 が、 泰軒 とつれ だって 千 住 を さして 急い 

だ 途中。 

あの 小 塚 原の あけ 方、 左 膳と 栄三郎 が 刃 を 合わせた。 

四分六と い つか 泰 軒が 評した ことばの とおりに 

剣胆 二つながらに 備えて はいても、 何しろ 左 膳 ほど 刀 

下 をく ぐって いない 栄 三郎、 とも すれば 受け太刀に 

なって、 しかも 手の甲 を さいた 傷口から 鮮血 はと どま 

るべ くもなく、 下半身 を 伝わって、 いたずらに 往来の 


土に しみる。 それでも、 物陰から かける ェ イツ！ 

ャッ！ という 泰 軒の 気合いに われ 知らず 励まされて、 

あれから 五、 六合 はげしく 渡りあって いたが、 そのう 

ちに！ 誰 ともなく 加勢の 声 ありと 聞きと つた 左 膳 は、 

ながい  あしゅら  けんまく 

長居 はめ ん どうと 思った もの か、 阿修羅 の ごと き 剣幕 

で 近く 後日の 再会 を 約す とその まま 傾く 月 かげに 追わ 

れて 江戸の 方へ と 走り去った のだった。 

くれない 

ぉ艷栄 三郎、 明け はなれて ゆく うす 紅 の 空の 下で 

ひさしぶりに 手 を とりあ つ た。 

ぉ艷 が、 手拭 を 食い さいて 傷の 手当 をしながら きく 

と、 なるほど 泰 軒の いうと おり、 栄三郎 は 今まで 千 住 


ちきょう だ い 

竹の 塚の 乳兄弟 孫 七 方に ころがり こんでい たものと 知 

ぎねん 

れて、 お 藤に ふきこまれ たお 艷の 疑念 は あとかた もな 

く はれわた つたが、 なんの ために あんな 噓 をつ いたの 

まど 

かと それ を 思い惑う よりも、 ぉ艷 はた だ、 すぐと 栄三 

郎と家 を 持つ 楽しい 相談に 頰を 赤らめる ばかりだった。 

「もう わしが おって は 邪魔であろう。 これ 以上 ここら 

にう ろうろ すれば 憎まれる だけ だ。 犬に 食われん うち 

に 退散 退散」 

こう 粋 をき かして 泰 軒が 立ち去つ たのち、 二人 は、 

あれで どれほど 長く 玉 姫 神社の 階段に 腰 を かけて 語り 

合って いた もの か —— 気がついた 時 は、 陽 はすで に斜 


めに 昇って、 朝露に 色 を 増した 青い 物の 荷車が、 清々 

せんじ ゆ 

しい 香と ともに 江戸の 巿場 へと 後から あとから 千 住 街 

道に つづいて いた。 

それから まもなく。 

泰 軒の いる 首尾の 松へ も 近いと いうと ころから、 三 

人で 探して 借りた この 家であった。 

たらぬ がちの 生活に も、 朝な朝なの はたきの 音、 お 

に よ う ぼ う 

艷の 女房ぶ り はう いうい しく、 泰軒は 毎日の ように 

訪ねて 来て は、 その 帰った あとに は 必ず 小粒が すこし 

上がりぐ ちに 落ちて いる。 大岡 様から 与えられた 金子 

を それとなく 用立てて いるものであろう。 栄三郎 は 押 


しいた だいて 使って いたが、 そのく せいつ も 顔が 会つ 

て も、 かれ も 泰軒も それに ついては 何 一 ついわない。 

とのがた まじわ リ 

殿方の 交際 はどうして ああ さ つ ぱ りと 行きと ど いてい 

るの だろうと、 ぉ艷は 涙の こぼれる ほどうれ しかった。 

ぉ艷の はなしに よって。 

丹 下 左 膳が、 母お さよの 奉公先なる 本 所 法 恩 寺 まえ 

の 旗本 鈴 川 源十郎 方の 離 庵に ひそんで いる ことが わ 

かった。 

で …… 。 

泰 軒と 栄 三郎、 この 二、 三日 こっそりと 談合 をす す 

めて いたが、 ぉ艷に 知らせれば むだな 心配 を かける ば 


かりだと、 先刻 雨の 中 を ぶら りと 銭湯に 出て いった 栄 

三郎 は、 じつはい まごろ は泰 軒と しめし 合わせて 本 所 

の 鈴 川の 屋敷へ 斬り こんでいる 時分な の だ！ 

そうと は 知らないお 艷、 ぬれ 手拭 を さげた 栄三郎 を 

こころ 待ちに、 貧しい なかに も 黙って 出して 喜ばせよ 

ちょうし かん 

うと、 しきりに 口の かけた 铫 子の 燜 ぐあい を 気にして 

いると  。 

とつじょ  いろどり 

突如、 はでな 色彩が 格子 さきに ひらめい たかと 思う 

と、 山の手のお 姫様 ふうの 若い ひとが、 吹き こむ 雨と 

ど ま 

ともに 髪 を 振り乱して 三尺の 土間に 立った。 


どうん！ と 一 つ、 戸外から 雨戸 を 蹴る のが 手 はじ 

め。 

栄三 郎と泰 軒が、 同時に 左右に 別れて その 戸の 両側 

に 身 を かく， t9 

とも 知らない 庵 内 の 男、 夢中 で ごそごそ 起き 出たら 

しく、 やがて めんどうくさ そうに 戸 を あけて、 

「ちえ ッ！ 誰 だ、 今 戸に ぶっかつ たの は？ 用が あ 

るなら 声をかけろ」 

と、 みなまで いわせず、 剎那、 鞘 を あとに 躍った 武 

た まぎ  だんまつま 

蔵太郎 が、 銀 光一 過、 うわ ぁッ！ と 魂 切る 断末魔の 

悲鳴 を 名残りに、 胴 下から はすかいに 撥ね あげられた 


くだんの 男、 がっくりと 低頭の ようなしぐ さとと もに、 

もう 戸の 隙から 転び 落ちて、 雨に 濡れる 庭 土を搔 いて 

のた うち まわる。 

生きて いる 血が カツ！ と 火の 子の ように 熱く 栄三 

郎の 足に 飛び散る。 

だが！ たやすく 刃に かかった ところ を 見ても、 斬 

られ たの は 左 膳ではなかった。 現に 男 は 二 本の 腕で、 

飛び石 を嚙み 抱いて いる。 

とすると、 

ちんせん 

庵の なかには、 めざす 丹 下 左 膳が まだ 沈潜して いる 

に 相違ない が 力 タリと も 物音 一 つ しないの は、 寝て か 


さ  い き 

覚めて か …… 泰 軒と 栄三郎 期せず して 呼吸 をのんだ。 

ひさめ 

夜の 氷雨が シ トシ トと 闇黒 を 溶かして 注いで いる。 

樹々 の 葉が 白く 光って、 降り 溜まった 水の 重みに 耐え 

かねて、 つと 傾く と、 ポッリ と 下の 草 を 打つ 滴 の 音が 

聞こえる よう だ。 松の 針の さきに 一 つ 一 つ 水玉が つい 

ている のが、 戸の 洩れ 灯 をう けて 夜 眼に も いちじるし 

ヽ o 

レ 

しみじみと 骨 を 刺す 三更の 悲雨。 

本 所 化物 屋敷の 草庵に 斬り こみ を かけた 二人 は、 一 

枚 あいた 板戸の 左右に ひそんで、 じっと 耳 をす まして 

家内 をう かがった。 


ぉ艷の 口から、 ここに 乾 雲 丸の 丹 下 左 膳が 潜伏して 

いる こと を 知リ、 ぉ艷に はない しょで、 今夜 不意討ち 

に 乗り こんだ 詉訪栄 三郎と 蒲生泰 軒で ある、 来る 途中 

ぼうぐ 、~ 

で、 獲物 代りに 道ば たの 棒杭 を 抜いた 泰軒、 栄三郎 に 

ささやいて 手 はず を 決めた。 

せんねん 

「あんた は 専念 丹 下に かかる がよ い。 ぉ艷 さんの 話に 

ならずもの 

よると、 たえず 四、 五 人から 十 人の 無頼 物が 屋敷に 寝 

泊リ してお るそう だが、 じゃまが 入れば 何人で も わし 

が 引き受け るから」 

という たのもしい 泰 軒の 言葉に、 こんど こそ はいか 

にもして 夜泣きの 片割れ 乾 雲 丸 を 手に入れ ねばならぬ 


と、 栄三郎 は 強い 決意 を 眉宇に 示して、 ひそかに 武蔵 

ぶ  やとう 

太 郎を撫 し つ つ 夜盗の) J とく 鈴 川の 邸内 へ 忍び こんだ 

のだった。 

深夜。 暗 さは 暗し、 折りからの 雨。 寝 こみ をお そう 

に はもって こいの 晚 である。 小声に いましめあって 

離 室に 迫った 泰 軒と 栄三郎 は、 戸 を あけた ひと リは栄 

三郎 が、 抜き 討ちに 斬って 捨てた ものの それ は 名 もな 

ばくち  ごけ あく 

い 小 博奕う ちの 御 家 悪で でも あるら しく、 なかには、 

当の 左 膳 を はじめ 何人 あぶれ 者が 雑魚寝 をして いるか 

わからな いから、 両人と いえ どもう かつに は 踏み こめ 

ない。 


今の 物音 は 源十郎 達の いる 母屋に は 聞こえなかった 

らしい が、 はなれの 連中が 気 をつ め、 いき を 凝らして 

いる こと はたし か だ。 が、 そとに 寄り そってい る栄三 

郎泰 軒の 耳に は、 雨の 滴 底に 夜の 歩調が 通う ばかりで 

…… 、 いつまで 待っても うんと も すん とも 反応がない 

と、 思 つ ている と、 

雨戸の なかに、 コソ！ と 人の 動く けはいが して、 

同時に ふ つ と 枕 あんどん を 吹き消した。 

きリ  きお 

踏み こまねば 際限がない！ と 気負いた つた 栄三郎 

が、 泰軒 にあと を 頼んで 戸の あいだに 身 を 入れた 間 一 

髪！ 内側に 待って いた 氷 剣、 宙を 切って 栄三郎 の 肩 


しゅんかん  おおつ ば 

口へ！ と 見えた 瞬間、 武蔵太 郎の大 鍔 南蛮 鉄、 

ガッ！ と 下から 嚙み 返して、 強打した 金物のに おい 

ま つ 

が 一 抹の 闘気 を 呼んで 鼻 を かすめる。 とたんに！ 伸 

びき つ た 栄三郎 の 片手な ぐり、 神変 夢想 流で いう 如 為 心 

けんぼう 

の 剣 鋩に 見事 血 花が 咲いて、 またもや ひと リ、 高 股 を 

さギ. I と  ど  た 

おさえて 鷺 跳びの まま 樘ッ！ と 得 耐えず 縁に 崩れる。 

かぶ さって くる その 傷 負い を 蹴 ほどいて、 一歩 敷居 

に 足 を かけ、 栄 三郎、 血の したたる 剛刀を やみに 青 眼 

…… 無言の 気合い を 腹 底から ふるいおこして。 

せ いじゃく ふどう 

静寂 不動。 

たちまち、 暗がりに 慣れた 栄三郎 の 眼に、 部屋の 中 


央に 端坐して 一 刀 を ひきつけ ている 人影が おぼろに 浮 

かんで きた。 

r 坤竜 か。 この 雨に、 よく 来たな あ！ 先夜 は 失礼し 

た —— 」 

低迷す る 左 膳の 声 —— とともに この 時 母家の ほうに 

当たって 戸の あく 音が して、 鈴 川 源十郎 のがな リ たて 

るの が 聞こえた。 

「なんだ ッ！ 丹 下ッ！ 何事が おきた のか ッ！」 

真 十五 枚 甲 伏 の 法 を 作り出して 新刀の 鍛練に 一 家 

かぼく 

をな した 大村加 卜。 


まるぎ た 

かぶと 伏せ は 俗に 丸 鍛えと もい い、 出来上がり 青 味 

を 帯びて 烈しい 業物で あると いう。 もと 鎌 倉 藤 源 次 助 

真が 自得した きりで 伝わらなかった の を、 加 卜 これ を 

完成し、 世の 太刀 は 死に 物な リ甲 伏は活 太刀な りと 説 

破して 一 代に 打つ ところ 僅かに 百 振り を 出なかった。 

武 蔵太郎 安国 は、 この 大村加 卜の 門人で ある。 

いまこの、 武 蔵太郎 つくる ところの 一 刀 をピッ タリ 

青 眼に つけた 詉訪栄 三郎、 闇黒に 沈む 庵 内に 眼 を こら 

して、 長駆して くる はずの 乾 雲 丸に そなえて いると。 

別棟の 母家の ほうが ざわめき 渡って、 鈴 川 源 十郎、 

土 生 仙 之 助、 つづみの 与吉、 その他 十四、 五 人の 声々 


が 叫び かわして いるよう す。 

今にも 庭へ 流れ出て くれば、 闇 中の 乱 刃に 泰軒 ひと 

りで は 心 もとない …… とふと 栄三郎 の 心が 戸外へ むく 

と、 うしろの 戸口に！ 

「栄 三郎 殿ッ！ ここ は 拙者が 引き受けた ぞ。 こころ 

おきなく 丹 下 をし とめられい！」 

との 凜 たる 泰 軒の 声に、 栄三郎 は 決然と して 後顧の 

うれい を 絶った が、 しとめられい！ と 聞いて、 につ 

とくらが りに 歯 を 見せて 笑った の は、 まだ 膝 を そろえ 

てす わって いる 丹 下 左 膳 だ つ た。 

「ここへ 斬り こんで くると は、 てめ え もい よいよ 死期 


が 近え な」 

と 剣妖左 膳、 ガ チリと 鍔が 鳴った の は、 乾 雲の 柄 を 

握った 片手に 力が こもった のであろう。 同時に、 

「では、 そろそろ 参る としょう かッ」 

と、 おめき ざま、 紫電 低く 走って 栄三郎 の 膝へ きた。 

跳びの いた 栄三郎 、横に 流れた 乾 雲が バリ バリ ッ！ 

さん 

と 音 をた てて、 障子の桟 を 斬り 破った と 見る や、 長 光 

を宙 になび かせて 左 膳の 頭上に 突進した。 

が、 さいたの は 敷 蒲団と 畳 の 一 部。 

その 瞬間に、 いながら にして 跳ね返った 左 膳 は、 

たばこぼん  もうもう 

煙草盆 を 蹴倒しながら 後ろの 壁に すり 立 つ て濛々 たる 


灰神楽の なかに 左腕の 乾 雲 を 振り かぶ つ た 左 膳の 姿が 

生き 不動の ように 見えた。 

「野郎 ッ！ さあ、 その 細 首 をす つ 飛ばして くれる 

ぞ ッ！」 

大喝した 左 膳の 言葉 は 剣裡に 消えた。 息 を もつ がせ 

ず 肉迫した 栄三郎 が、 足の 踏みき り も あざやかに 跳 舞 

して 上下 左右に ヒタヒ タツ！ とつけ 入って くるから 

ちょうだ つ 

だ。 剣に 死んで こそ 剣に 生きる。 もう 生死 を 超脱し 

ている 栄三郎 にと つて は、 左 膳 も、 左 膳の 剣 も、 ふだ 

ナ ヽこ. いこ ヽリ  ま ■ つま 、リ 

ん 道場に 竹刀 を とりあう 稽古台の 朋輩と 変わりな か つ 

た。 身 を 捨てて 浮かぶ瀬 を 求めようと、 防禦の 構え は 


あけっぱなしに、 まるで 薪で も 割ろうと する 人の よう 

にス タス タと 寄って 来て は サッ！ と 打ち こむ。 法 を 

無視して おのずから 法に かなった 凄い 太刀 風であった。 

ろう けん  たんしん 

これが、 平素から 弄 剣に 堕す 気味の ある 左 膳の 胆心 

を、 いささか 寒から しめたと みえて、 さすがの 左 膳、 

いま はすこし く 受身の 形で、 ひたすら 庭へ とびおりて 

源 十郎と 勢いの 合する 機 を 狙う ものの ごとく、 しきり 

に 雨の 吹き こむ 戸ぐ ち をう かがって いるが、 早く もこ 

れを 察知した 栄三郎 が、 はげしく 刃 を あわせながら も、 

体 を も つ て 戸外の 道 をふさぐ こと だけ は 忘れずに いる 

から、 左 膳 思わず 焦 立ち 逆上った。 


ま ね 

「コ、 コ イツ！ うるせ え 真似 をし や あがる！」 とに 

もろて 

わかに 攻勢に 出て その 時 諸手が けに 突いて きた 栄三郎 

こうせん 

を ツイと はずす が 早い か、 乾 雲 丸の 皎閃、 刹那に 虹 を 

えが い て 栄三郎 のうえ へ くだ つ た。 

はじきと めた 武蔵 太郎 が、 鉄と 鉄の きしみ を 伝えて、 

柄の 栄三郎 の 手が かすかに しびれる。 とたんに 一 歩 さ 

がった 彼 は、 不覚に も 敷居ぎ わの 死体に つまずいて 

あおむ 

仰向けに 到れた。 

と 見た 左 膳、 腸 をつ く 鋭い 気合いと ともに すかさず 

追いす がって 二の 太刀 を …… 。 

闇黒な がらに 相手が 見える ふたり。 


火花 を 散らす 剣 気が 心眼に 映 じて 昼の よう だ。 

斬り さげる 左 膳。 

はねあげる 栄 三郎。 

あいだに！ ゥヮ アツと！ 喚 発した 悲叫 は、 左 膳 

か、 それとも 栄三郎 か？ 

本 所 鈴 川の 化物 屋敷が 刀 影 下に 没して、 冷雨の なか 

を 白刃 相搏っ 血戦の 場と 化し さった ころ。 

ここ 瓦 町の 露地の 奥、 詉訪栄 三郎の 留守宅に も、 そ 

れに おとらない、 凄じい ひとつの 争闘が 開始され てい 

た。 


男子の たたかい は 剣と 腕。 

だが、 女子の あらそいに 用いられる 武器 は、 ゆがん 

だ 微笑と 光る 涙と、 針 を 包んだ ことば …… そうして、 

火の 河の ように その 底 を 流れる 一 一 つ の 激しい 感情と で 

あった。 

たがいの 呪い、 憎み あう 二 匹の 白 蛇。 

それが 今、 茶の間 …… といっても その 一 室き りない 

わびずまい  すりばち 

栄三 郎の侘 住居に、 欠け 摺 鉢に 灰 を 入れた 火鉢 をへ だ 

てて 向かいあって いるの だ。 

つや やよい 

ぉ艷と 弥生。 

だまった まま 眼 を 見合って、 さきに その 眼 を 伏せた 


ほうが 負けに 決ま つ て いるかの ように 双方 ゆずろうと 

しせん がっせん 

もしない —— 視線 合戦。 

が、 さすがに ぉ艷 は、 水茶屋 を あっかつ てきた だけ 

に 弥生より は 世慣れて いた。 ぉ艷 は、 さっきから 何度 

もして いるよう に、 丁寧に 頭 を さげる と、 ほどよく 微 

とげ 

笑 を ほころ ばせ ながら、 それでも 充分の 棘 を 含んで 同 

じ 言葉 をく り 返した。 「あの、 それで は、 あなた さまが 

弥生 様で いらっしゃいます か。 おはつ にお 目に かかり 

ます。 お 噂 はし じゅう 良人から 伺って おります が… 

…わたくし は 栄三郎 の 妻のお 艷と 申す ふ つつか 者で ご 

ざ、，' ます。 どうぞよ ろしく  ほほ ほほ、 主人 は 


ちょっと ただいまお 風呂へ 参りまして、 でも、 もうお 

湯 をお とした 時分で ございま すから、 ぉッ つけ 帰る だ 

ろうと は 存じます が、 どこかへ まわり ましたの かも 知 

れ ませんで ございま すよ。 まあ、 ごゆつ くり 遊ばして」 

と、 栄三郎 の 妻と いう 句に 力を入れて、 これ だけい 

うのが お 艷には 一 生 懸命だった。 茶屋 女 上がりと 馬鹿 

にされ まい。 まともな 挨拶 もで きないと あって は、 じ 

ぶんよりも 栄三郎 様のお 顔に かかわる。 こう 引き締 

まった ぉ艷 のこ ころに、 まあなん といっても、 いま 栄 

三郎の 心身 を ひとりじめに している の はこの わたし だ 

という 勝ち ほこった 気が 手伝って、 ぉ艷 にこれ だけ ス 


こうじょ-つ 

ラスラと 初対面の 口上 を 言わせた のだった が、 その 

あとで、 

「良人が いろいろと 御 厄介に なりました そうで …… 」 

と 口にし かけた ぉ艷 は、 突如、 いい 知れぬ 嫉妬の 雲 

が むらむらと こ みあげ てきて、 急に 眼の まえが 暗くな 

るの を 覚えた。 

しかし、 弥生 は 無言だった。 

この 家に はいって 以来、 彼女 はお 艷の 顔に 眼 を 離さ 

じ ぎ 

ずに、 低頭 はおろ か 口 ひとつきかないで すわって いる 

の だ。 

もの をい うの も けがらわしい！ 


と 強く 自ら を叱咜 している 弥生 は、 それでも、 これ 

が あの 栄三郎 のおすまい かと 思う と、 今にも 眼が しら 

とぼ 

が 熱くな つ てきそう で、 そこらに ある 乏しい 世帯 道具 

の 一つ 一 つまで が、 まるで 久しく 取り出さずに 忘れて 

いる 自分の 物の ように 懐し まれて ならなかった。 

ま え 

けれど、 面前に いる この 女？ 

栄三郎 様の 妻と 自身で 名乗って いる。 

ああ …… これが 話に 聞いた 当り 矢のお 艷か。 でも、 

妻 だな どと はとんで もない！ 

いいえ！ いいえ！ 妻で —— 妻であろう はず は あ 

りません！ 決してありません！ 


ぎょう ぜん 

と 胸に 絶叫して、 凝 然とお 艷を 見つめた 弥生 は、 ふ 

となんの つもりで 自分 はこの 雨の なか を こんなと ころ 

へ 乗り こんで きたの だろう か？ とその 動機が わから 

なくなる と 同時に、 じぶんの 立場が この 上な くみ じめ 

な ものに 見えて きて、 猛 りたった 心が 急に 折れる の を 

感じた かと 思う と、 はやぼう つ と 眼界 をく もらす 涙と 

ともに 嚙 みしめ た 歯の 間から ゆえ 知らぬ 泣き声が 洩れ 

て 出た。 

文つ ぶてに ひかれて 土屋多 門の 屋敷 を 出た 弥生 は、 

待って いた 櫛 まきお 藤に つれられて、 雨に ぬかる む路 

を ここまで 来たので ある。 


「まあまあ！ なんてお いたわしい。 ほんと にお 察し 

申します よ」 

こう 言って お 藤 は、 なんの ゆかり もない もの だが、 

あまりに 報 われない 弥生の 悲恋 を わがこと のように 思 

いなして、 頼まれ もしない のにお 艷、 栄三郎 の 隠れ家 

いいわけ  みちみち 

へ 案内 をす る 気になつ たの だと、 弁解の ように 途々 話 

した。 そして、 

「じつはね えお 嬢 さま、 あたくし もちよう ど あなた 様 

つれ  とのご 

と同じように、 いくら 思っても 情なく される 殿御が あ 

ります のさ」 

と、 左 膳 を 思いう かべながら、 この 娘！ この 娘！ 


この 娘なん だ！ どうして くれようと ちらと 横 眼で 見 

としん  つ れ 

ると 恋と 妬心に 先 を 急ぐ 弥生 は、 同伴のお 藤が 何者で 

とんじゃく 

あろうと いっさい 頓着ない ものの ように、 折りから 

の 吹き降りに ほ つれ 毛 を 濡らしき つて 口 を 結んで いた 

のだった。 

宵から 降り だした 雨 をつ いて、 その 夜 鈴 川の 屋敷に 

は、 いつもの ばくちの 連中が 集まり、 更ける まで はず 

んだ 声で 勝負 を 争って いたが、 それ も いつしか こわれ 

ごけにん  じょうれん 

て、 寄り合 つ ていた 悪 旗本 や 御家人く ずれの 常連 が、 

母屋で、 枕 を 並べて 寝に ついた その 寝入りば なを、 逆 


に 扱く ように 降って わいた 斬り こみであった。 

その 夜 は 一 一十 人 あまりの 仲間が 鈴 川 方に 泊ま つ て、 

なかの 二人が、 左 膳と ともに 離 庵に 寝て いたの だが、 

これら は 栄三郎 が 踏み こむ と 同時に 前後して 武 蔵太郎 

の 犠牲に のぼって、 声 を 聞きつ けたお もやの 源 十郎、 

仙 之 助、 与吉ら ほか 十四 人が 雨戸 を排 して 戸外 を のぞ 

いた 時 は、 真夜中の 雨 は 庭 一面 を 包み、 植え こみ をと 

おして 離 庵の ほうから ただならぬ 気配が 漂 つてき た。 

口々 に 呼んでも 左 膳の 答 はない。 

のみならず、 つ い 先刻まで 濡れた 闇黒に 丸窓 を 浮き 

出させて いた 離 室の 灯が 消えて いる。 


変事 出来 ！ 

と、 とっさに 感じと ると 同時に、 ただちに 源 十郎指 

ねまき 

揮 をく だして、 一 同 寝巻の 裾 を からげ、 おのおの 大刀 

そ つ 

を ぶちこんで 密と 庭に おり 立 つ た。 

雨中 を、 数 手に わかれて 庵室 を さして 進む。 

あしおと 

ピ シ ャピ シ ャピ シ ャ という その 跫 音が、 お のず から 

衿 もとに 冷気 を 呼んで、 降り そそぐ 雨に 周囲の 闇黒 は 

重かった。 

この 多勢の 人影 を、 かれらが 母屋 を 離れる 時から 見 

さだめて いた 泰軒 は、 一声な かの 栄三郎 を 励まして お 

いて、 つと 地に 這うよう に龃 ける が 早い か、 母屋から 


どうろう  せんとう 

の 小径に 当たる 石燈 籠の かげに 隠れて 先頭 を 待った。 

庭と はいえ、 化物 屋敷の 名に そむかず、 荒れ はてた 

草 むら つづきで ある。 

さきに 立った 土 生 仙 之 助が、 抜刀 を 雨に かばいな が 

ら 濡れ 草 を 分けて、 

たいざんめいどう  ねずみ 

「起きて 来たの はいいが、 泰山 鳴動して 鼠 一 匹 じ や 

あねえ かな …… よく 降り や あがる」 

ひと リご 

独語ちつつ その 前に さしかかった 時だった。 

パッと 横 ざまに 飛び出した 泰 軒の 丸太ん棒、 

「や ッ！ 出た ぞ！」 

おどろ 

と 愕 き あわてた：^ 之 助の 身体 は そのまま 草に 投げ 


出されて、 あとに 続く 人々 の 眼に うつった の は、 仙 之 

いぎょう 

助の かわりに そこに 立ちはだか つてい る 異形 ともいう 

こじ さ 

べき 乞食の 姿だった。 

そして その 手に は、 いますば やく 仙 之 助から 奪い 

とった 抜き身の 一 刀が かざされて いるの だ。 

「うむ！ こいつ だ ッ！」 

「それ！ 一時に かかって たたつ 斬って しまえ！」 

源 十郎を はじめ 大声に 叫び かわして、 雨滴に 光る 

さ つ けん 

殺 剣の 陣が ぐるりと 泰軒を とりまく。 

ごうか い 

が、 豪快 蒲生泰 軒、 深く みずからの 剣 技に たのむ と 

ころ ある ものの ごとく、 地 を 蹴って 寄り 立った 石燈籠 


を小楣 に、 自 源流 中 青 眼 —— 静中物 化 を 観る と いった 

自若た る 態。 

薩州 島津家 の 刀 家 瀬戸 口 備前守 精妙 の 剣 を 体得した 

いおう  じげんぼう  りゅうし 

のち 伊 王の 滝に おいて 自源坊 に 逢い、 その 流 旨の 悟り 

を 開いた と 伝えられ ている のが この 自，， 源流 だ。 

泰軒 先生、 自 源流に かけて は ひそかに 海内 無二 を 

も つ て 自任して いた。 

きはく  けんい 

いま その 気魄、 その 剣 位に 押されて、 遠巻きの 一 同、 

すこしく ひるむ を 見て、 

「ごめん！ 拙者が お 相手 つかまつる ッ！」 

きょす い 

と 躍り 出た 源 十郎、 去 水流 居 合ぬ きの 飛 閃、 サッ！ 


と 雨 を 裂いて 走った と 見る や！ 時 を 移さず 跳び はず 

して、 逆に、 円陣の 一 部 をつ きくずした 泰 軒の 尖 刀が 

よ * き  まぢか 

即座に 色づ いて、 泰軒 先生、 今 は 余儀なく 真近の ひと 

り を 血祭りに あげた。 

雑草の 根を搔 きむ し つ て 悶絶す るう めき 声。 

とともに、 四、 五の 白刃、 きそい 立って 泰 軒に 迫つ 

し ぶ き 

たが、 たちまち 雨の 暗中に ひときわ 黒い 飛沫が とんだ 

かと 思う と、 はや 一人 ふたり、 あるいは 土に 膝 をつ い 

て 刀に すがり、 あるいは 肩 をお さえて 起ち も 得ない。 

迅来 する 泰軒。 

て お  だんまつま 

その 疾駆し 去った あとに は、 負傷い の 者、 断末魔の 


声が 入りみ だれて 残る。 こうして 庭 じゅう をせ ましと 

荒れく るう 泰 軒が、 突然、 捜し求め ていた 源 十郎と 

ガッ！ と 一 合、 刃 を あわせる 剎那、 絶えず 気になつ 

ていた 離 庵の 中から、 たしかに 斬った 斬られた に 相違 

ない 血 なまぐさい 叫びが 一 声、 筒抜けに 聞こえて きた。 

と、 まもなく 生き血に 彩られて、 光 を 失った 刀 を さ 

げて、 黒い 影が ひとつ。 ころがる ように 庵 を 出て くる 

のが 見える。 

剣 を 持って いる その 手！ それ は 右腕 か 左腕 か？ 

右なら ば栄 三郎、 左腕なら 左 膳 だが …… 。 

と、 思わず 泰 軒が 眼 を とられた 瞬間！ 


「えい ッ！」 

さく は 

と炸 破した 気合いと いっしょに、 源 十郎の 長剣、 突 

風 を まきおこして 泰 軒に 墜 下した。 

胸に 邪 計 をいだ く 櫛 まきお 藤。 

じぶんの 恋する 左 膳が 思い を かけて い る 弥生と いう 

かたき 

娘。 これが また 左 膳の 仇敵 詉訪栄 三郎を 死ぬ ほどこが 

れ ている —— つまり 弥生と、 先夜 源十郎 方から 逃がし 

て やった お 艷とは 激しい 恋が たき だと 知る や、 お 藤 は 

ここに 弥生 を 突つ いて、 その 心 を ひたむきに 栄三郎 へ 

向けて 左 膳に 一 泡 ふかせて やろうと たくらん だの だ。 


それに は、 文つ ぶての 思いつき。 

恋と 嫉妬 は 同じ こころの うら 表 だ。 離るべく もない。 

にくしみ 

しかも、 以前から 人知れず 強い 憎悪の 矢 を 放って、 

ぉ艷 という 女 を 呪い つづけて きた 弥生の ことで ある。 

このお 藤の 傀儡に 使われる と は、 もとより 気づこう は 

ずがない。 一 も 二 もな くお 藤の 投げた 綱に 手繰りよ せ 

あいあいがさ 

られ て、 送り狼と 相々 傘、 夢み るよう な 心 もちのう ち 

にこの 瓦 町の 家へ 届けられて きたの だが …… 。 

さてこう してお 艷、 栄三郎 の 暮しを 目の あたりに 見 

て、 現にお 艷と 向かい あいながら、 さて、 その 憎い 女 

の 口から 主人の 栄三郎 は —— などと いわれて みると、 


根が 武家 そだちの 一 本気な 弥生 だけに、 世の中 を 知ら 

ぬ 強さが すぐ この場合 弱さに 変わって、 はかな さ 情け 

なさが 胸へ つきあげ てきた 弥生 はた だもう 泣く より ほ 

かはなかった。 

弥生 は 泣いた。 さめざめと 泣いた。 

たもと 

が、 うつ 伏せに 折れる でもなければ、 手 や 抉で 泣き 

顔 をお おうで もない。 

しゅくぜん 

両手 を 膝に 重ねて、 粛然と 端坐して ぉ艷に 対した 

まま、 弥生 は 顔 中 を 涙に 濡らして 嗚咽して いるの だ。 

その 泣き声が、 傘 を すぼめて 戸外の 露地に 立ち 聞く 

お 藤の 耳に はいると、 櫛 まきお 藤、 細い 眉 を 八の字に 


よせて いまいま しそうに 舌打ち をした。 

「チ エツ！ なんだろう、 まあ だら しのない！ 自分 

の 男 をと つ た 女と 向き あつ てメ ソメソ 泣く やつ もない 

もんだ。 お 嬢 さまなん て みんな ああ 気が 弱 いのかしら 

—— じれった いねえ！ 嫌に なつち やうよ ほんと に」 

こうつぶ やいて なお も 戸口に 耳 をつ ける と、 雨の 音 

に 増して、 弥生の 泣き声が だんだん 高くなる。 

あんどん 

まことに 弥生 は、 やぶれ 行 燈に顔 を そむけよう とも 

せず、 流れる 涙 を そのままお 艷へ 見せて、 ォホ ッ！ 

ォ ホッ！ と 咳 入る ように 泣いて いるの だが、 それ を 

ぉ艷 は、 はじめは ふしぎな ものに 思って、 あっけに と 


られて 眺めて いた。 

美しく やつれた 白い 顔が、 クシ ャ クシ ャと 引きつる 

ように 真ん中へ よった かと 思う と、 口が ゆがみ、 小鼻 

の あたりが 盛り上がつ てきて、 無数の 皺の 集まった 両 

の 眼から、 押し出される ように 涙の 粒が …… あとから 

後から と 光って 落ちて、 青い 筋の 浮いて いる 手の甲 や、 

膝 を 包む 友 禅 をし とどに 濡らす。 

その 顔 を まっすぐ にあげた 弥生、 いま は 恥 も 外聞 も 

気位 もな く、 嚙 みしめ た 歯 ももう 泣き声 を 押し戻す こ 

と はでき ずよ よとば かりに、 声 をた てて 慟哭して いる 

—— からだ はすこし も 動かさずに。 


しかし、 骨 を あらわした 壁に、 弥生の 影が 大きく ぼ 

やけて、 その 肩の 辺が 細かく ふるえて 見える の は、 あ 

はだかと うしん 

ながち 油の たりない 裸燈心 のた めば かりで はな か つ 

たろう …… 弥生 はいな がらに 身 を 涙の 河に 投じて、 

ほう-はい  おの 

澎湃 とよせ てく る 己が 情感に 流される ままに、 何 かし 

あま  き つ 

ら そこに 甘い 満足 を 喫して いる ふう だ つ た。 

おさむら いの 娘と いう もの は、 こう も 手放しで 泣く 

のか —— と 頭の 隅で あきれながら、 ただ まじま じと 弥 

生の 涙 を 見つめて いたお 艷も、 女の 涙の わかる の は 女 

である。 そのうちに 一度、 この 場に いない 栄三郎 のこ 

ひらめ 

とが 胸中に 閃く と、 自分の 思いに 照らし あわせて 弥 


生の こころが ひしとう つてく るの を 感じて、 いつしか 

ぉ艷も 眼の ふち をうる ませて いた。 

それ は、 互いに 一人の 男 を 通して、 やがて ひとつに 

溶け合おう とする 淡い 入 悟の 心 もちであった。 がそれ 

までに 円くなる に は、 まだまだ 二つの 魂が 擦れ あい 打 

ち あつ て 角々 をお とさねば ならぬ …… よし そのために 

火 を 発して、 自他と もに 焼き 滅ぼす ことがあろう とも。 

長い 沈黙で ある。 

と、 この 時、 弥生の 泣き声の なかに 言葉ら しきもの 

が 混じって いるのに 気がついて、 ぉ艷 は、 

「は？ なんで ございます  ？」 


ときき 返した つもりだった が、 じぶんで も 驚いた の 

は、 ぉ艷の 口を出た のが やはり 泣き声の ほか 何もので 

もなかった。 

いまにつ かみあいで はじまる だろうと、 おもてに 聞 

いていた お 藤、 

「おやおや！ 嫌に しめつ ぼくな つち やった ねえ。 お 

葬式 じゃあ あるまい し …… なんだい！ ふたりで 泣い 

て やがら あ！」 

くろえ り 

と 当ての はずれた 腹立ち まぎれに トンと 一 つ 黒 襟 を 

突き あげて、 相手な しの 見得 を 切った が。 

ちょうど そのころ、 本 所 鈴 川の 屋敷で は —— 。 


闇黒に 冷え ゆく 屍骸に つまずいて、 栄三郎 が 倒れる 

そこ を 左 膳が 斬りお ろす …… 。 

が、 その 時！ 

下から ささえた 武蔵太 郎は刃 ごた えがあって、 一 声 

肝腑 をえ ぐる 叫び を あげたの は 剣 狂 丹 下 左 膳であった。 

人 を 斬って ばかりいて、 近 ごろ 斬られた ことのない 

けもの 

左 膳、 しばらく 忘れて いた 鉄の 味 を 身に 感じて、 獣の 

ような おめきと ともに たたら 足 を 踏んで 縁に のめり 出 

たが、 あらため るまで もな く、 傷 は、 右 膝に 食い入つ 

たばかりで、 骨に は 達して いない。 大事ない と 見き わ 


める や、 かれは 再び 猛然と 乾 雲 丸 を 取りな おした。 

隻眼 隻腕、 おまけに 顔に 金 創の 溝 ふかい 怪物 …… こ 

のうえ 跛 者と くりや あ 世話 ァ ねえ や！ ととつ さに 考 

ろうかい くせもの 

える とそ こ は 老獪の 曲者、 火急の 場に も 似ず、 痛み を 

耐える ようにに つ と 歯 を 嚙んだ  笑った の だ。 

「さあ 己れ ッ！ この 礼 はすぐ に 返して やる！」 

「  」 

答の かわりに はね 起きた 栄三郎 は、 直ちに 跳躍して 

追撃 を 重ねる。 それ を 左右に 払いつつ、 左 膳 は 戸口 を 

背に 一歩 一 歩 さがって ゆく。 

せまい 庵 内 なれば こそ、 八 転 四 通の 左 膳の 剣 自由な 


らず、 道場の 屋根の 下に 慣れた 栄三郎 も 五分五分に 往 

ける の だが、 一 度 野天に 放した が 最後、 地 物に 拠り、 

ほんいつ 

加勢 を あつめ、 奔 逸の 剣 手 鬼神の 働き を 増す こと は 知 

れ ている。 ことに 戸外で は、 泰 軒が 多勢 を 相手に 悪戦 

している の だ。 そこへ 左 膳 を 送り、 自分が 出て 行けば、 

泰軒 とともに 苦境に おちる こと は 眼に 見えて あきらか 

だ。 

なんとかして 室内に くいとめて おかねば —— と栄三 

郎が 右から まわって 退路 を 絶とうと したと き、 左 膳の 

左手が ビク！ と 動いた と 見る や はや 乾 雲 風 を 裂いて 

飛躍し きたった ので、 突つ 離す つもりで 身 を ひいた と 


たん、 土間に 降りた 足音が して、 六尺 棒の ような 左 膳 

の 身体が ス ルス ルと 戸ぐ ち をす ベ り 出た。 

その 出た ところ を泰 軒が 見た のだった。 

泰軒 は、 ちらと J 瞥を くれた …… だけだった が、 そ 

す き 

の 間隙が 期せず して 源 十郎に 機会 を 与えて、 泥 を 飛ば 

して 踏み こんだ 鈴 川 源 十郎、 流 光 雨中に 尾 をえ がいて 

振りお ろした II 0 

の はいいが。 

あいだに 張り出た 立ち 樹の 枝に 触れて、 くだかれた 

木肌 や 葉が、 露 を 乱して バラ バラ ッ！ と 散り 飛ぶ の 

を いちはやく それと 感知して、 泰軒、 身 を 低めて 背え 


に 退いた から 源十郎 はすんでの ことで われと 吾が 足 を 

さ き 

愛 刀の 鋩 子に かける ところだった。 

けんせん  じゅうりん 

剣 閃、 雨に 映え、 人 は 草 を 蹂躪して 縦横に 疾駆す る。 

たけな わ。 

さもな くば、 初冬 細雨の 宵。 

浅酌低唱 によく、 風流 詩歌 を談 ずるに ふさわしい 

静夜 だが …… 。 

あんたん 

いま、 この 化物 屋敷に は、 暗澹と して 雲の たれる 空 

げきか  さんう 

の 下に、 戟 渦巻き あふれて 惨 雨い つやむべし とも 見え 

ない。 

血に 染んだ 草の葉 を 打つ 雨の 音。 


斬られた 者のう めき 声が、 泥濘に まみれて そこ ここ 

だんぞく 

に 断続す る。 濡れた 刀が 飛び違い、 きらめき 交わして、 

えんぜん  ほたるが つ せん 

宛然 それ は 時なら ぬ 蛍 合戦 の 観が あった。 

源 十 郎の鋭 刃に 虚を くらわせた 泰軒。 

同時にう しろに、 氷 ッ！ と 首す じ を 吹き 渡る 剣 

風 を 覚えて、 危なく 振りむ いた —— のが 早かった かそ 

れ とも、 離 室 を 出た 一 拍子に、 泰 軒の 姿 をみ とめて 龃 

けより ざま、 乾 雲 を ひるがえして 背 撃に きた 左 膳の ほ 

うが 遅かった か …… とにかく 左 膳の たたつ 斬った の は、 

やみ を 彩る 数 条の雨 線 だけで、 泰軒 先生 最初に ぶん 

わざもの 

どった 土 生 仙 之 助の 大業物 を 車 返しに、 意表に でて 後 


なぎ 

ろの 源十郎 へー薙 くれた かと 思う と、 このと き はもう 

慕いよ る 半月形の 散 刀に 対して、 無念無想、 ふたたび 

き  ふ わ 

静に 帰した 不 破の 中 青 眼。 

こ じき やろう 

「乞食 野郎 ッ！ 味 を やる ぜ！」 

心から 感嘆した 左 膳の 声 だ。 

乾 雲 を 追って 部屋 を 走り出た 坤竜。 栄三郎 が 雨 をす 

かして 庭 面 を 見渡す と、 向う にさ さやかな 開き をな し 

ている 草 むらの あたりに、 泰軒を 囲んで いると おぼし 

き 一 団の剣 光が ある。 

「うぬ ッ！ こう なれば 一 人ず つ 武蔵太 郎に血 をな め 

させて くれる！」 


と、 栄三郎 が 先方 を 望んで まっしぐらに 馳せ かかつ 

た 剎那！ その 出足に 絡む ように、 つと 闇黒から わい 

て 現われた 黒影！ 

しょち - つ 

「 一 手、 所望で ござる！」 

立ち ふさがって、 しずかな 声だった。 

江戸の 町々 を 寒く 濡らして、 更け ゆく 夜と ともに 繁 

あまあし 

くなる 雨脚 …… 。 

地 流れ を あつめて 水量の 増した 溝から、 泥く さい 臭 

気が ぶうんと お 藤の 鼻 をつ く。 

両側の 軒が 迫り 合って、 まるで 屋根の 下の ような 露 


地の 奥。 さしかけた 傘 を、 庇 を 伝わりお ちる 滴が 正 

しく 間 をお いて 打って、 びっくり する ほど 大きく こ 

も つ て 聞こえた。 

雨に 寝 しずまる 長屋つ づき。 

屋内で は、 ぉ艷と 弥生が、 たがいの 涙に また 新しい 

涙 を 誘われて、 何かク ドク ドと搔 きく どいて いるら し 

ヽ o 

レ 

丹 下 左 膳が 思い を かけて いる 弥生 を 煽りた てて 栄三 

郎へ の 慕 念 をた きつけ、 それによ つて 恋の うずまき を 

し つ しょ ラき じょ 

まんじに 乱して やろうと、 頼まれ もしない 嫉性 鬼女の 

お節介に、 この 雨の なか を、 こうして 麴町 くんだり か 


ら わざわざ 恋が たきを つれ 出して きたお 藤、 御苦労 に 

もお もてに 立 つ てい くら 聞き耳 を 立てて いても 摑 みあ 

いはお ろか、 いっこう にいい 募る ようす だに 見えない 

ぉ艷、 栄三郎 の むつまじい 住い を 見せて やった だけ 

でも、 お 藤 は 相当に 弥生 をい じめ 得た わけ だが、 もつ 

ともつ と 弥生が 恥 を かくよう な ことになら なければ、 

お 藤と して は 腹の虫が 納まり かねる の だ。 ところが、 

い つまで 待つ て も 一 一人 は 泣き 合つ ている ばかり …… こ 

もくさん 

れ では 櫛 まきお 藤、 初めの 目算が がらり はずれた わけ 

で、 いまさら 引つ こみ もっかず、 なお も 格子の 隙に 耳 

を すりつけて いると  0 


先刻から、 露地 口 を こっちへ、 犬の ように 忍んで い 

る 黒い 影が あった。 

それが この 時まで、 すこしむ こうの 溝板の 上に うず 

くまって いたが、 いよいよお 藤の 姿 を 確かめ 得た とみ 

たもの か、 急に 隠れる ように 後へ 戻って、 そっと 往来 

へ 走り 消えた …… の をお 藤 は、 家の 中へば かり 意 を 注 

いでいて、 気がつかなかった。 

その 家の 中で は。 

おなじ 恋の 辛 さに、 女 同士の なみだ を 分ける ぉ艷と 

弥生。 

—— 弥生 様 は、 どうして わたし 達の 隠れ家 を 突きと 


めて、 しかも この 雨の 深夜に、 何し にいき なり 乗り こ 

んで いらし つたの だろう？ とこれ がーばん 先にお 艷 

の 頭へ きたの だった が、 座に 着いて から 今まで、 言葉 

もな くた だ 泣き くれてい る 弥生 を 見て いるう ちに、 な 

ん という ことなしに 自分 も 涙 をお さえきれ なくな つ て 

ほろ りと 一 つ 落としてから は、 あと はもう 言うべき こ 

とのす ベ てが 失せて 姉妹の ように 手 をと り 合わぬ ばか 

り、 泣いて 泣いて、 泣きつ くせぬ 両人であった。 

うしな つ た 恋に 涙 を 惜しまぬ 弥生と。 

得た 恋の 不安、 負けた 相手への 思いやりに、 またべ 

つ の 嘆き を もつ ぉ艷と …… 。 


ようよう 泪を 払って、 弥生が しんみり とお 艷に物 

語った ところ は。 

栄三郎 へ かたむけた 自らの 恋 ごころ。 亡父 鉄 斎の 

たくらみ 

意 企。 夜泣きの 大小の 流 別。 おのが 病の こと …… など、 

など。 

そして、 

「わたし はもう 帰ります。 なんの ためにお じゃまに あ 

がった のか、 じぶんで も わかりません。 栄三郎 様に は 

お 眼に かからぬ ほうがよ ろしゅう ございます …… ただ 

お ふたりともお 身体 をお 大事に」 

起ち あがりながら、 弥生 はっけた した。 


「ぉ艷 さま。 どうぞ わたしの 分 も いっしょに 栄三郎 様 

へお 尽くしな すって ください。 あの方 は、 道場に い 

らっしゃる ころから、 寒中で も 薄着が お好きで、 これ 

から 寒さへ 向かい ますのに、 もしゃお 風邪で もと、 ほ 

ほほ、 あなたと いうお 人が いらっしゃ るのに、 とんだ 

よけいな こと を 申しました。 では、 わたしの 参り まし 

たこと は、 おっしゃらな いように —— 夜中 失礼いた し 

ました」 

と、 強い 弥生 は、 もういつ もの 強い 弥生であった。 

が、 それと 同時に、 弱い ぉ艷 はすで にいつ もの 弱い 

ぉ艷に 返って 勝った 恋の くるし さに 耐え 得で か、 


ゎッ！ と 声 を あげて 哭き 伏した ので、 これ を 耳に し 

た 戸外のお 藤、 

しゅうたんば 

「なんだい 一 体！ おもしろ くもない 愁嘆場 だよ。 ま 

た 泣き だしゃが つた！」 

われ 知らず 口にの ぼして つぶやいた 拍子に！ 

雨 音 を 乱して 近づく 多人数の 人の 気！ 

はっとして 露地の 入口に 向けた お 藤の 眼に、 ほの 光 

る 銀糸の 玉す だれ をと おして 映った の は、 いつの まに 

どこから 湧いた か、 真っ黒ぐ ろに 折り重なった 捕手の 

山！ 十手の 林！ しいんと 枚 を ふくんで。 

おや ッ！ と胆を 消しながら も そこ は 櫛 まきの 


おお あねご 

大 姐御、 につと 闇黒に 歯 を 見せて すばやく 左右の 屋根 

を 仰ぐ と、 どっこい！ 人 狩りの 網に 洩れ 目 はなく、 

ちょうちん 

御用の 二字 を 筆太に 読ませた 提灯が、 黄つ ぼい 光 を 

雨に にじませて、 そこに もこ こに も 高く 低く  。 

ふくろ 小路 だ。 にげみち はない。 

と、 とっさに 看取した 櫛 まきお 藤、 おちよ ぼ 口 を 袖 

でお さえる と、 ひとりでに 嬌態 をつ くった。 

や ま 

「あれさ、 野暮った いじ やない か、 いやに 早い 手 まわ 

しだね え！」 

しょもう  さん 

一手 所望 だ …… という 男の 声 は、 算を みだした 闘 場 


において、 確かな ひびき を もって 栄三郎 の 耳 をう つた。 

鼻と 鼻が くッ つきそう  闇黒 をの ぞくまで もな く、 

相手 は、 ふり 注ぐ 雨に 全身し ぼる ほど 濡れた りっぱな 

武士！ 

鈴 川 源 十郎の 化物 屋敷に は、 まだ 雨中 剣 刃の 浪 がさ 

かまいて いるの だ。 

泰 軒が あぶない！ と 見て 踏み出した 栄三郎 も、 眼 

そ うぎ よ う  ぎ よ つ 

前に 立ち 現われた この 侍の 相 形に は、 思わず 愕然と 

して 呼吸 を 切った。 

正規の 火事 装束 —— それ も はっきりと 真新しく、 

しかるべき 由緒 を 思わせる 着こなし。 


それが 抜き放 つ た 大刀 を じっと 下目に つけた まま、 

かくすき ん 

栄三郎 の 気の ゆえ か、 どうやら 角 頭巾の 下から 眼 を 笑 

けんこう ひんい 

わせて いるよう だが、 剣 構 品位 尋常で なく、 この場合、 

おのず と 立ち向かった 栄 三郎、 何やら ゾ クッ！ と不 

気味で ならなかった。 

やつ 

なに 奴？ 

地から せり 上がった か、 それとも 闇黒が 凝った か I 

I とにかく、 鈴 川 邸内の 者と は 見えない。 

とすれば？ 

龃 けつけ た 敵の 助勢であろう か、 それにしても、 こ 

の ものものしい 火事場の 身 固めと、 なんとなく 迫って 


きょごう 

くる 威圧、 倨傲の 感と は、 なんとし たこと だ …… 。 

刀 をつ けながら も、 不審に たえない 栄三郎 が、 さま 

ざまに 思い惑つ て、 ちらと そばの やみに 眼 をく ばる と 

ふしぎ！ にも 落ち 残った 葉 を 雨に たれた 木立ちの か 

しょうぞく 

げに、 同じ 装束 の 四、 五 人が それぞれ 手 を 柄頭に 整然 

とひ かえて いる。 

通りが かり か、 ないし は 志あって か、 この 一団の 火 

事 装束、 いま 血戦の 最中に こっそり 邸内に 忍び入って 

来た ものに 相違ない。 

夜，， 陰に 跳 梁す る 群盗の 一 味！ 

それが 偶然に もこの 修羅場に 落ちあった もので あろ 


う。 逡 巡す る はいた ずらに 時刻の 空費と 考えた 栄三 

郎、 躍動に 移る 用意に、 体と 剣に 細かく はずみ を くれ 

きせん  せい 

だすと、 機先 を 制して くる かと 思いの ほか、 正体の 知 

れ ない 火事 装束の 武士、 あくまでも 迎え撃ちに かまえ 

て、 揶揄す る ごとく 一  刀 を 振り立てながら、 

「お 手前 は —— ？ 坤竜 かの？」 落ち着き払った、 老 

人らしい 声音で ある。 

がくぜん 

栄三郎 は、 ふたたび 愕然とした。 

自分と 左 膳との あいだの 乾坤 二 刀の 争奪 …… 誰も 知 

る 者の ない はずな のに、 この、 突如と して あらわれた 

いさい しょうち 

異 装の 一隊 は、 そのいき さつ を 委細 承知して われから 


この 場へ 踏み こんで きたらし い 口ぶり だ。 

何者か はわから ぬが、 容易なら ぬ 一 団！ 

ことに、 いま 栄三郎 と 立ち合つ ている 恰幅の いい 侍 

は その 首領と みえて、 剣 手 体 置き すべてが 世の つねの 

盗人と は 思われない。 

左 膳、 栄 三郎、 泰軒、 源 十郎、 その他 を 抱き こんで 

とうか 

よどむ 夜泣きの 刀 渦に、 また 一 つ 謎の 大 石が 投げられ 

たの だ！ 

はらん  げきち よ う 

一 一 剣、 その 所 をべ つに したが 最後、 波瀾 は 激潮 を 生 

み、 腥風は 血 雨 を 降らす との 言い伝えが、 まさに 讖を 

なした ので ある。 


あせりた つた 栄三 郎、 こうな つた 以上 身 を 全うする 

にしく はなしと、 

「えい ッ！」 

と 迸 しらせた 空気 合いと ともに、 打ち こむ と 見せ 

て サッ！ と 引く が 早い か、 

「先 を 急ぎます る、 ごめん！」 

ひとこと 残して 泰 軒の 方へ 走り去ろう とすると、 剣 

光、 栄三郎 の 背後に 乱れ飛んで、 火事 装束の 武士 達 一 

丸と なって 追い 迫った が、 先 ほどから この 不意の 

ちんにゅうしゃ 

闖入者 をみ とめて、 泰軒を 捨てて 馳せ 集まって いた 

化物 屋敷の 面々、 今 は 自分の 頭上の 火の 子 だから、 栄 


三郎 ともども、 ひとつに 包んで かかって きた。 

見る と、 泰軒 はむ こうで 左 膳 ひとり を 相手に 斬りむ 

すんで いる。 一刻も早く 屋敷の そとへ！ と 決した 栄 

三郎、 ぶっかった 鈴 川 方の 一人 をパッ サリ！ と 割り 

さげて おいて、 泥沫を あげて 左 膳 を 襲い、 その ダッと 

おも- P  ぇレ 

なると ころ をす かさず、 泰軒 をうな がして 母家の 縁へ 

龃け あが つ た。 

追 つ てく るよう す はない。 

あらて 

一 同、 火事 装束の 新手 を 迎えて、 何が なにやら わか 

ら ないながら も、 降雨の 白い 庭に 力闘の 真 最中 だ。 

r 泰 軒先 生ッ！ 思わぬ じゃまが 入りました！」 


「なんだ、 あの 連中 はッ」 

「やはり、 乾 雲坤竜 をね らう 輩と 見えます る」 

「すり や、 左 膳と あんた にと つて 共同の 敵 じ やな —— 

しかし 手 ごわそう な！」 

「は。 残念な が ら ひと まず y 」 の 家 は 引き あげた ほ うが 

…：- 」 

むきず 

「それが よろしい。 互いに 無傷な のが 何より だ。 まも 

なく 夜 も 明けよう」 

そうだ。 まもなく 夜 も 明けよう。 

縁の 端、 納戸の あたりに ぼうっと 朝の 訪れが 白んで 

見える。 


「こう 行こう！」 

と 歩き 出した 二人 は、 おさよ 婆さんの とらわれ てい 

る 納戸の まえに さしかかった。 

ガラリ …… 格子戸が あいたので、 ぉ艷と 弥生が 同時 

に 顔 を 向ける と、 しずくの たれる 傘 を さげた 櫛 まきの 

お 藤。 

「ごめんなさいよ。 ちょいと 通さして —— 」 といい な 

ち )ビ 

がら、 もう 傘と 足駄 をつ まんで あがって 来た かと 思う 

と、 ひらりと 二人の あいだ を 走りす ぎて、 すぐ 裏口 か 

ら 抜け出て 行った。 


うら は 別の 露地へ ひらいて、 右へ 切れて まっすぐに 

行けば 第 六 天篠塚 稲荷の まえ へ 出る。 

軒 づたいに そこまで 逃げ のびたお 藤 は、 ほっとして 

うしろ を 振り返った。 

追って 来る 御用 提灯 もな く、 夜の 雨が 遠くの 町筋 を 

ほの 

仄白く けむらせ ている —— あれほど はりつめた 捕手の 

力た 

網 もどう やら くぐりぬ け 得たら しい。 が、 ゆすり 騙り 

ばくちき ようじょう 

博奕 兇状 で 江戸お 構えに な つ ている 自分の 身に 今 さ 

ら のように 気がついて みると、 いまの さわぎと いい、 

ここら は 全部 手が まわ つ ている らしく、 

「こり やうつ かりで きないよ！」 


とお 藤が ひとり 言 を 洩らした 時！ 

「これ！ 女 ひと リか。 この 夜更けに どこへ 参る？」 

という 太い 声が 前面から ド キリと お 藤の 胸 をう つ た。 

「は。 いえ、 あの、 わたし は そこの 長屋の 女で ござい 

ますが、 ただいま 夜中に 急病人が でまして —— 」 

「医者 を 迎えに 行く と いうの か」 

「はい」 

「よし。 気をつけて ゆけ」 

「有難う ございます」 

で、 二、 三 歩 歩き かけた 背後から！ 

しんみょう  ちょうだ い 

「櫛 まきお 藤ッ！ 神妙に ぉ緦を 頂戴いた せ ッ！」 


と 一 声！ 

行き過ぎた 捕 役の 手に キラ リ 十手が 光 つて！ 

「何 をッ！ おふざけ でない よ！」 

構えた お 藤、 ちらちらと 周囲 を 見る と、 雨に 伏さつ 

たす き 

た 御用の 小者が、 櫸 十字 も 厳重に ぐるりと 巻いて し 

めて くる。 

「あめの 中から 金 太さん …… て 唄 は ある けれど、 そう 

すると、 ここに 待って いたの かえ。 ほほ ほほ ほ」 

不敵に ほほえみながら、 懐中に 隠し持った 匕首、 逆 

手に 握る と 見る まに、 寄って きた 一 人の 脇腹 をえ ぐる 

が 早い か、 櫛 まきお 藤 は 脱兎のごとく 稲荷の 境内に 蚯 


ほこら 

けこんで、 祠を たてに 白い 腕 を 振り かぶった。 

「御用 ッ ！」 

「櫛 まき ッ！ 御用 ッ！」 

ほじょ う 

ビ ユウ ッ！ と捕緦 をし ごいて 口々 に 叫び かわす 役 

人の むれ、 社 前のお 藤 を かこんで ジリジ リツと つめて 

ゆく。 

うしろ ざまに 階段へ 一 足 かけた お 藤の 姿 は、 作りつ 

けの ように 動かなかった。 

風の， 1 」 とく 表から 飛び こんで 来たお 藤が、 風の，》 」 と 

く 裏へ 吹き抜けて 行って から まもなく。 

ぉ艷と 弥生、 あっけに とられた 顔 を 見合わせ ている 


ところへ、 先刻お 藤 を かぎつけた 御用聞き を さきに 数 

人の 捕吏が どやどやと なだれこん できて、 

「いま、 ここへ 女が はいって 来たろう？」 

と 威猛高 だ。 

すばやく 眼 を 交わした 弥生お 艷、 何が なしに 同じ 意 

ひと 

を 汲みあって、 まるで 約束して いたよう に 等しく とぼ 

けた。 

「いいえ、 どなた も …… 」 

「はてな？」 

と 多勢が 首 を 傾けた からさて は 踏み あが つ てく るか 

な？ と 見て いると、 それで は 他家だった かも 知れな 


いと 一 同 急いで 出て 行った。 

露地から 屋根まで 御用 提灯で いっぱいで、 めざす 女 

を 逃がした 役人 達が くやしそう になお も 右往左往して 

いる。 時なら ぬ 雨中の 騒ぎに 長屋の 者 も 軒並みに 起き 

出た ようす。 

「張り こみに 手落ちが ねえから、 どっかで ひっかかり 

やしたろう」 

どぶ 板 を 踏み鳴らしながら、 話し 過ぎる 岡っ引きの 

高声 …… ぉ艷と 弥生 は、 たがいに 探る ように 瞳の 奥 を 

見つめて いたが、 筒抜けて いったお 藤に ついては、 ふ 

た り とも 何も 言わずに、 そのうちに 戸外 の 物音 も しず 


まりかけ ると、 羊の ように 怖じす くんで いた ふたりの 

心 も ゆるんで、 ぉ艷、 弥生、 はじめて 若い 女らしく 笑 

いあつた。 

と、 それ を 機会に、 弥生 は そこそこに 戸口に 出て、 

あしおと 

女と 女の 長い 挨拶の のちに、 露地 を ゆく 跫 音が やがて 

消え去った。 

ばんちよ う 

この 雨の 明け方 を、 弥生 さま はお ひとりで 番 町と 

やらへ おかえ リ になる つもりで あろうが、 なんという 

お強い 方であろう！ と 送り だした ぉ艷が 気がついて 

みると、 風呂へ 行った はずの 栄三郎 様が まだ 帰宅して 

、 *k ヽ 


これ は、 何 ごと か 突発した の だ！ とに わかに 暗い 

不安の 底に 突きお とされた ぉ艷 だった が、 かれが 畳に 

崩 折れて 考え こんだ の は、 いま 出て いった 弥生 さまへ 

の 義理！ 義理！ 義理！ 

水茶屋の 苦労まで なめた だけあって、 浮き世の 義理 

もろ 

に は 脆す ぎる ほど 脆い ぉ艷 であった。 

けんげき 

中庭に 入り まじる 剣戟の 音に 身 をす くませて、 おさ 

よが 納戸の 隅に ふるえて いると —— 。 

あし 音と ともに、 泰 軒と 栄三郎 の 話し声が 近づいて 

くるので、 おさよ はいつ そう 闇黒の 奥に 縮まった。 

誰か 知らないが 暴れ者が ふたり やって来た …… こう 


思って 見つかって は 大変と、 息 を 凝らして いる。 

そとの 廊下で は、 納戸の まえに 二人が 足 をと めた よ 

うすで 

「お！ こんなと ころに 部屋が あります」 

という 若い 声。 すると 年老った 声が それに 答えて、 

「ほほう。 ここから 戸外へ 出られぬ かな？」 といって 

いるから、 さて ははい つてく るか も 知れぬ と 思う まも 

なく、 サッと 板戸が あいて、 老若 ふたりの 浪人 姿が 黒 

い 影と な つ て 戸口 をふさいだ。 そして 暗い 室内 をし ば 

らくの ぞいて いるよう だった が、 やがて、 ここから は 

出られぬ こと を 見た ものら しく、 軽い 失望の 言葉 を捨 


てて 戸 を 閉めた。 

一 一人の 足音が 遠ざか つ て、 そのうちに 台所ぐ ちから 

でも 屋敷 を 出 離れて 行った けはい。 

これ を 娘お 艷の 男の 栄三郎 と 知らぬ おさよ は、 ほつ 

として また 耳 を 傾けた。 

今 ふたり 出て いった にもかかわらず、 庭に はま だ 剣 

のい きおいが 漂 つて、 撃ち あう ひびき、 激しい 気合い 

が 伝わ つ てく る。 

栄三 郎に泰 軒と して は。 

この 鈴 川の 屋敷に、 ぉ艷の 母お さよ 婆さんが 下女 奉 

公に あがって いて、 それが ぉ艷が 逃げた ことから 源 十 


郎に ひどいめにあわされて いるら しいと 知ってい たの 

で、 ついでに 助け出したい とも 思って 納戸まで あけて 

みたの だった が、 世の中に はこうい う 変な ことが すく 

なくない。 救い を 求める 人と、 救う 目的で さがす 人と 

がー 度 はこん なに 近く 寄りながら、 たがいに 相手 を 知 

ら ずに そのまま 過ぎて しまう  これ も 人間 一 生の 

運命 を 作る 小さな はずみの ひとつ かも 知れなかった。 

夜もすがらの 雨に、 ようやく 明けて ゆこうと する 江 

戸の 朝。 

やがて …… 。 

泰 軒と 栄三郎 が、 遠く 鈴 川の 屋敷 を はなれた ころ。 


そとべ い  とも 

ほかの 側の 外 塀に ぴったり ついて、 先刻から 供待ち 

顔に 底 をお ろして いる 五 梃の 駕籠が あ つ た。 

江戸の 町で は 見かけない 山 駕籠 ふうの 粗末な つくり 

ろくしゃく 

だが、 陸 尺 は 肩の そろった 屈強な のが ずらり と 並ん 

でいて、 

「ェォ 辰ゥ、 コゥ、 いやに 長く 待たせる じゃあね え か」 

「さような あ。 もうい いか げん 出て きそうな もんだ が 

こう 長く かかる ところ を 見る てえ と、 こり や あ ひよ つ 

とすると 大物の チャン バラ だぜ。 な あ 勘」 

「あたりめ えよ。 荒療治 だな あ。 ちった あ 手間の とれ 

るな あ 知れき つたこった」 


「それ あいい が 先に も だいぶん でき てるのが いるつ て 

いう じゃあね え か」 

「そのかわり、 こっち だって 一粒選り だ。 な あに、 案 

ずる こと あねえ やな」 

おれつ 

「俺チ だってい ざと お 声が かかり や あ 飛び こんで つ 

て 暴れ るんだ。 先生ら、 こう、 ぴ かつく 刀 を 振り まわ 

してよ、 ェ エツ …… なんてんで、 畜生 ッ、 うまく やつ 

てる ぜ」 

「全く だ。 おれ も 乗り こんで やって みて えな あ」 

「シ ッ！ おおい、 みんな！ 声が 高 えぞ！」 

「黙って ろ 黙って ろ！ それより、 用意 はいいな。 お 


出に なったら すぐ 往 くんだ。 コ ウレ、 七 公、 尻ゥ さげ 

ろ つ てこと よ」 

わいわい 言いあって いるが —— 0 

多少 わけ 知りら しい 口調と いい、 ことに、 この 十 人 

の 男が、 いずれも 六尺 近い、 仁王の ような 頑丈な のば 

かりが そろって いる ことと いい、 決して 普通の 駕籠 舁 

きと は うけとれない。 

にんそく 

この、 力士の ような 堂々 たる 人足が 十 人、 いっせい 

に 鈴 川 方の 塀の 木戸へ 眼 を あつめて いると、 はたして、 

パッと 内部から 戸 を 蹴り あげて 走り出た 五 人の 火事 装 

束！ 


首領ら しい 老人 を 先頭に、 それぞれ 抜き身 を 手に、 

すばやく 駕籠へ おさまる と、 

「そら 来た！ やる ぜ！」 と 合図の 声。 

五 つ の 駕籠が ギィ とき しんで 地 を 離れた かと 思う と、 

ぼう はな 

棒 鼻 を そろえ て  0 

エイ、 ハ アツ！ 

ハラ、 ヨウ ッ！ 

見る まに 龃け 出した 五つの 駕籠、 早く も 朝 寒の 雨に 

のまれて、 通り魔の 行列の ように、 いずく ともなく 消 

じんそく 

えてし まった が、 それ は 実に 驚くべき 迅速な 訓練で 

あった。 


どこから 来て どこ へ 去った とも 知れない 五つ の駕 

0 

その 中の 火事 装束の 五 人の 武士。 

かれら もまた、 乾坤 二 刀 を 奪って ひとつに せんとす 

る ものであろう か 9  とにかく、 江戸の 巷に 疾風の 

ごとき 五 梃 駕籠が 現われた の はこの 時からで、 あとに 

は、 一 夜の 剣 闘に 荒らされた 鈴 川の 屋敷に、 朝の 光に 

なごむ 氷雨が また シ トシ ト とけむ つていた。 

あ  かがみ 

合わせ 鏡 


冬ら しく もない 陽が カツと 照りつ けて、 こうして 

ひなた 

日向に 出て いると、 どうかす ると 汗ばむ くらいだ。 

ゥ ラウ ラと 揺れる 日の 光のに おいが、 障子に 畳に お 

神棚に 漂って、 小さな つむじ 風であろう、 往来の 白い 

土と 乾いた 馬糞と がお もしろ いように キリ キリと 舞い 

あがって 消える のが、 格子戸 ごしに 眺められる。 

ひょうしぎ 

裏の 銭湯で 三助 を 呼ぶ 番台の 拍子木が、 チョウ ン！ 

チョウ ン！ と 二つば かリ、 ゆく 年の 忙しい なかに も、 

どこか まだる く 音波 を 伝える。 と、 それ を 待って いた 

きね- P 

かの ように、 隣家の 杵屋 にいつ せいに お 稽古の 声が 湧 

いて、 きィ ちゃん、 みィ ちゃんの 桃割れ 達が 賑やかに 


黄色い声 を はりあげた。 

くろ ゥ、 か ァみィ の、 ッン テン。 

むす ゥぼ ォれ ェ た  るう ゥゥ。 

鯖び たお 師匠さん の 声が、 即 かず 離れず 中間 を 縫つ 

て ゆく。 

き ざえ もん  しわ 

…… 聞いて いる 喜左衛 門の 皺の 深い 顔に、 思わず 明 

るい 微笑が みなぎる と、 かれは 吸い かけた 火玉 をプッ 

はいふき 

—— と 吹いて、 ついで 吐 月 峰の ふち を とんと たたいた 

三十 番 神の 御 神燈 に、 磨き 抜いた 千 本格 子。 

あさく さ 田 原 町 三 丁目 家主 喜左衛 門の 住居で ある。 

長火鉢の まえに 膝 を そろえた 喜 左衛門 は、 思いつい 


ちゃだんす  すず リばこ 

たように 横の 茶箪笥から 硯箱 をお ろして、 なにごと 

か 心覚えにした ためだした。 

こう 押しつ まると、 年内に かたづけたい 公事 用が 山 

のようにた まっている ところへ、 きょう も 朝から 何 や 

かやと 町内の 雑事 を 持ち こまれて、 茶 一 つゆつ くりの 

んで いられない のだった。 

や つ こ きゅうた  にち  か いじょう 

走り 奴の 久 太が、 三が 日の 町 飾り や 催し物の 廻状 

を 持って きた あとから、 頭の 使いが 借家の 絵図面 を 

こく や  むじん 

届けて くる。 角の 穀屋が 無尽の 用で 長い こと 話し こん 

で 行った ばかり だ。 

「いやはや！」 と 喜 左衛門 はつぶ やいた。 「こうい そ 


がしく ちゃ 身体が 一 一 つあって もたり ねえ」 

と、 ふと 彼 は 考え こんで、 そのまま 筆 を 耳に はさん 

で 腕 を 組んだ。 

く つ たくが お 

屈託 顔。 

もとの 店子お さよ 婆さんの 一 件で ある。 

三 間 町の 鍛冶屋 富 五郎、 鍛冶 富に 頼まれて、 奥州の 

御 浪人 和田宗 右衛門と おっしゃる 方 を 世話して この 三 

もちだな 

丁目の 持 店の ひとつに 寺子屋 を 開かせた。 が、 まもな 

く宗 右衛門 は 死んで しまう、 あとに 残ったお さよお 艷 

お- P こ 

の 親 娘の 身の 振り方に ついては、 鍛冶 富 ともよく 談合 

したう え、 おさよ 婆さんの ほう は、 じぶんと 富 五郎が 


請 人に たって 本 所 法 恩 寺 橋 まえの 五百石お 旗本 鈴 川 源 

十郎様 方へ 下女に あげ、 娘のお 艷に は、 これ も 自分が 

きも  さんじ や 

肝い りで、 当時 売り物に 出て いた 三 社 前の 掛け 茶屋 当 

り 矢 を 買いと つ て やらせて みたの だった が …… 。 

鍛冶 富 は、 人のう わさに よれば、 だいぶお 艷に 食指 

が 動いて そのために、 金 もつ ぎこめば、 また 到底 その 

ほうの 望みがない とわ かってから は、 かなり 激しく 貸 

し 金の 催促 もした よう だけれ ど。 

おれ はた だ、 店子と いえば 子 も 同然、 大家と いえば 

よくとく 

親 も 同然 —— という 心 もちから、 慾 得 離れて めんどう 

をみ ただけ のこと なの だ。 


それ だのに。 

お 屋敷へ あがった おさよ から は、 便り どころ かこと 

づてー つ あるで はなし、 娘 は 娘で、 勝手に 男 を こしら 

えて 今 は どこに どうして いると も 知れず 店 をし めて 

突っ走って しまった。 

お 艷は何 をい うに も 若い 女の こと、 ただ 折角の この 

家に 敷居が 高くなる だけで、 それ も 言 つ て みれば 

自業自得 だが、 婆さん は 年 をく つてい るく せに あんま 

リ とどかな すぎる。 が、 そんな こと を 一 々怒って いた 

かんしゃく 

日に は、 家主 は 癇癩が 破裂して 一日と つとまらぬ。 

とはいえ、 聞く ところでは 鈴 川 様 は、 大して 御 評判の 


よくない お 屋敷 だとの 人の 口 も ある。 あれ や これ や を 

思い合わせ ると、 苦労性 だけに 喜 左衛門 は、 お 艷の身 

の 上と いい、 とりわけ おさよ 婆さんの ことが どうも こ 

の ごろ 気に かか つ てなら ない の だ。 

「娘つ こも 娘つ こだが、 おふくろ もお ふくろ だて」 

ちゃ  ま 

われ 知らず 口に 出た 喜左衛 門へ、 女房が 茶の間へ は 

い つ てきて 受け答え をした。 

ぼう 

「お前さん、 おさよ さんと ぉ艷坊 のこと を 気に おやみ 

だね え」 

むな さわ 

「うん。 虫の知らせと 言おう か。 なんとなくこう 胸 騒 

ぎがして ならね え」 


「そうだね え。 そう 言えば わたし もこの 二、 三日 あの 

親 娘の 夢見が 悪い のさ。 どうだろう、 いっそ 本 所のお 

屋敷へ うかがって みて は？」 

「うん  そうよ な あ」 

なま 

と 喜左衛 門が 生返事 を 洩らした 時、 勢いよ く 格子が 

あいて、 

「おう ッ、 喜 左衛門 どん、 いるかね！」 

「押しつ まり ましたね」 

鍛冶 富 は、 すわる とすぐ 煙草入れ をス ボンと 抜いて 

から 言った。 


「御 多用で ごわしょう …… 」 

ぼつん とこた えて、 喜 左 衛門は 気が なさそう である _ 

鍛冶 富 は クシ ャ クシ ャと顔 中 をな でまわして、 

むやみ 

「いえね。 なんてえ こ ともなく、 ただこう 無闇に 気ぜ 

わしくて ね、 はは は、 やりきれません」 

で、 今 さら、 年の瀬の 町の 騒音が 身にしみる ように 

そして それ を 嚙んで 味わうよ うに、 二人 はちよ つと 下 

を 向いて めいめいの 手の甲 をみ つめた。 

にょう まう 

喜左衛 門の 女房が 茶 を 入れて すすめる。 

ふたり はい つし よに 音を立てて すすった。 

喜 左 衛門は 髪 も 白い ほうが 多く、 六十の 声 を かなり 


かぎょう 

前に 聞いたら しい 年配 だが、 富 五郎 は 稼業 がら、 お ま 

けに 今でも 自ら 重い 槌を 振って いる だけあった。 年齢 

も 喜左衛 門より ははる かに 下 だけれ ど、 それにしても 

頑丈な 身体つ きをして いる。 腕つ ぶし なぞ 松の木の よ 

うだ。 

「な あ 喜 左衛門 どん」 

「はい」 

しばらく 何 かも そ も そしていた 鍛冶 富 は、 やがて 思 

いきった ように 口 を ひらいた。 

「おさよ さんの こ つ てす がね  」 

と 聞いて、 喜左衛 門が、 ほん、 ほん！ というよう 


な 声を立てて 急に 膝 を 乗り出す と、 鍛冶 富 も それに 勢 

いがで て、 

「いや、 お笑いになる かも 知れね えが、 ちょいと その、 

鈴 川 様のお 屋敷に ついて 嫌な こと を 聞き こみし たんで 

ね …… 」 

「ほ！ なんです い？」 

「まあ さ、 あそこへ おさよ さん を 入れた の は、 お前 さ 

ん とわたし が 請 人。 請 人と 言えば 親 もと代り の もんだ 

から 先方から 変な 噂 を 耳に する につけて、 わたし もい 

ろい ろと 気 を もんで いました がね、 今度 はどう も 聞 

きつ 放しに ならね えから、 こうして お話しに あがった 


ような わけで  」 

「はい。 いや、 殿様のお 身持ちの よくね えこと やなん 

か は、 わし もちよく ちょく 聞いて おりました がな、 は 

い、 一体全体 まあ どんな ことが 起こりました い？ 実 

はな 富さん、 おさよ 婆さんの ことと いい、 あのお 艷坊 

の ほうとい い、 今度の 和 田さん の 後始末に だけ はこの 

爺 いも 手 を やきまし たよ。 もう 人の 世話 は ， J リ w J り だ 

ば あ 

といつ も 婆さんと こぼして いる くらいさ。 ま、 お前 さ 

ん のまえ だが、 わし もこの 件に はえら く 気 を 使つ てな、 

いっその こと 出かけて いって、 おさよ さん を 願い さげ 

てお 前さん にで も 引きと つても らおう かと、 今 も、 な 


あ 婆さん や、 はい、 これと ね、 まあ、 話して おり まし 

たと ころです よ」 

「へへ へ、 ぉ艷 さん もどう も 困り もんだ が あれ はお 奉 

行 所へ も 捜し 方 を 願って ある こと だし、 それより 今日 

の はなし は …… なにね、 あっしの 友達に 御用聞きの 下 

で 働いて いる 野郎が ありまし てね、 そい つが 言 うんだ 

が、 先日なん だってえ じゃあありません か。 あの 雨の 

晚 にお 屋敷に 斬り こみが あって、 死人 や 怪我人が うん 

と 出た そうじゃ あありません か。 何 か、 お聞きに なり 

ませんで した かね？」 

「はい。 そう 言えば、 そんなよ うな こと もちら と 小耳 


に はは さみ ましたが —— それで なんです い、 その 暴れ 

こんだ 連中ての は？ 意趣 遺恨と でもい うような 筋 あ 

いです かい？」 

「それが さ、 その 下つ 引きの 言う こと にゃあ、 なんで 

も 同じ 晚にニ 組 殴り こみ を かけたら しいんだ が、 あと 

から 来たの は 火事 装束のお 侍が 五 人 —— というん です 

けれど、 さあ、 なんの ための 斬り 合いだ か、 そいつが 

力 い もく 

皆目 わからね え」 

「火事 装束？ へんな 話 だね。 なんにしても 押し迫つ 

てから 物騒な」 

「さいで げす。 でね、 その 野郎 は 眼 を 皿の ようにして 


かぎ まわって いるんで すがね、 さあ、 口裏 を ひいて み 

るて えと、 こんな こた あ 大きな 声 じ や 言えね えが、 ど 

う も 鈴 川 様 はだい ぶお 上に 眼 をつ けられて るら しいね。 

ことによると 近々 お 手入れが あるか 知れね えと。 いや、 

これ あね、 わたし 一人の 考え だが、 はは は …… ね、 と 

まあ、 言った ような 次第 さ。 どうした もんで ごわし よ 

う？」 

「事件が 起こった あと じゃあ、 おさよ さん も かわい そ 

うだし —— 」 

「それに、 係り あいで こち とらの 名が 出る ような こた 

あ まっぴら だ」 


「ようがす！」 喜 左 衛門は 考えて いた 腕 を ほどいて、 

「お前さん も、 今のところ 乗リ かけた 船で しかたが ね 

えと あきらめて、 どう だね、 せわしい 身体だろう が、 

一 つ これから 私と いっしょに 本 所に 出向いて くれ ませ 

ん かい …… おい！ 婆さん や、 あっちの 羽織 を 出して 

もらおう。 ちッ！ 用の ある 時 はき まって そこらに い 

かなぼう ひ 

や あしない。 いい 年 を しゃがって、 あんな 金棒引き も 

ない もんだ。 ばあさん  しょうが ねえな あ。 婆 

あ ッ！」 

家主 喜左衛 門、 だんだん カンカン になって、 ポッポ 

と 湯気 を あげてい る。 


客 —— でもない が、 鍛冶屋 富 五郎が 来て いる あいだ 

に、 ちょっと 家の まえの 往来で も 掃いて おこうと、 喜 

ほうき 

左衛 門の 女房 は 箒 を 持って 表へ 出た。 

いいお 天気。 

日の 光が 町 全体に 明るく 踊って、 道 ゆく 人の 足 もお 

のず から 早く、 あわただしい 暮れの 気分 を 作って るな 

かに も、 物売りの 声が ゆるやかに 流れて、 徳川 八代泰 

ごじせ い  ほが 

平の 御 治世 は、 どこか 朗らかで ある。 

とし いち  き 

歳の市へ、 伐り 出した 松 を 運ぶ 荷車が 威勢よ く龃け 

うこん もめん  ふろしき 

て 通る。 歳暮の 品 を 鬱金 木綿の 風呂敷に 包んで 首から 


でっち  ももひき 

胸へ さげた 丁稚が 浅黄 の 股引 を だぶ つかせて 若旦那の 

と +P 

お供 をして ゆく。 

「おばち やん …… 」 

よし  ふくろ 

という 声に 振り返る と、 長屋の 由 公が お袋に 手 を 

ひっぱられて 横丁の 人混みに 消える ところだった。 そ 

の 母親の 白い 顔が 笑って、 何 かそ そくさと 挨拶 をした 

ようだった。 

泣いても 笑っても あと 何日  町へ 出て みると、 し 

み じみと そんな 気がする の だ つ た。 

そうだ。 気 は 心 だから あの 児へ 何 かお 歳暮 を やらな 

くち や あ …… 女の子 達に は 出ず 入らず で 一 様に 羽子板 


わんぱく  は ま 

がいい けれど、 腕白に はや はり 破 魔の 弓 かしら？ 

こんな こと を 考えて、 何度も 腰 をのば しながら、 喜 

左衛 門の 女房 は せっせと 格子の 前 を 掃いて いる。 

うつ 向いて 箒の 手 を 動かして いると、 眼に 入る の は 

近く を 往来す る 人の 足ば かりだ。 

知った 人が 声をかけて ゆく。 

通る 人の 足 をよ ごさない ように 気をつけて はいたが 

じ ぎ 

誰かに お 低頭 をされ た 拍子だった。 ふと 箒の 先に 思わ 

ぬ 力が はいつ て 折りから 掃きた めて あった 塵埃が 飛ん 

で、 ちょうど 前 を 歩いて いた 人の 裾から 足袋へ したた 

かかかった。 


は つ として 顔 を あげる と、 

ろう ざ や 

着流しに 蠟 鞘の 大小 を 差した、 すこし ふとり 気味の 

重々 しいお 侍で ある。 

まな 

切れ 長の 眼 じりに 細い 皺 を 刻んで、 じっと 立ち ど 

まこ 

まった まま、 埃り を 浴びた 足 もとと、 箒 を さげて どぎ 

まぎして いる 老婆の 顔と を しずかに 見 くらべ ている。 

喜左衛 門の 女房 は、 背中に 火が ついた ように 狼狽し 

た。 

お 手う ち！ 斬られる！ 斬られな いまでも、 どん 

なお とがめが あろう も 知れぬ と 思って、 はっとす ると 

舌が こわばった。 


「あれ ッ！ とんだ、 また、 粗相 をいた しまして！ 

ごリ ようけん 

ど ぅぞ 殿様、 ど ぅぞ御 料簡な されて くださり ませ」 

とっさにこう 詫びる と 同時に、 のめる ように 飛んで 

行って 前掛けの 先で 侍の 足 を 払おうと した。 

と、 侍 は 二、 三 歩 さがって、 おだやかに 笑った。 

「ああ、 よいよ い。 あやまち は 誰に でも ある こと  

自分で 拭く から 心配 はいらぬ」 

言いな がらもう 懐紙 を 出して、 ゆっくりと 裾 を は 

ら つてい る。 

相当の 年齢。 服装な ども、 眼に はっかな いが、 争え 

ない 高貴な おもむき を 示して、 何よりも その ふくよか 


な穏 顔に、 人な つっこい 笑みが 春の 海の ように 輝いて 

いる ことだった。 

ぼんやり 見て いた 喜左衛 門の 女房 はわれに 返つ たよ 

うに 再び 侍の 足へ 突進して、 転ぶ よう にしゃが むな り 

また ほこり をた たきだした。 

「わたくしの 不調法で ございます。 お 手ず から は あん 

まりもった いなくて、 恐れ入ります。 どうぞお ゆるし 

遊ばして」 

「いや。 それに はおよ ばぬ」 

侍 は 急いで 身 を ひくと、 手 を 取らん ばかりにして、 

なお も 争う 老婆 を 立た せた。 


「はは は、 なんの これし き！ お前 も 家に はいって は 

人の 妻、 母、 いやもう 祖母であろう。 その 妻た リ 母た 

り 祖母た る 者に 足 を 拭かせた とあって は、 わしが その 

人々 に 相す まん。 な、 許して くれ。 ここ はわし の ほう 

であ やまる。 はは はは は」 

なんという わけの わかった、 奥ゆかし いお 侍 だろ 

う  と 老婆が 涙ぐんで 頭 を さげて いると、 「だが」 

と 侍 はつ づけて、 「往来 筋の 掃除 は、 まだ 人の 出ん 早朝 

のうちに いたした がよ ろしかろう。 あ、 これ！ それ 

から、 あそこに 散らばって おる 紙屑 古 下駄の たぐい、 

新しき 年 を 迎える に 第一 みぐるしい。 隣家の 前で は あ 


るが 手の ついでに 取り かたづけて やりなさい」 

声 もな く 老婆が 二つ 折れに 腰 を かがめた 時に、 くだ 

んの 武士、 ちらとう しろ を 見返って 歩き 出そうと した 

お供であろう、 すこし 離れて 同じつ くりの 血気の 侍が 

ひとりつ いている の だ。 

こんな ことと は 知らないから、 婆さんから 婆あへ お 

ど * つま 

いおい 格 をお として、 家内で は 喜左衛 門が 胴間声 を あ 

げ ている。 

呼んで いるから 行け！ というよ うに、 先なる 侍の 

眼が ほほえんで 老婆 を 見た。 


いくら 呼んでも 女房の 返辞がない ので、 チ エツ！ 

と 舌打ち をした 喜 左衛門 は、 自分で 外出の したく をし 

て、 すぐに 本 所の 鈴 川 様のお 屋敷へ 行こうと、 鍛冶屋 

富 五郎 をうな がして そとへ 出た。 

出て みると、 

そこらに いないと 思った 女房が、 いまにも 泣き出し 

そうな 顔 を さげて、 誰かに ピョコ ピョコ おじぎ をして 

いる。 喜 左衛門 老人 は カツ カツと なった。 

「なんでえ！ ベら 棒め ッ！ 通る 人 を 見て 泣いて や 

がら。 気で も 狂れ たんじ やねえ か」 

ポンポン どなりながら ひょいと 見る と、 四、 五 間む 


こう を 供 を つれて ゆく りっぱな 侍。 

はて！ どこかで 見た ような！ と 小 首をかしげた 

喜左衛 門、 こんど は 蚊の 鳴く ような 低声 だ。 

「婆さん や、 どうしたん だえ？ 何 か、 あの 武家さん 

に 叱られで もした のかえ？」 

まあお 爺さん、 お聞き。 世の中に はえら いお 人 も あ 

る もの さね。 こういう わけなん だよ —— と 女房の 話す 

の を 聞いて、 すっかり 感心した 喜左衛 門、 へえい！ 

と 眼 を あげて 改めて 侍のう しろ 姿 を 見送った とたんに。 

歩き 出して いた 主従が、 一緒に ちょっと 振り返つ 

たが、 先に 立つ 老 武士の 顔 を 見た 喜 左衛門 は、 にわか 


しゅうしょうろうばい 

に 周章狼狽して、 いきなり 女房と 鍛冶 富の 手 をぐ つ 

ととる と、 声を忍ばせて 続け ざまに、 

おおお かさま 

「大岡 様 だ！ 大岡 さま！ 大岡 さま—  まぎれ も 

ねえ 大岡様 だッ！ ヒャ アツ 婆さん！ お前 まあ 大し 

たお 方と 口 をき いた もんだ な あ！」 

「え ッ！ あ、 あれが 大岡 様！ お爺さん、 お前さん 

また 担 ぐん じゃあないだろう ねえ」 

「ばか ッ！ こんな 冗談が 言える もんか。 はばかりな 

がら 公事 御用に 明るくて 江戸で も 名代の 口き き 大家 だ。 

南 町のお 奉行所 は 手前 の 家よりも 心得て いるんだ が、 

じつ  ごくどう  やろう 

実 あ、 たった 一度、 それ、 極道 長屋の 鉄の 野郎が お 手 


あてに なって、 おれが 関係に 付き添って 行った ことが 

しらす 

あるだろう？ あの 時、 お 白洲で お調べ をな すった お 

顔が まだ 眼の 底に こびり つい てら あ。 そうよ。 今の が 

おおお かえち ぜんの かみた だすけ 

大岡 さま だ！ 南 町のお 奉行 大岡越 前 守忠相 様！」 

じょうる リ 

「知らぬ ことと はいいながら」 婆さん は 浄瑠璃 もどき 

だ。 

「ああ ありがたい。 いっそ もっとお そばに よって、 よ 

くお 顔 を 拝ん どき やよ かった よ。 ねえ、 お爺さん、 こ 

かた ぐ さ 

の 話 は 孫子の 代まで 語り草 だね え」 

「そうと も、 そうと も！ うしろ 影な りと 拝みな おす 

こ つた」 


「こち とら、 こんな 時で もな けり や あお 奉行 さまなん 

か 顔 も 見られね え。 よし！ 長屋 じゅうへ ふれて みん 

なを 呼んで こよう」 

鍛冶 富が 龃け 出そうと する の を、 喜左衛 門が とめた。 

「富さん！ もったいね えこと をす る もんじ やねえ。 

おしのびで いらっしゃ るんだ —— 」 

土下座 を せんば かりに 喜 左衛門 夫婦と 鍛冶屋 富 五郎 

が ガヤ ガヤして いるの を、 仔細 を 知らない 通行人が ふ 

しぎな 顔で 見て 通る。 

そのうちに。 

うらら かな 陽 を 全身に 浴びた 大岡忠 相。 きょうは 文 


い ぶき だ いさく 

字 どおりの 忍び だから、 手付きの 用人 伊吹 大作た だ 一 

かど 

人 を 召し つれて、 さっさと 角 を まがって しまった。 

どこへ？ という あても ない。 

いわば ぶ ら ぶ ら 歩きで ある。 

げせん きわ 

民情に 通じ、 下賤 を 究める こと を もって 奉行 職の 一 

必要事と 観じて いる 越 前 守 は、 お 役の 暇 を 見て よくこ 

まんぜん 

うして 江戸の 巷 を 漫然と 散策す る こと を 心がけて もい 

たし、 また 好んでも いたの だ。 この 日 も 冬に は 珍しい 

折りからの 晴天 を 幸い、 年の くれの 景況で も 見ようと 

ぶら りと 屋敷 を 出た ものであろう。 思う こと もな さそ 

うに 越 前守忠 相、 人 を 避けて あるいて ゆく。 あとに 続 


く 伊吹 大作の 気づかれ は 大変。 なにしろ 八方に 目 をく 

しゃち ほこ ぱ 

ばって、 ひとりで 鱸 張って お供 をす るんだ から —— 一 

小僧の 暄嘩 にもぶ つかれば、 馬の いばり も 飛ぶ。 

あそび 

遊戯に ほうけ た 女の 児が 走り出て 来て よろ けたり、 職 

人が お前 を 近く 横切 つ たり …… そのたび に 大作 はは つ 

とする が、 忠 相に はすべ てが ほほえみと 見えて、 にこ 

やかに 左右 を 見渡しながら おおらかに 歩 を 運ぶ。 

観音様に は、 江府第 一 の 大巿。 

並木の 通りから 雷神 門へ かけて、 押すな 押すな の 人 

波で ある。 

これ はこれ は！ 


という ふうに、 越 前 守の 笑顔が 大作 を ふり 返った。 

お 江戸 名物 あさく さ 歳の市。 

町々 辻々 は 車 をと め、 むしろ を 敷いて、 松、 注 連緦、 

歯朶、 ゆずり 葉、 橙 、 柚 …… 。 

うす きばち 

立ち並ぶ 仮屋に 売り声 やかまし くど よんで、 臼、 木 鉢、 

手桶な どの 巿 物が、 真新しい 白 さ を 見せて いる。 

くら  こまが たなみ き 

浅 草 橋から お 蔵 まえ、 駒 形 並木、 かみなり 門の 往来 

東西に 五 丁 ほどの あいだ、 三 側 四 側に つらなって 境内 

はもと より 立錐の 余地 もない 盛りよう。 おまけに 裏 は 

砂利 場、 山の 宿にまで つづいて、 老若男女、 お 武家、 

町方、 百姓の 人出が、 いろ とりどりの 大きな 渦 を 巻い 


て、 閑々 として また 閑々 と 流れて いた。 

冬の 陽 は 高く 銀に 照つ て、 埃と 人い きれと 物音が 

あいぜん 

靉然 とひと つに からんで 立ちのぼる。 

陽の 斑点と 小さな 影と が、 通りに あふれる 人々 の 肩 

に 踊って、 高貴な 虎の 皮 を 見る よう だが、 何 かしら 弱々 

しく 冷たい ものが その あいだにみ なぎって、 さすがに 

今年 も あます ところす くない あわただし さ を 思わせた _ 

芋 を 洗うよう な 人 ごみ。 

そのな か を、 おしのびの 南 町奉行 大岡越 前守忠 相、 

しょうよう 

自邸の 庭で も 逍遙 する ように 片手 を 袖に 悠然と 縫つ 

て ゆく。 


すこし 離れて お供 をす る 用人 伊吹 大作 は、 とも すれ 

ば 主君の 影が 雑踏に のまれよ うとす るので、 気が 気で 

ない。 遅れて はならない と忠 相の 広い 肩幅 を 眼 あてに、 

懸命に 人を搔 きわけ ている。 

右 も 左 も、 前にもう しろに も、 眼のと どく 限りの 町 

すじ を 埋めて、 人、 人、 人 …… 。 

うなず 

忠相 はた だ、 まわりの すべて を 受け入れ、 頷いて、 

ゆ. * こ 

あらゆる 人と 物に 微笑みかけた い 豊かな こころで い つ 

ぱいだった。 

そこに は、 位の 高い 知名な 身の 自分が、 今こう して 

しせい  ご  ひろ 

巿 井の 巷 を 庶民に 伍しても まれ もまれて 徒歩って いる 


の を 誰 ひとり 知る もの もない という、 稚ぃ、 けれども 

満ちたり たよろ こびな ど はすこし もなかった。 もっと 

も 以前 ひそかに この 府内 巡行 を はじめた 最初のう ち は、 

彼に もそう した 悪戯げ な 気 もちが、 まんざらな いで も 

なく、 街 上 を ゆく 者 や 店々 に 群れさ わいで いる 男女が、 

なんらかの はずみで 自分が 大岡越 前で ある こと を 知つ 

たら、 かれら は どんなに か 驚き、 恐れ、 且つ あわてて 

そこの 土に 平伏す る ことであろう か  こう 考える と、 

忠相は いまにも 誰かに みっか リ そうな 気がして ならな 

かったり、 時として は、 余 は 南 町の 越 前で ある！ と 

叫び あげたい 衝動に 襲われた りした もの だが、 しかし、 


それ は 昔の ことで ある。 

いまの 忠相 は、 すっかり 枯れき つてい るの だ。 

かれは 何らの 理屈 も 目的 もな しに、 中老の 一 武人と 

して、 寂び た 心境の なかに 日向の 町 を 歩いて いる だけ 

で、 言い かえれば、 この、 浅 草の 歳の 巿を ひやかして 

ゆく、 でつ ぶりと ふとった 上品な お 侍 は、 南 町の 名 奉 

行 大岡越 前守忠 相で はなく、 江戸の 一 巿民 にすぎない 

の だ。 だから、 向う から 来て、 自然と 顔を合わせ てす 

れ ちがう 多くの 者が、 誰も 気がつかずに 往 くのに ふし 

ぎ はない のだった。 

奉行と いえ ども 二 本の 脚が ある 以上、 こっそり 町 を 


歩いた と てなん の異ゃ あらん —— 忠相は こう 思 つてい 

る。 その 気で どこへ でも 踏み こんで ゆく の だから、 お 

付きの 者 は 人知らぬ 気苦労 をし なければ ならない ので、 

いつもお しのび を 仰せ 出される と、 みな こそこそ いな 

まら た 

くな つたり 急に 腹痛 を 起こした りする のがつ ねだった。 

伊吹 大作 は 人が 好い ので、 ほかの 者に 代り を 押しつ 

けられて たびたび お供 をして いるう ちに、 根が お 気に 

入リ だけに、 このごろ では 巿内 巡視 に は 必ず 大作が お 

つき 申し上げる ことに い つから ともなく 決ま つてし 

まってい るの だが、 これが なかなか 大汗 もので、 さす 

がの 大作、 正直な ところ 迷惑し ごくと 腹の 底で こぼし 


ている。 

ことに 今日！ 

ところ もあろう に 浅 草の 巿 なぞ へ おみ 足が 向こうと 

は 思わなかった！ 

と 大作、 人浪に 押し返されて、 くるしまぎれに 恨ん 

でい るが、 この 大作の 心中に は 頓着な く、 忠相は 身体 

を 斜めにして どんどん 進みながら、 つと 眼に ついた 一 

軒の 仮 店に 首 をつ つ こんで、 

「ふむ。 海老が ある」 

ほんばもの 

「へい。 ございます —— 本場物で」 

「本場 …… と 申せば、 伊勢 か」 


「へえ、 へえ、 伊勢の 上 もので ございます」 

これ を 聞く と 越 前守忠 相、 山 田の 時代が なつかし 

かった もの か、 やにわに うしろ を 向いて 呼ば わった。 

「大作！ 来て 見い。 みごとな き 勢 海老 じ ゃぞ」 

忠 相の 声が 藪から 棒に 大きかった ので、 となりに し 

め緦を ひねくつ ていたお かみさんの 背な かで、 おびえ 

た 赤ん坊が やにわに ヮ アツ！ と 泣き だした。 

巿の中 ほどへ 出た ときだった。 

突如、 うしろに 起こった 人声 を 聞いて、 忠相何 ごこ 

ろな く 振り返って みた。 

す り  ののし 

掏摸 だ！ 掏摸 だ アツ！ と 罵り さわいで、 背後 


の 人々 が 一団と なって 揺れあって いる。 腕が 飛ぶ 拳が 

なぐ  の わき 

振り あがる、 殴る 蹴る。 道 ぜんたいが 野 分の すすきの 

よう …… 。 

と！ 

その、 人の うずまき のなかに キラ リと 光った 物が あ 

る。 

「わ アツ！ 抜いた ッ！ 抜いた ッ！ 怪我 をす るな 

怪我 を ッ！」 

という 声々 がく ずれた つた かと 思う と、 旅 仕度に 身 

たな もの 

を かためた お 店 者ら しい 若い 男が、 振 分けの 小荷物 を 

肩に、 道中 差しの 短い 刀 をめ ちゃくち やに ふりまわし 


ながら 鼠の ように こっちへ 飛んで くる、 とばつ ちり を 

食って 斬られて はかなわない から、 通行人の むれが 

やじうま 

サッと 左右に わかれた せまい 無人の境 を、 弥次馬に 追 

われて 一 散に 龃 けて 来る の を 見る と —— つづみの 与吉 

である。 

与吉の やつ、 走りながら 金切り声で どなって いる。 

ようしゃ 

「さあ！ こうな り や あど いっこい つ の 容赦 はねえ。 

そば へ 寄り や あ、 かた つばし からぶ つ た 斬る ぞッ ！ 

どいた どいた ッ！」 

へ きえき 

この 勢いに 辟易して、 みな 路を あける ばかり …… 誰 

ひとりと び 出す 者 はいない。 女子供の 悲鳴、 ごった返 


ま  なか  ぼっぱつ 

す 人垣。 としの 市の 真ん中に たいへんな 騒ぎが 勃発し 

た。 

これが つづみの 与吉 —— と は 知らないが、 抜刀 を か 

ざす 男が 近づく とみる や、 大作 は 身 を 挺して 前へ 出る 

なり、 すばやく 忠相を かばって 柄に 手 を かける。 

「善ち やん！ こっち！ こっち！ 早く ッ ！」 

忠 相の 耳の 下で 黄い ろい 声が 破裂した。 商家の 

内儀 風の 若い 女が、 この 騒動で はぐれた らしく、 その 

時、 むこう 側から ョ チヨ チと 中間の 空地 を 横ぎ りかけ 

た 四、 五 歳の 小児 を 死に もの 狂いに 呼んで いるの だ。 

与吉は 刀身 を 陽に きらめかせて、 もう 鼻の さきへ 


迫つ てきて いる。 

「善ち やん、 危ない ッ！ いいから お帰り！ そっち 

ブ 』 ッ ！」 

と 女が 叫んだ 刹那、 忠相は ヒラリ と 大作の 守護 を 脱 

して、 あれよ という 間に、 通リ みちに まごつく 善ち や 

んを 抱き かかえて 向う側へ 飛び こんだ。 

同時に！ 

与吉 と、 与吉の 道中 差し は、 鉄砲玉の ように 空に なつ 

て 疾駆し 去った。 

とおりがかりの 浪人 ゃ鳶の 者が ぶっかり あいながら 

与吉を 追つ かけて 行く。 それ ッ！ という 忠 相の 眼 顔 


にこた えて、 大作 も ただちに 追っ手に 加わった。 

むちゃ 

「この 雑踏に 抜 きゃあが ると は、 無茶な 野郎 もあった 

もんです ね」 

「掏摸 だそう です よ。 なんにしても 人 さわがせ なやつ 

で」 

あとに は、 巿の 人出が 一面に ざわめいて、 そこに も 

ここに も 立ち話が はずんで いる。 

忠相も 口 を だした。 

「掏摸 か。 それにしても 道中 姿 は 珍しい な」 

「へえ。 あれが あの 輩の 手なん で ：：： 一 つまち がえ 

ば その 足で 遠国へ ずら かろうと いう  」 


「なるほどな」 

人品 卑しからぬお 侍 だが、 どこの 誰と も 知らない か 

ら皆気 やすに 言葉 を かわして いる。 

わるさ 

「なんでもお 若い お 武家と かの 抉へ 悪戯 をす ると ころ 

を 感づかれて、 すんでの ことで つかまろう としたの を 

まあ 奴に とつち や あこの 人混み を 幸 に 暴れ だしたん 

だそう で —— とにかく、 えらい 逃げ足の 早え 野郎で ご 

ぜ えます」 

忠相 は、 首 を 振って 感心して みせた。 

「抉に わるさ をした と 申して、 何 か 奪った のであろう 

力な」 


「そいつ あ 知りません が、 なんにしても あんなけ だ も 

の は 寄って たかって ぶちのめして さ、 沢庵 石で も重リ 

にして 大 川へ 沈め を かける のが 一番で さあ。 南 町に 大 

岡 様て え 名 奉行が 目 を 光らせて いらっしゃ るのに、 そ 

ひざもと  わるあがき 

のお 膝下で この 悪足搔 だ。 いけ ッ 太え 畜生 じゃあり ま 

せんか、 ねえ」 

越 前守忠 相、 くすぐった そうにうな ずいて、 ほほえ 

みながら 立ち去ろう とすると、 善 ちゃんの 手 を 引いた 

若い 母親が あらためて 礼を言つ ている。 

「いや …… 」 

と 笑った 忠 相の 眼 は、 折りから また ひとり、 血相 を 


変えて 人 を 分けてく る 若い 浪人 者の 上に とまった。 

詉訪栄 三郎だ —— 手に 紙片 を 握って いる。 

本 所 化物 屋敷の 斬り こみ は、 火事 装束の 一隊と いう 

思わぬ 横槍が はいって、 四、 五の 敵 をむな しく 殺め た 

うすで 

ほか、 めざす 左 膳に は 薄 傷 をお わせた にす ぎなかった 

が、 きょうに も 乾 雲 丸に 再会せ ぬ もので もない と、 歳 

の 市の 人中 を ぶら りと 歩いて いた 誠訪栄 三郎。 

ふと 袖に さわる ものの あるの を 感じて、 何 ごころ な 

く 見返る と …… 。 

こしぎんちゃく 

思いき や！ 鈴 川 源 十郎の 腰巾着、 つづみの 与吉 が、 

りょうけん 

どういう 料簡 か 旅の したく を 調えて、 今や 自分の 袖 


口に 何 か 手紙 様の もの を 押し入れようと している。 

コャ ッ！ 何 をす るッ！ 

ひじ 

と 考える 先に、 栄三郎 の 手 はもう 与吉の 肘に かかつ 

ていた。 

「おのれ ッ！」 

「あ！ ごめんなさい。 人違いで ございます」 

だま  い っぞゃ 

「黙れ ッ！ 貴様 は 過日の —— うむ、 よし！ そこ ま 

で 来い ッ！」 

引った てようと する。 ひたすら あやまって 逃げよう 

とする。 この 二人の 争いに、 気の 早い 周囲の 江戸つ 児 

がすぐ にきん ちゃく 切りが やり 損じた と 取って、 そこ 


で、 掏摸 だ、 掏摸 だ！ とば かりに 与吉を かこんで 袋 

だた きにし 始める と、 かなわぬ と 見た 与吉、 やにわに 

道中 差し を 抜いて 通路 を 開きながら 突っ走って しまつ 

た。 

有難 迷惑な 弥次馬の おかげ、 与吉 をお さえ そこねた 

栄三郎 が、 念のために 袂を さぐって みると、 出て きた 

の は、 いま 与吉が 投げ こんでいった 丹 下 左 膳から 栄三 

郎へ …… すなわち、 夜泣きの 刀 乾 雲 丸から 同じ 脇差 坤 

竜 丸へ あてた 一 通の 書状！ 

ゆうよ 

混雑 中ながら 猶予 はならぬ。 手早く 封 を 切って 読み 

くだした 栄三郎 なにごと か サッ！ と 顔色 を 変えた と 


思う と、 手紙 を、 武蔵 太郎の 柄が しらと い つし よに グッ 

と 握りし めて 遅れば せ だが、 与吉の 去った 方へ しゃに 

むに 急ぎ だした。 

剣怪左 膳の 筆跡 —— そもそも 何が したためて あ つ た 

か？ 妖刀乾 雲、 左 膳の 筆を藉 りてい かなる 文 言 を そ 

の 分身 坤竜 にもたら した ことか？ 

それ はさて おき。 

人 を 左右に 突きの けて くる 栄三郎 の 浪人 姿 を、 群集 

の 頭 越しに みとめた 忠相 は、 あれが 今の 掏摸に あった 

侍と いう ささやき を 耳に する や、 何 を 思った か、 いき 

なり 足 を 早めて 彼 をつ けだした。 


カツ！ と 血が 頭脳に のぼって いるら しい 栄三 郎、 

人浪を 押し わけて よろめき 進む。 男 を はねのける。 女 

はっきと ばす、 子供 も 蹴散らして ゆく がむしゃら ぶり。 

忠相 も、 いそいで それに 続いた が、 嫌と いう ほど 誰 

かの 足 を 踏んで、 痛い ッ！ と 泣き声 を あげられた 時 

は、 大岡越 前守忠 相、 にこやかな 笑顔 を 向けて 丁寧に 

詫びた。 

し 力し 

駒 形 を 行きつ くして、 浅 草 橋 近くな つたころ は、 与 

吉も 追っ手 も 影 を 失って、 栄三郎 も はじめて あきらめ 

しょうぜん 

たもの か、 悄然と ゆるんだ 歩 を、 そこから 折れて 瓦 町 


のと ある 露地へ 運び入れた …… 巿 のにぎ わい をう しろ 

こ o 

忠 相が 後から 声をかけた。 

き や つ  いだてん  しゅんそく 

「彼奴、 稀代の 韋駄天、 駿足で ござるな、 はは はは、 

それ はそうと、 貴殿、 落とし物 は ござらぬ かの？」 

振り返った 栄三郎 は、 そこに、 見 おぼえの ない 上品 

な 武士が 立って いるので、 思わず むっとして 問い返し 

た。 

「拙者に 何 か 仰せられました か」 

かの もの 

「いや、 ただいまの さわぎ …… 彼 者 は、 貴殿に この 書 

面 を 捻じ こんでい つたに 相違 ござる まいと 存 ずる。 な 


に、 これ はた だ 拙者の 推量 だが、 はは はは、 いかがで 

ござるな？」 

との 忠 相の 言葉に、 栄三郎 は、 はっと 気がつい たよ 

うに じろ りと 忠相を 見やりながら 踵 をめ ぐらそうと 

したが！ 

今の いままで 手に つかんで いた はずの 左 膳の 手紙 

が！ どこで いつ 落とした もの かなくな つてい るので、 

おや！ と忠 相の手 もと を 見る と！ 

これ はまた どうした というの だ。 

いつ、 どこで 拾った もの か、 皺くちゃの その 手紙が 

ちゃんと 忠 相の手に あるで はない か。 


「や ッ！ そ、 それ は —— 」 

と、 あわてふためいた 栄三郎 が、 われ を 忘れて 跳び 

かかろう とすると ヒョィ とさが つた 越 前守忠 相、 手に 

した 封書の 裏お もて を、 じらす ように 栄三郎 の 面前に 

かざして に つ こりした。 

誠訪栄 三郎殿 

せきわん 

隻腕 居士 丹 下 左 膳 拝 

「いかにも その 手紙 は、 拙者の 落とした もの。 不覚… 

…ともなん とも 言いよう がご ざらぬ、 恥じ入ります。 


お拾いく だされた 貴殿に ありがたく 厚く お礼 を 申し ま 

す。 いざ、 お渡し を 願いたい —— 」 

これが 町奉行の 大岡越 前 守と は 知る 由 もない 栄 三郎、 

よし 零落れ て 粗服 を まとうと も、 面識の ない 武士に は 

対等に 出る。 かれは 必死に 狼狽 を 押しつ つんで、 こう 

言って 二、 三 歩 進み出た が、 忠相は 同時に あとへ さが つ 

て、 

「お 手前が 誠訪 栄三郎 とい わるる。 それ はよ いが、 こ 

れ、 裏に 丹 下 左 膳 —— 隻腕 居士 拝と ある。 そこで 詉訪 

氏 貴殿に お たずね 申す が 、 この 片腕 は 左腕で ござろう 

の？ いや、 左腕でなくて はかなわぬ ところ、 どう 


じ や」 

ときいた 忠 相の あたまに、 電光の ように ひらめいた 

の は、 当時 府内 を震憾 させて いる 逆 けさがけの 辻斬り、 

その 下手人 も 左 剣で なければ ならない 一 事だった。 

で、 然り —— という 意 を ふくめて 驚きながら 栄三郎 

がうな ずくの を 見る と、 忠相 は、 

「然 らば この 一 書、 貴殿に お返し 申す こと は 相 成らぬ」 

きっぱり 断 わって、 さっさと 懐中へ しまいこん でし 

まった。 

無体な こと を！ 刀に かけても 奪還せ ねば！ と栄 

三郎が 面色 を かえて つめよった 時、 見る と、 相手の つ 


れ らしい 侍が 急ぎ足に 近づいて くるので、 残念ながら 

この 曰く ありげ な 二人に 挟まれて、 種々 問いた だされ 

て はよ けいな あやまち を 重ねる のみと、 栄三郎 は 倉皇 

として 忠相を 離れ、 逃げる ように 露地の 奥へ 消えて 

いった。 

「御前、 こんな 所に いらっしゃろうと は 存じ ませぬ ゆ 

え、 ほうぼう おさがし 申しまして) J ざり ます」 

という 声に、 忠相 がふり 向く と 与吉を 追ってい つた 

伊吹 大作で ある。 

多勢と ともに 追跡して みたが、 なにしろ あの人 出、 

一 度 は 旅 合羽へ 手 を かけた ものの ス ルリと 抜けられて、 


つ いそこの 通りで とうとう 与 吉の影 を 見失った と いう 

めんぼく 

「面目 次第 も ござり ませぬ、 いやはや 掏摸 を はたら こ 

うとい うだけ あって、 なんと 身軽な やつで」 

「掏摸？ 誰が 掏摸 じ や？」 

「は？ あの 男  」 

「あれ は 掏摸で はない」 

きんちゃくき 

「すると 巾着切りで？ それともち ぼ  」 

「たわけめ。 同じで はない か」 

「恐れ入りまして ござります」 

かいちゅうもの  かす 

「な あ 大作。 他人の 懐中物 を 機 を もって 掠めと る を 

掏摸と 申す」 


「機に よ つ て 人の 抉に 物品 を投 ずる —— こり やすりで 

は あるまい。 き やつ は ある 者の 依頼 を 受けて、 あの人 

の 抉に 封書 を 投げ入れた のじ や。 よって 越 前、 かの 町 

人 を 掏摸と は 呼ばぬ ぞ」 

「あの、 手紙 を？ なれ ど 御前、 どうして そのような 

ことが おわかりになります る？」 

と 眼 を 円く している 大作 を 無言に うながして、 忠相 

はしん から 愉快そう に、 左 膳の 書 をのんだ ふところ を 

ぼんと 一 つたたい て 歩き 出した。 

「はは あ。 なるほど 委細 そこに！」 大作 は 自分の 胸 を 


打つ 真似 をして、 

「いや、 さようで ございましよう とも！ さようで ご 

ざ いましょう！」 

感に 耐えて 首 を 振りながら お供に つづ ， ，1 うとす ると、 

忠相は ぼんやりと 立ち どまって、 いま 栄三郎 の はいつ 

て 行つ た 露地 の 口 を 見守 つ た。 

狭い 裏 横み ち。 

かど  あきち 

角に ささやかな 空地。 

材木が 積んで あって、 子供が 十四、 五 人 がやがや 遊 

んで いる。 

空 高く、 陽 は 滋雨の ごとく 暖か だ。 


ひさしぶりに 満ちたり るまで 巷の 気 を 吸い、 民の 心 

と 一 つに 溶けた 大岡忠 相、 カンカン 照る 日光の なかで 

子供と 同じ 無心に 返って その さ ざめ きを 眺めて いる。 

一 段 高い 積み 木の 上に 正座した 年 かさの 子。 

おもて 

「南 町奉行 大岡越 前で ある ぞ。 これ 面 を あげい。 そ 

の ほう 儀 …… 」 

しらす  ござ  し 

お 白洲 ごっこ だ。 道理で、 地面に 莫蓖を 敷いて、 あ 

れが科 人であろう、 ひとりの 子供が 平伏して いる。 左 

右に いながれ るお 調べ 方、 つくばい 同心 格の 子供達、 

まゆ  つ  まじめ 

眉 を吊リ あげ、 頰を ふくらせ た その 真面目 顔。 

越 前 守が 苦笑して いるう ちに、 あとの 大作 は ぷッと 


はるかむ こうに、 さっき 田 原 町 を 出て 来た 家主 喜 左 

よそ  いんきん 

衛 門と 鍛冶 富、 また 大 岡に 会った と 外ながら 慇憝に 小 

腰 を かがめる。 本 所の 鈴 川 方へ 行く 途中と みえる。 こ 

れを 見る と忠相 は、 さて は 誰か 顔 を 知って おる 者に み 

つかった な！ と 足 を 早めて 立ち去つ たが、 あるかな 

しかの 風が 白い 砂 ほこり を 低く 舞わせて、 うしろに 子 

供の 大岡 様の 声が していた。 

「その ほう 儀、 去る 二十 九日、 横町の 質屋の 猫 を 

てんすいおけ 

天水桶に 突つ こんで、 そのまま 窓から ほうりこん だに 

相違 あるまい。 まっすぐに 申し立てい ッ  


「姐御 ッ」 

ながひばち 

と 飛び こんで 来たけ たたまし い 与吉の 声に、 長火鉢 

もの 一つ 

の 向う からお 藤 は 物憂 い 眉 を あげた。 

「なんだ ね、 そうぞうしい」 

きせる 

立て膝の まま 片手で 畳 をな でて いるの は、 煙管 を 探 

すつ もりら しい。 

櫛 まきお 藤の 隠れ家で ある。 

「いけね え。 落ち着いて ちゃ あいけ ねえ！」 と 与吉は 

い き 

わらじ をと くま も 呼吸 を 切らして いるが、 家内のお 藤 

おお あくび 

は大 欠伸 だ。 


「また 始まった よ、 この 人 は」 

てんで 相手に しそう もない ようす だけれ ど、 それで 

もさす がに、 ぬつ と あがって 来た 与吉の 道中 姿 を 見る 

とお 藤 もちよ つ と 意外そう に 顔 を 引きし めて、 

「おや！ お旅立ち？」 

「へへ へへ」 与吉は 悪党ら しく 小刻みに 笑って、 「な あ 

にね、 ちょっくら 芝，， 居 を 打って 来ました」 

「芝居 を！」 

「あい」 

どっかり とす わった 与吉、 お 藤の 差し だす 茶碗の 

ひ や  じょうきげん 

冷酒 をぐ つと あおって、 さて、 上機嫌に 話し だした の 


は  。 

左 膳の 手紙の 一 件。 

あの 雨の 夜の 乱 刃に、 化物 屋敷で 斬り 殺された 者が 

ばくち 

総計 七 名、 これ はすべ て 泊まり 合わせて いた 博奕 仲間 

で、 負傷者 は 左 膳の 軽傷 以下 十指に 近かった。 

しかも、 栄三 郎と泰 軒に は 一太 刀 も くらわさな いう 

ちに、 あの、 得体の知れない 火事 装束の 一団が 乗り こ 

ん できて、 これに は 左 膳、 源十郎 もしば し 栄三郎 方と 

力 を 合わせて 当たって みたが、 その 間に 泰軒は 屋敷 を 

のがれ 出て しまった。 

頭だった 火事 装束が 刀 影 を つ い て 放言した ことに 


は、 彼ら もまた 夜泣きの 一 腰、 乾雲坤 竜の 二 刀 を 求め 

ている もの だと。 

いぎょう  と 

つまり この 一隊の 異形の 徒 は、 左 膳の 乾 雲、 栄三郎 

きょうい 

の坤 竜に とって、 ともに 同じ 脅威であった。 

そこで 剣豪 左 膳、 いま 一度 左腕に 蹉りを かけて、 力 

闘 数 刻、 ようやく 明け方に およんだ が！ 

さと ラ 

時、 左 膳に 利 あらず、 火事 装束の 五人組に 稀 刀 乾 雲 

丸 を 横奪され て、 すぐに 塀 外へ 龃け 出て みたと き は、 

すでに 五 梃の 駕籠が いずく ともなく 消え失せ ていた あ 

とだった というの だ。 

乾 雲が 持ち去られた。 


すると 今、 奇剣乾 雲 は 左 膳の 手 を 離れて、 何者と も 

はっきり しない 五 梃 駕籠の 一 つに でも ひそんで いるの 

であろう！ お 藤 は 白い 顔に きっと くちびる をかん だ 

一与の 公、 ほんとう かい、 それ」 

つづけざまに 合点 合点 をした 与吉、 なお も 語 を つ い 

で、 こうして 乾 雲 丸が 左 膳の 手 もとにない 以上、 もう 

いたずらに 栄三郎 と はりあう 要 もない と、 さて こそ、 

その 旨 を 書いた 左 膳の 手紙 を、 こっそり 栄三郎 へ 届け 

る 役 を 言いつ かった つづみの 与吉、 歳の市の 雑踏 裡に 

栄三郎 を 見かけて うまく 書状 を 袖から おとし こんだ ま 

ではい いが …… 。 


「掏摸と まちがえられて えらい 目にあい ましたよ。 光 

る 刀 を 引つ こぬ いて どんどん 龃け てきました がね。 い 

や、 あぶね え ぎ当さ、 はは はは は」 

与 吉は事 も なげに 笑って いるが 聞いて いる うちにお 

藤の 目 は 疑 わしそう にす わ つ てきた。 

もし それが ほんと なら、 丹 下 左 膳が 自分で 栄三郎 を 

訪れて、 さらり と 和解 を 申し こみそう な もの。 その ほ 

うが また、 どんなに あの人ら しいか 知れ やしない —— 。 

第一、 あの 丹 下様が、 あんなに 命 を かけて いた 乾 雲 

丸 をそう やすやすと とられる だろう か？ 

けれど、 ものに はすべ て 機み という こと も ある。 


丹 下 左 膳と いえ ども 魔神で はない …… こう 考えて く 

だま 

ると、 お 藤 は 与吉が うそをつ いている とも、 左 膳に 欺 

されて いると も 思えない のだった。 要するに、 何が な 

んだ かわからない お 藤。 

「そうかい」 

とお もしろ くもな さそう につぶ やくと、 頭痛で もす 

るの か、 しきりに こめかみ を もみ 出した。 かと 思う と 

今度 は 丹念に 火鉢の 灰 を かきなら している。 

あたまの 中で は いろんな 思いが さわがしく 龃 けめ 

そとみ  かんかん 

ぐって いるが、 外見 はいかに も 閑々 としてお 妾の ごと 

く 退 1  出そう だ。 


や け  おしろい 

撫で肩に 自棄に 引っかけた 丹前、 ほのかに 白粉の 

ぇリ  ししお き 

移って いる 黒 襟 …… 片膝 立てた 肉 置 もむ つちり と 去り 

かけた 女盛りの 余香 を ここにと どめて いる 景色 —— む 

ら さきい ろの 煙草の 輪が、 午 さがりの 陽光の なか をプ 

えんぎもの 

カリ プ カリと 棚の 縁起物に からんで。 

つづみの 与の 公、 この 白昼 いささか ごてり と 参つ て 

お 藤の ようす を 斜めに 眺めて いる。 

丹 下の 殿様 も 気が 知れね え、 こんな 油の 乗りき つて 

る 女 を 振りぬ くなんて、 と。 

吐き出す ように、 お 藤が いう。 


「すると 何 かえ、 丹 下さ ま はもう お 刀 を その 火事 装束 

とやら の 五人組に とられて しまって、 お 手 もとに 持つ 

ていない という こと を 文に して、 それ をお 前が、 あの 

方の ％ 令で 栄三郎 の 抉へ 入れて 来た と言うん だね 

え？」 

「へえ。 いかにも そのと ぉリ …… 大骨を 折りました 

よ」 

与吉 は、 お 藤の 香が 漂って くるよう で、 まだ ぼん や 

りと 夢 をみ ている 心地 だ。 つと 癇走 つたお 藤、 熱く 焼 

ながぎ せる  がんくび 

けた 長 煙管の 雁首 を、 ちょいと 伸ばして 与吉の 手の甲 

に 当てて、 


「しっかり おしよ、 与の 公！ なんだい、 ばかみたい 

へ ちま 

な 顔 をして さ。 夕涼みの 糸瓜 じゃある まいし」 

「あ ッ！ 熱つつ つ —— 」 

おおぎょう 

とびのいた 与吉 は、 大仰に 顔をしかめつつ 甲 をな 

めて、 

「ひで え や 姐御。 あつい じゃありません か …… おお 

あ つ 

熱！」 

「ほほ ほ、 お気の毒だった ねえ。 だから さ、 だから 責 

めら れな いうちに 白状 おしよ」 

「へ？ 白状って？ あっし や 何も 櫛 まきの 姐御に 包 

み 隠し はいたし ません よ。 そこへ 突然 あつう いやつ を 


二 ユウ ッ！ と 来た もんだ。 へつ へ、 人が 悪い ぜ 姐御」 

「何 を 言って やんだ い！ そんなら きくけ ど、 その 旅 

仕度 はどうした のさ？」 

とんき ょラ 

「あ！ これ か」 と 与吉は 頓狂に 頭 を かいて、 「これ 

あ、 なんだ、 私が 味噌 をし ぼった 化け こみなん だ。 て 

えの が、 姐御 も 知っての とお リ、 わたし も 浅 草 じゃあ 

駒 形の つづみと かってち つた あ 知られた 顔 だから、 お 

まけに あの 栄三郎 てえ 若造に あ 覚えられても いるし ね、 

きょうの 仕事に 当たって、 素 じゃあ どうも おもしろく 

ねえ。 かとい つて 変に 細工 をして 扮 装り や あかえ つて 

人 眼に つくし さ、 さんざ 考えた あげくのはてが、 この 


旅人 すがたと 洒落たんで ございます。 どうです、 似合 

いましょう へへ へ」 

「ああ、 そうかい」 軽く 受けながら も、 お 藤 はきら り 

と 与吉の 顔へ 瞳 を 射った。 「じ や、 どこへ も 走 るん じ や 

な いんだね？」 

「正直のと ころ、 姐御が いらっしゃる 間 は、 与 吉も江 

戸 を 見限り はいたし ません」 

「うまい ことい つてる よ。 左 膳 様 は？」 

「さあ  鈴 川さん とこに おいでで げしょう」 

「げしょうと はなんだ い、 知らないの かい？」 

「このごろ、 あの 屋敷に はお 上の 眼が 光って おります 


から、 あっし もこ こす こし 足 を 抜いて おります」 

「そんなら いい けれど、 与の 公、 お前 はどう も 左 膳 さ 

むじな 

まと は 同じ 穴の 狸ら しいね」 

「と、 とんでもない！」 

と あわてる 与吉 を、 お 藤 はじろ りと 冷やかに 見て、 

「とにかく、 お前と 左の 字と は 何 を もくろんで るか 知 

れ やしない。 あた しゃこん な 性分で 中途 はんぱな こと 

が 大嫌い さ。 どうせ 袖に されたん だから、 これから 

ずっと 何かと 丹 下さ まの じゃま をす るつ もり だよ、 も 

う 当分お 前 を この 家から 出さない からね。 いい かい、 

そう 思って おいで」 


「姐御、 そいつ あ 一 つ 勘弁 願いて え」 

ひょうきん 

と 剽軽 に 頭 を さげながら、 与吉 が、 めいわく そうな、 

それでい て 嬉しそうな 顔 を 隠す ように 伏せて いると、 

お 藤が 下から のぞきこんだ。 

やよい 

「お前の、 左の 字に 頼まれて 弥生さん を ねらって おい 

でだろう ねえ？ ところが 与の 公、 あの 娘 は 先日から 

行方 知れず さ」 

弥生が 行方 不呖 に！ 

事実、 いつぞや 雨の 朝早く、 しょんぼりと 瓦 町の 栄 

三 郎の家 を 出て 以来、 弥生 は番 町の 養家 多 門 方へ も 帰 

ら なければ、 その後 だれ ひと リ姿を 見た もの もない… 


生きて か 死んで か —— 弥生の 消息 はばった りと 絶え 

たのだった。 

不審！ といえば、 もう ひとつ。 同じ 明け方に、 こ 

の 櫛 まきお 藤 は、 第 六 天篠塚 稲荷の 前で 捕り手に 囲ま 

れて、 すでに 危うかった はずで はない か、 それが、 

鉄火と はいえ、 女の手 だけで どうして あの 重囲 を 切り 

抜けて、 ここに こうして、 今 つづみの 与吉 を、 なかば 

いろじかけ  とリこ 

色 仕掛で 柔らかい 捕虜に しょうとして いるので あろう。 

なぞ 

謎 は 謎 を 生み、 わからな いこと ずくめ だが、 それよ 

り、 もっと 合点の いかない 一事 は。 


ちょうど 同じ ころお い。 

左 膳の 手紙 を、 大岡 さまと は 知らないが、 由 ありげ 

な 武士に 拾われて しまった 誠訪 栄三郎 が、 気の 抜けた 

ように 露地の 奥の 自宅へ 立ち 帰って、 ぼんやりと 格子 

戸 を あける と！ 

水茶屋の 足 を 洗って 以来、 いつもぐ るぐ る卷 きにし 

かした ことのない 髪 を、 何 を 思って かお 艷は きょうは 

いき いちょう 

粋な 銀杏 返しに 取り あげて、 だら しのない 横ず わりの 

まま 白い 一 一 の 腕 も あらわに …… あわせ 鏡。 

「だれ？ おや！ はいるなら あと を しめてお はいり 

よ。 なんだい。 ほこりが 吹き こむ じ やない か。 ちッ。 


またお 金に 縁の ない 顔 を さげて さ。 ああ、 嫌 だ、 いや 

だ！」 

うらと 表の 合わせ かがみ —— この 変わりよう 果たし 

てお 艷の 本心であろう か？ 

ぼんのう げどう 

頃 外 首 一 

あさく さ 田 原 町の 家主 喜左衛 門と 鍛冶屋 富 五郎との 

口き きで お さよが 鈴 川 源 十郎方 へ 住み こんだ 始めの こ 

ろ は。 

五百石のお 旗本 だが、 小 普請で 登城 をし ないから 馬 


もなければ 馬丁 もい ない。 下女 もお さよ ひとりと いう 

始末。 

きつね 

狐 でも 出そう な 淋しい ところで 家と い つ て は 鈴 川 

の 屋敷 一 軒し かない。 

それでも 御 奉公 大事に つとめて いると、 丹 下 左 膳、 

はぶ せんの すけ  くし  ふじ 

土 生 仙 之 助、 櫛 まきお 藤、 つづみの 与吉を はじめ、 多 

勢の 連中が 毎夜の ように 集まって 来て は、 ある 時 は 何 

てんか きんせい 

日と なく 寝 泊り をして 天下 禁制の いたずらが はずむ、 

車座に 勝負 を 争う —— ばくち だ。 本 所の 化物 屋敷と し 

て わる 御家人 旗本の あいだに 知られて いたのが この 鈴 

川 源 十^の S 居で あ つ た。 


しかし そういう 寄り合い があって 忙しい 思い をした 

あくる 朝 は、 膳部の あとで 必ず、 

「おい 土 生、 ゆうべ は 貴公が 旗 上げ だ、 いくらか おさ 

よに 小 遣 を やれ」 

あくせん 

「よし！ 悪銭 身に つかず。 いくらでも 取らせる。 こ 

れ、 さよ …… と 言った な 前へ 出ろ」 

などと 四百 くら い の 銭 を ポゥン となげ う つ て くれる 

ので、 そのたび にもら つた 二、 三百の 銭 を …… 。 

おさよ の 考えで は、 こうして 臨時に いただい たお 

ちょう もく  き 

鳥目 をた めたら、 半分に は 極めのお 給金より もこの 

ほうが 多かろう。 そうすれば、 三年の あいだ 辛抱した 


ら、 娘お 艷の男 栄三郎 がちつ と 大きな 御家人の、 …… 

株 を 買う 足しに もな ろうとい う もの …… と、 先 を 思つ 

て 了 心に 働いて いたが、 そのうちに ふと 立ち聞きした 

のが 食客 丹 下 左 膳の 身の上と 密旨、 並びに、 夜泣きの 

大小と やらに からんで 栄三郎 に まつわる 黒い 影で あつ 

た。 

が、 同藩の 仲と 知っても、 おさよ は ひとり 胸に たた 

んで、 ただ それとなく 左 膳の ようすに 眼 をつ けて いる 

とやが て、 降って わいた 大変 ごとと いうべき は、 むす 

めのお 艷が ある 夜 殿様の 源十郎 にさら われて 来て 奥の 

なんど 

納戸へ とじこめられた。 


それ を、 親 娘と 気 どられ ないように、 かげに あって 

守りと おさねば ならなかった。 おさよ の 苦心 はいかば 

かりで あ つ たろう。 

しかるに。 

源十郎 がお 艷を 生涯の めかけに ほしいと 誠心 をお も 

て に 表わ し て 言う ので、 おさよ といえ ど も 何も 慾 に か 

らんで 鞍替え をした わけで はない が、 老いの 身の まず 

考える の は 自分ら 母 娘 ふたりの 行く末の こと だ。 ここ 

らで 思いき つ てお 艷と栄 三郎を 引き離し、 ぉ艷は 内実 

は 五百石の 奥方。 じぶん は そのお 腹 様と いう 栄達に 上 

ろうと さかんに 源 十郎に 代わって ぉ艷 をく どいて みた 


ものの、 栄三郎 に 恋い こがれて いるお 艷 はなん とすす 

めても 承知し なかった。 

まと 

手切れの しるしに は、 栄三郎 が 生命 を 的に さがして 

いる 乾 雲 丸 を、 源 十郎の 助力に よって 左 膳から 奪って 

ひそ 

与えれば いいとまで 私 かに 思案が 決まった ところ、 か 

ん じんのお 艷 にこつ そり 逃げられて しまったの だった。 

これ は 櫛 まきお 藤が 源 十郎へ のはらい せに つれ 出し 

たの だが、 源十郎 はそうと は 知らずに その 尻 を そつく 

リ おさよ 婆さんへ 持って きて、 今までお 艷を 幽閉して 

おいた 納戸へ こんど はお さよ を 押し こめ、 第一に おさ 

よお 艷 のか かわりあいから 聞き出そうと 毎日の ように 


せっかん 

折檻した。 

その 間に 栄三 郎泰 軒の 救いの 手が、 ついそ こまで 伸 

きつもん 

びて 来て 届かなかった のが、 この、 源 十郎の 詰問の 結 

p#。 

はい。 じつは わたくし はお 艷の 母、 あれ はわた くし 

の 娘で ございます。 

とおさよ の 口から 一 言 洩れる と 源 十郎、 高 だかと 会 

心 の 哄笑 を ゆすり あげ て 、 

「いや、 そのような ことで あろうと 思って おった。 さ 

て はや はり、 いっか 話に 聞いた 娘と いうの は あのお 艷 

のこと、 男の 旗本の 次男坊 は誠訪 栄三郎 であった か。 


だが、 はっきりそう わかって みれば、 思う 女の 生みの 

母御なら、 この 源十郎 にと つても 義理 ある 母 だ。 こ 

り や 粗略に は 扱われぬ。 知らぬ ことと は 言い条、 い 

ままでの 非礼の 段々 平にお ゆるし ありたい」 

と、 奸智 にたけ た 鈴 川 源 十郎、 たちまち おさよ を 実 

うやま 

の 母の ごとく 敬って 手 をつ いて 詫びぬ ばかり、 ただ 

しょう  こぎれい  ま 

ちに 招 じて 小 綺麗な 一 間 を あたえ、 今ではお さよ、 何 

不自由な く、 かえって 源十郎 にっか えられて いる あり 

さま。 

しょう  いほつ  いわ 

将を 射ん と 欲せば まず 馬 を 射よ。 あるいは 曰く、 

ほんのう じ 

敵 は 本能 寺に ありと いう わけで、 源十郎 はこのお ふく 


ろ をち よろ まかして、 それからお いおいお 艷を 手に入 

れ ようと、 今日 もこう してお さよに 暖かそう な、 小袖 

か 何 か 着せて、 さも 神妙に 日の 当たる 座敷に よも やま 

の はなし 相手 をつ とめて いると —— 0 

「ごめんください まし …… 」 

と 裏口に 案内 を 求める 町人ら しい 声。 

「こんち は …… ごめんください まし。 おさよ さん はい 

ません かね？」 

と 喜左衛 門が 大声 を あげても、 誰も 出て くるよう す 

はない から、 こんど は 鍛冶屋 富 五郎が 引き取つ ていつ 


そうがな りたて ている。 

「おさよ さ アン！ おさよ 婆あさん！ ちッ！ いね 

えの かしら …… ？ じれって えな あ」 

と、 この 声々 が 奥へ つつぬけて くるから、 おさよ も 

源十郎 のお 相手と はいえ、 じっとして はいられない。 

すぐに 裏口へ 立って 行こうと する の を 鈴 川 源 十郎、 実 

い ん ぎん 

の 母に でも 対する ように 慇憝 にと めて、 

「まま、 そのままに、 そのままに。 なに、 出入りの 商 

人であろう。 拙者が 出る」 

と 懐手、 のつ そりと 台所に 来て みると、 水口の 

腰高障子から 二つの 顔が のぞいて いる。 


あさく さ 田 原 町 三 丁目の 家主 喜左衛 門と 三 間 町の 鍛 

冶 富 —— おさよ の 請 人が ふたり そろって まかり 出て 来 

たので 源 十郎、 さて は 悪い 噂で も 聞き こんだ な、 内心 

もうお もしろ くな い。 

「なんだ？ おさよ 殿に 何 か 用 かな？」 

押つ かぶせる ように 仁王 立ちの まん まだ。 

きも 

おさよ どの！ と 殿様の 口から！ 聞いて 胆を つぶ 

した 喜左衛 門に 鍛冶 富、 すくなからず 気味が わる い。 

挨拶 も そこそこに、 源 十郎の 顔い ろ をう かがいな が 

ら、 お 屋敷の ごつ ごう さえよ ろしければ、 ちと 手前 ど 

もの ほうに わけが あって、 一時お さよ 婆あさん を 引き 


取りたい と 思う から、 きょうに でもお さげ 願いた く、 

ひきうけにん 

こうして 引 請 人が 頭 を 並べ てお 伺いした …… と！ 

源 十郎、 眉 をつ りあげて 威猛高 だ。 

0 ナ 

「なに ィ！ ちと 理由が あってお さよ どの を もらい さ 

げに 参った？ これこれ、 喜左衛 門に 富 五郎と 申した 

な」 

「へえへ え、 鍛冶屋 富 五郎、 かじ 富 てんで」 

「なんでも よい。 両人と も 前へ 出ろ。 申し聞かせ るす 

じが ある」 

言い捨てて 源 十郎、 ス タス タ 奥へ はいって いった か 

ら、 はて！ 何事が 始まる のだろう？ と 二人とも 


おっかなび つくりで しりごみして いると ころへ、 ただ 

ちに とってかえした 源 十郎を 見る と、 刀 をと りに 行つ 

さげお 

たもので あろう 左手に 長い 刀 を 下緒と い つし よに 引つ 

ら せつ  じたい 

つかんで、 その 面相 羅剎の ごとく、 どうも 事態が お だ 

やかで ない。 

何が なんだか いつ こうに 合点が いかない ものの 喜 左 

衛 門と 鍛冶 富 は 今にも 逃げ出し そうだ。 

そこへ 源 十郎の 怒声。 

「こら ッ、 もちつ と 前へ 出ろ！ 出ろ ッ！ ゥ ヌ！ 

出ろ と 申す にッ ！」 

と 与力の 鈴 源 だけあって、 声に もっともらしい 渋味 


が こもり、 おどしが 板に ついていて、 町人 づらを ふる 

え あがらす に は 充分で ある。 

「はい。 出ます、 出ます。 こうで ございま すか」 

ふたりが びくびく もので、 一、 二 寸前へ 刻み出た と 

つば  つば 

き、 源十郎 は、 大刀に 鍔 鳴り を 〔# 「鍔 鳴リ を」 は 底本で 

は 「鎧 鳴り を 匕 させて 叱咜 した。 

「何者かが 当 屋敷に 関してよ けいな こと を 申した の を、 

巿井 匹夫の 浅はか さに 真にう けた ものであろう。 どう 

じ や？」 

「へ？」 

ときき 返した が、 両人 ともよく わからな いので、 モ 


ジモジ 黙って いると、 源 十郎は 続けて、 

「おさよ 殿 を 従前 どおり おれの 手 もとにお いたと て、 

貴様ら に 迷惑の 相 かかる ような こと はいたさぬ。 源 十 

郎、 不肖な りと いえ ども、 年長者の 敬すべき は 存じて 

おる。 いま 貴様ら に 見せる ものが あるから 庭先へ まわ 

れ ッ！」 

ホッ として 喜左衛 門と 富 五郎、 うら 口 を 離れて ひだ 

リを 見る と、 中庭へ 通ず る 折り戸が ある。 それ を 押し 

く つぬ ぎ 

て、 おそるおそる 奥座敷の 縁 下、 沓 脱の まえにう ずく 

まると、 

おもて 

「両人！ 面 を あげい！ おさよ 殿 じ や」 


という 源 十郎の 声に、 おさよ が あと をと つて、 

「おや。 喜左衛 門さん に 富 五郎 どんかえ。 ひさしく 

御無沙汰 をし ましたが、 お ふたりとも いつもお 達者で 

何よりで すねえ、 はい …… 」 

はてな！ と 顔 を あげてよ く 見る と、 奉公に あがつ 

たはず のお さよ 婆さんが、 これ はまた なんとし たこと 

か、 殿様の 御 母堂 然と 上品ぶ つて、 ふつ くらと したし 

しと 

とねの 上から 淑やかに 見お ろして いる。 

眼 どおり 許す —— といわん ばかり。 

プッ！ と 吹き だしそう になる の を、 喜左衛 門と 鍛 

冶 富、 互いに そつ と 肘で 小突き あつ てこら えてい るう 


い ぎ 

ちに、 かたわらの 源 十郎が 威儀 をた だして、 しんみり 

とこん な こと を 言い出した。 

「他人の空似と はよ く 申した もので おさよ 殿 は、 死な 

れた 拙者の 母御に 生き写し …… よく 瓜 を 一 一 つに 割った 

ような というが、 これ はまた 割らんで そのまま 並べた 

も 同然 —— な あ、 孝行の したい 時分に は 親 はなし、 さ 

れば とて 石に 蒲団 も 着せられず …… こうして おさよ ど 

の を 眺めて いても、 源 十郎、 おなつか しさに どうやら 

眼の うらが あつくな るよう だ」 

と 源 十郎、 芝居め かして、 しきりに 眼ば たきをして 

いる。 


煙に まかれて、 喜左衛 門と 鍛冶 富 は、 ぼかんと した 

まま 帰つ て ゆく。 

「驚き ましたね、 喜 左衛門 どん」 

「いや、 おどろい たね、 富さん」 

「一体全体 どうしたんで ごわしょう？ へつ へ、 まる 

いんきょ  しゅうちゃく しごく 

で 女 隠居。 ふたりとも 壮健に て 祝 着 至極 …… なァん 

かんと 来た 時に あ、 テ へへ、 あっし あ 眼が くらくら ッ 

としたね、 じっさい」 

「まあ さ、 殿様の おっしゃる ことに あ、 おさよ さんが 

死んだ 母御に よく 以てい るから、 ほんとの 母と 思って 


孝行 をつ くして いる —— てんだ がわし あどう も 気の せ 

いか、 ちっとべ え 臭えと 思う」 

「くせえ？ と は 1? がさ？」 

「なに か 底にから くりが あるん じゃあね え かと —— い 

や、 これ あ 取り越し苦労だろう が、 富さん の 前 だが 年 

寄リ はいつ も 先の 先まで 見える ような 心 もちして、 心 

配が 絶えません よ。 損な 役 さね」 

「だけど、 おさよ 婆さんに したと ころで、 ほかにち や 

わけ  ふくろ 

あんと した 因縁が なくち や あ、 死んだ 殿様のお 袋に 

似て る ぐれえ な ことで、 ああい い 気に 奉られて いる 道 

理 はねえ。 ここ はなる ほど、 喜 左衛門 どんの いうと お 


り、 何 か 曰くが あるの かも 知れね え」 

「殿様って お 方が まとも じ やねえ からね」 

さんびん 

「くわせ もので さあね。 あの 侍 は」 

ヒ ソヒソ ささやきながら 屋敷 を 出て、 法 恩 寺 橋の 通 

り へ かかろう とすると、 片側 は 鈴 川の 塀、 それに 向か つ 

て 一 面の 畑。 

頃し も 冬の 最中 だから 眼に はいる 青い 物の 影 もな く、 

つ  わら 

見渡す かぎりの 土のうね り …… ところどころの 積み 藁 

に 水底の ような 冷えた 陽が う つ すらと 照 つ た。 立ちぐ 

されの 案山子に 烏が 群れさ わい で いるけ しき —— 

しょうじょ-つ  ^xo 

蕭 条 として 襟 寒い。 


はるかむ こうに 草葺き 屋根の 百姓家が 一 軒 二 軒 …… _ 

どこかで 人 を 呼んで いる 声が する。 

風。 

さむ 

「ォォ 寒！」 

思わず 二人 いっしょに 口に だして、 喜左衛 門と 鍛冶 

富、 小 走りに 足 を 早めようと すると！ 畑の まえの 路 

どうそじん 

ばた に 道祖神の 石が ある。 

その かげから、 突如、 躍リ 出た 二、 三人の 人！ はッ 

くさり  て だすき 

として 見る と 鎖 入りの 鉢巻に 白木 綿の 手櫸、 足 ごし 

らぇも 厳重な 捕物の 役人で はない か。 

それが ばらばら ッ ととり ま い て 中の ひとり、 


「お前た ち は 今 そこ の 鈴 川の 屋敷から 出て 参 つ た 

な？」 

と 詰め よられて、 おどろき あわてつ つも、 口き き大 

家と 言われる だけあって、 喜 左衛門 はすぐ に 平静に 

返って はつ きりと 応対す る。 

「はい、 わたくし は 浅 草 田 原 町 三 丁目の 家主 喜 左衛門 

と 申す 者、 また これなる は 三 間 町の 鍛冶屋 富 五郎と い 

いまして、 この 鈴 川 様のお 屋敷へ 下女 をお 世話 申し あ 

げ ましたに つ いて  」 

「どうも あんまりお 屋敷の 評判が よくね えから」 と鍛 

冶 富 も 口 を 添え、 「きょう 貰 い さげに でました と ， ^ ろが 


その 婆あさん がこう 高え 所に かまえて、 おお 両人と も 

ちょうじょう 

壮健に て 重 畳 重畳 …… 」 

「これ、 何 を 申す！」 

叱りつ けて おいて、 役人 達 は 二 こと 三 こと 相談した 

のち、 

「いや、 ほかで もない が、 ただいま、 浅 草 橋の 番所へ 

女手の 書状 を 投げ こんだ 者が あって、 その 文面に よる 

かみ  たんさく 

と、 ひさしくお 上に おいて 御 探索 中であった かの 

ぎゃくけ さ  せんぷく 

逆 袈裟が け 辻斬りの 下手人が 当 屋敷に 潜伏いた しおる 

うろん 

とのこと であるが、 お前ら 屋敷 内に さよう 胡乱な 者 を 

みとめ はしなかった か」 


いいえ  とふたり が 力 を こめて 首 を 振る と、 ベ 

つに 引きと めて おく ほどの もの どもで もない とみて か 

「よし、 いけ、 足 をと めて 気の毒だった な」 

と 許された 喜左衛 門と 富 五郎、 にげる ように 先 を 

争って 龃け 出した が …… 。 

こわい もの 見た さに。 

塀の 曲り角から のぞいて みると、 

同じした くのお 捕リ 役が 二、 三人ず つ、 もうぐ るり 

と 手が まわった らしく、 屋敷 をめ ぐって 樹 のかげ、 地 

くぼ 

物の 凹みに ぴったりと 伏さ つ ている —— その 数お よそ 

二、 三十 人。 


「えらい ことにな つたな」 

「だから 先刻、 婆あさん の 手で も 取って しゃにむに 

引っぱり 出せ あよかった」 

いいながら なおもう かがって いると、 捕り手 はパッ 

と 片手 を かざしあって 合図 をした。 と 見る や、 ッゥと 

地 を はうよう にたち まち 正門 裏門 を さして 寄って ゆく 

が、 喜左衛 門、 富 五郎 を はじめ、 役人のう ち 誰も、 

けやき 

さきほどから、 鈴 川 方の 塀の 上に 張り出て いる 櫸の 

こずえ 

大木の 梢、 その 枝の しげみに、 毒蛇の ような 一 眼が き 

ら めいて、 その 始終 を 見お ろして いた こと を 知らな 

かった。 


明るい 陽 をう けた 障子に、 チチと 鳥 影が 動く の を、 

源十郎 はしば らく ボン ャリと 眺めて いた。 

うすら 寒い 静寂で ある。 

きつね 

おさよ のお さまり ように 胆を つぶし、 狐に つまま 

れ たような 心 持で、 家主 喜左衛 門と 鍛冶 富が 帰つ て 

いった あとの、 化物 屋敷の 奥の 一 間。 

源十郎 は、 何 か 物思いに 沈みながら、 体に ついた ご 

みの 一 つ 一 つ をつ かんで いると、 おさよ の 茶 をす する 

音が、 その 瞬間の 部屋 を 占めた。 

「さて、 おさよ どの」 と 源十郎 は、 思いき つたよう に 


しおら しく 膝 を 進めて、 「今 も かの 町人 どもに 申し 聞 

かせた とおり、 わし は そこ もと を 他人と は 思わぬ。 な 

くな つた 母に そっくり なのみ か、 恥 を 言わねば わから 

ぬが、 拙者 も 母の 生存 中 は 心配ば かり かけた もの —— 

いや、 存命中に もう 少し 孝行 をして おけば よかった と、 

これ は 愚痴 じ やが、 いま 考えても、 あとの 祭り だ。 そ 

こで な あ、 おさよ どの、 わ 母に よく 似て いる 年と つた 

そこ もと をよ く 労って 進ぜたなら、 草葉の かげで 母 

も さぞ かし 喜ぶ であろう とこう 思う によ つて、 これ か 

らは そこ もと を 実の 母 同様に 扱う から、 そち も、 何 か 

拙者に 眼に あまる ことがあ つ たら 違 慮な く 叱 言 を い つ 


て もらいたい」 

こうしゃ 

口巧者な 源 十郎、 一気に これ だけ しゃべって、 チラ 

リ とおさよ の 顔 を 盗み見る と、 おさよ は 今までに も、 

すっかり 食わされて いるから、 この 源 十郎の 深謀 を 知 

る 由 もな く、 もうす つかり その 母親、 五百石の 女 隠居 

しと 

になった 気で、 この 時 も せいぜい 淑やかに 軽く 頭 を さ 

げた だけ だ。 

「いいえもう 殿様、 それ はわた くしから こそ …… 」 と 

うちょうてん 

有頂天に 近い 挨拶で ある。 

第 一 段の はかりごと。 

わがこと 半ば なれり 矣、 と 源十郎 は、 真正面に 肩 を 


はって、 今日はち と 改まった 話が ござる —— という 顔 

つき。 

「おさよ どの、 そこで じ や …… 」 

源 十郎、 がらに なく かたくなつ ている。 

「はい」 

「そこで じ や、 そこ もとの 身の上ば なし も、 委細 

うけたまわ 

承 つたが、 養子と いう もの は、 いわば まあ、 富く じ 

みたよう  当たらぬ ことに は、 これほど つまらぬ 話 

はない。 近い 例が、 その 御身 じ や。 年 をと つて、 こう 

して 下女 奉公 をす るの も、 いって みれば ぉ艷 どのの 男 

かいしょう 

が 甲斐性の ない 証拠。 な、 おさよ どのそう では ござら 


ぬかな」 

「はい」 

「ところで、 もの は 相談 じ やが、 どう だな、 おさよ ど 

の、 娘 御 を 生涯 おれの 側女に くれる 気 はない かな」 と、 

のぞきこ むように、 下から 見 あげて、 源 十郎、 あわて 

てつけ 加えた。 「いや、 側女と 申した とて それ は 表面、 

内実 は 五百石の 奥方、 そこ もとは とりもなおさず、 そ 

のお 腹 さま —— いかがの ものであろう な？」 

「はい、 まことにそう なれば …… 」 

「ふむ、 そう なれば？」 

「そうな り ますれば、 わたしば かり か 娘に とって この 


上ない 出世 —— では ござり ますが、 しかし …… 」 

「しかし  なんじ や？」 

「はい。 しかし、 誠訪栄 三郎と 申します ものが」 

「うむ。 存じて おる。 だが、 詉訪氏 は詉訪 氏と して」 

かんどう 

「でも、 栄三郎 様 もお 艷 ゆえに 実家 を 勘当され ている 

リ えん 

身で ございま すから、 この 際、 離縁 をと ります に は、 

いくらか ねえ …… でない と、 お 話が 届きますまい と存 

じます よ」 

源十郎 はぐ つ と 反身に な つ て、 

て ぎ 

「手切れ金 か、 いや もっとも。 話 は 早い がいい。 どの 

くらいで 誠訪氏 その 離縁状 を 出す だろう の？」 


「さようで ございます。 まとまった お金 は 五 十両 一度 

にお もらい 申した ことがあり ますが、 お 兄 上様と おも 

しろくな くな つたの は それからで ございま すから、 今 

五 十両 渡しましたら、 栄三郎 様 もお 艷と 手を切って… 

〜」 

あのい つかの 五十 金、 駒 形の 寺 内で つづみの 与吉を 

使って 一時 手に入れ たの を、 そばから すぐに 泰 軒に 取 

きんす 

リ 戻された 金子の こと を 思いう かべ て、 源 十郎は 含み 

笑い を 殺しながら、 

「よし、 わかった。 そんなら その 金 は 拙者が 引き受け 

さいかく 

て 才覚いた す。 それ はよ いが、 掛け合いに は 誰が 参 


る？」 

「それ は あの、 だれかれ と 申さずに 私が 参りましょう」 

「そうか、 では、 何分よ ろしく 頼む」 

じ ぎ 

と、 源十郎 が、 ぴ よこり と 辞儀 をした その 耳 もとへ、 

おさよ はすば やく 口 を 持って いって、 

「それから あの、 栄三郎 が 命が けで ほしが つてい る も 

のが —— 」 

「うむ、 うむ！ か、 刀であろう が？ なれ ど、 おさ 

よどの、 あれ は、 あれ は 左 膳が …… 」 

「です けれど 殿様」 

にじり 寄った おさよ が、 何事 か 源十郎 にさ さやいた 


が、 その 咽喉 仏が 上下に 動き 終わった 時、 鈴 川 源 十郎、 

きょうかく 

思わず アツと 驚愕 した —— とたんに！ 

ぬつ と 障子に 人影が さして 怪物 丹 下 左 膳の しゃがれ 

声。 

「おい ッ！ 源 十ッ！ 八丁 堀が 参った。 また 一つ、 

剣の 舞いだ ぜ」 

と！ うわ ぁッ！ というお めきが 屋敷の 四囲に！ 

御用 ッ！ 

御用 ッ！ 御用 ッ！ 

と 声々 がドッ とわき 起こる の を 耳に した 鈴 川 源十郎 

が、 障子 を 蹴 開いた 面前に、 独眼 隻 腕の 丹 下 左 膳、 乾 


雲 丸 は 火事 装束の 五人組に 奪い 去られた とあって、 普 

だ いしょ う 

通の 大小 だが、 左 剣 手 だけに 右 腰に ぐっと 落とし 差 

しの まま、 かた 手 を 使って その上から 器用に 帯 を 結び 

なおして いると ころ。 

縁の 上下に、 源 十 郎と左 膳、 さぐる がごと き 眼 を 見 

合って しば し 無言が つづいた。 

さんう  かぜろう 

山 雨 まさに 到らん として、 風 楼に満 つ。 

左 膳 は、 

何 ごと か 戸外に あわただし いようす を 感じて、 そつ 

と 離 室 を 忍び 出た 拍子に、 ちらと 垣根の むこうに 動く 

とりて  だすき 

捕吏の 白櫸を 見つけた ので、 そのまま、 塀から そとの 


往来に 突き出て いる 櫸 の 大木に 猿の ごとく ス ルス ル 

と よじのぼ つ て 下 をう かがう と …… 。 

陽に きらめい て 寄せて 来る 十手の 浪。 

地 をな でて 近づく 御用の 風。 

ぎゃくけ さ 

さて はッ！ 逆 袈裟が け 辻斬りの 一 件が ばれた 

なッ！ と 思うよ リ 早く、 剣鬼 左 膳の あたま を 掠めた 

の は、 そ も 何者が 訴人 をして かく も 捕り手の むれ を さ 

ぎわく 

しむけた のか 9 —— と いう 疑惑と ふし ぎ 感 だった が、 

せんさく  いま 

そんな 穿鑿よりも 刻下 は 身 を もって この 縦横無尽に 張 

ほじょう 

リ 渡された 捕縛の 網 を 切り破る のが 第一、 と 気がつく 

と 同時に 長身の 左 膳、 もう 塀 外へ 降りても 途 はない か 


ら、 左手に 老幹を 抱いて 庭に ずり 落ち ざま、 ただちに、 

源十郎 がお さよと 差し 向いで いる この 座敷の そとへ 飛 

んで 来たの だった。 

とうこん  そうがん 

刀痕の 深い 左 膳の 蒼 顔、 はや 生き血の 香 を かぐ もの 

の ごとく、  ニッと 白い 歯 を 見せた。 

「来た ぞ源 的！」 

「上役 人 か。 斬る の もい いが。 あとが 厄  <ハ だ」 

「と 言って、 やむ を 得ん」 

「うむ、 やむ を 得ん」 

けんよう 

いう 間 も、 多数の 足音が 四辺に 迫って、 剣妖左 膳、 

パッと 片肌ぬ ぐが 早い か、 側の 女物の 下着が 色彩 あざ 


やかに、 左 指に プッ ッリ！ 魔 刀 乾 雲で はない が 鯉口 

押し ひろげた。 

と！ 

背後の 樹 間の 人の 姿が 動いた と 見る や、 ピ ユウ… 

…ッ！ 

かぎな わ せい 

と 空 をき つて 飛来した 手練の 鉤緦、 生 ある ものの よ 

きそ 

うに 競い 立って、 あわや 左 膳の 頸へ！ 触れた もほん 

ぎんり ゆう 

の 一瞬、 銀 流 ななめに 跳ね あが つ て 小 蛇と まつわる 

緦を 中断した かと 思う と、 緦は 低宙を 突ん ざいて いた 

ずらに 長く 浪 をう つ た。 

同時に。 


はずみ を くらった 投げ 手が、 なわ 尻 を 取った まま 二 

足 三 あし、 ひかれる ようにの めり 出て くる …… ところ 

を！ 

電 落した 左 膳の 長剣に、 ガ ジッ！ と 声 あり、 そぎ 

とられた 頭 敷 骨の 一片が、 転々 と 地 を はった。 脳漿 

たぶ さ  ほう 

草に 散って、 まるで 髻を つけたお 椀 を 抛り 出しで も 

したよう —— 0 

サッ！ としたた か 返り血 を 浴びた 左 膳、 

「ぺ ッ！ ベラ 棒に 臭え や」 

と、 左手の 甲で 口辺 をぬ ぐった 時、 

「神妙に いたせ ッ！」 


大喝、 おなじく 捕 役の ひとり、 土 を 蹴って 躍り かか 

ると、 刹那に 腰 をお とした 左 膳 は、 

「こ、 こいつ も か ッ！」 

一声 呻いた のが 気合い、 転じて その 深 胴へ ザク ッ！ 

と 刃 を 入れた。 

—— と 見る より、 再転した 左 膳、 おりから、 横 あい 

めいせん  ぬし  もろ 

に 明 閃した 十手の 主へ、 あっとい うまに 諸手 づきの 早 

業、 刀身の 半ばまで 胸板に 埋めて おいて、 片脚 あげて 

抜き 倒す とともに、 三 転 —— 四 転、 また 五 転、 剣 体 一 

個に 化して 怪 刃のお もむ くと ころ 血け むり これに 従い、 

ここに 剣 妖丹下 左 膳、 白日 下の 独擅場に 武技 入神の 


域 を 展開し はじめた。 

が、 寄せ手の 数 は 多い。 

とあみ 

蟻 群の 甘き につく がごと く、 投網の 口 をし める よう 

つめ 

に、 手に 手に 銀 磨き 自慢の 十手 を ひらめかして、 詰る 

かと 見れば 浮き立ち、 退く と 思わせて つけ 入リ …… 

しゅぶ さ しぶ さ  とき 

朱 総 紫 総を季 ならぬ 花と 咲かせて。 

「うぬ ゥッ ！」 

と 左 膳 は、 動 発 自在の 下段に つけて、 隻眼 を 八方に 

くばる ばかり …… 重囲 脱出 の 道 を 求めて いるの だ。 

暮れ をい そぐ 冬の 陽 脚。 

そして、 夕月。 


樹も家 も 人の 顔 も、 ただ 血の ように 赤い 夕映えの 一 

刻に、 うすれ ゆく 日光に まじって、 月 はま だ ひか リを 

添えて いなかった。 

刃 火の ほのおと 燃えて 天に 冲 すると ころ、 なんの 

鳥 か、 一 羽 寒 ざむ と 鳴いて 屋根 を 離れた。 

縁側に 立って、 うつと リ この 力戦 を 眺めて いる 源 十 

郎は、 剣 香に 酔って 抜く こと も 忘れた もの か —— いわ 

んゃ、 おさよ 婆さん なぜか 足音 をぬ すんで、 とうの 昔 

に その 座敷 を まぎれ 出て いた ことに は、 かれはす こし 

も 気がつかなかった。 


上役 人に 刃向か つ て 左 膳 を 救い出す か …… それとも、 

あんのん 

友 を見棄 てて おのれの 安穏 を 全うすべ きか？ 

この ニ途に 迷いながら、 ひとつに はた だ ぼんやりと、 

いま 庭前に 繰り ひろげられて ゆく 剣豪 決死の 血の 絵巻 

物に 見とれて いる 源 十郎。 

かれは 片手に 大刀 を さげ、 片手で 縁の 柱 をな でて 左 

膳の 剣が 捕吏の 新 血に 染まる ごとに、 

「ひと ゥっ！ ふた アツ！ それ ッ！ 三つ だ！ 三 

つ だ アツ！ ほい！ 四つ ッ！」 と 源 十郎、 子供が、 

木から 落ちる 栗で も 数える ように 指 を 突き出して は 喜 

んで いると！ 


西から 東へ、 一 刷け 引いた 帯の ような 夕焼けの 雲の 

下 こ o 

その 真っ赤な 残光 を 庭 一面に 蹴散らし、 踏み 乱して、 

地に 躍る 細長い 影と ともに、 剣 妖丹下 左 膳、 いまし 

奮迅の はたらき を 示して いる。 

「汝 等ァ！ 来い ッ！ かたまって 来い！ ちくし よ 

う …… ッ！」 

ちだるま 

築山の 中腹に 血達磨の ごとき 姿 を さらして、 左 膳 は、 

左 剣 を 大上段に 火 を 吹く ような 隻眼で 左右 を 睥睨した。 

迫る 暮色。 

暗くな つて は 敵 を 逸する 懼れが あるので、 一時 も 早 


く 絡め 捕って しまおうと、 御用の 勢 は、 各自 手 慣れの 

十手 を 円形に つき 突け て —— さて、 龃け あがろうと は 

こうしょ  ついらく 

あせる ものの、 高 処の左 剣、 いつ どこに 墜落しょう も 

知れぬ とあって、 いずれも 二の足、 三の 足 を 踏む ばか 

リ …… この間に、 石火の 剣 闘に みだれ かけた 左 膳の 呼 

吸 も 平常に 復 して、 肩 もしず かに、 ぴったりと 不動の 

かまえに 入って いる —— 0 

と 見て、 捕り手 を 率いる 同心と おぼしき 頭だった ひ 

とりが、 半 弧のう しろから 大声に 吒 呼した。 

きゅうとう 

「やい ッ！ 丹 下 左 膳と やら。 旧冬 来お 膝下 を 騒が 

せおった 辻斬りの 下手人が なんじで ある こと は、 も は 


やお 上に おいて は 百 も 承知で ある ぞッ！ これ、 なん 

じ も 剣の 妙手なら ば、 すみやかに 機 を さとり、 その 遁 

れられ ぬ を 観じて 神妙に ぉ緦 をち ようだいしたら どう 

だッ！ この 期に およんで 無益の 腕立て は、 なんじの 

罪科 を 重らす のみ だぞ ッ！」 

あお 白い 左 膳の 顔が、 声の 来る ほうへ 微笑した。 

「なんだ、 辻斬りが どうしたと？ いってえ 誰が 訴人 

をして、 おれの いどころが 知れた のか、 それ を 言え ッ 

それ を ッ！」 

と 低い 冷たい 声 を 口の 隅から 押し出した。 

捕 役 はなお も 高び しゃに、 


「さような 儀、 なんじに 申し 聞かす すじで はない ッ ！」 

と 一喝した が、 思い返し たもの か、 

「だが —— 」 と 声 を 落として、 「なんじの 相識 ：：： 意外 

に 近い 者から 出お つたの だ」 

ざんにん 

左 膳の 一 眼が 残忍な 光 を 増した。 

「な、 何ッ？ そうか。 な、 おれ は、 友に 売られた の 

かッ …… うむ！ おもしれ え！ して、 その、 おれ を 

訴えで た 友達て えの は、 どこの どいつ だ？ これ を 聞 

かして くれ！」 

が、 役人 は 左 膳の 言葉の 終わる を 待たず、 

「ええ ィ！ なんの かのと 暇 をと る。 聞きた くば 緦を 


打 たれてから きけ ッ —— それ ッ、 一 同 かかれ ッ！」 

と、 あと は、 御用！ 神妙に いたせ！ と 怒声が ひ 

とつに ゆらいで 渦を卷 いたが、 その どよめきの 切れ目 

から 恨みに かすれる 左 膳の 咽喉が 哀願の 声 を 振り絞つ 

ている のが かすかに 聞こえた。 

「おい ッ！ 情け だ ぁッ！ お、 教えて くれ  

ぃッ！ だ、 だれが おれ を 裏切った のか …… そ、 それ 

ふじょ ラ 

を 知らね えで 不浄 網に かかれる かッ？ よ！ 一  言！ 

よう！ 名 を 言え、 訴人の 名 を 言えよ 名をゥ  」 

が、 役人 ども は、 すでに 懸命の 十手 さばきに かたく 

けし さ 

口 を 結んで、 こたえる 気色 もい とま もない。 雨と 降り- 


風と 吹き まくる 御用 十手の 暴風雨の なかから、 この 時 

ふと 左 膳の 眼に ついた の は、 縁に 立って 茫然自失の 態 

で、 この 自分の 難 を 眺めて いる 鈴 川 源 十郎の すがたで 

あった。 

見る より 左 膳、 たちまち 脳裏に ひらめい たもの ある 

ごとく、 

「や！ 源 十！ こら ッ源 公！ て、 てめ えだな ッぉ 

れを 訴えた の は ッ！」 

おめき ざま、 乾 雲 丸で はない が、 左 膳の 剣に 一 段の 

冴えが 加わって、 かれは 即座に 左右に まつわる 捕り手 

なぎ ふ 

の 二、 三 を ばらり —— ズン！ 薙 伏せた かと 思う と、 


えんこん  ふくしゅう 

怨恨と 復謦 にきら めく 一  眼 を 源 十郎の 上に 走らせ、 

ちょう-く 

長駆、 地 を 踏みき つて、 むらがる 十手の 中 を 縁へ 向か つ 

しっく  きた 

て 疾駆し 来った。 

とたんに。 

ズゥゥ ゥン！ と 一 発、 底うな りの する 砲声が 冬 木 

立ちの 枝 を ゆるがせて、 屋敷の そとから とどろき 渡つ 

た。 

ちしぶ き  さかま 

本 所 化物 屋敷の 荒れ 庭に、 血沫を あげて 逆巻く 十手 

の浪と 左手の 剣 風 …… 。 

奇刀乾 雲 丸 は、 不可解の 一 団に 持ち去られ たと 称し 


て 手 もとにな いものの、 剣 狂 左 膳の 技能 は、 あえて 乾 

ま  ほんく 

雲を俟 たなくても 自在に 奔 駆した。 

そうして。 

ひそかに 自分 を 訴えで たの は、 てっきり この 家の あ 

る じ 鈴 川 源 十郎に 相違ない と、 ひとりぎめに 確信した 

ほ り 

左 膳が、 今や、 算を 乱し 影 を まじえて、 むらがる 捕吏 

を 突破し、 長駆 一躍して、 縁の 源 十郎へ 殺到した 刹那 

ザ j  ！ 

とつ  さくぜん 

突！ 薄暮 紺色の 大気 を ついて 一 発炸 然と 鳴リ ひび 

いた ふところ 鉄砲の 音であった。 

ゃッ！ 飛び道具の 助勢— …… と 不意 をう たれた 驚 


愕の 声が、 捕吏の 口 を 洩れて、 一 同、 期せず して 銃声 

の 方 を 見やる と  0 

なんばん とらい  たんづつ 

南蛮 渡来の 短筒 を擬 した 白い 右手 を まっすぐに 伸ば 

して、 その 袖口 を 左手で おさえた 女の 立ち姿が、 そろ 

リ そろ リと 庭の 立ち木の あいだ を 近づいて 来て いた。 

思いがけな くも 櫛 まきお 藤で ある！ 

それが、 これ も お尋ね者のお 藤ッ！ と 気がついて 

捕吏の 面々 は あらたに いろめき 渡った の だが、 お 藤 は、 

こだて 

ゆっくりと 歩 を 運んで、 幹 を小楣 に、 ずらり と 並ぶ 

捕 役の 列に 砲口 を 向け まわして、 

「さ、 丹 下様 ッ！ お 早く ッ  お 藤で ございます。 


ぉ迎 いに 参りました。 ここ は あたしが おさえて おり ま 

すから、 あなた は なにとぞ 裏ぐ ちから …… お 藤 もす ぐ 

に つづきます ッ ！」 

と 叫ぶ 甲高い 声 を 聞いて、 左 膳 は、 何 は ともあれ 脱 

いぜん  ちょりつ 

出す るの が 目下の 急務 だから、 依然 縁 さ き に 佇立す る 

源 十郎を しりめに かけて、 

「やい ッ、 鈴 源！ おれあ 手前に 咬まれよ うた あ 思わ 

なかった ぞ！」 

源 十郎は 冷然と、 

「ばか を 申せ！ 拙者が 貴公 を 訴人した などと は、 

てっとうてつび  じゃすい 

徹頭徹尾 貴様の 誤解 だ！ 邪推 じ や！」 


「だまれ ッ！ いずれ 探れば わかる こと。 早晚 この 

返報 はする からそう 思え」 

は つ きり 

「そうと も！ いずれ 探れば 分明す る こと だ —— それ 

より 丹 下、 いま は 一刻も早く この 場 を …… ！」 

「何 をお 利益 ごかし に！ おおきにお 世話 だ ッ！」 

左 膳と 源 十郎、 こうして 短い 会話 を とりかわ しなが 

らち、 

う  おもちゃ 

「お前さん たち、 動く と 撃つ よ— …… この 異人の 玩具 

は 気が 早くて ねえ、 ほほ ほ」 

と 突きつ ける お 藤の 短筒に、 捕吏の 陣が、 瞬間、 気 

を 抜かれて ぼかんと している と、 左 膳、 一眼 を 皮肉に 


笑わせて、 すばやくお 藤のう しろに まわった が …… 。 

えもん 

ボン！ ボン！ と 裾 を 払い、 衣紋 をな おした かと 

思う と、 ベったり 返り血に 彩られた まま、 やがて、 さ 

がり そめた 夜のと ばりに 紛れて、 ぶら りと 裏門 を 出て 

いった。 乾 雲で はない 別の 大刀 を、 何事 もなかつ たよ 

うに 落とし ざして。 

と、 ただちに。 

ふところ 

お 藤 も、 懐中 鉄砲の 先で、 役人の まえに 円 をえ がき 

ながら、 につ こと 縁の 源 十郎に 意味 ふかい 蒼白の 笑み 

を 投げて おいて、 あとず さりに 木の間 を 縫って 四、 五 

間遠の くや、 いなや、 パッ！ と 身 を 躍らして 左 膳の 


あと を 追った。 

みるみる 去り ゆく 剣 魔と 女 怪のニ つの 影。 

それ ッ！ と 激しい 下知が くだって、 捕吏の 一団が 

小突き あいつつ ふたりの 足跡 を 踏んだ 時 は、 すでに 塀 

の そとに は 人 かげらし いもの もな く、 道路 を はさむ 畑 

あ いき  ふせや  ゆうげ 

に 薄 夜の 靄 気が こめて、 はるかの 伏屋に 夕餉の けむり 

が 白く 長く た な び くば か り  法 恩 寺 橋 のた もとに、 

宿な し 犬が 一 匹、 淡い 宵 月の 面 を 望んで 吠え 立てて い 

た。 

…… 櫛 まきお 藤、 そ も 左 膳 を 助け だして どこへ 伴お 

うとい うのであろう か。 


そして また、 あとに 残った 源十郎 は？ 

否！ それよりも かのお さよ は どこに  ？ 

たとえ 乾坤 二 刀、 夜泣きの 刀の いきさつ はなく とも 

昨秋 あけぼのの 里の 試合に 勝って、 当然 じぶんの もの 

と 信じて いる 弥生の こころが、 当の 剣 敵 誠訪栄 三郎に 

傾きつ くして いると 知って は、 丹 下 左 膳の 心中 はな 

はだ 穏か ならぬ ものが あった こと は 言うまでもな い。 

ゆえ 

故に。 

栄三郎 に対する 左 膳の 気 もち は、 つるぎに 絡む 恋の 

うらみが 多分に 含まれて いたの だが …… 。 

それ はさて おき。 


そう まだい ぜんの すけ  ひ し 

主君 相 馬 大膳亮 殿の 秘旨を 帯びる 左 膳と して は、 こ 

こに どう 考えても ふしぎで ならない 一 事が あった。 ほ 

かで もない。 それ は、 かの、 栄三 郎と泰 軒が 鈴 川の 屋 

敷に 斬り こみ を かけて、 細雨に 更ける 一夜 を 乱 戟に明 

あかつき 

かし、 ようやく 暁 におよ ばんと したと き、 まぼろし 

の ごとく 現われて、 自分 等の みならず 栄三郎 とも 刃 を 

しののめ ちまた 

合わせた のち、 ほどなく 東雲の 巷に 紛れさった 五 梃 

駕籠 …… 火事 装束の 武士た ちの 正体、 ならびに そのこ 

ころ ざしで あつ た。 

かれら もまた 乾坤 二  口 を ひとつに せんがた め！ で 

すき  せんじ 

ある こと は あの 時、 交戦の 隙に 首領ら しい 老人が 宣示 


したと ころに よって 明らかで あるが、 それが、 怪しき 

ことこ のうえ なしと 一一 一一 n うべ き は。 

そもそも  。 

左 膳の 密 命に 端 を 発して、 はからずも、 過般来 栄三 

郎と左 膳の 間に 一 大 争奪戦が 開始され ている こと は、 

局に あたる 両者と、 それ を とりまく 少数の もの 以外、 

そして、 世 動 運行 を あやつる 宿命の 神の ほか は、 他に 

識る者 もない はずな のに！ 

それ だのに！ 

火事 装束の 五人組 は、 最初から すべて を 見守って い 

どもえ 

たもの のように、 雲 竜 一 庭に 会して 二つ 巴 をえ がい 


ている その 期 を ねらって、 ああして 忽然と 現場に 割り 

こんで 来たので あった。 

たくま 

剣の 立つ 逞しい 侍が 五 人 一隊 をな して、 左 膳から 

は 乾 雲 丸 を、 栄三郎 から は 坤竜丸 を 取り あげん ものと、 

虎 視眈々 と 暗中に 策動しつつ あるに 相違ない の だ。 

と 仮り にきめ たと ころで。 

さて、 雲と 竜との 相 ひく 二 剣 を 一所に おさめ 得た と 

しても、 五人組 は それ をい つたい どうしょう というの 

だろう？ 

ぎてん 

だが、 こうなる とまた 疑点 は あとへ 戻って、 この 一 

団の 目的 を 推測す るた めに は、 何よりも まず 彼奴ら の 


本体 を 知らねば ならぬ。 

甸者 ？ 

あるいは 何者の 手先！ 

…… と、 いくら 坐して 首 を ひねった とて、 左 膳に 見 

当のつ きょうはなかった が、 いままで も 栄三郎 の 太刀 

風 なかなかに 鋭く、 かつ 真剣の 修羅場 を 経て その上 達 

がもうた いけん 

もことの ほか 早く、 おまけに 蒲生泰 軒と いう 鬼に 金棒 

までつ いている ので、 左 膳の 乾 雲、 そうそう たやすく 

は 栄三郎 の 坤竜を 呼ぶ こと あたわず そのうえに、 助力 

の 約 をむ すんで ある 鈴 川 源十郎 なる ものが、 平素の 性 

行から 観て 今後 頼みに ならない ことおび ただしい —— 


そこへ、 疾風の ように 出現した のが あの 五人組の 怪士 

連 だ。 

そこで 左 膳 も、 しばしば 刀 を 措いて 熟考せ ねばなら 

ぬ ことと なって、 これ はかの 斬り こみ 直後の ある 日 

だった が、 隻 腕に つるぎ を扼 する ほか あま リ 頭の 内部 

を 働かした ことのない 左 膳、 すっかり 困惑し きって、 

そうろ 

ちょうど その 草廬に 腰をおろして 駄弁 をろう して いた 

つづみの 与吉 へ、 

「な あおい、 与の 公」 

「 へ え。 さようで」 

r ゥ フッ！ 何が さよう だ？ まだ、 なにも 申さぬ で 


はない か」 

「ぁッ そうだった。 けれど 殿様、 あの こって げしょう 

さむれ え 

…… 例の、 ほら、 火消し 仕度のお 侍 さ。 ねえ！ 

きんてき 

金的 だ。 当たり やしたろう こいつ ァ —— 」 

てきちゅう 

「うむ！ いかさま 的中いた した。 貴様、 読 心の 術 

を 心得お ると 見えるな」 

も寸カ 

「へつ へ。 御 冗談。 そんな シチ 難しい こた あ 知り ま 

せんがね。 どうした もんで ごわしょう、 この 件 は」 

「ザ、 それ だ。 どうした もので あろうな」 

と 相談し あってい るう ちに、 打てば ひびく、 たたけ 

つづみ いみょう 

ば 応ずる 鼓の 異名 を とっている だけに、 いささか 小 


才 のきく 与吉、 どう 捏ね まわして 何 を 思いつい たもの 

か、 二 こと 三 こと ささやく と、 左 膳 はたち まち 与吉の 

進言 を いれて、 隻眼に よ ろ こびの 色 をう かべ なが ら会 

心の 小膝 を 打った。 

ちか 

い ずれ 事 成 つたの ちに 相応 の 賞 を 与えよう と 誓 つ た 

みつだん 

ので あろうが、 ふたり はなお も 密談 数 刻の のち、 とう 

とう 議ー つに 決して ただちに 実行に 着手した のだった。 

これ は、 あの 大岡越 前守忠 相が 浅 草の 歳の市に あら 

われて、 栄三郎 へ あてた 左 膳の 書面 を 手に入れた 数日 

前の こと …… つまり、 まだ 年の あらたまらな いうちで 

あった。 


わるぢえ 

で、 その つづみの 与の 公一 代の 悪智 恵と いうの は、 

こうで ある。 

さて、 つづみの 与吉の 策略に よって —— 左 膳 は 即座 

に 筆 を 執って、 あの、 栄三郎 に 宛てた 一札 を 認めた の 

だった。 

その 文 言 は、 彼の 五人組に 秘刀乾 雲 を 奪い 去られて、 

いま 手 もとにな いこと。 

そして、 こうして 自分が 乾 雲 丸 を 所持して いない 以 

力た き 

上 は、 もはや 栄三郎 とも 仇敵 同士に 別れて ねらい あう 

意味の ない こと。 

のみならず、 これから のち は、 左 膳が 栄三郎 に 腕 を 


かして、 栄三郎 の 腰に 残って いる 坤竜 丸の 引力に より、 

再び 乾 雲 を 呼び よせて 火事 装束 に 鼻を明か してやりた 

むしょう 

いが 雲煙 霧 消、 従来の こと はすっぱ りと 忘れて 改めて 

この 左 膳 を 味方に お加えく ださる 気 は ござらぬ か。 

ぎきょ う  き つ さ 

—— という 欺 誑と 譎詐に 満ちた 休戦 状で ありまた 

まこと 

誠 に 虫の いい 盟約の 申し込みで もあった。 

さしずめ この 手紙 を 栄三郎 へ 渡して、 しばし なりと 

も坤 竜の 動き をお さえて 置く あいだに。 

さ、 その 間に どうす る？ 

という 段に なって、 左 膳と 与吉、 いっそう 語らい を 

すすめた 末。 


今 は、 坤 竜を紘 する 栄三郎 と、 その 助太刀 泰軒 ばか 

りで はなく、 じつに 得体の知れない 火事 装束の 五人組 

という もの を 向う へま わさなければ ならない ので、 い 

かに 至妙の 剣 手と はいえ、 丹 下 左 膳 ひとりで はお ぼつ 

かない。 あまつさえ 身 を 寄せる 家の あるじ、 鈴 川 源 十 

郎は、 老 下女お さよに とりいつ てお 艷、 栄三郎 を 離間 

しょうと のみ 腐心し、 決然 剣 を 取って 左 膳に 組し、 栄 

三郎を 亡き者に しょうと いう 当初の 意気 ごみ をし だ い 

に 減じ つ つ ある こんにち。 

なるほど、 詉訪栄 三 郎は左 膳に とって は 剣の 敵。 

源十郎 にと つ て は 恋の かたき …… 。 


では あるが、 はじめ 何 ほどの こと やあろう、 ただち 

たば さ  ちくでん 

に 乾坤 二 刀 を ひとつに 手 挟んで 郷藩中 村へ 逐電しょう 

と 考えて いた 左 膳の 見 こみに 反して、 坤竜栄 三郎は 

思った より 強豪、 そこへ 泰軒 という 快俠の 出現、 いま 

また 五人組の 登場と、 こう 予期し ないじ やまに 続出 さ 

れて みれば 源 十 郎が左 膳と 別の 戦法 を 用いだ すに つれ 

て、 広い 江戸 中に 孤立 無援の 丹 下 左 膳、 がらに なくい 

ささ か 心細くな つ て 暗々 然と 隻 腕に 乾 雲を撫 さざる を 

得なかった。 

鈴 川 源十郎 がかく も 頼む にたらぬ！ 

と 気がついて みると、 そ もこの 左 膳の 万難 千 苦の 根 


よくえん 

因 はと 言えば 相 馬 大膳亮 様 の 慾 炎 —— 厳命に あ る こと 

だから、 ここ はどうしても 故里お もてから 屈強の 剣士 

数十 名の 来援 を 乞うて、 一 つに は 五人組に そなえ、 同 

時に 多勢 不意に 襲撃し、 栄 三郎、 泰軒を 踏み潰し、 一 

気に 坤竜を 入手せ ねばならない！ 

こう 事況が 逼迫した うえ は、 早い が 勝ち。 

一 日 遅れれば 一 にち 損！ 

瞬刻 を 争って 相 馬 中 村から 剣客の 一 団を 呼び寄せよ 

じょう ふんべ つ 

う！ へえ 殿様、 それが 何よりの 上分別、 このさい 一 

番の 思いつきで ございます …… とあって、 左 膳 は、 成 

ほうび 

功 後の 賞美 を 約して 密々 のうちに、 つづみの 与 吉を奥 


州 中 村へ 潜行させる ことにな つ た。 

だから …… 。 

乾 雲 丸が 強奪され て、 いま 左 膳の 手 にないと いう も 

の も、 いわば 一 時の 苦肉の 計、 なんとかして 応援が 着 

府す るまで、 このう その 手紙に よって 栄三郎 と 和の 状 

態 を つづけた いとい うまでに すぎな い 。 

与吉が 同藩 の 剣 勢 を 引き つれてくれば？ 

あと はもう 占めた もの！ 

ま 

が、 その 期間、 泰軒、 栄三郎 が この 書面 を 真に 受け 

て じっと 〔# 「じっと」 は 底本で は 「じって 匕 していて く 

れれ ばよ いが …… と、 なかば 危ぶみ 半ば 祈りながら、 


くだん 

左 膳が 件 の 書状 を 与吉に 渡す と —— 。 

すべ て は 己が 方寸から 出た ことで 委細 承知した つづ 

みの 兄哥。 

「殿様、 はばかりながら 御 安心な せえ まし。 きっと 

あっしが 引き 受け てこの 書 を 栄三郎 へ 届け、 すぐ そ の 

ほ つ そく 

足で 奥州 を さして 発足いた します から」 

「そうか。 それで は 中 村へ 参っての 口上 は …… 」 と 左 

膳 は、 嚙んで 含める ように 使いの おもむき を 繰り返し 

たうえ、 「な、 こういう 次第 だからと よく 申して、 同勢 

あちら 

をす ぐり、 貴様に は 気の毒 だが、 その 夜に でも 彼 地 を 

たって 江戸へ 急行しても らいたい。 礼 は 後日 のぞみ 


ほう だ V 

放題に とらせる」 

「おっと！ 水く せえ や 殿様。 私と あなた 様の 仲 じ や 

ァ ありま せんか、 礼なん て —— へ つへ へへ」 

と、 ここに 話し 成って、 まもなく 与吉は 自宅へ 帰つ 

てしたく にか かると 同時に！ 

夜中、 やみに 紛れて 左 膳 は、 こっそりと …… 真に こ つ 

そりと、 夜泣きの 刀の 大、 乾 雲 丸 を、 鈴 川 庭 内の 片隅 

に 土 を 掘って 埋めた の だが —— o 

たれ 識ら ぬと 思いき や！ 

まいぼつ  もくと 

ここに ひとり、 この 左 膳の 乾 雲 埋没 を ひそかに 目睹 

していた ものが あった。 


あれから 数日。 

さて こそ、 あの ものものしい 旅装 をと とのえ た つづ 

みの 与吉。 はたして 今ごろ は 奥州 口 を ひたすら 北へ 北 

へと 指して、 いそいで いる ことであろう か。 

とにかく 今日まで、 離 庵の 丹 下 左 膳のう えに、 なん 

おきふし 

となく 心 もとない 起居が 続いて いたのだった。 

きゅうえん 

左 膳の ために 求援 の秘 使に たった つづみの 与吉。 

さっそく、 旅 仕度 をして、 なんとかして 栄三郎 を 突 

きとめた いと、 浅 草 歳の 巿を ぶらついて いると、 折り 

よく 栄三郎 の 姿 を 見かけて 手紙 を 押し こんだ まで は 上 


出来だった が —— 。 

掏摸と まちがわれて 追つ かけられ、 ようよう 櫛 まき 

お 藤の 家へ 飛び こんで ほつ と 安心 —— する まもなく そ 

ぼうけい  きょうび 

の 旅装から 左 膳との 謀計 を 疑われて、 お 藤の 嬌媚で 骨 

抜きの 捕虜に されて しま つ た 形。 

色つ ぼい 眸 ひとつに ぐに やりと 降参した 与の 公 は、 

こうして 左 膳の 期待 を 裏切り、 いまだにお 藤の 二階に 

ブラ ブラして いる ことか も 知れない。 

左 膳の 身に なれば、 これほどの 手違い はまた と ある 

まい。 だが、 それと、 そうして、 左 膳の 文に よって 栄 

三郎 がいかに 考え、 まさに 左 膳の 言い分 を 真実と とり 


はしなかった ろうが、 今後の 処置 を どう 決した か？ 

てんき 

と いう こと はしば らく 天機のう ちに 存 するとして。 

また、 栄三郎 が 左 膳の 手紙 を 取り落として、 それが、 

人 もあろう に、 越 前守忠 相に 拾われて 今 その 手に ある 

こと もこ こに 問わず …… 。 

ただ、 お 藤で ある。 

彼女 は、 与吉の 口から、 乾 雲 丸が 左 膳の もとにない 

と 聞く や、 ただちに そのから くリを 見破って、 与の 公 

までが 左 膳に 肩 を 入れる のがく やしくて ならなかった。 

恋しい 左 膳 さま —— それ はい まも 変り がない が、 容 

れられ てこ そ 恋 は 恋。 


ひそ 

あのよう に 嫌いぬ かれて、 なお もこ ころ 私 かに 男 を 

さが 

思うな どと いう こと は、 お 藤の 性で も、 また そんなし 

おらし い 年齢で もな く、 頭からで きない 芸当であった。 

ばかりでなく。 

じぶん を 見向き もしないで、 かの 弥生に のみ 走って 

いる 左 膳の 心 を 思う と、 責め 折檻され た 覚え も あり、 

なんとかして 一 矢 左 膳に 報いる 機会 を 待って いたお 藤 

だった。 

こわ 

手に入らぬ ものなら 壊して しまえ！ 

どうせ 他人なら 遠慮 はいらぬ！ あくまでも 左 膳 を 

のろ 

呪って、 いっそ あの人の 何もかも をめ ちゃくち やにし 


て やれ！ 

こう 決心した 妬婦ぉ 藤、 与吉 をち よろ まかして 足 を 

とめて おくが 早い か 自ら はス ルリと 抜けて、 辻斬りの 

下手人 浪人 丹 下 左 膳の 所在 を 訴状に して ボン！ と 浅 

草 橋 詰 の 自身番 へ ほうりこんだ。 文字 は 女手 だが 訴人 

のと ころへ 鈴 川 源 十郎と 大書して。 

いとぐち 

これに 緖 を 発した あのお 手入れ …… 御用 騒ぎが 

あつたが！ 

本 所の 化物 屋敷へ 捕吏の むれが 殺到 するとす ぐ、 む 

ら むらと 胸中に わいて 来た 何やら さびしい 気 もち を、 

お 藤 はさす がに どうす る こと もで きなかった。 


丹 下様へ ぉ緦 を！ 

それ も、 あたしが ちょっと 細工 をした ばっかりに！ 

と 思う と、 たまらなくな つたお 藤、 いても たっても 

いられな いのは 人情 自然の 発露で、 やにわに、 愛蔵の 

短銃 を ふところに 本 所め ざして 龃け 出した。 

1? しに？ 

おとしい  あな 

おのが 陥 れた穽 から 左 膳 を 引き あげる ために！ 

魔女の 辛辣と 江戸 つ 児の 殉情を 兼ね備え ている 櫛 ま 

す 力た 

きの 姐御に は 相違ない が、 どっち もお 藤 本然の 相と 

すれば、 売った あとから 捕り手の かかと を 踏んで スタ 

コラ 救助に 出かける など は、 ずいぶん 御念の 入った あ 


わて ようだった と 言わなければ ならない。 

むじゅん 

しかし、 矛盾 —— ではなかった。 

なぜ  ？ と 言えば。 

これ は、 町す じ を 走りな がらお 藤の あたまに 浮かん 

だの だが、 いま 左 膳 を、 自分の 手で 救い出せば、 何よ 

リも左 膳に、 この 上 もない 大恩 を 被せる ことにな つて、 

あとでよ く心づ くし を 見せたり 話したり したなら、 い 

かな 丹 下さまで も、 今度 はふつつ り 弥生の まぼろし を 

追い払って、 こっちの 実に ほ だされる かも 知れない。 

いや、 そうなる にき まっている。 

しかも、 訴状のお もて は 本 所の 殿様のお 名に なって 


いるの だから、 これで りっぱに 左 膳と 源 十 郎の仲 を も 

割いて 早晚 一度 は、 左 膳の 剣に 源 十 郎の血 を 塗る こと 

もで きょうと いう もの —— 橋 わたしの 約束に そむいて、 

わがこと しか 考えない、 憎い 源 十郎の 殿様！ 

恩 だ！ 

恩 だ！ 

恩 を 売る の だ！ あのお 方 だって 木で も 石で もない 

はず、 ことにお 武家 は 恩 儀に だけ は 感ずる という  0 

おの 

いよいよ 痛切に 左 膳に 対する 己が 恋慕 をた かめた お 

藤 は、 恩！ 恩！ おん、 おん！ と 拍子 をと るよう 

に 心 いっぱい、 胸の はりさける ほど 無言の 絶叫 を つづ 


ちゅう  ちょう 

けながら 足 を 宙に左 膳の 危難に 龃 けつけ て 短銃 一 挺 

の 放れ わざ。 あわやと いうと ころで 丹 下 左 膳 を 助け出 

し、 そして！ 

どこへ ：•：• つれて 行く か は、 彼女に はちゃん と 当て 

があった の だ。 

あそこ 

あそこ II お 藤の ほか 誰も 人の 知らない 彼 地へ！ 

本 所 鈴 川の 屋敷で、 剣 怪左膳 を とりまいて 十手と 

こうじん 

光 刃が よどんで いる 最中 …… 。 

櫛 まきお 藤が 忽然と 姿 を 見せて ふところ 鉄砲 ひと つ 

で 左 膳 を 庇って ともに 落ちの びて いった、 そのす こし 


前の ことだった。 

もや  おしあげ やなぎし ま 

うす 靄の ような 暮 気があたり を 包んで、 押 上、 柳 島 

ゆうばえ  つか 

の 空に 夕 映の 余光が た ゆた つていた の も 束の ま、 まず 

しんせ い たいほう れいざん 

平 河 山 法 恩 寺 を はじめと して 近くに 真 成、 大法、 霊山、 

ほんぽう  えい リ ゆう  ほんぶつ  しょうろう 

本 法、 永隆、 本 仏な ど 寺が 多い、 それらの 鐘楼で 

しゅもく 

撞木 を ふる 音が、 かわ たれの 一刻 を 長く 尾 を ひいて 天 

と 地の あいだに 消えて ゆく。 

暮れ六つ。 

鈴 川 方 化物 屋敷の 裏手、 髪 を 振りみ だした 狂女の よ 

うに そそり 立つ 椎の 老樹の 下に こわれ かかった 折り戸 

と 並んで、 ささやかな 物置 小屋が 一 つ、 古 薪 木 ゃ柴に 


埋もれて 忘れられ たように 建って いる。 

かって、 櫛 まきお 藤が 与吉の 口から 弥生に 対する 丹 

りょく めん  によ やしゃ 

下 左 膳の 恋 ごころ を 聞かされて 一 変、 緑 面 の 女 夜叉 

と 化した あの 場所 だが。 

ム 「は。 

這 いよる 宵 やみの なかに 剣 打 の ひびき 阿呍の 声が 奥 

庭から 流れて くるば かり —— 座敷 まえの 芝生に は、 お 

捕 方 を 相手に 左 膳が 隻腕ー 刀の 乱 劇 を 演じて いる こと 

であろうが、 うらに 面した ここら は 人影 もな く、 ただ 

空 低く 風が 渡る かして、 椎の 梢が、 思い出し たように 

うなりながら、 寒天に ちりばめた 星く ず をな でて いる 


だけだった。 

もの 淋しい 夕 景色。 

と！ この 時。 

ものけ  つ 

物の怪に でも 憑かれた ように、 フ ラフラと この 庭 隅 

くろぼう し 

に 立ち 現われた 一 つの 黒 法師が ある。 

しばらく 物置の 戸に 耳 をつ けて 表の かた、 周囲に 耳 

を 傾けて いたが、 やがて、 いま、 屋敷 は 御用の 騒動に 

のまれて 誰も 近づいて くる 者 もない と 見る や、 しずか 

に 小屋の なかへ はいつ て —— すぐに 出て 来た。 

言うまでもなく、 源 十郎と 対談して いると ころへ、 

左 膳と 捕吏の 剣 闘が 始まった ので、 こっそり 部屋 を 脱 


けて 出た おさよ 婆さんであった。 

手に、 物置から 取り だした 鍬 を 握って いる。 

夕方 鍬な ど を 持ち出して、 こんなと ころで 何 をす る 

のか …… と 見て いると！ 

おさよ は 瞬時 も ためらわずに、 やにわに 鍬 を 振り あ 

げて、 小屋の かげ、 推の 根元 を 掘り はじめた が II 。 

ふしぎ！ 近 ごろ 誰かが 鍬 を 入れた あとら しく、 表 

面が 固まり かけて いる だけで、 一打ち、 二 打ちとう ち 

こむ にした がい、 やわらかい 土が わけもなく 金物の 先 

に 盛られて、 おさよ の 足 もとに 掬い出される。 

薄 やみに 鍬の 刃が 白く 光って、 土に 食い入る にぶい 


せきばく 

音が 四辺の 寂寞 を 破る たびに、 穴 はだん だん と 大きく 

なって いって。 

い き 

はッ！ はッ！ と 肩で 呼吸 づく 老婆お さよ、 人 眼 

ぬす 

を 倫んで この 小屋の かげに 何 を 掘り出そう として いる 

のだろう  ？ 

それ は II 。 

過般、 ある 夜。 

老人の つねと して 寝 そ びれ たおさよ が、 ふと 不浄に 

起きて、 見る ともなし に、 小 窓から 戸外の 闇黒 を のぞ 

くと、 はなれに 眠って いる はずの 丹 下 左 膳、 今ち よう 

ま ろ 

ど そこ を 掘 りさげて、 襤褸と 油紙に 幾重に も 包んだ 細 


長い 物 を 埋めようと している ところ だ つ た。 

深夜に まぎれて、 食客 左 膳の 怪しい ふるまい …… こ 

いんとく 

れは、 乾 雲 丸 を 一時こう して 隠匿して、 かの 五人組の 

火事 装束に 奪い 去られた と 称し、 栄三郎 を はじめ 屋敷 

内の 者 を さえ 偽ろうと いう ぼ 密の 計で あつたが、 始終 

を 見と どけた おさよ は、 さっきの こと を 源 十郎に 話し 

たと おり、 今の 混雑 を 利用して 刀 を 掘り出し、 ぉ艷に 

別れる 手切れの 一部と して、 さっそく 栄三郎 へ 渡そう 

と 思って いるの だ。 

老女お さよの 手に よって、 うちおろされる 鍬の 数！ 


土が 飛ぶ。 石ころが はねる。 そしてつ いに、 地中の 

竜で はない、 土中の 乾 雲が おさよ の 目前に あらわれた 

とき！ 櫛 まきお 藤の 撃った 左 膳 を 助ける 銃声が ひび 

いた。 

いく じゅんじつ  こしゅう な 

離別 以来 幾 旬日、 坤竜を 慕って 孤愁に 哭き、 人 血に 

飽 いてきた 夜泣きの 刀の 片割れ —— 人 をして 悲劇に 趨 

らせ、 邪 望 を そそって やまない 乾 雲 丸が、 ここに はじ 

めて 丹 下 左 膳の 手 を 離れた の だ。 

…… 転ぶ ように しゃがんで 穴 底から 重い 刀 を 抱き あ 

げたお さよ。 

暗中にば つ ぱッと 音が したの は 包みの 土 を 払った の 


だ。 

よいやみ 

宵闇に ふくまれ 去った お 藤と 左 膳 を 追って、 捕 方の 

者 も あわただしく 庭 を 出て 行った あとで。 

源 十郎は 長い こと、 ひとり ぼかんと して 縁に 立って 

いた。 

今にも 同心で も 引き返して 来て 自分に 対しても 審べ 

が あるだろう。 ことによると、 奉行所へ 出頭 方 を 命ぜ 

られ るか も 知れない が、 それに は 一応、 小 普請 支配が 

び ぜんの かみ 

しら 青山 備前守 様の ほうへ 話 をつ けて、 手続き を ふま 

ねばなら ぬから、 まず 今夜 は 大丈夫。 その あいだに、 


べんこう 

ゆっくり 弁口 を 練つ ておけば、 ここ を 言い抜ける ぐら 

いのこと はなんでも あるまい  と 源 十郎、 たかをく 

くって、 いまの 役人の 帰って くるの を 待って みたが、 

追っ手 は 早く も 法 恩 寺 橋 を 渡って、 横 川の 河岸に 散つ 

ていった らしく、 つめたい 気 を はらむ 風が 鬢を なでて、 

けんかけ きちょう 

つい、 いまし 方まで 剣渦戟 潮に ゆだねられ ていた、 

庭 面に は、 かつぎ さられた 御用の 負傷者の 血であろう、 

赤黒い ものが、 点々 と 草の根 を 染めて いた。 

とつぷり と 暮れた 夜の いろ。 

源 十郎は いつまでも 動かなかった。 

丹 下 左 膳 は、 あくまでも 自分が かれ を 売って 訴人 を 


したよう にと つてい るが、 役人 どもが いかにして 左 膳 

の 居所 を 突きと め たかは、 源十郎 にと つても、 左 膳と 

同じく、 全く ひとつの 謎であった。 

「き やつ、 おれ をう らんで おった よう だが、 馬鹿な や 

つ だて」 

ひとりごとが 源 十 郎のロ を 洩れる。 同時に かれは、 

寒さ 以外の もの を 襟 頸に 感じて 慄然と した —— 物凄い 

とも 言いよう のない 左 膳の 剣 筋 を、 そして、 狂 蛇の よ 

れきぜん 

うな その 一 眼 を、 源 十郎は 歴然と 思いう かべた の だ。 

が、 彼 は、 たそがれの 空 を 仰いで ニッと 笑った。 

「左 膳、 何 ほどの こと や ある！ 第一、 なんて 言われ 


て も 俺の 知った ことで はない」 

と、 あとのほう はどう やら 弁解の ように モゾ モゾロ 

のなかで つぶやいて 源 十郎、 部屋へ はいろう としたが、 

考えて みると、 もっと ふしぎに 耐えな いのは、 あれよ 

という どたん 場に 際して、 あの 櫛 まきお 藤が 飛び出し 

たこと である。 

ふうむ！ お 藤 か …… 。 

味わうよう にこの 一 語を嚙 みしめ たと たんに、 源 十 

郎に はすべ ての 経路が 見えす いたよう な 気がして、 彼 

は 柱に もたれて ク ルリと 背 をめ ぐらしながら、 身 をず 

らして くすりと ほほえんだ。 と 思う と、 わつ はつ 


はッ！ と 大きな 笑い声が、 腹の 底から 揺り あげてき 

て、 

「お 藤 か。 ぁッ はは は、 お 藤の 仕事 か —— 」 

と、 はてし もな く 興に 乗じて いたが。 

やがて。 

「おさよ …… おさよ どの …… ！」 

声をかけて 座敷の なか を のぞきこん だとき、 そこに 

老婆の すがたの ない の を 発見す ると、 源 十郎、 ふッと 

笑い やんで、 聞き耳 をた てた。 

おうま  とき 

木々 を 吹き わたる 夕風の 音ば か り —— 逢 魔が 刻の し 

ずけ さは 深夜よりも 骨身に しみる。 


チラ チラ チラと 闇黒に 白い物の 舞って いるの は、 さ 

ゆ き 

て は 降雪に な つたと みえる。 

源十郎 は、 急に 思い出した ことがあって、 そそく さ 

と 庭に おり 立った。 

さっきお さよが 耳打ち をした 乾 雲 丸の 一 条 …… 丹 下 

左 膳が、 あの 刀 を 物置の かげに 埋めて いると ころ を 見 

たから、 すぐに もこつ そり 掘り出し、 源十郎 からと し 

て、 ぉ艷の 代償に 栄三郎 へ 渡して やりたい。 こうお さ 

よは 言って いたが、 もうお さよ は、 土 を あばいて 一物 

を 持ち去った かも 知れない。 そうすると、 その 尻 もい 

ずれ 左 膳から 自分に 来る であろう。 夜泣きの 大小に か 


けて は 命 を 投げ出し ている 剣鬼 左 膳、 何 をし でかす か 

しれた もので はない —— 0 

と 考える と 源 十郎、 いささか 気になり だした ので、 

庭下駄 を 突つ かけて、 いそぎ 足に 裏へ まわった。 

雪が、 頰を 打って 消える。 

# の 木。 その かげに 朽ち果てた 薪 小屋。 

樹の根 を 見る と！ まさしく 穴が 掘って ある。 

暗い、 細長い 土 穴に、 白い 蝶の ような 雪片が 後から 

あとから 飛び こんでいた。 

「おさよ め、 とうとう 左 膳に 鼻 を あかして、 乾 雲 丸 を 

持ち出し たな。 これ は 丹 下に 対し、 す こゥし 困った こ 


とに なった ぞ」 

こう 胸中に くり 返しながら、 源 十郎は あたまの 雪 を 

払って 座敷に 戻った。 

しかし 彼 は、 乾 雲 丸の ことよりも、 きょうお さよに 

くめん 

約束した 栄三郎 への 手切れ金 五 十両の 工面に、 はたと 

いきづまって いたのだった。 

五百石のお 旗本が 五 十両に さしつ かえると は …… 考 

えられな いよう だが 不義理 だらけで 首 もま わらず、 五 

十 はおろ かた だの 五両 にも 事欠く 源十郎 であった。 

ぼんのう  げどう  か 

煩悩 は 人 を 外道に 駆る。 

ひと つ —— 殺る かな …… 。 


と、 やみに 刀 を ふるう 手真似 をしながら、 かれが 縁 

にあが リ かける と、 いつの まに 来たの か、 障子の なか 

に 土 生 仙 之 助の 鼻唄が 聞こえて いた。 

江戸に、 その 冬 はじめて 雪の 降った 宵だった。 

なみだ 

ふたつの 涙 

「ええ。 どうせ わたし はやく ざ 女です ともさ。 そり や 

ァ どこかの 剣術の 先生のお 嬢さん のように、 届き はい 

たしません よ。 ヘン！ おあいにくさまで すねえ」 

ぉ艷 はちよ つと 口 をへの 字に 曲げて 憎さげ に 栄三郎 


を 見やった。 

不貞腐れの 横す わり —— 

紅 味 を 帯びた すべ つ こい 踵が 二つ 投げ出され たよ 

うに 畳に こぼれて いるの を、 栄三郎 は 苦しそう に 眺め 

て 眼 を そらした。 

どんより と 曇った 冬 の 日 だ。 

いまにも 泣き だしそう な 空模様の 下に、 おもて 通リ 

の 小間物屋の ほし 物が 濡れた ままし おたれ 気に はため 

いている のが、 窓の 桟の あいだから 見える …… もの 皆 

きたな 

が 貧しくて うす 汚 い 瓦 町の 露地の 奥。 と、 突然、 とな 

りの 左官の 家で 山の 神の がな り 立てる 声が 起こった。 


が き 

「なんだい、 この 餓鬼 アツ！ また こんなと ころに 灰 

しょうこ 

を まき ゃァ がって！ ほんと に、 ほんと に 性懲りの ね 

え 野郎 だよ。 父に そっくり だ ッ！」 

つづいて、 ピシ ャリ！ と 頭で も くらわす らしい 音。 

わ アツ！ と 張り あげる 子供の 泣き声 —— ピ シャピ 

シャ ピシャ とおかみ の 平手 は、 自暴に 子供の 頰へ 飛ん 

で ゆく ようすで ある。 

なんという 暗い、 ジ メジ メ した 世の中であろう ！… 

…若い 栄三郎 のこ ころ は、 その 悩ましい 重みに 耐えら 

れ ない 気がして きて、 無理に も 作つ た 和やかな 笑顔 を、 

かれはお 艷へ むけた。 


「ぱっとし ない 天気 だな。 雨 …… いや、 雪に なろう も 

知れぬ。 お前、 頭痛 はどう だ？」 

ぉ艷 が、 ふん！ とそつ ぼ を 向く と、 こめかみに 貼つ 

た 頭痛 膏が、 これ 見よ がしに 栄三郎 の 眼に はいる。 

かれは 再び、 にがにがしく 眉 を 寄せた。 

ぼつん II と、 不自然に 切れた 静寂の なかに、 険悪 

な 気が ふたり を 押し 包んで いる。 

まことに 雨、 雪、 いや、 暴風雨に もな ろう も 知れぬ 

不穏な たたずまい …… 。 

間。 

ぉ艷 はちよ いと 襟 あし を 抜いて その 手の 爪を嚙 みな 


がら、 なかば ひとりごと のように しんみりと いいだし 

た。 

「いくら わたしが ばか だからって 茶屋 女 風情が こうし 

そうろう 

て あなたと いうお りっぱな お 武家の、 奥様で 候 の、 

奥方で ござり ますのと、 まあ、 言って いられる だけで 

見つけ もの だって こと は、 これで もお 艷 はよ ゥく 知つ 

ている つもりで ございま すよ。 でもね、 人間ても の は 

まん ま 

どうやらこう やらお 飯 がいた だけて、 それでき よう 

日が すごして いけり や ぁァ、 それでい いって もんじ や 

ありません からね。 あたし だって 小 綺麗な 着物の 一枚 

や 二 枚、 世間の 女な みに たまに は 着て みたい と 思う こ 


ともあります のさ」 

また 始まった  というよ うに、 栄三郎 は 顔 をし 

とげ  ね 

かめて、 思わず 白い 眼に 棘 を 含ませて 部屋 じゅう を 睨 

め まわした。 

なんと 変わり果て たお 艷 であろう。 

あれほど 手まめだった ぉ艷 が、 ちかごろ では 針い つ 

ぼん、 ほうき 一 つ 手に した ことが なく、 栄三郎 も 彼女 

も 着て いる 物と いえば ほころび だらけ、 汚点 だらけ… 

…そのうち、 一間し かない この 座敷の 隅ず みに、 埃が 

うずた かく 積もって、 ぬぎ 捨てた 更ぇ 着が はげち よろ 

もみ 

けの 紅 裏 を 見せて ひっくり返って いるかと 思う と、 そ 


ばに は 昼夜帯が ふ てぶ てし い とぐ ろを卷 いている とい 

う 態たら く。 

まるで 宿場 女郎 をぬ いてきて 擤ァ大 明 神に すえた よ 

う —— o 

それば かりで はない。 態度 口振りから いう ことまで、 

ガラリ と 自堕落に かわ つたお 艷 であ つ た。 

こうではなかった。 すこし 以前まで こうで はな かつ 

た。 と 考える につけ、 栄三郎 は、 何が かくまでお 艷を 

きっかけ  まど 

変えた のか？ その 理由と 動機 を 思い惑う よりも、 も 

うかれ は、 日常の 瑣事に 何かと 気に入らない ことのみ 

かど 

多く、 つい 眼に 角 をた てて しまう のだった。 


そのために、 いま も 昔 も 変り のない、 犬 も 食わない 

夫婦喧嘩に 花が 咲いて、 今日 もき ようとて …… 。 

先刻、 塗りの はげた お膳 を 中に、 ふたりが 朝飯に か 

かった 時だった。 

なん ぼなんでも、 他に しょう もあろう に、 はぶけ る 

みそしる  たくあん 

だけ 手 を はぶいた、 名ば かりの 味噌汁と 沢庵の しつ ぼ 

のお 菜 を 栄三郎 が、 あんまり うまそう に 口へ 運ばな 

かった からと言って、 例によって、 ぉ艷 がまず、 待つ 

ていたよ うに 火ぶ た を 切った の だ。 

「まあ！ まずい ッ たらしい お 顔！ なんで そんなお 

顔 をな さるの？」 


「  」 

「あたしの こしらえた 物が、 そんなに 汚 いんです 

か ッ！」 

「ま、 お前、 何もそう  」 

「いいえ！ こう 申しち や 〔# 「いいえ！ こう 申し 

ちゃ」 は 底本で は 「いいえ！ こう 申しち や 匕 なんです が、 

そり や あお 金 さえ あれば ねえ、 あたし だ つ てもう す こ 

しなんと かで きます けれど …… フン！ だ」 

これから 起こった ことだった。 

まぎ 

栄三郎 は、 横 を 向いて ほかの ことに 紛らそう とした _ 


「泰軒 どの も ひさしく お見えになら ぬが、 どうしてお 

らる るかな。 この 寒 ぞらに 船 住い もなかな かで あろ 

う」 

と、 さむ 空 …… という 言葉に 初めて 気が つ いたよう 

に、 急に ブ ルルと 身ぶ るい をして、 消え かかった 火鉢 

の 火に 炭 を つごうと した。 

「あなた！」 

お 艷の声 は、 底に いま も 噴き出し そうな 何もの か を 

含んで、 懸命に おさえて いた。 

「あなた ッ！」 

「なんだ？」 


栄三郎 の 手に、 炭 を はさんだ 火箸が そのまま 宙 にと 

まる。 

「なんだ、 そんな 顔 をして」 

ジロリ と 白い 一 瞥を栄 三郎へ 投げて、 ぉ艷 はし ばら 

く 黙って いたが、 

「そんな 顔 こんな 顔って、 これが あたしの 顔なん です 

もの、 今 さら どう 張り かえよう た つ て 無理 じゃァ あり 

ません か」 

「なに？」 

「いいえね、 万事 あの 根津 のお 嬢さん のように はいき 

ません てこと さ」 


「お 艷、 お前、 何 を 言 うんだ？」 

ま ご  いしょう 

「馬子に も 衣装 髪 かたち ッ てね —— それや ァ あたし 

だって ピ ラシ ャラ すれば、 これでち つた あ 見なお すで 

しょうよ。 けど、 お金です よ。 それに ゃァ …… お、 か、 

ね！ わかりました か」 

「ばかな！ お前 はこの ごろ どうかし ている」 

栄三郎 は 取り あおうと もせずに しずかに 炭の すわり 

をな おしだし たが、 内心の 激情 はどうす る こと もで き 

ない らしく、 火箸の さきが ブル ブルと ふるえて、 立て 

る そば か ら 炭 をく ずした。 

ふたりとも 蒼い 顔。 紙の ように 白い くちびる —— 。 


あくまで もこの 暄嘩、 売らずに はおかない といった 

ように、 ぉ艷が 突如い きおい こんで 乗り出す と、 膝頭 

が 膝に ぶっかつ て、 番茶の 茶碗が 思いき りょく 倒れた。 

むッ！ とした 栄 三郎、 

「ナ、 何 をす るんだ！」 

「なんだい こんな もの！」 

ぉ艷 はもう 一 度、 膳の 角 をつ かんで 荒々 しく ゆす 

ぶった。 瀬戸物が かち 合って、 はげしい 音 をた てる。 

「ぉ艷 ッ！」 

「だってそう じゃありません か。 この 世の中に 何 ひと 

つお 金で できない ことがあります か。 あたし、 あなた 


といつ しょになる 時、 まさか こんなに 困ろうと は 思わ 

なかった …… このごろ のように こんな みじめな 装 じ や 

あ —— 」 とお 艷は、 自分の 着て いる 継ぎはぎ だらけの 

黄八丈の 袖 を トンと 引っ張って、 「恥ずかしく つてお 

豆腐 一 つ 買いに 出られ やしない。 あたし、 呉服屋の ま 

え を 通る ときなん か、 眼 をお さえて 龃け るんで すよ」 

「 …… すまない」 

「すむ もす まない もない じゃあありません か、 年が年 

中 ピィピ ィガラ ガラ、 家ん なか は 火の車 だ。 お 正月が 

来たから つて、 お餅 一 っ搗 ける じ やなし、 持って きた 

物 さえ 片っぱ しからお 蔵へ 運んで、 ヘン、 たまる の は 


質札ば かりだ  ごらんな さ ぃッ！ もう その 質ぐ さ 

もない じゃありません か」 

「まあ、 そう ガミ ガミ 言うな。 となり 近所の 手前 も あ 

る」 

「ァレ だ！ 何 かってえ とャレ 手前、 やれ 恥辱 —— ふ 

さむらい 

ん！ お 武士さん は 違った もんです ょゥ、 だ！」 

「これ、 お 艷！」 

「はい」 

「貴様、 このごろ いったい どうしたの だ？」 

「どうもし やしま せんよ」 

「そうかな。 見る ところ、 ガラリ とようす が 変わった 


よう だが —— 」 

「いいえ。 どうもし やしません けれど、 あたしつ くづ 

く 考えて いる ことがあります」 

「ふうむ。 なんだ それ は？ 言って みなさい」 

「  」 

「拙者が 嫌に なったら いやにな つたと、 何 ごと も はつ 

きり 申したら よいで はない か」 

ことば もな くうな だれた ぉ艷の 横顔が、 どうやら 涙 

ぐんで いる ふうな のに、 栄三郎 も ふと 甘い こころに 

返って、 

「さ、 いうが よい。 な、 改まって 聞こう」 


ます つ 。ま 

と のぞきこん だとき、 ホホ ホホ！ と 蓮 葉な 嬌笑と 

ともに、 栄三郎 を 振り払つ たお 艷、 こともなげに 軽く 

いい 放った。 

「あなた、 およしなさい。 お 刀の 探索なん か …… いま 

ま や 

どき 流行りません よ」 

夜泣きの 刀、 乾 雲 丸の 取り戻し 方 を 思いとどま つ て 

くれ …… というお 艷 のことば は、 さながら 弊履 を棄て 

ひと 

よと すすめる に 等しい 口ぶり だ。 

この、 うって 変わった 一言に は、 さすがの 栄三郎 も 

思わず カツ！ となった。 が、 かれ も 大事 を 控えて 


ふんべつ  ふんげき じょう 

分別 ある 士、 そう やすやすと 憤激の 情 をお もてに あ 

ら わし はしなかった。 しかし、 わざと しずかに きりだ 

力す 

した 低声 は、 彼の 自制 を 裏ぎ つて 微かに ふるえて いた。 

「なぜ？  何故 また 今にな つて、 さような こと を 申 

すの だ？ わたしが 一 命 を 賭して 乾 雲 を 求めて おる こ 

と は そち も 以前から よく 知つ ている はず。 言わば 承知 

のうえ で、 拙者と …… このような ことにな つたので は 

*」 ヽゝ  I 

る レカ  」 

「ええ —— それ はわ か つ ております」 

襟 もとに 顎 を うずめて、 ぉ艷は 上眼づ かいに 栄三郎 

を 見た。 


て つ びん 

沈黙に おちる と、 鉄瓶の 湯が チ インと 松風の 音 をた 

てて、 江戸の 真ん中に いながら、 奥まった 露地の はず 

れ だけに、 まるで 人里 はなれた 山家ず まいの 思いが す 

るの だった。 

ひさし 

お 向う の 庇 ごしに、 申し わけの ような 曇りめ の 陽 

が 射し こんで、 赤茶け た 破れ だ たみを ぼんやり 照らし 

ている。 

やる せ 

朝 寒の 満潮の ような 遣 瀬ない 心地が、 ヒタヒ タと栄 

三郎の 胸に あふれる。 

ぉ艷が つづける。 

「それ はわ かってお ります。 けれど あたし、 自分 達の 


暮しを 第一 一 第三に して、 そう やって お 刀の ことに 夢中 

になって いらつ しゃる あなた を 見る と …… 」 

「 嫌気が さ す —— と いうの か」 

栄三郎 の 声 は、 口が かわいて うわずつ ていた。 

「  」 

「おい ッ！」 

「まあ！ なんて 声 をな さります！」 

ぉ艷 はたしな める ように 言って、 すぐに 鼻の さきで 

せ せら 笑った が、 

「ええ。 そうで ございます！ さようで ございます 

よ」 


と、 いいきった 彼女の 声 は、 叫びに 近かった。 

そして、 つと 身体 を 斜めにい つそう だらしなく 崩 折 

かん  せき 

れ ると、 口ば やに 甲高に、 堰を 落とす ように しゃべり 

だした。 

「ええ！ さようで ございます！ あなたの ような ど 

ちらに もい い 子に なろうと する お 人 は、 あたし ゃ大嫌 

い！ 刀 を 手に入れたい、 あたしと も いっしょにいた 

りょうてんびん 

い —— それじゃ ァ まるで 両天秤で、 どっち か 一 つが 

おろそかになる の はき まりき つてる じ や ァ ありません 

ゝ I 

力」 

「な、 なんだ と？ どちらに もい い 子と はなんだ？ 


いつおれ が 貴様 を おろそかに した？」 

「おろそかに してる じゃありません か。 あたしより 刀 

の ほうが お 大事な んで ございましよ う？ 刀 さ えとれ 

れば、 あたし なんか 野 たれ 死に をしょう とおかまい は 

ございますまい」 

「たわけめ！ 勝手にし ろ！」 

吐き出す ように つぶやいて、 栄三郎 はやおら 起ち あ 

がった。 ぉ艷は それ を キッと 下から にらみ あげて、 

「あなた ッ！」 

「なんだ、 うるさい！」 

「どうせう るそう， 1 ざ いまし ようよ  い つし よに 


なる 時 はなんだ かんだ と チヤ ホヤな さって、 うるさい 

は 恐れ入り ましたね。 ちっと 旗色が 悪くなる と、 いつ 

でも どっかへ お出 まし だ。 そんな 卑怯な 真似 をな さら 

ないで、 お 武士なら おさむら いらし く はっきりと 話 を 

つけて くださ い ッ  どこ へ お出かけで ございま 

す 9  存じて おります！ 戌 亥の 方。 麴 町で ござい 

ましょう？ えええ、 あのお 嬢さん は あなたに とって 

しゅうす じ 

お 主筋に 当たる 方、 それにお 生れが お生れで すから 

女芸 万般ね え、 何 ひとつお できに ならない という こと 

はなし、 そり ゃァ あたしと は 雪と 墨、 月と すつ ぼん ほ 

ども 違いましょう ともさ。 せいぜいお 大事に なすって 


おあげなさい ましよ」 

栄三郎 は 聞かぬ 態 —— ゆがんだ 微笑 をう かべ て、 ま 

わし まわし 帯 を 結びな おしてい る。 

その、 擦り切れた 帯の 端が、 畳 をな でて ぉ艷の 前に 

すべって くると、 彼女 は 膝 を あげてし つかと おさえた 

「サ！ きっぱり 話 をつ けて ください ッ てば！  二つ 

に ひとつ、 乾 雲 丸 か あたし か、 あなた は どちら を …… 」 

「お 艷！」 栄三郎 の 眼 は 悲しかった。 「 —— な、 聞き 分 

けの よい 女 だ。 わたし はちよ つと これから ホラ！ こ 

ちょう もく 

れの 才覚に とびまわって くる。 鳥目 だ。 はは はは は、 

そんなに おれ を 苦しめずに、 おとなしく 留守 をして く 


れ。 な、 わかった な」 

「嫌で ございます ッ！ 御 冗談 も いいかげん になさい 

まし。 あたし もこれ で 当り 矢のお 艷 と言われた 女。 あ 

なた ばかりが 男 じ や ござん せんから ね」 

栄三郎 の 眼が 細 まって、 異様な 光 を 添えた。 

「お 艷ッ！ き、 貴様 ッ …… 坐れ、 そこへ！」 

「すわつ てるじ や ございま せんか。 あなた こそお 坐り 

なすったら いかがです」 

「よく 一  々口 を 返す やつ だな。 貴様、 このごろ どうか 

いたしお るな。 何 か 心中に 思う ところあって、 それで 


さように 事に つけ 物に 触れ、 拙者に 楣を 突く ので あろ 

う。 どう だ 9 —— いや、 得て はしたない 言葉から 醜 

い あらそい を 生ずる。 いいかげんにしなさい」 

「まあ、 虫の いい！ いいかげんに はでき ません よ」 

「お前 はす つ かり 人間が 変わ つ たな」 

「変わりた くもなろ うじ や ございま せんか。 こんな 

びんぼう 

貧乏暮し をして いるんで す もの」 

「ふたことめに は 貧乏 貧乏と 申す …… それほど 貧乏が 

いやか」 

「癇 のせい か、 あんまり ゾッ といたし ません ねえ。 そ 

り やそうと、 どう おっしゃ るので すか …… 乾 雲 丸 か、 


この あたし か」 

「黙れ ッ！ おのれお 艷、 痩せても 枯れても 武士の 妻 

せいじゃ  おんあいぎ リ 

ともあろう 者が、 正邪の 別、 恩愛 義理 を も わきまえず 

言わせて おけば 際限 もな く、 よ ッくノ  メノメ とさよう 

な ことが いえるな。 貴様 は 魔に 魅入られ てお るの だか 

ら、 拙者 も 真面目に は 相手に せぬ。 ひとり 胸に 手 を 置 

いて 考えて みるが よい」 

だんぎ 

「またお 談義！ 何かとい うと 武士、 刀の手前 —— ど 

う も当リ 矢のお 艷も、 おかげさまで こんな かた ッ くる 

しい 言葉 を おぼえました けれど、 あたし はそんな えら 

そうな こと を 言つ て、 自分 達 は 食べ るか 食べないで、 


たかがお 刀 一 本に 眼 色 顔い ろ を 変えて、 明けても 暮れ 

ても龃 けずり まわって いるお 人よりも、 町人で もお 百 

姓で もよう ござんす から、 あたし ひとり を 大事に して 

くださる 方に、 しっくり かわいがっても らいたい …… 

ただ それだけで ございます」 

みそこな 

「うう む、 見損った かな —— 」 

「ほほ ほ、 そり ゃァぉ 互い さま」 

「で、 いかがい たせと いうの だ？」 

「まず 乾 雲 丸の こと をフ ッッリ お忘れな すって、 それ 

から その 厳つ い 大小 を さらり と 捨てて、 あたま も 小粋 

に 取り あげて さっぱりした 縞物 か 何 かで おもしろ おか 


しく  」 

「ぶる る、 馬鹿 ッ！ 何 を 申す！ 貴様、 そ、 それが 

本心 か ッ？」 

「ほんしんで ございます とも。 あたし だってち つた あ 

眼 先が 見えます よ。 あなた は、 あの 弥生 さまと ごいつ 

しょに おなりな さりた くても、 お 刀がなければ 押し か 

け 婿に もい かれない ので、 あれが お 手に はいるまで、 

あたしって もの をこう して だしに 使って いて、 刀 を 取 

ひきでもの 

るが 早い か、 あたし を棄 てて その 刀 を 引出物に 弥生 さ 

まのと ころへ 納まろうと いうんで ござ いましょう？ 

そんな こと、 こちら は 先刻 御 承知で ございま すよ。 ほ 


「ぉ艷  キ、 貴様、 気が ふれた ナ！ 夜泣きの 刀 

の 分離 も、 もとはと 言えば 拙者から 起こった こと。 さ 

れば丹 下 左 膳より 乾 雲 丸 を 奪還し、 この 坤竜 とと もど 

もに 小 野 塚 家の 当主 弥生 殿の 前に そろえて 出す の は、 

弥生 どの …… というよりも、 左 膳の 刃に おたおれに 

なった 鉄 斎 先生への 何よりの 供養 —— 義理 だ、 つとめ 

じ や！ 人間と しての 男と しての …… 」 

「あ ゥぁァ  おや、 ごめんなさい。 あくび なんか 

して」 

「チ ッ！ 拙者の 心底 は 百 も 千 も 知って おる くせに、 


何 かにつ け 言いが かり をつ けお つ て .：：• 女子と 小人 は 

養い 難し。 見さげ はてた 奴め が ッ！」 

「よして ください ッ！ もうあき あき！」 

「なに？ なんだ と？」 

ごたく せん 

「そんな 御 託宣 はたく さんで ございま すよ。 耳に たこ 

がで きて おります」 

「また かかる こと は、 拙者の 口から 申した く はない が、 

拙者が 亡師の 意に そむき 弥生 どのに 嘆き を かけて 今 ま 

あに じゃひと  ろうこう 

た 鳥 越の 兄 者 人 を 怒らせて、 かような 陋巷に 身 をお と 

しおる の も …… 」 

「お ッと！ みんな あたしの ためとおつ しゃりた いん 


で ございましよう？ お気の毒 さま。 その あたまが お 

ありだから、 あたしよりも 刀が かわいい のに 不思議 は 

ございません とも  もう 何も 伺いた く は ございませ 

ん！」 

「なんたる 下卑た 言いぐ さ！ うん、 なんたる 低劣な 

…：- 」 

「ほほ ほほ、 なんです よ 今ごろ、 これが 三 社 前の 姐 さ 

ん、 当り 矢のお 艷の懸 値の ない ところ。 地金 を ごらん 

なすったら、 愛想 もこ そ も 尽きましたろう ねえ」 

「よくも …… 」 

「なんです よ。 そんな 張り子の虎み たいに —— みつと 


もない じゃァ ありま せんか」 

「よくも、 よくも 今まで 猫 を かぶって おった なッ ！」 

「お坊っちゃん、 お気がつかれました か。 ォホ ホホ。 

でもね、 これで もお 艷で なくち ゃァ つて おっしゃって 

くださる お 方 も ございます からね。 世の中 はよ くした 

もので、 まんざらでもないと みえます よ」 

「だッ …… だまされ たの だッ！ ちえ ッ！」 

「近いと ころ じ や、 鈴 川の 殿様なん か、 あたしで なく 

ちゃ ァ夜も 日 も 明けません のさ」 

「な、 问ィ？ す、 鈴 川 源 十郎か ッ！」 


「鈴 川 源十郎 …… と は、 あの 鈴 川 源 十郎か ッ？」 

栄三郎 が、 こうどなる ように い つ て にらみつけ ると 

ぉ艷 は、 おちよ ぼ 口に 手 を 当てて あでやかに 笑った。 

「ええ、 鈴 川の 殿様に 二 つ はないで ございません か。 

本 所の 法 恩 寺 まえのお 旗本 —— 」 

いいかけ たお 艷の 言葉 は、 中途で 無残に 吹っ飛んで 

しまった。 おわる を 待たず、 栄三郎 の 腕が むん ずと 伸 

びて 来て、 ぉ艷の 襟髪 をと つた かと 思う と、 力に まか 

せて そこへ 引き倒した からだ。 

「ぉ艷 ッ！」 

片膝 を 立てて、 しっかと ぉ艷 をお さえつけ た 栄三郎 


さんるい 

の 声 は、 かなしい 怒りに 曇り、 眼 は 惨 涙 を 宿して 早く 

もう るんで いた。 

「お 艷、 …… 貴様に、 本 所の 鈴 川が 執心 のこと は、 拙 

者 も 以前から 承知して おった が、 拙者の 妻た る 貴様が、 

かれ ごときに 幾分な りと も 心 を 許そうと は、 お、 おれ 

は、 今の いままで 夢にも 思わなかった ぞ ッ！」 

r —— し 

白い 頰も くだけよ とば かり、 顔 を 畳に こすりつけら 

れて、 お 艷は声 も 出ない。 

「し、 しかるに、 黙って 聞いて おれば、 かの 鈴 川が 

懸想いた しおる こと を 良人の 拙者の まえ を も はばから 


ず 鼻高々 と 誇りが ましき いまの ことば …… ぉ艷 ッ！ 

貴様、 なんだ な、 先日 本 所の 屋敷に 幽^され おった 際 

に —— 」 

嫉 火と 情炎に もつれる 栄三郎 の 舌、 その 切々 たる 声 

を 耳に して、 ぉ艷は 半ば うっとりと される がま まに 畳 

に 片面 を 当てて 小突かれ ていたが …… 。 

大粒な 泪が ひとつ、 ほろ りと 眼が しら を 離れて、 長 

まつげ 

い 睫毛 を 濡らしながら、 見る みる 頰を 伝わって 陽に や 

けたた たみの 表へ 吸われて いった。 一す じ 白い 光の あ 

と を 引いて。 

と、 その 時。 


貴様！ なんだ な、 先日 本 所の 屋敷に 幽閉され おつ 

た 際に —— と 語尾 をに ごした 栄三郎 の 言 を 聞く と！ 

しんからた けりた つたら しいお 艷、 髪 を 乱し、 胸 を 

はだけ て、 やにわに はね 起きようと 試みた が、 栄三郎 

の 腕に ぐっと 力が はいると、 ひとたまりもなく その ま 

ま 元の 姿勢に 戻されて、 かわりに、 なみだに かすれる 

声 を 振りし ぼった。 

「あたしが 鈴 川の 殿様と なん ぞ …… とで も おっしゃる 

んで すか？ あんまりなん ぼなんでも、 あんまりで 

すッ！ そ、 それば かり は、 いくら あなた 様で も 聞き 

捨てに なりません！ 離して ください。 な、 何 を 証拠 


に そんな、 そんな …… いいえ、 はっきりと 伺い ましよ 

う。 後生です から 手 を はなして —— J 

と、 今 はもう 女の 身の たしな み もな く、 心からの く 

やし さに 狂い もだえる の を、 栄三郎 はなお ものし かか 

るよう に 膝下に ひきつけて、 

せ き ら ら 

「ェ エイ 黙れ ッ！ このごろの 貴様が 赤裸々 の 貴様な 

ら、 源十郎 はおろ か、 だれと ねんごろに なろうと も栄 

三郎 はすこし も 驚かぬ ぞッ！ ナ、 なんたる …… ゥ 

ヌッ！ なんたる 淫婦  」 

「ま、 待つ てくだ さい ッ！」 

「姦婦！ 妖婦！ 毒婦！」 


熱涙ぼう だとして とどめ も あえぬ 栄三郎 は、 一 つず 

つ 区切って うめきながら、 はふり 落ちる 泪 とともに、 

あられ 

哀 恋の 拳が 霰 のようにお 艷 のうえ にくだった。 

愛する 者 を、 愛する が ゆえに 打たずに はお かれぬ く 

るし さ  。 

よしや 振り あげた 剎那 はいかに いきおい こんでいよ 

うと も、 その 手 は、 ふりおろす 途中に 力 を 失って ぉ艷 

の 身に 触れる 時 は、 おのずから 撫でる がごと くで あつ 

た。 

弾き返つ たお 艷は、 栄三郎 の 手 を 逃れて 柱の 根へ 飛 

び さがった。 


「何も、 あたし を チヤ ホヤして くださる 方 は、 鈴 川の 

殿様ば かりと はかぎ りません。 鍛冶屋の 富 五郎さん 

だって、 それから 当り 矢の 店へ 来て くだす つた 大店の 

若旦那 やなん か …… 」 

「すべた ッ！ まだ 言う かッ ！」 

一声お めいた 時、 栄三郎 の 手 はわれ 知らず 柄頭に 

かかって いた。 

と 見て、 ぉ艷は 蒼白く 笑った。 

「ほほ ほ、 この あたし をお 斬りになる 気で ございます 

か。 まあ、 おもしろい —— けれどね え、 ぉ艷 にご ひい 

き 筋が 多う ござんす から、 あとで どんな 苦情が 出る か 


も 知れません よ」 

「  ！」 

無言のう ちに、 しずかに 鞘 走らせた 武 蔵太郎 を、 栄 

三郎 はっと 振り かぶった と 見る まに、 泣く ような 気合 

いの 声と ともに、 氷刃、 殺 風 を 生じて、 突！ 深く お 

艷の肩 を 打った。 

ゥ ゥゥム  

と 歯を食いしば つたお 艷、 しなやかな 胴 を 一 瞬く ね 

ら せて、 たたみ を搔 いてう つぶした のだった。 

力！ 

峰打ちだった。 


と、 ぉ艷 はすぐ に、 痛みに 顔をしかめた だけで 起き 

あがろう としたが、 栄三郎 はもう 武蔵太 郎をピ タリと 

鞘に 納めて、 両手 を 腰に 立ちはだかった まま 凝 然とお 

艷を 見お ろして いた。 

その 眼 …… ！ 

おお、 その 眼 は、 人間の 愛欲 憎 念 を ここに ひとつに 

集めた ような、 言辞に 尽きた 情 を 宿して、 あやしい 光 

に 濡れ そぼれ ていた、 泣く ような —— と 見れば、 笑う 

ような。 

しばし 

暫時の 沈黙のう ちに、 男と 女の 瞳が 互いに その 奥底 

の 深意 を 読もうと あせって、 はげしく 絡み あい、 音 を 


たてんば かりにき しんだ。 

口 を 開いた の は 栄三郎 だった。 

「お 艷！ あれほど 固く 誓い、 また 今日と いうき よう 

まで 信じき つてお つたお 前が、 かく も 汚れた 女子で あ 

ろうと は 拙者に は 思えぬ。 いや、 どう あっても 思いた 

くないの だ。 しかし —— 」 

「  ？」 

いいよどんだ 栄三郎 を 見 あげたお 艷の 顔に、 ちらと 

身 も 世 も あらぬ 悲しい 色が 走った が、 栄三郎 が 気の つ 

くさきに、 それ はすぐ に 不敵な ほほえみに 消されて お 

艷は、 無言の 揶揄で あと をうな がした。 


「  ？」 

「しかし、 お前と いう 人柄が きょうこの ごろの ように 

豹変した 以上 は、 拙者と して は 嫌で もお 前の 変心 を 

認めざる を 得ない。 さて、 人の こころ は 水の ごとき も 

たんそ 

の、 ひとたび 流れ 去って は 百の 嘆訴、 千の 説法 ももと 

へ 返すべく はない な、 そうであろう？ これ、 泣いて 

いるの か、 いまさら 何 を 泣く の だ？」 

「はい …… いいえ」 

「拙者 もさと つたよ、 はは はは は、 いや、 いったん こ 

うはつき りお 前の 心が おれ を 離れた とわ か つて みれば、 

拙者 も 男、 いたずらに たましいの 抜けた 残骸 を 抱いて 


快し と はせ ぬ。 そこで、 もの は 相談 だが、 きょうかぎ 

リキッ パリと 別れよう ではない か」 

いいながら、 返答い かに？ と 思わず 栄 三郎、 口で 

みれん 

はとに かく、 まだ たっぷりと 未練が ある もの か、 あき 

ら かに 弱い 不安 を 面い つ ぱいに みなぎらせて 中腰に の 

ぞ きこんだ とき、 

「す、 すみません」 

と 口ごもつ たお 艷の 声に、 まさか …… と 幾分の 望み 

を かけて いた 栄三郎 は、 やや ッ！ と 驚愕に のけぞる 

と 同時に、 あきらめ きれぬ 新し い 慕 念が グッと 胸 さき 

にこみ あげてき て、 


「そうか」 

破裂 を 包んだ 低声。 

見せ じと つとめる 涙が、 われに もな くにじみ 出て き 

て —— 。 

ヮッ！ とお 艷は そこへ 哭き 伏した。 

「お 世話に …… 」 

「なに？」 

「お世話にな りました こと は、 ぉ艷は 死んでも 忘れ ま 

せん」 

「フン！ 吐かし おる」 

栄三郎 はすで に 平静に かえっていた。 


大刀 武蔵 太郎 安国の こじり に 帯 を さぐって、 坤 竜と 

脇差と 番 にスッ ポリと 落とし 差した かれは、 刀の 重 

み を 受けて 刀に ゆるむ 帯 を 軽く ゆすり あげたの ち、 

ちょっと 大小の 据わり をな おして、 ゆらり と 土間に お 

り 立った。 

片手に 浪人 笠。 

履物 を 突つ かける …… と、 ブラ リ そのまま 格子戸 を 

くぐり 出ようと した。 

「あなた ッ！ 栄三郎 様ッ」 

ぉ艷の 声が 必死に 追い かける。 が、 彼 は 振りむ きも 


「達者に —— 」 

「え？ もう 一 度お 顔 を ッ！」 

悲 涙に むせんだ お 艷、 前 を 乱した 白い 膝が しらに 畳 

がまち 

をき ざんで、 両手 を 空に 上り 框 まで よろめき 出る と、 

「えい ッ！ 達者に 暮らせ！」 

一声 …… ピシ ャリ！ 格子が しまって、 男の 姿が ち 

ら りと 陽 ざし を さえぎ つたと 思う まもなく、 あがり 口 

に 泣き崩れ たお 艷は、 露地の 溝板 を 踏んで ゆく 栄三郎 

の跫 音が だんだんと 遠の くの を、 夢の ように 聞かな け 

れ ばなら なかった。 

夢？ ほんと にほんと に 夢。 ながい 夢！ 泣き はら 


した 眼 を 部屋へ 返した ぉ艷 は、 栄三郎 の 羽織がぬ ぎす 

てて あるの を 見る と、 はっとして 立ち あがった。 

まあ！ お 羽織な しに この 寒ぞら へ！ 

もしゃ 風邪で も 召されて は！ 

と 思う とお 艷、 装 ふり かまって いられる 場合で はな 

い。 ずつ こけた 帯の はし をち よいと はさむ が 早い か、 

泣き濡れた 顔 も そのままに 羽織 を 小 わきに 家 を 走り出 

た。 

羽織 を かかえて 露地ぐ ちまで 走り出て みたけれ ど、 

どっちへ 行った もの か、 栄三郎 のす がた はもう そこら 


になかった。 

ひ つ そりと した 往来の むこう を 荷 を 積んだ 馬の 列が 

通り過ぎて いった。 

しめつ ぼい 冷たい 空気が、 町 ぜんたい を 押しつけて 

いる。 

ぼんやりた たずんで いるお 艷へ、 

「小 母ち やん、 そのお ベべ を 持って どこ ィ行 くの？」 

と 長屋の 子供が 声をかけ たが、 ぉ艷は 耳に も はいら 

ぬ ふうだった。 

「や あ！ 小 母 ちゃんが 泣い てら あ！ 泣い てら あ！ 

や あい、 おかちい な あ！」 


急に 足 もとから 子供が はやした てた ので、 ぉ艷は 

ハツと われに 返って 羽織に 顔 を 押し当てた。 

「坊や、 いい 児 だね。 おばち やん は 泣いて なんかいな 

いからね。 さ、 あっちへ 行って お遊び」 

子供 はふし ぎそうに 振り かえりながら 大通り を蚯け 

ぬけて いった。 

ぉ艷 は、 羽織の 袖が ひきずる の も 知らずに 片手に さ 

げて、 しょんぼりと 家に 帰った。 

あが つてす わつ て はみ たが …… 広く もない 家ながら、 

栄三郎 の 出て いった あと は たまらなく 淋しかった。 孤 

独の 思いが しいんと 胸に 食いい つてく る。 


「栄 三郎 さま」 

呼んで みても 聞こえよ うはず はない。 かえって われ 

とわが 低声に 驚いて、 ぉ艷は あたり を 見 まわした が、 

夢中で つまぐつ ている 膝の 栄三郎 の 羽織に 気がつく と、 

こんど はしん みり とひと リ ごと を はじめた。 

ひとりごと？ ではない。 彼女 は 羽織 を 相手に 話し 

ている のだった。 

「申し わけ ございません。 おこ ころに 曇りの ない 正直 

一 徹の あなた 様 を あんなに おこらせ 申して、 それ もこ 

れも 夜泣きの 刀の ため、 おかわい そうな 弥生 さまのお 

ためと は 言いながら、 思えば、 ぉ艷も 罪の 深い 女で ご 


ざ います」 

言葉 はいつ しか すすり泣きに 変わって いた。 

「けれども、 こうやって いました ので は、 いつにな つ 

らち  しょせん  ゆえ 

たら 埒の あきます こと やら …… 所詮 わたし 故に あなた 

様 を このままお ちぶら せる ような もの  なにとぞお 

艷を お捨てな されて、 存分にお 働きく ださい まし。 一 

日 も 早く 乾 雲 丸 をお 手に おさめて 弥生 様と、 弥生 さま 

と —— 」 

つっぷし たお 艷、 羽織 を 揉みながら なみだの あいだ 

からかき くどいた。 

「それが ぉ艷の 一生のお 願いで ございます ッ！ でも 


…… でも、 こんなに までして、 心に もない ふしだら を 

並べ てお 怒り を 買わねば ならなかった ぉ艷 のしん 中 も 

すこし はお 察しく ださい まし。 あとで 何もかも わかり 

ますから、 そうしたら たった ひとこと 不憫な やっと I 

I 栄三郎 様ッ！ 泣いて やって、 泣いて やって …… 」 

気 も 狂わん ばかりに もだえた ぉ艷 は、 ガバッ と 畳に 

倒れて 羽織 を 抱きしめた。 

別れ ともなく して 別れた 男の 移り香が、 羽織に 埋め 

たお 艷の鼻 をう つ すらと かすめる。 

それが また 新しい 泪を さそって、 お 艷はォ ォォォ 

ゥッ！ と あたり かまわず 大声に 泣き 放った が、 折リ 


よくいつ のまに か 隣家に 近所の 子供が 集ま つ て、 

キヤ ツキ ャッと 笑いながら 遊び さわいで いたので、 お 

艷は その物 音に まぎれて こころゆくまで 慟哭す る こと 

がで きたの だった。 

まわり まわりの 小 仏さん 

まわり まわりの 小 仏さん 

となりの さ ざめ き は つのる ばかり —— ぉ艷も 何が な 

しに 幼い 気 もちに 立ち返って 小娘の ように 泣き濡れて 

いた。 

出て 行った 栄三郎 の 涙と、 残って いるお 艷の なみだ 

と —— 。 


父 は 早く 禄を 離れて 江戸の 陋巷に さまよい、 また そ 

の 父 を 失って から 母と も 別れて、 あらゆる 浮き世の 苦 

労 をな めつ くした ぉ艷 にと つて は、 義理の 二字 ほど 重 

いもの はない のだった。 刀の 分離と いい 弥生の 悲嘆と 

い い、 すべ て は 栄三郎 が 自分 を 想って くださる ことか 

ら —— こう 考える とお 艷は、 おのが 恋 を 捨てても！ 

と 一 図に 決して、 さて こそ あの、 裏で 手 を 合わせて 表 

に 毒づく あいそづかし ：•：. ぉ艷も 江戸の 女であった。 

何 刻 かたった。 

ぉ艷 はじつ と 動かない。 

眠って いるの だ。 


泣きく たびれ て、 いつしか ス ヤス ャと 転寝に おちた 

こか いまき 

ぉ艷、 栄三郎 がいれば 小 搔卷ー つで も 掛けて やろう も 

の を。 

まわり まわりの 小 仏さん 

まわり まわりの 小 仏さん 

隣で は 子供が 遊戯に ふけっている。 

と、 がらり と 格子が あいて、 ひさしぶりに 天下の 乞 

食 先生 蒲生泰 軒の だみ 声 だ。 

「わつ はつ はつ はつ は！ こリ や、 敷居が 高い、 

御無沙汰、 御無沙汰！」 

びっくり はね 起きた お 艷の頰 にたた みの あとが 赤く 


ついていた。 

ともえ 

まんじ 巴 

その 夜。 

どこ を どう 歩き まわった もの か、 栄三郎 は 頭から 肩 

まで 白い もの を 積もらせて 瓦 町の 家へ 帰って来た。 い 

つの まに か 雪に なって いたの だ。 あやうく、 

「お 艷、 いま 戻った ぞ」 

と 口から 出そう になる の をお さえて、 身体の 雪 を 

払 つ て あがる と …… ま つ くら。 


かじかんだ 手で 火 打ち を 擦る。 

とうしん 

ボウツと 薄 黄色の 灯心 の 光が 闇黒に に じんで、 珍し 

く 取 リ片づ いた 部屋の ありさまが 栄三郎 の 眼に う つ つ 

た。 

ぉ艷 はいない。 

二、 三枚の 着物 や 髪の 道具 を まとめて、 あわてて 家 

を 出て いった ことが わかる。 女気の ない 部屋 は どこに 

も 赤い 色彩 を 失って、 雪 夜 ひとしおの 寒さが 栄三郎 の 

骨に しみる。 

が、 かれはもう 悲しんで はいなかった。 

「出て うせた か —— 汚れき つ た 女め —— あれほどと は 


思わなかった —— 」 

と、 吐き だすよう につぶ やきながら、 何 か 書 置きで 

も？ と ジロリ そこら を 見 まわす。 

何もない。 

もはや フッ ッリと 未練 をた つ た栄 三郎、 

「これ あるの みだ」 

正座して 坤竜丸 を 取り あげた。 

ひらいと ま 

平 糸巻きの 鞘 —— 上り 竜 を 彫 つ た 赤銅の つ か。 

「ひき 寄せて くれ、 乾 雲 丸 を ひきよせて くれ」 

じゅもん 

呪文の ように 言った かと 思う と、 ふう つ と 長く 息 を 

欠 ヽ ん. -。 

^t, レ 力 


自暴 酒で も あるまい が、 若い 栄三 郎、 どこで のんだ 

かす こし 酔って いる。 

「あんな 女！ かえってよ いわ。 かくなる ように 最初 

から 決まって いたの だ！ よ ゥシ！ このうえ はた だ 

精根の かぎり 立ち働いて 乾 雲 を 取り戻す ぞ！ そうだ。 

やる！ あくまで やる」 

愁灯 の もと、 強い 決意に 眼 を 輝かせて、 栄三郎 はし 

ず かに 坤 竜の 柄 をな でた。 

「 —— 待って おれ。 いまに 乾 雲 を 奪って、 いっしょに 

して 進ぜる。 汝 もつ がいが 破られた が、 拙者 も 彼女に 

別れた ひと リ者 同士、 はは はは は、 けっく 気 やすだな 


あ」 

ちょうぜん 

悵 然と 腕 を こまねい ていたが、 突如、 畳 を 蹴って 躍 

りたつ と、 手に はもう 明皓々 たる 武蔵太 郎の鞘 を 走ら 

せて。 

刃 光らん らんと して 一 抹の 冷気！ 

「おのれ、 丹 下 左 膳！」 

と ジリリ 青 眼に つけて 一隅へ 迫った が、 ある もの は 

壁に 倒れた 己が 影ば かり …… いとしい 女に 去られて 気 

がふれ たか 詉訪栄 三郎、 あらず！ こみあげて 来た 

とっさの 闘 意 を もてあまして、 かれは その 場に 左 膳 を 

仮想し、 ひとり 刀を擬 している の だ。 


「やよ 左 膳！ なんじ 一書 を 寄せて 乾 雲 丸 を 火事 装束 

ふしよ. -っ 

の 五人組に 奪われた と 申し出た が、 不肖 栄三郎 といえ 

ども かかる そらごと は 真に 受け ぬ ぞ ！ 小策 を 弄す 奸 

物め ッ！ いずれ そのうち 参上して つるぎに かけて 申 

し受 くるから さよう 心得ろ  は つ はは はは」 

からからと 笑いながら 刀身 を 鞘へ …… 

が！ この 時！ 

この 栄三郎 のに わかの 抜刀 を、 裏口の すきから のぞ 

いて、 ビッ クリ あわてた 黒い 影が あ つ たの を 栄三郎 は 

知らなかった。 

雪に 紛れて 忍び寄った 一 人の 女が、 さっきから 勝手 


の 障子に はりついて、 そっと 家内 をう かがって いたの 

だ。 

だれ？ と 見なお すまで もない。 

夜 眼に も 知れる 粋す がた は、 道行きめ かした 手拭 を 

かぶった 櫛 まきお 藤。 

けんせん 

急の 剣 閃に おどろいて 一時 戸 を 離れた のが、 相手な 

しの 見得と 知る と、 また コッ ソリ 水口に 帰って きて、 

すき 

呼吸 を 殺して 隙 見して いる。 

しんしんと 音 もな く 積もる 雪。 

江戸に、 その 冬 はじめて 雪の 降った 夜だった。 

栄三郎 は、 床 を 敷いて 夜着 を かぶった。 


モウ  ンと こもって、 どこか 遠くで 刻 を 知らせる 

鐘の音。 

「四つ か」 

思うまい —— としても、 まぶたの 裏に 花の ように 咲 

くの は、 出て いったお 艷の顔 だ。 

ゆ き 

この 降雪に、 どこに いる ことか —— 当り 矢の ころ か 

そうまとう  のう リ 

ら のこと が 走馬灯の ように 一 瞬、 栄三郎 の 脳裡 を かす 

める。 

きょう 留守の あいだに 泰軒 がきて、 ぉ艷 から その ふ 

かい 真意 を 明かされ、 何 か 考える ところの ある もの か 

しばし 思案の のち 快くお 艷の身 がら を 引き受けて、 つ 


れ だって 家 を 出て 行った こと は、 栄三郎 は 知る 由 もな 

かった。 

まして、 お 艷と泰 軒の あいだに どんな 話し あいが 

あった やら、 —— そして 泰軒 はお 艷を いずくへ 伴い 

去った ことか？ 

…… 栄三郎 は 眠りに 落ちた。 疲れき つて、 こんこん 

うま い 

と 深い 熟睡に。 

しんこう 

深更。 

ホ トホト とお もての 格子が 鳴って、 何者か 女の 声が 


「栄 三郎 さま、 もし、 栄三郎 様 —— 」 


うら 口で は、 櫛 まきお 藤が キッと 身 を かまえた。 

「栄 三郎様 …… 栄三郎 さん！」 

忘れよう として 忘れる ことので きない 女の 声  そ 

れが 夜更け を はばかって 低く、 とぎれが ちに、 眠って 

いる 栄三郎 の 耳に 通う。 

コ トコ ト、 コ トコ トと 戸外から 格子 をた たいている 

らしい。 

栄三郎 はは じめ 夢心地に 聞いて いた。 

vr  、 

「栄 三郎 様！」 


という 一声に、 もしゃお 艷が 帰って来 たので はない 

かと 思う と、 もうあん な 女に フッ フッ用 はない と 諦め 

たはず の栄 三郎、 心の底に 自分で もどう する こと もで 

きない 未練が わ だか まっていた のか …… 。 パッと 夜着 

を 蹴って はね 起きる より 早く、 転ぶ がごと く 土間 口に 

立って、 

「お、 ぉ艷 か！」 

戸 を 引き あける  とたんに、 ゴゥッ  と 露路を 

渡る 吹雪 風。 

ともえ 

まんじ 巴 と 闇夜に おどる 六つの 花びら だ。 

か つぎ 

その 風に あおられて、 白い 被 衣 を かぶった と 見える 


女の 立ち姿が …… 。 

雪女郎？ 

—— と 栄三郎 が 眼 を こすって いる あいだに、 女 は、 

も  ひかり 

戸口 を 漏れる 光線の なかへ はいつ てきた。 

「ぉ艷 …… ではない ナ。 誰 だ ッ？」 

「わたしで すよ、 栄三郎 さん」 

いわれて 見れば なるほどお 艷の 母お さよ、 鈴 川の 屋 

敷 をぬ け 出て きた ままの いでたちで、 掘り出した 乾 雲 

丸の 刀 包みであろう。 細長い 物 を 重たそう にか かえて 

いる。 

「おさよ でございますよ。 はい、 夜分お そく —— おや 


すみのと ころ をお 起こし 申して すみませんで したね。 

あの、 ぉ艷 は？」 

と、 きかれた 栄 三郎、 

「なんの」 といい かけた が、 母御と も 呼べず。 それ か 

といって おさよ 殿 も 変な もの だし、 「いや、 ぉ艷 につい 

て は、 あなた ともよく 談合いた したい 儀が ござる。 そ 

れ にしても、 夜中 かかる 雪の なか を わざわざの お出 ま 

し、 なん ぞ 急な 御用で も 出来しました か」 

さむ 

「ォォ 寒！」 とおさよ は 雪 を ふるい 落として、 「まあ 入 

れ てくだ さい ましよ。 お 艷が何 をいた した か 存じ ませ 

んが、 わたしの ほうに も あれの ことで 折り入ってお 話 


がご ざいまして ねえ …… それ はそうと おさよ は いいお 

みやげ 

土産 を 持つ て 参り ましたよ。 どんなに あなたが お喜び 

になる ことか。 ほほ ほほ、 でかした と！ ほめて やつ 

て 下さい まし」 

ひとりで しゃ ベリながら 土間へ はい つ てく る。 

母 娘と はいいながら、 こんなに 声が 似て いるもの 

か！ これで は 自分が ぉ艷と 間違えて 飛び起き たの も 

無理 はない —— と栄 三郎、 たたく 水鶏に ついだ まされ 

て …… の 形で、 思わず 苦笑 を 浮かべながら、 

「さあ、 おあがり ください」 

と、 自ら 先に 立った が —— 


これより さき！ 

栄三郎 が 格子戸 を あけに い つ た あと。 

ソゥッ と 音の しないよ うに 台所の 障子 を ひいて、 水 

口から 顔 を 出した の は、 宵の口から 裏に 忍んで いた 櫛 

まきお 藤であった。 

見る と、 枕 あ ん どん がぼう と 薄暗 い ひ かリを 投げ て 、 

その 下に 置いて ある 一本の 脇差！ 平 糸 を 締めた 鞘、 

赤銅の 柄に のぼり 竜の 彫り も あざやかに …… 。 

武 蔵太郎 は、 栄三郎 が 戸口に たつ 時に 引つつ かんで 

いったので、 後に 残って いるの は坤竜 丸た だ 一 つ！ 

のぞいた お 藤の 顔が 二 ッと ほほえんだ。 


左 膳 を 伴い 去った まま 今 どこに 巣 をく つてい るの か、 

この 妖女、 栄三郎 がお さよと 二 こと 三 こと 格子 先で 立 

ち 話 をして いる あいだに、 この 機 を はずして は 左 膳 様 

のおた めに 坤竜を 手に入れる こと もまた とでき まい！ 

おお！ そうだ ッ！ と 思う やい なや、 抜き 足さし あ 

し 忍び足 1 0 

間 髪！ の 隙 を 狙って はいりこんで 来たお 藤、 坤竜 

に 手が かかる が 早い か、 サッと 抉に 抱きしめ てもとの 

裏口へ！ 

しんに とっさの 出来事。 

ズ ゥッ！ と 台所の 一 LL がし まって、 あと は トツ トと 


あしおと 

雪 を 踏む お 藤の 跫 音が かすかに うらに ひびいた。 栄三 

郎 はさよ を 招 じあげ ながら、 何事 も 気づ かずに 大声に 

話して いた。 

「いや。 この 大雪の なか を 思いきってお 出かけに なり 

ましたな。 何 かよ ほどの 急用で も …… 」 

「ほんと に ひどい 雪です ねえ。 わたし や 本 所から ここ 

まで 来る あいだに 三度 ころび ましたよ、 栄三郎 さん」 

「はつ は、 それ はどう も —— が、 べつにお 怪我 もな く 

 して、 さっそくながら 御用 向き は？」 

「降ります ねえ。 いえ、 この 御 土産から …… 」 

おさよ 婆さん、 はッと 呼吸 を はずませて 乾 雲 丸の 包 


み をと いている。 

「全く、 よく 降ります。 明日 はかなり 積もりましょう」 

栄三郎 はこう しんみり 言って、 戸外の 雪 を 聴く よう 

に 静かに 耳 をす ましながら、 おさよ の 手 もとに 見入つ 

た。 

ばら リ！ ばら リ！ とほ そ 長い 包装が ほどけて ゆ 

< 音 —— 。 

ばらり、 ばら リ！ とおさよ の 手で 幾重に も 包ん 

ぎれ  つば 

だ 油紙と ぼろ 片が とけて ゆく うちに、 いつしか 堅く 唾 

をのみながら、 じっとお さよの 手 もと をみ つめていた 


栄三郎 の 眼に、 一閃 チラ リと 映った の は！ 

平 糸 まきの 鞘の 一 部！ つづいて 陣 太刀 作り 赤銅の 

つか 

いわず と 知れた 夜泣きの 刀 乾 雲 丸と みてとる や、 栄 

三郎、 一声の どのつ まった ような 叫び を あげて、 狂者 

の ごとくお さよ を 突きの け、 残りの 包みに 手 を かけて 

バリ バリ バリ ッ！ と 破る より 早く、 なかの 乾 雲 を 取 

りあげて 血走った 眼 を犇！ と 注いだ。 

そうはくう つぼつ 

い つ 見ても 戦国の 霜魄 鬱勃た る 関の 孫 六の 鍛刀 …… _ 

「うう む  」 

思わずう なった 栄三 郎、 ハッタと かたわらの おさよ 


を 睨 〔# ルビの 「ね」 は 底本で は 「ぬ 匕 めて にじり 寄った 

「お！ いかにして その もとが この 乾 雲 丸 を ：：： た、 

丹 下 左 膳 はどうし ました ッ！ さ、 それ を 言われい、 

それ を！」 

剣幕に のまれた おさよ は、 何から どう 言い出し たも 

のかと、 ただもう ド ギマギ する ばかり。 

「え、 あの それ は —— 」 

「ェ イツ！ はっきりと、 はっきりと お話し ありたい 

そもそも これ は 何者の 指図で ござる？」 

言 いながら 栄 三郎、 乾 雲 丸 を 引きつけ て 眼 を 寝床の 

ほうへ やる と！ 上気した 栄三郎 の 顔が 一 度に 蒼白に 


転じた。 

何 は ともあれ、 これで 手に ある 坤 竜と 番に 返り、 

雲 竜と ころ を ひとつに したと 思った の も 束の ま、 さつ 

きまで 確かに 行燈の 下に あ つ た 脇差 坤竜 丸が 姿を消し 

ている の だ。 

「や ッ！ 坤 竜が ッ！」 

おめいた 栄 三郎、 同時に 突つ 起って いた。 バタ バ 

タツと 龃け よって 枕 を 蹴る。 あろう はずがない！ や 

けっく 視線 を 部屋 じゅうに 走らせても、 櫛 まきお 藤が 

忍び入って 先刻 持ち出した 坤竜 丸、 どうして そこらに 

転がって いよう！ 


「ああない！ ない …… 坤 竜がない！ ふしぎ …… 」 

栄 三郎、 乾 雲 を 杖に よろめいた。 

「あの、 では、 もう 一 つのお 刀が 失くな つたので ござ 

レます 力」 

おさよ のおろ おろ 声 も 栄三郎 の 耳へ はは いらな か つ 

た。 

おのが 手の 竜、 ひそかに 天 角の 雲 を 呼んで、 ここに 

乾坤 一 一刀た えて ひさしく 再会す るかと 思いき や、 その 

瞬間に このたび は 竜 を 逸した 栄 三郎、 二つ を 対に、 と 

り あ えず 腰 に 帯び てみ ようと 意気) 」 んだ だけに 茫然 自 

失の ていで しばらく は 言葉 もなかった —— 。 


と！ 

ふと 気が つ いたのが 裏の 戸口。 

ど ま 

一 足 飛びに 走り出て みると、 果たして 台所の 土間が 

ぎょうせき れきぜん 

雪に 汚れて、 何もの かの 忍び こんだ 形跡 歴然！ 

「おのれ ッ！」 

と栄 三郎、 手 を 乾 雲の 柄に 油 障子 を 引き あける と… 

…いたずらに 躍る 白羽 落花の 舞い。 

深夜の 江戸 を 一 刷け に 押し 包んで、 雪 はいつ やむ ベ 

しと 見えなかった。 

しゅくごう  うんき 

宿業 と 言おう か —— それとも 運気？ 

き  いた 

双 剣 一 に 収まって 和平 を 楽しむ の 期い まだ 到らざる 


あかし  こうもんり ゆう 

証 であろうが、 前門に 雲 舞いく だ つ て 後門 竜 を 脱す。 

はいる 乾 雲に 出る 坤竜。 

それ はまこと に 不可 測な めぐりあわせ であつ たが、 

栄三郎 はついに 乾 雲の 柄 をた たいて にっこり とした。 

思 つ て もみよ！ 

きょうが 日まで 刃妖左 膳の 隻腕 にあって、 幾多の 人 

てあか 

の 血 あぶらに 飽き 剣鬼の 手垢に 赤銅の ひかり を 増した 

利 刀 乾 雲 丸が 、 今宵から は 若年の 剣士 詉訪 栄三郎 のか 

はじゃ  じんか さつじん 

いなに 破邪の つるぎと 変じて、 倍旧の 迅火 殺陣の 場に 

乾 雲 独自の はたらき を 示そうと している の だ。 

そして 丹 下 左 膳の 手に は あの 坤竜 丸が！ 


乾 雲 坤竜相 会して 永久の 鎮 もりに 眠る の はいつ の 時 

であろう？ 

ともえ 

それまで はこの 夜の 雪 を さながらに まんじ 巴、 去 

就と もに 端倪す ベ からざる 渦 乱で あ つ た。 

「それ はそうと、 ねえ 栄三郎 さん、 お 話が ございます 

よ」 

おさよ 婆さんの 声に、 栄三郎 はわれに 返って 座敷へ 

もど つ た。 

夜螭の ごとくに 栄三郎 の 隙 をう かが つ て 入り こみ、 

小刀 坤竜丸 を さらって 逃げ去った 櫛 まきお 藤 は、 この 


深夜の 雪 を 蹴って、 そ も いずこへ 消え去つ たので あろ 

うか？ 

かのお 藤 …… 。 

ばんりょくそう ちゅう 

本 所の 化物 屋敷に 出入して、 万緑 叢 中 紅一点、 悪 

旗本 や 御家人く ずれと 車座に な つ て 勝負 を 争って いる 

うちに、 人 もあろう に 離 室の 食客、 隻眼 隻 腕の 剣怪丹 

下 左 膳に 恋 をお ぼえ、 その 取り持ち 方 を 殿様 鈴 川 源 十 

郎に 頼んだ まで はいいが、 源 十郎に 裏切られる におよ 

んで、 深く かれ を 恨んで いる やさき、 当の 左 膳に 意中 

とじよ ラ 

の 女が あると 聞いて 一 転 妬 情の 化身と 変じた 末が、 あ 

の 雨の 夜、 左 膳が 片思いの 相手 を つれだして 源 十郎の 


こがれる ぉ艷 と、 栄三郎 を 仲に 醜い 角突き合い を 演じ 

させ、 ひそかに 鬱憤 を はらそう とした ものの、 弥生お 

艷の女 同士が やさしい 涙に とけあって、 お 藤の もく さ 

んはガ ラリと はずれた ばかり か。 —— 

江戸お 構えの 身 は 思わぬ ときに 捕吏の 大群 をう けて、 

お 藤 は 第 六 天篠塚 稲荷 のき ざ はしで … … ドロンと かき 

消えた かどう か？ それ は それと して。 

まもなく。 

まびよう 

魔 猫の 神通力で ももって いるもの とみえて、 いかに 

して あの 捕 網の 目 をく ぐって 来たの だろう？ 白無垢 

鉄火の 大 姐御 櫛 まきお 藤、 いつのまにやら 粋な 隠れ家 


に 納まって、 長火鉢の むこうに ノホ ホンとば かり 煙管 

をた たいてい たが、 飛び こんで 来た 与吉 のことば で、 

左 膳に 対する その 迷妄 は 再燃した。 

思う こころに 変わり はない が、 それ は 今度 は 別の か 

たちで。 

かわい さあ ま つ て 憎さが 百倍 —— どうせ 叶わぬ 色恋 

なら、 万事に 逆に 立ち まわ つて、 あの人の すべ て を片っ 

ぱ しから 叩き壊して しまえ …… こういう 意気 ごみで 丹 

下 左 膳 を、 これ も 憎い 鈴 川 源 十郎の 名で 訴人した の 

だった が、 あとから すぐに 後悔して、 あやうい ところ 

へ蚯 けつけ て 左 膳 を 救い出して きたの も、 お 藤と して 


は 最初から 変わらぬ 一 徹 恋慕の こころであった。 

恋 はいろ いろに 動く。 

ことにお 藤の ような 女に おいて は、 いっさいの 有 か 

いっさいの 無、 抱きしめる 手で そのまま 殺す こと も 彼 

女に とって は 同じだった が、 さすがに 殺し は 得ず して 

助けて 来た 左 膳、 日々 近く 手 もとにお いてみ ると、 も 

とより 嫌いで ないど ころ か、 こうして 危ぃ 江戸 を も 見 

捨て 得ずに 今日 こんな 苦労 を 重ねてい るの も、 もとは 

といえば みんな だれ ゆえ 左 膳 ゆえの こと だから、 うば 

桜のお 藤、 手練手管の かぎり をつ くして、 ひたすら 左 

膳の 意 を 迎え、 心 を とらえようと 腕に より を かけだし 


たのだった。 

しかも、 左 膳の 慕う 弥生が 行方 知れずに なって いる 

、 一一、 ■。 

レ ,3 

かれの 胸中から 弥生の まぼろし を 駆逐して 左 膳 を わ 

が 物と する はこの 機で あると、 そこでお 藤、 宵から 降 

り 出した 雪 を 幸い 栄三郎 方の 裏口に 張り込んで、 左 膳 

のために 脇差 坤竜を 盗み出し たの だが！ 

いったい 左 膳と お 藤 は 今 どこに 隠れて いるの か？ 

浅 草のお 藤の 隠れ家？ 

否！ お 藤 は あれから ずっと 家へ 立ち寄らずに、 留 

守 宅に は つづみの 与の 公が 今日 か 明日 かとお 藤の 帰り 


を 待ちわび ている はず だ。 

してみ ると 剣鬼と 女妖、 この 広い 江戸の どこに ひそ 

んで いるの だろう？ 

遠く か。 ないし は 案外 近い かも 知れない。 

とにかく それ は、 いつ 朝が 来て いつ 日が 暮れる とも 

ない 窖 のよう な 闇黒の 底だった。 

ならく 

やみ？ そうだ。 黒 暗々 の 奈落。 

それ は、 兇状持ちのお 藤が、 始終お 上 を 向う に まわ 

して 陽の 目 を 見て いこうと する ために、 そこへ さえ 飛 

び こめば、 いつでも 捕り手に スカを 食わせる ことが で 

きる ようにと、 以前 ひそかに 細工 をして おいた 秘密の 


隠れ場所であった。 いずこ か はわから ない が、 江戸の 

なかには 相違ない、 そして 誰 ひとり 知る 者 もない 穴ぐ 

ら なの だから、 十手に 追われる 左 膳の 身に は 時に とつ 

てこのう え もない 便宜であった。 

闇黒が 左 膳 を 包んで いる。 

その 暗い なかで、 おのれ を 恋する 女との ふしぎな 生 

活が つづいて 来て いた。 

たま むみょう 

闇黒 —— ぬば 玉の 無明の やみ。 

ぼう 

それ はやが て 剣に 理を 失った 左 膳と、 恋に 我 を 忘 じ 

果てた お 藤との こころの 姿で もあった。 

いま は 女の 保護の もとに 生きる 左 膳、 そとの 大雪 も 


知らずに、 三 坪に たりない 暗い 穴の 中 をし きりに 往っ 

たリ 来たりし ている。 

お 藤 はま だ 帰らない。 

はじめお 藤の 懐中 鉄砲に よ つ て 重囲の 化物 屋敷から 

のがれ 出た とき。 

左 膳 は。 

暮れ そめた 町々 をお 藤に その かくれ 家へ 案内され な 

がら 心中で 考えて いた。 

源 十郎が 頼みに ならない うえに、 つづみの 与 吉が相 

馬 中 村から 助 剣の 勢 を 求めて くるまで、 当分 あまんじ 


てこの 女に かくまわれて いようと。 

さすれば 御用の 者の 眼 をく らまして この 身 は 安全。 

また、 乾 雲 丸 を 鈴 川 邸内の 物置の かげ、 撒の 根方に 埋 

めて ある こと は 誰 ひとり 知る 者 もない はず だから、 こ 

の ほう も 大丈夫。 

こういう 気 もちから 易々 諾々 としてお 藤の つれこむ 

に まかせた のが …… どこか は 知れず、 この 縁の下の よ 

うなせ まい 穴蔵の 底であった。 

「ねえ 左 膳 様。 ここ は あたしの ほか だ あれ も 知らない 

ところ、 いわば あたしの 隠れ 住居で、 いざと いう 時に 

はお 役人で もなんでも ここまで おびき 寄せて、 ね、 ホ 


ホ ホホ、 お 藤の 忍術 を) ケ らんに 入れ るんで ござい ます 

から、 お 心 おきなく ご 逗留なさい ましよ」 

こういうお 藤の 言葉に、 左 膳 はがら になく、 

「かたじけない」 

とひと こと、 改めて 身辺 を 見渡した が、 眼に 映った 

の は あやめ も わかたぬ 闇黒ば かり —— 暗い 地下の 一 室 

であった。 

低い 天井、 四囲の 壁 も 床 も 荒 けずりの 板で 張リ つめ 

むしろ 

てあつて、 かたわらに 筵 や 夜着 蒲団の たぐいと いつ 

しょに 簡単な 炊事 道具が ころが つ ている らしい こと は 

手 さぐりで も わかった。 片隅に 粗末な 階段が ついてい 


て、 そこ はい ま はいって 来た 秘密の 入口 —— 。 

お 藤が 訴え出て あの 騒ぎに なった と は 夢にも 知らぬ 

左 膳、 源 十郎が 訴人 をした ものと 真に 受けて、 今にも 

鈴 川 屋敷へ 斬り こもうと たけり たつの をお 藤が おさえ 

て、 

「まあ、 もうす こしお 待ちなさい まし。 決して 悪い よ 

うに はいたし ません から …… 」 

とな だめて いるう ちに。 

せまい 闇黒に 女のに おいが ひろが つてい つ て 咽せ 返 

りそう …… 丹 下 左 膳、 いかに この間に 処 した ことか。 

さて 今夜。 


暗い なかに すわって いると、 雪の 夜 はこと に 静かで 

ある。 

お 藤が 入れて いった 置き 炬燧 に暖 をと つて、 長な が 

と 蒲団に はらば つた 左 膳、 ひとりこう している と、 ゆ 

くりな くも さまざまの ことが 思い出され るの だ つ た。 

ま つ 

追いつ 追われつ する 運命の 二 剣！ それに 絡 わるお 

のが 秘命。 

わけても …… 弥生の おもざし。 

「おれ も 焼きが まわ つ たかな」 

じちょう 

と 思わず 左 膳が、 自嘲に 似た つぶやき を 洩らした 

せ つな 


タ、 タ、 タと 天井 うらの 床に 跫 音が ひびいて、 梯子 

からくり じ 

段 上の 機械 仕 かけがん どう 返しの 扉が サッと 開いた か 

まみ 

と 思う と、 全身 白く 塗れた 櫛 まきお 藤が、 落ちる よう 

にころ がり こんで 来た。 

「どうしたの だ？ 雪 か」 

左 膳 は 闇黒に 瞳 を 凝らした まま 起き あがろう ともし 

*ic -、  o 

な レ 

「ええ。 ひどい 雪」 

笑いな がらお 藤 は 歩み寄 つて、 丹前の 下から 取り出 

した 坤竜丸 を、 事 も なげにつ とその 面前に 突きつ けた。 

そして、 


「ナ、 なんだ、 これ は？」 

といぶ かる 左 膳へ、 

「坤竜 丸です よ。 いま、 あたしが ちょいと 栄三郎 のと 

ころから 盗み出して 来ました のさ。 お 藤の 腕前 はこん 

な もの —— なんです ね 刀 一本、 大の 男が 四 人 も 五 人 も 

飛び出して、 大 さわぎ をす る こと はない じゃあり ませ 

んか」 

と、 お 藤 は ケッケ とふし ぎな 声で 笑いつつ、 坤竜丸 

を 左 膳に 渡した が、 受け取った 左 膳、 

r ナニ、 坤 竜？」 

と 叫び ざま 左手に 握って、 やみに 慣れた 一眼 をキッ 


と 据えて いたの もしば らく、 真に これが 坤竜 丸と 得心 

がいくが 早い か、 何 か 言い かけた お 藤 を その 場に つき 

のけん ばかりに、 すぐ 左 膳、 戸 を 蹴 ひらいて 戸外に 躍 

り 出た。 

乾 雲 は 庭す みに 埋めて ある！ 

と、 こう 思う と 左 膳 降りしきる 雪に 足 を 早め、 坤竜 

丸 を 帯して 本 所 を さして 急いだ が。 

同じ 時刻に。 

本 所へ 通ず る 別の 道 を、 これ は 乾 雲 を ひっつかんだ 

詉訪 栄三郎 が、 おなじく 鈴 川 屋敷 を 指して ひた 走りに 

駆けて いた。 


鈴 川 源十郎 にお 艷を 懇望され、 その 手切れの 第一と 

して、 丹 下 左 膳の 隠して おいた 乾 雲 丸 を 掘り出して 来 

た。 

言わば これ は 源 十郎の 殿様から 贈られた ぉ艷の 

だいしょう 

弋 | 貝 ！ 

と、 老婆お さよの 口より 聞く や 否や、 誠訪栄 三郎の 

そうきょう 

双頰 にさつ 〔# 「さつ」 は 底本で は 「さつ 匕 と 血の気が 

走った。 

「うう む！ 刀と 女の 取つ かえつ こだと は、 き やつ 自 

身、 いっか 拙者に 申し出た ところ、 さて は そこ もとが 


かの 源 十 郎と腹 を あわせて、 丹 下の 乾 雲 を 盗み出した 

ので あつたか」 

こう 歯を食いしばった 栄 三郎、 あわてて とめる おさ 

よの 手 を 払い、 すっと 立って すばやく 身づくろいに 

移って いた。 

竜 は 雲 を 呼び、 雲 は 竜 を 待つ とはいえ、 腕で 奪リ、 

つるぎに かけて 争つ てこ そ 互いに 武士の 面目 もあろう 

と いう もの  。 

ちゆ ラとラ 

それ をなん ぞゃ！ 一  老婆が 偸盗 の ごとく 持ち出 

した もの を、 なんとて おめお めと 受納で きょうか。 

あた ゝ 

しかも それが 妻 を 売る 値 だとい う。 もってのほか 


と言うべ きと ころへ、 あまつさえ そのお 艷も すでに 家 

を 出て いるで はない か。 

これ を このまま 受け取って はおられぬ。 源 十郎に 

逢って 面罵し、 乾 雲 丸 は 一 時 左 膳の 手へ 返そうと も 筋 

ならぬ もの を 納めた とあって は、 栄 三郎、 男が すたる 

こう とっさに 決心した 彼 は、 武蔵太 郎と乾 雲 を 腰間 

に 佩して パッと 雪の 深夜へ とび 出した のだった。 けた 

たまし く 呼ぶ おさよ の 声 を あとに して。 

天地 を 白く 押しつ つんで、 音 もな く 降りしきる 雪、 

雪、 雪。 


どうあって もこの 乾 雲 丸、 さっそく 左 膳の 手へ 押し 

つけて、 しかる 後 今宵 こそ は 一騎が け、 必ず 腰の 武蔵 

太郎 にもの 言わせずに はおかぬ！ 

トツ トと雪 を 蹴散らしながら、 栄三  .fi 力  本 所 を さし 

て 走って いくと、 ほかの 道 を 丹 下 左 膳が、 お 藤の 盗ん 

で 来た 坤竜丸 を ひっつかんで、 これ も 同じく 本 所め が 

けて 急いで はいるが！ 

左 膳の 心 もち はおの ずから 別だった。 

目的の ために 手段 をえ らばない 丹 下 左 膳。 

たとえ どんな 道筋で あろうと 片割れ 坤竜 丸が 手に 

入った 以上 は、 一刻も早く 椎の 根に 埋めた 乾 雲 丸 を 掘 


り 出し、 夜泣きの 刀 を 一対と して、 明け方に はは や江 

きょ うはん 

戸 を あとに、 郷藩相 馬 中 村 を さして 発足し ようと 意 

気 ごんで いたの だけれ ど。 

丹 下 左 膳、 わざわざ 鈴 川 邸の 物置まで 行って、 乾 雲 

丸の 掘り返され たの を 発見す る 要はなかった。 

というの は …… 。 

舞い 狂う 吹雪に 面 を そむけた 左 膳が、 一 眼 をな かば 

見開いて 左腕に 坤竜を 握 つ たま ま 身体 を 斜めに 法 恩 寺 

橋の 抉に さしかか つ た 時 だ つ た。 

片側 は 御用 屋敷の 新阪 町。 

しみずち よう 

他 は 清水 町の 町家なら び —— ひとしく 大戸 をお ろし 


て、 雪と ともに 深 沈と 眠る 真夜中。 

向う から 雪 風に 追われて、 小 走りに 来る 一 つの 影が 

あった。 

乾 雲坤竜 ふたたび 糸 を 引いて か、 乾 を 帯した 栄三郎 

と、 坤を 持した 丹 下 左 膳、 それ は 再び 奇 しき 出会いで 

あ つたと 言わなければ ならぬ。 

雪に 埋もれる 法 恩 寺 橋の 橋 上、 ばつたり ぶっかり そ 

うにな つた 雲 竜の 両士、 

「や ッ！ 誠訪 …… 栄三郎 ではない かッ」 

けんよう 

と、 剣妖左 膳、 雪 をす かして 栄三郎 を 望めば、 その 

声に 覚えが あるか 栄 三郎、 ビタリと 歩 をと めて 近づく 


左 膳 を 待ちながら、 

「ォ ォ！ そういう 貴様 は 丹 下 左 膳 だな ッ！」 

向き合った 左 膳の 独眼、 みるみる 思いがけない 喜び 

にきら めいて 頰の 刀痕 を 雪片が 打つ て は 消える。 

r ゥム！ 文句 は 言わせね え。 すまね えが この 坤竜を 

あお ざむ らい 

まきあげ たからに や、 てめ え ごとき 青 侍に 要はね え 

の だ。 ざま あ 見や がれ」 

と、 それでも 早く も 刀の 柄に 手が かかる の を、 栄三 

郎 はしず かに 押しと どめて、 

「待た れい、 丹 下！ なるほど 坤竜丸 を 何者かに 盗み 

去られし は 拙者の 不覚。 なれ ど、 そういう 貴公 も あま 


り 有頂天に はなれぬ ぞ。 さ、 この 大刀に おぼえが ある 

かどう だ ッ？」 

言 いもお わらず 突き出した 栄三郎 の 手に、 思いが け 

なく も 乾 雲 丸が 握られて あるの を 見る と、 左 膳の 長身、 

タツ タツと 二 あし 三 足、 よろ け ざま 橋の 欄干に 手 をつ 

かえて、 

「こいつ ゥ！ いかにして その 刀 を 入手いた した？」 

と 剣怪、 苦しそう にあえいだ 時、 降り積もった 雪が 

サラリ と 欄干から 川へ 落ちて、 同時に 本 所の ほうから 

高声に 笑い 合いながら 近づいて 来る 一 団の 人影。 

は ぶ  じょうれん  ばくち 

土 生 仙 之 助 を はじめ、 化物 屋敷の 常連が、 博奕が く 


ずれて 帰路に つ いたと ころ だ。 

「ゥ ヌ！ 貴様 —— ど、 どうして 乾 雲が 貴様の 手に… 

〜」 

立ちなお るが 早い か、 左 膳 はこう 突つ かかる ように 

栄三郎 を にらむ。 栄三郎 は にっこりした。 

「おさよ と いう 老婆 を —— 御存じ かな？」 

「ナ、 何？ おさよ がッ—  うう む、 さて は 埋める 

ところ を 見られた かな」 

「さよう。 まず そこらで ござる が、 不純な 心 を もって 

盗んで まいった もの を、 拙者 は そのままに 受け取る こ 

と はでき ぬ。 で、 ひとまず 貴公に お返し 申す によって、 


快く 納められい」 

左 膳の 頰に 皮肉な 笑いが 宿って 彼 は 独眼 をす えて 栄 

三郎を 見つめながら、 しばらく キッと 口 を 結んで いた 

じゅんす いむく 

が、 やがて 純粋 無垢な 若侍の 真意が、 暁の空の ごとく 

彼の 脳裡に も わかり かけた もの か、 たちまち 快 然と 哄 

笑 を ゆすり あげて、 

「うむ！ おもしろい！ なるほど、 女 めら の 盗んで 

来た もの なぞ ありがたく 受け取つ ちゃ あ 恥になる ばか 

リだ。 ゲッ！ この 腕に かけて 奪って こそ、 乾 雲 も 乾 

雲な リゃ あ、 坤竜 も坤竜 だ。 な あおい 若え の、 よくいつ 

た。 そっちが その 気なら、 俺 もてめ えに 返す ものが あ 


るんだ」 

いいつつ 左 膳が、 隠し持つ ていた 坤竜を 栄三郎 の 前 

に 突き出す と、 ゃッ！ と 驚いた 栄三郎 に、 こんど は 

左 膳、 会心ら しい 微笑 を なげて、 

「ある 女子の しわざ だ。 悪く 思うな よ」 

と、 一時 坤竜を 手に して 大喜び、 さっそく 乾 雲 丸と 

い つ しょに する つもりで この 雪の 夜中 を 飛び出して 来 

たくせに、 その 乾 雲が いつのまにやら 栄三郎 の もとに 

あり、 しかも それ を 相手が 返す という 以上、 彼 も 武士、 

しゃくぜん 

ここ は 一 つ 釈然と 笑って、 乾坤 二 刀 を 交換せ ざる を 

得ない 立場だった。 


「俺と てめ え は どこまでも かたき 同士 だが、 ゥ フッ！ 

うれ 

貴様 は 嬉しい ところが あるよ … … だが な、 乾 雲が 俺の 

手に はいる や 否や、 今 この 場で、 てめ え をぶ つたぎ る 

か ら そう 思え。 かわい そうだが 仕方が ねえの だ」 

と 左 膳、 左腕に 坤竜 をつ かんで 栄三郎 へ 突きつ ける 

と、 無言で 受け取った 栄 三郎、 同時に 左 膳に 乾 雲 丸 を 

返して おいて  

おうう ッ！ と 一声、 けものの ような うめき、 

どっちから 発した もの か、 とっさに 二人 はさつ と 別 

れて 橋の 左右へ。 

あくまでも ふしぎな 夜泣きの 刀の えに し。 


乾坤 入れち がいに なった かと 思う と、 同じ 夜に すぐ 

さまこう して 雲 はもとの 左 膳へ、 竜 は 以前の 栄三郎 へ 


しろがねの 幕と 降りしきる 雪 をと おして、 栄三郎 と 

ぎょうし 

左 膳、 火の ごと き 瞳 を 法 恩 寺ば しの 橋 上に 凝視し あ つ 

ている。 

とびす さると 同時に 左 膳の 手に は、 慣れき つた 乾 雲 

のお 刃が ギラリ 光った。 とともに 栄三郎 は 腰 を 落とし 

て、 すでに 剛刀武 蔵太郎 安国の 鞘 を 静かに しずかに 

ぼうし 

払って いた。 此度 こそ はッ！ と、 心中に 亡 師小野 塚 


鉄 斎の 霊 を 念じながら。 

と！ この 時。 

あわただしい 跫 音が 左 膳のう しろに むらがり たった 

かと 思う と、 降雪 をつ いて 現われた の は 土 生 仙 之 助 を 

かしらに 左 膳の 味方！ 

「や！ しばらくだった な 丹 下。 ゥム、 ここで 坤 竜に 

出会った のか。 相手 は ひとり、 助太刀 もい るまい が 

ぼうかん  さい わ 

傍観 はでき ぬ。 幸い 手が そろって いるから、 逃さぬ 

ように 遠 まきに いたして くれる。 存分に やれ ッ！， - 

が、 この 言葉の 終わる かお わらぬ に、 先んずる が 第 

き つ さき 

一 とみた 栄 三郎、 捨て身の 斬 先 も 鋭く、 


「えい ッ！」 

気合い もろとも、 礫 の ごとく 身 を 躍らして、 突如！ 

左 膳 をお そうと 見せて 一 瞬に 右 転、 たちまち 周囲に ひ 

ろが りかけ ていた 助勢の 一 人 を 唐 竹 割り、 武蔵 太郎、 

きつ  か 

柄 もと ふかく 人 血 を 喫して、 憂ッ！ と 鳴った。 

「しゃらく せえ！」 

おめいた 左 膳、 乾 雲を隻 腕に 大上段、 ヒタヒ タツと 

背後に 迫って、 皎剣、 あわや 迅 落しよう とすると ころ 

を ヒラリ ひっぱず した 栄三郎 は、 そのと き 眼前に たじ 

ろいだ 土 生 仙 之 助へ 血 刀を擬 して 追いす がった。 

有象無象から 先に やって しまえ！ という 腹。 


土 生 仙 之 助、 抜き合わせる 隙が なく、 鞘 ごと かざし 

て、 はっし！ と 受けた に はう けたが、 ぼっか リ 見事 

に 割れた 黒 鞘が 左右に 飛んで 思わず ダ アツと しりぞく。 

とっさに、 片足 を あげたと 見る まに、 そばの 二、 三人 

を 眼下の 水へ 蹴落と した 栄三 郎、 鍔 を 返して 左 膳の 乾 

雲 を 払う が 早い か、 こうじ やまが 入った 以上 は、 身 を 

もって 危機 を 脱する が 第一と 思った のか、 白刃 を ひら 

めかして ざんぶと ばかり、 堀へ とびこんだ。 

「ちえ ッ ！」 

と 左 膳の 舌打ちが 一 つ、 飛白と 見える 闇黒 をつ いて 

欄干 ごしに 聞こえた。 


まり わ 

雪 を 浮かべて 黒ぐ ろと 動く 深夜の 掘 割りに、 大きな 

渦 まきが 押し流れ てい つた。 

きょじつ う ろ 

虚実 烏 鷺談議 

離合集散 ただならぬ 関の 孫 六の 大小、 夜泣きの 刀… 

0 

だい ぜんの すけ 

主君 相 馬 大膳亮 のために 剣 狂 丹 下 左 膳が、 正当の 

もちぬし  けんうん まる 

所有 主 小 野 塚 鉄 斎 をた おして、 大の乾 雲 丸 を 持ち出し 

て 以来、 神変 夢想 流 門下の 遣 手 誠訪栄 三郎が 小の 

こんりゅう まる はい 

坤竜丸 を 佩して 江戸 市中に 左 膳 を 物色し、 いくたの 


剣 渦 乱闘 をへ たのち —— 乾 雲 はお さよが、 坤竜 はお 藤 

が、 ともに こっそり 盗み出して、 ここに 二 刀と ころ を 

一 にす るかと 見えた の も 一 瞬、 こんど は 逆に 栄三郎 が 

乾 雲 を、 左 膳が 坤竜を 帯びて 雪中 法 恩 寺 橋 上の 出会い 


にんきょう 

任俠 自尊の 念に つよい 栄三郎 の 発議に よって、 両 

人 雲 竜 二 剣 を 交換して 雲 は 左 膳へ、 竜 は 栄三郎 へと、 

おのおの その 盗まれた ところへ 戻った が。 

婦女子が 盗人の ごとく 虚を うかが つ て 持ちき たった 

物 なぞ、 なんと あっても 納めて おく こと はでき ぬ。 こ 

こ は ー窆、 左 膳に 返しても、 二 S つるぎと 腕に かけて 


奪還す るから …… と、 この 栄三郎 の 意気に 感じて、 左 

膳 も こころよく 坤竜を 返納した の は、 二者と もさす が 

に 侍 なれば こそと いいたい 美しい 場面であった。 

が、 すぐ その あとに 展開され た 飛 雪 血 風の 大剣 陣。 

しかし、 それ もほんの 寸刻の 間だった。 

折り もお り、 土 生 仙 之 助の 一 行が 左 膳の 助 剣に あら 

われた ので、 乱 刃の ままに 長び いて はわが 身 あやうし 

と 見た 栄三 郎、 ひそかに、 再び 左 膳と 会う 日 近 からん 

こと を 心中に 祈りながら、 橋 下の 暗流 —— 雪の 横 川へ 

とびこんで 死地 を 脱した。 

あとに は 左 膳、 仙 之 助の 連中が 声々 に 呼び かわして、 


橋と 両岸 を 右往左 往す るば かり … … 。 

それ もやが て。 

暗黒の 水面に 栄三郎 を 見失って 長嘆 息、 いたずらに 

腕を扼 しながら 三々 五々 散 じて ゆく。 

「ナァ 乾 雲！ てめ えせえ 俺の 手に あり ゃァ、 早晚ぁ 

の坤 竜の 若造に でつく わす 時 もあろう ッて ものよ、 雲 

竜 相 ひくと き やがら あ …… チ エツ！ 頼む ぜ、 しっか 

しゃくどう  つか  ひょう ひょうぜん 

と 左 膳、 片手に 赤銅 の 柄 をた たいて 瓢 々然、 さて 

どの 方角へ 足が 向いた こと やら —— ？ 

かくして またもや。 


あくいんねん  うん リ ゆうそう けん 

悪因縁に つながる 雲 竜 双 剣、 刀 乾 雲 丸 は 再び 独眼 

片腕の 剣鬼 丹 下 左 膳へ。 そうして 脇差 坤竜丸 は 誠訪栄 

三郎の 腰間へ —— 。 

すうき ふかしぎ 

それ は、 まわり まわって もとへ 戻る 数奇 不可思議な 

輪廻の 綾であった。 

こうべ  きそう 

しばらく 頭 をめ ぐらして 本来の 起 相 を 見れば。 

とうえん でんき 

刀 縁 伝奇の 説に 曰く。 

一 一つの 刀が 同じ 場処に 納まって いる あいだ は 無事 だ 

きょ. つ 

が、 一朝 乾 雲と 坤 竜が ところ を 異にする と、 凶の 札 を 

めくった も 同然で、 たちまち そこに 何人 かの 血 を 見、 

まらん ばんじょう 

波瀾万丈、 恐し い 渦 を 巻きお こさずに はおかない。 


そして、 刀が 哭く。 

のき 

離れば なれの 乾 雲 丸 と坤竜 丸と が、 家の 檐も 三寸 さ 

うしみ つ  しゅうしゅう 

がると いう 丑満 のころ になる と、 啾啾 とむ せび 泣く。 

雲 は 竜 を 呼び、 竜 は 雲 を 望んで 相 求め 慕い あう 二 ふり 

の 刀が、 同じ 真夜中に しくし くと 泣き出す という。 

この 宿運の 両刀。 

はなれた が 最後、 雲 竜 相応 じ て 風 を 起こし 雨 を 呼び、 

きょうらん どとう 

いかなる 狂瀾 怒濤、 現世の 地獄 を もたらす かも 知れな 

いと 言い伝えられ ている 乾坤 二 刃が、 いまにいた つ て 

依然として 所 を 異にして いるの だ。 

のみならず。 


駒 形の 遊び人 つづみの 与吉 は、 丹 下 左 膳の 密命を 奉 

じて、 奥州 中 村の 城下へ 強 剣の 一団 を 迎えに 走って い 

るに 相違ない。 これが 数十 名 を 擁して 着府 すると 同時 

に、 左 膳 は 一気に 栄三郎 方 を もみつ ぶして 坤竜丸 を 入 

手しょう と くわだて ている。 

一方、 それに 対抗す る 詉訪栄 三郎の 陣容 はいかん？ 

かいきょう かもうたい けん 

かれが 唯一 の 助太刀 快俠 蒲生泰 軒先 生 は、 栄三郎 

に 苦しい 愛想 づ かし をして 瓦 町の 家 を 出た ぉ艷を つれ 

て、 あれから い つたい どこへ 行った というの だろう？ 

二 刀 ふたたび 別れて、 新たなる 凶の 札！ 

死肉の 山が 現出す るであろう！ 


生き血の 川 も 流れる だろう。 

剣の 林 は 立ち、 乱闘の 野 は ひらく。 

そして！ その 屍 山 血 河 をへ だてて、 きわまりなき 

宿業 は 結ばれる ふた つの 冷 刃が 思い合って すすり泣 

く！ 

雪の 江戸に 金い ろの 朝が 来た。 

それから まもなく。 

びより  ひる  ただすけ 

ある 梅 日和の 午 さが り —— 南 町奉行 越 前 守 大岡忠 相 

の 役宅で は。 

雲 ひとつない 蒼 空から 霧の ように 降り こめる 陽の ひ 


かりに、 庭木の 影が しんと しずまって、 霜 どけの まま 

乾いた 土が キ チンと 箒の 目 を 見せて いる。 

ときわぎ 

眼 を よろこばせる 常磐樹 のみ どり。 

さんご  ぞうがん  かん つばき 

珊瑚の 象眼と 見える の は 寒椿の 色であろう、 二つ 

三 つ 四つと 紅い 色 どり が 数えられる ところに なんの 鳥 

か、 一羽 キキと 鳴いて 枝 をく ぐった。 

ゆうすい 

幽邃な 奥庭 の ほと り —— 大岡越 前 守 お 役宅 の 茶室 で 

ある。 

す き や 

数寄屋が かりとで も 言う のか、 東 山 同仁 斎に はじ 

まった 四畳半の こしらえ。 

茶 立 口、 上 壇 ふちつ きの 床、 洞 庫、 釣 棚 等す ベて 本 


格。 

きりろ 

道具 だた みの 前の 切炉 をへ だてて、 あるじの 忠 相と 

蒲生泰 軒が 対座して いた。 

あるかな しかの 風に ゆらいで、 香の けむりが 床しく 

漂 う。 

じし  もんぷく 

越 前守忠 相、 ふとり 肉の ゆたかな 身体 を 紋服の 着 流 

しに 包んで、 いま 何 か 言いお わった ところら しく 黙つ 

てうつ むいて 手に した 水差し をな でて いる。 

ちゃせん さじ ひしゃく はねぼうき 

茶筅、 匙、 柄杓、 羽箒な どが 手ぢ かにな らんで、 忠 

相 は ひさかたぶりの 珍客 泰 軒に 茶の 馳走 をして いるの 

だった。 


そういえば 今 は 初雪の 節、 口切りと あってき よう 初 

めて 茶壺 を あけた ものと みえる。 

しじ ま 

ぼつん と 切り離し たような 静寂、 忠相は 眼 を 笑わせ 

て 泰軒を 見た。 

「わしの 茶は大 坂の 如 心 軒に 負う ところが 多い、 大口 

如 心 軒 …… 当今 茶道に かけて はかれの 右に 出る もの は 

さんまい 

あるまい、 風流 うらやむべき 三昧に あって、 かぶき、 

花 月、 一 二三、 廻り 炭、 廻り 花、 旦座、 散 茶、 これ を 

七 事の 式と 申して 古雅な もの じ やが、 如 心 軒が 古き を 

たずねて 門下に 伝えて おる —— 」 

こう 言って 忠相 はふた たび ほほえん だが、 泰 軒に は 


茶の はなし なぞお もしろ くもない のか、 それとも 何 か 

気になる ことで も あるの か、 つまらな そうに 横 を 向い 

て、 障子の 明るい 陽に まぶしげ に 眼 を ほそめて いる… 

…無言。 

忠相は 動じない。 委細 かまわずに 語 をつ づける の 

だった。 

「茶に は 水が 大事と 申して な、 京お もてで は 加 茂 川、 

た ま 

江戸で は 多摩川の 水に 限る ような こと をい う 向きが あ 

るが、 わし なぞ は どこでも かまわん。 まだ そこまで 

いってお らんの かも 知れん が、 水 を 云為す るな ど 末 だ 

と 思う。 近い はなしが これ は 屋敷の 井戸水 じ やが、 要 


する に 心 じ や。 うむ、 お茶の 有難 味 はこの 心気の 静寂 

境に ある。 どうじ やなお 主、 いま 一 服 進ぜよう かの？」 

「いや、 茶 もい いが、 どうも あとの 講釈が うるそう て 

かなわん。 あやまる」 

泰 軒が とうとう 正直に 降参して 頭 を かくと、 越 前 守 

忠相、 そうら 見ろ！ というよ うに 上 を 向いて アツ 

ハツ ハハと 笑った が、 すぐに まじめな 顔に 返って じろ 

リと泰 軒 を 見す えた。 

沈黙、 

泰軒は 何 か 用が あって 来 は 来た ものの、 その 用む き 

が 言い出し かね、 忠相 はまた 忠 相で 大体 泰 軒の 用件が 


わかって いながら、 自分から すすんで はふれ たくない 

—— とい つたよう なち よ つと ぎごちない 間が つづ いて 

いる。 

忠 相が ふきん を 取って 茶碗 を みがく 音 だ けが 低く 部 

屋に 流れて、 泰軒は 困った ように 腕ぐ み をした。 

いつも 深夜に 庭から 来る 蒲生泰 軒、 きょう も 垣 を 越 

えて 忍んで 来たの かと 思う とそうで はない。 かれと し 

て は 未曾有 のこと に は、 さっき こうして 真つ ぴるま 

ひょいと 裏門から はいって 来たの だが、 いかなる 

ようじゅつ 

妖術 を 心得て いるもの か、 誰 ひとり 家人に も 見と が 

めら れ ずに、 植え こみ づたいに 奥へ 踏み こんで、 突如 


この 茶室の そとに 立った のだった。 

ごめん 

あい も 変わらぬ 天下 御免の 乞食 姿、 六尺 近い 体軀に 

びんぼう どく リ  おおた ぶ さ わら 

貧乏 徳利 をぶ ら さげて、 大髻 を 藁で 束ねた いでたち 

の ま ま 

おりから ひとり 茶室に こもつ て 心しず かに 湯の 音 を 

聞いて いた 越 前 守、 ぬつ と 障子に 映る 人影に 驚いて 

立って いくと、 

「わつ はつ は、 当 屋敷の 者 はすべ て 眠り 猫 同然 じ やな。 

このと おり 大手 を ふ つ てま かリ 通る にと めだてい たす 

もの もない。 おかげで 奉行のお ぬしに 難なく 見参が か 

なう と は、 近 ごろ もって 恐縮の いたり —— いや、 憎ま 


れロ はさて おき、 ひさしぶりだった な あ」 

という 無遠慮な 泰 軒の 声。 

「おう！ よく 来た！」 

と 笑顔で 迎えながら 泰 軒のう しろ を 見た 忠相、 ちと 

迷惑な 気がして ちらと 眉 を ひそめた のだった。 泰軒は 

ひとりではなかった。 

その かげに 肩 を すぼめて うなだれた 若い 女 …… それ 

は 今 もこの 茶室の 縁 口 まえに 小さく 身 を 隠して 平伏し 

ている。 

言わず もがな、 瓦 町の 家 を 抜けて 来たお 艷 であった。 

じぶん 故に かわいい 栄様を 古沼の ような 貧窮の 底へ 


引き こんでいる さえ あるに、 そのうえ、 あの 丹 下 左 膳 

という 怖ろ しいお 侍から 乾 雲 丸 を 取り戻して 夜泣きの 

てかせ あしかせ 

名刀 を ひとつに する ために も、 わが 身が 手枷 足枷の 

じゃまと な つ て、 どれ だけ 栄三郎 さまのお はたらき を 

そいで いる ことか …… 。 

し 力 も！ 

もとはと いえば、 すべ て栄 さまが 自分 を 思って くだ 

やよい 

すって、 弥生 様のお こころ を 裏切り、 自敗 をお とりな 

された ことから  と 思う と、 このお 艷 という もの さ 

えなければ、 栄三郎 さまの 剣も自 ままに 伸びて 力 を 増 

し、 まもなく 乾 雲 丸と やら をと り 返して 弥生 様へ ぉ納 


め 申す ことで あろうし、 そしてそう なれば、 もとより 

先様 は 亡き 先生の 一粒種、 御身 分お 人柄 その他な にか 

ら 何まで まことにお 似合いの 内裏雛 …… こちらの よう 

な 水茶屋 女 なぞ どうな つても、 お 艷は栄 さま を 生命 か 

けて お慕い 申せば こそ、 その 栄三郎 さまの 栄達、 しあ 

わせに まさるお 艷の よろこび は ござ リ ませぬ。 

ただ、 この 身が 種 を まきながら、 こうして 栄 さま を 

ひとりじめに していて は 四方八方 すまぬ ところ だらけ 

こんにちさま 

 今日様に 申し わけなく、 そら 恐ろしい とで もい い 

たいような。 

よろず 

自分 さえなければ 万事 まるく 納まりそう。 


得る も 恋なら、 退く も 恋。 

いつぞやの 夜、 ともに 泣いた 弥生 さまの 涙 を 察する 

につけても、 あき も あかれ もせぬ 栄三郎 様で は あるが、 

ここ は ひとつ あいそづかし をして 嫌われる のが 第一 … 

それが 何よりも 栄 さまのお ため。 

つぎに、 お 刀と 弥生 様への 義理。 

また、 ひいては 江戸のお なごの 心意気、 浮き世の 情 

道で も あると、 こうかた く 胸底に 誓った ぉ艷、 うしろ 

姿に 手 を 合わせながら さんざん 不貞く さ れを 見せた あ 

げく、 ああした いい 争いの 末、 とうとう 若い ひたむき 


な 栄三郎 を 怒らせた ものの、 それだけ またお 艷の 心中 

は 煮え湯 を 飲まされる よりつら か つたこと でしよう。 

ま 

栄三郎 様 はこのお 艷の心 変り を 真にと つ て、 ああ ァ、 

さ て も 長らく 悪 い 夢を見た —— と 嘆 いて いられる に 相 

違ない が …… と 考える と、 弱い こころ を 義理で かため 

て 鬼に したお 艷 であった が、 とも すれば 気が にぶって、 

できる ものなら 詫び を 入れて 元 もとどおり にと くじけ 

かかる の を 自ら 叱って、 栄三郎 が 出て いった あと、 来 

合わせた 蒲生泰 軒に すべて を 打ち明け、 今後の 身の 振 

り 方 を 頼んだ のだった。 

もくねん 

黙然、 松の木の ような 腕 を 組んで 聞いて いた 泰 軒の 


眼から、 大粒の 涙が ホロ リと膝 を 濡らす と、 かれは あ 

わて て 握り こぶしで こすって 横 を 向いて すぐ 大声に 笑 

まお ひブ 

い 出した。 頰 髯が浪 をう つて、 泰軒は いつまでも 泣く 

ような 哄笑 をつ づけて いた。 

そして 最後に、 

「いや。 それ もお もしろ かろう。 さすが は 栄三郎 殿が 

うちこむ ほどの 女 だけあって、 ぉ艷 どの、 あんた は 見 

あげた 心がけ じ や。 この 上 は 栄三郎 殿 も 力の すべ て を 

刀 へ 向け て 必ずや 近く 乾 雲 を 奪還す る ことで あろ うが 

さ、 そうな つた 日に はまた あらためて 相談、 決して こ 

の泰 軒が 悪い ように はせ ぬ。 きっと そち こち あんた の 


身の 立つ ように まとめて 見せる から、 いわば ここし ば 

しんぼう 

らくの 辛抱 …… 栄三郎 殿に も あんた にも 気の毒 だが、 

では、 一 刻 も 早く ここ を 出る としょう か」 

という ことにな つて、 ぉ艷は 泣きじゃくりながら 身 

のま わりの 小物 を 包みに して、 しきりに 鼻 をかん でい 

る泰 軒と ともに、 栄三郎 の 帰らぬ うちにと、 そろって 

瓦 町の 侘び 住居 を 立ちいで たのだった。 

らいらく 

うしろ 髪 を 引かれる 思いのお 艷と、 磊落に 笑いな が 

ら 胸中に もらい 泣き を 禁じ 得ない 蒲生泰 軒先 生と —— _ 

爾来 数日。 

野良犬の ごとく 江戸の ちまたに 夜な夜なの 夢 をむ す 


ん だお 艷を、 詉訪 栄三郎 になり かわって、 豪俠泰 軒が 

ちから 強く 守って いた。 

この 女子 は 栄三郎 殿からの 預リ物 …… こう 思う と泰 

軒、 たとえ 一 時に しろ、 ぉ艷の 身の 落ち着き 方 を 見と 

どけなくて はす まされぬ。 

が、 家の ない 身に 女の 預り物 は、 さすがの 楽天 風 来 

坊 にも 背負い きれぬ お 荷物に な つ てきた。 

そこで、 考え あぐんだ のち、 はたと 思いつい たのが 

蒲生泰 軒の こころの 友、 今 をと きめく 江戸 町奉行 

おおお かえち ぜんの かみた だすけ 

大岡越 前 守忠相 —— 。 

「今日はち と 肩の 凝る ところへ 案内 をして 進ぜよう、 


だまって ついて 来なさい」 

こう 言って 泰軒 は、 貧乏 徳利と ぉ艷を つれて 首尾の 

松の 小舟 を あとに、 白昼 うら 門から このお 屋敷へ はい 

りこんだ の だ。 

どこだろう ここ は ：•：• と泰 軒の 影に かくれて、 おず 

ひん 

おず 奥庭 の お 茶室 ま で 来たお 艷、 でつ ぶり ふとった 品 

のい いお 殿様と、 泰軒 先生との 友達 づき あいの 会話の 

あいだに、 このお 方 こそ ほかならぬ 南のお 奉行 様と 知 

る や、 ここで 待つ ようにと 泰 軒に 言われた 縁 下の 地面 

に 土下座して、 いっそう 身 も 世 もな く ちぢまる 拍子に 

白い 額 部が 土 を 押した。 


室内に はま だ 沈黙が つづ い ている —— 。 

「黒！」 

越 前 守忠相 は、 あいている 障子の 間から 縁 ごしに 声 

を 投げた。 

躍る ように 陽の 照る 庭 さきに、 一 匹の 大きな 黒 犬が、 

まえあし 

心得顔に 前肢 を そろえて 見て いる。 

宇 和 島 伊達 遠 江 守 殿から 贈られた 隣 藩 土 佐 産の 名 犬、 

忠 相の 愛する 黒と いう りこうもの である。 

「黒よ！ いかがい たした」 

忠相は のんびり とした 顔つきで、 また、 部屋の なか 

から 犬に 話しかけた。 黒 は 尾 を 振る。 


春 日 遅々 として、 のどかな 画面。 

ようよう 茶ば なしが すんだ と 思う と、 こんど は 犬 だ。 

相対して すわって いる 泰軒 は、 気が なさそう に、 そ 

れ でも 黙つ て 黒 を 見て いる だけ …… い つに なくい ささ 

か 不平ら しい。 

この 室内の ふたりのと ころから は 縁の むこうの 土に 

すわって いるお 艷の姿 は 見えない けれど、 ぉ艷は クン 

クンと いう 異様な 音に かすかに 顔 を あげてみ て、 見た 

こと もない 大きな 黒 犬が 身近く 鼻 を 鳴らして いるのに 

気がつく と、 怖 さの あまり、 思わず 声 を あげて 飛び あ 

がろうと する の を、 ぐっとお さえて 再び 平伏した。 


が、 よく 馴れて いる 犬。 

べつに 害 をし そう もない のに 安心して、 ぉ艷が ほつ 

と 息 を拽ら したと き だ。 

い ぎ 

部屋の なかで は、 忠 相が 威儀 をた だして、 小高い 膝 

頭 を そろえた まま 庭の ほうへ 向けたら しい。 すわりな 

きぬ 

おす 衣 ずれの 音が して、 やがて、 

「黒！ ここへ 来い！」 

リん とし たお 奉行 さまの 声。 

犬 は 無心に 耳 を 立てて、 お答えす る ものの ごとく  口 

を あけた …… わん！ うわん！ わん！ 

「おお、 そうか —— 」 


と にっこりした 越 前 守、 チラと かたわらの 泰軒 へす 

ば やい 一 瞥を くれながら、 

「来い！ あがって こい！ 黒 …… 」 

犬 はた だしきりに 首 を ねじまげて、 肩の あたり をな 

めて い るば か り —— 神 の ごと き 名 判官 の 言葉 も 畜生 の 

かなし さに は 通じない とみえて、 お 愛想 どころ か、 も 

うけろ りと して いる。 

それ にもかかわらず 忠 相は大 まじめ だ つ た。 

い くら 愛犬と は 言 い ながら、 ほんと に 黒 を 茶室 へ 呼 

び あげる 気な のだろう か …… 忠相 は、 キ チンと 正座し 

て 縁先へ 向かい、 眉 ひとつ 動かさずに 命ずる のだった。 


「やよ、 黒、 あがれと 申したら、 あがれ！」 

そして、 まるで 人間に ものいう ように、 

「さ、 早う あがって ここへ はいれ。 人に 見られて はう 

る さい。 チャンと あがったら 後ろの 障子 をし める の 

うむ！ と、 これで 初めて 気の ついた 泰軒 も、 乗り 

だすよう に そばから 声 を 合わせて、 

「黒、 あがれ！」 

「黒よ、 早く 室内へ はいれ！」 

と 口々 のことば  

つまらな そうに 地面 を かぎながら 黒が 立ち去 つ て 


いった あとまで も忠 相と 泰 軒の 声 は 交み に つづく。 

黒！ あがれ！ あがれ、 遠慮 をせ ずに —— と。 

ハツと 胸に 来たお 艷。 

これ は テッキ リ大岡 様が 犬に 事よ せて 自分 を 呼び 入 

れ てくだ さるので はない かしら？ もったいな くも 八 

代 様のお 膝下 を びっしり おさえて いかれる 天下のお 奉 

行 さま、 一 介の 町の 女の わたし ずれに 公然に 同座 を 許 

すわけ に は ゆかない ので、 黒 を 使って くだしお かれる 

ありがた いお 言葉！ 

なんというお 情けぶ かい！ 

お 顔 を 拝んだら 眼が つぶれる かも 知れぬ が、 これ 以 


上 御 辞退 申す はかえ つて 非礼と、 ぉ艷 は、 はいと ぉ応 

えす るの も 口のう ちに、 そこ は 女、 手早く 裾の 土 を 払 

い 髪 をな おして、 おそるおそる あがりこ むと、 お 部屋 

のす みに ベ たりと 手 を 突いた。 

お 顔 を 拝む どころ か、 カツと 眼が くらんで、 うしろ 

の 障子 をし める 手もヮ ナヮナ とふる える。 そのまま 泰 

軒の かげに 小さくな つた。 

と、 越 前守忠 相、 はいって 来たお 艷へは 眼 も くれず 

に、 すでに 悠然と 泰 軒へ 向きな おって、 他意な く ほほ 

えんで いる。 

「わつ はつ は ッ！」 


何 を 思って か、 泰軒は 突如 煙の ような 笑い声 を あげ 

た。 すると、 しばらくして 忠相も 同じように 天井 を 振 

り 仰いで 笑った。 

「ぁッ まつ まつ ま！」 

しぶい、 枯れた お 奉行 様の わらい 声 …… ぉ艷 がいよ 

いよ 身 をす くめて いると、 忠相 はみ ずから 立って 床の 

ま  ごばん 

間から 碁盤 をお ろして 来た。 

「泰 軒、 ひさしぶ リじ や。 一局 教えて つかわそう」 

「何 を小癩 な！ 殿様の 碁の 相手 だけ は まっぴら だが、 

貴公なら 友 だち ずくに 組し やすい。 来い！」 

「友達ず く —— と 申す が、 私 交 は 私 交、 公 はおお やけ 


…… 混同いた すな」 

なぜか 泰軒 はグッ とつ まった かたち。 

その 前へ 盤 を 据えた 越 前 守、 たちまち 黒白 ふたつの 

石 を ぴたりと 盤面へ 置いて、 

「サ、 蒲 生！ この 黒い 石と 白い 石 —— 相 慕い、 互い 

に 呼び あう 運命の きずな じ や。 どう だな …… ？」 

驚愕の いろ を 浮かべた 泰軒、 うう む！ とうな つて 

忠相を 見 あげた。 

パ チリ— …… と 盤面に のった 二つの 石。 

ひとつ は 白、 他 は 黒。 

これが 相 慕い、 たがいに 求め あう 運命の きずな じ や 


—— という、 思いがけな くも 委細 を 知る らしい 越 前 守 

忠 相の ことばに、 泰軒 は、 うう むとうな つて 忠相を 見 

た 眼 を 盤へ おとして、 ガッシ と 腕 を 組んだ。 

うしろのお 艷も、 何が なしに、 はっと 胸 をつ かれて 

呼吸 をのむ。 

が、 忠相は 平々 然 …… 。 

しばらく じっと 盤 上の 二 石 を 見つめて いたが、 やが 

て、 ゥ ラウ ラ 障子に 燃える 陽光に おもて を 向けて、 

夢 語の ごとくに つづける の だ つ た。 

あかるい 光が 小ぢん まりした 茶室い つ ぱいに みな 

ぎって、 消え残る 香の けむりが 床柱に からんで いる。 


この 二、 三日 急に 春めいて 来たき ちがい 陽気、 こう 

していて もさして 火の 恋しくない、 梅 一輪ず つの あた 

たかさで ある。 

凝り かたまった ようなしず けさの 底に、 盤 をへ だて 

た泰 軒と 忠相 —— 。 

「黒白、 ふ しぎな 縁 じ や …… と し か 言 い よ うが な い 。 

が、 こう 二 石 離れれば？」 

と忠 相、 もの 憂そう に 手 を 出して ふたつの 石 を 盤の 

隅へ 隅へ 遠ざけて みせる と。 

黙った まま 碁笥 をと つた 泰軒 は、 やにわに それ を 

荒々 しく 振り立てた。 無数の 石の 触れ合う 音が 騒然と 


部屋に 流れる。 

めいもく  じょうらん  さいか 

「ふうむ」 と 忠相は 瞑目して、 「いわば 擾乱、 災禍 I 

I じ やな。 して、 こう なれば どう だ？」 

いいながら 忠相は 一 一 つの 石 をピッ タリと 密着して 並 

ベる。 

泰軒は にっこりして 静かに 碁笥を 下に 置いた。 そし 

て、 両手 を 膝に きちんと 正面から 忠相を 見る。 

「まず、 こうかな」 

ちんていら いわ 

「うむ！ 鎮定 礼 和の 相 か。 そうか。 おもしろい」 

「が、 だ …… 」 と 言い かけた 泰軒、 にわかに 上半身 を 

突き だして 忠相を 見 あげながら、 「おぬし、 どうして 


知 つ とる？」 

こうしょう 

と！ 大岡越 前守忠 相、 快 然と 肩 を ゆすって 哄笑 

した。 

「碁 だ！ 碁 だ！ 泰軒、 碁の はなし、 碁の 話」 

「ああ、 そうだ。 碁だった な。 碁の こと 碁の こと —— 

こり やと 俺が よけいな こと をき いたよ。 しかし それに 

しても …… 」 

「蒲 生！」 と 低い 声 だが、 忠 相の 調子 は 冷徹 氷の よう 

な ひびきに 変わって いた。 「わし はな、 なんでも しつ 

てお る。 長屋の 夫婦喧嘩から 老中 機密の 策動に いたる 

まで、 この 奉行の 地獄耳に 入らん という こと はない。 


な、 そこで 碁と いこう。 さ、 一 局 参れ」 

「うむ」 

と、 沈痛に うなずき はした ものの、 泰軒は 盤面 を 凝 

視 した まま、 いつまでも 動かずに いた。 

ぎょう 

ふたたび 無言の 行 —— 0 

いつもの ことと はいえ、 泰軒 はい まさらの ように 

いゆう  はくちし ゆうとう 

畏友 大岡忠 相の 博 知 周到に 驚異と 敬服の 感を あらたに 

して おのずから 頭の さがる の を 禁じ 得ない のだった。 

古今東西 を 通じて 判官の 職に ありし 者、 挙げて 数う 

ベから ずと いえ ども、 八 代 吉宗の 信 を 一 身に あつめて、 

今 この 江戸 南 町奉行の 重 位 を 占めて いる 忠 相に まさる 


人物 才幹 はまた となかった であろう …… 人 を 観る に は 

人 を 要す。 これ 蒲 生 泰軒は 切実にこう 感じて、 こころ 

の 底から なる 恭敬の 念に うたれ たの だ。 その 畏怖の 情 

に 包まれて、 さすがの 放胆 泰軒 居士 も、 つい ぞ なく、 

ふどうか なしば 

い ま 身う) J きが と れず にいる 不動 金縛り。 

思わず 固くな つ た 巷の 豪 蒲生泰 軒。 

にこやかに 温容 を ほ - J ろばせ て いる 大岡越 前 守忠相 _ 

「いかがい たした 蒲 生。 貴公、 戦わず して 旗 を まく 気 

か …… さあ、 来い。 碁談の 間にい ぃ智 恵の 一 つ 二つ 浮 

かぼう も 知れぬ という もの じ や。 はは はは は」 

と 碁石 を 鳴らして いどみ かけた 忠相。 何 を 思った か 


今度 は 急に 小さな 声で ひとりごと のように い い 出した _ 

「東照宮 どの、 ときの 奉行に 示して 曰く、 総 じて 奉行 

たる 者 あまりに 高 持 すれば、 国中の もの 自ら 親しみ 寄 

りっかず して 善悪 知れざる ものな り。 沙汰と いう 文字 

は、 沙に石 まじり 見えざる を、 水に て 洗えば、 石の 大 

そうろう 

小 も 皆 知れて、 土 は 流れ 候 。 見え 来ら ざれば 洗う ベ 

きょう もな し。 これによ りて 奉行 あまりに 賢人ぶ りい 

せんさく 

たせば、 沙汰 もなら ず 物の 穿鑿す べきよう もな し —— 

と。 とかく この 奉行の つとめ は 厄介な もの じ やよ、 は 

はは はは、 蒲 生、 察して くれ」 

蒲生泰 軒、 この 世に 生 をう け はじめて、 人の まえに 


頭 を さげた のだった。 

ごばん 

碁盤 を まえに、 大岡忠 相 はまた 誰に ともなく 言葉 を 

つづける。 独語の あいだに それとなく 意の あると ころ 

を 伝えよう とする かれの こころで あ つ た。 

「またのと き、 東照宮 家康 公、 侍臣に かたって 曰く I 

I いまどきの 人、 諸人の 頭 を もす る 者 ども、 軍法 だて 

しょう * き  さいはい 

をして 床几に 腰 を 掛け、 采配 を 持って 人数 を 使う 手 を 

いくさ 

も 汚さず、 口の 先ば かりにて 軍に 勝た るる ものと 心 

リ ようけん 

得る は大 なる 了簡違い なり、 一 手の 大将た る 者が、 味 

方の 諸人の ぼんのくぼ を 見て、 敵な どに 勝た るる もの 


にて はなし …… これ は 軍事のお しえ じ やが、 和 時に お 

ける 奉行の 職務 は、 すなわち、 邪悪 を 敵と する 法の た 

たかいで ある。 ゆえに、 いま 善 軍の 総大将た る 奉行が、 

いたずらに 床几に 腰 を かけ、 さいはい を 振って 人 を 使 

いながら 自ら は 手 を もよ ごさず、 口 さきば かりで 構え 

ぼ 八の くぼ 

てお つて はどうなる もので もない。 諸人の 後頭部 を 見 

て 閑 法 を かたる ひまに、 数 歩 陣頭に 進んで 敵の 悪 を 見 

さだめる のじ や —— いって みれば、 身 を 巷に 投 ずる。 

民の 心 を わが 心と して 親しく その 声 を 聞き、 いや、 こ 

の忠相 じしんが すでに 民の ひとりな のじ や …… 王道の 

済 美 はこ こに 存 すると、 まあ 忠相 はつねから 信じて お 


るよ、 はつ はは は、 おっと！ これ も 碁の 戦法！ な、 

蒲 生、 だから わし はとうの 昔から すべ て を 知って おる、 

何から なにまで スッ カリ 調べが 届いて いるの みか、 も 

う それぞれに 手配が できて おる のじ やから、 安心して 

—— 」 

「安心して、 ひとつ 碁と いくか」 

「さよう。 安心して 碁と 来い」 

ふた リは すばやく 顔 を 見合って、 同時に 爆発す るよ 

うに 笑いの 声 を あげたが、 泰軒 はすぐ さま 真顔に なつ 

て、 

「しかし、 こうのん びりと 碁 を 打って おる あいだに、 


おぬしの 張った 網の なかの 大魚 は、 だいじょうぶ だろ 

うな？」 

「まず 逸する 心配 はない」 

「さよう か …… しかし」 と 泰軒は 盤のう えの 黒白 ふた 

つの 石 を さして、 「こう  この 石が ともに 当方の 手 

に 帰せん うちに、 いま 先方 を 引つ くくられて は、 こつ 

ちが 困る ぞ」 

くちゅう 

「さ、 そこが 私事と 公法。 わしの 苦衷 も その 間にある 

よ。 この 二 石 …… 」 

手 を 伸ばした 忠相、 ふたつの 石 を 左右に ひき 離しな 

、、ゝ ) 、 

力、 ら 


「これが 目下の 状態。 しからば 当分 このまま にして 傍 

観す るか」 

「うむ。 早晚 必ずこう して 見せる」 

泰 軒の 手で、 また 二つの 石が ひとつになる。 

「そうか。 だが、 今のところ は —— 」 

と 忠相は 黒の 石 を 手 もとへ ひいて、 そばへ もう ひと 

つ、 同じく 黒をパ チリと 置いた。 

「これ はこれ に 属して おる ナ」 

「そんなら、 こっち はこう だ」 

いいつつ 泰軒 も、 白に 並べて 白の 石 を ひとつ、 力強 

く 打って 忠相を 見る。 


「フゥ ム！」 と 腕 を こまねいた 忠相、 「が、 泰軒、 黒に 

は 黒で 仲間が 多い ぞ」 

と、 ガチャ ガチャと つかみ 出した 黒の 石 を、 ベた 一 

面に 並べて、 もとの 黒 石 をぐ るりと かこんで しまった _ 

「おどろかん。 ちっともお どろかん」 

にっこりした 泰軒 は、 すぐに 白の 一石 をと つて 白の 

側へ 加えた。 

「そっちが その 気なら、 ひとっこう いくか。 助太刀 御 

免と いうと ころ  」 

「ハ ハハ ハ！」 忠相は 笑いだ した。 「気のせい か、 いま 

おぬしの おいた 石 はどう も 薄 よごれて おる わい、 


てんがい むじゅう 

天蓋 無住の 変 リ者じ やな、 それ は、 はつ はは はは」 

「こり や 恐れ入った！ おぬしの 眼に もそう きたなく 

見える かナ  」 

と、 泰軒、 首 を ひっこめて あたま を かきながら、 

「それ もそう だが、 はじめに 黒の 一 石 を わが 有に した 

そっちの 石 も、 つまり 見事な 男ぶ り …… いやな に、 石 

振リ ではない はず だぞ。 虧け とる、 ハツ ハツ ハ 右が 欠 

ける」 

めくそ はなくそ 

「お！ そうだつ たな。 眼 糞 鼻糞 を 笑う のた ぐい か I 

I しからば、 これ はどう だ？」 

忠相 はこうい つて、 石 入れの 底の ほうから 欠けた 黒 


の 石 を 取り出して 黒団の 真ん中へ 入れた。 

「この 不具の 石、 名 もところ も 素姓 も 洗って ある。 水 

にて 洗えば 土 は 流れて、 石の 大小 善悪 もす ベて 知れ 申 

し 候 …… じ や、 サ、 泰軒、 いかがい たす？」 

迫る がごと き 語調と ともに、 碁に よせて 事 を 語る 越 

前守忠 相。 

奉行な りやこ そ、 そうして また 泰 軒が 私 交の 親友な 

れば こそ、 こうして 公私 を わけながら 一 つに 蹉 つて、 

何もかも 知りつ くした 一 一 つ の 胸に 智略 戦法の 橋 を 渡す 

きょきょじつじつ  うろ だんぎ 

—— 虚々 実々 の 烏 鷺談議 がくり ひろげられて ゆく の 

だった。 


泰 軒の かげに 隠れた ぉ艷 は、 わからない ながらに ど 

うなる ことかと 息 を こらして い る。 

昨暮、 あさく さ 歳の市の 雑踏で。 

丹 下 左 膳が つづみの 与吉を 使つ て詉訪 栄三郎 へ 書き 

送った いつわりの 書状 …… それ を栄三 郎が途 におと し 

たの を 拾い あげた 忠相 は、 第一 に 文字が 左手 書きで あ 

る こと を 一 眼で 看破した のだった。 

ひだり 書きと いえば 左腕。 ひとりでに 頭に 浮かぶ の 

が、 当時 御府内に 人 血の 香 を 漂わせて いる 逆 袈裟が け 

辻斬り 左腕の 下手人 だ。 


ことに 手紙の 内容 は、 何事 かが 暗中に 密 動しつつ あ 

る こと を かた つ ている！ 

たんちょ 

これに 端緒 を 得た 忠相 は、 用人に 命じ、 みずから も 

手 をく だして 乾坤 二 刀 争奪の いきさつから、 それに 縦 

横に まつわる 恋の たて ひきまで 今 はすつ かり 審べぁ 

がって いるの だった。 

が、 奥州 浪人 丹 下 左 膳の 罪科、 本 所 法 恩 寺 橋 まえ 五 

百 石 取り 小 普請 入りの 旗本 鈴 川 源十郎 方の 百 鬼 昼 行 

ぶリ はさる ことながら、 いま これら を 挙げてし ま つ て 

は、 それ を 相手に 勢い こんでいる 泰軒、 栄三郎 が 力 抜 

けす るで あろうし、 また この 二人 を も 刀の ひっかかり 


からお 白洲に 名 を 出さねば ならぬ かも 知れぬ。 

それに、 鈴 川 源十郎 のうしろ に は 小 普請 組 支配 頭 

あお やまび ぜんの かみ  そぞく 

青山 備前 守と いう ものが ついていて、 鼠賊 を ひ つ とら 

える のと はこと 違い、 源 十郎を 法網に かける ために は 

一 応 前もって このほうへ 渡り をつ けなければ ならない 

そう まだい ぜん のす け 

し、 丹 下 左 膳に は、 奥州 中 村の 相 馬 大膳亮 なる れっき 

とざま  おぼしめ 

とした 外様 さまの 思 召しが かかって いて みれば、 いか 

に 江戸 町奉行 越 前守忠 相と いえ ども、 そうう か つ に 手 

を 出す わけに はいかない。 

で、 なんとかして 詉訪栄 三 郎が左 膳の 手から 乾 雲 丸 

しゅうるい 

を 奪い返した のちに、 一気に 彼ら 醜類のう えに、 大 


鉄槌 をく だそうと は 思って いるが、 それ かとい つて、 

奉行の 地位に ある 者が みだりに わたくし 事に 手 を かす 

こと もで きず、 このと ころさ すが の 忠相も 公私 板ば さ 

みの かたちで いささか 当惑して いたのだった が —— 0 

ちょうど その 時、 

きょう 風の ように 乗り こんで 来た 心 友 蒲生泰 軒、 そ 

のかげ に 隠れる ように つ いている 女 を チラと 見る が 早 

いか、 い っぞ やそれ が 田 原 町 二 丁目の 家主 喜 左 衛門か 

ら 尋ね 方 を 願い出て いる 当り 矢のお 艷と いう 女で ある 

こと を、 人相 書に よって 忠相は ただちに 見て とってい 

た。 


そのお 艷は、 坤 竜の 士誠訪 栄三郎 と 同棲して いたの 

で、 所在が わかった とき も、 そっとし ておけ！ と、 

わざと 喜 左衛門 へ しらせな か つ たくらいだ つ たのが、 

いま どうして 泰 軒と いっしょに ここ へ 来たので あろ 

う 9  忠相 はこうち よ つ と 不審に 思 つ ていた。 

おおよそ かくの ごとく。 

きょうき  しせい  さ じ 

その 強記 はいかなる 巿 井の 瑣事に も 通じ、 その 方寸 

に は、 浮世の 大海に 刻々 寄せて は 返す 男 浪女浪 ひだの 

一 つ 一 つ を すら 常にた たみこんで いる 大岡忠 相で あつ 

た。 

南 町奉行 大岡越 前 守忠相 様。 


めいび どうさつ  す  あま 

明微 洞察 神の ごとく、 世態 人情の 酸い も 甘い も 味わ 

いっくして、 善悪と もに そのまま 見通しの きくう えに 

しんべ ん ふかしぎ  たんさくがん 

神変 不可思議な 探索 眼に は、 いちめん 悪魔 的とまで 言 

いたい 一 種の もの 凄 さ を そなえて いるの だった。 

と！ 

ふと 蒲生泰 軒の あたまに 閃めいた の は、 いっか 本 所 

の 化物 屋敷に 自分と 栄三郎 が 斬り こみ を かけた 時 突如 

として 現れた、 あの 始終 を 知る らしい 五 梃 駕籠の こと 

であった。 

しょうぞく 

風の ような 火事 装束 の 五 人の 武士！ 

その 正体 は 今もって わからな いが、 あのな かの 頭 


だった 老人！ と 思い当た ると、 なぜか 彼 は、 忠 相が 

すべて を 察知して いる わけが 読めた ような 気がして、 

その 時まで 碁盤 をに らんで いた 顔 を あげる と泰 軒、 

二 ッと忠 相に 笑い かけた。 

しかし、 忠相は その 微笑に こたえなかった。 

「な あ、 蒲 生！」 

と、 じっと 盤 を 見つめて いたが、 

「どうす る 気 だ、 その 碁 を」 

「もとより あくまで もやる！ 運命の 二 石 を ひとつに 

する まで は」 

「貴公ら しいて」 


しずかに つぶやいた 忠相、 盤 上の 黒の 一 石 を 手に し 

て、 つうと そばの ほうへ そらしながら、 

「さあ、 泰軒、 かように ひとつが 助勢 を 求めて 走って 

おる ぞ。 どうじ や、 どうじ や、 どうす るつ もり じ や？ 

これに 対する 処置 は」 

「ナ 二！ 助勢 を？ 誰が どこへ …… ？」 と 思わず 泰 

軒、 碁 を そっちの けに 乗り だすと、 忠相は 手の 石で 盤 

を パチパチた たきながら、 

「泰 軒！ 碁 だ、 碁 だ —— が、 サァ、 まず 求援の 使い 

の 向かう 方角 は …… 」 

「うむ。 その 方角 は …… 」 


「されば さ —— さしずめ、 北の かたかな」 

こう 言い放つ ておいて、 忠相は ジロリ と 泰軒を 見 

やった。 

一 石 駆けぬ けて 援軍 を 求めに 走りつつ ある —— しか 

も、 その 方角が 北の かた！ 

という 忠 相の 言葉に、 蒲 生泰軒 はキッ となって 盤 を 

にらんだ。 

いかさま、 ひとつの 黒い 石が、 忠 相の手に よって 黒 

団を 離れ、 碁盤の 隅に 孤独の 旅 をい そぎつつ あるよう 

に 見える。 

これ こそ、 奥州 中 村 相 馬 藩の 城下へ、 左 膳の ために 


剣客の むれ を 呼びに 草 まくらの 数 を 重ね つ つ ある つづ 

みの 与吉の すがたで はなかろう か。 

「サ！ ど-つす る 9. ど、 つす る 気 じゃヮ -」 

忠相 はこううな がすよう に 言って 泰軒を 見た。 

じっと 石の 配置に 眼 をす えた まま、 泰軒は 動かない。 

その かげに 身 をす くませて いるお 艷も、 いつしか この 

碁 戦の 底に ひそむ 真剣な かけひきに 釣り こまれて、 わ 

れを 忘れて、 横の ほうから のぞきながら、 見入 リ 聞き 

入りして いるの だった。 

外見 はあくまで も 閑々 たる 風流 烏鷺 のた たかい …… 。 

陽のお もてに 雲が かかった のであろう、 障子 いっぱ 


いに 射して いた 日光が つうと かげる と、 清冽な 岩間 水 

に 似た うそ 寒さが 部屋 を こめて、 お 艷は身 震 い に 肩 を 

すぼめた。 

r 泰軒、 下手の 考えなん とかと 申す ぞ。 な あ、 この 石 

をい かがいた すつ もりな の だ？」 

かすかな 揶揄 を ふくんだ 越 前 守の 声。 

が、 泰軒は 答えない。 大きな 膝が 貧乏 ゆるぎ をして 

いるの は、 まさに 沈思黙考 というと ころら しい。 

すると 忠相 は、 やにわに ひとつかみの 黒い 石 を 取り 

出して、 援軍 を もとめに 行きつつ あると 言った 石の ま 

わりに 並べた。 


「見る がよ い。 この 通り 首尾よく 同勢 を 集めて、 今や 

もとへ 戻ろうと してお る。 この 対策 はどう じ やな？」 

しさ い 

「ふむ！ 仔細ない わ。 こういた して くれる」 

言った かと 思う と泰 軒、 手 もとの 白 石の ひとつ を 

とって、 パ チリと その 新たなる 黒の 集団の 真ん中へ 入 

れた。 

忠相は 首 を ひね つ て、 

「はは あ。 そう 出向いて いくか」 

「さよう。 かくして 帰路の 途中、 せいぜい 数 を 殺ぐ の 

じ やな。 まず、 ひとつ 二つと 機会 ある ごとに しとめて 

—— 」 


といいながら、 泰軒 は、 いま 白 をお いた 周囲から 黒 

石の 二、 三 を 取っての ける。 

「かように いたして、 帰る までに はもとの 木 阿弥に し 

て やろうと 思う」 

「ゥ ム！ それが よい！」 

と 忠相は 膝 を 打って、 

「急ぎ 後 を 追って、 せっかくの 助 軍 を 斬りく ずす こと 

じ や …… 何しろ、 この 援兵 を 敵の 本 城へ 入れて はなら 

ぬ。 俗に も 申す 多数に 無勢、 勝ちい くさが 負けに なろ 

う も 知れぬ からな。 が、 はたしてそう うまく 参ろう か 

の？」 


「何が だ？」 

よう  ほふ 

「ただいまの、 帰路 を 擁して 徐々 に 援助の 隊を 屠る と 

いう 戦法 —— 」 

「それ はこの 石の 手腕 ひとつに ある。 この 石！ この 

石！ この、 おぬしの いわゆる 薄 よごれた 石 じ や！」 

か つ ぜん 

- 」 う 豁然 と 胸 をた たいて 泰 軒が 笑う と、 忠相 もお だ 

や かな 微笑 を ほ ， 」 ろば せながら、 

「たのもしい 石 じ やて」 

と チラと 泰 軒の 顔 を 見やった が、 やがて、 

「北 …… と 申せば 道 は 一 本み ち。 ただちに 発足 すれば 

わけなく 追い つくであろう」 


「北の 旅 は 荒 谷 行 —— 血 を 流す に はもって こいじ や」 

「が、 大事な 石、 ぬかり は あるまい が 気をつけて くれ」 

「心配 無用！」 

言い放った 泰軒、 助けの 石と 称する 黒の かたまり を 

すっかり わが 手に 納めて しまう と、 いきな リニつ の 白 

石 を 摘まみ あげる が 早い か、 盤の 隅の 黒団へ 突き 入れ 

て、 同時にす ベて を さらいお とした。 

盤 上に 残った 黒白 ふたつの 石、 それが 中央に ピッタ 

リ 並んで いる。 

「もうよ い！ わかった」 

と忠相 は、 ゆったり とふと ころ 手 をして、 


「わしの ほうの 仕事 は そのうえ …… あと は 必ず わしが 

引き受け るから、 それまでに おぬしが 力 を 貸して、 こ 

の 一 一石 を ひとつに して くれ」 

ふ つ と 碁談が やむ と、 白つ ぼい 午 さが り の しずけさ 

のなかで、 どこか 庭の むこうで 愛犬の 黒が なくの が 聞 

こえた。 

いかにして 忠相 は、 いながら にして 乾 雲 を 取り まく 

一味の 助勢 を 掌 を 指す ように 知っている のか、 そ 

れ がふし ぎと 言えば ふしぎ だ つ たが、 忠 相の 今の 口ぶ 

りで は、 誰か 本 所 化物 屋敷の 者が、 北 藩 中 村へ 助 剣 を 

求めに 走って いる こと、 疑い を いれない。 


では、 すぐに これから  と泰 軒が 起ち あがる と、 

忠相 がそれ を 眼で とめた。 

「蒲 生！ 忘れ物 …… 」 

と、 すばやい 視線が ぉ艷へ 向いて いる。 泰軒 はと ぼ 

けた。 

「旅 は 身軽が 第一 —— ハツ ハツ ハ、 この 荷物 は 当分お 

ぬしに 預けて おくと しょう！」 

そして、 困リ きって 苦笑して いる 越 前守忠 相と、 もつ 

た いなさに 消え入り たげ に 小さくな つたお 艷を 残して、 

そのと たんに、 庭に 面した 障子 はもう 泰軒 をのんで い 

た。 


ほ つ こくた びに つ き 

北国 旅日記 

「親方 ァ！ 返り 馬 だ あ。 乗って くらつ せえ よ」 

という 鼻から 抜ける 声と ともに、 間 伸びした 鈴の 音 

が、 立場 茶屋の 葦簾 を 通して 耳に はいると、 江戸 者ら 

しい 若い 小意気な 旅人が、 ひとり 飲み かけた 茶碗 を 置 

いて 振り返った。 

きゃはん 

縞の 着物に 手 甲 脚袢、 道中 合羽に 一 本 ざし、 お 約束 

の 笠 を 手近の 縁台へ 投げ出した ところ、 いかにも 何 国 

れっき 

の 誰と いう 歴 として 名の あるお 貸 元が、 ひ よんな 出 


入りから 国 を 売つ て わらじ を はいている ように 見える 

ものの、 さて 顔 を 眺める と …… まぎれ もない あさく さ 

駒 形の 兄哥 つづみの 与吉。 

こいつ、 櫛 まきお 藤の 隠れ家で のん ベんだら りと お 

預け をく つてい る はずな のが、 それが ある 朝、 ヒョィ 

と 思い出し たのが 丹 下の 殿様から 言 いっかつ ている 大 

事の 御用  こり ゃァ いけね え、 おら あこん なと ころ 

にいい 気に 引つ かかって いられる わけの もんじ ゃァね 

えんだ！ と 思いつい たのが 足の 踏み出し、 お尻の 軽 

あね  一 J 

いこと この 上な しとい う 野郎 だから、 お 藤の 姐御が 先 

月から 家 を あけて いるのと 折 柄の 好天気 を 幸いに、 そ 


そくさと わらじの 紐 を はきし めて、 こうして 奥州 中 村 

へ の 旅に 出て 来たの だった。 

影と 一 一人 づれ の、 まことに 気の 合う 旅 まくら …… 。 

な あに、 丹 下様 は どんなに 急いでい たって かまう こ 

たァ ねえ やな。 こちと らァ もらった 路銀 を せいぜいお 

もしろ おかしく 散 じて ョ、 それに 帰路 はお 侍 連の 

とうどう やく 

東 道 役、 大 いばりで 江戸 入りが できよう てんだ からこ 

んな うめえ 話 はねえ サ。 おまけに おいらの この 中 村 行 

き は 誰 ひとり 知る 者 もね え はず だから、 栄三郎 の 側か 

ら 追っ手の 来る 心配 もな し —— ままよ、 江戸 ッ 児の 気 

晴らし 旅、 まあ、 ゆっくり とやる としょう。 


こういう 心 だか ら 急 げば 早い 足 を 格別 伸ば そうと も 

せずに、 泊り を 重ねて この 昼す ぎちょう ど さしかかつ 

たのが 野 州の 小金 井 だ。 

おおいの かみ 

古河の 町 は、 八 万 石 土 井大炊 頭の 藩で 江戸から 十六 

§1。 

まま だ 

その 古河 を 今朝た つて 野 木、 間々 田、 小山、 それ か 

ながち よ うば 

らニ 里の 長丁場で この 小金 井。 

道中 細見 記 をた どれば、 江戸から 中 村まで 七十 八 里 

と あるから、 つづみの 与の 公、 まだ 前途遼遠 という 次 

第 だが、 心がけが 遊山 気分で、 いっこうに 足 を 早めよ 

うと もせず、 こうして 日の 高い うちから ど つ かり 腰 を 


おろし 茶店の 老爺 を 相手に 大いに 江戸が つてい ると こ 

ろ。 

白い 街道に やけに 陽が 照りつ けて、 真冬に 北へ 向か 

うの だから どんなに 寒かろう と 内心 おびえて 来たに も 

かかわらず、 今日なん か は 江戸より もよ つぼ ど あたた 

かいくら い。 

それでも さすがに 底 冷たい 風が 砂 ほこり を 吹き こん 

で、 名物と 銘 うった 団子が ザ ラザラ と 舌に さわる。 

ちょいと 趣の 変わった 木立ち や 人家、 黒ずんだ 遠 田の 

おもて、 路傍に 群れさ わぐ 子供ら の 耳 なれない 言葉… 


江戸つ 児 はう ち 弁慶、 旅に 出て はから きし 意気地が 

ない という。 

与吉も その 点で は 御 多 聞に 洩れず、 なんだか しきり 

に 心細い 気がして くるの を、 自分で 懸命に 引きた てる 

つもりで、 

「旅 もい いが、 こち とらみて えな 生え抜きの 江戸つ 児 

ひざもと 

は、 一 歩お 膝下 を 出 はずれる てえ と、 食物と 女の 格が 

ずん と 落ちる のに 往生す るよ。 女 はお 前、 肌 をみ がく 

水が 悪い として 眼ェ つぶる としても ョ、 食物 はなんで 

え 食物 は！」 

「へえ。 そうかね」 


r チッ！ そうかね え じ やねえ や。 早え 話が この 団子 

よ、 こ、 こんな 物が 食える けえ。 これで 名物の なんの 

と チャン チヤ ラ おかしい や。 なァ、 江戸 じゃあ こんな 

団子 は 猫 も 食わね えんだ よ」 

「あんれ！ ここらの 猫 もハァ 団子 ァ あんまり 食わね 

えだよ」 

「何 をッ！ 馬鹿にする ねえ！ えこう、 江戸 じゃあ 

きん りゅうざん せんそう じ 

ナ、 まあ 聞きね えって ことよ。 金 竜 山 浅 草 寺 名代の 

きなこ  えの き  き き よ う や や す ベ え 

黄粉 餅、 伝法 院大稷 下の 桔梗 屋 安兵衛 てんだ が、 いま 

はんじょ う 

じ ゃァ所 変えして 大 繁昌 だ。 馬 道 三 丁目 入口の 角で、 

きんたいえん 

錦 袋 円と 廿軒 茶屋の 間 だな あ。 おぼえと きね え」 


ひろめ 

なんかと 頼まれ もしない 浅 草 もちの 広告に 力 こぶ を 

いれて、 一人 弁舌 を ふるって いると、 

「親方 ァ、 馬 はどう だね、 安く やん ベえ よ」 と、 また 

しても 馬子の 声。 

与 吉は大 い に 業 を 煮やして、 

「何 ィ！ 馬 だ？ ベら 棒め、 馬が どうした ッ てんで 

え！」 

威勢よ くたん か をき つて 向きな おった 拍子に、 つづ 

みの 与吉、 さっと 顔から 血の気が ひいた。 

二 軒む き 合って いる 向う側の 茶み せから、 じっと 眼 

を 据えて こ つち を 見つめて いる 異様な 男！ 


おぼえの ある 乞食 すがたに 貧乏 徳利 …… 。 

ただす， 1J- 

うまくお 艷の 身柄 を忠 相へ 押しつけ おおせた 泰軒、 

さ つ そく 庭へ おり 立 つと ころ を忠 相が 呼びと めた の 

だった。 

「これ、 蒲 生！ 何やら ここに 落ちて おる ぞ」 

というので、 ちょっと 引つ 返して 部屋 をの ぞくと、 

いままで 坐つ ていた 場所に 小判が 数枚！ 

きゅうじょう 

泰 軒の 窮 状 を 察した 忠 相が、 無心 もない のに 投げ 

出した もので、 路用と して それとなく 与える 意。 涙 

の 出る ほどの ゆきとど きぶり …… 。 


ふたり は 何も 言わな か つ た。 

きんす  か か 

泰軒 はた だのつ そり あがって 来て 金子 を 納め、 呵々 

大笑して 再び 出て 行った きり —— 礼 もなければ 辞儀 も 

ない。 この 両心 友の 胸間、 じつに あっさり として 風の 

ごとくに 相 通ず る ものが あった。 

そして。 

ぉ艷 がな おも ひれ 伏してい るう ち大岡 様のお 屋敷 を 

出た 泰軒 は、 瓦 町の 栄三郎 様へ も 立ち よらずに、 その 

日のう ちに 江戸 を あとに 北上の 旅に のぼった ので ある。 

乾 雲の ために 求援の 使いに たって、 今や 一路 北 州 を 

さしてい そいで いる 者が あると 言った が、 はて 誰 だろ 


う？ まだ 相 馬へ は 着いて はいまい から、 追い越して 

顔 さえ 見れば わかる に 相違ない。 そのうえ、 相手の い 

かんに よって 策の 施しよう はいくら も あると、 ゆく 手 

に当たって 人影が 見える たびに、 泰軒は ひたすらに 足 

を 早めて 来たの だった。 

えきろ  ひな  おく 

駅路の さ ざめ きも 鄙びて おもしろく、 往 うさ 来る さ 

の 旅人す がた。 

が、 住居 を 持たぬ 泰軒 先生 は、 江戸に いても 四 六 時 

ちゅう 旅 をして いるよう な もの。 したがって こうして 

都 を 離れる にも、 何 一 つ 身 仕度な どあろう はず もな く、 

ふるぬ のこ 

きたき り 雀の 古布 子に、 それだけ は 片時 も 別れぬ 一 升 


徳利の 道づれ —— 。 

奥の 細み ち。 

と 言う と 風流な よう だが、 泰軒は 気がせく。 

むち 

人一倍の 健脚に 鞭 を くれて、 のし ものした リー 日に 

十 有数 里。 

奥州 街道。 

せんじ ゆ  そうか 

江戸から 二 里で 千 住。 おなじく 二 里で 草 加。 それ か 

ら越ケ 谷、 粕壁、 幸 手で、 ゆうべ は 栗 橋の 泊り。 

早朝に 栗 橋 をた つて 中 田、 古河の 城下 を 過ぎ、 本 街 

道 を まっしぐらに 来 かかった のが この 小金 井で ある。 

町 を 素通りに、 ス タス タ 通り抜けよ うとした、 宿場 


は 19 わ 

ふと 一 軒の 茶店から しきりに 江戸 江戸と 江戸 を 売り 

に 来て いるよう な 声が する ので、 泰軒、 何 ごころ なく 

きえん 

みやる と、 見た ことの ある 町人が さかんに 気焰を あげ 

ている。 

ハ テナ！ と 小 首をかしげた とたん、 最初に 思い出 

いちょう 

したの が 正 覚寺 門前 振袖 銀杏 のした で、 誠訪栄 三郎の 

ふところから 財布 を 抜いて 走った 男。 これが 本 所 鈴 川 

源 十 郎の取 巻きの 一人で、 名 も わかって いる …… つづ 

みの 与吉！ と、 とっさに みてとつ たが、 泰軒は 知ら 

ん顔、 そのまま 向う側の 茶店の 入口 近く 陣取って、 隠 


れる でもなければ うかがう でもない、 こっちから 

公然 に にらみつけて いると —— 0 

馬子 を どなりつけて 振り向いた とたん、 思いがけな 

ぃ泰 軒の いる ことに 気の ついた 与の 公、 はッ とすると 

同時に 青菜に 塩と しおれ 返って しまった。 

今の いままで 恐ろしく 威勢の よかった やつが、 ム 

ニヤ ム ニヤと にわかに 折れて しまったから、 びっくり 

したの は 茶店のお やじ だ。 

「どうした だね？ 腹で も 痛み 出した かね？」 

うるさく きくので、 与吉 はこれ をい いこと に、 

「うん？ う うん …… なんでも ねえ。 いや、 腹が 痛え 


や。 こんな 団子 を 食わせる からだ」 

「あんだって、 この 人 は 団子にば かりそう けち ィ つけ 

る だんべ！ 三 皿 もお 代りした くせに …… 」 

顔をしかめて うなりながら、 与吉が チラ！ チラ！ 

しょ-つぎ 

とうしろ を ふり 返る と、 路を へだてた 床几に 泰軒 先生 

それ こそ 泰然と 腰 をす えて またたき もせずに こ つちの 

方 をみ つめている。 

与吉 は、 ジリ ジリと 背中が 焼けつ くようで、 いても 

た つ て も いられぬ 心地。 

蛇に にらまれた 蛙 同然  <  もあろう に 一 番の 難物 

が、 どうして ここへ こう ヒョッ コリ 現れたん だろう！ 


こいつ ァ 厄介な ことにな つた もんだ！ と 一時 は 与吉、 

てんとう 

顚 倒せん ほどに 驚いた が、 な あに、 この 先 まだ 道 は 長 

え。 宇都 宫へ へえる まえにで もど こかで きれいに まい 

て やろうと 決心 を 固めて、 

「爺さん！ ホイ、 茶代 だ。 ここへ おくせ」 

と 勢いよ く 起ち あがる と、 それ を 待って いたよう に、 

むこう 側の 茶店で も泰 軒が 腰 を あげたよ うす。 

首す じが ゾク ゾク して、 与吉 はと も すれば 立ちす く 

みそうに なった のだった。 

猛犬に 踵 を かがれながら さびしい 道 を あるいて い 

く 時の 気 もち …… ちょうど あれだった。 背骨が しいん 


ちょうつがい 

として、 腰の 蝶番が 今にも はずれ そうに 思われる。 

蚯け 出す わけに はいかず、 そうかといって 振り返る こ 

ともで きず に 、 与吉は 半ば 死んだ 気で フ ラフラと 往還 

のみちび くが ままに たど つ て ゆく。 

すぐ あとから 泰軒 先生が、 一 升 徳利 を 片手 にぶらさ 

ひげ 

げ、 鬚の 中から 生えた ような 顔に 微笑を浮かべて 

ゆうゆうかんかん 

悠々 閑々 とついて 来る のだった。 

きてれつ 

珍妙 奇天烈な 二人 行列。 

それが、 陽 うらら かな 宇都 宫 街道 を、 先が 急げば 後 

もい そぎ、 緩急 停 発と もに 不即不離の まま、 どこまで 

もど こまで もと 練つ ていく ところ、 人が 見たら ずい ぶ 


ん おもしろい 図 かも 知れない が、 当の 与吉の 身になる 

あにい  あ が 

と 文字 どおり 汗 だくの 有様で、 兄哥 すっかり 逆上って 

しま つてい る。 

どうも 薄 気味の 悪い ことこの うえない。 

もうす こし 離れて つけて くるの なら、 こっち も 駒 形 

の 与の 公、 なんとかして 撒く 才覚 も 生まれよう という 

もの だが、 こう ピッ タリ かかと を 踏まん ばかりに くつ 

ついていられて は、 どうに もこう にも 考える こと さえ 

できない の だ。 

それ も。 

おい！ とか、 コラ！ とか 声で も かけて くれるな 


らま だいい。 そうしたら 当方に も 応対の しょうが あつ 

て、 おや！ これ はこれ は 乞食の 旦那 様、 お 珍しい！ 

はて、 どちらへ？  ぐらいの ことが、 ス ラスラと 出 

ない 与吉 でもない し、 じっさい その 問答の 二、 三 も 心 

中に 用意が あるの だが、 こんなに 押し黙って ついて 来 

られ ると、 先方が 普段からの 苦手な だけに、 与の 公、 

もうじゃ 

手 も 足 も 出ないで、 亡者の ような 心地。 

えんま 

その 亡者の ような 与の 公と、 お 閻魔 さまの 蒲 生泰軒 

とが、 ぶら りぶ らリと 野中の 一 本道 を 雁行して いくの 

だ。 

小金 井 をた つて 下石 橋、 二 里 半の 道で 宇都 宫 …… 大 


通リを 人馬に もまれて 素 どおり。 

もう そぼ そぼ 暮れ だが、 与吉 はこん なつれ といつ 

しょに 〔# 「いっしょに」 は 底本で は 「いっしょに 匕 旅籠 

をと る 気に も なれない。 で、 町 を 突っきり、 夜道 を か 

けて 今度 は どんどん 足 を 早め 出した。 

いけない！ 

やっぱり ス タコラ ついて 来る。 

黙りこく つ て、 影の ようにう しろに 迫りながら 押つ 

かぶ さるよう にして つ いてく るの だ。 

与吉 もこれ に はすつ かり 往生した が、 振り返り でも 

しょうものなら、 そのと たんに ぼかんと 拳固が とんで 


きそうな 気がする し、 一 度な ど は 与吉が 道路に しゃが 

んで わらじ を 結びな おすと、 泰軒は 平然と そばに 立つ 

て 待って いる 始末で、 駒 形 名うての つづみの 与吉、 ま 

るで 大きな 荷物 をし よい こんだ 形で ほと ほと 閉口して 

しまった。 

無言の まま 同行 一 一人。 

真夜中の 白 沢。 

うじ いえ 

氏 家。 

きつれ がわ  さまの かみ 

喜 連 川 II 喜 連 川 左 馬頭 殿御 城下。 

夜 どお しがむ しゃら に 歩きつ めて、 へとへとに 疲れ 

きった 与の 公のう えに、 さく 山 あたりで 暁の 色が 動き 


かけた。 

脚 は 棒の ようになる。 眼 はくら む。 狩り立てられた 

狼の ようになった 与吉、 ひとこと 泰 軒が 声をかけたら 

即座に 降参して すべて をぶ ちまけ、 すぐに 江戸へ 引つ 

返すな り、 ことによ つたら このまま どこへ でも 突つ 

走 つ てし まおうと 思 つ ている と …… 。 

泰軒は 平気の 平 左。 

ときどき 貧乏 徳利 をぐ いと 傾けて ひつ かけながら、 

口の なかで、 謡曲の 一 節。 

あけ  は 

明の 月が 忘れられ たように 山の端に かかって、 きょ 

も、 P 

う もどう やら 好 晴らしい。 うす 紫の 朝靄に は、 人家が 


近いと みえて 鶏の 声が 流れ、 杉 木立ちの 並ぶ 遠 野の 果 

てに 日の出の 雲 は 赤い。 

はるかに 連山の 残雪。 

ふ つ と 近くに 馬の いななきが きこえて ゆく 手の 草む 

らに ガサ ガサと 音が したので、 与吉 がび つくりして 立 

ち どまる と、 放し飼いの 馬が 二、 三 頭、 ヌッと 鼻面 を 

並べて 出した。 

「なんでえ！ 驚かし やがら ァ！ シッ！ どけ、 ど 

け！ シィ —— ッ！」 

と、 馬と わかって、 与の 公 急に 強くな つてい ばり だ 

した もの だから、 よほど それが おかしかった とみえ、 


「ばつ まつ まッま  」 

うしろに 泰 軒の 笑い声。 

与の 公、 とうとう 泣き顔 を ふり 向けて 悲鳴 を あげた _ 

「旦那！ 先生！ 人が 悪い や、 あっし を こんなに 追 

いまく るなん て  ねえ、 旅 は 道 づれ世 は 情けって 言 

いま さあ。 ひとつい かがで、 御 相談いた しゃしょう」 

と 与吉、 大道商人が 客 をつ かまえた ように 小 腰 を か 

がめ て 手 を もんだ。 

「相談 …… と は、 なんじ や」 

与吉を 見お ろして 立ちはだか つ た泰 軒の ぼろ 姿に、 

じょじょ 

さわやかな 朝の 光が 徐々 と 這い 上が つてい る。 


与 吉は首 をな でたり 頭 を かいたり、 眼 まぐ るし く両 

手 を 動かしながら、 

「テ へへ へへ、 どうも 先生、 旦那、 いや 殿様 —— ッて 

の も 変 だが、 そう 意地に かかって ついて 来られち ゃァ 

私が 歩きに くくて しょうが ございません。 もうい いか 

げんに、 ここらで なんとか 一 つ 話 をつ けて いただいて、 

手前 も 考えな おしとう ございます、 へい」 

「つける。 …… と 申して、 おれ は 貴様 をつ けた 覚え は 

ない ぞ。 第一 貴様 こそ 始終 おれの 前に 立って、 歩きに 

くくて かなわん。 いったい どこへ 行く の だ」 

「へへ へへ、 御 冗談で」 


「へへ へへ ではない、 いずこへ 参る のかと それ をき い 

てお るに」 

「へえ。 実は その、 松 島 —— へえ、 松 島 見物で ござい 

ます。 松 島 や ああ 松 島 や 松 島 や …… 」 

「春に 向か つ て 松 島 見物と は 結構な 身分 だな」 

「ナ 二、 あまり 結構で も ございません」 

ぞくじん  みょうち 

「いや、 結構 だ。 遠く 俗塵 を 離れて 天然の 妙 致に 心気 

を 洗う。 その 心がけが たのもしい ぞ」 

「恐れ入ります」 

「な あに、 恐れ入らんでも よい。 おれ も その 松 島へ ゆ 

く 途中 だ。 同道いた そう」 


「え？ では、 あの、 先生 も 松 島へ？」 

「さよう。 一生に 一度 は 見て おいても よいと ころ じ や 

から ナ」 

「ち ッ！ 仕方が ございません。 与吉も あきらめ まし 

た。 りっぱに お供し やしよう」 

「これこれ、 与吉と 申した な。 ただいまの 挨拶 はなん 

だ？」 

「いえな に、 こっちの ことで  ごいつし よに 行けば 

よろし いんで ございましよう？ ええ 参ります とも！ 

松 島 だって、 どこ だって、 こうな り や …… 」 

「ァ、 これこれ 与吉、 黙って 来る がよ い」 


そこで。 

仏頂面の 与吉 と、 笑い を嚙 みしめ ていかめ しい 顔 を 

作った 泰軒 とが、 妙な ふうに 肩 を 並べ て 歩き 出した ま 

ではい いが、 この 二人の 奇体な 取合せ に、 朝早く さく 

山の 町へ 用た しに 出る 百姓な どが 驚いて 道 をよ けて い 

る。 

「先生！ 先生 はいつ 江戸 をお たちに なつたん で？ 

たいそう おみ 足が 早う ございますな」 

「はは はは、 お前が 松 島に 向かった と 聞いて な、 わし 

も 急に 思い立って 出て 来たの だ。 足の 早 いのは 貴様 こ 

ひきゃく 

そ、 親 は 飛脚で でもあった かな？」 


「かなわね え や 先生に ゃァ」 

なんとか ほどよく ばつ を 合わせて 歩きながら  。 

つづみの 与の 公、 心中 ひそかに 思えら く。 

これ はなん といっても 相手が 悪い。 今 ここで 下手に 

あがこう ものなら、 かえ つ て だに のように 食い つきと 

おして、 いっそう おもしろくない ことにな ろうから、 

いいかげんに あしらって おいて、 奥州 本街道から 横に 

はずれて 相 馬へ 出ようと する 福 島の 町で でも 器用に ず 

らか つ て やる ことにしようと。 

泰 軒は泰 軒で また 胸に 一物 を 蔵して いる。 本 所の 鈴 

川 方から 誰かが 中 村 へ 援軍 を 呼びに 旅立 つたと 聞いて 


その 使者と は 何者だろう？ それによ つて こっち も大 

いに 出かた が あると 内心い きおい こんで 追い ついて み 

ると あに はからん や、 対等の 役者と して 太刀打ち もで 

きない つづみの 与の 公 だから、 泰軒は いささか 失望の 

感 だった。 こんな 者 をと つちめ たと ころで、 張り 殺し 

て みたところで つまらない。 相手に する さえい さぎよ 

しと しないので、 それならば むしろ いっしょに 相 馬 中 

村まで 与吉を 見と どけて、 かれが 何十 人 かの 剣 団を案 

内して 江戸へ 戻る 途中 を 擁し、 ひさかた 振りに 根限り 

しびと 

腕 を ふるって 一 大 修羅場に 死人の 山 を 築いて くれよう 

—— こういう 気 だから 表面 はしごく のんき だ。 


これ、 与吉、 この 徳利へ 酒 をつ めて 参れ。 

これ、 与吉、 ついでに 金 を たてかえ ておけ。 

これ、 与吉、 坂道で くたびれ たから 背後から 押して 

くれ。 コレ 与吉、 コ レ与吉 と、 泰軒 先生 さかんに 与の 

公 を 使いた てる。 与の 公 もい ま 先生 を 怒らしち ゃァ厄 

介 だと 思う から 何 ごと もへ ィコラ これ 命に 従つ ている 

うちに。 

大田原 II 大田原 飛驛守 城下。 一 万 一 千 四百 石。 

はリま 

白 河の 関 —— 阿部 播磨守 城下。 十万 石。 

二 本 松 II 丹 羽 左 京 太夫 殿。 十万 七 百 石。 

このところ 江戸より 六十 六 里な リ。 


…… で、 これから あと 四つの 宿場で 福 島へ 着く とい 

う、 その 二 本 松の 町へ はいった のが、 江戸 を 発足して 

から 八日 目の 夕 ぐれだった。 

両側に 並ぶ 宿屋 を 物色しながら ふと 気がつく と、 今 

まで そば を 歩いて いた 泰軒 先生の 姿が 見えない！ 

つづみの 与吉、 しめた ッ！ とば かりにい きなり 眼 

の 前の 柳屋と 行燈を あげた はたごへ 飛び こんだ。 

「いらっしゃ いまし —— お 早い お着きで ございます」 

二、 三人の 婢が 黄色い声 を 合わせる。 

二 本 松の 町。 


しょ こくりよ じんや ど 

諸国 旅人 宿、 やなぎ 屋の おもて 二階。 

す. 19 き 

いま 洗足 をと つて あがって 来た つづみの 与吉、 うす 

暗い 一 間へ 通されての つけから ケチ をつ けて かかる。 

口の 悪 いのは 江戸つ 児の 相場 …… それが こうして 旅 

へ 出て いるの だから、 何 かにつ け ひとこと わるくち を 

い わなければ 腹の虫が 納まらな い という 役得 根性 も 手 

伝い、 泰軒 先生 をた くみに 振りお とした 気で いる 与の 

公 は、 もうす つかりい い 気 もちに なって、 

「チ ッ！ こんなし みつたれ た 部屋し かねえ のか。 馬 

鹿に してや がら」 

と、 ジロジ 口と そこら を 見 まわして すわろう ともし 


ない。 案内して 来た 女中 も 心得た もので、 

「もっと 宿料 を 奮発な されば、 あっちに いくら もい い 

お 座敷が あいてお ります よ」 

これに は 与吉、 ギヤ フンと 参って、 

「そり やそうだろう。 そうな くち ゃァ かなわね えと こ 

ろ だ —— 人間 万事 金の 世の中って ナ、 ァハ ハハ」 

どうも 与の 公と きたら うるさい 野郎で、 四六時中 

しゃべって いなければ 気の すまない ところへ、 今 は、 

泰軒 という 苦しい 厄介が なくなつ たの だから、 ひとし 

お 上機嫌に 口が多い。 

飯 か 湯 かどつ ち を 先に するとき かれて、 湯へ はいり 


ながら 飯 を 食いて え …… などと 勝手な こと をし やべ り 

散らす ので、 女 も あきれて 降リ ていって しまう。 

あとで 与吉 が、 宿の 丹前に 着かえ て、 力を入れても 

たれ かかる とひと たまり もな く 折れそう な、 名ば かり 

の 二階 縁の 欄干に もたれて 下の 往来 をの ぞくと。 

のぼ  くだ 

うら 淋しい ながらに、 ちょうど 上り下りの 旅の 人が 

あわてて 宿 をと る 刻限と て、 客引きの 声 も かしましく 

この 奥州 街道に 沿う 町に もさす がに 夕 ぐれ は あわた だ 

ソ ヽ o 

し レ 

のき 

よごれた 白壁。 檐の 低い 瓦屋根の つづき。 取り こむ 

のれん 

の を 忘れた、 色の さめた 町家の 暖簾、 灯のに じむ 油 障 


子。 馬糞に 石ころ …… 何 を ひさぐ 店 か、 和 田屋と 筆太 

に 塗った ここらでの 老舗ら しい 間口の 広い 家 —— そう 

ぶぜん 

いった ものが、 迫りく る 暮色の なかに 雑然 蕪 然と 押し 

並んで、 立 枯れの 雑木ば やし を 見る ような、 まことに 

骨 さむい 景色 …… 。 

投入れ の ひからび ている 間の 宿。 

与吉 が、 柄に もな くこん な 句 を 思い出して いささか 

ちょうぜん 

悵 然としながら、 あの 乞食 先生 はどうしたろう？ 

さぞ 今，、 h ろ は 泡 を くら つ て Y  J の 与吉を 探して いるに 違 

えね え、 ざま ァ 見ろ！ と 心中に 快哉 を 叫んだ 時、 廊 

下に 面した 障子が 開いて 人が はいつ て 来た。 


「恐れ入り ますが、 お 一方お 相宿 を 願います」 という 

番頭の 挨拶に ギヨ ッ！ とした 与吉が 振り向いて みる 

と、 越後の 毒消し 売りが ひとり 荷 を 抱えて 割り込んで 

来て いる。 

おんな 

これで 与吉 はすこし 気を悪くし たが、 それでも、 婢 

が晚 めし を 運んで 来て 給仕 をす る。 

一 姐さん、 この辺に 飯 盛 はいね えの かえ」 

「御飯なら わたしが 盛 つ てあげ ますよ」 

「ちょ ッ！ この 飯 じゃァ ねえ や。 こう ッと、 草 餅よ。 

はは はは、 くさもち は、 どうで ェ？， - 

「くさもち はありません が、 かき 餅が 名物で ござんす」 


「笑わ かしゃが らァ！ 草 もちの かわりに かき 餅と く 

リゃぁ 世話 ァ ねえ。 につ ぼん 語の 通じね えと ころ だか 

ら 情けね え —— それなら 姐 や、 なんだ ぜ、 今夜 忍んで 

行く ぜ オイ。 え？ いいだろう？」 

「あれ！ 知りません よ」 

「なに、 知らね え ことがある もの か。 お前み てえ な 

ベ つ びん は 江戸に も 珍しい」 

「ホ ホホ、 それほど でも ござんすまい  そんな 殺し 

ひと 

文句 をまい て 歩く と、 あの 女が ただ はおき ません よ」 

「何 を 言 やんで え！」 

などと 与吉 一 流の 無駄口 をた たきながら 飯 をす まし 


て、 一 風呂 ザ アツと 流して くるから と 按摩 を 頼み、 手 

拭 をぶ ら さげて 突つ か け 草履、 与吉が 廊下へ 出た とこ 

ろへ、 どこの 部屋から か あまり 粋と はいえない 三味線 

の 音 …… 。 

あさ じ  はら  かリ 

しぐれ 降る 浅茅ケ 原の 夕 ぐれに 二 こえ 三 声 雁が ね 

の、 便り 待つ 身の 憂き つら さ —— 。 

と 来たと きに、 お節介な 与の 公、 耳 をお さえて、 

「よしや ァ がれ ッ！」 

と、 どなりながら、 暗い 裏 梯子 を龃 けおりる と、 と つ 

つきが 風呂場に なって いて、 ガヤ ガヤと 人声が こもつ 

ている。 


男女 混浴 …… 国贞 画く とまで はいかな いが、 それで 

らぎ よう  ぼさつ 

も 裸 形の 菩薩が 思い 思 い の 姿態 をく ねらせて いるの が、 

もうもうたる 湯気 をと おして 見える から、 与吉 はもう 

大 よろこび。 

「あらよ ゥッ！ みなさん、 ごめんね え！」 

と、 精々 いなせに 飛び こんで ゆく と！ 聞き覚えの 

ある 謡曲の 声と ともに、 よもぎの ような 惣 髪の あたま 

がー つ、 せまい 湯船の 隅に うだって いる。 

はッ！ と 思う と 与の 公、 ちょいと 身体 を 濡らした 

だけで、 そのまま 女た ちの あいだ を こっそり 抜け出て 

来ようと したが、 すでに 遅かった。 


「はつ はッ はつ は、 待って おった ぞ ！」 

と 割れつ 返る ような 大声と いっしょに、 泰軒 先生が 

ヌッと 湯の 中に 立ち あがった から、 与吉は 妙な 恰好に 

流し場に しゃがんで、 

「おや！ 先生で ございま すか。 どうなさい ました か 

と、 じつは 御 心配 申し あげてお りました よ。 でも まあ 

よく 御 無事で、 ェ へへ へ …… 」 

「ひさしく 会わん ような 挨拶 だナ」 

「いえね、 全く。 さっき この 柳屋の 前の 往来で ひよ い 

と 気がつくて えと、 先生のお 姿が かき 消す ように ドロ 

ンで げしょう？ あっし ゃァ  」 


「しすましたり 奂と此 家へ 飛び こんだ ので あろうが、 

ドッ コィ！ そうは 問屋が おろさん。 貴様 もこ こへ は 

いる だろうと 思って、 おれ は 一足先に あがった の だ」 

「どうも 質の よくね え わるさ をなさい ますよ。 びつ く 

りする じ や ございま せんか」 

「ビック リ ではない。 がっかりであろう。 とにかく、 

ざっと 暖まったら あがって 来て、 背中 を 流して くれ」 

「あい。 ようがす」 

と は 答えた ものの 入って 来た 時の 元気 は どこへ やら、 

与吉 はがら りと しょげ 返って、 白く 濁った 湯に 首 を 浮 

かべて 一渡り そこら を 眺め まわした けれど、 眼に はい 


る 雪の 肌 もい つ こうに こころ 楽しくない。 

奥と 入口に 魚油の 灯が とろとろと 燃えて、 老若男女 

の 五百羅漢。 

し ま  た ぼ 

仕舞い 湯の せいか 女が 多い。 立て膝して 髫を なでつ 

ける 婀娜 女、 隅つ この 羽目板へ へばりつ いている 娘、 

小 桶 を 占領して 七つ 道具 を 並べ立てた 大年増、 ちょつ 

すき 

との 隙に はいだ して 洗い粉 を なめてい る 赤ん坊、 それ 

を 見つけて 叱る 母親、 いやもう 大変な さわぎ。 

暄々 囂々 として 湯気と ともに 立ち あがる 甲高い 声々 

せじ ゆ  きょくせんび 

…… その 間 を 世辞 湯の やりとり、 足 を 拭く 曲線美 —— 

与吉 がいい 気 もちに 顎 を 湯に ひたして ャニ さがって い 


ると， 

「ァァ これこれ 与吉、 ゆで あがらん うちに 出て 来て 流 

せ」 

はじまった！ 仕方がな いから 三助 よろしくの 体で、 

大きな 背中 を 一 ，- しごし こ すり 出す と、 

かゆ 

「そんな ことで はくす ぐるよう で 痒くて ならん、 もつ 

と 力を入れて！ もっと！ もっと！」 

与 吉は真 赤に りきんで フ ゥフゥ 言って いるが、 泰軒 

はすこし も 感じない と 見えて しきりに 強く 強く とうな 

がす。 おかげで 与吉 はふら ふらに なって しまったの は 

いいが、 いかにも 乞食 先生の 下男の ようで、 なみいる 


女 客の 手 まえ 男 を さげた ことおび ただしい。 

しかも、 ようよう 流しが すんだ かと 思う と、 ァァこ 

れ これ 与吉、 湯 を 汲んで 参れ、 ァァ これこれ 与吉、 脚 

を もんでくれ、 ァァ これこれ 与吉 …… 与吉 がいくつ 

あっても たりない 始末。 

しゃめん 

泰軒 先生が さきに あがる と、 やっとの ことで 赦免に 

なった 与吉、 疲れ をい やすど ころ か、 かえって ク タク 

タ にくた びれ きって 部屋へ 戻った が！ 

先生 は 階下の 裏 座敷。 

それに、 相部屋の 毒消し 売り はぐつ すり 寝 こんでい 

るよう すだから まず 怪しまれる 心配 はない と、 急に 思 


い 立って 湯の 香の さめぬ 身体 を 旅 仕度に かため、 ひど 

い 奴で、 往 きがけ の 駄賃に 毒消し 売りの 煙草入れ を 腰 

に、 ころんで もた だは 起きない つづみの 兄ィ、 今夜の 

ねこち よう 

うちに 二 本 松、 八 町 目、 若宮、 根子 町の 四 宿 を 突破し 

て、 朝に は、 福 島から いよいよ 相 馬 街道へ 折れる つも 

り —— 用意 万端と とのえ て、 そっと 部屋 を 忍び 出よう 

として いると ころ へ、 

「今晩は、 按摩の 御用 はこ ちらで ございま すか、 おそ 

くな つ て 相す みません」 

宵の口に 言いつけ ておいた あんまが 来たので、 その 

声に、 ねて いる 毒消し 売りが ムニ ャム ニヤ 動き 出す。 


あわてた 与吉、 とっさに 端の 障子 を 滑らして 廊下に 

出る とに わか 盲目と みえて、 勘が 悪く、 まだなん とか 

言つ ている の をう しろに 聞きながら もとより 宿賃 は 踏 

み 倒し、 そのまま 軒 づたいに 裏へ 飛びお りて ほっと 安 

ひ！ 

泰軒 先生 は 委細 御存じな く、 白河夜船の 最中ら しい。 

こんどと いう こんど こそ は、 ものの 見事に まいて 

やった ぞ …… 。 

思わず 会心の 笑みと ともに 歩き 出した 与吉、 振り 

返って 見る と、 宿の 洩れ 灯に 屋号の 柳の 枝葉が 映えて、 

湯 上りの 頰に 夜風が こころよい。 


寂然たる 天地の あいだ を 福 島の 城下まで 五 里 十七 丁。 

飯 野 山の 峰 はずれに 月 は 低く、 星の 降る ような 夜 

だった。 

けつびつ ちょう 

血 筆 帳 

堀の 水 は、 松の 影 を 宿して 暗く 静まり、 塗りつぶし 

やみ  きっこう 

たような 闇黒の なかに、 ほの 白い 石垣が 亀甲に つづい 

て 大浪の ごとく 起伏す る 木立ちの むこうに、 天守閣の 

屋根が 夜空 を つ いて 望見され る。 

刻 を しらせる 拍子木の 音が、 遠く 余韻 を ひいて 城内 


に 渡つ ていた。 

とざま  は 

外様 六 万 石と して 北東の 海辺に 覇を 唱える 

そう まだ いぜんの すけ  とうちて つ ぺ き 

相 馬 大膳亮 殿の 湯 池 鉄壁、 中 村 城の そと 構えで ある。 

しんこうし もりんれ つ 

寒 星、 風に またたいて、 深更 霜 凜烈。 

町家、 城 中と もに 眠りに ついて、 まっくらな 静けさ 

が 限りなく 押し ひろが つてい る …… 。 

と！ 

みずどり 

なんに 驚いて か、 寝て いた 水禽が 低く 飛び立って バ 

ザと 水面 を 打った 時  大手の 並木 みちを 蹣跚 うよ 

うに 駆け抜け てきて、 そのまま タ タタ！ と 二足 三 あ 

し 上げ 橋の 板 を 鳴らして お 城の なかへ 踏み こもうと し 


た 人影が ひとつ。 

見 とがめた 番士 数名。 たちまち ばらばら ッと 躍り 出 

て 六尺 棒 を 又の 字に 組み、 橋の 中央に ビタリと これ を 

おさえて しまう。 安房 は 貝 淵、 林駿河 守の 案 技に なり、 

かいぶ ちリ ゆう  もくず がら 

貝 淵 流 の 棒 使い 海蘊 絡めの 一 手 —— 。 

なに やつ 

「何奴 ッ— …… 無礼者 ッ！ さがれ ッ！」 

鋭い 声ながら、 夜 ふけの あたり を はばかって 低い の 

がかえ つて ものすごく ひびいた。 

「へ！」 

と 答える ともなく、 押し戻される 拍子に ベタリと そ 

の 場へ 膝 を ついた 件 の 男 …… つづみの 与吉 はだら し 


なく 肩 息の ありさま だ つ た。 

むり もない。 

ゆうべ 夜中に 二 本 松で 泰軒 先生に 置いて け ぼり を 食 

わせてから、 五 里の 山道 を ひた 走りに 明け方に は 福 島 

ふなち 

に 出て、 そこから 東へ 切れて 舟 地の 町で 三春 川 を 渡り、 

つづらおり  てつち 

九十 九折の 相 馬 街道 を 無我夢中 のうちに 四 里 半、 手 土 

一 万 石 立 花 出 雲 守の 城下 を 過ぎ、 ふたたび 夜の 山 坂 を 

五 里 半 …… いのちがけに 走りと おして、 今よう ようこ 

の 相 馬 中 村へ 到着した ところ だから、 さすがの 与の 公、 

洗濯物 をし ぼ つ て 叩きつ けたよう にぐ つ たりと な つ て 

いる わけ。 


一昼夜、 飲まず 食わずに 険路 十五 里 —— それと いう 

の も、 左 膳の 用命 を 大事に と 思うよ リ は与吉 として は 

正直、 泰軒 先生が こわい からで —— 0 

ところが、 何度 ふり 返っても 先生 は 影 も 形 も 見えな 

かった。 

しかし 柳屋の 一 件で 見ても わかる とおり、 どこ を ど 

う 先 まわりして、 いつ ひょっこり 眼前へ 現れない もの 

でもない と、 与吉 は、 問屋 場のお 休み 処を 横目に にら 

やせず ね 

んで、 ひたすら 痩 脛 を カツとば して 来たの だが、 や は 

り 泰軒は 与吉の 脱出 を 知らずに、 柳 屋の裏 座敷で 大ぃ 

びき を か い ていた ものと みえ、 とうとう 与吉が この 中 


村に 着く まで、 泰 軒のに おい もしなかった のだった。 

りっぱに あの 羽が い 締め をの がれ 得た。 

ああ 見えても この つづみに かかつ ちゃ ァ 甘え もんだ 

と、 与吉 はいつ そう 足 を 早めて、 見えぬ 泰 軒に 追われ 

るよう に 絶えず 小 走り を つづけて 来たの だ。 

で、 今。 

はね 橋の 真ん中に ガッ タリ 手 をつ いた 与吉。 

「水 …… おなさけ、 水 を …… ！ え、 江戸の、 タ、 丹 

下 左 膳 様から お使いに 参った もので ござります。 ど、 

どうぞ 水 を い つ ぱい …… 」 

と 聞いて、 びっくり 顔 を 見合わせ たの は番士 達。 


仔細 は 知らぬ が、 出奔した 丹 下 左 膳が 立ち 帰って 

参ったなら 門 切れで あろうと 苦し ゆうない、 ただちに 

手厚く 番所へ 招じ入れて 上申す るよう にと、 ふだん 組 

頭から 厳命され ている その 丹 下の 急使と いうので 〔# 

「というので」 は 底本で は 「とういので 匕、 一同、 与 吉を城 

内へ 許して おいて、 すぐ ひとりが、 何人もの 口 を 通し 

て 宿直の 重役へ 伝達す る。 

そば 

重役から 茶坊主、 坊主から お 側 小姓と 順 を ふんで、 

それ か ら 国主 大膳亮 の 耳へ —— 。 

早速 これへ！ 

となって、 城内に 時なら ぬ 人の 動き。 


とりあえず 焚き火 を あたえられて 暖 をと つていた つ 

づ みの 与吉、 旅 仕度の まんまでお 呼び出しに 預かり、 

火焰 をう つして 樹影 あざやか なお 庭 を、 案内の 近侍に 

ついて 縫って ゆく と、 繁 みあり、 池 水 あり、 数奇 結構 

きん リ せんどう 

を こらして さながら 禁裡 仙 洞 へ 迷い こんだ おもむき。 

夢の ような 夜景 色と いおうか …… ぼんやりした 与の 

公が、 キヨ トキ ョト あちこち 見 まわしながら、 と ある 

植え こみから 急に 広い 芝生へ 出た ときだった。 

さきに 立つ 若侍が しい ッ！ と 声をかけ たので、 あ 

わて て 頭 を さげた 与吉、 気がついて みると、 遙か 向う 

のお 縁側に くっきりと 明るい 灯が うかんで、 二、 三の 


人影が 豆 のよう に 小さく 並んで 見える。 

まだよ ほど 遠い が、 それでも ここから 摺り足に 移つ 

た。 

骨 を 刺す 寒夜に にわかの 謁見だった。 

縁ち かく 敷居ぎ わに、 厚い 夜の 物 を 高々 とのべ させ 

顎 を 枕に 支え て 腹 這 いに なって いる 国主 大膳亮 は、 う 

かんぺき 

ち 見たところ 五十 前後の、 でつ ぷり 肥った 癇癖ら しい 

中老 人で ある。 

広い 頭部、 大きな 眼 …… 絶えず 口 尻をヒ クヒク させ 

て、 もの をい うたび に 顔 ぜんたいが 横に ひきつる。 


大きな 茶筅 髪を緋 の 糸で 巻いた ところな ど、 さすが 

に 有名な 変物 だけあって、 白 絹の 寝巻の 袖ぐ ち を 指先 

へ 巻いて、 しきりに 耳垢 を 擦りと つて はふつ と 吹いて 

いる。 

が、 眼 は、 射る ように 近づいて 来る 与吉に 注がれて 

いた。 

こうこう  きんでい  ふ すま 

燭台の 光が 煌々 とかが やき 渡って、 金泥の 襖に 何 

かしら 古 の 物語め いた 百 八つの 影 を 躍らせて いるの 

だった。 

剣 怪丹下 左 膳の 主君、 乾坤 二 刀の 巴 渦 を 巻き起こ 

しゅうけん きょうあい  だい ぜんの すけ 

した そもそもの 因た る 蒐剣狂 愛 の 相 馬 大膳亮 が、 


この 深夜に、 寝床の 中から つづみの 与吉に 対面 を 許し 

て、 左 膳の 秘使を 聞きと リ、 それに 応じて さっそく 対 

策 を 講じようと している ところ …… 。 

江戸 へ 出て 以来 無音の 左 膳から 突如 急使が 到着した 

しとね 

と 聞いて 何事？ とすぐ さま 端近く 褥を 移させた の 

だが、 どうせ 代人が 手 ぶら でく る 以上、 大した 吉報で 

ない のに 相違ない と、 こうして 与吉を 待つ あいだ も、 

癇癩 もちの 大 膳亮、 ひと りさかん にいら いらして 続 

け ざまに 舌打ち  0 

まえ はいち めんの 広 庭。 

遠くから この 寝間の 光が 小さく 四角に 浮き出で、 灯 


の はいった 箱船の ように 見えた 時、 与吉 はいよ いよお 

殿様へ お 眼 通り だナと 胸が ド キンと したが、 な あにた 

かが 田舎 大名、 恐れる こた ァ ねえ やな … … こう 空元気 

をつ けて、 申し あぐべき ことづけ を 口の 中で 繰り返し 

きくき ゆうじょ 

ながら、 飛石 を 避けて 鞠躬 如、 ソロ リ ソロ リと 御前へ 

進んで、 ここ いらと 思う と、 はるか 彼方に ぴたりと 平 

伏しようと すると、 

「チ ッ、 近う！ ち、 近う、 ま、 参れ ッ！」 

と、 どなりつけ るよう なお 声が かリ。 

大膳亮 はいう。 

「タタ タタ タタ タツ …… たッ、 たたた ッ丹下 左 膳 力、 


から、 ッ、 つ —— ッ、 使いに 来たと いうの は、 そ、 そ 

の ほうか ッ …… 」 

「さ、 さようで ごぜえ ます」 

思わず 釣り こまれて どもった 与 吉はッ として 眼 を あ 

げたと たん、 大柄な 殿様の 顔が、 愛い やっとで も 言う 

ように 二 ッ コリー 笑した の を 見た。 

さ じ 

こいつ あ 江戸 張りに 生地で ぶっかつ て ゆく に 限る I 

I 与吉は 早く も 要領 をつ かんだ。 

あた J 

同時に、 大膳亮 が 四辺 を 見 まわして、 

「モ、 者 ども、 密談 じ や！ 密談 じ や！ 遠慮せ い、 

遠慮！」 


わめ 

やつぎ 早に 喚きた てると、 暗くて 見えなかった が、 

左右の 廊下に いながれ ていたお 側 用人、 国 家老 を はじ 

め 室内の 小姓まで、 音 ひとった てず 消える ように ひき 

と つ て 行く。 

与吉 をうな がして、 縁の 直下まで つれていつ ておい 

て 案内の 若侍 も 倉皇と 退出した。 

後に ま。 

相 馬 大膳亮 と つづみの 与の 公、 水入らずの 差し 向い 

である。 大膳亮 は 蒲団から 首 だけ 出して、 与吉 は、 下 

の 地面に へ い 突く ばって。 

珍奇な 会 談は、 まず 大膳亮 から 口 を きられた。 


「ここ こ、 これ、 タツ タツ 丹 下 ：.：. は 無事 か」 

「お 初にお 眼に かかり やす。 ェ、 手前 こと は 江戸 は 浅 

草花 川 戸、 じゃァ なかった、 その、 駒 形の つづみの 与 

吉 —— ッ てより 皆さんが 与の 公 与の 公と おつ しゃ つ て 

かわいがって くださいまして …… 」 

「だッ 、黙れ、 黙れ！ ダダ 、誰が 貴様の 名 をき いた？」 

「へい」 

「タタ タタ、 丹 下 は 無事 かッと 申す に」 

「へえ。 されば で ござり まする。 どうもお 殿様の 前で 

げすが、 あの方 ぐれえ 御 無事な 人 もちよい と ございま 

せんで、 へい 〔# 「ございませんで、 へ い」 は 底本で は 「ご 


ざいませんで、 へい」〕」 

r ナ、 何 を 言う のか。 き、 貴様の 言語 は 余に はよ く 通 

ぜん」 

「なにしろ、 やっとう の ほうが あのお 腕前で ござ いま 

しょう？ 江戸 中の 剣術 使いが 一時に かかった つて 丹 

下様に は 太刀打ち できねえ という、 いえ、 こり ゃァま 

あ、 こち とら 仲間の 評判なん で …… お 殿様 もお 眼が 高 

え や、 なんてね、 しょっちゅうお 噂 申し あげてお リま 

すで ございま すよ、 お 噂 を、 へへ へへ 失礼ながら」 

何が どうしてなん とやら —— 自分で もい つ さい 夢中 

せんど 

で 、 ただもう - j ， j を 先途と ベ ら ベ らしゃ ベ りた てて い 


る 与吉を 大膳亮 は、 いささか あきれて のぞきこ みなが 

ら、 

「キ キ、 貴様、 気が ふれた か」 

と 言い かけた が、 寒がりの 大 膳亮、 夜風 を 襟元へ う 

くしゃみ 

けて、 すばらしく、 大きな 嚏 を 一 つ  ハック シャ 

ン！ 

これに 驚いて 与の 公、 きょ とんと している。 

そのうちに だんだん 落ち着い てきた 与吉 が、 ます ま 

す 縁の 真下へ にじり 寄って、 丹 下 左 膳から いいつかつ 

て 来た こと を、 思い出し 思い出し 申し あげる と！ 

黙って 聞いて いた 相馬大 膳亮、 大柄な 顔が 見る みる 


ひき 歪んで、 カツと 両眼 を 見 ひらいた ばかり、 せきこ 

んで 来る と 口が きけ ない らしく やたらに 鼻の 下 を もぐ 

もぐさせ て 床から 乗り出して 来た。 

その 半面に、 明りが 奇怪に うつろう。 

—— 関の 孫 六 夜泣きの かたな …… 乾 雲 丸と 坤竜 丸。 

丹 下 左 膳が、 昨年 あけぼのの 里なる 小 野 塚 鉄 斎、 

しんべ ん むそう リ ゆう 

神変 夢想 流の 道場 を 破って、 巧みに 大の乾 雲 丸 を 持ち 

ふくめん 

出した ことから、 その後の いきさつ、 覆面 火事 装束の 

一 団の 出現、 坤 竜の 誠訪栄 三郎に 蒲生泰 軒と いう 思わ 

ぬ 助けが ついていて、 おまけに 左 膳が 顎 を 預けて いる 

本 所の 旗本 鈴 川 源 十郎が あんまり 頼みに ならない ため 


に 諸事 意 の ごとく 運ばず、 乾 雲 は 依然として 左 膳の 手 

ふう うんきゅう 

にある ものの、 いまだに 二 剣と ころ を 別して 風雲 急 

を 告げ、 左 膳 は 今 どっち かとい うと、 苦境に おちいつ 

ている かたち …… これらの 件 を 細大 洩らさず、 順序 も 

なしに 与吉 は、 じぶんの ことばで ベ ラベ ラと 弁じ あげ 

たのち、 ェ ヘン！ とちよ つと あらたまって、 

「さてお 殿様 …… そこで、 丹 下さ まが この 与の 公に 

おっしゃ るに は。 なァ 与の 公、 ここ はいって えどう し 

たもの だろう？ 汝 ならなん とする？ と^.、 こう 御 

相談に 預かりました から、 与の 公 もない 智恵 をし ぼり 

あげて 申し入れ ましたんで —— そり ゃァ丹 下様 ッ、 て 


あっし や 言い ましたよ。 へえ、 そり や 丹 下さ ま、 かく 

かく かように なさい ませ。 お 郷里 もとの こちらへ 援兵 

を 願って …… うん！ 名案！ それが いい！ と、 丹 

下さ まァ わかりが 早え や。 うん、 それ あいい。 が、 そ 

の 使者に は 〔# 「使者に は」 は 底本で は 「使者に わ 匕 誰が 

参る？ ッ てこと になり やして、 つづみの 与吉 がお 役 

に 立ちますならば 願つ て もない 幸いと わたしが こう 

反つ くリ 返り ましてね、 この 胸 を ぼんと 一 つ 叩き まし 

たと ころが、 おお！ それで は 与吉、 貴様が 行って く 

れ るか。 なんの 左 膳 さま、 一度 つづみが おひき 受けし 

ましたう えから は、 たとえ 火の なか 水の 中、 よしや こ 


の 身 は 粉に なろうと もま ァ あんた は 大船に 乗った 気で 

—— おお、 そんなら 与吉 頼んだ よ。 あいよう がす …… 

なァん てね、 へえ、 それで その、 私が 奥州 街道 を 一 

ちくさん 

目 散 …… ァァ くたびれた」 

「  」 

「ところがお 殿様、 ここに ふしぎと もなん とも 言いよ 

うのね えこと にや ァ、 その 泰軒 という 乞食 先生が ね、 

どうして あっしの 中 村 行き を かぎつけ たもの か、 それ 

を 考える と、 与吉 もとん と 勘考が つかねえん だが、 ゥ 

へ エツ！ ぶら りと 小金 井に 来て いやして ねえ、 それ 

から ズゥッ ととんだ お 荷物の しょ いづめで ございまし 


たよ、 いえ、 全く」 

「が、 だ。 御 安心な せえ、 お 殿様、 あっし も 駒 形の 与 

吉 でございます。 この 先の 二 本 松の 宿で ね、 きれいに 

まいて やり ましたよ。 その 時 も あなた、 わたしが お 風 

呂へ 行った とお 思いく ださい まし …… する て えと 驚き 

ましたね、 お 殿様の めえ だが 裸体の 女が、 ゥ ヨウ ョし 

て やが る、 その 真ん中に 今の 泰軒 てえ 乞食 野郎が、 す 

まァ して へえつ てる じゃあ ございま せんか」 

「  」 

「ま、 与吉も 骨折り 甲斐が ございました。 へえ、 こう 


申しち やなんで すが、 左 膳 さまが おっしゃ るに は、 礼 

のと ころ は 必ず 見て やる、 てんで ネ、 な あに、 お礼な 

んか 受ける 筋合いでも なけり や あ、 また それほど のこ 

とで も ございませんで、 へへ へへ へ へ 大笑いで ござい 

ましたよ」 

与吉が 舌に 油 を くれて 何 を 言っても、 大膳亮 はうな 

る だけで、 今まで 岩の ように 黙りこくって いたが。 

情が 迫る と 咽喉に つかえて 言葉 の 出ない 大膳亮 は、 

きょうかく 

この 時よう よう 与吉の もたらした 驚愕 と 不安から 脱 

しきれた もの か、 血走った 眼 を 急に グリグリ させて 乗 


るよう にきき 返した。 

「ソ、 それで、 タ、 丹 下 は、 助 剣の 人数が ほしいと 言 

うの だな？」 

「へえ。 腕つ こきのと ころ を 束で お願い 申した いん 

で」 

「キ キキ 貴様が、 あ …… 案内して 江戸へ 戻る というの 

か」 

「はい。 さようで」 

「、つ、 つ —— いつ、 いつ、 たつ？」 

「へ、 そり ゃァ もう 明朝 早くに でも 発足いた します。 

丹 下様が お待ちで すし、 それに この 際 一刻 を 争います 


から …… 」 

「ゥ ム！」 と 強く うなずいた 大 膳亮、 同時に 鋭い 眼光 

を 左右へ くば つ て、 

「こ、 これ！ たたた ッ誰そ ある！」 

相 馬 藩 中 村の 城下 はずれに、 月輪 一 刀 流の 鋭 風 を 

もって 近国の 剣界に 君臨して いる 月輪 軍 之 助の 道場へ、 

深夜、 城主の 定紋 をお いた 提灯が 矢の ように 飛んだ。 

軍 之 助へ、 お 城から 急のお 召し。 

何 ごとであろう？  と、 とる もの もとり あえず 衣 

服 を あらためた 剣 精 軍 之 助 は、 迎えの 駕籠に 揺られて 

ただちに 登 成 をす る。 


そして、 さっそく 御 寝の 間へ 通されて みると。 

国主 大膳亮 はこの 夜更けに ね もやらず、 夜着 を はね 

もくねん 

て 黙然と 端座した まま 瞑想に ふけっている ようす、 つ 

づ み の 与吉 はすで に、 ねんごろに 下 部屋 へ さげら れ て 

休養した あとだった …… 。 

その 夜、 大膳亮 は 月輪 軍 之 助に いかなると ころまで 

打ち明け、 しかして 何 を 下命した か。 

とつとつ 

偏執 果断の 大主大 膳亮、 吃々 としてこう いった だけ 

である。 

「ヒ、 人殺しの 好きな 者 を、 さ、 さ、 三十 人 ほど つれ 

て 江戸へ くだって はくれ ぬかの？ 仔細 はいけば わか 


る。 ァ、 あの、 タツ、 たたた ッ丹 下、 舟 下 左 膳の 助太刀 

じ や。 余から 頼む、 おもてだって 城内の もの を やられ 

ん筋じ や。 で、 ココ、 ここ は、 ど、 どうしても 軍 之 助、 

で まく 

ソ、 そちの 出 幕 じ や。 シ、 真剣の 場 を 踏んだ、 ク、 クッ 

屈強な 奴 ばら を そちの 眼で 選んで ナ、 迎えが 来て おる 

で、 その 者と ともに 三十 名、 夜 あけ を 待って 早々 江戸 

へ 向かっても らいたい のじ や。 よい か 〔# 「もらいた 

いの じ や。 よい か」 は 底本で は 「もらいたい のじ や。 

しょういん 

よい か」〕、 しかと 承引した な」 

さつ けん 

「殺 剣 衆に すぐれし 者の み を 三十 名。 はァ。 心得 まし 

て ござり まする、 问かは 存じ ませね ど、 かの 丹 下殿と 


はわた くし も 別懇の あいだがら …… 殿のお ことばが な 

くと も、 必要と あらば いつにても 助勢 を 繰り出すべき 

ところ  しかも、 お 眼に とまって わたくしどもへ 

ごまう せ 、-, 

御芳声 をいた だき、 軍 之 助 一門、 身に あまる 栄誉に 存 

じます る」 

「うむ。 デ、 では、 ヒ、 ひきとって 早く 手配 をいた す 

がよ い」 

「はは ッ！ わたくし はもと ょリ 門弟 中よりも 荒 剣の 

者 をす ぐり まして、 かならず 御意に 添い 奉る 考え、 殿、 

御 休 神め されます よう …… 」 

「ゥ ム、 たたた たッ たのもし きその 一言、 タ、 大 膳亮、 


チ、 近 ごろ 満足に 思う ぞ」 

できあ い 

—— いかに 刀剣に 対して 眼の ない 溺愛の 大膳亮 と は 

へ きゅう 

いえ、 もし 彼が、 この 北境 僻邑に すら 今 その 名 を 轟か 

せて いる 江戸 南 町奉行の 大岡越 前が、 敵方 蒲生泰 軒と 

の 親交から 坤竜 丸の 側に それとなく 庇護と 便宜 を あた 

えてい ると 知ったなら、 大膳亮 といえ ども その 及ば ざ 

おの 

る を 覚り、 後難 を 恐れて、 ここらで さっぱりと 己が 

めいもう  もんもん 

迷妄 を 断ちき リ、 悶々 のうちに も 忘れよう とした こと 

どもえ 

であろうが、 この つるぎの ふた つ 巴 に 関連して、 大岡 

のおの 字 も 思い よらない 大膳亮 として は、 すでに 大の 

乾 雲 を 手に して、 いま はた だの 小の 坤竜 にいき 悩んで 


いるの みと 聞いて は、 二 剣 相 ひくと 言われて いる だけ 

に、 いま 手 を ひいて 諦める こと は、 かれの 集 癖の 一徹 

念が どうしても 許さなかった。 

生命が けで ほしい ものへ 今にも 手が 届きそう で、 そ 

こへ 思わぬ じゃまが はいった すがた …… 。 

阻まれれば 阻まれる ほど 燃えた つ のが 男女 恋情の つ 

ねなら ば、 夜泣きの 刀に ひた 向く 相 馬 大膳亮 のこ ころ 

は、 ちょうど それだった といわねば なるまい。 

じょうしん 

世の常 心 を もって 測る ことので きない、 それ は 

ら せつ  ぎょうよ くじ ごく 

羅剎 そのものの 凝 慾 地獄であった。 

かくまで も 刃に からんで トロ トロと ゆらめき 昇る 


業 炎 …… 燭台の 灯が 微かに なびく と、 大膳亮 は、 大熱 

を 病む 人の ごとくに うなされる のだった。 

「おお！ サさ左 膳 か —— デ、 でかした ぞ！ ソ その 

乾 雲 を 離すな！ 離すな！ 今に ナ、 グググ グ軍之 助 

とう そ つ 

が 援軍 を 率いて 参る から、 そち、 彼と ともに 統率して、 

キキキ 斬って 斬って、 斬り まくれ！ な あに、 かまわ 

ぬ！ 力 力 カツ 構わぬ …… うう む  なんと？ か、 

しょうぞく  と 

か、 火事 装束！ おのれ ッ何 やつ？ トトト 脱れ 

ふくめん  は 

覆面 を？ ゥヌ！ 覆面 を剝 がぬ かッ！ ッ ゥッ… 

—— 」 

そして。 


ともし 灯 低く、 白み わたる 部屋に こんこんと 再び 眠 

ひっきょう  む ま 

リに 沈んだ 大膳亮 —— 畢竟 これ はう つし 世の 夢魔、 

けんみ ぶつ あい 

生きな がらに 化した 剣 魅 物 愛の 鬼であった。 

明け ゆく 夜。 

城外い ずくに か 一 番 鶏の 声。 

やがて、 お 堀ば たの 老松に 朝日の 影が 踊ろうと いう 

ころお い。 

つ  つきのわ ぐんの すけ 

中 村の 町の 尽きる ところ、 月輪 一刀 流 月輪 軍 之 助の 

道場で は、 江戸へ つかわす ふしぎな 人選の 儀が 行なわ 

れ ている のだった。 

月輪 一 刀 流 …… と は。 


天 正文 禄の 世に。 

しもう さ  やましろの かみい えなお 

下 総 香 取 郡飯篠 村の 人、 山城 守 家 直 入道 長 威 斎、 剣 

法 中興の祖 として 天心 正伝 神道 流 と 号して いたが、 

この 家 直の 弟子に 諸 岡 一羽と いう 上手 あり、 常 陸え ど 

崎に 住んで 悪疾 を 病み、 根 岸 兎角、 岩間 小 熊、 土 子 泥 

之 助なる 三人の 高弟が 看病 をして いるう ちに、 根 岸 兎 

角 はみ とりに 倦き、 悪疾の 師ー 羽 を 捨て 武 州に 出で 芸 

師 となり、 自派を 称して 微塵 流と あらため 世に 行われ 

た。 

ところが。 

あとに 残 つ た 小 熊と 泥 之 助 は、 病師の 介抱 を 怠らず、 


一 羽が 死んでの ち、 兎角の ふるまい を もとより 快から 

ず 思って、 両人 力 を あわせ 一勝 負して 亡師の 鬱憤 を は 

ら そうと はかり、 ついに 北条 家の 検使を 受け、 江戸 両 

国 橋で 小 熊と 兎角 立ち会い、 小 熊、 根 岸 兎角 を 橋 上 か 

ら 川へ 押しお として 宿志 をと げた。 

根 岸 兎角 は、 師の諸 岡 一羽の もと を 逐電して、 はじ 

め 相 州 小 田 原に 出た の だが、 この 兎角、 伝うる ところ 

によれば、 丈 高く 髪 は 山伏の ごとく、 眼に 角 あり、 そ 

の ものすご いこと 氷刃の よう —— つねに 魔法 をつ かい、 

へんげ  ふしど 

人 呼んで 天狗の 変化と いい、 夜の 臥所 を 見た 者 はな 

かった。 


あたごやま  たろう ぼう 

愛宕山の 太 郎坊、 夜な夜な わが もとに 忍んで 極意 秘 

術 を 授ける といい 広め、 そこで 名 づけた のが この 

みじんり ゆう 

微塵 流。 

その後 江戸に 出て 大名、 小名に 弟子 多かった が、 三 

年た つて 諸 岡 一羽が 死ぬ と、 相弟子の 岩間 小 熊と 土 子 

泥 之 助、 兎角 を 討ちと るた めに 籤 を 引き、 小 熊が 当た つ 

て 江戸への ぼる。 泥 之 助 は 国に とどまり、 時日 を 移さ 

ず 鹿 島 明 神に 詣 でて 願書 一 札 を 献納した。 

ほう ビ ん 

敬白 願書 奉納 鹿 島大明 神宝 前、 右 心 ざしの おもむき 

ぼうれ い 

は、 それがし 土 子 泥 之 助 兵法の 師諸岡 一羽 亡霊 は 敵 討 

ちの 弟子 あり、 うんぬん …… 千に 一 つ 負く るに おいて 


は、 生きて 当社に 帰参し、 神前に て 腹 十文字にき リ、 

はらわた をく り 出し、 悪血 を もって 神 柱 を ことごと 

く 朱に そめ、 悪霊に なりて 未来永劫、 当社の 庭 を 草 野 

となし、 野 干の 栖と なすべし —— うんぬん。 

ぶんろ く  みずのとみ 

文 禄ニ年 癸 巳 九月 吉日 土 子 泥 之 助 …… という 

こわ も レごん 

まことに 不気味な 強 文 言。 

これが きいて 神明お それ をな し 霊験 ことのほか あら 

たかだった わけで も あるまい が、 両国 橋の 果し 合いで 

は 確かに 岩間 小 熊が 勝 つたの だけれ ど、 その 仕 合いの 

ぐんしょ 

模様に いたって は、 群 書お のおの 千差万別、 いま 真相 

をつ まびら かにす る 由 もない。 しかし、 これが 当時 評 


判の 大事 件だった こと は 疑いな く、 奉行のう ちに 加 

もくと  うひょうえの すけ  ひと 

わって 橋 詰から 目睹 していた 岩 沢 右兵衛 介と いう 仁の 

言に、 わが 近くに 高山 豊後 守なる 老士 ありし が、 この 

両人 を 見て、 いまだ 勝負な き 以前、 すわ 兎角 まけたり 

と 一 一声 申されし を 不審に おもい、 のち その 言葉 をたず 

ねし に、 豊後 守い いける は、 小 熊 右に 木刀 を 持ち 左手 

にて 頭 をな で 上げ、 いかに 兎角と 言葉 を かくる。 兎角、 

されば と 言いて 頰 ひげ をな でたり。 これにて 高下の 

しるし 

印 あらわれた リ。 そのうえ 兎角お 城に 向かいて 剣 を 

ふる。 いかで 勝つ こと を 得ん。 これ 運命の 告 ぐる 前表 

也と —— 。 


とにかく。 

その 時、 小 熊 は 兎角の ために 橋の 欄干へ 押しつけら 

れ、 すでに 危うく 見えた のだった が、 すもう 巧者の 小 

熊い かがし けん。 兎角の 片足 を 取って 橋の 下へ 投げお 

とし、 同時に 脇差 を 抜いて、 八幡 これ 見よ と 高声に 呼 

ば わりながら 欄干 を 切った …… この 太刀 跡、 かの 明 暦 

ひのとと リ 

三年 丁酉 正月の 大火に 両国 橋が 焼けお ちる まで、 た 

しかに 残つ ていたそう である。 

さて。 

兎角、 悪い やつ は 滅びる —— などと 洒落て みたと こ 

ろで、 そんなら、 この 根 岸 兎角の 微塵 流 剣法、 これで 


見事に、 それ こそ 微塵と なって 大 川に 流れ 果てた かと 

いうに そうで はない。 

げきけん そうだ ん 

撃剣 叢談 巻の 二、 微塵 流の くだりに。 

おうおう 

武芸 小伝に 微塵 流往々 存 する よし 見え たれば、 兎角 

へんぴ 

が 末流 近世まで も 行なわれ しが ごとし。 いま も、 辺鄙 

に はなお 残れる にや、 江戸に はこの 流 名き こ ゆる こと 

しょうげん 

なし …… と あると おりに、 月輪 軍 之 助の 祖 月輪 将監 は、 

ほくす-つ 

根 岸 兎角 ひらく ところの 微塵 流から 出ての ちに、 北陬 

にう っリ 住んで 別に 自流を 創し、 一気 殺到 を もって 月 

輪 一 刀 流と 誇 号した のだった。 

当代の 道場 主 軍 之 助 は、 以前から 丹 下 左 膳と 並 称さ 


れた 月輪 門下の 竜虎。 

左 膳に 破 流 別 動の 兆 あるに 反し、 軍 之 助 は 一 刀 流 正 

派の ながれ を 守る ものと して 先師の 鑑識に かない 入婿 

ごう じゅうけんび 

して 月輪 を 名乗って いるの だが、 剛柔 兼備、 よく 微塵 

流の 長 を 伝えて、 年配と ともに 磐石の ごとくい ま 北国 

を 圧する 一 大 剣士であった。 

変動 無常 

てきに よ つ て てんかす 

pry  .K 云 匕 
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とうけ そうでん 

という 刀 家相 伝 三 略の ことば。 

それが 初代 将監 先生 大書の 額と な つて あがって いる 


月輪の 道場で ある。 

夜の ひき 明け …… 。 

もはや 寒稽古 は 終わった けれど、 未明の 冷気の 熱 汗 

を ほとば せる 爽快 味 はえ もい われず、 誘い あわせて、 

霜ば しら を 踏んで くる 城下の 若侍た ち ひき も きらず、 

およそ 五十 畳 も 敷け るかと 思われる 大 板の間が、 見る 

見る 人 を も つ て 埋ま つ て ゆく。 

そう ま  ほく ひん 

相 馬 は、 武骨 を もって 聞こえる 北 浜の 巨 藩で ある。 

しかも 藩主 大膳亮 が 刀剣 を 狂 愛する くらいだ から、 

よしや 雪月花 を 解す る 風流に はと ぼしい といえ ども 気 

風と して 烈々 尚武の 町であった。 


相 馬 甚句に いう。 男 寝て 待つ 果報者 —— それ は 武士 

達の あいだに は 通用し ない 俗言と みえて、 こんなに 朝 

早くから 陸続と 道場の 門 をく ぐって いるの だ。 

竹刀の ひびき。 

気合いの 声。 

板 を 踏み鳴らす 音。 

それがし ばらく 続いて、 いつもより すこし 早めに と 

ま つた かと 思う と、 

「おのおの 方、 ただいま 先生より お 話が ござる。 

しゅくせ い 

粛静 に 御着 座 あるよう …… 」 

かがみ ふさの じょう  どうまごえ 

という 師範代 各務房 之丞の 胴間声に、 一同、 ガヤ ガ 


ャと肩 を 押し並べて すわった が、 おもむろに 正面の 杉 

戸が 開いて 出て 来た 月輪 軍 之 助 を 見る と、 満堂 思わず、 

おどろ 

アツ！ と愕 きの 声 を あげた。 

その 姿で ある。 急に かたき 討ちの 旅 を 思いた つて こ 

れ から ただちに 出発す ると ころ —— とで もい いたい 身 

ごしら えだ。 

しゅす  ぶつ さきば かま  よ 

大筋の 小袖に 襦 子の めうちの 打 割 袴、 白 布 を蹉っ 

た 帯に 愛 刀 を 横たえ、 黒 はばき わらん じに 足 を 固め、 

六角形に 太ながら 作り 鉄の すじ 金 を わたして、 所 どこ 

いぼ  いでたち 

ろに、 疣 をす えた 木刀 を 杖に した 扮装、 古めかし くも 

ものものしい 限り…。 


それが また。 

いま 各務 房之丞 が、 先生より おはなし がござる と 

言った ので、 なみいる 弟子 ども、 改まって ハテ なんだ 

力たず 

ろう？ と 皆 固唾をのんで いるに かかわらず、 そこへ 

悠然と 現れた 軍 之 助 は、 かたく 口 を 結んで ちょっと 場 

内 を 見渡した まま、 ちょっと 房 之丞に 眠く ばせ をす る 

と、 それなりつ かっかと 一方の 壁へ 向かって 進んだ が 

 たちまち ピ タリと とまった のが、 あの 三 略の 言 を 

墨痕に 躍らせた 額の 真下。 

そこに、 ずらり と 横に 門弟の 名札が 掛かって いる。 

筆 はじめは、 いうまでもなく 師範代 各務房 之丞。 


じせき 

次席 山 東 平 七郎。 

とどろき 

第三に、 轟 玄八。 

ひょうえ 

四に、 岡 崎 兵衛。 

五、 秋 穂 左 馬 之 介。 

大屋 右近。 

藤堂条 三郎。 

乾 万 兵衛。 

かど わきし ゅリ 

門 脇 修理。 

以下 一 一 百 名 あまり。 

めいめい 一 枚で も 二まい でも 札の あがる の を 何より 

の 励みに 日常の 稽古 を 怠らない の だが、 今、 この 腕 順 


の 名 ふだの 下に 立った 剣 師軍之 助。 

やにわに 腕 を さしのば したと 見る や、 一同が あっけ 

に 取られて いるう ちに バタ バタと 初めから 順繰り …… 

こま つかず ま 

名札 を 裏返しに 掛けな おして、 約 七 分の 一 の 小 松 数 馬 

のと ころで 手 をと めた。 

二百の 名札のう ち、 はじめの ほう は うらの 木肌 を 黄 

白く 見せて いる。 

その、 裏が えしに された 札の 数 を 読む と、 各 務房之 

丞 から 小 松 数 馬まで ちょうど 三 H  。 

破門で もされる のでなければ、 道場の 名札 を 裏返し 

に 掛けられる おぼえ はない！ 


と、 高弟の 三十 名 を はじめ 満場の 剣客が 鳴り をし ず 

めて いると。 

軍 之 助、 突如 わめく ようにい い 渡した。 

「これらの 者 三十 人。 今日 かぎり 破門 を 申しつ け 

る！」 

意外 のことば に 騒然と ざ わめきた つた 頭のう えに、 

より 意表 外の 軍 之 助の 声が、 もう 一 度 りんと して ひび 

いたのだった。 

「いや！ 待て、 待て！ わし もみず から を 破門す る 

のじ や！」 


う 

ずの 亥 

あけ 六つの 太鼓が 陽に 流れて、 ドウ ン！ ド ー ン！ 

こだま 

と 中 村 城の 樹 間に 反響して いると き。 

異様な 風体の 武士た ちが 三々 伍々 のがれる がごと く 

人目 を はばかって 町 を 離れ、 西南 一 の 宿の 加 島 を さし 

て、 霜に しめった 道 をい そいで いた。 

そろい も そろつ て 筋骨 たくましい 青壮の 侍の み。 

それが、 一 同 対の 鼠い ろの 木綿 袷に 浅黄の 袴、 足 半 

きゃはん  すいし 

という 古式の 脚絆 を はいている ところ、 今や 出師の 鹿 

ぎ よ うぎ よ う 

島 立ちと も 見るべき 仰 々 しさ。 

胆を つぶした の は 沿路の 百姓、 早出の 旅の 衆で、 


「うわ ァぃ！ 新田の 次郎作 どん や、 ちょっくら 突ん 

出て 見なせえ や！ いくさ かおつ 始まった だァ よ」 

「ヒャ アツ！ 相手 は 何 国 だんべ？」 

ほんだ え つちゅう 

「ぁァ に、 この 隣 藩の 泉、 本 多 越 中 様 だとよ ゥ！」 

などと、 なかには 物識り 顔 をす る もの もあって たい 

へんな さわぎ …… 月輪 門下の 剣団、 進軍の 先発隊と 見 

られ てし まった。 それほどの 装い、 決死の 覚悟、 生き 

て 再び 故山 の 土 を 踏まざる 意気) ，- みで ある。 

が、 なんの ために 腕を扼 して 江戸へ 押し出す のか？ 

同門の 剣 友、 隻眼 隻 腕の 丹 下 左 膳 を 救うべく！ 

それ はいいが、 左 膳が 何に たずさわり、 そしてい か 


きた い 

にして 危殆に 迫って いるの か？ したがって 自分ら は 

左 膳に 与して どんな 筋に 刃向かう のか、 敵 は 何もの な 

のか、 そもそも 何が ゆえに 左 膳 は 戦い、 また じぶん 達 

も それに 加勢して、 話に 聞いた 江戸で、 この 殺 刀の 陣 

を 敷かなければ ならない のか 9  かんじん のこれら 

の 点になる と、 大将 株の 月輪 軍 之 助 を はじめ、 皆の 者、 

いっさい 一 様に 文字 どおり 闇黒 雲な の だ。 しかし！ 

そんな こと はどうで もよ かった。 花のお 江戸へ 繰リ 

こんで、 好きな だけ 人が 殺せる と 聞いた だけで この 北 

あらく またち 

の 荒 熊 達 は、 もう Y 」 ん なに 悦び 勇ん でい るの だった。 

幸か不幸か 太平の 世に 生まれ合わせて、 いくら 上達 


したと ころで 道場の 屋根の 下に 竹刀 を 揮う ばかり …… 。 

まれに 真剣 を 手に しても、 斬る の は 藁人形 かせい ぜ 

めしう ど  い  どう 

い 囚人の 生き 胴が 関の山。 

おろし 

駒 木 根 嵐 と 岩 を嚙む 大洋の 怒濤と に 育て あげられ 

た 少壮 血気の 士、 いささか 脾 肉の 嘆に くれていた とこ 

ろへ、 生まれて はじめての 華やかな 舞台へ 乗り出して、 

思う さま 血し ぶき をた てること がで きる の だから、 誰 

も かれ も、 もう 眼の 色 を 変えて さわぎき つてい る。 

依頼に よ つ て 動く 殺人 請負の 一 団。 

刃 怪丹下 左 膳 を 生んだ 北国 野放しの あら くれ 男が、 

生き血に 娥 える けものの ように 隊を 組み 肩 をい からし 


て、 街道の 土 を 蹴立てて いくの だ。 

いんさん  あずま 

陰惨な 灰色の 天地から、 都鳥な く 吾妻の 空へ …… 。 

人あって 遠く 望めば、 かれらの 踏み ゆく ところに 従 

い、 一塊の 砂 ほこり 白く 立ち 昇って、 並木の 松の あい 

だ 赤 禿げた 峠の 坂み ちに、 差し 反らす 大刀の こじり が 

てんせん 

点 閃と して 陽に 光つ ていた ことであろう。 

こうして。 

破門され た 各務房 之丞、 山 東 平 七郎、 轟玄八 以下 三 

十 名の 剣 星と、 自ら を 破門して それ を 率いる 師軍之 助 

と、 月輪 一 刀 流 中そう そうの 容列、 X めて 三十  一 士で 

あった。 


相 馬 中 村 は 小さくな つ て 通れ 

鬼の 在所 じ や 月の輪の 

… … 無心な 童 児 の 唄) J えに も、 会心 の 笑み を かわす 

剣 気の 群れ —— 東 道 役 は 言わず と 知れた 駒 形の 兄い つ 

づ みの 与吉 だが、 与の 公、 このところ 脅かされ つづけ 

で、 かわいそうに いささか しょげて だんまりの 体 だ。 

第 一 、 言葉が よく わからない。 

「こ ンれ！ 汝ァ、 江戸 もんけ？ 江 ン戸は 広 か ベア 

な あ」 

「はい。 まことに その、 結構な お天気 さまで、 へへ へ 

ぺ」 


「江戸 さ 着たら ば、 まンず 女子 を 抱かせろ。 こン ら！」 

「どうも、 なんとも はや、 相す みませんで ございます」 

「わつ ハツ ハツ ハ！」 

とんちんかん、 おおよそ かくの ごとく、  口 をき くた 

びに 意思の 疎通 を 欠く 恐れが あるし、 江戸で は 見かけ 

たこと もない 厳つ い 浅黄う らば かりが ワイ ワイく つ つ 

いている ので、 小突かれた 日に あ 生命が あぶない。 さ 

わらぬ 神に たたりな しと、 与吉は 苦しい の を 我慢して 

無言の まま、 先に 立って 今度 は 水 戸 街道 を 加 島、 原 町、 

小高、 鷹 野、 中津、 久満 川、 富 岡 …… 。 

のぼ 

ここから 木戸まで 一 一里の 上りに かかる。 


はじめ、 お 下 館へ さげられて ゆっくり 休んで いた 

とのい 

与吉 を、 朝早く 宿直の 侍が 揺り起こした のだった —— 0 

援軍の 仕度が できた から 町外れの 道場へ …… とい わ 

れて、 案内に つれ、 月輪 方へ 出向いて みると。 

だ だつ 広い 板 敷に 三十 人の 破門 連 だけが 車座に 居 

残って、 剣 主 軍 之 助から 江戸 入り を 命ぜられ ている 最 

中。 

あずまく だ 

いかさま 東 下 りと しかいい ようの ない、 仕度 も 仕度、 

たいへんな 大 仕度に、 つづみの 与の 公、 まずた ましい 

を 消さなければ ならな か つ た。 


いくさ 

わけ も 知らないのに、 軍に でも 出る ような 騒動 I 

I にわかの 発足と あって、 わらじ を 合わす 者、 まだ 一 

寸も 江戸へ 近づかない うちから、 刀 を 引つ こ 抜いて ェ 

イツ！ ャッ！ と 振り 試みる もの、 上 を 下へ と ごつ 

た 返して いるから、 これ を 見た 与吉 が、 ひそかに 考え 

た ことに は、 

「これほど じゃある めえ と 思 つ たが、 強そう に は 強 そ 

うだ けれど、 いやはや どうも、 ひで え 田舎 ッぺ ばかり 

じゃァ ねえ か。 ちょ ッ！ あの 服装 はなんで え！ 

きんばん もの 

覲番 侍が 吉 原の 昼 火事に 龃 けつけ るん じゃァ あるめえ 

し、 大概に しゃ ァ がれ ッ— …… といいて えと ころ だが、 


まき ざ っぽう 

待てよ！ これ だけの 薪 雑 棒に 取り囲まれ ていけ あ、 

たとえ あの 乞食 坊主が いつ どこで 飛び出し たと， 」 ろで、 

あんのん  み ごしら 

帰途 の 旅 は 安穏し ^ 」 くと いう もの だ —— 身掊ぇ は 江戸 

へ はいる 前にで もよ ッく 話して なおして もらおう。 そ 

れ まで はこの 田舎者の 道 あんない。 まあ、 何も 話の種 

だ」 

と あきらめて、 一同と ともに 打ち つれだって 出て 来 

いき 

たの だが、 性 来 粋がって いる 江戸 ツ子の 与の 公、 仮装 

行列のお 供 先 を 承って いるよう で、 日光の かくかくた 

る 街道す じ を 練つ て ゆく となんと も 気の ひける ことお 

びた だしい。 


いまで さえこう だから、 江戸に 近づく につれ て その 

気恥ずかし さは 思い やられる。 どっちへ 転んでも 情け 

ねえ 役目 をお おせつ かった もの だ！ と、 つづみの 与 

吉、 口の なかで 不平たら たら …… 大きな 肩に 挟まれて 

木戸の 宿場の 登りぐ ち、 虫の知らせ か、 進まぬ 足 を 踏 

みしめ て 一 歩 一 歩と 1 0 

かえり は、 道 を かえて 水 戸 街道。 

ひたち  にい じゅく 

常 陸の 水 戸から 府中 土 浦 を 経て 江戸 は 新 宿 へ 出よ 

うとい うの だ。 

奥州 本街道と はすつ かり 方角が 違う から、 二 本 松に 

残して 来た 蒲生泰 軒に 出会す る 心配 はまず あるまい。 


また 仮り に 行き 会った ところで、 こんど はこつ ちの も 

の、 与吉 はすこし も 驚かない。 

富 岡より 木戸。 

この間、 二 里の 小石 坂。 

いい 眺望で ある。 

山に 沿ってう ねリ くねって ゆく 往還、 片側 は 苗木 を 

植えた 陽 だまりの 丘で、 かた 方 は 切り そいだ ように 

だんがいぜっぺき 

断崖絶壁。 

はざま 

ま つ 黒な 峡 に そそ リ 立つ 杉の 大木の てつ ぺ んが、 

ちょうど 脚下に とど いている。 

その 底に そうそうと 谷 をた どる 小 流れの 音。 


いく 手に 不動 山 の 天 害が 屛 風の ごとくに ふ さぎ、 は 

るかに 瞳 をめ ぐらせば、 三 箱の 崎。 舟 尾の 浜 さて は 平 

はくさせ いしょう 

潟に 打ち寄せる 浪 がしら まで、 白砂青松 ことごとく 

指呼のう ち —— 。 

野火の けむりであろう、 遠く 白い ものが 烟々 として 

そうかい 

蒼涯を 区切 つてい る。 

「絶景！ 絶景！」 

というべき ところ を、 月輪の 剣士 一同、 あゆみ をと 

めて、 ジュッ ケィ！ ジ ュッケ ィ！ 

と 口ぐ ちに どなり あ つてい る。 

「町人！ ここ サ来！ あの 白つ こい 物ァ なんだ？」 


「ェェ …… 白つ こい 物と、 はて、 なんで ございましよ 

う —— ァ！ あれ は 関 田へ おりる 道 じゃァ ございませ 

んか」 

「ぼう， P 一 

「コ ンラ 町人、 江ン 戸に はこん な 高い 所ぁッ か？」 

「ェ へへ、 まず) 」ざ います ま いな」 

「ほうだろう  うおう い！」 

先の 者が しんがり を 呼ぶ と、 

「なんだ ァ —— ァ？」 

と 急ぎの ぼ つ てく る。 

「中 村のお 城が 見える ぞ ウイ」 


「ほんなら、 みんな 並んで 最後のお 別れに 拝む こッ た。 

拝む こった」 

というので、 なるほど、 かすかに 雲煙 をつ いて 見え 

る 相 馬の 城へ 向かって、 しばし 別離の あいさつ ：：： 。 

もくとう 

黙禱 よろしく あ つ てまた あるき だすと、 

「な あに、 ここ を かわせば もう じき 広野の 村へ 下りで 

ございます」 

なんかと 与吉、 この 道 は 始めての くせに 例のと おり 

知った かぶり をして、 出張った 山 鼻の 小径 を 曲がる I 

I が 早い か、 血相 を かえた つづみの 与の 公、 ギオ ッ！ 

さけび 

とふし ぎな 叫 声 を あげたが、 駆けよ つた 先頭の 連中 


も、 一 眼 見る より、 これ はッ！ とば かりに 立ちす く 

ん だのだった。 

白い 乾いた 路上の 土に、 大の 字な り ふんぞりかえつ 

いぎょう  つ ち 

ている 異形の 人物！ パッサ リと道 土 をな でる 乱髪の 

下から、 貧乏 徳利の 枕 を のぞかせて …… 。 

思いき や！ 泰軒蒲 生 先生の 出現！ 

顔い ろ を 変えた 与吉 が、 おののく 手で 各務房 之丞の 

ひじ 

肱 をつ かみ、 何 ごと か 二、 三 声 ささやく と、 ゥム そう 

かと 眼 を 見 はった 房 之丞、 おおきく うなずきながら 首 

領 月輪 軍 之 助の 耳へ 取り次ぐ。 

と、 


軍 之 助の 右手が 高く あが つ て、 

「なんじ やい、 こいつ！」 

「食らい 酔って るで」 

「かまわず 踏みつけて 通れ や！」 

などと グ ルリ 取り巻いて どな リ かわして いた 剣鬼の や 

から を ぴたッ と 制する。 

急落した 沈黙。 

容易なら ぬ 漂 気  と 見て、 早く も 二、 三、 せわ 

しく 刀の 柄ぶ くろ を 脱け にか かる。 

力！ 

しじ ま 

この 暴風雨の まえの 静寂に あって、 泰軒 居士 は 身 動 


き だに しない。 

グ ゥグゥ …… と 一 同の 耳底に 通う かすかな いびきの 

ごうかい ほうたん 

声、 豪快 放胆な 泰軒 先生、 いつしか ほんと にね むって 

いるの だった。 

むさ 苦しい ぼろから 頑丈な 四肢 を 投げ出して、 半ば 

口 を 開けて いる 無心な 寝顔に、 七 刻 さがりの 陽射し が 

カツと 躍って いる。 

たいけん たいぐ  ちび こ 

大賢 大愚、 まことに 小児の) J とき 蒲生泰 軒で あ つ た 

それ を 包んで、 中 村の 剣 群 も 眼 を 見 あわす ばかり、 

軍 之 助 はじめ ほか 一同、 黙って 足 もとの 泰軒 をみ つめ 

ている。 


い っ覚 むべ くもない 奇仙泰 軒 …… 。 

かれは。 

二 本 松の 町に 一夜 を 明かして、 その 夜な かに 与吉が 

脱出した こと を 知る やい な、 いく 先 はどうせ わかって 

いる 相 馬 中 村 —— ただちに その 足で 先 まわりして、 道 

なき 道 を 走って 飯 野 を 過ぎ、 それから 川 俣、 山中の 

かんどう  つし まの かみ 

間道 づ たい、 安藤 対 馬 守 どの 五 万 石 岩 城 平から、 相 馬 

の 一行と は 同じ 往還 を 逆に、 きょう 広野 村より この 木 

戸の 山越えに さしかかった ところで。 

眠く なれば、 どこで でも 寝る 泰軒 は、 日の ひかり を 

背い つ ぱいに 受けて 登 つ てく るう ちに 睡魔に とりつか 


れ、 今ち ようど 山 坂の 真ん中に ひっくりかえって、 ひ 

とねむ リグ ッ スリ とやら かしてい る 最中 だ つ た。 

そこへ！ 

思い設けな いこの 出会い …… 月輪の 剣 列、 いたずら 

に 柄頭 をお さえて じ つ と 見据えて いると！ 

はじまる ナ！ と 看て とった 与の 公、 逸早く コソコ 

ソ うしろへ 隠れて しまった けれど、 泰軒 はいい 気 もち 

に 高い びき、 すっかり 寝 こんでいる  のかと 思う と 

さに あらず！ 

どうして どうして、 彼 はさ つ きから 薄 眼 を あけて、 

まわりに 立ち並ぶ 足の 数から 人数 を 読みと ろうとして 


そとみ  じゅくすい  てい 

いるの だが、 外観 は どこまでも 熟睡 の 態で、 狸寝入り 

の泰 軒先 生、 やにわに 寝 語に まぎらして つぶやき 出し 

たの を 聞けば、 

「おお、 コレ コレ 与吉、 松 島 みやげに たくさん 泥 人形 

を 仕入れて 参った な。 だが、 惜しむ らく は どれ もこれ 

も 不細工、 ゥ フフ フフ 都で は 通用 せん 代物 じ やて …… 」 

と 言いお わる を 待たず、 それ ッ！ 軍 之 助が 声 を か 

けたの が 合図。 

パ アツ！ と 円形が 拡がる と 同時に 飛び こんで 来た 

秋 穂 左 馬 之 介、 かた 足 あげて、 泰軒 がま くらにし てい 

る 一升 徳利 を 蹴った —— のが 早かった か、 一瞬に して 


かつ  きゅうきょ 

その 脚 を ひつ つかみ 担ぐ と 見せて 急遽 身 を 起こした 

泰 軒が 遅かった のか？ 

とまれ、 それ はほんの 刹那の 出来事だった。 

間 髪 を 入れない 隙に、 ぁッ！ と 人々 が 気がついた 

とき は、 左 馬 之 介の 身体 は 岩石 落とし …… 削りと つた 

まり 

ような 大 断面 を 鞠の ごとくに 転 下して、 たちまち 山 狭 

の 霧に のまれ 去った。 

ま つ 

あとに は、 一抹の 土埃が 細く 揺れ 昇って、 左 馬 之 介 

のおち た 崖の 端に、 名もない 雑草の 花が 一本、 とむら 

い 顔に 谷 をの ぞいて いる。 

けれど！ 驚異 は それの みではなかった。 


とっさの おどろきから 立ちなおって、 すぐに 泰 軒へ 

目 を 返した 月輪 組 は、 いつの まに 奪った もの か、 そこ 

に 見覚えの ある 左 馬の 愛 刀 を 抜き さげて、 半眼 をう つ 

そりと 突っ立つ ている 乞食 先生の すがた を 見いだ さな 

ければ ならなかった。 

自 源流 奥 ゆるし 水 月の かまえ …… 。 

しかも、 あの 秒 刻に して 左 馬 を 斬った のだろう か、 

こうじん 

泰 軒の 皎 刃から 一条 ポ タリ！ ポ タリ！ と 赤い もの 

がした たって、 道路の 土に 溜まって いるので はない か。 

凄然 たる 微笑 を 洩らす 泰軒。 

きらり、 きらり と 月輪の 士の 抜き 連れる ごとに、 


ぼうし  は 

鋩 子に、 はばき 元に、 山の 陽が 白く 映えた。 

「なんじ は、 これなる 町人 を 江戸お もてより つけ 参つ 

た 者に 相違 ある ま い ヅ ！」 

と、 月輪 軍 之 助、 泰 軒の 直前に 棒立ちの まま 叱咤し 

た。 

「  」 

泰軒は 無言。 ほお 髭が 風に そよ ぐ。 

「おのれ ッ！ 応答 をいた さぬ かッ」 

言い かけて、 軍 之 助 は 声 を 低めた。 

かたき 

「いま また、 同志 秋 穂 左 馬 之 介の 仇敵 …… かくごせ 


い！」 

そして！ 

その 氷 針の ような 言葉が 終わ つた かと 思う と、 さ 

アツ！ と 一層、 月輪の 円形が 開いて、 あるいは 谷 を 

背に、 他 は 丘に ちらばり、 残余の 者 は 刃 列 を そろえて 

すばやく 山道の 左右に 退路 を 断った。 

とともに！ 一刀 流 正格の 中 青 眼に つけた 岡 崎 兵衛、 

めんどう なりと 見た もの か、 たちまち 静陣を 離れて 

真っ向から、 

「えい ッ」 

はらわた を つんざく 気合い を 走らせて 拝み 撃ち —— 


まみ 

I あわれ 泰軒 先生、 不動の ごとく 血の 炎に 塗れさった 

…… と 思いの ほか 刹那！ 燐光 一線 縦に ほとばしって、 

ガッ！ と 兵 衛の伸 剣 を 咬み 返した のは自 源流で いう 

げき つ い 

鯉の 滝 昇り、 激墜の 水 を 瞬 転 一 払す るが ごとき 泰 軒の 

剛 刀であった。 

とたん！ 

払われた 兵衛 は、 自力に 押されて 思わずの めり 足、 

タツ タツ タツ！ 搔き 抱く 気味に ぶっかって くる。 そ 

こ を、 踏み こたえた 泰軒、 剣を棄 てて 四つに 組む —— - 

と 見せて、 即に腰 を ひねった からた まらない。 あおり 

もろ 

をく つた 岡 崎 兵衛、 諸に 手 を 突いて 地面 をな めた。 


が、 寸時 を 移さず 泰 軒に は、 こんど は 門 脇 修理 を 正 

面に、 左右に 各 一 人、 三角の 剣 尖 を 作って いどみ かかつ 

ている。 

危機！ 

…… と は 言い条、 自 源流と より はむしろ 蒲 生 流と 

いった ほうが 当たって いるく らい、 流 祖自源 坊の剣 風 

きょ う ゆう 

を わが 物と しきって いる 俠勇蒲 生 先生、 とっさに 付 

け 入る と 香 わせて、 誘い掛け 声 —— 。 

「うむ！」 

と！ 

これに 釣り こまれた か、 それとも 羽毛の 隙で も 剣 眼 


に 映 じた もの か、 右なる 刀 手、 殺気に 咽喉 をつ まらせ 

て 沈黙のう ちに 引く より 早く、 一線 延びき つてく る片 

手 突き！ 

太刀 風 三寸に して 疾 知した 泰軒 うしろ ざまに 飛びす 

さるが 早い か、 ちょうど 眼前に 虚を嚙 まされて およい 

でい る 突き 手 を、 ジャリ …… イツ！ と 唐 竹 割りに 

ぶつ 裂いた。 

濡れ手 拭 —— あれ を 両手に 持 つ て 激しく 空に 振る と、 

パ サリ！ という 一 種 生きて いるよう な 異様な 音 を 発 

する、 人体 を 刀 断す る 場合に、 それによ く 似た ひびき 

をた てると 言われて いるが 全く そのと おりで、 いま 水 


ぬの 

からあげ たばかりの 布 を 石に たたきつけ たように、 花 

ちしぶ き  あた リ 

と 見える 血沫が 四辺に 散って、 パック リとロ を 開いた 

ぞうふ  おも ちゃばこ 

白い 斬り あとから、 土に まみれる 臓腑が 玩具 箱 を ひつ 

くりかえ したよう …… 。 

チラ！ とその さまに 眼 を やった 泰軒、 

「すまぬ。 —— 南無阿弥陀仏」 

さすが は 名う ての 変り もの、 じぶんが 殺った そば か 

らお 念仏 を 唱えて ニッ コリ、 ただちに 長剣に 血ぶ るい 

を くれて 真向い 立って いる 門 脇 修理に 肉薄して ゆく と。 

白昼の 刃 影、 一時に どよめき 渡って、 月輪の 勢、 ジ 

かんぱつ  らんげき 

リリ、 ジリリ としまる と 見る や、 一 気に 煥発して 乱戟 


ここ に泰 軒の 姿 を 呑み さ つ た。 

夜なら ば 火花 閃々。 

ひる だからき なくさ い 鉄の 香が い たずら に 流れて、 

あ うんの 声、 飛び違える 土け むり、 玉 散る 汗、 地に 滑 

る 血し お …… それらが 混じて 一 大殺 剣の 気が、 一 刻 あ 

まりも 山腹に もつれ あが つていた。 

はじめの うちつづ みの 与 吉は、 小高い 斜面の 切り株 

に 腰 を かけて、 たかみの 見物と 洒落て いたが だんだん 

のんきに かまえて いられ なくなって、 そこらに ある 石 

でも 枯れ枝で も 手 あたりし だいに 泰軒を 望んで 投げつ 

けて みたけれ ど、 単に 混戦の 度 を 増して 味方に 迷惑な 


ばかり。 

やがて。 

こうな つてみ ると、 せまくて 足場の わるい のが、 何 

よりも 多勢の 側に とって 不利な ので、 存分に 動きのと 

れる峠 下の 広野へ 泰軒を ひきだし、 また 自分た ち も 一 

歩で も 江戸に 近よ ろうと、 軍 之 助の 指揮の もとに、 一 

同、 突如 刀 を 納めて バラ バラ バラ ッ！ と 雪崩 をう つ 

て 江戸の 方角へ 龃 けおりて ゆく。 

なむさん！ 遅れて は 大変！ と 与の 公 もころ がる 

ように つづ いたが、 

追おうと もしない 泰軒。 


ふところ  と 

ニッ とほく そ 笑んで、 懐中から 巻き紙 を 切って、 綴 

じた 手製の 帳面 を 取り出し たかと 思う と、 ちび た 筆の 

穂先 を 嚙んで そこら を 見 まわした。 

まぐろの ように ころが つ ている 屍骸が ふた つ。 

それに、 最初 峡へ 斬りお とした 秋 穂 左 馬 之 介 を 加え 

て、 きょう 仕留めた 獲物 はつごう 三 名。 

泰軒 先生、 死人の 血 を 筆へ 塗って、 三と 帳 づらへ 書 

き 入れた。 

中 村 を 進発のと き、 軍 之 助 を 筆頭に 各務房 之丞、 山 

東 平 七郎、 轟玄八 ほか 二十 七 人、 ズ めて 三十 一名 だつ 

た 相 馬 月輪 組 は、 木戸の 峠の 剣 闘に 秋 穂 左 馬 之 介 等 三 


人 を 失って 二十 八 人、 それでも 与吉を 案内に 水 戸 街道 

の 宿々 に 泊り を 重ねて、 きょうの 夕刻、 こうして たど 

り 着いた のが 助 川の 旅籠 鰯屋の 門口 だ。 

木戸 以来、 泰 軒の 消息 はばった りと 途絶えて、 いく 

ら 振り返っても 影 も 形 も 見えない から、 月輪の 一同、 

あんど 

安堵と 失望 を ごつ ちゃに した 妙な こころ もちだ つ た。 

あの 時 は 地の利が わるかった ために 思うよう に 働け 

なかった が、 充分な 広さ さえ あれば あんな 乞食の 一人 

きさ 

や ふた リ、 またたく 間に 刻んでくれ たもの を  こ 

う 思う と 誰も かれ も いまにも 彼奴が あらわれれ ばいい 

と 望んで いるものの、 待って いる 時に 限って、 姿 を 見 


せない のが ほととぎすと 蒲生泰 軒で、 とうとう ここ ま 

で、 北 州の 雄 月輪 一 刀 流と、 秩 父に 伝わる 自 源流と、 

ふたたび 刃 を 合わす 機会 もな くす ぎて 来たの だが …… _ 

助 川、 江戸まで、 四十 一 里 半。 本陣 鰯 屋の広 土間。 

ド ャドャ とくり こんで 来た 月輪 組の 連中 は、 ただち 

に 階上の 一 一間 を ぶっ通して 借りき つて 旅の 汗 を 洗いに 

ただちに 風呂場へ 駆けお りる 者、 何 はさて おき 酒 だ 酒 

だと わめく もの、 わるふざけて 女中 を 追い まわす 者 I 

I 到着と 同時にもう 家が こわれる ように 大 にぎわい。 

何しろ 若年の 荒武者が 二十 八 士も剣 気 を 帯びての 道 

中 だから、 その 暄噪、 その 無茶 まことにお はなしに な 


ら ない。 

あまりの 騒動に 宿 役人が 出張して 来て、 身 がら、 い 

く 先な ど を 型ば かりに しらべて いったが、 これ は 師範 

こんぴらまい 

代 各務房 之丞が 引き受けて、 金 比 羅詣リ の 途中で w J ざ 

ると 開きな おり、 見事に お茶ら かして 追い返して しま 

、つ。 

あとに は。 

気を許した 一 同が、 五、 六十 本の 大小 を 床の間に 束 

で 立て掛け、 その 前に 大胡 坐の 月輪 軍 之 助 を 上座に、 

ズラリ と 円く いながれ て、 はや 酒杯が 飛ぶ、 となりの 

肴 を 荒らす、 腕相撲、 すね 押しが はじまる …… 詩吟 か 


あ いきょう 

ら 落ちて お 手の ものの 相 馬 甚句、 さて はお 愛嬌に 暄 

嘩 口論まで 飛び出して、 ィャ ハヤ、 たいへんな 乱痴気 

ぶり だ。 

旅 中 はおの ずから 無礼講、 それに、 何 をい うに も 若 

い 者の ことと て大 眼に 見て か あきらめて か、 それとも 

ほう ざ 

あきれた とで もい うの か、 剣 師軍之 助 はこの 崩 座を眺 

めて 制しよう ともせず、 やりお る わい と 微笑みながら 

チビ リ チビ リと酒 を ふくんで いると。 

い つし か 話題が 泰 軒へ 向いて、 

「力 は あるが、 大した 剣 腕で はないで、 こんど 出て 来 

たら、 拙者が 真ッぷ たつに して くれる テ。 な あ、 汝ら 


ァ 騒がず と 見物し とれ」 

わざ 

「何 をぬ かしく さる！ おれ は、 き やつの 業の 早い の 

が 恐るべき だち ゆうんだ、 岡 崎が かわされて 手 を つ い 

ぶざま 

た 時の 不様って あっか」 

「さようで ございます。 どうも あのと おり 乱暴な 乞食 

なんで、 見て おりましても 手前なん か は 胸が ドキ ドキ 

いたし ますが、 でも まあ、 皆 さまと いうお 強いお 方が 

そろってい らっしゃい ますので、 このところ 与の 公 も 

大安 心で ございます、 へい」 

「そうと も！ そうと も！ 何が あっても 町人 はすつ 

こんで おろ！」 


「なんとも はや、 その 言葉 一 つが 頼みなん で —— ま、 

か A  た ぼ 

ま、 一 ぱい！ 酒 は燜、 さかな はき どり、 酌 は 髫なァ 

ン てこと を 申しながら、 野郎のお しゃくで 恐れ入り ま 

すが、 ど、 っぞ 〔# 「どうぞ」 は 底本で は 「とう ぞ匕 お 執 ^ い 

ところ をお 重ねなさい まし。 ォッ ととと とと—  こ 

れは 失礼」 

などと、 与の 公まで がし やしゃり 出て きて、 いい 気 

になつ て 酒盃の やりとり を 続けて いると ころへ！ 

ミシ！ と 天井 うらの 鳴る 音！ 

まだ 日が 暮れた ばかり。 おまけに 下 はこの 宴席、 な 

ん ぼなんでも 鼠の 出る わけはなし、 それに！ ねず 


公に して はちと 重す ぎる 動きが 感じられる。 

と、 一 同が 期せず して 話し声 をき リ、 飲食の 手 をと 

どめて、 思わず いっしょに 天井 を 仰いだ とたん！ 

パリ パリ パリ ッ！ と、 うずら 目 天井板の 真ン 中が 

割れた かと 思う と、 太い 毛脛が 一本、 二 ユウ ッ！ と 

長く たれさがって 来た。 

あ つ けに とられて 口 を あけた まま 見 あげていた 月輪 

の 剣豪 連、 それ ッ！ というよ リ 早く、 算を みだして 

床の間の 刀 束へ 殺到す る。 

その 間に、 天井裏の 怪人、 脚から 腰と 下半身 を のぞ 

かせて、 いまにも、 座敷の 中央へ 飛びお りんず 気配！ 


うわさ を すれば 影と やら —— 泰軒 先生 の 意外な 登場。 

与 吉はヮ …… と 見れば、 逃げ足の 早い こと 天下一品 

だんば しご 

で、 もう 丸くなって 段 梯子 を ころげ 落ちて いた。 

秋 穂 左 馬 之 介 以下 一 一名のと むらい 合戦！ 

と 思う から、 このたび こそ は 討たずに はおかぬ と、 

一 刀 流 月輪の 門下、 軍 之 助、 房之丞 を、 かしらに 冷 剣 

の 刃ぶ すま、 ずらり と 大広間に 展開して、 四方八方 か 

しんたいき よしゅう 

ら 一 泰軒 をめ ざし、 進退 去就 いっせいに、 ッッゥ と 刻 

じゃくねん 

みあし！ 迫る と 見れば 停止し、 寂然たる こと さな 

がら 仲秋 静夜の 湖面。 


けんと-つ 

夕 まけて 戸内の 剣 闘。 

灯りが 何よりの 命と あって、 泰 軒の 出現と 同時に、 

ひゃくめろう そく 

気の きいた 誰かが 燭台 を 壁ぎ わへ 押し やって 百 目蠟燭 

をつ け 連ねた ので、 まるで 昼の ような あかるさ だ。 

とうえ いぎよ リん 

そのな かに、 刀 影 魚鱗の ごとく 微動して いまだ 鳴 発 

しない。 

まん 中の ひらきに 突っ立った 泰軒、 やはり 貧乏 徳利 

を 左手に 右に 左 馬 之 介から 奪った 彼の 一 刀 をぶ らリと 

さげて、 夢 かうつつ の 半眼 は 例によって 自源 流水 月の 

目  o 

木 

降って わいた ような という 形容 は あるが、 これ は そ 


れを 文字 どおりに いってい かさま 降って わいた つるぎ 

の 暴風雨 —— こうして かれ 泰 軒が、 突如 助 川い わし 屋 

の 天井から 天降る までに 彼 はい つたい どこに ひそみ、 

いかにして 月輪 組 をつ けて 来た か？ 

あれほど 意 をく ば つ てきた になお 尾行され ている と 

は 気がつかなかった …… という 月輪 一 同の 不審 ももつ 

ともで、 ちちぶ の 深山に 鹿 を 追い、 猿と 遊んで 育った 

いんげん とき 

郷士 泰軒、 彼は自 案に はすぎ なかった が、 隠 現 機に 応 

ずる 一 種 忍びの 怪術を 心得て いたの だ。 

だから こそ、 江戸で も、 警戒 厳重な 奉行 忠 相の 屋敷 

へさえ、 風の ように 昼夜 を わかたず 出入す るく らい、 


まして、 自然の 利 物に 富む 街道す じに、 多人数の 一 団 

をつ ける がごと き は、 泰 軒に とって は 朝め しまえ、 お 

茶の 子 サイ サイだった かも 知れない。 

かくして。 

一行に すこし 遅れ、 混雑に まぎれて いわし 屋の 屋根 

うら へ 忍び あが つた かれ、 いま その 酒宴の 真 つた だな 

か を はかつ てずり 落ちて きたの だ。 

泰 軒の 足 もと 近く、 朱に 染まった 手に 虚空 を 摑んで 

動かない 屍骸 ひとつ。 それ は、 跳びお り ざま 横薙 ぎに 

払った 剣に かかって、 もろく も 深 胴 を やられた 大屋 右 

近の なきがらであった。 


ビック リ 敗亡、 あわてふため いたの はい わし 屋の泊 

リ 客に 番頭、 女中、 ド キドキ 光る 奴が 林の ように 抜き 

立った の だから 手 はつ けられず、 とばつ ちり をく つて 

はた まらぬ と、 一同、 さき を 争って 往来へ 飛び出した 

ろうば い  どうまき 

の はいいが、 なかには、 狼狽の 極、 胴 巻と まちがえて 

小猫 を 抱いた リ、 振 分けの つもりで 炭取り を さげたり 

…… いや、 なんの こと はない、 まるで 火事場の さわぎ- 

この 騒乱に 地震と 思って、 湯ぶねから いきなり K け 

出して 出た 女が、 ひとり 手ぬぐい を 腰に うろうろして 

いるの を 見かける と、 抜け目の ない 奴で、 じぶんの 荷 

だけ はいつ さいがつ さい 身に つけ、 担ぎ出した つづみ 


の 与の 公、 すばやく 走りよ つて 合羽 を 着せる、 履物 を 

やる、 ごった返す なかで そのいき とどく こと、 どうも 

此奴、 いつもながら 女と みるとば かに 親切な やつで。 

おっと  お ま  つ れ 

果たして、 良人と 覚 しき 女の 同伴が 飛んで 来て、 礼 

より さきに どしんと 一 つ 与吉を 突きとば したの は 駒 形 

の兄歜 一代の 失策、 時に とっての とんだ 茶番であった。 

それ はさて おき —— 。 

おもて 二階の 剣 場で は。 

きごろ  とつ 

気 頃 を 測って いた 泰 軒が、 突！ 手に した 一 升 徳利 

を 振りとば すと 右側の 轟玄 八、 とっさに 峰 を かわして 

入 ッ シと 割る！ 


これに 端 を 発した 刃 風 血 雨。 

りんじん 

もの を も 言わず 踏み こんだ 泰軒、 サ アツと 敵の 輪陣 

を 左右に 分けてお いて、 さっそく のつ ばくろ 返し 手ぢ 

かの 小 松 数 馬の 胸板 を 刃先に かけて はねあげ たから、 

いたえず 数 馬、 樘ッ！ と 弓形に そる 拍子に 投げ出さ 

れた 長刀 白線 一過して グ サッ！ と 畳に 刺さった。 

そく てん 

とたん！ 側 転した 泰軒、 藤 堂条三 郎とパ チッ！ 

やいば を 合わせる …… と 同 秒に 足 を あげて 発！ そば 

の 一 人 を 蹴倒しながら、 長 伸、 軍 之 助 を 襲う と 見せ か 

け、 隙に 乗じて 泰軒、 ついに 壁 を 背に して 仁王 立ち… 

…再び、 刀 を さげ 体 を 直に、 なかばと じた 眼もう つと 


きょだつ へいせい 

りと、 虚脱 平静、 半夜 深淵 を のぞむ がごと き自 源流 水 

月の 構 剣 …… 。 

またしても 入った 不動の 状。 

き つ さき 

せきれいの 尾の ように ヒクヒ クと斬 尖に はずみ をく 

れ ながら、 月輪の 刀 塀、 満を 持して 放たない。 

往来に 立 つて ワイ ワイ さわいで いる 人々 の 眼に うつ 

るの は。 

一 一階の 障子に 烏の ように 乱舞す る 人影と 人 かげ …… _ 

と！ 見る 間に。 

その 障子の 一枚 を 踏み破って、 のめる ように 縁の 廊 

たいひよう 

下に 転び 出た 大兵 の士 —— 月輪 剣 門に その 人 ありと 


知られた 乾 万兵衛 だ。 

が、 おなじ 瞬間に 追撃ち の 一 刀！ 

利 剣 長 閃、 障子の やぶれ を 伸びて 来た かと 思う と、 

ぼラし 

たちまち 鮮血 鋩 子に 染み渡って、 

「ぁッ 痛 …… ゥッ ！」 

と 万 兵衛、 肩 口 をお さえて、 がっくり そのままらん 

かんに 二つ 折れ、 身 を ささえようと あせった が、 肥満 

なんじょう  おもみ 

の 万兵衛 何条 もってた まるべき！ おのが 重体 を 上 

ひさし 

身に 受けて 欄干 ごし、 ドド ドッ！ と 二、 三度 庇に も 

ん どり うつたと 見る や、 頭部から 先に ズデン ドウ、 う 

わ アツと 逃げ 退く 見物人の 真ん中へ 落ちて、 


「ザ、 残念！ ざんねん だ ッ！」 

と、 ふた 声 三 声く ち 走った のが 断末魔、 地に 長く 寝 

て 動かず なった。 

はくじん 

二階の 博 刃 は 今し 高潮に 達した とみえ、 ふみきる 

あしおと あらがね 

跫音、 鉄 と あらがねの 相撃ちき しみ あう ひびき、 人 

の 心胆 を 寒から しめる 殺気、 刀 気 …… ののしる こえ、 

物 を 投げる 音！ たちまち！ ザ アツと 障子が 鳴って 

黒い 斑点が 斜めに 散り かかりつ つみる みる 染み ひろ 

がって いくの は、 泰軒か 月輪 団か、 さて はまた 一人 斬 

られ たと みえる。 

こわい もの 見た さに 刻々 あつまって くる 路 前の 人出 


も、 ぁァ レョァ レョ！ と 叫び かわす ばかりで、 なん 

とも 手の くだしよ うがな く、 女達 なぞ は、 一 太刀 浴び 

たま， き 

たらしい 魂 切る 声が 流れる ごとに、 顔 を 覆い 耳 をふさ 

いでいる が、 それでも 容易に 立ち去ろうと はしない。 

代官 はじめ 宿 役の 衆 は、 この 剣 戦 を 知らぬ顔 にいつ 

たい 何 をして いるか 9  というに、 広く もない 村う 

ち、 彼らと いえ ども 識ら ぬで はない。 が、 一段落つ い 

て 危険が 去って から 出動す るつ もりで、 いま は、 ャレ 

身 仕度 だ、 それ 人数 だ、 と できるだけ 暇 をと つて 出し 

ぶ つてい るの だ。 

さて こそ、 これほどの 騒動に まだ 御用 提灯の 見えぬ 


わけ …… 。 

そのうち。 

群集の ひとりが 頓狂な 声 を 張り あげて、 

「火事 だ アツ！」 

と 叫んだ。 

然り！ 火事 も 火事、 一 瞬に して 勢い さかんな 烈火 

の 舞いだ。 

しょくだい  ふすま 

燭台 を 蹴倒して、 その 灯が 襖へ でも 燃え移つ たこ 

とから 始まった らしい。 

蛇の 舌の ような 火 さきが メラ メラと 障子 をな め 畳に 

ひろがって またたく 間に 屋根へ 吹き抜け、 天に 冲す 


る 光 煙、 地 を 這い まわる ほのお、 火の 子 は 雨と 飛び、 

しゃつ き 

明々 の灼 気風と 狂って 本陣い わし 屋の 高楼い ま は 一 大 

火災の 船と 化し 終わった。 

折 あしく 戌 あの 強風。 

家財 を か つ いで 右往左往 逃げ まどう 町民、 わめき か 

わす 声、 梁の 焼け落ちる 轟音、 昼よりも 明るい 天地の 

あいだに しいんと 静まり返って 燃えさ かる 火！ 火！ 

火！ 

その、 烈火の 影、 黄色く 躍る 熱 沙の土 を ふんで、 一 

団の人 かげが 刀 を 杖つ き、 負傷者 を かばって 遠く 宿 を 

離れ、 常 州 を さして ひた 走りに 落ちの びて いた。 


今宵の 乱闘に またもや 敗け をと りながら、 こうして 

それでも 歩 は 一 歩と 江戸へ 近づく 相 馬 中 村の 剣 群 月輪 

しょうし 

の 勢、 路傍の 小祠 にい こって 頭数 を検 する に、 こいつ 

だけ は 無事息災、 ま つ さきに 逃げ出して 来た つづみの 

与吉の ほかに、 二十 八 人のう ちから 死者 大屋 右近、 乾 

万 兵衛、 小 松 数 馬、 里 村 狂 蔵の 四 名 を 出し、 残りの 二 

きんそう 

十四 名のな かに も 重 軽の 金 創 火 創 を 受けて 歩行 困難 を 

訴える もの 三人 …… 目的地と する 江戸との 間に まだ 四 

十 里の 山河 を へだてて いるに すでに こ の 減 勢と は、 

とうす い 

統帥 軍 之 助の 胸中、 早くもう たた うら さびしい ものが 

ひろがる のだった。 


はるかに 小手 を かざせば 助 川の 空 はいち めんの 火 雲、 

むら むら 

近くの 邑々 で 打ち鳴らす 半鐘の 音が 風に 乗って 聞こえ 

ていた —— 。 

あの 焦土の 中心に あって は、 いかな 泰軒 先生 もつ い 

に 一 握の 灰と 化したろう …… という 想定 はもっての ほ 

ゝ 

力！ 

ちょうど 月輪の 連中が 途上に 休んで いる ころお い、 

不死身の 泰軒 は、 燃え 狂う いわし 屋の 屋内 を 火の粉の 

一 つのよう に龃け まわって、 

「あ！ ここに も 一つ 死んで おる ぞ！ これで 三人、 

いや、 下の 道に 落ちた のが ひとり、 合計 今夜 は 四 人の 


•R 確 K か。 ヮッ ばつ まつ ま！」 

と、 眉毛に 火の つくな かで 自若た る泰 軒、 ふところ 

を さぐって 取り出し たの は 殺生 道中 血 筆 帳の 一 冊、 

ちび ふで 

禿 筆の 先 を 小 松 数 馬の 斬り 口へ 塗って 血 をつ け 1 0 

すけ 川の 宿に て 四 人 也。 

トツ プリと 書き こみながら、 念仏と ともに 一 句 浮か 

んだ。 

「春 浅し ほ だ 火に 赤き 鬼 四つ …… 南無阿弥陀仏」 

こうして 一 一十 四 名に 減って 助 川 を あとに した 月輪 軍 

之 助の 一行 は つづみの 与吉 をみ ち 案内に たて、 その 夜 

のうちに 石神まで たどりつき、 翌る 一日 を 宿屋に 休息 


して ゆうゆう 傷の 手当、 刀の ていれに 費やして 夕 ぐれ 

とともに 石神 を 発足、 くらい 山道 を 足に まかせて、 眠つ 

ている 中納言 様の 御城 下 常 陸の 水 戸 を 過ぎ、 やがて 利 

根 川に 注ぐ 支流 鞍川の 渓谷へ さしかかった ころから… 

雨。 

そして 風。 

はざま 

一山、 ごう ッと 喚き 渡って、 峡間に こだまし 樹々 を 

ゆすぶる 深夜の あらし だ。 

「こり やた まらぬ テ！」 

「ひど い 吹き降りに なりお つ たな」 


言いながら 水 を 越す 用意。 

鞭 声粛々 夜 河 を わたる。 

広い 河原 だ。 

るいるい 

黒い 石が 累々 と 重なり つづいて 古びた 水苔で 足が す 

ベ る。 蛇 籠 を 洗う 水 音が 陰々 と 濡れ そぼれ た 夜の 底 を 

ながれて いた。 

右 は、 遠く 荒天に そびえる 筑 波の 山。 

ひだり、 阪東太 郎の暗 面 を 越えて、 対岸 小 貝 川 一万 

石 内 田 主 殿 頭 城下の 町 灯が チラ チラと、 さて は 香 取、 

津の宫 の 家 あかりまで 点々 として 漁火の よう —— 。 

それへ 向かって、 狭い 浅い 鞍川の 河水が 岩角 をかん 


で 白く 咲きつつ 押し流れ ている の だ。 

うしみ つ。 

ほ  うてき 

咆 える 風に 横 ざまの 雨滴。 

「よい か！ 集まって 渡れ や！」 

「浅い が、 水が 早いで、 足 を とられん ように ナ、 みん 

な 気をつけて 来！」 

口ぐ ちに 叫び あいつつ、 残士  二十 四の 月輪の 援隊、 

ひや  はかま 

冷ッ とする 水に 袴 の もも 立ちと つ た 脚の 半ばまで 埋 

めて、 たがいに 手 を 藉し肩 を 預けながら、 底 石 を 踏ん 

でち ようど 川 中へ 来 かかった 時だった。 

さきに 立って いた 山 東 平七郎 がみつ けたの だ。 


平 七郎、 河の まん 中に ピ タツと 急 止し、 大手 を ひろ 

げて 背後に つづく 同志 を 制しながら、 一 同 また かッ？ 

とば かりに 刀 を かまえて ゆく 手 をの ぞくと …… 何もな 

ヽ o 

レ 

かぼちゃ  くすだま 

ただ、 黒い 河水の 表面に、 南瓜と も 薬玉と も 見える 

円い 物が ひとつ 動く とも 漂う ともなく 浮かんで いる だ 

け  o 

「なんじ やい？ あれ は」 

ざる 

「笊の 川な がれ じ や。 大事ない」 

「芥 のかた まり ぞ！ わつ はッ は、 山 東 殿の 風 声 こ 

り や 笑わせる テ」 


それでも 連中、 念のために しばらく 立ち どまって み 

つめてい たが、 なるほど、 富士川み ず 鳥の 羽音、 平家 

ではない が とんだ 臆病風と 哄笑 一番、 ふたたび 水中に 

歩 を 拾つ て 進もうと する！ 

いきなり つづみの 与の 公が、 ブル ブル ガタ ガタ とふ 

るえ 出した。 

 も 道理 こそ  ！ 

声が 聞こえる。 

「ァ、 これこれ 与吉、 待って おった ぞ！ よい 湯加減 

じ や。 背中 をな がせ、 せなか を 流せ」 

と いうよう に。 


しかも それが 暴風雨の ひびきの いたずら とも、 水 音 

のな す 耳の せいと も 思える の だが、 こんど は ハツ キリ 

と 一 声、 たしかに 河の そこから どなる ように 立ちの 

ぼ つ てきた から、 与吉 はもち ろん、 月輪 組の 一 統、 

ぁッ！ とおめく なり 急 淵 を 蹴って 河 中に 散った。 

「来ぬ かッ！ しからば 当方より 出向く ぞ ッ！」 

と 同時！ 

ざる  ご み  かたまり 

今の いままで 笊の 川な がれ 塵埃の 集結と 見えて いた 

丸い 物が、 スック と 水 を 抜いて 立ち あがった の を 眺め 

ると、 裸ん 坊の泰 軒先 生！ 

九つの 生命で も ある もの か。 いつのまにやら 先 まわ 


りして、 先生、 さっき からこの 夜 ふけの 鞍川に つかつ 

て 待ちぶ せながら、 のんきに 行水と 洒落の めして いた 

の だ。 

全くの 不意う ち！ 

おまけに たびたびの 出会いに 泰 軒の 秀剣を 見せ つけ 

られ、 すっかり おじけ だってい るから 苦 もない。 蜘蛛 

の 子の ようにの がれ 散る 影 を 追って、 泰軒、 水煙と と 

もに 川に 一 一人 を 斬りす てた。 

門 脇 修理 ほか 一 人。 

そして 与吉を 先に、 軍 之 助が 風雨に 狩られ 余 数 を あ 

つめて、 水 戸 街道 を 江戸の 方へ 走りつつ あるとき、 泰 


けつびつ ちょう 

軒 は、 岸の 小 陰から 衣類と ともに 例の 血 筆 帳 を取リ 

出して、 血に そむ 筆で 二人と 大書して いた。 

けつびつ ちょう 

今 その、 泰軒 愛蔵の 殺生 道中 血 筆 帳 を ひもとけば。 

おもてに 血痕 くろぐろと 南無阿弥陀仏の 六 字。 それ 

から 木戸の 峠の 三、 助 川 宿の 四 人、 鞍川の 二と 本文が 

はじまって、 かくして 江戸へ 着く までに。 

笠 間の 入口で また ひとり。 

若 芝の 野で 三人。 

江戸の 五 里 手 まえ、 松 戸の 往還で 再び 一 人。 

ふところ  こうゆう 

しめ 十四 名 を 血 載した 帳面 を 懐中に、 巷 勇 蒲 生泰軒 

が ひさしぶりに 帰府 した 夕べ、 十七 人に 減 じられ た 月 


輪 組と つづみの 与吉 は、 まだう しろ を 振り返りながら、 

灯の つきそめ た 都の 雑踏に まぎれこん でいた。 

チ 恋の 森 

ゆうかん しりゃく  じ ぎ  こう 

武江遊 観 志 略 を 見る と、 その 三月 事宜の 項に —— 。 

きんしゅ. -っ 

柳 さくら を こき まぜて、 都 は 花の やよい 空、 錦繡を 

し  ふくいく  ぼうそう  こうこく ほうとう 

布き、 ら ん まん 馥 郁と し て 莽蒼四 野 も 香 国 芳塘な らず 

えんし  ほうちょう  ねん 

というと ころな し。 燕 子 風に ひるがえ リ蜂蝶 花に 粘 

す。 わらじ を 着けて 花 枝 をたず さえ、 舟 揖を うかべ 

て 蛤蜊を ひろう。 このと き 也、 風雅 君子、 東 走 西奔、 


遊 観に いとま あらず とす。 これ は 旧暦 だが、 とにかく 

三月の 声 を 聞けば、 もう 人の こころ を 浮き立た せずに 

はおかない 春のお とずれ である。 

三日 は 桃の節句。 雛祭り。 白酒。 

四日。 

まりしてん だいだい かぐら 

江戸の 西 隅、 青山 摩利支天 大太 神楽 興行 …… と あつ 

て、 これが 大 へんな 人出だった。 

まりしてん 

青山 長者 ケ 丸の 摩利支天 境内。 

かんじょう 

いつの 世に 何人が 勧 請 奉安した もの か、 本尊 は智 

みしる し 

行 法師 作の 霊 像、 そのい やち こな 御 験に あずか らんと 

して 毎年 この 日 は詣人 群集、 押すな 押すな のにぎ わい 


である。 

堂の 四隣に 樹木 多く、 呼んで 子 i の 森と いう。 

あたかもよし、 花見 月のお まつり 日和。 

武家屋敷に 囲まれた たんぼの 奥に、 ふだん は ぼつん 

と 島の ように 切リ 離されて 見える 子 恋の 森 だが、 きょ 

うは 遠く 下町から 杖 を 引く 人 もあって、 見世物、 もの 

こんぜん 

売り、 人声、 それらの 音響と 人い きれが 渾 然として 

かげろう 

陽炎の ように 立ちのぼりそう …… 。 

森の なか。 

りっすい 

荒れ はてた 御堂 を とりまいて、 立錐の 余地 もな く 人 

ごみが ゆれ 動いて いる。 


いしょうかん むり 

村 相撲が ある。 紙で 作った 衣裳 冠 の 行司 木 村な に 

がし、 頓狂 声の 呼出しが 蒼 空 へ 向かつ て 黄色い 咽喉 を 

張り あげる と、 大凸 山と 天 竜 川の 取り組み。 それへ 教 

学院の 荒法師 や 近所の 仲間が 飛び入り をして、 割れる 

ような 拍手と わらいが 渦 を まく。 

片隅に は、 二十 七、 八の きれいな 女が、 巫女の よう 

ないで たちで 何やらし きりに 人 を 集めて いるので、 そ 

の 口上 を 聞けば、 

あ わ  のこぎ リ 

「これなる は、 安房の 国 は 鋸 山に 年 ひさしく 棲みな 

して 作物 を 害し 人畜 を おびやか したる 大蛇。 また これ 

力ま 

なる 蟇 は、 江戸より 東南、 海路 行程 数十 里、 伊豆の 出 


島 十 国 峠の 産に して …… 長 虫 は 帯 右衛門と 名 づけ、 が 

ま は 岩 太夫と 申します る。 東西 東西！ ま ァずは 帯 右 

衛 門に 岩 太夫、 咬み 合いの 場より 始ま ァリ さよう 

ゥッ ！」 

と、 見る と、 いかにも これが 安房 帯 右衛門 殿で あろ 

う、 一 匹の 痩せこけた 青大将が、 白い 女の 頸に 襟 巻の 

ように グ ルリと 一 まき 巻きつ いて、 あまった 鎌首 を 見 

物の ほうへ もたげ、 眠そう な 眼 を ドン ヨリ させて いる _ 

がま 

女の 足 もとに は、 あま リ大 きからざる 蟇の 岩 太夫、 

これ は緦 でし ばられ ていて、 つまらな そうに ゴ ソゴソ 

這い 出そうと する たびに、 ぐいと 引き戻される。 


やがて 女が、 頸の 蛇 をと つて 地面へ おろす と、 帯 右 

衛門も 岩 太夫 も そこ は 稼業 だけあって 心得た もので、 

しばし 

暫時 にらみあいの 態よ ろしく のの ち、 いきなり 帯右衛 

門が 岩 太夫に 巻きつ いて 締めつ けて 見せる。 この 時 岩 

太夫 すこしも 騒がず 口 を あけて ガァガ ァと音 を 発した 

が、 たぶん、 

r ォォ 兄ィ、 どうせ 八百長 だ、 やん わり 頼む ぜ」 

ぐらいのと ころであろう。 いっこう おもしろくない 

かんじん 

ので、 立 合いの 衆 は 肝腎の 蛇と 蟇の 喧嘩よりも、 太夫 

元の 美しい 女 を じろじろ見 つめてい るの だが、 この 女、 

いずれ 後から 怪しから ぬ 薬で も 取り出して 売りつ けよ 


うの 魂胆と 見える。 

なんばん  のぞ 

むこうで は 南蛮 姿絵の 視き 眼鏡が 子供 を 寄せ、 こつ 

ちで は 鐘の音の あわれに 勧善懲悪 地獄 極楽の カラク リ 

人形。 

おでで こ 芝居 合 抜き。 

わ ぁッと 人浪が 崩れ 立った と 見れば、 へべれけに 

酔つ ばらった 何 家 かの 折 助が 四、 五 人 づれ、 女 をみ か 

けし だいに ふざけ 散らして 来る のだった。 

その 群集に おされて、 逃げる ともなく 小 走りに、 堂 

わきの あき 地へ 駆け こんだ 若侍 〔# 「若侍」 は 底本で は 

「若 待 匕 ひとり。 


月 代 も 青々 と、 りゅうと した 着つ けに 落とし 差しの 

大小 …… 。 

が、 その 顔！ 

女に しても 見 まほし いという が、 これ はま さしく 女 

性の 眼 鼻 立ち！ 服装 かたち こそ 変わって いるが、 ま 

ぎれ もない あの、 いまの 麴町 三番 町 土屋多 門の 養女と 

なって いる、 行方不明の はずの 弥# ではない か。 

それが りんた る 若 ざむ らいの 栴 えで、 この 青山 長 

者ケ 丸の 祭礼へ！ 

亡父の 姓 を 取って 小 野 塚 伊織と 名乗って いる 男装の 

弥生、 ぼんやりと そこに 揚がって いる 絵 看板 を ふり 仰 


リ ゆう  とうそうし 

ぐと、 劉と いう 唐人 刀 操師の 見世物 小屋で、 大人 五 文、 

小人 三文 1 0 

「さあ サ、 いらっしゃ アイ！」 

木戸番が 塩から 声 を 振りし ぼ つ た。 

むしろ 

板囲いに 吊るした 筵 を はぐって、 小 野 塚 伊織の 弥 

生が、 その 刀 操 術の 見世物 小屋へ 通る と、 屋内 は大入 

びん 

りの 盛況で、 むっと こもった 人 息が 弥生の 鬢を かすめ 

る。 

五 文の 木戸銭 は 高価く はない が、 芸人 は 劉 ひとり、 

それ も、 刀 操 術な どと 大きく、 武張った ところで、 能 

とする 演技 は、 例の 小刀 投げの いってんばり だ。 


かたなの 手品 だけに 見物人 は 男が 主、 女子供 は 数え 

る ほどし かいない 中に、 恐ら しい 浪人 頭が チラ ホラ 見 

え る 

すっかり 武士に なりすま している 弥生 は、 臆せず 人 

ま え 

を かきわけて 前方へ 出た。 

口上 人が、 ェェ、 これに 控えます る 唐人 は 劉と 申し、 

てんじく  ちょうう ざん 

天竺 は 鳥 烏 山の 生れに して —— なんかと でたらめに 並 

ベて 引つ こむ と、 すぐに 代わりあって、 二、 三尺 高い 

急) J しらえ の 舞台へ 現れた のが 小刀 投げの 太夫 支那 人 

の 劉で あろうが、 弥生 を はじめ、 一眼 見た 観客 一同 は 

好奇と も 恐怖と も つかない 声 を あげ て 小屋 ぜんたいが 


ゥゥム とうな つ た。 

唐人 劉。 

みんな はじめは 猿 かと 思 つ た。 

いや、 猿に して は 大きす ぎる が、 とにかく、 これが 

世に いう 一寸法師 か、 七、 八 歳の 小児の 体軀に 分別く 

さい 大きな 頭が のって、 それが、 より 驚いた ことに は、 

重箱 を 背負った ような 見事な 亀 背で あるう えに、 頭 か 

てあし  しっこく 

ら胴、 四肢まで 全身 漆黒の 長い 毛で 覆われて いるの だ。 

平たい 顔に、 冷たい 細い 眼、 ひしゃげ た 鼻、 厚い く 

It うぶ う 

ちび る —— 人間離れ のした 相貌 をグ ッと 前へ 突き出し 

て、 腰 を 二つに 折り、 長い 両手の さき を 地に ひきずつ 


しよ-つじよ-つ 

たと ころ …… さながら 絵に 画く 猩 々 そのままで、 出 

て 来た 時から 見物人の どぎ も を 奪った の は 当然、 弥生 

は あやうく 男装 を 忘れ、 驚異の 声 を 放ち 眼 をお おおう 

としたく らいだった。 

まれに 見る 怪物！ 

おびえた 子供が、 片 すみで！ ヮッと 火の つくよう 

に 泣き出す と、 劉 は そっち を 見て ニコニコ している。 

割りに 気 はいいら しいので、 皆 も いささか 安心して 

すこし 浮き足だった のが、 また ソロ ソロ 舞台の ほうへ 

つめかけ 出す と、 

「唐のお 女中の 悪血が 凝って、 月たら ずで 生まれ まし 


たのが この 太夫、 御覧のと おりのお 化けながら、 当年 

とって 三十と 九 歳！ 劉さん—  あい ヨウ —— -」 

香具師が そばから 披露 をす るの はいいが、 自分で 呼 

んで じぶんで こたえる の だから 世話 はない。 

き  かしら 

そこで、 お化けの 劉さん、 チョンと 析の 頭 を 合図に、 

たちあが つ て 芸当に 移った。 

舞台の 片側に 戸板が 立て かけて あり、 それに ピッタ 

リ背 をつ けて 十二、 三の 女の 児が 直立す る、 と、 数十 

本の ピカピ 力 光る 小 剣 を 手に した 劉、 その 少女から 三 

間 ほど 離れた 個所に 足場 をえ らんで、 小刀の 柄 を 先に、 

ね 

峰 を 手のひらに 挟んで 構える が 早い か！ 奇声と とも 


きほう 

に 投げ 放った 本朝で いう 手裏剣の 稀 法！ 

皓糸 水平に 飛んで、 発 矢！ と 小娘の 頭に 刺さった 

けんぼう 

…… と 見る！ 剣 鋩、 かすかに 人体 を それて、 突き 立つ 

あんど 

たので、 仰天した 観覧 人た ちが ホッと 安堵の 胸 をな で 

おろす 間 も あらば こそ、 一 一本 三本と やつぎばやに 劉の 

手 を 飛び出した 剣。 流れ矢の ように 空に 白線 をえ がき 

ながら、 トン トン トン トン トン！ と 続け ざまに、 娘 

の 首、 わきの 下、 両 うで、 軀幹、 脚部と 上から 下へ 順々 

に 板に 剌 したって、 それが すべて 肉体と はす はす、 一 

分の 隙に 娘 を 避けて 板に 突き 立つ もの だから、 こんど 

は 一 同、 ふう ッと 感服の 吐息 を もらして、 拍手す る こ 


とさえ 忘れて いる。 

一 刀 を 放つ ごとに、 ゃッ！ ゃッ！ と 叫ぶ 劉、 長 

い 腕 を ぶん まわしの ごとく 揮って、 黒 毛 をな びかせ 短 

身 を 躍らせて いるよう すが、 栗の いがが はじき 返って 

いるよう  0 

まるでた たき 大工が 釘 を 打つ ように、 またたくまに 

光 剣 を もつ て 少女の 輪郭 を 包んで しまった。 

茫然と している 見物人の まえで、 娘が ソッと 板から 

離れる と、 大手 を ひろげた 少女の 立ち姿が、 つるぎの 

外線で くっきりと 板のお もてに 画かれて いる。 

商売 商売と はいえ、 しんから 感嘆に 値する 入神の技 


芸！ 

娘と 劉が ちょっと 手 をつな いで 軽く 挨拶 をした とき、 

力た す 

固唾をのん でいた 観客 も、 はじめて 気がつい たように 

大きな 喝采 を 送った。 

が、 弥生 はすで に、 何 か 思う ところ あるら しく、 か 

たい 決意に 顔 を 引きし めて、 そそく さと 人 を 分けつつ 

小屋 を 出かけて いた。 

こみち 

堂の 裏手から 森の奥へ 一 条の 小径が のびて いる。 

それから まもなく。 

その 小 みちをす こし はずれた 草 むら、 昼な お 暗い 杉 


木立ちの 下に、 ふたつの 人影が 一 つに 固まり 合って 何 

事 かさ さやいて いた。 

「されば じ や、 あまりに 其方の 手裏剣が 見事 ゆえに、 

強って ここまで 足労 を わずらわした 次第 だが、 頼みと 

いうの は ほかで もない —— 」 

こう 言い かけて いるの は、 男の 声 こそつ くって いる 

が、 確かに 弥生の 小 野 塚 伊織に 相違ない。 

それに 答えて いま 一 人が、 

「なんのお 前 様、 唐人の 化けの皮 を 一目で 引ん 剝 いだ、 

ぃリゃ  きし ぼ じん 

御 眼力、 お 若え が 恐れ入 谷の 鬼子 母 神 …… へ つへ つ 

へつ なんで ごわす？ ま、 そのお 話て えの を ザ ッと伺 


おうじゃ ァげ えせん か、 あっし もこれ で 甲 州 無宿 

さんしょう 

山椒 の 豆太郎 II 山椒 は 小粒で もピ リツと からい や。 

ねえ、 事の 仔細 を 聞いた うえで サ、 案外 乗り気に 一 肩 

入れる かも 知れません ぜ」 

つぶやく ような 低声 だが、 歯切れの いい 江戸 弁 を ふ 

るって いる 男 …… かれは、 今し方、 あの 刀 操 術の 見 世 

物 小屋で 奇怪な 剣 技に 観客 を 酔わして いた 劉 太夫と い 

う 唐人であった。 

とすれば。 

唐人 劉の 正体 は 日本人 も 日本人、 じぶんで 名乗る と 

おりに 甲 州 無宿 山椒 の 豆 太郎。 


さて こそ この 豆 太郎、 亀 背の 一寸法師 にはちが いな 

いが、 あの りっぱな 黒 毛の 衣 を 脱ぎ捨てて 顔の つくり 

を 洗い落とした ところ、 ただ 珍妙な 男と いう だけで、 

さして 身の 毛の よだつ ほどの 人柄で もない。 

が、 底が 割れれば 割れた で、 それだけ 小さく のつ ぺ 

りと している のが 変に 無気味で も あり、 また、 一朝 手 

き だ い  さんしょう 

裏 剣 をと つ て は 稀代の 名手で ある 点、 なるほど 「 山椒 

そむ 

は 小粒で もピ リツと からい」 に 背かない とうなず かせ 

る ものが ある。 

甲府 生れの 豆太郎 は、 怖ろ しい 片輪のう えに 性 来 手 

裏 剣に 妙 を 得て、 香具師に 買われて 唐人 劉と 称し、 諸 


国 をう ちま わって いるう ち、 きょうの 祭り を 当て こみ 

にこの 長者 ケ 丸に 小屋 を 張って 銭 を あつめて いると こ 

ろへ、 見物 中の 若侍が 木戸へ かかり、 ちょっと はなし 

が あると ここへ 呼び出された のだった。 

何 を 思いついて こんな 変わった 太夫と 膝 を 組んで 語 

る 気になつ たもの か、 とにかく 弥生 は、 演技 を 終えて 

汗 を 拭きながら 出て 来た 劉の 豆 太郎を 見て、 さて は 己 

がに らんだと おりで あつたかと 微笑 を 禁じ 得なかった。 

毛 縫い を 脱して 今 眼の まえにし やがん でい る 豆太郎 

は、 舞台の 劉さん と は 全く 別人の ようで、 はじめから 

弥生が 看て とった ごとく 日本人の 無頼漢 だ つたから だ。 


三尺 あまりの 身体に 状 箱 を 縛りつ けたよう な身軀 

〔# 「身 軀」 は 底本で は 「身驅 匕、 小さな 手足に くらべて 

莫迦に あくどい 大きな 顔 …… 。 

しかし！ かれ 豆 太郎に 一 梃の 小刀 を 与えよ！ 

空翅 ける 鳥 もた ちまち 地に おち 岩間 を 走る 疾魚も 

須臾に して 水面に 腹 を 覆す であろう。 

その 豆太郎 が、 ふんべつ 臭く 小さな 腕 を 組み、 凝然 

と 耳 をす まして いると。 

あるいは 依頼 懇願す るが ごとく、 あるいは 諄 々 と 

して 説く ように、 しきりに 何 か を 明かして いる 弥生。 

とんだ 贋物の 豆太郎 と、 小 野 塚 伊織 こと 男装の 弥生 


と。 

その 間、 どんな 話題が いかに 展開して いった ことか 


ぼ、 それより もこの 弥生が、 突然 小 野 塚 伊織なる 若 

侍の 扮 装で 今日 この 子 恋の 森へ 現れる にいた るまでに、 

そ もどの ような 経路が 伏在して いるの か？ 

ここで いささか 振り返って その後の 弥生 をたず ねる 

こ o 

…… それ は、 彼女が 櫛 まきお 藤に つれられて 瓦 町の 

栄三郎 方 を 訪れ、 ぉ艷 とともに 一 夜 を 雨の ような 涙に 

明かし、 そして 戸外に は、 両 女の 涙に 似た 雨が 音 もな 


く 煙って いたかの 思い出の 明け方だった。 

思い出の あけぼの？ 

そうだ。 あの 日 を 最後に、 女と しての 弥生 は、 成ら 

あいれん も だ  せいえん 

ぬ哀 恋の 悶えと 悟りに、 死に かわりに そこに、 凄艷な 

一 美丈夫 小 野 塚 伊織が あらたに 生まれ 出た ので ある。 

その 生みの 悩み は？ 

思い出 はなお も つづ く —— 。 

恋 は、 強い 者 を 弱くし、 弱い もの を 強く する。 

あの 小雨の 夜から、 弱い ぉ艷が 急に 強い こころに 変 

わって 栄三郎 への 愛想 づ かし を 見せ だした ように、 つ 

よい 弥生 は、 にわかに よわい 処女に 立ち返って、 悲恋 


の 情に 打ちのめされた 彼女、 傘 を 断 わって 雨の なか を 

瓦 町の 露地 を 離れて 一 人ト ボトボ 濡れ そぼれ て ゆく と 


夜来の 雨に 水量ました 神 田 川の 流れ。 

ど ど ど ゥッ！ と、 岸の 石垣 を 洗って 砕ける 暁闇の 

水面。 

浅 草 橋の 中 ほどに 歩み をと どめて 何 心なく 欄干に 

凭って 下 をの ぞいた 弥生であった。 

明け やらぬ 空。 

まだ 眠りから さめぬ 大 江戸の 朝 は、 うら かなしい 

ひさめ 

氷雨が 骨に 染みて 寒かった。 


魔が さす。 

 とで も 言おう か、 こういう とき、 嘆き を もつ 人 

の たましいに ふと 死の 影が 投げられる もの だ。 

橋のう えの 弥生に、 眼に 見えぬ 黒い 翼の 死神が 寄り 

添った。 

かれは 弥生の 耳へ 誘いの 言葉 を さ さ やく。 

雨滴の ひびき、 河の 水 音 を、 弥生 は、 死の 甘美 をう 

たう 声と 聞いた のだった。 

死神 はまた 弥生に、 眼下の 水底 を 指さし 示す。 

そこに 弥生 は、 渦 を まく 濁流の かわりに 百花繚乱た 

と ， J はる 

る 常春の 楽土 を 見た のだった。 


死 を 思う 心の 軽 さ —— それ は 同時に 即決 をし いて や 

まない。 

きっと あげた 弥生の 顔 を、 雨が たたいた。 が、 彼女 

はもう 泣いて いなかった。 かすかに 開かれた 弥生の 口 

から、 亡父と 栄三郎 の 名が 吐息の ごとく 洩れ 出た ：：： 

はきもの 

と 思う と、 履物 をぬ ぐ。 チラと あた リを見 まわす。 手 

を 合わす  0 

「お 父 さま、 弥生 もお そばへ 参ります！」 

と 一 言！ 死神の 暗 翼に 抱かれた 弥生が、 あわやら 

ん かんから 身 を 躍らそう としたと き！ 人生に あって 

は、 百般の 偶然 事 ことごと くこれ 必然で ある。 


ことの 起こる や、 起こるべき いわれが あって 起こる 

…… この場合が ちょうど それ だ つたと 言 つ てよ かろう 

ときし も あれ、 棒 鼻 を そろえて、 突風の ごとく 橋 上 

を 疾駆し 去 つた 五 梃の 山 駕籠が あ つ た。 

筋骨た く ましい 六尺 近い かご 舁 きが 十 人、 ガッシ と 

い きづ え 

腰 をお として 足並み ゆたかに、 踊りの ように 息 杖 を ふ 

るって、 あっとい うまに あさく さばし を 渡り 過ぎた の 

だが！ 

あと を 見る と 弥生の 姿がない！ 

もくず 

さて はついに 飛びお りて 神 田 川の 藻屑と 消えた か！ 

と言うに。 


ろくしゃく 

危ぃ 弥生 をみ とめて、 走り ざまに 陸 尺の ひとりが 

片手に 搔 きこみ、 むりやりに 駕籠の 一 つへ でも 押し こ 

ん だものであろう。 

弥生 はすで に 気 を 失って いたが、 それ は 真に 間 髪 を 

入れない 早 わざであった。 

その 証拠に は。 

こうして その 朝、 あの 本 所 鈴 川 方の 斬り こみから 引 

き あげて 来た 五 梃 駕籠が、 エイ ハァ！ の 〔# 「エイ ハ 

ァ！ の」 は 底本で は 「エイ ハァ！ の 匕 掛け声 も 鋭く 角々 

を 折れ曲がって、 大戸を あけ はじめた 町家つ づき を K 

け 抜ける こと 一刻 あまり、 トンと 鳴って 底が 地に つい 


てみ ると、 ゾロゾ 口と はい 出た 五 人の 火事 装束 —— そ 

かしら  あからがお 

のなかに、 首領だった 銀髪 赭顔 の老 武士の 腕に、 ぐつ 

たりと なった 弥生の からだが 優しく 抱かれて いたの 

だった。 

が、 この、 細雨の 一夜 を 剣 戦に あかして、 しののめ 

ふ うま 

とともに 風 魔の ごとく 走り去つ て 来た 五人組 は 何者？ 

そして、 いま その 落ち着いた ところ は どこか 9  

この 青山 長者 ケ丸子 恋の 森 を 近くに 望む、 と ある 陽 だ 

まりの 藪 かげだった。 

乾坤 をね らう 火事 装束 は、 今 また 弥生の いのちの 恩 

人で ある。 その あいだに いかなる 話し あいが できあ 


がった もの か、 同じ 日より 弥生 は、 過去の すべてと と 

ヒナ 

もに 丈な す 黒 かみ を フッッ と 断ち切り、 水ぎ わだった 

若衆ぶ りに 名 も 小 野 塚 伊織と 改め、 五 人の 武士と 十 人 

そんすう  まと 

の 荒 くれ 男が 住む ふしぎな 家に、 かれらの 尊崇の 的と 

して 起居 をと もに する ことと な つたの だ つ た。 

さだめ  あやつ 

運命 知らぬ 操 りの 糸 —— これ も 離 在す る 雲 竜 二 刀 

がかげ にあ つ て ひくので あろう か。 

ほどなく 浅 草 橋の 上で 弥生の はいて 出た 足の 物が 発 

見され、 当然 弥生 は 身 を 投げて 死んだ ことと なリ、 養 

父 土屋多 門も泪 なが らに あきらめて、 あたらしく ふえ 

た 土屋家 仏壇の き 牌に は、 弥生の 俗名と 家出の 月日と 


が 記されて ある …… 。 

然り！ 弥生 は 死んだ の だ。 が、 その 変身 小 野 塚 伊 

織 は、 人に 知られず 生きて いる。 

その、 生きて いる 弥生の 伊織、 いま子 恋の 森で 何 ご 

とか 語リ 終わって、 ちょっと 相手の 一寸法師 を 見やる 

と、 山椒の 豆 太郎、 どことなく 淫らな 眼 を ニヤつ かせ 

て、 さすがに 争われず ふつ くらと 白い 弥生の 胸元 をの 

ぞ きこむ ようにして いるので、 はッ とした 弥生、 思わ 

ず 立ち あがった。 

灼けつ くような 豆 太郎の 視線 を 受けて、 われに もな 

くどきり とした 弥生が、 ゆらり と 草 間に 立って 忙しく 


襟 を搔き 合わせる と、 こんど は 豆 太郎、 その 白い 手首 

から 袖口の 奥へ と へんな 眼 を 走らせながら、 これ も 

たった は 立った ものの、 ようよう 頭が 弥生の 帯へ 届く 

くらいで …… 。 

「へへ へへ、 何もお 殿 さま、 取って 食おう たァ 言い や 

しめえ し、 急に そんなに 気味 わるそう にな さるもので 

も ござんす ま ぃぜ」 

「うむ。 なに、 いや、 ただ 気がせく の だ」 

と 弥生 は できるだけ 男の ように 大きく ど つし リ とか 

まえて、 

「そこで どう だ？ 仕事 はまず いま 申し聞かせ たよう 


な こと だが、 一 つ 拙者ら と 行動 をと もに して 力 を かし 

て くれる 気 はない か」 

「さようで すね」 

仔細ら しく 首 を ひねった 甲 州 無宿 山椒の 豆 太郎、 い 

ろい ろと 心中に 思案して いるの かも 知れない が、 異様 

な 眼 色が 依然として なでる ように、 すんなり とした 弥 

生の 胴から 腰の あたり を 這い まわって 離れない から、 

弥生 はいつ そう 警戒しつつ、 

「むり かも 知れん が、 拙者 は その 俠気を 見 こんで 頼み 

入る の だ —— どうか その 手裏剣の 妙 術 を もって 拙者ら 

一 味の ために 思う さま 働いて くれ …… 」 


「へえ。 剣の ほうじ ゃァ 本職のお さむれ えさん に、 そ 

うまで 厚く おっしゃられ るた ァ、 この 豆 太 郎めも 果報 

者で  へえ、 このと おりお 礼 を 申します」 

「いや、 いや、 礼 なぞ …… 受けて もらえば 当方から こ 

そ 言うべき 筋 だ。 いかがであろう、 即答が 得られれば 

幸甚な のじ やが」 

「な あに、 自分の 口から こんな こと をい うな あ 変な も 

ん だが、 親の 因果が 子に 報い …… なァん てネ、 どこ ィ 

行っても うしろ 指 を さされる とおり、 身体 は、 どなた 

様が ごらんに な つ て もこん な 不具 だが、 お前 さまの ま 

えだ けれど これで 人間よ くした もので、 何 かしら 取り 


柄が ありま さあ。 ねえ、 あっし ァ 餓鬼の 時から 物を投 

げる のが 得意で ね、 好き こそ ものの 上手 なれ、 へつ へつ 

へ、 口 はばって えこと をぬ かすよう だが、 あっしの こ 

の 手裏剣 業と 来た 日に ゃァ、 日の 下 開山、 だれと 立ち 

こん リんざ い 

あつたと ころで 遅れ をと るよう な こと ァ、 金輪際げ え 

せん。 そり ゃァ もう 皆さんが  」 

「存じて おる。 存じて おれば こそ、 かくまで 膝 を 屈し 

て 願い 入る のじ や」 

「さあ、 そこ だが …… 」 

「な あ 豆太郎 どの、 それほどの 剣 技 を もちながら、 あ 

のよう な 獣皮 を かぶって 唐人 劉な どと 偽称し、 いた 


ずらに 衆人の 前に 立って 女子供の 機嫌 を 取り結ぶ がご 

とき は、 いわば これ 宝の 持ちぐ され —— その 方み ず か 

ら 惜しい と 思った こと はない かな！」 

「おっと！ 待った！ おことば 中ながら、 あの 縫 着 

はけ もの じ ゃァげ えせん、 黒 馬の 尻尾 を 膠で 貼りつ 

けた 別 訛え の 小道具 なんで」 

「馬の しつ ぼ！ はは はは は、 なおさら 悪いで はない 

か  ま、 さような こと はさて おき、 ここ はどう あつ 

て も 助力に 預リ たい。 たっての 頼み —— そちの 剣 能が 

所望な のじ や。 いかが？」 

「困るな あ、 そう 急に 攻められても、 なにしろ 殿様、 


あっしに と つち ゃァ まるで 足 もとから 鳥の 立つ ような 

はなし なんでね ェ」 

「そこ をなん とかいた して …… 」 

「むりで さあ、 どうも、 あっし ゃァ 小屋に 縛られて い 

る 身で、 自分で 自分の からだが ままに ならね えんだか 

ら」 

「逃げろ！」 

と 強く ささやいて 弥生 は 人 を はばか つ て あたり を 見 

まわした。 

堂の むこうに 祭りの さ ざめ きが 沸きた つば か り —— 

すこし 離れた ここら は ひ つ そりと して 人の 気 もな い。 


ハラハラと 落ち葉が、 ふたりの 肩に かかる。 

「へへ へへ へ、 そ リゃァ おっしゃ るまで もな く、 これ 

までに だつ て 再三 逃げ出した ことがあり やすがね、 ど 

こ へ ひそんだ つて この 不具 じゃァ すぐ 眼に ついて ひき 

戻され るんで …… 」 

「よし！ あくまで 拙者ら に 与するならば、 言う にや 

及ぶ。 りっぱに かくまって やろう」 

「して、 あっしの 仕事て えの は、 さっき おっしゃった 

あの人 殺し 稼業 II 」 

「コ レ、 声が 高い ぞ！ うむ、 その 代価と して 金銀 は 

ま 1 っビ .1 

望み 放題 …… 」 


「うんに や、 褒美の 件 は 待って くだせえ。 あっし は 

あっしで、 たった 一 つ 欲しい 物が あるんだ から」 

盟約 締結 —— はいいが、 そこで 弥生に つれられて 

コッソ リと森 を 出 はずれた 山椒の 豆太郎 が、 ほつ そり 

とした 弥生のう しろ 姿 を、 すぐ 後から むさぼる ように 

見入って、 しきりに 舌 なめずりと ともに ひそかにうな 

ずいた の を、 弥生 は 気がつかなかった。 

太夫の いない もぬけの 殻へ、 それと は 知らずに 必死 

に 人 を 集める 唐人 劉 手裏剣 小屋 木戸番の 声 …… 。 

こちら は 二人。 小暗い 細 みちを 突っきる と、 森 かげ 

に 生け垣 をめ ぐらした ささやかな 萱葺き 屋根が 見えて 


きた。 老士が ひとり、 戸口に 立って こっちへ 小手 を か 

ざして いる。 

あ れ 

「彼 家 だ」 

弥生が、 白い 指 を あげた。 

しぐれ 

さんざ 時雨 

庭の 木 かげに チラと 人らしい ものの 形 をみ とめた の 

は、 土 生 仙 之 助が 最初だった。 

夜の、 かれこれ 五ッ 刻だった ろう。 

すずか わ げん ろう 

本 所 法 恩 寺ば し 前の 化物 屋敷、 鈴 川 源十郎 方で は、 


あるじ 源 十 郎と丹 下 左 膳の 仲が 表面 もとに 戻って、 源 

十郎 はまた おさよ 婆さん を 実母の ように 奉り、 相 も 変 

わらず 常連 を あつめて、 毎晚 のように、 いわゆるお 勘 

定を つづけて いると ころへ、 二、 三日 まえに つづみの 

与吉が 奥州 中 村 相 馬 藩から 月輪 軍 之 助 以下 十七 名の 剣 

援隊を 案内して 到着した ので、 それから という もの、 

血戦の さいさき を 祝い、 一同、 深酒 を あおって、 泥の 

ような 酔いぶ リ虹 の ごと き 気焰に 昼夜 の 別な く、 今宵 

も、 さっきから 左 膳の 離 室に 酒宴が はずんで わきかえ 

るよう な 物音、 人声 …… 。 

かわや 

その 最中に、 仙 之 助 はちよ つと 厠 へ 立った のだった _ 


竹の 濡れ縁 づたいに 用 をす まして、 その 帰りだった。 

ちょうず 

一 枚し め 残した 雨戸の あいだから 手 洗 をつ かいな が 

しま ざ さ 

ら、 何気なく 向う の 繁みを 見る と、 風 もない のに 縞笹 

の 葉が 揺れ動いて、 そこにむ つくりと 起ち あがった 黒 

い 影が あった。 

子供  とも 見れば 見られる、 それに、 長い 両腕 

を だら りと 地に さげて、 背中 を 丸く 前 かがみに 立った 

ところ、 気のせい か、 仙 之 助に は 猿の ように も 思えて、 

かれは われに もな く 驚愕の 声 を 放っと ころだった。 

が、 さて はお のれ 妖怪変化の たぐい！ と 仙 之 助が 

ひそかに 気負い こんだ 時、 その 小さな 人影 はけむ りの 


ように 消え失せて あとかた もなかった。 

ふしぎな こと も ある もの だと 仙 之 助 は 首をかしげた 

が、 酒の 席へ そんな 話 を 持ち出した ところで 一笑に付 

せられる ばかり、 かえって 自分が 臆病な ように 聞こえ 

る だけ だと、 彼 は 座へ 戻った のち も、 この 庭前に 見 か 

けた 奇怪な 影法師に ついて 何 一 つ 言わなかった。 

酒気と 煙草の けむりで むせかえ りそうな 部屋に。 

着いて まもなく まだ 客分 扱いされ ている 月輪 軍 之 助 

かがみ  とどろき 

各務房 之丞、 山 東 平 七郎、 轟 玄八、 岡 崎 兵衛、 藤 堂 

条 三郎、 山 内外 記、 夏 目 久馬等 全 十七 人の 相 馬の 剣士 

を 上座に すえて、 手柄顔の つづみの 与吉、 それに 主人 


役の 鈴 川 源 十郎、 食客 丹 下 左 膳な どが ギッ シリ つまつ 

て、 その 間、 飯 あり 肴 ありお 菜 あり、 まるでち らし 寿 

司 を 見る ような 色 とりどりの 賑 かさで ある。 

そして、 酒。 

骨ば つ た 真 赤な 顔が、 やぶれ 行燈の 灯に たぎる がご 

とく 映え かがやいて、 なるほど、 化物 やしきの 名に そ 

きょ ご う 

むかない。 それ は 倨傲 無頼な 夜の 一場面であった。 

「こら 源 十！ いやさ 源 的！ やい 鈴 源、 源の 字 …… 

なんとか 言えい！ ゥは はは はは」 

援団 来着して 上々 機嫌の 剣怪左 膳、 乾 雲 丸 を 引きつ 

けて 源 十 郎に眼 を 据えながら 左手に 杯 をつ きつける。 


かちいくさ 

「のめ ェ！ 乾坤と ころ を 一にす る 勝 軍の 門出 だ。 

飲めと い つたら のめ」 

「うむ。 めでたいのう。 このと おり 飲んで おる」 

なま へんじ 

源 十郎、 いささか 迷惑げ な 生返 辞。 

にもかかわらず、 左 膳 は、 もう まわり 兼ねる 舌で ど 

なる ように、 

r ナァ 与力の 鈴 川、 ォッ と！ 法 恩 寺の 殿様、 おれ も 

弥生て え 娘の こと はスッ パリ 思いきって、 これから は 

夜泣きの 刀の 件に だけ 精根 を うちこむ つも リ だから、 

貴公 も 友達甲斐 にお 艷を あきらめて、 終りまで 俺に 力 

を かしてく れョ。 今まで 途中で 俺と 貴公と が 変に 仲た 


がいに なった の も、 みな あのお 藤の 離間策であった。 

じ やによ つて おれ もこん どこ そ はお 藤 を 捨てる。 いや 

もう 棄て たの だ。 この 片輪 もの、 なんで 浮世の 女に 用 

があろう！ はは は、 万事 わかった、 わかった！ だ 

からだ、 な、 源 十郎、 貴様 も 女 を 二の次に して 刀に 腕 

貸しして くれる だろう な？」 

「 言う ま でもない！ 貴様が お 藤の みならず 弥生 ま で 

忘れる と 申すなら、 源 十郎も 武士、 りっぱに ぉ艷 への 

心 を 断って、 およばずながら、 雲 竜 二 刀の 剣 争に 助力 

いたす であろう …… 」 

「その 一 言、 千万の 味方 を 得た よりこ ころ 強う ござる」 


と 月輪 軍 之 助が ここ へ 口 を はさんで、 

「ところで、 かの 泰軒 とやら 申す 乞食で ござる が —— 」 

こうして、 着く 早々 何度と なく 蒸し返された 蒲生泰 

軒のう わさ …… 随所 随所に 出没して 悩まされた 血 筆 帳 

の 話が またも 出て くると、 

「どうも 皆々 様の まえです が、 あの こじき 野郎と 来 

ひもの 

ちゃ あ 金魚の 乾物で …… 」 

与吉 がした リ 顔に 膝 をす すめる。 

「金魚の 乾物と はなんだ？」 

誰かが きいた。 

「へ え。 煮ても 焼いても 食えませんで ございます」 


これで、 ドッと 嵐の ような 哄笑が 一座 を ゆるがせた 

が、 そのな かで、 笑い もしない 源 十 郎と左 膳。 互いに 

探る ような すばやい 視線が ちらと 合って、 すぐ 外れた。 

恋する 丹 下 左 膳の こころが 弥生に 向いて いる 一 事と、 

また 取 持ち を 約した 鈴 川の 殿様に 違約され た 恨みと か 

ら、 さまざまに 智恵を 弄して 左 膳 源十郎 間に 水 を 差 そ 

うとした 櫛 まきお 藤の 奸策。 

そのために 一時 は、 左 膳と 源十郎 そりが 合わず、 左 

膳 は、 源 十郎に 報復 心 を 抱いて 本 所の 家 を 出て お 藤の 

隠れ家に 彼女との 靡爛 した 一夜 を 送った の だが、 もと 

よりこの 恋、 左 膳よりも お 藤から はじまった ことなの 


で、 左 膳と して は 一度お 藤 を 知りつ くした うえ は、 彼 

女に 対して なんらの 興味 をつな ぎ 得なかった こと はい 

たし 方ない。 

と、 して …… 。 

かの、 乾坤 二 刀が それぞれ 所有 主の 手に入れ ちがい 

になった 雪の 夜、 左 膳 は、 深夜の 法 恩 寺 橋 下に 栄三郎 

を 見失った のち、 またまた その 足で 化物 屋敷に 舞い も 

どって、 あるじの 源 十郎と 対談 数 刻、 ここに 始めて 訴 

人した の は 源十郎 でな く、 また 乾 雲 を 掘り出し たの も 

おさよ 一 個の 仕事 —— 自分 は なんら 関知 しないと いう 

源 十郎の 弁舌に、 強いだ けに 単純な 左 膳、 今までの こ 


と はす つ かり 己が 誤解で あ つたと 源十郎 に対する 心 も 

ち もな おり、 以前のと ぉリ庭 内の 離 庵に 起き 臥しす る 

ことにな つ たが。 

自ら 訴えて おいて 後から 左 膳 を 救い出し、 それ を 恩 

に、 一 晚 にしろ 左 膳と ともに 住んで、 かたくなな 愛欲 

を 満たした かの 大 姐御 櫛 まきのお 藤、 目下 は、 江戸お 

かまえの 身に お 上の 眼が はげしく 光って いるので、 し 

ようこと なしに 例の あなぐら、 暗い 地下の 隠れ 部屋に 

ちん めん 

左 膳の 思い出 を 抱いて 独 リ沈湎 している ものの、 かの 

ちく 

お 藤、 一度 左 膳 を 得て、 はたして このままに 黙す るで 

あろう か。 


一 方 左 膳と 源十郎 は。 

ともに そこ はかと なく 吹き まくる 御用 風が 身にしみ 

て、 いつ 十手 捕縛が 飛んで くる かも 知れない 不安から、 

ち と 

再び 互いに 固い 助力 を 誓い かわし、 源 十 郎は旧 どおり 

に 左 膳 を その 邸内に 潜伏させる ことにな つたの だけれ 

ど。 

、 一一、。 
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隻眼 隻 腕の 丹 下 左 膳、 右頰の 刀痕 を 皮肉な 笑みに ゆ 

がめ て —— 雲 竜 二 剣の ために、 お 藤 はもと より、 最初 

乾 雲 丸と いっしょ にわが 手に入れた はずの 弥生への 横 

恋慕 を も、 スッ パリと 断ちき ると いう。 


それに 応じて 源十郎 は。 

しからば 自分 はお 艷を 思いきって、 ともどもに 夜 泣 

きの 刀へ 全力 を 傾注しょう！ こう カづ よく 言下に い 

い 放った ものの。 

言葉 はことば。 

こ ころ 

胸底 は， 」 ころ。 

お 藤の こと はとに かく、 左 膳、 よく 弥生 を 諦め、 ま 

た 源十郎 がお 艷を 忘れ 得る であろう か …… ？ 

この 相互の 疑惑に とっさに 打 たれた 両人、 思わず 相 

手 を 見定めん と、 鋭い 眼光 を はたと カチ 合わせた 時に、 

源 十 郎は左 膳の 独眼の なかに 弥生 を、 左 膳 は、 源十郎 


の 顔のう えに ハツ キリと ぉ艷 をみ とめた が、 上 をい つ 

て 急に につ こりした 源 十郎、 

じゅうじ ゅラ 

「いや、 今までの ところ はわし が あやまる。 重 々悪 

かった —— ぉ艷 にの み 気を取られて、 貴公 は さぞ かし 

腑甲斐な いやつ と 思った ことで あろうが、 今後 は 源 十 

郎、 貴公の 右腕 ともなって …… 」 

「あは はは、 左腕の おれに 右腕と は、 源 十、 なかなか 

もって 味 をい うわい」 

「いや、 それ は 物の 比喩で、 わるく とって 気にして は 

困る」 

「ナ 二、 気にする どころ か、 俺た ちの あいだ はそんな 


他人行儀の もの じゃあね え、 あれ ァ 心から ありが てえ 

と 思って いるの だ。 な あ 月輪 氏、 そうで はない か」 

うわさ 

とき かれて、 与吉 その他と ともに 泰 軒の 噂に 夢中 

になって いた 月輪 軍 之 助、 不意の 質問に あわてて、 

「ささ ささよう で ござる とも。 い、 いかにも 丹 下殿の 

仰せら るるとお リ  」 

といつ になく どもって 答える と、 その 口つ きに 左 膳 

は、 主君 大膳亮 を 思い出し たらしく、 

「 …… さぞお 待ち兼ねの ことであろう、 いや、 なんか 

と 手間 どり 申し わけ ござらぬ」 

珍しく 四角ば つ た 言葉に なりながら、 


r ァァ乾 雲が 夜泣き をす る！ 竜 を 呼んで 泣く の だ。 

ソ レソレ この 声が 御 一 同に は 聞こえぬ かな」 

と 左手に 陣 太刀 を 撫 して、 血の のぼった 一眼 を 満座 

のうえ に 走らせた とき。 

大御 番頭だった 父 宇右衛門 のころ は、 登城 をした か 

ら馬も 馬丁 も 抱えて いた けれど、 その 時分 すら 下女 は 

二人し か 使わなかった のに、 小 普請に おちた 当代の 源 

十郎が やはり ふたりお いている とあって は、 始終 ま 

わ つ てく る 小 普請 支配 取締りの おもて 面倒 だと あ つ て、 

母の 格と はいえ、 こうなる とどう しても おさよ が 女中 

なみに 立ち働かざる を 得ない。 そのお さよ 婆さんが、 


薬罐に 酒の 燜 をして 運んで 来た。 

乾 雲 を 盗み出し たの はこの 婆 だ！ と 思っても、 左 

膳 は 源 十郎の 手前もう 何も 言わずに いる。 

酒と 見て わつ と 歓声 を あげる 一 同 を 制し、 左 膳が、 

「軍議！ かの 火事 装束 五人組との 対策 も あるで、 こ 

の 談合す ましてから、 また 一 杯 やる としょう」 

こう 言い 終わった とたん！ 

土 生 仙 之 助が サッ！ と 顔色 を 変えた かと 思う と、 

やみ  やみ  やみ 

突如 庭 奥の 闇黒 〔# 「闇黒」 は 底本で は 「闇黒 匕 から 銀 矢 

こうじん せい 

一 閃、 皎刃、 生 ある ごとく 飛来して 月輪 軍 之 助の 胸部 

へ …… ！ 


この 酒盛りの 最中に、 ふしぎ！ 空 を 裂いて 庭から 

躍り こんだ 一ち ようの 短剣、 あっとい うまに 灯に 流れ 

て、 グ サッ！ と 月輪 軍 之 助の 胸板に 突っ立った …… 

と 見えた 瞬間！ 

ばち ィん！ と 音して 見事に くだけ 散った の は、 

ちょうど 軍 之 助が 口へ 運ぼうと していた 土器の 大盃 

だった。 

飛 剣 は、 その さかずき を 微塵に 割って、 軍 之 助の 上 

身に 酒 を 浴びせ、 余勢、 うすい 着物の 肩 を かすった ば 

かり、 そのまま 背後の 畳に 落ちて 刺し 立った。 


しじ ま 

瞬間、 凍った ような 静寂が 室を領 した。 

と 思う と、 おおう ッ！ と 一同 恐ろしい おめき 声 を 

あげて、 めいめい 大刀 を 手に、 もう はじかれ たように 

起ち あがって いた。 

そして、 

「奇怪！ 何奴 ッ！」 

と、 乾 雲の 柄 をた たいて 叱咤した 左 膳と ともに、 皆、 

庭へ 向かって いっせいに 身構え をした が ：•：• 。 

夜 は 森 沈と して 闇黒の 色 を 深めて ゆく だけで、 樹々 

さぎ リ 

の 影 もこん もりと 黒く 狭霧が おりて いるの か、 あんど 

ん の 余 映 を 受けて ぼ やけた 空気が、 こめる ともなく 


漂って いるき り —— いつも 見慣れた、 なんの 変哲 もな 

い 荒れ 庭の けしき だ。 

不審と も、 あやしい とも 言いよう のない 寸刻の 出来 

ごと。 

どの 方角から 短刀が 飛んで 来たの か …… その 見 わけ 

もっかず、 一同、 勢い こんだ 力の ゃリ 場に 困って、 い 

ささ か 拍子抜けの まま、 なお も、 かたなに かけた 肘 を 

張り そろえて キッ！ と 庭 面 をす かして 見て いると、 

「いや、 おのおの 方、 お笑い 召される ことと 思って 申 

お ま 

さなかつ たが、 さっき かしこら と覚 しきと ころに、 七 

つ 八つの 子供の ごとき 人影が ありました ぞ。 それが 確 


かにい ま、 かの 小 剣が 飛来した 時 も、 ちらと 動いた の 

を 拙者 は 見た …… 」 

という ささやく ような 土 生 仙 之 助の 言葉に。 

子供 —— というの が、 場合が 場合 だけに、 深更 ひと 

しおの 妖異 じみた 恐怖 を 呼んで、 化物 屋敷の 連中 われ 

にもな く 思わず 慄然と 身の 毛 をよ だた せた その 刹那で 

あった。 

またもや、 ビ ユウ ッ！ 

と、 唸りと ともに 一隅から 風 を 切って 飛び 来たった 

小刀 一本、 今度 は 避ける まもなく 右から 三人 目に 庭に 

けず 

面して 立って いた 山 内外 記の 咽喉 笛へ、 ガッと 骨 を 削 


る 音と い つ しょに くいこんだ。 

ひいい い …… ッ！ と、 気管の 破れから、 梢 を 渡る 

木枯しの ような 息 を 高々 ともらした 外 記、 二、 三 秒、 

眼前の 虚空 を搔き 抱く がごと く 見えた が、 瞬時 にして 

どう ッ とふき 出た 血潮の 海に、 踏み こらえようと あ 

せって 足が すべって、 腰の 一刀 を 半ば 抜いた なり、 思 

いきりよ く 庭への めり 落ちる と、 ば あんと 鼻ば しらが 

飛び石 を 打 つ てた ちまち 悶絶。 

これより 先。 

やみに 浮かぶ 離 室に 氷柱の 白 花 一 時に 咲きき そ つ て、 

抜き 連れた 北国 剣士の むれ、 なだれ をう つて 縁 をと び 


おり、 短剣の 来た 庭 隅へ 喚声 を あげて 殺到して いた。 

力！ 

こ こぞと 思う あたりへ 行って みると、 無！ 

しめ 

湿つ ぼい 夜気が 重く 地 を 圧して いるば かりで、 庭の 

どこに も、 さきほど 仙 之 助が 見かけた という 子供に 似 

た 人影 なぞ はいつ さいない の だ。 

はて ナ？ と 抜刀 を さげた 一 同が、 きょろきょろ あ 

たり を 見 まわして いると、 近くに あたって、 

r  ,1 ヽヽ ヽヽヽ  ■ 
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と 陰に こもる 含み わら い。 

「おぬし、 いま 笑った か」 


「ぃン や。 笑った の は 貴公だろう？」 

「違う。 誰 だ、 笑った の は？」 

がやがやと 問い あつ ている ところへ！ 

一 一間と 離れない 草 むらから 猿の ように 黒い 物が とび 

出した かと 思う と、 長い 手が 一 振す るが 早い か 燐光 ふ 

せんび 

たたび 流星の ごとく 閃 尾を引いて、 またしても 飛 剣、 

真ッ 先に 立った 夏目久 馬の 脇腹 をえ ぐつ て 地に のけぞ 

らした。 

笑い を 残して、 小さな 影 はすつ 飛んで ゆく。 

くせもの 

「曲者 ッ！」 


と 面々、 それ ッと ばかりに 追おうと する や、 室内に 

とどまつ ていた 左 膳、 源 十郎、 軍 之 助の 三人が、 口ぐ 

ちに 叫んで 皆 を 呼び あげた。 

そして、 何事 か —— にわかに 離 庵 全体の 雨戸 をお ろ 

させ、 丹 下 左 膳が、 最初に 飛来して 軍 之 助の 酒盃を 割つ 

た 小 剣 を 畳から 抜き取る の を 見る と、 五寸 あまりの 鋭 

利な 小柄で、 手 もとに 一 ぼんの 小槎 りが 結びつけて あ 

る。 

みなの 目が 好奇に 光る まえで、 左 膳、 紙蹉を 戻して 

大声に 読み あげた。 

まと 

御身ら 二十 名 は 順次に わが 手裏剣の 的 也。 


いかく 

何者から か 殺 剣と ともに 送られた 威嚇の 言！ 

「フン！ きいた ふうな 真似 を しゃがる！」 

と 吐き出す ように 苦笑した 左 膳、 不意にお ちた 沈黙 

の 底で、 なみいる 頭数 を かぞえ 出した が、 いま 殺ら れ 

た 二人 を 加えて 月輪 組の 十七 名に、 源 十郎、 与 吉で十 

九、 それに じぶんで ちょうど 二十と 最後に おのれ を 指 

さした ころ。 

猿 を つれた 猿 まわしの ような 弥生と 豆太郎 が、 遠く 

鈴 川の 屋敷 を あとに 走って いた。 

火事 装束 一 味の まわし 者！ 

これが、 離 庵の 一同の あたまへ、 期せず して ピンと 


来た 考えだった。 

が、 それにしても あの、 小児と も 野猿と もっかない 

怪人物の 手裏剣 業に は、 さすが 独 剣 至妙の 刃 鬼 丹 下 左 

あ. P 

膳の 膚 にさえ 粟 を 生ぜし むる にたる ものが あった。 

しかし、 世に いう 手裏剣なる 刀 技 は。 

手裏剣 神妙 剣な どと いって、 一に 本朝 剣法の 

せいきょく しゅじ そく  しゅじ  くう リ 

精 極 手 字の 則に 出て いる。 手 字と は、 空理に 敵の 太刀 

や 槍の 位 を 見き わめて、 その 空理に 事 を かなえて 我が 

道具 を 持ち、 打た ね ども 打つ こと、 突かね ども 突く わ 

じょうじゅう 

ざ、 払わね ども 払う こと を、 定 住 空理に 入れて 働く 

をい い、 敵の 太刀筋の 字 を 空に 書く 心 もちだと ある。 


こうなる と、 この 手 字の 手のう ちから 出る 剣 だから 

手裏剣と 称する わけで、 いかさま 剣道の 妙諦、 ひどく 

禅 機 を 帯びて むずかしくなる しだいだ が、 手裏剣すな 

わち 神妙 剣、 あえて 特に、 長さ 三、 四 寸の小 剣 を 手の 

うちに 返して 投げ 打つ 術 をのみ 手裏剣と 呼ぶ ので はな 

い。 手 を 放さずに 使う 太刀 や 槍 も 同じ 道理で、 いくら 

投 剣の 術ば かり 修練した ところで 要は 手 字の 空理に 即 

して うちこむ にある。 しかして その 空理の 徳は、 人の 

頭に 機 を 知らし めて 逸早くき ざすの 一 事に つきる —— 

と言われ ている だけあって、 これによ つても わかる と 

おりに、 手裏剣 を 投げて 人 をた おし 得る にいた るまで 


に は、 単なる 小手 さきの 投術 のみで はいけ ない。 もと 

よりその 熟達 はさる ことながら、 技 はい わば 下々 の 下 

で、 体得の 域に のぼるた めに は、 空理の 理 にあって 手 

字 の 法 を覚ら ねば ならぬ。 つまり 行より 心が できて 剣 

ひおう 

意の 秘奥に かなわなければ、 手裏剣 を 投じて 一 家 をな 

す こと は 不可能な の だ。 

しかるに、 ただいま のかの 投げ 手 は …… ？ 

腥風 一陣 まき 起こって、 とっさに 二つの 命の 灯 を 吹 

き 消し 去った 手練で も 知れる ように、 魔 か 魑魅 か、 き や 

つよ ほど、 腕と 腹 ふたつながらに 完璧の 巧者に 相違な 
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身み ずから 剣 心 を こころと する 刃 怪左膳 だけに、 か 

れは 相手 を 測り 知る こと もまた 早かった。 

「世の中 は 広い もの だな あ …… ゥ ゥム！ かかる 名人 

が ひそんで いたの か」 

と、 今 さらながら 敵 味方 を 越えて、 左 膳 はしん から 

微笑みたい 気に もなる のだった が！  二度、 

まと 

御身ら 二十 名 は 順次に わが 手裏剣の 的 也。 

という 脅迫の 文 を 読み返す と、 なんとなく 左 膳、 い 

ずれ 近い 機会に、 おのが 左 剣と この 手裏剣と ちょう 

ちょう 火花 を 散らして 相 撃つ ベ く さだめられて いるよ 

うに 思って 来て、 彼 は、 ほの 暗い 行燈 のかげ に 一眼の 


きらめく 顔 を、 敵意と 憎悪に 燃えた たして 振り あげた。 

き ち 

この 左 膳の 気 を 窺知した もの か、 何に まれ 容易に 驚 

かず、 たやすく 発動した ことのない 月輪 軍 之 助、 普段 

のぼう つと した 性に 似げ なく、 覚悟に 決然と 口 を 結ん 

で 左 膳 を 見返す。 

着府と 同時に、 ほとんど 挨拶が わりに 左 膳から 剣 渦 

の 一 伍一 什 を 聞かされて、 栄三郎 方お よび 火事 装束と 

刃 を 合わす 期 を たのしみに 待って いた 月輪 門下の 同志 

は、 日なら ずして ここに 早く も 怪しき 小人の ために 二 

友 を 失い、 かすかな 不安のう ちに も 殺気 あらたに みな 

ぎる ものあって、 左 膳、 源 十郎、 軍 之 助の 鼎座 を 中心 


に、 それから ただちに 深夜の 離 室に 密議の 刻が 移って 

いった。 

その 結果。 

おとり 

乾 雲 を 囵 に 坤竜を ひきよせる いかなる 秘策が 生じ 

たこと か？ …… は 第二と して。 

ここで は、 鈴 川 源十郎 である。 

熟議の 座に あって、 終始 黙々 と 腕 を こまぬ いていた 

かれ 源十郎 は、 はたして 外見 どおりに 自余の 者と とも 

に 乾坤 一 致の 計に 脳髄 を 絞って いたであろう か —— と 


いまの 先、 お 艷の儀 はキッ パリと 相 忘れ 申した！ 

などと りっぱな 口 をた たいた その 舌の 根 も 乾かぬ うち 

に、 もう 彼の 全部 を 支配して いるの は、 かって 心 を 離 

れ たことの ない わ だか まり、 あの、 過日お さよに 約束 

した まま まだ 渡して ない 五 十両 …… ぉ艷を 栄三郎 から 

奪うた めの 手切れ金の 才覚 だ つ た。 

で、 しばらく は 交際に、 神妙に 首 を ひねる と 見せ か 

けて い た 源 十郎が 、 今宵 の 手裏剣に ち と 心 当りが ^ 」 ざ 

るから  とうまい こと を 言つ て、 とめる の もき かず 

に 化物 屋敷の 自宅 を 出て ゆく と、 あとに は 離 室の 一 同、 

かんとう  こ 

寒燈の もとにな おも 議を 凝らして いたが、 ただ ひとり 


暗い 夜道 を 思案に くれて あてど もな く 迪る源 十 郎の肩 

に は、 三更の 露の ほかに 苦しい 金策の 荷が、 背 も 折れ 

ん ばかりに 重かった のだった。 

その 夜の 闇黒 は、 源十郎 のこ ころだった。 

真っ黒に 塗りつ ぶされ たような 入江 町の 往来 を、 ふ 

ところ 手に 雪駄 履きの 源十郎 が、 形 だけ は 八丁 堀め か 

して、 屈託げ に 顎 を うずめて ブラ リ、 ブラ リ —— さて 

こうして 人中 を 逃れて 考え を まとめる つもりで 出 は 出 

てきた ものの、 この 夜更けに どこへ いこうの 当てが 

あっての ことで もなければ、 また 何人のと ころへ 持ち 

こんだ ところで、 もう 源 十 郎には オイ ソレ と金の はな 


しに 乗って くれる もの もない のだった。 

で、 思案投げ首。 

五 十両 …… 五 十両と 心中に うめきながら、 河岸に 

そって 歩いて ゆく と、 時の 鐘楼が 夜 ぞらに 浮かんで、 

南 割下 水の 津軽越 中 様お 上屋敷の 森が ひとしお 黒ぐ ろ 

と 押し黙つ て 見える。 

どこから か 梅の 香が 漂って きている。 

早春の 夜の そぞろ歩き。 

きんす 

と は 言う ものの、 五百石 旗本の 身で 五 十両の 金子に 

つまって いる 源十郎 として は、 風流 心 どころ かいつ さ 

い 夢中、 とやこうと 思い悩みながら、 やみくもに 歩 を 


ひろって いるの だった。 

花町の 角 を 曲がって、 竪 川に かかる 三つ 目の 橋。 

それ を 渡って 徳 右衛門 町から 五 間 堀へ と、 糸に 引か 

れ るよう にフ ラフラと 深 川の 地へ はいって いった。 

抜ける ように 白い ぉ艷の 顔と、 山吹い ろの 小判と が 

まぼろし 

かわるがわる 幻 のように 眼前に ちらつく。 

うやま 

おさよ 婆 を 死んだ 母御に そっくり だな どと 敬 つて 

おくの も、 源十郎 として は、 いわば 将を 射る 先にまず 

馬 を 射る 戦法  やっとの ことで そのお さよ を 手に入 

れ、 ここに 五 十両の 金 さえ あれば、 それ を 縁切りに お 

さよ を 通して おおびら に 栄三郎 からお 艷を 申し受ける 


こ 

ことができる ところまで 漕ぎつ けながら、 こうして そ 

の 金員の 調達に はたと 差しつ かえて いると は、 宝の 山 

に 入りつつ 手 を 空し ゆうする ような ものと、 源 十郎、 

思えば 思う ほど われながら ふが いなく、 身内の 焼ける 

しょうそう 

ような 焦燥 の 念に 駆られざる を 得な か つ た。 

左 膳の 刀 争い なぞ、 もはや 彼の 思慮の いずくに もな 
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あるの はた だ、 金の み、 五 十両！ 五十 …… 。 

五百石 取り 天下のお 旗本に、 たった それだけの 工面 

がっかぬ というの はまこと に 不思議な よう だが、 つね 

ほうとう ぶら い 

から 放蕩 無頼、 知行 はすべ て 前納で とっくに とってし 


わるさ  こう 

まい、 おまけに 博奕が 嵩 じて 八方 借金 だらけ —— 見る 

に 手 も 足 も 出ない 鈴 川 源十郎 着流しに 銀栴 えの 大小 を 

グイとう しろに 落として、 小 謡 を 口に 小名 木 川の 橋 を 

あざぶ がぜんぼう 

過ぎながら、 ふと 思い ついた のが 麻布 我 善坊の 伯父 

くまいく ろうえ もん 

隈 井九郎 右衛門の こと。 

四 年 まえに 五 十両 借りた きリ になって いるが、 なに 

しろ 隈 井の 伯父 はお 広間 番の 頭、 役得が 多くした がつ 

て 工面が いい。 泣きつ いていつ たらもう 五十ぐ らいな 

ん とかして くれる かも 知れぬ。 

そうだ、 一 つ 鉄面皮に 出かけて みょう か。 

いや！ よそう、 よそう！ 


そういえば 去年の 盆 前に も 一 度 一 一 十両し ぼり 出しに 

行った ことがあつ たつけ。 

あの 時、 いやにお 世辞が よく、 たんと 御馳走 をして 

くれたの はいい けれど、 その もてなしの 最中に、 伯父 

の やっこん な こと を 言 い やが つ た —— 実 はナ鈴 川、 昨 

年 わしの 知行が 水 かぶりで 二百 石 まるつぶれ になって 

しまった。 が、 まあ、 お 役 料 二百 俵 あるから、 それで 

どうやら こうやら 内外の 入費 を やつ て のけた けれど、 

そういう 訳で まことに 勝手向きが 不如意 だ。 ついては 

い つ ぞゃ用 だてた 五 十両の 金、 全額と いったら 貴公 も 

迷惑だろう から、 どうか 半金ば かり 入れても らいたい 


…… とこう、 真綿で 首 を 締める ように、 丁寧に 催促 さ 

れて は、 そこへ こっちから、 また 二 十両 拝借と もき り 

だし かねて、 なるほど、 それで はいずれ 近日 調達して 

返済いた します —— と、 俺 は 汗をかいて そこそこに 逃 

げ 帰つ て 来た。 

ああ 先手 をう たれて やん ゎリ やられち ゃァ かなわな 

がぜんぼう  お じ ご 

い。 まったく 我 善坊の 伯父 御と 来ち ゃァ 食えない 爺い 

だからな ァ …… 。 

と 源 十郎。 

つま はじ 

自分 こそ 親類 じゅうの 爪弾き、 大の 不実 者、 人間の 

屑の ように 言われて いるの を 棚に あげ  ァァ こうな 


る ことと わか つ ていたら、 ふだんから もうす こし 不義 

理 をつつ しみ、 年始 暑 寒に も 顔 を 出して、 あちこち 敷 

居 を 低く してお けばよ かった と、 いま 気がついても 後 

のまつ り。 

あんけん さ つ 

暗剣殺 …… 八方 ふさがり。 

しんから 途方に くれた 鈴 川 源十郎 が、 五 十両に 魂 を 

失って 操り人形 のように、 仙 台 堀から 千鳥 橋 を 渡って 

永代に 近い 相 川 町、 お 船 手 組の 横丁へ でた ときだった。 

月の ない 夜 は、 うるしの ように 暗い。 

ゆみはりぢょうちん 

ふと ゆく 手に あた つ て 弓 張 提灯  ま つ 川と 小 意 

気な 筆 あと を 灯に にじませて、 「ォッ と！ 棟梁、 こ 


こ は 犬の 糞が 多う がす」 

「な あに 大丈夫で え。 踏み ァ しねえ」 

来 かかった 町人て いの 男 ふたり …… 。 

源 十郎、 自分で 気がつく さきにもう 片側の 土塀に 背 

を はりつけて、 鼠 絹 長 襦袢の 袖 を ピリ リと 音の しない 

ように 破り 取る が 早い か、 すつ ぼり 頭から かぶって 即 

座の 覆面 …… 汗ばむ 手のひら を 衣類に こすり 拭いて 

しめ 

ぺッ！ 大刀の 目釘 を 湿して いた。 

おかばしょ 

岡場所 …… といつ て も。 

リ  せんしゃくていしょう 

江戸の 通 客 粋人が 四畳半 裡に 浅酌低唱 する、 ここ 


たつみ 

は 辰 巳の 里。 
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なかち よう どばし 

柳 はくらく 花 は 明るき なかに、 仲 町、 土橋、 表 やぐ 

ら あたりに はかなり 大きな 楼も軒 をなら ベて、 くだつ 

て は 裏 やぐら、 すそつ ぎ、 直 助な ど —— 0 

きょう でん 

人 も 知る、 後世 京 伝 先生 作 仕 かけ 文庫の 世界。 そ 

この やぐら 下の 置屋 まつ 川と いうのに。 

さきごろ からお 目 見得に 住み こんで 来て いた 若い 美 

しい 女が あつたが、 容貌と いい 気性と いい 申し分ない 

とあって、 この 四、 五日 親元 代りの 大工 伊兵衛と 話し 

あいの 末、 きょうは いよいよ 身売りの 相談が なりたち、 


女 は 夢 八と 名乗って まつ 川から 出る ことにな り、 大工 

の 伊兵衛 は、 今夜 その 金 を 受け取って 新 助と いう 若い 

者と ともに さっき かえ つてい つた。 

こうして やぐら 下の まつ 川から あらわれた 新顔の 羽 

織 衆、 夢 八。 

この 夢 八 こそ は、 当り 矢のお 艷、 というよりも、 誠 

訪栄 三郎の 妻お 艷が、 ふたたび 浮き世の 浪に 押され 揉 

ひだり づま 

まれて、 慣れぬ 左 棲 を 取る 仮リの 名であった。 

伊達の 素足に、 意地と 張り を 立て通す 深 川 名物 羽織 

芸者 …… とはいえ、 この 境涯へ お 艷が身 を 落とす にい 

たるまでに は、 じつはつ ぎの ようない きさつが あった 


のだった。 

それ は。 

弥生と 乾坤 二 刀の ために われと わが 恋 ふみにじって 

栄三郎 を 離れて 来たお 艷、 泰 軒に 守られて 江戸の ちま 

た を さまよい 歩いた のち、 泰軒は 彼女 を、 もったいな 

くも 大岡越 前 様に 押しつけて、 与吉を 追って 北国の 旅 

へたって しまった。 

その あとで 越 前 守忠相 は。 

正道に 与する 意と 畏友 泰 軒への よしみと から、 かげ 

ながら 坤竜 丸に 味方して いると はいえ、 そして このお 

艷は、 その 坤 竜の 士詉訪 栄三郎 の 妻 だと はわ かってい 


て も、 家中の 者の 手 まえ、 不見 不識の 若い 女性 を 屋敷 

にと めて おくわけ に は ゆかない。 

といって、 もとより 帰る 家な きもの を 追い出し 得る 

忠 相ではなかった。 まして や、 これ は泰 軒から 預かつ 

ている 大切な 身柄で ある。 で、 このうつ くしい 荷物に 

はさす がの 南のお 奉行 さま も いろいろに 頭 を ひねった 

あげく ふと 思い つ いたのが、 ちょうど そのと き 屋敷の 

手入れに 呼ばせて あった 出入りの 棟梁、 日本 橋 

しろがね ちょう  いへえ 

銀 町の 大工 伊兵衛の ことだった。 

伊兵衛 棟梁 は、 もと 南 町奉行の 御用 をつ とめた こと 

もあって、 手先と しても、 下 素 者ながら 忠 相の 信任 厚 


い 老人だった が、 いまでは 十手 を 返上して、 もっぱら 

本業の 大工に かえり、 大岡家 を はじめ 出 羽 様な どに 出 

入りして 御作 事 方い つ さい を うけたまわ つ ている ほど 

堅い ので 聞こえた 男な ので、 彼なら 安心して 一時お 艷 

を 又 預けに する ことができ ると 考えた 忠 相が、 さつ そ 

く 自身 邸内の 普請場 へ 出向 い て 伊兵衛 を ものかげへ 呼 

び、 その 旨 を 話して 依頼す ると。 

ほかならぬお 奉行 様の 命に 二 つ 返辞で 引き受けた 伊 

兵衛、 ただちにお 艷を つれて、 銀 町の 自宅へ 戻る。 

はしなくも 大岡様 をお そば 近く 拝んだ うえ、 種々 御 

下問に あずかって、 雲と 竜 ふたつ 巴の 件、 丹 下 左 膳、 


鈴 川 源十郎 一 味の 行状 なぞ 己が 知る かぎ リ お答え 申し 

きょ うく 

あげたお 艷は、 わが 一身の ことまでお 耳に 入れて 恐懼 

した まま、 かくして 伊兵衛と ともに 御前 を 退出した の 

だ つ たが —— 0 

うちに 帰って よくお 艷を 見なお した 伊兵衛 は、 その 

まれ 

世に も 稀なる 美貌に おどろく と 同時に、 遊んで いても 

差しつ かえない がそれ では かえ つ て 気がつ まるば かり、 

むしろし ばらく 芸者に でもな つ たら 憂さ晴らしに い い 

だろう …… と、 女房と も 談合して、 幸い やぐら 下の ま 

つ 川と いうの が 講中 や 何 かで 相識 だからお 艷 さん を 

こ つちの 娘 分に して 当分 まつ 川へ 置いて もらったら ど 


うだろう？ 決して 枕 はかせがない という 一 枚 証文な 

きす 

ら、 べつに 身体に 瑕が つく わけで もな し、 おもしろお 

かしい 日が つづ いたら 本人 も さぞ 気が まぎれて よかろ 

うで はない か —— こうお 艷に すすめて みると、 

気兼ねの ないように されれば される ほど、 さきが 届 

けば 届く につけ、 いづら いのが 他人の 家。 

朝 ゆう 狭い 肩身のお 艷は、 いっそ ここで 思いきって 

芸者に でも 出れば、 第一、 ひろく 人に 会い、 したがつ 

て 口 も 多い から、 この 日ごろ 気になって ならぬ あの 弥 

生 さまの 行方に も ひよ つ としたら 手掛かり があろう も 

ぼうぎょ 

知れぬ し、 自分 をね らう 本 所の 殿様へ は 何よりの 防禦 


と 面 あて …… が、 ただ 風の 便りに 栄三郎 さまが お聞き 

なされたら どんなに 悲しまれる ことか！ 

うわ 

けれど それ も、 愛想 づ かしの 上ぬ りと はこのう え も 

ない 渡りに 舟！ 

こうした 泣き笑いに 似た 気 もちから、 大工 伊兵衛 を 

親元と して、 みずから 幾何の 金で まつ 川へ 身 を 売って 

きた 夢 八のお 艷 であった。 

そうして 今宵  。 

そうして ム マ 宵  。 

はじめて 櫓 下の まつ 川から 出た 羽織 芸者の 夢 八。 

身売りの 金 は、 いずれ 足 を 洗う 時の 用意に もと 固い 


伊兵衛が そのまま 預かって、 まつ 川と 字の 入った 提灯 

を 借り、 弱 子の 新 助 を 連れて 河む こうの 銀 町へ 帰って 

うしみ つ 

行った の は、 月の ない 夜の 丑満 すぎてから だった。 

しぐれ 

さんざ 時雨の さ ざめ きも 夜な かまで。 

夢 八のお 艷が 伊兵衛 を 送って まつ 川の 門ぐ ちへ 出た 

ま 

とき は、 さし も 北 里の るい を 摩する たつみの 不夜城 も 

深い 眠りに 包まれて、 絃歌の 声 もやみ、 夜霧と ともに 

暗い しじ まがし つ とりと あたり を こめて いた。 

そとへ 出る とすぐ、 伊兵衛 は 夢 八 を 押し戻す ように 

した。 

「いや、 ぉ艷 さん —— 、 じゃァ ない、 もう 夢 八 姐さん 


だった ね、 はは はは、 ここでた くさん、 夜風 は ぞっと 

します。 風邪 を 引き こんだ リ しちや ァ いけない。 さ、 

構わず はいつ とくん なさい。 またね、 何 かつらい こと 

が あつ たら 遠慮なく 言 つ て 来な さるが い い。 お前 さま 

は大岡 様からの 大事な 預リ 人で、 困って 芸者に 出る 人 

じ やない から、 嫌に なったら いつでも 廃業す こった。 

ここの 親方 は、 さっきの 話で も 知れる とおり、 よつ く 

ひと 

わかった 仁 だから 決してむ りな こと は 言 やしないが… 

…マァ 気の すすまない 座敷 は ドン ドン 断 わって、 保養 

に 来たつ もりで せいぜい きれいに して 遊んで いなせえ。 

なみの 芸者 奉公た ァ違 うんだ から 気 を 大きく 持 つ んだ 


よ。 なァ に、 ク ョクョ する こた ァ ねえ やな。 またす ぐ 

に いい 日が 廻って 来よう つ て もんだ」 

「はい。 何から なにまでお 世話 さまにな りまして、 お 

礼 の 言葉 も) J ざいません」 

「ォッ と！ そんな 固ッ 苦しい こた ァ よしに して もら 

おう。 大岡 様の 御前 様に や、 わしから よく 申し あげて 

おくが ね、 ぉ艷 さん、 お前さんなら 大丈夫と にらめば 

こそ、 あっし もこん なと ころへ お前 さま を 預ける 気に 

なつたん だから、 ィャ、 そこらに 抜かり は あるめえ が、 

世間に ァ 馬鹿が 多い から あっし も 駄目 を 押 すんだ けれ 

ど、 —— いいかね、 ひ よんな 間違いの ねえよう に、 こ 


れ だけ は くれぐれも 頼み ましたよ」 

「ハイ。 それ はもう …… 」 

「そうだろう、 そうお なくち や ァぉ艷 さんじ ゃァ ねえ 

わし も それで 大きに 安心 をし ました。 だが ョ、 見れば 

見る ほど i< い 女ッぷ り だ。 ァ、 なんだか また わし はお 

前さん を 残して ゆく のが 気になり 出した。 これで わし 

ももう 十 年若い とね、 およばね えまで も 一 つ 口説いて 

見 るんだ が、 はは はは は —— コラ ッ！ 新 公！ てめ 

えなんだ つ てそう ポ カンと 口 を 開けて ぉ艷 さん を 見て 

いるんだ？ ソラ 涎が 垂れる じゃァ ねえ かッ、 この 

とんちき  うぬ 

頓痴奇 めッ！ 汝 みて えな 野郎が いるから、 どこへ 


行っても ぉ艷 さんが 苦労 をす るんだ。 ハハ ハハハ —— 

お！ そり やそうと ぉ艷 さん、 この 金 だが ね、 こり や 

ァ 、 言う ま でもな く お前さんが 身売りし た 代 だ からお 

前さん の もの だけれ ど、 縁あって わしが 親元と なって 

いる 以上、 一 時 このままお 預リ してお きます よ。 入 要 

があった らい つで もそう 言って よこしなさい。 大岡様 

のお 眼が ねに 添う あっし だ、 ちゃんと このと おり、 出 

羽 様のお 下げ 金と いっしょに 胴巻きへ 包んで —— 」 と 

と ±3 

言う と、 そこへ 供の 新 助が 口 を はさんで、 

「ァァ そうだ！ そういえば、 きょうこ こへ まわる 前 

に 出 羽 様へ うかがつ たんで したね。 あそこのお 作 事で 


お受け 取ん なすった 小判 三 十両、 あれ は 御 隠居 所のお 

手付けで ございま すか」 

「何 を 言 やが る！ こんどの 請負 は 二 千 三百 両。 近え 

うちに 前金が 千両 さがる。 それでな けァ 大工の 足留め 

金 を 出す ことが できねえ」 

「へえ？ 豪勢な 御 普請です ねえ。 じゃァ あの 三 十両 

がなん のお 金で！」 

「あれ は 正月の 手間の 払い残りが あつたの をく だすつ 

たんだ。 ホラ 見ろ、 丸に ヮの 字、 松 平 出 羽 守 様の 極印 

が 打って あら ァ」 

と、 その 出 羽 守 様の しるし をう つた 小判と お 艷の身 


売り 金と を いっしょに 懐中に して、 棟梁 伊兵衛 はお 艷 

に 別れ を 告げ、 新 助に 提灯 を 持たせて 銀 町へ 帰って 

いったの だが。 

しょんぼりと 一人、 まつ 川の 戸 をく ぐって 部屋へ 

通った ぉ艷。 

変わった 姿に とも すれば もよおす 涙が、 今夜 は ひと 

しお 過ぎ 来し方 ゆく 末な どへ 走って、 元 相 馬 藩士 和 田 

宗 右衛門と いうれ つきと した 武士の 娘が なんの 因果 か 

芸者な どに 身 をお として！ と 耐ら ぬ 自嘲の 念が 沸き 

起こる 一方、 考えてみれば、 ついこの 間まで 水茶屋 を 

かせいで いた 自分、 当り 矢のお 艷が夢 八に なった とこ 


ろで 大した 変り もないで はない か。 

おもかげ 

ぼうっと 眼で 追うな つかしい 栄三郎 さまの 面影。 

そして、 鈴 川 様に いる 母 さよの こと。 

くずれる ように 坐った ぉ艷 が、 夜 さむに 気がついて、 

肩 を つぼめながら、 もうあの 伊兵衛 さんと 新 どん は 永 

代 を 渡った ころだろう  と 思う ともなく こ ころに 浮 

かべて いたや さき！ 

ドン ドン ドン！ 割れん ばかりに 表 戸 をた たいて、 

「まつ 川さん！ ぉ艷 さん！ タタ 大変 だ アツ！ 棟 

梁が …… 」 

狂気 のよう な 新 助の 声 だ ！ 


新 助 は、 白痴の ように 取り乱して 口 もき けなかった。 

くちびる 

ブル ブルと 口唇 を ふるわせて、 しきりに 何 か を 刀 断 

する ような 手真似 をす るの を、 まつ 川の 家人と ぉ艷 が、 

左右から おさえて ききただ すと— 

ただ 一 言！ 

「棟梁が …… 棟梁が、 そこの 横町で 殺ら れた ぁッ I 

—— 」 

それなり 新 助、 べッ タリと まつ 川の 格子ぐ ちに 崩れ 

て、 自分が 殺ら れ たように へなへな になって しまった。 

この 死人の ような 新 助 をうな がして 先に 立て、 ぉ艷 

の 夢 八と まつ 川の 男衆と が宙を 飛んで 現場へ 龃 けつけ 


る。 

と！ 

銀 町の 大工の 棟梁 伊兵衛、 暗い 路の 片側に 仰向けに 

倒れて、 足 を 溝へ おとした まま、 手に 小 砂利 をつ かん 

もん ぜ つ 

で 悶絶して いた。 

場所 は、 永代 橋へ 出ようと する 深 川 相 川 町の うら、 

お 船 手 組 屋敷の 横で、 昼で も 小暗い 通行人の まばらな 

ところ。 

募 は 一 太刀。 

ひだり 肩 口から 乳 下へ かけて ザ ックリ …… 下手人 は 

よほど 一 流に 達した 武士で ある ことに 疑い を 入れない。 


ほの  しら 

やがて 仄かに 白もうと する 寒天の もとに、 お 艷をは 

むくろ 

じめ 一同 は、 変わり果てた 伊兵衛の 屍 を 路上に かこ 

んで声 もな く、 なすと ころ を 知らなかった —— 0 

つい 先 ほど。 

「じ や ァぉ艷 さん、 こんど あっし ァぉ 客で 来る ぜ。 

ちった あ 線香 を 助けさせて もらおう。 はは はは は、 ま 

ごめんなさいよ」 

と、 例の 渋い 声で 元気に 笑いながら、 新 助と 並んで 

帰って いつ た 伊兵衛 棟梁。 

あの 声音が まだ 耳の 底に 残って いるのに、 今 はもう 

こんな 姿に なって— …… とお 艷、 この 驚愕の 真った だ 


なかに あって、 うつし 世の はかな さとい つたよう な も 

のがしみ じみと 胸 を 侵す の だ つ た。 

なくな リ もの 

紛失 物 は？ と 男衆の ひとりが 死骸の ふところ を 探 

ると、 案の定、 財布がない！ 

こわた リ とうざん 

古渡 唐 桟の大 財布に、 出 羽 様のお 作 料の 三 十両と お 

艷の 身売り 金 を 預か つたのと を いっしょに 入れて、 

ズッ シリと 紐で 首から さげて いた、 その 財布が 盗まれ 

ている の だ。 

人に 意趣 遺恨 を ふくまれて 暗 討ちに あうよう な 伊 兵 

衛 棟梁で はなし、 これで 最初の 刹那から みなが 考えて 

ものと 

いたよう に 物 盗り、 金が 目当ての 兇行と きまった。 


丸に ヮの 字の 極印 を 打った 松 平 出 羽 守 様お 払 下げの 

小判 三十 枚と、 ぉ艷 がまつ 川の 夢 八と 身 をお とした そ 

の 代と がない！ 

兇刃、 伊兵衛と 知って か識ら ずに か、 または、 かれ 

が 暗夜 大金 を 所持して 帰路に つ いた こと を 見定めての 

うえ か 否か —— ？ 

ようよう 人心地つ いた 新 助が、 わななく  口で 話す と 

ころ は h  ^つ だ。 

「棟梁と いっしょに、 わたしが まつ 川さん で 借りた 提 

灯で 足 もと を 照らしながら ここまで 来る てえ と、 そこ 

の 塀に くつ ついてい たお 侍さん が ヌゥッ と 出て 来て、 


待て ッ！ と 言いました。 灯りで 見る と、 黒の 覆面 を 

して 刀の 柄に 手 を かけて います。 背の 高い 着流しの 方 

でした。 棟梁 は ああい う 人です から、 黙って 立ち どま 

りました が、 あっしが 胆を つぶして 逃げ出そう としま 

すと、 その 侍が ャッ！ と 叫んで 刀 を 抜こうと する 

拍子に、 はずみで 覆面が ぬげ 落ちました。 はッ として 

私 も 顔 を 見ました が、 暗い ので かおだち はわ かりませ 

びん  こまげ 

ん。 が、 うす 鬢の 小鬍、 八丁 堀のお 役人 ふうでした か 

ら、 あっしが 棟梁、 お 役人と いいます と、 棟梁 はピタ 

リと 大地に 手 を 突きました。 するとお 役人 は 棟梁の 懐 

中 物 を しらべて、 夜中 大金 を 持ち歩く と は 不審 だ、 明 


日まで 預かって おくから 朝 奉行所へ 出頭し ろと、 名 も 

役目 も 言わずに そのまま 財布 を 持つ て 立ち去り そうに 

どろぼう 

します ので、 私と 棟梁が 泥棒 ッ！ と 大声 を あげて 騒 

ぎ 立てた とたんに、 私 は、 そのお 役人が ピ カリと 引つ 

こ 抜いた の を 見ました。 で、 わ アツ！ と龃け 出した 

とき、 うしろに 棟梁の 魂 切る 声 を 聞き ましたが、 あと 

は 夢中に 転がりながら、 まつ 川さん へ 戻って たたき 起 

こしたん で —— 」 

新 助の いうと ころ はこれ だけ だ。 

なるほど、 持って 出た 提灯が、 なかば 焼け、 土に ま 

みれ 落ちて いる。 


しかし、 近くの どこ を 捜しても、 ぬげた 覆面 はもと 

より、 何 ひとつ 手懸 りら しい もの はみ つからなかった。 

上役 人の 斬り 奪り 強盗 …… 波紋 はこれ から 大きく 

な つ ていく。 

新 助が 走って、 日本 橋 銀 町へ 知らせる と、 帰 リを案 

じていた 伊兵衛の 女房が 若い者 を つれて 龃 けつけ てく 

る。 

自身番から 人が 来て、 ひとまず 死骸 を 引き取って 

いった あと。 

未明 …… の 雨。 

ぉ艷は その 足です ぐ、 まつ 川の 男衆と ともに 辻 駕籠 


を やとって、 外 桜 田の 大岡越 前 守お 屋敷へ、 おねむり 

を 妨げる の も かまわずに 訴え出た。 

さむ 

あかつき かけて 降り だした 時節 はずれの 寒し ぐれ I 

I さんざめ かして 駕籠の 屋根 を 打つ その 音 を、 ぉ艷は 

この 日ごろ 耳に する 色 まちの 絃歌、 さんざ 時雨と 聞い 

て ぼんやりした こころに い つそう の 哀愁と 痛苦 をつ の 

ら せる のだった。 

大岡 様へ 急の 御用  とあって 女の 身ながら も 木 

戸木 戸 を 許された ぉ艷、 数 丁 さきで 駕籠 を 捨てて、 あ 

と は 裾 を はさんで 裸足に なり、 湿った 土 を 踏んで、 バ 

タ バタ バタと あわただし くお 裏門へ かかる と、 


「この 夜 ふけに 何者 だ？ なんの 用で 参った ヮ  お 

お！ 見れば 若い 女の よう だが」 

御 門番の 土が のぞいて みて 不審が お。 

「はい。 実はい そぎ を 要しまして、 龃 込みのお うった 

えで ございます」 

狼狽した ぉ艷 が、 こう 懸命に 声 を 張り あげる と、 門 

内の 士 はいつ そう 威猛 高に、 

「黙れ、 だまれ ッ！ 龃 込みの 訴えなら ば、 夜が 明け 

てから 御 奉行所へ 参れ ッ、 南のお 役所 を 存じて おろう、 

す き や ば し 

数寄屋 橋の 抉 だ」 

くぐり 

と、 今にも、 ピシ ャリ、 潜 門に 小さく 開いて いるの 


ぞき窓 を しめてし まいそうな 形勢 だから、 ぉ艷 はもう 

泣かん ばかり —— 。 

番士の ほうに も 理屈 は ある。 

ごうそ 

強訴 …… いわゆる 龃 込みう つ たえと いうの は。 

南 町奉行 所の 前へ 行く と、 腰かけが 並んで 願い 人相 

手 方と いうの が ズラリ 並んで いるが、 そのむ こうに 見 

える お呼び出し 門、 これが 開いた とみる や、 ドン ドン 

素足で とびこんで ゆく。 すると 門番が いて、 差し越し 

願い は 取り上げ にならん、 帰れと いって 突き放す。 そ 

こ をもう 一度 走り こむ。 そうすると 今度 は、 訴え 事が 

さし そ 

あるならば 差 添い 同道、 書面 を もって 願い 立てろ と 門 


番が どなって、 二度目に 手 あらく どんと 門外へ つき 出 

すの だが それ を 押しき り、 三度 目に 御門 内に とびこん 

で、 わたくし はこの 御門 を 出る とすぐ に 殺されて しま 

いますと 大声 を あげる と、 人命に 関する とあって はお 

上で も 容易なら ずと 見て、 はじめて ここにお 取上げに 

あらむ しろ 

なリ、 荒 筵のう えに 坐ら せられて、 八丁 堀 同心 見習の 

若侍が 握り飯 一 一つに 梅干 を 添えて お 手当と して 持って 

くる。 これ を すぐさま むさぼる ように 食べて、 大事の 

訴えに 朝飯 を 食わずに 来た と い う 非常ぶ り を 見せな け 

れ ばなら ない。 そのよう す を 当番の 与力が 訴え 所の 障 

子 を 細目に 開けて 見て いて、 これ はいか さまよ ほど 重 


大な 願い ごとが あるの だろうと、 その おもむき をお 奉 

行 さまへ 上申して 第一 の 御前 調べに ひき 出される …… 

これが、 当時 公事の 通と も 言われる もの は 必ず 一 とお 

り 心得て いた 龃 込み 訴えの 順序と コッ。 

言うまでもなく、 これ はすべ て、 お 役所での 法外の 

法な の だが —— 0 

が、 しかるに 今。 

ぉ艷 は、 お 役宅の 門 をた たいて 龃 込みの 訴え だと 

いったから、 相手 はこ こいら に ふさわし からぬな まめ 

かしい 女の こと だし、 門番 も、 奇異の 感 とともに 面倒 

に 思って、 雨中で はあり、 さっさと ひっこん でしまい 


そうにす る ので、 

「ァ ノ、 ちょっと 殿様の 御存じの 者で ございま すが… 

〜」 

ぉ艷が 言い かける が、 

「ナ 二？ 御前が お前 見識り ごし だとい うの か」 

「いえ。 わたくし では ございません。 お出 入りの 大工 

伊兵衛と 申す ものが 八丁 堀お 役人て いの 追剝 ぎに 斬リ 

殺されまして —— J 

「ナ、 なに？ あの 伊兵衛が …… ？」 

とびつく りした 御 番士、 伊兵衛な らば 自分 もよ く 

知ってい るから、 まだ 夜中で は あるが、 取り急ぎ その 


旨 をお つぎの 間に ひかえた 御用 人 伊吹 大作 を 通して 申 

しあげる と、 

ォ、 あの 老人の 大工が？ それ は！ とこれ も 驚い 

た 大作、 かみに はお やすみで はあろう が、 ひとまず ご 

ごちょう もん 

ようす をう かがって、 もしお 眼 覚めなら ば 御 聴聞に 達 

しょうと、 境の 襖 を そろそろと 開けて みて そして 

ギヨ ッ！ としたの だった。 

御 就寝との み 思って いた 越 前守忠 相、 きちんと 端座 

まきえ 

して 蒔絵の 火鉢に 手 を かざし、 しかも それ をへ だてて、 

一 .1 ぅぜ ん 

ひとりの 長髪 異風な 男が 傲然と 大 あぐらをか いている 

ではない か。 


とのい 

仰天した 伊吹 大作、 宿直の 際 は 万一 の 用に、 常に 身 

近に 引きつけ てお く 手 槍 を 取る より 早く、 

「おのれ ッ！ 無礼者 ッ！」 

閃光、 男の 胸部 を 狙って ッ ッゥ！ と 走った。 

風流 ベ に 絵 売り 

突如く り 出された 槍 さき を、 グッと 胸 もとに 押し流 

した 奇傑泰 軒。 

「ゎッ はつ はつ は、 夜中 忍んで 参る こと 数十 回、 いま 

まで 誰に もみつ からなかった が、 今夜 こそ は 見事に 現 


場 をお さえられた ぞ。 アツ ハツ ハ」 

と、 同時に、 あっけに とられた 大作に、 忠 相の 声が 

正面から ぶっかつ ていた。 

「控えろ ッ 大作！ これなる は 余の 親友、 名 は 言われ 

おんみつ  ごじん 

んが 大奥 隠密の 要 役 を 承る 大切な 御仁 じ や！ やに わ 

に 真 槍 を もって 突き かけなん とする？ 引けい！」 

むかし 伊勢の 山 田で も、 忠相は 泰軒を 千代 田の 密偵 

に 仕立てて 手付きの 者の まえ をつ くろ つた ことがある 

が、 今 また、 大奥 隠密！ という 忠相 とっさの 機知に、 

徳川家 を 快し としない 武田 残党の 流士 蒲生泰 軒、 燭台 

の 灯 かげに いささかく すぐった そうな 顔 をな でて いる 


と、 何も 知らない 大作 は、 思わぬ 失策に すっかり 恐縮 

し、 カラ リと槍 を 捨てて その 場に 平伏した。 

「いえ、 ソノ、 いつお 越しに なった かも 存ぜ ず、 それ 

に、 あまり 変わった 服装 をして おいでで ござります ゆ 

え、 つい、 失礼ながら 怪しき やっと …… 」 

「うむ …… なんじの 寝ぼけ 眼に 映 じたので あろう？」 

忠相 も、 笑い を こらえて いる。 

「は ッ」 

「かわ つた 服装 〔# 「服装」 は 底本で は 「服装」〕 と 申す が、 

それ もお 役柄、 隠密 なれば こそじ や。 その 方 とても 時 

と 場合によって は、 探索の 都合 上、 ずいぶんと 変わつ 


た扮装 をいた すので あろうが の」 

「はつ。 まことに どうも」 

「 一 応 声をかけて 然るべきに、 余と 対談 中の 方へ 槍 を 

向ける と は 粗忽な やつ じ や」 

「なにとぞ 平に 御 容赦 …… お 客 さま へ も 御前から おと 

リ なしの ほど を」 

「 越 州 どの、 わかれば もう それでよ いで は ござらぬ か。 

ただ 以後 はわし の 顔 を 覚えて おいて、 御門 許し を 願い 

たい もの じ やて」 

と泰軒 は、 うまく バッを 合わせながら おかしい の を 

おさえた。 


「今後 気をつけ るが よい」 

ポッリ と 言った 忠相、 

「何 か 用 か。 聞こう」 

「は」 と 始めて ぉ艷の 訴え を 思い出した 大作、 ズズッ 

と 膝 を 進めて、 

「御前、 あの 伊兵衛め が 先刻 辻強盗に 斬られて 落命い 

たし たげ に ござります」 

「何？ 伊兵衛と 申す と 大工の 伊兵衛 か  して、 い 

かにして そう 早く 其方の 耳に 達した のか。 訴人が 参つ 

た ナ？」 

ぎょい 

「御意に) ，- ざリ まする I 


おなご 

「女子であろう？」 

「は、 いかにも 女子。 なれ ど どうして 御前に は …… 」 

「越 州 殿 は 千里 見通しの 神 眼 じ や。 たえず かたわらに 

あ つ て 御存じない とみえる の」 

泰 軒が 口 を 挟む。 大作 はしん から 低頭した。 

「恐れ入りまして ござり まする」 

いたずら 気に 二 ッコリ した 忠相。 

「呼べ」 

「は？」 

「その 女子 を これへ 呼び入れ るが よい」 

「ハツ」 


立とうと する 大作 を、 忠 相の 言葉が とめて いた。 

「訴えて 参った 女と いうの を、 わしが 一 つ 当てて 見せ 

ま 

ようか。 まず 年若、 稀れ なる 美女、 世に 申す 羽織、 深 

川の 芸妓 ふうの つくりであろう がな？」 

「実は その、 手前 もま だ 引見いた しませぬ が、 取次ぎ 

の 者の 口で はどう も そのよう で  J 

「それに 相違ない。 連れて 参れ」 

きょ うく 

いよいよ 恐懼した 大作が、 ぉ艷を 呼びに 急ぎ さが つ 

て ゆく と、 忠 相と 泰軒、 顔 を 見合って クスリ と 笑った。 

泰軒 は、 血 筆 帳の 旅から 帰府 して まもなく、 今夜 ま 

た 例によって 庭から はいりこんで、 相 馬からの 路を擁 


して 月輪 組 を 斬殺した 次第 を 物語り、 忠相 は、 泰 軒の 

留守に ぉ艷の 身柄 を 出入りの 大工 棟梁 伊兵衛なる 者に 

預け、 伊兵衛 は 又 あずけに お 艷を深 川の 置屋 まつ 川へ 

自分の 娘と して 一 枚 証文の 芸者に 入れた こと を泰 軒に 

話して いると ころ だ つ た。 

大岡 様へ 申し あげる 前に 伊兵衛 は 不慮の やいばに た 

おれた のに、 忠相 はいかに してお 艷の その後の 消息 を 

しょうち 

詳 知して いるの か？ 泰 軒に 頼まれた 大事な 人妻お 艷 

である 女 ひとりの 動き、 いわば 奉行に とって は 瑣事と 

はいえ、 かれはお 艷を 伊兵衛に 渡した のち も 決してお 

ろ そかに はしなかった。 


万事に とどく 大岡 さま …… 。 

小者 を 派して それとなく 伊兵衛 方 を 探らせる と、 遊 

ん でいて は 気が めいるから 型ば かりに 芸者に でも 出し 

て 月日 を 早く 送らせようと している という。 宴 座に 侍 

る だけなら それ もよ かろう。 堅人の 伊兵衛の する こと 

だから 間違い は あるまい と、 忠相は 最初から 知って 見 

ぬ ふり をして いるの だった。 

いま そのこと を泰 軒へ 伝えて いる 時に この 訴え —— _ 

黙って いると、 かすかに 雨の 音が 聞こえる。 

ぎよ うう 

「暁 雨」 

何 か 詩の 一節 を忠 相が 口ずさみ かけた 拍子に、 パッ 


と 敷居に 明るい 花が 咲いた ように、 ぉ艷が うずくまつ 

た。 

「ぉ艷 どの か」 

「お！ 泰軒 先生 もこ こに！」 

おどろく ぉ艷 へ、 忠相 はしず かに 顔 を 向けて、 

「雨ら しいの」 

と、 淡々 として 他の こと をい う。 

おいはぎ 

「たい へんで ございます。 伊兵衛 さまが 追剝に 殺され 

まして ございます！」 

「うむ。 いま 聞いた」 


きょうそく 

泰軒は 平然と 脇息に もたれて、 

「いつの ことかな、 それ は」 

「つい 先 ほど …… 」 

「場所 は？」 

「はい。 深 川の 相 川 町、 こちらから 参ります と、 永代 

を 渡って すぐの、 お 船 手 組お 組 やしきの 裏手、 さびし 

い 往来で ござりました」 

「ふうむ。 それで 奪ら れた物 は？」 

「はい、 ァノ」 と 恥ずかしそう なお 艷、 「わたくしが 身 

を 売りました お金と、 それからなんでも 出 羽 様から と 

かいた だいた 小判が 三十と やら —— 」 


「ままう ！ 」 

眼 をつ ぶ つ て 聞いて いた 越 前守忠 相、 急に 何 ごと か 

思い当たった らしく、 呵々 と 大笑した。 

「出 羽 殿の 金と か？ すり や 極印が ある はず。 丸に ヮ 

の 字 じ や。 すぐ 出る わい。 たどって 元 を 突きと めれば 

わけなく 挙がる であろう。 江戸 内外の 両替屋に 手 まわ 

しして 触 帳に 記入 させて おく。 よろしい—  つぎ 

に 下手人 じ やが、 これ は 誰も 見た 者 もないで あろう 

ナ？」 

「いえ、 ところが …… 」 

ぉ艷 はこの 大事に、 えらい お 奉行 さまの 前 を も 忘れ 


て、 自分ながら 驚く ほど ス ラスラと 言葉が 出る の だ つ 

た。 

めしよう にん 

「ふむ。 ところが …… と言うと、 何者か 眼 証人で も あ 

ると 申す か」 

とち 

「はい、 伊兵衛の 供 をして おりました 新 どんが —— 」 

「コレ コレ、 新 どんと は 何者 だ？」 

「新 助と 申し ましてお 弟子の 大工で ございます。 その 

新 助さん がいい ますに は、 なんでも 相手 はお 役人 だつ 

たそうで ございま すが  」 

「何 を 申す！」 

突然、 威儀 を 正した 忠相、 いくぶん 叱咤 気味で 声 を 


ざ ，とそ 下，，，，， 励 

レ、 いい！ に不  黙 は 上 ま 

まえう  、肖  れい 役し 

せ 、力、 た 追と  ッ」 人た 

んぁ？ しいい  ！  と 


な？」 

し 

えど もこの 越 前が 奉行 を 勤めお るに、 その 

落とし を 働く がごと き 不所存者 はおらぬ 

かに その 者、 じぶん は 役人で あると 申した 

し 

の、 決して 初めから そう 申した わけで は ご 

そうで、 どうもお 役人ら しかった し、 あと 


から その 人 もそう 言った という 新 どんの はなしで ござ 

レ ます」 

にせ やくにん 

「偽 役人であろう？」 

泰軒 がこう 横 あいから 口を出す と、 忠相は ジロリ と 

その ほう を 見やつ て、 

「これ は、 貴公に も 似合わぬ。 最初から おれ は 上役 人 

だが …… と 自ら 名乗って こそ 故意に 役人 を かたった も 

しょて 

のと りっぱに 言い 得る が、 今 も 聞いた とおり、 初手 は 

黙って おった とすれば —— ？ 越 州 察する ところ、 こ 

り や 単に 役人に まぎらわしき 風体の ものであろう。 う 

うむ、 覆面で もとれる か、 不覚に 顔 を 照らし 見られで 


もして、 幸いお のれが 平常より 役人 に似てお る こと を 

心得て いる ゆえ、 また 伊兵衛と その 新 助と やらが 確か 

に 役人と 思い こみお るよう すに、 その 場に いたってに 

わかに 役人風 を 吹かせた ものに 相違 あるまい」 

「あ ッ！」 かえってお 艷の ほうが 大岡 様から 知らされ 

る くら いで、 

「おっしゃる とおりで ございます。 申し 忘れ ましたが、 

初めは 覆面 をして おりました そうで、 それが 抜け落ち 

て 顔 を 見ます と、 どうやらお 役人 …… 」 

「そうであろう。 曲者 は、 覆面で 足りれば 役人 顔 はし 

とうなかった のじ や。 それが、 顔 を 見られて 役人と ふ 


まれ たれば こそ、 自ら 役人 に似てお る こと を 利用した 

ので あろうと 思われる。 フ ゥム、 いよいよ 常から 役人 

らしき 風俗 をいた してお る ものの 所業と きま つた！ 

めあて は 金子！ はは あ、 一 見 役人と まがう こしらえ 

の 者が 金に つまっての 斬り 奪り 沙汰 —— 誰 じ ゃナ？ 

蒲 生 心 当り はない か」 

まな 

泰軒を 顧みた 忠 相の 眼 じりに、 こまかい 皺が にこ や 

かにき ざまれ ている。 

「役人 …… と 申す と、 与力 か」 

「さよう。 八丁 堀、 加役の たぐいで ある こと は 言う ま 

でも あるまい」 


「役人に 似た 侍が 追いお とし —— コゥッ と、 待てよ… 

〜」 

首 を ひねった 泰軒、 即座に 思い起こ したの は 去 秋お 

蔵 前 正覚 寺 門 まえ における 白昼の 出来) 」 と！ 

「おお！ ァレ か！」 

と 口 を 開こうと した 泰軒、 忠相、 急遽 手 を 上げて 制 

した。 

じキ」 さん 

「名 は 言うな！ 先方 も 直参の 士、 確た る 実証の 挙が 

るまで は、 姓名 を 出す の も 気の毒 じ や、 万事、 貴様と 

わしの 胸に、 な、 わかって おる、 わかって おる！」 

狐に つままれた ようにお 艷が キヨ トンと している と 


忠 相と 泰軒、 やにわに 大声 を 合わせて 笑い出し たの 

だった。 

春と は 言え。 

まだ 膚 さむい 早朝 …… 。 

あさひ 

雨後の 庭木に 露の 玉が 旭に 光って、 さわやかな 宙 

空に、 しんしんと 伸びる 草の 香が 流れて いた。 

ぼち やりと 池に 水 音が はねる と、 緋鯉の 尾が 躍って 

見えた。 雨戸 を 繰らない お 屋敷の まわり 縁に 夜の 名残 

い しどうろう 

リ がた ゆた つて、 むこうの 石燈 籠の あいだ を、 両手 を 

うしろに まわし 庭下駄 を 召して、 煙の ようにす がすが 

どんと 

しいう す 紫の 明 気 を ふかく 呑吐しながら、 いったり 来 


たりして いる 忠 相の すがた を 小さく 浮かび 出して いる 

日 例の あさの 散策。 

遠くの 巷 は、 まず 騒音に 眼 ざめ かけて いた。 

射る ような 太陽の 光線が 早く も 屋根の てつ べん を 赤 

く 染め はじめて、 むら 雀の 鳴く 声が もう 耳に いっぱい 

だ。 

が、 忠相 は、 朝日 や 雀と ともに この 新しい 一 日 をよ 

ろ こび 迎える に は、 あまりに 暗い こころに 沈んで いる 

の だ。 

大工 伊兵衛の 横死 II 。 

それが かれの 脳裡 を 去らない。 


一 町人が 邪 剣 を 浴びて 凶 死した …… それだけ のこと 

ではす まされな いものが、 なんとなく 奉行 忠 相の 胸に 

こびり ついて 離れない ので ある。 

—— おそかった。 

—— 手ぬ かりだった。 

忠相 はこう しみじみと 思う。 

いずれ はか かる こと をし でかす やっとに らんで、 と 

てくばり 

うから それとなく 見張って おった に …… 早く 手配 をし 

て 引つ くくって しまわなかった のが、 返す がえ す も わ 

しの 落ち度で あ つ た。 

申し わけない！ 


ふう じょ-つ 

さまざまの よからぬ 風情 も 聞き、 家事 不 取締りの 

条も 数々 あって、 それら を もってしても 容易に おさえ 

る こと はでき たのに！ 

ばくち  き や つ 

事実、 博奕の 罪科の みで も 彼奴 を ひった て 得た では 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

それな のに 自分 は —— まだまだ、 もう 少し 現に 先方 

から 法に 触れて くるまで …… 手 を こまぬ いて 待つ て い 

るう ちに、 暴状つ いに 無辜の 行人に およんで、 あった 

ら好爺 を 刀下の 鬼と 化さして しまった。 伊兵衛に すま 

ぬ！ 

この 忠 相が、 手 を 下さず して 殺した ような ものと も 


いえば いえよう も 知れぬ。 

ァ ァァ、 手おちであった …… とおのれ を 責める にや 

ぶ さかならぬ 忠 相が、 ひとり 心の 隅々 を 厳正の ひかり 

に 照査して、 すこしな りと も 陰影 を 投げる わ だか まり 

に対して は、 どこまでも 自ら を 叱って 法 道の まえに 頭 

を 垂れ、 悔い おののいて いると、 

しゅくぜん  も だ 

この、 粛然 襟 を 正す ベ き 名 奉行 の 貴 い 悶え もしら 

き き 

ずに、 忠 相の 足 もとに 嬉々 として たわむれる 愛犬の 黒 

犬。 

「黒 か、 わし は 馬鹿 じ やった よ。 大 馬鹿 じ やった よ。 

さび 

おかげで 人 ひとり 刀の 鯖に して 果てた。 なァ、 そうで 


はない か」 

黒 は、 喜ばしげ に 振り仰いで …… ワン！ 

「おお、 そち もそう 思う か」 

わん！ ゥ アン、 ゥゥゥ わん！ 

「はは はは、 おれ をのの しる か？ うん、 もっともつ 

と 罵倒 するがよい  奉行 いたずらに 賢人ぶ るに お 

いて は …… うう む！ いや、 たしかに わしの 過失で 

あった」 

と忠相 は、 ただ 一 工人の 死が それほど 心 を 悩まし、 

さかのぼ つてまで 彼の 責任 をた たかずに はお かないの 

か —— ？ 傍で 見る 眼 もいたい たしい ほど 苦しんで い 


るの だ。 

きず 

ほとんど 瑕と はいえない ほどの 微小な 瑕です らも、 

それが おのれの うちに ある ごとく 感じられる 以上、 ど 

こまで も 自己 を 追究して、 打ち返し 築きな おさずに は 

いられな い 大岡忠 相で あつ た。 

いささか も 自分と、 じぶんの 職責 を ゆるがせに でき 

ない 冷 刃の ような 判別、 それ をい ま忠相 はわれと わが 

身に 加えて いるの だ つ た。 

巿井 匹夫の いのちに かくまで も 思い わずらう 名 奉行 

の 誠心 …… これ こそ は 人間 至 美の こころの すがたで あ 

ると 言わねば なるまい。 


忠 相の 忠相、 越 前の 越 前た る ゆえん、 また これ をお 

いて 他に なかった。 

「これ ョ黒！ 貴様に 弁当 を 分けて やりお つた 伊兵衛 

の 仇 は、 この 忠 相に は、 すでに 鏡に かけて 見る がごと 

く 知れて おる。 安堵せ い。 近く 白洲に 捕緦を まわして 

見せる が、 まず、 丸に ヮの 字の 極印つ き 小判が 出る ま 

では 当分 沈 伏 沈 伏 …… すべて は、 その 出 羽の 小判が 口 

をき くであろう からのう  -」 

と忠 相、 いま 黒 犬が 走り去つ たの も 気がつかず、 し 

きりに 話しかけて いるが、 何に おびえて か 黒 は、 池の 

かなたの 植え こみに 龃け 入って、 火の つくよう に 吠え 


立てる 声。 

洗面の したくで もで きて お迎えに 来たらし く、 はる 

か 庭の むこう を 若い 侍女が 近づいて くるの が 見える。 

忠相 は、 侍女の 足労 を はぶく ために、 もうさつ さと 

こっちから 歩き 出して いた。 

「あの、 先生 …… 」 

朝日の 影が 障子に 躍り はじめる と 同時に、 いま、 大 

岡 様のお 座敷 を 出て 来たお 艷、 泰 軒のう しろに ついて、 

二人が お 庭の 池に 沿うて 植え こみの 細道に 来た 時、 こ 

うため らいがち に 声をかけた のだった。 


例によって 貧乏 徳利 を 片手に、 泰軒は 歩調 を ゆるめ 

て 振り かえる。 

ぉ艷は 立ち どまった。 

「先生！」 

「なんじ やな？」 

答えながら、 かぐ わしい 朝の 日光の なかに 初めて、 お 

艷の すがた を 見た 泰軒 居士、 一歩 さがって その 全身 を 

見 あげ 見お ろし、 今 さらの ように 驚いて いる。 

そこに、 泰 軒の 眼に 映って いるの は、 あさく さ 瓦 町 

ろうおく 

の 陋屋に ぐるぐ る 巻きで つ つ かぶ つ ていたお 艷 ではな 

く 江戸で も 粋と 意気の 本場、 辰 巳の 里 は 櫓 下の 夢 八 姐 


さん …… 夜の 室内で 見た 時より は 一 段と 立ち まさ つ て、 

すっきりした 項 から 肩の 線、 白い 顔に パ ッ チリと 整つ 

た 眼 鼻 立ち、 なるほど、 よく 見れば お 艷には 相違ない 

が、 髪 かたちから 化粧、 衣装 着つ け や 身の こなしまで、 

彼女 はもう 五分の 隙 もない 深 川 羽織 衆に なりすまして、 

これで は、 識 つた 者で 往来で すれ違って もとても 気が 

つくまい と 思われる ほど。 

夜来の おどろきと 気づかい に 疲れたの か —— 後れ毛 

が 二、 三本、 ほの 蒼い 頰に 垂れ かかって、 紅の 褪せた 
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くちびる も、 後 朝の わかれ を 思わせて なまめかしい。 

大きな 眼が、 泰 軒の 凝視 を 受けて 遣り場 もな く、 こ 


ころもち うるんで いた。 

一 雨 ごとの あたたかさ。 

もく らん 

その 雨後の しずくに 耐え 得で 悩む 木 蘭の 花。 

そういった 可憐な ものが、 物 思わ しげに 淋しい、 な 

よな よと 立つ ぉ艷の もの 腰に、 蔦 かずら のように まつ 

わりつ いている。 

きょうび 

この 嬌美 にう たれた 泰軒、 何 か 珍奇な もの を 眺める 

ように、 こと 改めて しげしげと 見つめながら、 思う の 

だった。 

—— 芸者に なった …… のか！ 

これ も よくよく 考え あぐみ、 身の 振り方 を 思案し ぬ 


いたす えで あろうが、 芸者に！ と はまた 思いき つた 

もの だ。 

それ も、 源 十郎の 爪牙から 自ら を 守る ため。 

ひとつに はいつ そう 栄三郎 を あきれさせ、 あきらめ 

させる あいそづかしの 策であろう  ゥ ゥム、 いっそ 

おもしろかろう！ が、 ただ …… 。 

つと お 艷は顔 を 上げた。 

めいぼう 

明眸が 露に 濡れて いる。 

「先生！ つ、 艷は、 こんな 風 態 〔# 「風 態」 は 底本で 

は 「風 態 匕 になり まして ございます。 お 恥ずかしい I 

I」 


「いや！ はずる どころ か、 美しくて 結構 じ や、 うう、 

これ は 皮肉で はない。 今 も、 しんからそう 思って 見惚 

れ ていた、 ハハ ハハ」 

「お 口の わるい …… 」 

「しかし ナ、 どこで 何 をしょう と、 あんた は 栄三郎 ど 

のの 妻 じ や。 それ を 忘れん ように、 栄三郎 殿に なり 代 

わって 泰 軒が このと おり 頼みます ぞ。 稼業と はいえ、 

万一お かしな ことで も あったら、 仮リに 栄三郎 殿が 許 

しても、 この 泰 軒が 承知 せんから そのつ もりで いても 

らいたい」 

「ァレ 先生、 そんな こと は、 おっしゃ るまで もな く艷 


は 心得て おります」 

「それさえ わか つ て おれば、 わし も 何も 言う こと はな 

ヽ 、、ゝ  I 

V 力  」 

と 急に 声 を 低めた 泰軒、 

「ぉ艷 どの、 何 か 言伝 はない か ナ？」 

「はい」 

ぉ艷 はもう 哭 きくずれん ばかり …… 。 

「ァ ノ、 わたくし は いつまでも 辛抱いた します ゆえ、 

どうぞ 栄三郎 様の ほう を  」 

「はは はは はは、 ぉ艷 どの、 この わし を 泣かして くれ 

るな、 まま ま ば」 


泰軒 は、 むりに 笑って 顔 を そむけた。 

その 耳へ、 何 ごと か を 訴える がごと きお 艷の つぶや 

きが、 低く 断続して 聞こえて くる。 

意味の 聴き とれない 泰軒、 腰 を かがめて お 艷に顔 を 

よせ、 しばらく は、 なに かしき リ にうな ずきながら 聞 

いていた が、 

やがて、 鬚 だらけの 顔が に つ こりした かと 思う と、 

泰軒 先生、 喜色満面の ていで そりかえった。 

「うむ！ そうか、 そうか。 ゃァ めでたい！ そり や 

ァ 何より …… ワッハ ッ ハツ ハ！ 早う 栄三郎 どのに し 

ら せて やりたい が、 今 はそう もなる まい。 しかし、 で 


かした ぞ、 ぉ艷 どの！ あっぱれ、 あっぱれ」 

そして、 なぜか 火の ように あかくな つてい るお 艷を 

のぞきこんで、 泰軒 先生 ひとりで 大 はしゃぎ だ。 

「男 か 女 か」 

「まあ 先生、 そんな ことが —— 」 

ぉ艷が 抉に 顔 を 隠して、 身体 を 曲げて いると、 泰軒、 

筋 くれ 立った 指 を 折って、 

「 一 と 月、 ふた 月、 三月、 ヨウ、 イイ、 ムゥ …… 」 

「あれ ッ！ 先生、 嫌で ございます ッ！」 

真 赤に なった ぉ艷が 叫ぶ ようにい つた 時、 忠 相の そ 

ば を 離れて とんで 来た 黒 犬が、 何か感 ちがいして、 や 


にわに 足 もとで 吠えた てた のだった。 

きょうほ う 

この 享保 の 初年に。 

筆 を もって 紅く 彩色した 人物画 を 売り はじめ、 これ 

をべ に 絵と いって 世に 行われ、 また 江戸 絵と 呼ばれる 

ほどに 江戸の 名産と な つ て 広く 京阪 その他 諸国に わた 

り、 べに 絵 売りと て 街 上 を 売り あるく もの も すくなく 

なかった。 

きんでい  にかわ 

同時に、 金泥 を 置き 墨のう えに 膠 を 塗って 光沢 を 

うるしえ 

出した もの を 漆絵と 呼び、 べに 絵と ともに 愛玩され た 

はんぎし 

が、 明 和 二 年に いたって、 江戸の 版木 師金 六と いう 者、 

ま 口の 色刷り を 摸して 版木に 見当 をつ ける こと を 工夫し、 


はじめて 四 度 刷り 五 度ず りの 彩色 版画 を 作った ところ 

が、 時人 こぞって 賞讃 し、 その美 なること 錦 に似てい 

ると いうので ここに 錦絵の 名 を 負わす ようにな つ た I 

らんしょう 

I 本朝 版画の すすんだ 道と にしき 絵の 濫觴 だが、 こ 

れは 後の こと。 

享保 のころ、 べに 絵の 筆 をと つて 一流 を樹 てて いた 

おく むら まさのぶ 

のが 名工 奥 村 政 信。 

で、 いま。 

その 当時 江戸の 名物べ に 絵 売りなる ものの 風俗 をみ 

るに …… 。 

やろう 

あたま は 野郎 頭。 


京 町と か、 しののめ とか 書いた 提灯 散らしの 模様 を 

とめそで 

い つ ぱいに 染め出した 留袖。 

それに、 浪に 千鳥 か 何 かの 派手な 小袖。 

風流 紅 彩色 姿絵と 横に 大書した 木箱 を 背負い、 箱の 

うしろに 商売 物の 絵 をつ るし、 手に 持った 棒に もべ に 

絵が たくさん さが つてい る。 

ひさし 

そして、 その 箱の 上に、 天水桶から 格子戸、 庇まで 

のれん 

備わり、 三 浦と 染め出した 暖簾、 横手の 壁に は吉 原と 

おちゃや ひながた 

書いた 青楼の 雛 形に 載せて かついで いようと いう、 い 

かに も 女 之 助と 呼びたい、 みずから そのべ に 絵 中の 一 

人物 —— 。 


よしち よう 

後年 はお もに 女形の 卵子 や、 芳町 辺で 妙な 稼業 を 

した ものの 一 手の 商売と きまり、 また その 時分す でに 

そうした 気風 も 幾分 かき ざして いた けれど、 それでも 

享保 時代に はま だ、 副業の 男娼より は、 べに 絵 売り は 

ただ 新しく 世に出て 珍しい ？i 色絵 を 売り歩く 単なる 絵 

の 行商人に すぎなかった。 

とはい つ て も。 

どうせ 女子供 を 相手に 街 上に 絵 を ひさぐ 商売で ある。 

それ こそしん とんと ろリと 油壷から 抜け出て 来たよ 

やさおとこ  ふうりゅうべ にいろ すがたえ 

うな 容貌 自慢の 優男が、 風流 紅 彩色 姿絵 そのままの 

衣裳 を 凝らして、 ぞ ろり ぞろリ と 町 を 練り歩い たもの 


で、 決して 五 尺の 男子が、 自らい さぎよ しとす る 職業 

ではなかった。 

世 は 泰平に 倦み、 人 は 安逸に 眠って、 さて こそ こん 

な 男 おんなみ たいな 商売 も あらわれた わけだろう が、 

この 風流べ に 絵 売り、 そのころ ボッ ボッ出 はじめた 当 

座で、 だいぶん そこ ここの 往来で 見かける のだった… 

雨 あがりの 朝。 

外 桜 田の 大岡 様お 屋敷 を あとに した 泰軒 とお 艷に、 

うらら かすぎ て、 春に して は 暑い ほどの 陽の ひかりが 

カツと 照りつ け、 道路から、 建物から、 草木から 立ち 


昇る 水蒸気が、 うす 靄の ようによ どむ 町々 を罩 めて い 

た。 

こんぺき 

お 江戸の 空 は 紺碧だった。 

一 日の 生活に とりかかる 巷の 雑音が 混然と 揺れ 昇つ 

て、 河岸 帰りの 車が 威勢よ く 飛んで ゆく。 一  月 寺の 

普 化 僧がぬ かるみ を またいで 来る と、 槍 を かついだ 

奴が むこう を 横ぎ る。 町家で は 丁稚が 土間 を 掃いて 

いたり、 娘が 井戸水 を 汲んで いるの が 見えたり、 はた 

きの 音、 味噌汁の 香 —— 0 

親しい 心の わく 朝の 街で ある。 

ごふくば し  くらやしき 

途中 何 やか やと 話し合いながら 呉服 橋から 蔵屋敷 を 


通って 日本 橋 へ 出た 泰軒 とお 艷。 

こっち 側 はお 高札、 むこう は 青物市場で、 お 城と 富 

士 山の 見える 日本 橋。 

その 橋づ めまで 来る と、 泰軒 はやに わに、 

「あんた のい ると ころ はや ぐら 下の まつ 川と い つたな _ 

ま、 いずれ そのうちに は 他ながら 栄三郎 どのに 会う 機 

も あるであろう から、 気 を 大きく 持って …… お！ そ 

れ から、 何よりも 身体 を 大切に、 あんた ひとりの 身体 

ではないで、 むり を せんように ナ」 

と、 じぶんの 言 うこと だけい つた かと 思う と 

ひょう ひょうぜん 

飄々 然、 一升 徳利と ともに 橋 を 渡って 通行人の あい 


だに 消えて しま つ た。 

まあ！ いつもながら なんて 気の 早い お 方  ひ 

とりに なった ぉ艷 は、 いささか あきれ 気味に しばし 後 

を 見送って いたが、 これから 帰途に 銀 町へ 寄って 悔み 

を 述べて いこうと、 急に 足 を 早めて 茅場 町から こん 

にやく 島、 一 の 橋 を わたって 伊兵衛の 家へ といそいで 

来た。 

いき 

いま は、 俠 なつく りの 夢 八 姐さん。 

さ ちゆ ラ 

お 座敷 帰りと も 見える 姿で、 ちょうど 忌中の 札 を か 

けて 大 混雑 中の 棟梁 方の 格子戸 をく ぐろうと した 時 だ。 

ちらと かなたの 町 を 見やった ぉ艷 片足 を 土間に 思わ 


ず ハツと いす くんだ のだった。 

べに 絵 売りの 若い 男が ひとり、 朝風に 絵 紙 を はため 

かして 歩いて ゆく … … 江戸 街 上 なごやかな 風景。 

かげし ばい 

影 芝居 

「栄 三郎 どの か、 ちょうどよ いところ へ 戻られた ナ。 

あずき  ►  J 

あがらん うちに、 その 足で 小豆 をす こし 買うて 来ても 

らいたい」 

野太い 泰 軒の 声が、 まっくらな 家の 奥から ぶっける 

ように ひびいて くる。 


「あずき  」 

と 思わずき き 返して、 いま 帰って来た 栄三郎 は、 背 

にした 荷 を 敷居ぎ わにお ろした。 

浮き世の うら —— とで もい いたい 瓦 町の 露地 裏、 

詉訪栄 三郎が 佗び 住居。 

つや 

お 艷と泰 軒が 大岡 様の もとに かち 合って、 そして 日 

本 橋で 別れた、 その 日の 夕刻で ある。 

今夜 もまた 灯油が 切れた のか、 もうす つかり 暗く 

なって いるのに まだ 灯 もっけずに、 泰軒は 例によって 

万年床から 頭 だけ もたげて いるもの とみえて、 何だか 

低い ところから 声が している。 


小豆 をす こし 買って こいとい うの だ。 栄三郎 は、 

手探りで べに 絵の 木箱 をお ろす と、 もう 一 度 のぞきこ 

ん でたず ねて みた。 

「小豆 を  ？ もとめて 参る はいと やすいが、 なん 

のた めの 小豆で ござる？」 

すると 泰軒、 暗い なかで クック ッ 笑い出した。 

「ァハ ハハ、 知れた こと、 赤飯 をた くの だ」 

「赤飯 を？ 何 を また 思い出されて …… しかし、 蒸籠 

もな く、 赤飯 はむ りで ござろう？」 

こわめし 

「なに、 赤飯と 申した ところで 強飯で はない。 ただの 

赤い めし じ や。 小豆 を 入れて ナ」 


「まう！」 

と 軽く 驚いた 土間の 栄三郎 と 家の 中の 泰 軒との あい 

だに、 闇黒 を 通して 問答が つづいて ゆく。 

「ホ ホウ！ 泰軒 どのが 小豆 飯 を 御所 望と は、 何 かお 

心祝いの 儀で も ござつ て か —— ？」 

「されば サ、 ほんの わし 個人の 悦び ごと を 思い出し ま 

してな、 あんた とともに 赤飯 を 祝いとう なった のじ や。 

お嫌いで なければ つきあって いただきたい。 きょうの 

ベ に 絵の 売上金の なかから 小豆 少量、 奮発め され！ 

奮発め され！ わつ はつ はつ は」 

「いや どうも、 細い 儲け を 割く の は 苦し ゆう ござる が、 


ほかならぬ 先生の 御 無心 …… 」 

じょうだん 

と 栄三郎 も、 戯談 めかして 迷惑ら しい 口ぶり、 

「殊に は、 先生のお 祝い事と あれば 拙者に とっても よ 

ろ こびの はず。 承知いた した！ 小豆 をす こし、 栄三 

郎、 今宵 は 特別 を もって りっぱに 奢りましょう ぞ」 

笑いながら、 風流べ に 絵 売りの 扮 装の まま、 栄三郎 

は 小銭の 袋 を 手に してお もての 往来へ 出て いった …… 

同居して いる 泰軒 のために 小豆 を 買いに。 

泰軒 のために？ ではない。 

今朝 ほどお 艷 から、 彼女が、 まだ 生まれ 出ない 栄三 

郎の子 を 感じて いると 聞かされた 泰軒、 こうして ない 


しょに、 ただ それとなく 赤の 御飯 を 炊いて 栄三郎 に 前 

祝い をさせる 気な のであろう  。 

ガタ ピシと 溝板 を 鳴らして、 栄三 郎の跫 音が 遠 ざ 

かって ゆく と、 泰軒 居士、 いたずら らしい 笑みと とも 

にむ つくり 起き あがった。 

「うむ！ とうとう 小豆 を 買いに 参った な。 話せば ど 

ん なによ ろ こぶか も 知れぬ が、 今 はま だ 心からお 艷ど 

の を 憎み 恨んで いる 最中、 そのため かえって 苦しみ を 

増す こと もあろう から、 こり や やっぱり、 黙って、 何 

事 も 知らせず 祝わせて やる としょう。 どり や、 そうと 

決まれば、 こっち も そろそろ 受持ちの 飯炊きに とり か 


かろう かい」 

ひとりごちながら、 火 打ち を 切って 手近の 行 燈に灯 

を 入れる。 

その 黄 暗い 光に、 ぼう ッと 照らし 出された 裏長屋の 

男 世帯 …… 。 

乱雑、 殺風景 を 通り こして、 じっさい 世に いうと お 

むと んぢ やく 

りう じくら い 生きて いそうな 無頓着 をき めた 散らかし 

方 だ。 

お 艷が家 を 出た あと、 栄三郎 が ひとりで 自炊して い 

たと ころへ、 相 馬の 旅から 帰った 泰 軒が ズ ルズル ベ ッ 

タリに いすわり こんだ から、 その 無茶苦茶な 朝夕、 ま 


ことに 思い 半ばに すぎよう という もの。 

紙屑、 ぼろ布、 箸 茶碗、 食べ かけの 皿な どが 足の 踏 

すリ. ち 

み 立て 場 もな く 散らかり、 摺 鉢に 箒が 立って いたり、 

こどん ぶリ  す 

小 丼に 肌着が かぶせて あったり、 そして、 腐え たよう 

な 塵埃のに おいが 柱から 畳と 部屋 じゅうに しみわた つ 

て、 男 ふたりの ものぐさい でたらめな 生活ぶ り を その 

ままに 語つ ている。 

勝手 もとで、 不器用な 手つきで 来 をと ぎだした 泰軒 

先生、 思い出して はしき りに、 

「ゥ ム！ めでたい！ こり や あめで たい ぞ！」 

ひとりで さかんに めでたが りつつ、 泰軒、 ふと あが 


り 口の べに 絵 木箱に、 眼 を 留めて、 

「ォ ォ！ きょうは だいぶ 売れた よう だな。 ありがた 

い —— 」 

栄三郎 が、 小豆 を 買って 来たらし い。 露地に、 あし 

音が 近づいて いた。 

早い 月の出 …… 。 

下りき つ た 夕 ぐれの 色が 煙霧の ように ただよつ て、 

そこ ここの 油 障子から 黄色な 光線の 筋が 往来に 倒れて 

いる。 

どこかの 鐘の音が 遠く 空に 沈んで、 貧しい 人々 の 住 


む 町 は、 宵の口から ひっそりと していた。 

たたき 大工の 夫婦、 按摩、 傘 張りの 浪人 者、 羅宇 屋 

—— そして、 五十 近い その 羅宇 屋の 女房 は、 夜になる 

と、 真っ白な 厚化粧に 赤い 裏の ついた 着物 を 着て、 手 

拭 を かぶって どこかへ 出かけて ゆく。 そうすると、 火 

のつ くように 泣く 赤 児 を 抱いて、 羅宇 屋が 長屋 中 を 貰 

い 乳して まわる …… この あたり は 絶えて 輝し い 太陽の 

照った こ ともなく、 しじゅう ジ メジ メと 臭い 瓦 町の 露 

地 奥 だ。 

いま、 小豆 を 買って 帰る 途中の 栄 三郎、 露地へ はい 

ろうとして、 角の 酒屋の 灯火 を 全身に 浴びる といつ も 


のこと ながら、 はッ として 足の すくむ の を 覚えた。 

みずからの すがたで ある！ 

か ぶ き 

湯 島 あたりの かげま か、 歌舞伎の 若衆で もなければ 

見られない 面映ゆい 扮装 …… 。 

もの もあろう に 風流べ に 絵 売りと しての 自分に は、 

たとえ それが 世 を 忍ぶ 仮り の 生業と はいえ、 根津 あけ 

ぼの の 里 小 野 塚 鉄 斎 道場に 鳴ら し た 神変 夢想 流 の 剣士 

詉訪 栄三郎 または 御 書院 番大久 保 藤次郎 実弟と 生まれ 

た誠訪 栄三郎 —— どうして これが 恥じないで いられよ 

う 力 

何事 も！ 何 ごと も …… と 常にみ ずから をお さえて 


はいる。 が、 こうした ものさびしい 早春の たそがれな 

ど、 ひとり 路を 歩いて いると、 いったい 今 この 道 を 踏 

んで 行って どこへ いき 着く のか？ わが 身の 末 はどう 

なのであろう か？ 自然と かぶ さ つ てく る 暗い 考えが 

眼に 見えぬ 蜘蛛の 糸の ように かれの 心身にから みつく 

の を どうす る こと もで きないの だった。 

弥生 様の ほう はお 艷 ゆえに 断ちき つた。 

鳥 越の 兄 藤 次 郎には 勘当され ている 身分。 いま また 

そのお 艷 とも 別れて、 しかも 事件の 起こりの 乾坤 二 刀 

は いまだに 離れた ままで ある。 

ことす ベ ておのれ に 不利。 


真の闇 黒 —— そうい つた 気が モャ モャ とわきた つ て 

来て、 ちょうど 寄 辺 なぎさの 捨て 小舟と でも 言 いたい 

無気力な こころもちに つ つまれる 朝夕、 栄三郎 は 何度 

となく 万事 を棄 てて 仏門へ でも 入りた く 思った の だが。 

この 若い、 そして 若い が ゆえにね ばりの すくない 栄 

三 郎の心 を ひきたた せて、 そばから 怠らず はげま し て 

いるの が、 唯一 の 助太刀、 同時に 今 は 友で あり 師 であ 

る 蒲生泰 軒先 生であった。 

ぉ艷の 去った のち、 栄三郎 はお 艷の 思い出と ともに 

ひとり さびしく 瓦 町の 家に 暮らして いたが、 かれはい 

よいよ ぉ艷 のこ ころが 遠くお のれ を 去った ことと 思い 


こんで、 その 不実 無情 を 嘆き悲しん だの も 暫時、 昨今 

はすつ かり あきらめ おおせて、 今や その 精 心の 全部 を 

雲 竜 一 一 剣に のみ 集中して いるべき はずな のが、 ともす 

れば それさえ 棄 てて、 いっそく だけて 町人に でもな ろ 

うか …… などと いう 考え を、 よし ぼんやり にしろ 起こ 

しゅ-つ しん 

すと ころ を 見れば、 栄三郎 かえってお 艷に 執心の 強 

いものが あるので はなかろう か。 

もちろん、 ここ はそう なくて はならぬ ところ。 世の 

栄誉 順境の すべて を 犠牲に、 ともに 誓 い 誓われ たお 艷 

ではない か。 どこに どうして いるか は 知らぬ ものの、 

やはり 栄三郎 の 胸 ふかくお 艷を 思う 念の 消えぬ の はむ 


り もなかった。 消えぬ どころ か、 相 見ぬ 日の 重なるに 

つれて、 四 六 時 じゅう 栄三郎 の 心に あるの はお 艷 のお 

ものごし 

も かげ 態度、 口ぶり —— 、ぁァ 、あの 時 ああい つて 笑つ 

たッ け、 そうそう、 また い っぞゃ あれが 軽い 熱で ふせ つ 

た 折り は …… 。 

と栄 三郎、 こうして 戸外 を あるいて いても、 ぉ艷恋 

しゃの 情炎に かりたてられて、 さながら 画 中の よそお 

いの 美男 風流べ に 絵 売り、 もの 思いに 深く うなだれて、 

暗い 裏町の 小路 をト ボトボ とた ど つ て ゆく。 

だが！ この美 男の べに 絵 売り！ 

一朝、 つるぎ を 抜いて は 神変 夢想の 遣い 手、 しかも 


日中し よい 歩く 絵 箱の 中に 関の 孫 六の 稀 作、 夜泣きの 

刀の 片割れ 陣 太刀 づ くりの 坤竜 丸を秘 して、 その 艷な 

眼 は、 それとなく 途上 行人の あいだに、 同じ 陣 太刀 乾 

雲 丸と その 佩刀 者 を 物色して いるものと は、 誰 ひとり 

として 知る 者 はな か つ たろう。 

離れれば 夜泣きす る 二つの 刀 …… それ は 取り もな お 

さず、 別れて いて 夜泣きす るお 艷栄 三郎の 身の上で 

あった。 

定まれる 奇縁。 

栄三郎 は、 そういう 気がする。 

黙想の うちにわが 家の 門口まで 来た かれ、 そのまま 


はいり かけた 足 をと めて、 ふと 露地の むこうの 闇黒 を 

すかし 見た。 

何やら 黒 い 影が ふたつ、 逃げ るよう に 急ぎ 去って い 

くの だ。 

ひとつ はどう やら 若侍のう しろ 姿。 だが、 つれと み 

える 他の かげ は？ 

小児 か？ …… それとも 野猿の たぐい？ 

栄三郎 、思わず ギヨ ッ！ として 眼 を こすった。 

大小 一 一つの 人影！ 

ひとつ は 煙の ごとく、 他 は 地 を 這うよう に、 たち ま 

ち 消え失せ たと 見る や、 栄三郎 は、 追い かけよう とし 


た 身の 構え をく ずして 家内へ はいった。 

飯の ふき こぼれる におい。 

泰 軒の 大声。 

たくあん 

「うわ アツ！ いま 沢庵 を 切つ とって 手が 離されん。 

早く、 その、 釜の ふた を とってくれ」 

帰る やい なや、 栄三郎 も 手伝って、 ふたりの 男が て 

ん てこまい を 演じた のち、 ようように 小豆 も 煮えて、 

どうやら 赤の 御飯ら しい ものが できあがる。 

台所道具から 夜具 蒲団まで 勝手 放題に 取り散ら かし 

た 真ん中で、 両人 さっそく 夕餉の 膳に 向かう。 

くらい 行 澄の 灯 かげ …… 。 


無  一一 一一 n のうちに 箸 をと る。 

ふと 栄三郎 が 気がつく と、 むこう 側の 泰軒 正座して 

眼 をつ ぶり、 しきりに 何 か を 念じて いるよう す。 

はは あ、 今宵 は 心祝いが あると いって 小豆め し を 炊 

いた、 それ を 祈って いるので あろう —— と は 思った が 

栄三郎 は 聞き もしなかった し、 泰軒 もまた 黙った まま 

すぐ 食事に かかった。 栄三郎 が この 赤の 御飯 を 食べさ 

え すれば、 かれが 知る 識ら ぬに かかわらず、 やがて は 

身 ふたつになる、 ぉ艷 への 前祝いと 観じて、 泰軒は そ 

れで こころから 満足して いるの だった。 

だんまり をつ づけて 食事が すむ。 あと 片 づけ は栄三 


郎の 役目。 

泰軒は 手枕、 ゴロ リと そこに 横にな つた。 

そして、 栄三郎 が 水口で 皿 小鉢 を 洗う 音 を ウッラ ゥ 

ッラと 聞きながら、 ひとり 何 ごと か 思いめ ぐらして い 

る。 

しいんと 世間 はしず まりかえ つ て 夜の 呼吸が 秘め や 

かに 忍びよ つてき ていた。 

蒲 生泰軒 …… 。 

けつびつ ちょう 

かれは、 かの 殺生 道中 血 筆 帳 を ふところに 北 州の 

旅から 帰って、 この 瓦 町の 栄三郎 方に わらじの 紐 をと 

き、 そうして 血 筆 帳 を 示して すべて を 物語った のち、 


相 馬 藩 月輪 一刀 流の 剣 軍が 江戸へ はいって、 いま 本 所 

の 化物 屋敷に 根城 を 置いて いるから、 近く 左 膳 を 頭に 

彼らの 一味が 来襲す るに 相違ない とい ましめ て、 いま 

だに 放れ 駒の ように、 恋と 義に はさまれて 心の 拠り ど 

きんこん 

ころな く 苦しんで いた 栄三郎 に緊襌 一番、 一大 奮励 を 

うながした のだった。 

と 同時に。 

敵の 眼 をく らまして その 裏 を かく 方便と して、 泰軒 

が 栄三郎 にす すめた のが、 この、 風流べ に 絵 売りの 変 

装であった。 

泰 軒が 味噌 を すれば、 栄三郎 が 来 をと ぐ。 栄三郎 が 


水 を 汲めば 泰軒 先生が 箒 を 手に する。 が、 居候 四角 

な 部屋 を 丸く 掃き —— 掃除と いうの も 名ば かり 型ば か 

りで、 男 同士の 住居 は 梁山泊 そのままに、 寝床 は 敷 

きつ 放し、 手 まわりの 道具 や 塵埃 は 散らかり 放題。 そ 

れで、 栄三郎 がかつ ぎ 売りに 出て いる 昼の あいだ は、 

泰軒 居士 は 寝てば かりいて、 床の なかから 豆腐屋 を 呼 

きん ざ ん 

ん だり 金山 寺 を 値切ったり …… いまでは この 家、 瓦 町 

長屋の 一 名物と なって いるの だ。 

はくせき 

白皙 紅顔 の 美 青年 栄三郎 は、 このごろ はべに 絵売リ 

の 扮装も 板に ついて きて、 毎日、 はでな つくりに 木箱 

を 背負って は 江戸の 町々 を徘假 し、 乾 雲の 眼 を 避けな 


がら その 動静 を 探って いる。 

「ァ レ！ きれいな べに 絵さん だ こと！」 

はす つ ばな 下町 娘 や 色気た つ ぶりの I 家な どが、 ゆ 

きずりに 投げて ゆく こうした 淫らが ましい 言葉、 それ 

にさえ 慣れて、 はじめの ような 憤り や 自嘲 を 感じな く 

なった 栄三郎 であった。 

力 し 力し—  • 

家に ある 泰軒 先生が 一 日 じゅう 蒲団 を かぶって 奇策 

練 想に 余念の ない ごとく、 優に やさしい ベ に 絵 売リ栄 

ぼ つ ぜん 

三郎の 胸中に も 最近 闘気 勃然として ようやく おさえが 

たきものが 鬱積して いた。 


背に した 箱の 脇差 坤 竜！ 

それ はやが て 乾 雲 を ひきつける よすがで ある。 

—— こうして 泰軒 先生と 栄三郎 との 奇妙な 生活のう 

えに、 こ ともなく 日が 重なって 来たの だった が！ 

それが 今朝！ 

日本 橋 銀 町 伊兵衛 棟梁の 家の 前で、 ぉ艷 はべに 絵 売 

りの 栄三郎 を 見かけた …… けれど、 栄三郎 は 気がつか 

ずに 通り過ぎて しま つ た。 

風流べ に 絵 売りの 栄三郎 と、 芸者 夢 八のお 艷と —— 

そのたが いに 変わった 姿に 泣いた の は、 だからお 艷だ 

けだった ので ある。 


いま …… 真夜中 近い 亥の刻。 

突如 ムック リ 起き あがった 泰軒、 何 を 思い出し たか、 

「栄 三郎 どの、 だまって ついて 来なさい」 

とひと り サッサ と はやもう 戸口に おり 立 つていた。 

むさしたろう やすくに 

すっかり 浪人 風に 返った 栄 三郎、 武 蔵太郎 安国と 坤 

竜 丸 をぶ つ ちがえて、 泰軒 とともに 露地 を 立ち 出で た 

時、 中空に 月 は 高く、 そして 地に は、 かれの あとから、 

またもや 大小 ふた つ の 影が 動く ともなく つけて いた。 

「ね、 伊織さん、 殺ら しちやい けね えんです ね？」 

小の 影 II 山椒の 豆 太郎、 チョコ チョコ 走りに 追い 

つきながら、 こう 声 を 忍ばせた。 


人通りの ない、 両国 広小路で ある。 

月の み 白く、 町 は 紺い ろに 眠って いた。 

その、 小石 さえ 数えられる 明るい 往来の むこうに、 

細長い 影 を 斜めに 倒して、 泰 軒と 栄三郎 の 並んで ゆく 

のが、 小さく、 だが ハツ キリと 見える。 

そのうし ろ 姿から 眼 を 離さず 小 野 塚 伊織の 弥生、 同 

伴の 豆 太郎を 顧みて 答える のだった。 

「うむ！ 殺す はもと ょリ、 どちらに も 怪我が あって 

はならぬ。 そちの その 手裏剣 を もって、 ほどよく おど 

かして くれれば よいの じ や」 

豆太郎 は、 グ ルリと 帯の あいだに さし つらねた 十 幾 


つの 短剣 をな でながら、 にやり と 笑った。 月光が その 

顔に ゆがむ。 

「むずかしい 御 注文です ね。 いっそ ひと 思いに やつち 

まえと いうん なら 骨 は 折れません が、 傷 を つけねえ よ 

うにお どかせ なんて、 こいつ ァ少々 …… 」 

「そこが 豆 太郎の 手腕で はない か」 

いいなが らも 弥生 は、 前 を ゆく 二人 をみ つめている 

ので、 そばの 豆太郎 が、 これ は いささか 曰くが あり そ 

うだ わい！ というよ うに 狡そう に 首をかしげ たのに 

気がつかなかった。 

よね ざ わち よう  やげん ぼり 

来 沢 町から 薬研 堀へ と、 先なる 両人 は 肩 を 並べて 


歩いて ゆく。 

月し ろと 夜露。 

あとの、 豆 太郎と 弥生の ふたり も、 戸 をお ろした 町 

家の 軒下 づたいに、 見えが くれに つけて いくの だが、 

深夜の 無人に すっかり 安堵して か、 泰軒も 栄三郎 も 一 

度 も 振り返らないで、 忍びと はいえ、 半ば 公然な のん 

きな 尾行。 

もう 四つ 半 を まわったろう。 中央に 冴え返る 月が、 

こころもち 東へ 傾いて、 遠 街 を 流す 按摩の 笛が 細く 尾 

を 引いて 消える。 

脚が 短い ので、 とも すれば 遅れが ちの 豆 太郎、 ベタ 


ベ タと 草履 を 鳴らして 弥生の 横へ 出た。 

「どこ ィ行 くんで げしょう、 あいつら？」 

たつみ 

「まあ —— どうも 方角が 辰 巳 だな」 

「たつみ？ フ ゥッ、 乙です ね」 

「そうか ナ。 方角が 辰 巳 だと 乙と いう ことにな るか 

な」 

「しらば くれち ゃァ いけません ぜ。 失礼ながら 殿様な 

んざァ 男で せえ ふるい つきて えぐらい い いごよう すだ- 

ねえ、 女の子が うつち やつち ゃァ おかねえ や。 さだめ 

し 罪な おはなしが たくさん ごわしょう。 だんまりで 夜 

ひ ろ  ざんげ 

道 を 徒歩うて えな ァ気 がき かねえ。 一 つ、 色懺每 をな 


さい まし、 色 懺悔 を …… 豆 太郎、 謹んでお 聞きし ます 

よ、 ェ へへ へへ」 

「たわけ！ 黙って 歩け！」 

「へ？ する てえ となんで すかい、 それほどの 男ぶ リ 

で まだ 女 を —— てェの は、 ハテ！ 変 だな！」 

「ナ、 何が へんだ？」 

弥生の 声に は、 早く も 警戒の 気が 動いて いる。 豆 太 

郎は 笑い ほごした。 

「いえ、 な あに、 こっちの ことで …… ただね、 ただ 殿 

様に ゃァ 女性のに おいが する から、 それで その、 あん 

まり 女の子が 寄りつ かね えんじゃ ねえ かと —— はは は 


は、 これ ああつ しの 勘です がね」 

ギラリ と 凄い 光が、 豆 太 郎の眼 尻から 弥生の 横顔へ 

はねあがる。 

弥生 は、 大きく 口 を 開けて 欠伸 をした。 

「見ろ！ き やつら 両人、 いよいよ 深 川へ はいりお る 

ぞ！ さ、 すこし 急ごう」 

「いそぐ の はいいが、 こうして 尾け てって どうす るん 

です？」 

「さき は 拙者の いうと ぉリ にしろ」 

と 足 を 早める と、 なるほど、 泰 軒と 栄三郎 は、 もう 

永 化 寺 門前 通り 山 本 町、 名代の 火の見 やぐらの 下 あた 


りに さしかかつ ている。 

この 夜 ふけに、 いずくへ 9  いくのだろう？ 

心中に はいぶ かしく 思っても、 栄三郎 はべ つに たず 

ね もせず、 また 泰軒も 話そうと はしないで、 瓦 町 を 出 

てから 口 ひとつきかずに 押し黙った まま、 ここまで 来 

たの だ。 

柳 暗 花 明、 名に し 負う 傾斜の ちまた。 

栄 三郎、 ちと 迷惑げ に 眉 を ひそめて いると、 ぼろ 一 

枚 に 貧乏 徳利の 泰軒 先生、 心得が お にブ ラ リブ ラリと 

先に 立つ …… 。 

何 か は 知らず、 早くから 弥生に つ れ られ、 青山 長者 ケ 


丸 子 恋の 森の ふしぎな 家 を 出て きて、 宵の口 いっぱい 

瓦 町に 張り こんで 今 あと をつ けて 来た 豆太郎 も、 弥生 

とともに すこし 遅れて ついて ゆく の だが。 

一 寸 法師、 おまけに 亀 背で 手長の 甲 州 無宿 山椒の 豆 

太郎、 すくなからず 勝手が ちがって キヨ 口 キヨ 口して 

いる。 

ただこう して 先刻 夕が た、 べに 絵 売りとまで 身 を や 

つして いる 栄三郎 の あらぬ 姿 を 見た 弥生、 こころいた 

んで やまな いのは ぜひ もなか つ た。 

ふかが わ はちまん 

三月 一 一十 一 日より 四月 十五 日まで 深 川 八幡のお 山び 

らき。 


山開き 客 も 女 も 狂い 獅子。 

またん 

これ は 山 びら きに 牡丹 町から 獅子頭が 出る ので、 そ 

れ にかけ て 言った もの だが、 とにかく 当時 はふ かが わ 

の 山開きと いえば 大した 人気、 さかんな 行事の 一 つで 

あった。 

この 期間、 別当のお 庭 見物 差し ゆるす。 

別当 は、 大栄山 永代 寺 金剛 神院。 

鎌 倉 鶴 ヶ岡 八幡宮に 擬 して 富 ヶ岡 八幡と いい、 社 地 

に 二 軒 茶屋と て、 料理 を ひさぐ 家が あった こと は 有名 

な はなし …… 。 

—— さて、 


ちょうど 今が その 山 びら きお 庭 拝観の 最中で 昼 は 昼 

で 申す もさら なり、 夜 は 夜景 色 見物と、 その また 見物 

に 出る 美形 を 見物しょう というので、 近く はもと より、 

江戸の あちこちから 集まって 来る 老若男女の 群れが 自 

然と 行列 をつ くって 切れ もな く 流れ 動いて いる。 

樹 間の 灯籠が 光線の 魔術 を 織り出し、 そこ ここの 焚 

き 火の 余 映 を 受けて 人の 顔 は 赤い。 

木の 下 やみに 隠れて つれ を 驚かそう とする 職人、 ふ 

くべ を さげた 隠居、 句で も 案ずる らしく ゆきつ 戻りつ 

する 大店の 主人て い、 肩で 人浪を 分けて ゆく 若侍の 一 

隊、 左右に 揺れて 押し あいへ しあい 笑 いさざめ いてく 


る 町の むすめ 達 …… 人 を 呼ぶ 声、 ひるがえる 抉、 騒然 

とうす 闇に 漂う 跫音 II、 

夢の なかで、 もう 一 つ 夢を見て いるよう な、 それ は 

夜霧 もま どや かな 人出の 宵であった。 

そこへ、 月が 昇る。 

おぼろ 夜に はま だ 早い けれど、 銀 白の 紗が 下界 を 押 

とうすい 

しつ つんで、 人 はいつ そうの 陶酔に 新しく さ ざめ き 合 

う …… 。 

ひだ リづ ま 

その 時、 人 ごみの なか を 左 棲 をと つてい そぐ 粋な 

姿が あった。 

言わず と 知れた 羽織 芸者 —— 水の したたり そうな、 


スッ キリと した 江戸 好みに、 群集 中の 女 同士 さて は 男 

までが 眼 顔で 知らせ 合って、 振り返り、 伸び あがって 

見送って いると、 芸者 は、 裾 さばき も 軽やかに 社 庭 を 

突っきり、 艷 つぼい 声 を 投げて 一軒の 料理 家の 戸ぐ ち 

をく ぐ つ た。 

やぐら 下 まつ 川の 夢 八が、 羽織 見番へ 口が かかって、 

いまお 座敷へ 出る ところ …… 。 

すぐ あとから 箱屋が 三味線 箱 を か ついで つづく。 

これ はいか さま 箱屋で、 その 三味線 箱なる ものが、 

大工の 道具箱に も 似て いれば、 そうかと 思う と あと つ 

けに も 見える。 あとつ けと いうの は、 武士で 道中で 替 


差しの 刀 を 入れて おく 箱の こと だ。 

お祭り 同然の 山 びら きで 座 はこんで いる。 

「おやま あ、 新が おの 夢 八 姐さん、 さっきから お客様 

がお 待ち かねで ネ、 ェェ ェェ、 もう、 じりじり なすつ 

て いら つし や いますよ」 

こう 言われて 夢 八のお 艷、 通された の は 庭の 池に 面 

した 表 一 一階の 一 間だった。 

人声と 物音が 綾 をな して 直下の 道路に 揺れて いる。 

どこか 遠くの 部屋で、 酒で も 呼ぶ らしく つづけざま 

に 手を叩い ていた。 

廊下に 小膝 をつ いて 障子 を ひきあけ たお 艷、 


「ヨウ！ 来たね」 

なま  かれ ごえ 

という 客の、 すこし 訛り をお びた 嗄 声で、 なんだか 

聞き おぼえの あるよう な 気がして、 かすかに さげて い 

しゃれ 

た 頭 を あげ 室内 を 見た。 ちん まりと 洒落た 小 座敷。 

骨 細の きゃしゃな あんどん を ひきつけて 坐 つてい る 

町人の ひとり …… 五十 がらみ のが つ しりと した 恰幅、 

色黒 —— 鍛冶 富—  鍛冶屋 富 五郎で ある。 

「おお！」 

「ァ レ！」 

これが いっしょの 声だった。 

客と いうの は 鍛冶 富 —— 嫌な やつ！ と 思っても、 


お 艷の夢 八、 とっさに 立つ わけに も ゆかず、 さりと て 

そのまま はいる 気に はなれず 敷居のと ころで モジ モジ 

まごまごして いると、 こ つ そり 遊びに 来て 芸者 を 呼ぶ 

とそれ が 昔のお 艷 だった ので、 より 驚いた の は 鍛冶 富 

だ。 

「ィ ャッ！ ぉ艷 さんじ ゃァ ねえ か。 お前さん、 どう 

したえ？ 喜 左衛門 どん も 始終う わさ をして いたよ。 

この 土地から 芸者に 出て いるなん てお らァち つ とも 知 

ら なかった。 え？ いっから だい？ 栄三郎 様と は 別 

れ たの かえ？  マず つと こっちへ おはいん なさい。 

しばらく だ つ たな ァ！」 


「三 間 町さん でした か。 ほんと にマァ 御無沙汰 申し 上 

げ ております。 お 変り もな く —— 」 

言いな がらお 艷は、 なんとか 口実 をつ けて 帰らせて 

もらおう  こう 考えた が、 富 五郎 はもう 溶けん ばか 

りに でれ りと な つ て、 

「いや！ そんな 挨拶 は ぬきだ、 ぬきだ！ それより 

ぉ艷 さん、 きれいに なった な あ …… 」 

じい ッ とみつ める 色 ごのみ な 鍛冶 富の 視線に ぉ艷は 

ますます 首 肩の ちぢむ 思い —— o 

いくさ 

「 軍 に はまず 兵糧が 第 一 だて」 


「さよう さ。 ここでし こた ま 詰め こんだ のち 出かけれ 

ばちよう ど 刻限 もよ かろう」 

「な あに！ 相手 は 優男に 乞食 ひとり、 何 ほどの こと 

や ある。 これ だけの 人数 を もって 押し かけ 参らば それ 

こそ 一 揉みに 揉みつ ぶす は 必定！ さ、 前祝いに 一 献 

…：- 」 

よい かな 

「善哉 善哉！」 

「今宵 こそ は 左 膳 どの も 本懐 を 達して —— 」 ぉ艷は 

ギヨ！ として 思わず 呼吸 をのんだ。 

最後の 言葉が、 動かない ものと して 彼女の 耳 を とら 

えたので ある。 


じつは、 さっきから 隣の 部屋に いろんな 声が してい 

たの だが、 どこか の 家中の 士が 流れ こんで きて 駄々 羅 

あそび をして いるの だろうと、 ぉ艷 は、 それよりも 目 

前のお のが 客 鍛冶 富に 気 を とられて、 隣室の 話し声に 

はたい して 意 を 払わずに いたのだった が、 はじめは ヒ 

ソヒソ 低声に ささやき 合って いたのが、 だんだん 高く 

なる につれ てお 艷 もい つし かそれ となく 耳 を 傾けて い 

ると！ 

…… 相手 はやさ 男に 乞食 ひと リ、 というの が 聞こえ 

た。 

さて はッ！ といつ そう 聞き耳 を 立てた ところへ、 


うんぬん 

今宵 こそ は 左 膳 どの も 云々 —— と 誰かが 言い出し たか 

ら こっちの 部屋のお 艷、 うつかり 叫び声 を あげそう 

だった の を 危うくお さえて、 つと 鍛冶 富の まえへ 膝 を 

進めながら ニッコ リ 笑顔 を つくった。 

が、 耳の 注意 だ け はや はり 隣室 へ ！ 

富 五郎 は 気がつかない。 

もとから お 艷にぞ つ こんまい つ て 機会 あらば と 待ち 

きょうび 

構えて いた 彼、 羽織 衆 夢 八と なって ひとしお 嬌 美を增 

したお 艷の 前に、 富 五郎 はもう 有頂天に なって いるの 

だ。 

「いや。 人間 一生 は 七転び八起き さ、 そり ゃァ 奥州 浪 


人 和田宗 右衛門と お つ しゃる りっぱな お 武家の 娘 御と 

生まれた 身が、 こうして 芸者 風情に —— と 思う とね、 

お前さん だ つ ていろ いろお もしろ くない こと もあろう 

けれど、 サ、 そこが 辛抱 だ。 な あ、 そう やって るう ち 

にァ また 思わね えいい 芽 も ふこうって もの だ。 だが ネ、 

み き 

お前さんが 栄三郎 さんに 見限り をつ けたの は 大出来 

だった よ。 おら あ 他人 事た ァ 思わね え、 いつも 喜左衛 

門 どん 夫婦と 話して るんだ。 ねェ、 ぉ艷 さん は 白痴 だ。 

あんな 普 外れた 器量 を 持ちながら サ、 こういつ ちゃ ァ 

なんだ が、 男が いいば かりで 能の ねえ 御 次男坊 なんか 

と 逃げ隠れて、 末 はいって えどう する 気だろう 9  


今のう ちに 眼が さめて 別れち まえば、 まだ そこに 身の 

立て 方 もあろう て もんだ が —— なんて ネ、 寄る とさわ 

ると お前さんの うわさで 持ちきりだった よ。 が、 まあ 

わしのに らんだと おり、 お前さん も根ッ から 馬鹿 じ や 

ァ なかった。 栄三郎 と 手 をき つて、 こうして 羽織 を 稼 

いでいる たァ 褒めても いいね。 はは はは は、 はやる だ 

ろう？」 

「ええ、 …… おかげ 様で、 まあ ボッ ボッ ねえ」 

「結構 だ。 せいぜい 稼いで お 母に 楽ゥ させ るんだ ナ。 

ときに、 おふくろ といえば、 どうしたえ、 その後 は？ 

音信で も あるかね？」 


「は。 まだ —— 」 

「本 所のお 屋敷に？」 

フス 5i」 

平気 を よそおって 富 五郎と やりとりしながら、 全身 

ふすま ご 

これ 耳と 化した ぉ艷 が、 襖 越しに 気 をく ばってい ると 

隣室に は 乾 雲 を 取り巻く 同勢 十五、 六 人 集まって いる 

ようすで、 何 か 声 だかに 話し合って 笑い 興じて いる。 

「しからば 露地ぐ ちに 見張り をつ けて …… 」 

といって いるの は 丹 下 左 膳の 声ら しいが、 あと は 小 

声に 変わって 聞こえ なくなった。 

きゅうしゅ ぎょうぎ 

鳩首 凝議 —— とみえて、 にわかに ヒ ッソリ とした 


静けさ。 

突然！ 

「ゥ ム！」 

と 大きく うなずいて 笑いだ したの は、 ぉ艷は 知らな 

いが 月輪の 首領 軍 之 助であろう。 事実、 偶然 このお 山 

びら きの 夜、 社 地 内の 料亭に 酒 酌み かわして、 刻の 移 

るの を 待つ ている 一 団は …… ！ 

一 眼 片腕の 剣 魔 丹 下 左 膳 を 中心に、 月輪 門下の 残士 

一同、 深夜より 暁に かけて 大挙 瓦 町 を 襲って 坤竜丸 を 

奪おうと している のだった。 

鈴 川 源 十郎は つづみの 与吉を つれて、 物見の 格で と 


うに 栄三郎 を さして 先発して いる —— が、 かれ 源十郎 

を どれほど 信じて いい か は、 臭い もの 同士の 左 膳が 迷 

わざる を 得ない ところ だ。 

酒が まわる に つれて そろそろ うるさく なり かけた 銀 

冶 屋の富 五郎 を、 ぉ艷は ほどよく 扱いながら、 なんと 

かして 瓦 町へ この 襲撃 を 先触れし なくて は！ と 千々 

に 思いめ ぐらして いると、 何にも 知らない 鍛冶 富 はい 

い 気な もので、 

「ぉ艷 さん、 何 をそう 思案して いるんだ？ え？ わ 

しに 惚れたら 惚れた と、 ハツ キリ 白状したら どう だえ。 

ま、 も そっと こっちへ 寄りな ッ てこと よ」 


黒い 手が ムンズ とお 艷の 帯に かかった ので、 びつ く 

リ したお 艷が、 

「ァ レ！ 何 をなさい ます！」 

と 起き 立った とたん！ 下の 往来に 聞き慣れた 謡曲 

の 声が …… 。 

「あ！ 立ち どまった ぞ、 あそこに！」 

こう 言って 先なる 小 野 塚 伊織の 弥生、 うしろの 豆 太 

郎を かえりみて 指さした。 

山開きの 夜の 人出 も 散り そめた 深 川 八幡の 境内で あ 

る。 


ここのつ  せきばく 

九 刻 も 半に 近い 寂寞 …… 。 

あさく さ 瓦 町の 家から、 泰軒、 栄三郎 をつ けて 来た 

弥生と 豆 太郎、 つかず 離れず 見え隠れ にこの 別当 金剛 

院 のお 庭へ はいりこんで、 ふと 気がつく と、 今まで 先 

方をズ ンズン 歩いて いた 栄三郎 と 泰 軒が 仔細 ありげ に 

ぴたッ と 足 をと めて いるから、 こっち も あわてて 樹陰 

の 闇黒に 身 を ひそめて じつ とようす をう かがう と  

と ある 料理屋の 表面に、 歩 をと めた 泰 軒と 栄 三郎、 

明るい 灯の 流れる 二階 を 見上げた まま、 動こうと もし 

ない。 

ただならぬ 気配！ 


とみて、 弥生と 豆 太郎、 同じく 眼 を あげて その 正面 

の 二階 を 眺めた。 

せきしゅん こうらく  にお 

月光 を 溶かして 青白い 大気に、 惜春 行楽の 色が 香 

い 濃く 流れて いる 夜 だ。 

その ほんのり とした 暗がりに、 障子 をし めきった 

きてい 

旗亭の 二階 座敷が、 内部の 灯火に 映えて クッキ リ とう 

き 出て いる。 

一 一間な らんで 閉 てきって ある 一 一階の 障子 は …… いわ 

ば 祭礼の 夜の 踊リ 屋台の よう。 

それへ、 影が 写って いるの だ —— かげ 芝居。 

左の 部屋に は …… 武士ら しい 大 一 座が 群れさ わいで、 


だ い ぶん 酒が はずん でい るら しく、 大きな 影法師が 入 

リ 乱れて 杯の 流れ 飛ぶ のが 蝶の 狂う がごと くに 見える。 

と！ 

そこの 障子に、 細長い 影が 一 つうつ り 出した。 ほか 

の 者が 手を叩く のが 聞こえる。 すると その 立って いる 

影が、 朗々 たる 詩吟の 声に 合わせて、 剣舞で も 舞い は 

じめ たものと みえて、 たしかに 抜き身の 手ぶ リ畳を 踏 

み 鳴らす ひびきが 伝わって くるの だが！ 下の 道路 か 

ら見 あげる 泰 軒と 栄三郎 がわれ にもな く 足 をと めた ゆ 

えんの もの は！ 

せきわん 

その 影が 隻腕片 剣 …… 。 


「栄 三郎 殿、 あれ はどう じ や？」 

r 泰軒 先生 ッ」 

すばやく 私語し あいつつ、 なお も 障子に 躍る 片腕 長 

身の 士の つるぎの 舞い を 見つめて いる 両人 —— 誠訪栄 

まんこう 

三郎 満腔の 戦意 を こめて 思わず 柄が しら を 握りし め、 

おのずからなる 武者ぶ るい を 禁じ 得なかった。 

それが、 分身 坤竜 丸の 刀 魂に 伝わって か、 カタ カタ 

カタと こまかく 鍔の 鳴る 音！ うしみ つ。 

刀が 刀 を 慕い 刃が 刃 を 呼んで、 いまし 脇差 坤 竜が 夜 

泣き をして いると も 聞こえる。 

が、 まもなく。 


こんど は 右の 小 座敷に …… 。 

男女の くろ 影が 鮮やかに 映り 出して、 それ は 別の 意 

味で、 泰 軒と 栄三郎 を、 ひいては すこし 離れた ところ 

に 隠れて いる 弥生と 豆太郎 を、 あつ！ と 言わせずに 

はおかなかった。 

障子へ 墨で 書いた ように、 はっきりと 写って いた ふ 

たつの 人 かげ。 

男と 女で ある。 

夜更けの あたり を はばかって か。 声 は 聞こえない。 

が、 男が 無体 をい つて 女 を 追い まわして いるら しく 帯 

の ゆるんだ、 しどけ ない 姿の 女の 影が、 右へ 左へ、 裾 


を 乱して 逃げ かわす ありさまが、 影絵の ように 手に と 

る ごとく 見える の だ。 

となりの 広間に は、 痩身 左腕の 剣舞が 今や 高潮 …… _ 

そのため この 一 座 は 次の 部屋の さわぎに 気がつかな 

いとみえ て、 それ を もっけの 幸いに 男の 影 はます ます 

女の 影へ 迫る。 

肩に 手が かかる。 かいくぐる。 うしろから 抱きす く 

めようと する。 かがんで そらす —— 影と 影と が、 付い 

て は 離れ はなれて は 付きして さながら 鬼 ごつ こ —— 。 

二階 真下の 往来に 立つ 栄三 郎と泰 軒、 黙然と、 二 間 

つづきの 障子に おどる それぞれの 影法師 を 見 あげて い 


ると、 弥生と 豆太郎 も、 遠くから、 この 二人と 階上の 

影と に 眼 を 離さない。 

隣室に は 鬼 どもが …… と 思う と、 お 艷の夢 八、 声 を 

たてる こと は できるだけ 控えた か つた。 

しかし！ 気 は あせる。 

どうかして 今宵の 乾 雲の 秘密 を 瓦 町へ 未然に しらせ 

なくて は！ 

と 気が 気で はない が、 この場合、 猛 りたって いる 鍛 

冶屋 をな だめす かしてお いて、 その まに 身 を 抜いて 浅 

草へ 走る のが、 唯一 の 道で あると 彼女 は 考えて いるの 

だった。 


ぼんのう 

けれど！ かじ 富の 煩悩の 腕 は、 払っても はらって 

も 伸びて くる。 

たまらなくな つたお 艷、 いっそ 人 眼で も あったら 一 

時の しのぎになる だろう  と！ 

逃げながら サ ラリ、 一 一階 縁の 障子 を あけた から 、ば つ 

と 流れる 灯の なかに、 座敷 着 も 崩れて ホン ノリ 上気し 

たお 艷の すがたが …… 。 

そしてば つたり 栄三郎 と 眼が あった。 

瞬間！ 

栄三郎 は、 歩き 出して いた。 


「泰 軒先 生！ よしない ものに 足 をと めて、 チッ！ 

けがらわしい 図 を 見せられ ましたな。 いざ、 どこへ な 

りと お供つ かまつ りましょう」 

と！ 同時に。 

ぴしゃり、 二階に 音 あり …… ぉ艷は 早く も 障子 を閉 

めた。 

一 一階 を 走り出た とっさの 光線 を 全身に 浴びた 栄三郎 

—— それ は 昼間の べに 絵 売りの 風俗で はなく、 本来の 

浪人 風に 返って はいたが、 いずれにしてもお 艷に とつ 

て は、 会わぬ 日の つもる につれ て、 夢に だに 忘れた こ 

とのない 恋人 栄三郎 であった。 


栄三郎 様に 泰軒 先生！ 

と 見て はっとし たお 艷、 みずからの すがた を 恥ず る 

こころが 先立って、 気の つくさき にもう 障子 を 閉ざし 

ていたの だった が、 遅かった。 

泰軒、 栄三郎 がお 艷を みてとつ たの はもと ょリ、 す 

こし 隔てて うかがつ ていた 弥生に も、 剎那 にして 消え 

た 二階の 芸者が、 意外に もお 艷 である こと は 一眼で わ 

かった。 

奇遇  と い えば 奇遇。 

それ はまこと に 思いがけない 出会いであった。 

無数の 青 蛾が 羽 を まじえて 飛ぶ と 見える 月明の 夜半 


である。 

ところ はお 山開きの 賑 いも 去った 深 川 富 ヶ岡 八幡の 

境内。 

一道の ひかりの 帯が 半 闇に 流れて、 何 か 黄色い 花の 

ように、 咲いた かと 思う と 閉じた とたんに …… 見 あげ 

見お ろした 顔であった。 

一度 は、 否、 今まで、 たがいに 死 を もって 心中 ひそ 

かに 慕いした われて いるお 艷 栄三郎 である。 

ただ その 恋情 を、 世の 義理の ために まげて いるお 艷 

と、 男の 意地、 刀の 手 まえわれ とわが 胸底 をい つわり 

おさえなければ ならぬ 栄三郎 と、 世に かなしき はか か 


る 恋であろう  。 

最初、 栄三郎 は、 変わり果て たお 艷に 大きな おどろ 

きを 覚えた のだった が、 一面 かれは、 ぉ艷 のこん にち 

ある は 前もって 知れき つていた ような 気がして、 すぐ 

に その 驚愕から 立ちなおる ことができた けれど、 それ 

やつ ぜ 'V 

とともにお 艷 に対する 新しい 憐憫が 湧 然と こころ を ひ 

たして、 眼 頭 おのずから 熱しき たるの を 禁じ 得な かつ 

た。 

しかし、 憤リ はより 大きかった。 

もの もあろう に 芸者 なぞに なりさがって、 おのが 恥 

のみならず 拙者の 顔にまで 泥 をぬ りおる！ と 考える 


と栄 三郎、 ぉ艷の 真意 を 知らぬ だけに、 とっさの 激情 

に 青白く 苦笑す るより ほかな か つ た。 

で …… 。 

「はしたな いもの を 見ました ナ。 はは はは」 

ゥ， ま 

ぺッ！ と 唾して あるき 出そうと したが、 お 艷を解 

している 泰軒 は、 なお も 影 芝居 を 宿して いる 二階の 障 

子 を 見上げた まま 動かない ので、 つりこまれた 栄三郎 

見た くもない 一 一階へ ヒョィ と 視線 を 戻す と！ 

あろう ことか！ 

小 座敷の 男女の 影が、 これ 見よ がしに 二つ 映って い 

る。 


ぉ艷が 男に しな 垂れ かかって いるの だが、 思わず 栄 

三郎、 カツ！ と 血が あたまへ のぼるの を 感じて 〔# 

「感じて」 は 底本で は 「感じで 匕 空つ ば をのみながら 声が 

ひしゃげ ていた。 

「参りましょう、 泰軒 先生！」 

が、 依然として 泰軒 はう ごかない。 

栄三郎 の 眼が またもや 二階へ 吸われる と、 こっちの 

弥生と 豆太郎 も、 その 障子の 影が ますます 親しげ にな 

るの を 見た。 

家内のお 艷は。 

ごうだつ  こ 

いま 隣の 部屋に、 左 膳の 一 味が 坤竜 強奪の 秘策 を 凝 


らして いる こと を 知つ ている から、 栄三郎 が この あた 

リに 長居 をして は 危険で ある。 さりと て、 瓦 町へ 帰す 

の もい つそう あぶない、 これ は、 一時 も 早く ここ を 立 

ち 去らせて、 すぐに 後 を 追って 今夜の 奇襲 を しらせる 

にかぎ る …… それに は、 まず 鍛冶 富に なびく と 見せて 

安心 させ、 すき を 求めて 逃げ出す ことにしよう  こ 

う 考えた ぉ艷 が、 急に 心に もな く 折れて 出て、 

「ねえ 三 間 町さん、 ホホ ホホ、 もうよ しまし ようよ、 

鬼 ご つ こみた いなこと」 

と、 われから 鍛冶屋 富 五郎の ふところに 身 を 投げて 

擦りよ ると、 富 五郎 は、 短い 太 腕に ぉ艷を 抱きす くめ 


て、 その 影が ぼうっと 大きく 障子に うつった の だ。 

同じ 一 枚の 障子に 映ず る 黒 かげ —— では あるが、 戸 

外から 見上げる 栄三郎 と、 内部に あって 自ら 眺める お 

艷と 果たして どっちが い つそう 苦しく つらかった であ 

ろう ガ 

どくろ  ふ 

濁 並 曰 

骨 骨 び  一 HI 口 

ちょうせん 

長 閃！ 月光に 躍る 白 蛇の ごとき 一 刃、 突如と し 

て 伸びき たると 見る まに！ 

声 もな く 反り かえって 路上に 転倒した の は、 ひとり 


先に 立 つた 月輪 剣 門の 士法勝 寺 三郎だ つ た。 

三郎、 相 馬 藩 内外に 聞こえた 強力 豪 剣で はあった が、 

機 を 制せられて ひとたまりもなく、 まっくろな 血潮の 

池が 見る見る 社 庭の 土に 拡がって、 二、 三度、 けもの 

されき 

のよう なう めきと ともに 砂礫 を つかんだ かと 思う と、 

そのまま —— 月の みいた ずらに 蒼白く 死の 這い 迫る 顔 

を 照らした。 

かん はつ 

間 髪！ 

いま、 瓦 町へ 向かおうと、 ついそ この 料亭 を 出て 来 

たばかりの 乾 雲 丸 丹 下 左 膳 を 取り まく 一同、 まだ 八幡 

の 庭 を 半ば も 過ぎ ない うちに、 つぶてが 飛来す るよう 


にいき なり 横合いから 斬り こんで 来た この 太刀 風に、 

どぎ も 

命知らずの 者が そろって はいるの だが、 さすがに 度胆 

を 奪われて コレ ハツ！ と 歩 をと めながら いい 合わし 

たように 腰 を 低めて 先方の 薄 闇 を のぞきこ むと …… 。 

肩から 月に 濡れて 立って いる 詉訪栄 三郎。 

脇差 坤竜 をグ ルツと 背中へ まわし 差して、 手の、 抜 

き 放す と 同時に 法 勝 寺 三郎の 生き血 を 味わ つ た 愛剣武 

きりし ま 

蔵太郎 安国 を、 しきりに そばの、 まだ 映 山 紅 を 霜囲い 

にして ある 藁へ 擦りぬ ぐって いる。 

そして、 こともなげな 静かな 低声が、 殷々 として 左 

膳の 耳へ 流れた。 


r —— 丹 下殿、 乾 雲 丸 をお 所持に なった か？ はは は、 

いや、 坤竜 はたし かに ここに！ サ、 雲よ く 竜 を まき 

あげる か、 それとも 竜が 雲 を 呼びお ろす か …… まだ 夜 

あけまで は 時刻 も ござる。 今宵 こそ は ゆ つ くりと 朝 ま 

で斬リ むすぼう、 朝まで —— j 

ひとりごとの ようにこう いいながら、 栄三郎 は、 せつ 

せと 藁で 血が たな をぬ ぐって いる。 

虚心の 境 …… 。 

しんぺん むそう りゅう 

神変 夢想 流に おいて、 もっとも 重く かつ、 もっとも 

ぼうじん ぼつが いき 

到りが たしと なって いる 忘 人 没我の 域に、 今宵の 栄三 

郎は 期せず して 達して いるの だった。 


何が 機縁と なって、 かれらの 剣胆を ここまで 導き あ 

げた か？ 

なみだ 

それ は、 いうまでもなく、 お 艷が泪 をのんで 打った、 

あの 影 芝居であった。 

思いに わ だか まりあれば、 腕が にぶる。 

栄三郎 の 場合が ちょうど それだった。 

すべて を 捨てお 艷に 走った かれと して は、 そのお 艷 

に 去られた のち も、 口 や 表面 は ともかく、 胸の 奥 ふか 

くお 艷を 慕う こころ 切々 たる もの あるの だった が、 こ 

ん やという 今夜、 はからずも 芸者 姿のお 艷を 見て、 こ 

れ だけで さえ、 いよいよ 栄三郎 に 彼女 を 思い きらせる 


に 十分だった ところへ、 まるで 見せつ けの ような 男と 

の 痴話ぐ るい —— 栄三郎 は、 あの、 二階の 障子に 黒く 

大きく 写り 出た 男女の 影に よって、 ここに 初めて 長夜 

の 夢から さめた ような 気がした のだった。 

やはり、 当り 矢のお 艷は 当り 矢のお 艷 だけの もの。 

男 をたら す 稼業の 水茶屋 女が、 それに 輪 を かけた 芸者 

になった とてなん の 不思議が あろう 9  こう 思う と、 

栄三郎 は、 影の 相手の 男が 誰で あろうと、 そんな こと 

はもう どうで もよ か つ た。 

か つ ぜん 

ただ 豁然と あらゆる 未練 をた つた 彼、 おのが 心身の 

全部 を 挙げて 乾坤 二 刀の 争奪に つくそうと、 あらたな 


る 闘魂 剣 意に しんそこから ふる い 起った ままであった _ 

忘れ かけて い た 小 野 塚 鉄 斎 直伝 神変 夢想 流 の 覇気、 

これによ みがえ つた 栄三郎 は、 もはや この 日ごろの 栄 

三郎 ではなく、 ふたたび 昔日、 根 岸 あけぼのの 里の 道 

場に 雄 を 唱えた 弱冠の 剣 剛誠訪 栄三郎 であつ た。 

今や かれの 前にお 艷 なく、 われな く、 世な く —— 在 

る はた だ 亡師の 恩と 高鳴る 戦 志の 血の み。 

かくて こそ、 これから なお 雲 竜の 刀陣に 介して、 更 

生の 栄三郎 が 思う さま 神変 夢想の 秘義を 示し 得る わけ 

…… だが？ 

ぉ艷 はどうした？ 


彼女 は、 首す じに 毛虫 を 這わせる おもいで 鍛冶 富に 

なれなれし くして 酒 をす すめた のち、 泰 軒と 栄三郎 の 

立ち去つ たの を 見す ますが 早い か、 ただちに その 家の 

若い 衆 を 走らせて 泰軒 だけ を 呼び戻し いそぎ 一 一階の 隣 

室に 左 膳の 一団が 宴 を 張って いて、 いまにも 瓦 町へ 押 

しかけようと している こと を 告げた の だ つ た。 

だから、 時分 はよ かろうと、 左 膳、 軍 之 助の 連中が 

旗亭 を あとに、 ほんの 四、 五十 歩 も 踏んだ かと 思う と 

ころへ 先 ほどから 献燈 のかげ に 待ち構え ていた 栄三郎 

が、 現われる と 一 拍子に、 先頭の 法 勝 寺 三郎を 抜き 撃 

ちに たおした の だ。 


月に 更け ゆく 夜  。 

左 膳 を はじめ 月輪 組 も、 栄三郎 も 無言。 

泰軒は どこか 近くに ひそんで いるので あろう。 

遠くで、 樹陰から 木 かげへ と 大小 ふたつの 人影が 動 

いた。 

ポ タリ … … 夜露が 木の葉 を 打つ 音。 

せきばく 

寂莫 たる 深夜 —— ふかが わ 富 ヶ岡 八幡の 社 地に、 時 

ならぬ 冷光、 花 林の ごとく 咲き つらなつ たの は 丹 下 左 

膳、 月輪 軍 之 助、 各務房 之丞、 山 東 平 七郎、 轟玄 八、 

岡 崎 兵衛、 藤 堂条三 郎ら乾 雲の 一 団が、 相手 は 一 詉訪 


ま, や 

栄三郎 と 侮って、 一気にし てこれ を 屠り 坤竜丸 をお さ 

そうぜん 

める つもり —— 鰐 鳴りの ひびきが 錚 然として 月明に 流 

れた。 

空 は あかるく、 地 は 夢の 国の ように 霞んで いる …… _ 

膚 さむい 微風の 底に、 何が しの 人の 心 を 唆らずに は 

おかない 仲春の いろが 漂って、 どこか 遠くの 町に 火事 

が あるの か、 かすかに 間 伸びした 半鐘の 音が 流れて い 

た。 

行 春 静夜。 

しかし、 それ は 暴風雨の まえの あの 不気味な しず も 

りに すぎなかった。 


今暁 を 期して 瓦 町に 栄三郎 方 を 突 襲すべく 宵のう ち 

から 本 所の 化物 屋敷 を 出て、 この 料亭に 酒 汲み かわし、 

もうだい ぶ 時刻 も 移った ので、 さあ、 そろそろ 出かけ 

ようで はない か —— という 調子。 くわえ 楊子の ほろ 酔 

い 気分で ブラ リと いま その 家 を 立ちいで て 来たと ころ 

だから、 乾 雲の 一行、 まさに ひとつ 出鼻 を どやされ た 

形で、 ちょっと 立ちお くれざる を 得なかった。 

しかも！ 詉訪栄 三郎、 飛び出す とともに はや ひと 

り 斬り 捨てて いるの だ。 

抜く 手 も 見せず  という こと をい うが、 ちょうど 

それ。 


声高に 話し合いながら 三々 伍々、 金剛 神院ぉ 庭の 小 

径を 徒歩って、 先に 立った 法 勝 寺三郎 がと ある 繁 みの 

まえへ さしかかった 時だった。 

やにわに 黒い ものが 躍りで たかと 思う と、 氷刃 一 閃 

—— 三郎 のど こへ くいこんだ のか、 そのまま かれは 土 

を 舐めて、 代りに そこに 立って いるの は、 血 線 あざ や 

かな 武蔵 太郎を 引つ さげた 誠訪 栄三郎 であつ た。 

と 見る より、 とっさの 驚愕から 立ちなおった 左 膳と 

月輪の 勢、 ピ タリ！ 踏みと どまる と 同時に、 もういつ 

こうけん  ふ 

せいに 皎 剣の 鞘 を 払って、 月の 斑が うろこの ように 鍛 

鉄の 所々 に 光った。 


おのずから 半月の 陣！ 

その 背後から、 しわがれた 左 膳の 声が 物の怪の ごと 

く 走った。 

「ォ ォ坤竜 か。 これから 参ろうと している ところへ、 

そちらから 出かけて 来る たァ いよいよ 運の 尽きた しる 

しか ナ。 いかさま 汝 のい うとお リ まだ 短夜 じゃァ ねえ 

…… では、 一 晚 こころおきなく 斬りむ すぶ としょう か」 

いいながら 左 膳、 隻 腕の 袖 を グイと 脱ぐ と、 例の 女 

物 の 下着が 月 を 受け て 浮きた つ 。 

不敵な ほほえみが、 その、 刀痕の 眼 だつ 顔 をい びつ 

に 見せて いた。 


風雲 急！ 

栄三郎 は 沈黙。 

ただ、 霜が こいの 藁で 法 勝 寺 三 郎の血 を 拭き 終った 

武 蔵太郎 を、 かれは しずかに 正面に 持した だけで ある 

ひらせ いがん 

II 神変 夢想の 平 青 眼。 

と！ 

タ！ タ！ と 二、 三 あし、 履物 を棄 てて 草 を 踏み 

つつ、 栄三郎 の 前へ 進み出た 長剣の 士、 月輪の 道場に 

あって 三位 を 保つ 轟玄八 だ。 

ひらかた ふな 

玄八。 平 潟 船番士 で、 その 剣 筋、 幅 も あれば 奥 ゆき 

も ゆたかに、 年配 は 四十に 手のと どく 円熟 練達の 盛年。 


ガ ッシリ した 体 軀に心 もち 肩 をお として、 濡れ手 拭 

を 絞る ように やんわりと 柄 を ささえ、 

「参れ ッ！ ゥ ム！」 

大喝、 誘いの 声 だ。 と、 ともに、 ス ゥッ！ 手 もと 

をお ろして 突きに いくが ごとく 見せかけ、 老巧 狷 介の 

刀士、 もろに 足 を あおって 栄三郎 の 頭上へ— …… 飛 刀、 

白 弧 を ひいて 舞いく だった 瞬間、 体 を 斜めに 腰 かわし 

た 栄三郎 の 剣、 チヤ リ— ン！ 青 光一 散、 見事に 流す 

くるまが え 

が 早い か、 ただちに とつ て 車 返 し武蔵 太郎、 血に 渴し 

て玄 八の 左 肩 を 望んだ。 

つか じり 

が、 轟玄 八、 即時 左手 を 放して 柄 尻で 受ける。 


そして！ 

剎那、 妙 機の 片手な ぐり、 ダウンと 空に うなった 

りんせん 

燐 閃が、 備えの あいた 栄三郎 の 脇 胴へ 来た。 

竹刀なら ばお 胴 一 本 取られた だけです むか も 知れな 

い。 しかし これ は 真剣 も 真剣 …… 見守る 一 同、 秒 刻の 

のちに は 上下 半身 を 異にして いる 栄三郎 を 見る ことと 

思 つ た。 

—— にもかかわらず、 ガッ！ と 音 を 発して 玄 八の 

刀 を そらした 栄 三郎、 すかさず つけ 入って ヒタ ヒタと 

つば 

鰐 を 押してい る。 

みもの 

これ は 見物！ 


といった 色めきが、 半月の 列 を 渡った。 

ガ ツキ！ と 咬み 合った まま 微動 だに しない 鍔と 鍔。 

詉訪 栄三郎 と轟玄 八。 

一 同が、 眼 を そば だてて 熟視す るな かにし ばらく は 

双方、 伯仲の 力 を あつめて 保ち合いの 形と 見えた が 


雲が 出た。 

月の 影が、 さまざまの 綾 を 地上に 織りな す。 

やがて！ 

いかなる 隙 ありと 見た のか、 玄八、 やにわに 

「うう む」 


一 声！ これが 気合い、 同時に、 満身の 筋力 を 刀 手 

にこめて 押し かかる —— と 思わせて、 じつは 逆に、 ス 

ゥッと 張り を 抜きながら 数 歩、 引き こむ ように さがろ 

うとした の は、 いわず もがな、 誘い 入れの 一手。 

栄三郎 もさる 者、 離れ ゆく 玄八を あえて 追おうと は 

しなかった。 

不動 

で。 

けんよ  ぼうし 

間 余の 間隔 をお いた、 ふたりいた ずらに 鋩 子 先に 月 

の 白光 を 割いて、 ふたたび 対立 静止の 状 をつ づけ だし 

た。 


風 死んで、 露の したたりが 明日の 晴天 を しらせる。 

凄 寂 たる 深更の 剣 気 …… 。 

月輪 軍 之 助 以下 北 藩の 援士 は、 抜き つらねた 明 刃 を 

グ ルリと 円 列に つくって、 青 眼の 林、 捲 発する 闘気 を 

もって 微動 だに しない。 

左 膳 は、 軍 之 助と ともに 剣 列の 背後に あった。 

誰 ひとり 声 を 出す もの もない。 はち切れ そうな 殺気 

に 咽喉 をつ まらせ て、 一同 もの をい う 余裕な ど はな 

かった の だ。 

ジィ —— ッと 薄光の 底に 停止す る おびただしい 刀身 

を、 春の 夜の 月が 白く 照らして いる。 


{〈  プ女 ！ 

その 氷柱の ごとき 一 剣が 銀鱗 を ひらめかして 上下に 

走った と 見る や、 またもや 玄八、 これで は 際限がない 

と 思った もの かやに わに 刀 を 起こして 大上段 …… 真つ 

向から 栄三郎 の 前額 を 指して 振リ おろした。 

パチ リツ！ 柄 近く 受けと めた 武蔵 太郎、 つづいて 

ジャ アツと 刀が かたな を 滑って、 ほの 青い 火花が 一瞬、 

うす やみの 空 を いろどった。 

と！ 

この 時まで 受身の 形だった 栄三郎 は、 鼻 を 打つ 鉄の 

香に ひとしお 強烈な 戦 志 を 呼び さまされ たもの か、 は 


たして いきなり 攻勢に 出て、 新刀 を 鍛えて 東海に その 

人 ありと 聞こえた 武 蔵太郎 安国 晚年 入神の 一 剣、 突発 

して 玄八を 襲う が 早い か、 その ひるむ ところ を、 すか 

さず 追う と 見せて 瞬 転、 横 一文字に 払った 斬 先に 見事 

にか かって、 刀 を 杖に たじろい だの も 暫時、 モン ドリ 

うって その 土に 倒れた の は、 月輪 剣 門の  一士 若松 大太 

郎だ つ た。 

大太郎 といえ ども 選に 当たって 江戸 くんだり へ 生命 

の やりとりに 出て くる くらいだ から、 もとより 刀の た 

たない 男ではなかった が、 油の 乗り はじめた 栄三郎 に 

しょせん 

は、 所詮、 敵ではなかった。 


腰の 蝶番 へした たか 刃 を 打ち こまれた 大 太郎、 全 

身の 重みで 土 をた たいた のが、 かれの 最後だった。 

と 見る や！ 

気負いた つた 月輪の 剣 列、 犇ッ！ とおめいて 一栄 

りんせん 

三郎 をな ますに せん ものと、 燐 閃、 乱れ飛んで 栄三郎 

に 包み かけた が、 かいくぐった 栄 三郎、 最寄りの 一人 

に 樘ッ！ 体 あたり を くれる と 同時に、 ただちに 振り 

返って、 おりから 拝み 撃ちに 来ようと していた 山 東 平 

七郎 へ！ 

「ぉゥ ッ！」 

片手の 突き！ 


「うむ！」 

平 七郎、 パッと 払って 二 ッコリ した。 

「なかなか やる ナ …… 来い ッ！」 

息 もしず かに、 栄三郎 はもう 平 青 眼に 返って いる。 

月の 端 を 雲が かすめた。 

夜明けが 薄らいだ。 

月の 端に 雲が かかった の だ。 

ふかが わ 富 ヶ岡 八幡の 社 地 内に 乾 雲に 乗ずる 一 団を 

さ つけん らんちょう 

むこうにまわして、 武蔵太 郎に殺 剣 乱 跳 を 舞わせる 

詉訪栄 三郎、 ッゥ …… ッと刀 を さげて 下段の かまえ、 


取り巻く 自余の 者へ は 眼 も くれずに 前面の 豪 敵 山 東 平 

七郎 をめ ざして 血のに じむ 気 あい を 振りし ぼった。 

「ェ イツ」 

平 七郎、 ピ タリー 刀、 中 青 眼に かすかに 微笑 を ふく 

んで. ^ずる。 

「や ッ！」 

と、 この 時。 

わざと 誘いに 乗った とみせ た栄 三郎、 俄然！ 太郎 

安国 を 躍らせて 平 七 郎の右 脇へ  と 思う まもなく、 

ぎんせん  わき 

たちまち 銀 閃な なめに 走って、 栄 三郎、 相手の 腋の下 

を 上 へ はねあげようと 試みた。 


山 東 平七郎 は、 北 州の 雄 剣 月輪 軍 之 助の 門下に あつ 

て、 師範代 各務房 之丞の 次席、 各務、 山 東、 轟 を もつ 

て 月輪の 三羽烏と 呼ばれた その 中堅 だ。 

小 野 塚 鉄 斎の 遺 道に 即して、 栄三郎 いかに 神変 夢想 

をよ くす といえ ども、 いまだ 平 七郎の 生き血 を 刃に 塗 

る こと はでき なかった …… のであろう、 平 七郎、 つと 

栄三郎 の 剣 動 を 察して、 一歩 さがる と 同時に、 パッ！ 

とうぼう 

伸び 来る 刀 鋩 を 柄で 叩く が 早い か、 側 転！ そのまま 

打ちお ろして、 手 を かけた 障子が 自ら 滑り出し たよう 

に 思わず 空 を 泳いで いた 栄三郎 を、 見事に 真 つ 向から 


割りつ けた —— と 思われた 剎那、 よろめきながら 必死 

の 機、 栄三郎 の 刀 尖、 平 七 郎の剣 を はじき 流して、 か 

ろう じて 危地 を 脱した 栄 三郎、 強打 を 伝えて 銀盤の ご 

とく ふるえ 鳴る 武蔵 太郎 を、 こんど は 車 形に うち 振リ 

つ つ、 

「ぉゥ ッ！」 

おめき ざま、 月輪の 刃，. ぶす まの 真つ ただなかへ、 身 

はす 

を斜 かいに 斬リ こんでいった。 

空 高く 風が 渡 つてい るら しい。 

雲の 流れが 早い とみえて、 月光 を 照ったり かげった 


り …… そのたび に、 樹 間の 広場に 皎剣を ひらめかす 人 

の むれ を、 あるいは 明るく 小さく、 またはた だの 一色 

の やみに 押しつ つんで、 さながら 舞台の 幕が 開閉す る 

かの ように 見えた。 

豆を炒 るよう な 剣 人のう ごき。 

飛び ちがえて は 斬り 結び、 入リ みだれた かと 思う と 

サッと 左右に 別れ、 草 を 踏みに じり 木の葉 を 散らして 

まさに ここ は 神変 夢想 対 月輪 一 刀の、 二流 優劣の 見せ 

場と な つ た。 

けんげき 

剣戟の ひびき は、 一種 耳底 を つらぬいて 背骨 を 走る 

鋭烈な 寒感を 帯びて いる。 


それが、 助け をい そぐ 夜の 空気に 霜ば しらの ごとく 

立ち 伝わって かけ 声、 風 を 起こす 一進一退 —— 気の 弱 

い 者を即 殺す るに たる 凄 壮な闘 意が、 烟霧 のようにみ 

なぎって 地 を 這いだ した。 

闇黒 を こめる 戦塵 …… 。 

その 刃 渦の 底 をす こしく 離れた 木 かげに 隠れて、 

さ つ きから この 剣 闘 をう かが つ ていた ひとりの 女が 

あった。 

いうまでもな くお 艷、 いや、 今 は 羽織 芸者の まつ 川 

の 夢 八 だ。 

彼女 は。 


うるさい 客の 鍛冶屋 富 五郎に、 せ ぃぜ いなび くが ご 

とく 見せかけて 酒 をす すめ、 その 間にぬ け 出て 泰軒を 

呼び返し、 左 膳ら 今宵の 策動 を 未然に 報じて この 対 計 

を 採ら しめたの だが、 こうして ここから 眺めて いても 

斬り 合って いるの は 栄三郎 一個、 頼みに 思う 泰軒 先生 

はい まだに 姿 を あらわさな い の だ。 

なるほど、 今のう ちは栄 さま ひとりで どうやら 太刀 

打ち をして いけそう だが、 なにしろ こっち は 一人に 相 

手 は 多勢  どうなる ことであろう か？ と、 わが 身 

も 忘れて ぉ艷 はしき りに ハラハラ している けれど！ 

逆に ここに 待ち伏せして、 出て くると ころ をこう し 


て 不意に 襲った くせに、 栄三郎 にだけ 剣 をと らして、 

泰軒 はいった いど こに ひそんで いるの か …… ？ 

となお も 見守つ ている と！ 

あせり だした 栄 三郎、 群 刀 をす かして その 背後 をの 

はなし 

ぞ めば、 鞘ぐ るみの かたな を 杖に、 しずかに 会話つつ 

観戦の ていとし やれて いる 二人の 人 かげ —— 月輪 軍 之 

助と 丹 下 左 膳で ある。 

「乾 雲！ そ、 そこにいた のか ッ！」 

声と ともに 躍り あがった 栄三郎 がい ままでに 何人 か 

月輪の 士の肉 を 咬み 骨 を 削った 武蔵 太郎を 正面に かざ 

ちょう 

して 打ッ！ 撃ち こもうと したと き、 列 を 進んで 中 


間に はいった のが 土 生 仙 之 助 だ。 

「おのれ ッ！ 邪魔立てす るか ッ！」 

「何 を 言ゃァ がる！ さ、 来い イツ！」 

仙 之 助、 栄三郎 に 真向い 立って ぴったりと つけたと 

たん！ 足 もとの 草 むらから 沸き起こった 破れ 鐘の よ 

うな 笑い声が かたわらの 左 膳 を 振りむ かせた。 

「わつ はッ は！ やりお る！ やりお る！ こり ゃ儂 

は 出んでも ええら し い テ」 

「うむ」 

早く も 声の 主 を みてとった らしく、 左 膳 は 例に なく 


沈痛な 調子だった。 

「乞食 坊主であろう？ そこで 何 か 申して おる の は」 

いつのまにか 一同の そば 近く 割り こんで 来て、 草の 

根に 一 升 徳利 を まくらに 寝て いた 泰軒 先生 は、 すでに 

笑いながら ゆっくりと 立ち あが つていた。 

がりゅうが でん 

これ も 我流 我 伝の 忍びの 怪術 か。 かれ 泰軒 は、 栄三 

郎 とともに 繁 みに 隠れて 左 膳の 一 行 を 待って いたに も 

かかわらず、 栄三郎 が 躍り 出て 先頭の 法 勝 寺 三 郎を斬 

り 捨てる と 同時に、 誰も 気がつかな いうちに コッ ソリ 

敵のう しろへ まわった が、 そうかといって 背後 をつ く 

でもなければ 虚を 狙う でもな くこの 修羅場 を まえにし 


て 今まで のん このし や あと 草 露に ゴ ロリと 寝ころんで 

見物して いたの は、 べつに 栄三郎 に 不実な わけで はな 

い。 まったくの ところ これが 泰軒 先生 独特の 持ち前で、 

いち  せきがん 

その 証拠に は 逸 はやく 乾 雲 を 鞘 走らせた 隻眼 片腕の 刃 

妖左 膳と、 一歩 さがって 大刀の 柄に 手 を かけた 月輪 軍 

之 助の 両剣妙 を 前面に ひかえて、 泰軒 先生、 このと お 

り ニヤ ニヤと 鬚 を 動かして いる だけ だ。 

「乞食 坊主と は いささか 的 を はずれた ぞ、 いかさま 拙 

者 は 乞食 かも 知れぬ が、 坊主で はない。 以後ち と 気 を 

つけても の をい わつ しゃい」 

「よけいな こと を 吐かし くさる！ たった今 その 舌の 


根 をと めて つかわす からそう 思え！」 

「ホ ホウ！ それ は 耳よ リな！ おもしろかろう」 

と、 うそぶいた 蒲生泰 軒。 貧乏 徳利 を 片手に さげて 

半ば 眼 をつ ぶり、 身体 ここにあって 心 は 遠く 旅して い 

るが ごとく、 ただ ボン ャリと 佇立して いるよう に 見え 

て  そうで はない。 

剣 は 手に しないが、 その 体 置きの 眼の くばりが、 そつ 

くリ 法に かな つ た. 05 源流 水 月の 構 相  。 

たかの 知れた 白面 柔弱の 江戸 ざむ らいと あなど つ て 

いた 栄三郎 に、 先刻から 同志の 三人まで 斬り 伏せられ 

て、 月輪の 一 統、 すくなからず 武蔵 太郎の 鋭鋒 を 持て 


あまし 気味のと ころへ、 相 馬からの 道中さん ざ 悩まさ 

けつびつ ちょう 

れた血 筆 帳の もち 主、 ヌゥッ としてつ かまえ どころ 

のない 例の ひげ 男が 出て 来たので、 のこりの 連中、 急 

に 浮き足が 立ち はじ めた —— と みた 援軍の 盟主 月輪 軍 

之 助、 手に した 霜 冽 三尺の秋水に ぶうんと、 空振りの 

唸り を くれながら、 あたりの 乱陣に 聞こえる ような 大 

声に 呼ば わった。 

「月輪 軍 之 助、 お 相手つ かまつ る。 いざ、 おした く を 

…：- J 

すると 泰軒。 

「ナ 二、 したく？ したく も 何も いらぬ。 どこからで 


も 打ち こんで くるが よい」 

放言。 依然として 身う ごきだに しない。 

「しからば …… 」 

いいかけた 軍 之 助の 声 は宙に 消えて、 同時に、 早瀬 

ぎよ リん 

を さかのぼる 魚鱗の ごとき 白線、 一 すじ 伸びき つて 泰 

軒の 胸元 ふかく！ 

と 思われた 瞬間！ 

パ アツと 砕け散つ たの は、 泰軒 先生 愛用の 一 升 徳利 

で、 それと ともに 泰軒 は、 ついと 軍 之 助の 腕の 下 をく 

あしげ 

ぐり 抜けて、 近くの 月輪の ひとり を ダッ！ 足蹴に し 

たかと 思う と、 その、 はずみ を くらって 取りお とす 大 


刀 を 拾い 取る が 早い か、 やはり、 のつ そりの 仁王 立ち 

ふわす いげつ 

の、 流 祖自源 坊案不 破水 月の かまえ。 

つねに 刀 を 佩し ない 巷の 流人 泰軒 居士、 例によって 

敵の つるぎで 敵 をた おすつ もりと 見える が、 無 剣の 剣 • 

できれば、 これ こそ 剣法の 奥 極 かも 知れない。 

しののめ とともに 月輪の ざわめき。 

それ は、 またもや この 乞食が 刃物 をと つたと いう 驚 

きと 戒めの 声々 であった。 

しかし、 泰 軒は泰 軒と して、 

今宵の 詉訪栄 三郎の はたらき は 神 わざに 近 か つ た I 


かれは、 はじめに 法 勝 寺 三郎を 斬り、 それから 四 人 

を 地に のめらせ たの だが、 この 長 時の 剣 戦に 疲れる ど 

そうはく 

ころ か、 蒼白の 顔に ほほえみ さえう かべ、 殺 眼に 冷た 

わざ 

い 色 を 加えて、 神変 夢想の 技ます ます 冴え わたり、 

「や ッ！」 

と 捲き 剣、 当面の 相手 土 生 仙 之 助の まえに 武 蔵太郎 

の 斬つ 先 を 円く まわして いたと 見る や、 

「う ヌ！ ム 麥るぞ ！」 

一 喚！ 終わらぬ に 先んじて ッ …… 慕いよ る まもな 

く、 縦横に なぎた てた その 一 下が 仙 之 助の 虚 につけ 

いって、 ザク リツと 右 肩 を 割り さげられた 仙 之 助、 


「うわ アツ！ 痛 ゥゥゥ  」 

おさえる 気で 肩へ やった 左手が 手首まで はいりこむ 

ほどの 重傷 だ。 

月の ひかりに、 アングリと 口 を 開けた 自分の 肩 を、 

仙 之 助 はちよ つ と 不思議な ものと 見た。 

が、 つぎの 一 瞬、 かれは 再び 栄三郎 の 一 刀 を 臓腑に 

感じて、 焼ける ような 痛苦の うちにみ ずから 呼吸 を ひ 

きとり つ つ あるの を 知 つ た。 

ぶうんと 新しい 血の 香。 

その 時だった！ どこから ともなく 飛来した 一本の 

短剣が、 折りから 栄三郎 へ かかろうと していた 岡 崎 兵 


衛の 咽喉 ぼと けに # 立つ たの は …… ！ 

猛鳥の ごとく、 宙を 裂いて 来た 一 梃の 小 剣、 あわや 

跳躍に 移ろうと していた 岡 崎 兵 衛の顎 下へ ガッ！ と 

音して くいこんだ。 

と 見る！ 

数 条の血 線、 ながく 闇黒に 飛散して、 兵衛 はたち ま 

ち はりきつ ていた 力が 抜け、 あやつり 人形の 糸が 切れ 

たように 一 一、 三度 泳ぐ ような 手つき をした かと 思う と 

そのまま ガッ クリと 地に くずれて のけぞった。 

思わぬ 時に 意外な 伏勢！ 


しかも、 薄明の 夜に 防ぎよう のない 魔の 手裏剣で あ 

る！ 

即座に、 一 同の あたまに 電光の ごとく ひらめい たの 

が、 あの、 過ぐ る 夜半、 本 所 化物 屋敷の 庭に 突如と し 

て 現われ、 またたくまに 二、 三月 輪の 剣士 を 亡き者に 

して はてた 猿の ような 一 寸 法師と 彼の 投 剣術 だ …… 。 

まと 

なんじら は 順次に わが 手裏剣の 的な り —— 。 

この 威嚇の 文句 も、 いまだ かれらの 眼に こびり つい 

ている …… その やさき、 こうして なんの 前 ぶれ もな く 

小刀、 どの 方角から とも 知れずに 疾 飛し きたって、 ま 

そうそう 

たも や 剣 を 取って は錚々 たる ひとりの 同志 を、 まるで 


流れ矢に でも 当たった ように 他愛なく 射殺した の だか 

ら 月輪の 剣 連、 瞬間、 栄三郎 を も 泰軒を も 忘れて、 ひ 

としく 驚愕と 畏怖に たじろいだ。 

粤ま 

かの ふしぎな、 手裏剣 手 は 岡 崎 兵衛を 倒した のみに 

あきたらず 今、 夜 は どこまでも その 入神 鍊 達の 技 を 見 

せる つもりら しく、 つづいて 二の 剣、 三の 剣と 月光 を 

ついて シ ュッ！ シ ュッ！ とい う 妖奇な 音が、 なが 

く あと を 引いて 木の間の 空に 走り出した。 

と 思う と、 

ちょうど その 時、 刀 を 引つ さげて、 小 剣 来たる 方 を 


見さ だめようと あたり を 眺め まわして いた 藤 堂 条三郎 

の 横腹へ 命中して、 条 三郎、 二つに 折れ曲がって 傷口 

をお さえ、 ゥ ゥム！ と 一 こえ、 うなり 声 ももの すご 

く 夜陰に こだます るが 早い か、 すでに 彼 は、 ばったり 

土に 仰向いて、 空 を 蹴ろうと する ように 足 を 高く 上げ 

たの も、 二、 三度 —— まもなく 草の根 をつ かんで 静止 

…… 悶絶して しま つ た。 

そして！ 

再び ざわめき 渡る 月輪の 一 同へ つぎの 手裏剣！ こ 

かわうお  びん 

んど は、 燐 閃、 河 魚の ごとく 躍って 各 務房之 丞の鬢 を 

かすめ、 ガ ッシ！ とうしろ の 樹幹に 突き 立った から、 


ここに 月輪の 残士 たち、 はじめて 短 秒 間のお どろき か 

ら 立ちなおって、 一団に かたまりあって いたのが、 わ 

アツ！ と 叫んで 四方に 散ず ると 同時に 危険 を 実感し 

たらしい 首領 軍 之 助の どら 声が、 指令 一 下、 葉末の 露 

を 振る いおとして ひびき 渡った。 

「伏せ！ 伏せ！ ピッ タリ 腹 をつ けて 土に 寝ろ！ 

早く 散つ て …… 早く！」 

これでよ うやく 対策 を 得た 月輪 組、 あわてふためき 

ながら もソ レツ！ と 蜘蛛の 子の ように 跳び 隠れて、 

一瞬のう ちに は、 みな あちこちの 地上に 腹這いに なつ 

たもの らしく、 見 わたす 八幡の 底に 立てる 人影 もな く、 


ただ 草 を 濡らす 血潮と 死体から 腥 風いた ずらに ふき 

立 つ て 月の 面 を かげる ばかり 剣 闘の 場 も 一 時 は 常の 春 

の 夜に 返った と 見えた。 

そうじょう 

騒擾の 夜の 静寂 は、 ひとしお 身にしみる。 

ことに 夜 …… その 不気味な 休戦に は、 いっそ 血 を 浴 

びて いた ほうが、 まだ まし だと 思わせる 緊張が はらま 

れ ていた。 

早い あけぼの。 

栄三郎 と 山 東 平七郎 は。 

泰 軒と 月輪 軍 之 助 は。 

また、 かの 丹 下 左 膳 は。 


かれら も、 共同の 敵なる この 玄妙 飛来 剣の まえに は 

勝負 を 中止せ ざる を 得なかった とみえて、 どこに も そ 

こらに は 立ち姿の 見えな いのは、 いいあわし たように 

草に 伏してい るので あろう  。 

じっさい、 かの 手裏剣 は 左 膳 を はじめ、 月輪 組 を 襲 

うのみ ならず 栄三郎 泰軒を も 目標に している ものに 相 

違なかった。 

というの は、 一度なら ず 二度、 三度まで も、 例の 

小柄が 泰軒栄 三郎の 身辺に 近く 飛んで 来て、 ひとつ は、 

栄三郎 の 腰なる 武蔵太 郎の鞘 を 殺いで 落ちた こと さえ 

あった こと だ。 


, J の 得体の 知れな い 飛び道具に はせ つ かく 腕に 油の 

乗り かけて 来た 栄三郎 も、 また 天下に 怖い ものの ない 

はずの 泰軒 先生 も、 ちょっと 扱いよう がなくて、 とに 

かくと つ さに 相手の 月輪と ともに 地に 伏さ つてい るの 

だった。 

左 膳 もど こかに 這つ ている のであろう …… しいんと 

した 夜気に 明け 近い 色が ただよって、 低く 傾いた 月 は 

漸次に 光 を 失い つ つ ある。 

ところどころに 小高く 見える の は、 斬リ 殺された 月 

輪の 士の 死体 だ。 

とうてんこう  はず 

この 上に 東天紅の そよ風な びいて、 葉 摺れの 音 を ど 


くろの 唄と 聞かせて いる。 

この 休止の ままに 夜が あける のであろう か 9  と 

こちらの 木 かげから のぞき 見る ぉ艷が ひとり 気 を もん 

だとき、 白煙の ような 朝靄の なか を 小 走りに 遠ざかり 

ゆく 大小 ふたつの 人影が 眼に はいった のだった。 

猿 まわしと 小 猿 …… 夢を見て いるので はない かと、 

お 艷は眼 を こすった。 

ごよ み 

さくら 暦 

あすか 山。 この 享保 年中に 植えし ものに は、 立春よ 


り 七日 目 ごろ も つ とも 盛んな り。 

王子 権現。 同 七十 七日 目 ごろよ し。 古木 五、 六 株 あ 

り。 八重に て 句い ふかし。 

すみ だ 川。 おなじく 六十 四、 五日 ごろ をよ しとす。 

みず ぺ  こと 

水辺 ゆえ 眺め 殊にす ぐれたり。 

ごてんやま  なり ぼうそう  えんか 

御殿山。 七十 日 目 ごろ さかん 也。 房 総の 遠 霞 海辺の 

佳景、 最もよ し。 

大 井村。 七十 五日 ごろ さかん 也。 品 川の さき、 来 福 

寺、 西 光寺 二 力 所 あり。 

柏木 村。 四 谷の 先、 薬師 堂 まえ 右衛門 桜と いう。 さ 

かり 同じ ころ 也。 


金 王 桜。 しぶ や 八幡の 社 地。 おなじ ころよ し。 

当時 評判 東都 花 ごよ み 桜花の 巻 一 節。 

さて —— はな 季節で ある。 

どんより と 濁った 空。 

砂 ほこり …… そして 雨。 

一 あめ ごとの あたたかさ という。 

咲き 始めた。 いや、 さきそろった。 もう 散った —— 

などと この あわただし さが、 さくらの さくらた る 命 だ 

と 聞く が、 風呂屋 や 髪床の ような 人 寄り 場に、 桜花よ 

り 先に、 花のう わさに はなが 咲く …… そうした 一 日の 

午後だった。 


がぜんぼう 

「いや、 ようよう、 我 善坊の 伯父 御隈 井九郎 右衛門 殿 

から 五十 両立て 換えて もらって、 おれ もこれ で ほっと 

いたした。 どうも この 節 はふと ころ 工合が 悪く、 そこ 

もとに いろいろと 心配 を かけて 相す まない。 が、 マァ 

こうして 手切れの 金 もで きたの だから、 この 上 は 一刻 

も 早く 栄三郎 に 渡して 離縁状 を 取って来て くれる よう 

…… 源 十郎、 このと おり 頼み入る」 

「ま！ 殿様、 なんで ございます、 おじぎなん ぞ なさ 

いまして！」 

は はじゃび と 

「はは は、 不見識 だとい わるる か。 ハテ、 実は 母 者 人 

に 生き うつしの そこ もと、 これから はまた ぉ艷 のお 腹 


さまと して 拙者に と つて は 二 つと ない 大切な 御 隠居、 

そのお 人に 頭 を さげる に、 なんで 異な ことが ござろ 

う？」 

「ホホ ホホ、 それ はま あそうでしょう けれど  では 

あの 五十 枚た しかに」 

しずかな 声が 曇った 春の 陽のう つろう 縁の 障子 をポ 

ソ ポソと 洩れ 出て いる。 

本 所 法 恩 寺 前 —— 化物 やしき と 呼ばれる 五百石 小ぶ 

しん 入りの 旗本、 鈴 川 源 十郎の 奥座敷で ある。 

じょう さ いや 

定斎屋 の 金具の 音が のんびりと 橋 を 渡って 消えて ゆ 

くと、 近くの 武家の 塀 内で、 去年の 秋から 落ち葉 を 焼 


くけ むりが、 白く いぶった ままこの 部屋の 端にまで た 

ゆって 来て いる。 

春 長う して 閑居。 

めいそう じょうき  きょう 

明窓浄 几と はいかなくても、 せめて 庭に 対して 経 

づ くえの 一 脚 をす え、 それに 面して 書見す るな リ、 も 

のに はなら な いまでも、 詩箋の ひとつ も ひねくろうと 

じき さ ん 

いうの なら、 さすが は徳川 幕下 直参の 士、 源十郎 もす 

こし は 奥ゆかしかろう という もの だが、 どうして どう 

して この 鈴 川のお 殿様と きた 日に は、 書物と いえば 

ばくち 

博奕の 貸借 をつ ける 帳面 以外に は 見た こ ともなく、 筆 

なんか 其 帳へ 記入す る 時の ほか 手に した こ ともないと 


さ  まだら 

いう 仁 だから、 いくら 鯖び た 庭 面に 春の 日が 斑に 滑 

ろうが、 あるかな しかの 風に 浮かれて 桜の 花びらが 破 

れ 畳に 吹き こんで こようが、 い つ こうに 風流 雅味の こ 

ころ を 動かされ るふう もな く、 きょう も 先刻から、 と 

うのむ かしに 抱き こんで ある 老婆 さよ を 呼び入れて、 

こうして しきりに 五十 金の 縁切り 状 だのと 春ら しく も 

ない こと を 並べた てて いるの は、 さて は 源 十郎、 いよ 

いよお 艷を 手に入れる 策略 を 現にめ ぐらし はじめた も 

のとみ える。 

さて こそ、 ふたりの 中間に、 山吹色 —— というと い 

ささ か 高尚 だが、 佐 渡の 土 を 人間の 欲念で 固めた 黄金 


が 五十 枚、 銅臭 芬々 として 耳 を そろえて いる わけ。 

ち| つし ゅラ 

俗物 源 十郎の 妄執、 炎 火と 燃えた つて ついにお 艷 

におよ ばないで はおかない のであろう か？ 

邸 前の 野に、 雲に 入る ひばりの 声 …… 。 

それ も、 買わん かな、 売らん かなの 両人の 耳に は 入 

ら ぬらしく、 源 十郎、 したり 顔に 膝 を 進めて つと 声 を 

おとした。 

「サ！ おさよ 殿、 これなる 五 十両 を 受け取って、 約 

みくだりはん 

束 どおりに 栄三郎 から 三行半 を 取って来ても らいたい。 

いかがで ござる？  よも や 嫌と は …… 」 

「いや だな どと めっそう もない！ それで はお 殿様、 


はい、 この 五 十両 はわた くしが ぉ預り 申して」 

と 何も 知らない おさよ は、 眼 を 射る 小判の 色に 眩惑 

されて、 一枚 二 枚と 小声で 数えながら 金 を 拾い あげ は 

じめ たが！ その 一つ 一 つに、 出 羽 様の 極印で、 丸に 

ヮの 字が 小さく 押して あるのに は、 おさよ はもと より 

あら 

よく 検 ため もしなかった ので、 源十郎 じしん さえす こ 

しも 気がつかなかった。 

血のに じんだ 小判！ 

大工 伊兵衛の 死相 をう かべた 金 面！ 

どんよく 

それが 一 つず つ 老婆の 貪欲の 手に 握り あげられて ゆ 

くと き、 左 膳と 月輪の 雑居した 離 室に、 どッ！ と 


雪崩の ような 笑い声が 湧いて 消えた。 

この 室内の しじ まに チロチ 口と 金の 触れる ひびき… 

o 

おんりょう  きんす 

怨霊 を 宿した 金子に 手 を ふれて おさよ の 皮膚 は 焼 

けた だれた か …… というに、 ベ つに そうした こと もな 

く、 丸に ヮの 字の 出 羽 様の 極印 も 両人と も 知らぬ が 仏 

で、 世の つねの 小判の ように、 おさよ は そのまま 五十 

両を 数え 終わって、 ちょっと 改まって 源 十郎へ 向きな 

おった。 

「はい。 たしかに 五十 枚。 まことに ありがとう ござい 


ました。 これで どうやらお 艷の 身の 振り方 もつ き、 ま 

らく 

た わたし もこの 年に なって 安楽が でき、 いわば わたし 

おやこ 

ども 母 娘の 出世の —— いとぐちと 申すべき もの、 では、 

これから さ つ そく 参りまして …… 」 

「ァ、 そうしても らいたい」 

源 十郎は 上々 機嫌 だ。 

「なに、 財布がない。 では、 これ を 持って いかれる が 

よい」 

と、 これが 世に いう 運の つきで あろうと は 後に なつ 

て 思い合わされた ところで、 この 時 は 源 十 郎ぉ艷 ほし 

さの 一 念で いっぱい だから 後日の 証拠の なんのと いう 


こと はい つ こうに 心が 働かない。 ごく 気軽に 自分の 財 

布 を 取り出して 内容 を はたき、 これに 件の 五十 金 を 

はら あわせ 

入れて おさよ に 渡す と、 おさよ は 大切に 昼夜帯の あい 

だ へ しまいこんで、 

「じ や、 一 つ 走り —— 」 

起とうと すると ころ を、 ちょいと おさえた 源 十郎、 

とうせ つ 

「何の 中で も、 当節 五 十両と いえば まず 大金の 部で あ 

る。 こころおぼえ のために 栄三郎 から 離縁状 を 取って 

戻る まで、 受取り を ひとつ 書いても らいたい もの だが 

…：- J 

もっともと 思った おさよ が、 そこで、 筆紙と 硯を借 


りて 文面 は 源 十郎の 言う とおり —— 。 まず 差 入れ 申す 

一札の こと …… と、 書き はじめて、 やっと 筆 をお いた- 

その 文 言 はこう だ つ た。 

差 入れ 申す 一 札の こと 

一 金 五 十両 也。 上記のと おり 確かにお 受取り 申 

しょうが いか かえき 

し 候。 娘艷 儀、 御前 様へ 生涯 抱 切りお 妾に 差 

上げ 申し 候と ころ 実証な り。 婿 栄三郎 方 は 右 金 

子 を もって 私 引き受け 毛頭 違背 無 御座 候。 為後 

よつ てくだん の ごとし 

日 証文 依而如 件。 

享保四 年 四月 十 一 日。 


母 

よ 

鈴 川 源 十郎様 

御用 人 衆 様 

- J の 誓文 を 書き 残した おさよ は 源 十郎が 棟梁 伊兵衛 

を 殺して 奪った 金 …… 内 いくらか は 松 平 出 羽 守お 作 事 

方の 払い 金と、 大部分 はたらぬ とはいい 条、 現在む す 

めお 艷が 羽織に 身売りした その 代と を^め て 五十に な 

る。 それ を 持って イソ イソと 本 所の 鈴 川 様お やしき を 

立ち 出た のだった。 


一歩、 屋根の 下 を 離れる と、 忘れて いた 春の 最中で 

ある。 

もう 早い 夏のに おいが 町の 角々 にからんで、 祭りの 

日の ような、 何が なしに 楽しい 心のと きめき がふと 老 

いたお さよの 胸 を かすめる。 

幼い ころの 淡い 哀愁であろう かその 記憶が、 陽光の 

ちまた を 急ぎ ゆく 老女のお ぼっかな い 感懐 を すら そそ 

ら ずに はおかない のだった。 

これ も、 春の なすす さびであろう。 

正直な かわりに 単純 そのものの ような おさよ は、 こ 

の、 人 血に 染む 金で 娘の みさお を 渡し、 それによ つて 


ひら  あんいつ 

展 かれる であろう はかない 最後の 安逸 を、 早く も ぼん 

やりと 脳裡に えがいて、 ひとりでに 足の 運び も はかど 

るので あった。 

本 所 を 出て、 あれから 浅 草へ 歩 を 向ける。 

まばらな 人家の あいだに 空き地が ひろが つ て、 うす 

かいどう  ぎよ うむ 

紅 の 海棠 は 醒め やらぬ 暁 夢 を 蔵し て 真昼 の 影 をむ ら さ 

きに 織りな し、 その 下の たんぼ ぼの 花 は、 あるいは ほ 

ゆうぜん 

うけある は 永日の のどか さ を 友 禅の， 1 と 点々 といろ 

どって いるけ しき …… いつの 間に やら、 春 は どこに で 

も 来て いた。 

南の 風。 


そ， J にも， J > J にも、 さくら. さくら、 さくら  。 

よしの  はなえし き 

気がついて みると、 今日は 吉 野の花 会式で ある。 

なつかしい 心 もち。 

そうい つ たもの が ひた ひたとお さよの 身内に 押し 寄 

せて 来て、 彼女 は、 しばし 呆然と 道の端に 立ち どまつ 

ていた。 

どこへ 行こう？  と 考える。 

栄三郎 さんの 瓦 町の 家 は、 じぶん も 一度、 刀 を掘リ 

出し 持って行った ことがあ るから 知ってい るが、 のつ 

けから この 離縁ば なし を あそこ へ 持ち こんで ゆく の は 

おもしろくない。 


第一、 いまお 艷は どこで 何 をして いるの か、 それ は 

わからない にしても、 瓦 町に いない こと だけ は 人の 口 

に 聞いて 確実な の だから …… 。 

はて！ 金と 引き換えに 証文まで 書き、 こうして 殿 

様に 受け合って 出て 来たの はいいが、 いったいまず ど 

こへ 行って、 誰に 相談した ものであろう？ 

思案のう ちに、 ハタと 何 か を 思いつい たらしい おさ 

しき 

よ、 ひとり 頻りにうな ずきながら また あるき だした。 

まば ゆい 日光が、 浮世の 辛苦に やつれた 老婆の 肩に、 

細く 痛々 しくお ど つ ている。 

駒が 勇めば 花が 散る …… 。 


つち 

これ は 駒で はない が、 細工 場で おもい 槌を ふるって、 

真 赤に 焼けた 金 を 鰊す ごとに、 その ひの ひびきに 応じ 

て 土間ぐ ちに 近く 一本 立って いる 桜の 木から、 雪の よ 

うな 白い 花びらが ヒ ラヒラ 舞い 落ちる。 

テンカ アン、 テンカ アン！ と 一 番槌の 音。 

あさく さ 三 間 町 の 鍛冶 富、 鍛冶屋 富 五郎 の 店 さきで 

ある。 

「サ、 吉公、 そこん ところ をもう すこし、 裏 をよ く 焼 

くんだ ぞ！」 

いそぎの 請負仕事 であると みえて、 きょうは 富 五郎、 

桜花 をよ そに 弟子の 吉公 をむ こうへ まわして 相 変わら 


ず 口 こごと だらけ。 

「ふい ごが 弱 えんじゃ ねえ かナ。 あんまり 赤が まわら 

ねえ じ やねえ か。 なんでえ、 飯ば かり 一 人前 食い や 

がって しっかりし ろい！」 

—— と、 それでも 珍しく 自分で 仕事場に 立って 真つ 

黒に な つ ている ところへ —— 0 

「はい。 ごめんなさい、 富 五郎さん」 

という 薹の 立ちす ぎた 女の 声が、 藪から 棒に 聞こえ 

て 来たから、 富 五郎が 槌の手 を 休めて ヒョィ と 戸口の 

方 を 見やる と、 田 原 町の 家主 喜左衛 門と いっしょにい 

ろい ろ 面倒 を 見て やった、 奥州 相 馬の 御 浪人 和 田宗右 


衛門 さまの 後家お さ よ 婆さんが、 妙に ニヤ ニヤ 笑って 

のぞいて いるので、 

「ィ ヨウ！」 

と 驚いた 鍛冶 富、 

「や ァ、 おさよ さんじ ゃァ ねえ か」 

「どうも 申し わけ も ございません。 お世話にな りっぱ 

なしで まだ その 御 恩返しの 万 分の 一 もで きずに、 し 

じゅう わがことに ばかり かまけ て 御無沙汰 つづきで お 

リ ます。 そのうえ、 今日は また 折り入って お願いが 

あ つ て 参りました ので」 

「ゥム ゥム。 ああそう かい、 そり やま ァ よく 来な すつ 


た。 いま 仕事の 最中で 挨拶 も できねえ から、 さ、 かま 

わず ズ ンズン 奥へ あがん なさい …… といった ところで、 

知っての とおりの 手狭な あばら 家 だ。 ずう つと はいり 

こむ の はいいが、 とたんに 裏へ 抜けち まう から ナ、 そ 

こ は 何 だ、 いいかげんの ところに とまって 待って いて 

おくん なさい、 はは はは、 ナニ、 すぐに こいつ を 仕上 

げて、 ひさしぶり だ、 いろいろ 話 も 聞こう し 報ら せて 

えこと も ある。 さ、 ま、 遠慮し ねえで  」 

いいと ころへ 彼のお 艷の 母が 舞い こんで 来た もの だ。 

こいつ は 一番、 このお さよ 婆さんに このごろのお 艷の 

始末 を うちあけ、 さよから 先に 納得 させて ぉ艷を 手に 


入れて やろうと、 さっそくに 考え をき めた 富 五郎、 ま 

るで 天から ぼた 餅が 降って きたよう なさ わぎで、 

「こら ッ 吉ッ！ きょうはお 客が 見えた からこれ で 遊 

てめ い 

ばせ て やる。 いますこし 励んだら しまいに して 手前 は 

よく あと 片 づけして おけ」 

ジ ユウ ンと 火熱の 鉄 を 水につつ こんで、 富 五郎 は 

まっくろ になった 手と 顔 を 洗い、 上り 端の 六 畳へ 来て 

みると、 ふだんから 小さな おさよ 婆さんが い つ そう 小 

さくし ぼんで、 眼 をし よ ぼっかせ ながらす わって いる。 

そこで。 

ど つ かりと 長火鉢の 向う に あぐらをかいた 富 五郎と、 


出された 座布団 をち よいと 膝で おさえた おさよ とが、 

無音 の わび やら 何やらに また ひとし きり 挨拶が あった 

のちに、 

「おさよ さん  」 と あらたまって 鍛冶 富が 口 をき つ 

たのだった。 

「どう だえ？ 眼が さめな すった かい？」 低声に なつ 

て、 「俺ァ 毎度 田 原 町と も、 それから うちのお しんと も 

きりょう 

お前のう わさ をして いるよ。 あんな 縹緻 のい い 娘 を 

かいこ  ひだりうちわ 

持って サ、 おれなら お 絹物ぐ るみの 左団扇、 なァ、 気 

楽に 世 を 渡る 算段 をす るのに、 なん ぼ 男が よくっても、 

ああして 働きの ねえ 若造に お 艷坊を あずけて、 それで 


ぉ艷 さん を埋 もらせる ばかり か、 はええ はなしが お前 

さんまで その 年 をして お 屋敷 奉公に 肩 を 凝らせる、 な 

んて まあ 馬鹿げた 仕打ち だと、 しじゅう おしんと も 語 

りあって おら ァ お前さん のために 惜しんで いた。 が、 

そこ はマァ 若え 女の ほうが じきに 熱 くもなり や あ 冷め 

るの も 早え や、 ぉ艷坊 はお 前、 とつく の 昔に スッ パリ 

栄三郎 さんと 手を切って ョ。 今 じゃァ …… 」 

いいかけて 口 をつ ぐんだ 富 五郎へ おさよ はいきな り 

すがりつ くように 乗り出した のだった。 

「え？ うすうす は 聞いても いました が、 それじゃ ァ 

あの、 ぉ艷 はすつ かり 栄三郎 と 別れて —— して 今 は ど 


, J に 何 をして？」 

「これお さよさん！」 

眼 を 鈍く 光らせて、 鍛冶 富 は 急に よそよそしく なつ 

た。 

くらし 

「同じ 江戸に いながら、 母と して 娘の 所在 も 生活 も 知 

ら ねえと は、 おさよ さん！ おめえ 情けね えと は 思わ 

ねえ か」 

がいぜん 

さも 慨然と 腕 を 組んだ 富 五郎の まえに、 おさよ は始 

よくとく 

めて 欲得の ない 母の 純 心 を 拾い 戻した 気がして、 なが 

らく 忘れて いたいと おしい 涙が、 ぉ艷 に対して こみあ 

げ るの を 覚えた。 


そのよう すに、 鍛冶 富の 片頰 が、 しめた ッ！ とば 

かりに かすかに 笑みく ずれる。 

おさよ は、 しずかに 鼻 をかん だ。 

「あ！ そういえば、 あの、 おしんさん は？」 

おさよ は 顔 を あげてき いた。 富 五郎 は うそぶく。 

「なに、 かか あかい、 かか あは 先刻 湯へ 行き ましたよ」 

「道理で、 影が 見えない と 思いました。 お ふたりとも 

い つもお 達者で 結構で ございま すねえ」 

「いん や、 あんまり 結構で もね えの さ」 

と、 ほろ にがい 調子で 富 五郎が 答えて いる 時に、 ちょ 

うど 露地 づ た いに 近所の 風呂から 帰 つ て 来た 富 五郎 女 


房のお しん、 何 ごころ なく 裏口から あがろう とすると、 

誰 やら 客ら しい 声が いやに しんみりと 流れて くるから、 

おや！ どなただろう？ と 障子の 破れから のぞいて 

けそう 

みたところが、 かねがね 亭主の 富 五郎が ひそかに 懸想 

している こと を 自分 も 感づいて いるお 艷の 母のお さよ 

なので、 ハテ、 珍しく なんの 用だろう —— ？ その ま 

ま 水ぐ ちに しゃがんで 耳 をす ましてい る …… と は 知ら 

ない 鍛冶 富。 

「女房と 畳 はたびた びかえ るが いいそう でネ。 ハハハ 

ハ、 いや、 こいつ あ 冗談 だが、 さて 今の 話で、 ぉ艷さ 

んが この 日ごろ どこに 何して 暮らして いるか は、 おさ 


よさん、 実は わつ しも 知らね えんだ よ」 

おさよ は、 いつしか 眼の ふち を 赤く していた。 

「です けれど 親方、 つい さっき、 何もかも 御存じの よ 

うな 口ぶり を 洩らした じゃありません か。 後生です か 

ら —— 」 

「はつ はつ は！ そり ゃァ 事の 次第によ つち ゃァ まん 

ざら 吐き ださね えこ ともねえ かも 知らね えが、 と、 当 

分、 おれ は 何も のんで やしね えものと 思って いて もら 

いてえ。 が、 もの は 相談 だから、 お前さんが わしの 念 

をと どけさせる というの なら おれ もこ こで 一 肌ぬ いで 

ちと 大時代 だが、 御 親子 対面の 場 を 取り はからわ ねえ 


とも 限らない …… 」 

ねん 

「親分、 なんで ございま すね、 その お前さんの 念と い 

うの は」 

「ゥフ フフ、 なんだ ネ そんな まじめな 顔 をして！ お 

前さん にそう 真っ向から 問いた だされち ゃァ、 おれ も 

困る じ やない か」 

r  し 

「まあよ い。 こっちの こと は 第二に して、 お前さん も 

そう やって わざわざ 出て 来な すった からに ゃァ、 何 か 

大切な 用が あっての ことだろう？ そいつ を 一 つ、 即 

に 聞こう じ やねえ か」 


いわれた 時に おさよ は、 その 鍛冶 富も疾 うからお 艷 

に 心 をよ せて、 今 はまた お 艷が夢 八と 名乗って 深 川の 

まつ 川から 羽織に 出て いる 事実 をつ きとめて いる 唯 一 

の 人間 …… という ことな ど は 思 いもおよ ばないで、 き 

かれる ままに 渡りに 船とば かりきよう 尋ねて 来た 用む 

きを ポッ リ、 ポッリ と 話し 出した のだった。 

どうも 栄三郎 が ああい う 柔和な 人間で まことに 結構 

だが、 いって みれば 働きが なく、 末の 見 こみと いう も 

のがない。 殊に は 富 五郎の いうと ぉリ、 もうお 艷栄三 

郎 がキッ パリ 別れて いるなら なおのこと、 いまお さよ 

の 奉公先 本 所 法 恩 寺 前で 五百石のお 旗本 鈴 川 源 十郎様 


が、 きつう 娘に 御 執心な されて、 一度 はお 屋敷に 閉じ 

こめて わがものに しょうと したが、 栄三郎 ときれ いに 

手を切って 娘 を 生涯の 妾に くれるならば、 内々 のと こ 

ろ は 奥様に して、 そうならば この さよ も 五百石の 女 隠 

居、 眼 をつ ぶる まで 世話 をして やろうと いってく ださ 

る。 栄三郎 に は いささか 不実 だが、 これ もなん ともい 

たし 方がない。 しかもす でに 離れて いるものなら、 さ 

ほど 生木 を 割く という わけで もな し、 世の中 はまず 自 

分の 楽 を はかる のが 当世 かと 思う。 ついては、 いかに 

なんでも わたしから 栄三郎 へは掛 合いが しにくい から、 

富 五郎さん おいそがし いところ をお 頼み 申して 心ない 


が、 どうだろう、 ここに 殿様から いただいた 小判が 五 

十両 —— これ だけ あれば、 いつぞや お前さんに 返金す 

るた めに 栄三郎 に 立て替えて もらった 金の 埋め もつ い 

て、 ほかにうる さいこと をい われる おぼえ はない はず。 

その 五十 金が このと おり ソッ クリ 財布に はいつ ている。 

これ を 手切れに して、 一 つ 出向いて 栄三郎 を 説き伏せ 

て 来て はくれ まい か …… 。 

富 五郎 は 沈黙。 

白つ ぼい 場末の 静寂が、 おさえつける ように 真昼の 

街 を こめて いる。 

弟子の 吉 公が、 またお 向う の 質屋の 小僧と 暄嘩を は 


じめ たらしく うわずった 声が おもての 往来に 流れて い 

たが 台所に ひそむ おしん は、 何も 耳に はいらな いふう 

で、 ひたすら 室内の 富 五郎の 返答 を 待った —— うな だ 

力たず 

れて 固唾をのむ おさよ 婆さんと ともに。 

い わば 恋が たきで あ る —— 源 十郎と 鍛冶 富。 

その 鈴 川の 殿様の ために、 手切れの 使者に 立って 金 

を 渡し、 はなし を まとめて くれと おさよ 婆さんに 頼ま 

れた ときに、 鍛冶屋の 富 五郎、 味 も そつけ もな くポン 

と はねつける。 

と、 思いの ほか。 

逆に、 グッと 一 つ そり 返り ざま、 胸の あたり を 大き 


くた た いて 見得 をき つ た。 

「ようがす！」 

たやす 

と 容易く 受け合う。 

立ち 聞く おしん は、 案に相違して、 お 艷を源 十郎に 

やろうと いう 良人の ことばに 燃え かかつ ていた 嫉妬の 

ほむら もちよつ としず まって、 いささか 安心した らし 

いようす だが 思った よりこ ともなく 承知って くれたの 

に、 かえって さよの ほうがび つくりし、 

「え？ それで はァノ   ？」 

おうよう 

せきこんで ききかえ すと、 ますます 鷹揚に 合点 をし 

た 富 五郎 親方。 


「わかりました、 おさよ さん。 お前さんの 心 はよ つく 

理解が つき ましたよ。 なァる ほど ネ、 子 を 思う 親の 誠 

に 二つ はねえ と は、 よくいった もんだ。 お前さん はつ 

まりお 艷 さんに このうえの 苦労 を させた くねえ。 なん 

とかして 鈴 川 様へ さしあげて、 すこしで も 楽な 身分に 

してやり てえ という 腹で いつべ えで、 いってみ リゃァ 

自分の ことな ど 二の次なん だろう。 そうな くち ゃァな 

ら ねえ …… ぅム …… 親ッ てえ もの はありが てえ もんだ 

な あ！ おら あおさよ さん、 この 年に なって 初めて 親 

やけの 

の 恩 を 知り ましたよ。 ああ あ、 焼 野の 鶴に 夜の きぎす 

—— 」 


なんかと 富 五郎、 何 を 思い出した のか そこらのお 寺 

の 説法に でも 聞いたら しい 文句 を 並べ だしたり はいい 

が、 どうもい うこと がさ かさまで ある。 

にもかかわらず。 

涙つ ぼい その 調子に 誘われて、 おさよ が 思わず さし 

うつむく と、 うら 口のお しんまで が 湯 帰りの 濡れ手 拭 

ぞうきん 

とまちが えて、 雑巾で 眼 じり を こすって いる。 

春の 日の 午 さが リだ けあって、 いかにも 間の 抜けた 

しゅう たんぱ 

愁嘆場 …… 。 

なまあった かい 風が、 ほこり を 舞わせて 家 をつつ む。 

世の中が あくび をして いるよう …… いかにも 眠い も 


の 憂さで ある。 

おさよ が、 赤くな つた 眼 を あげた。 

「では、 瓦 町へ 出かけて 行って お金 を 渡し、 栄三郎 さ 

ん から 離縁状 を 取って来て くださる というんで ござい 

ますね」 

「そうと もサ！ お前さんの 言う とおり、 世の中 は 真 

直ば かりで もい かねえ。 おまけに、 手前の 女房 を 食わ 

せる こと もで きずに 追ん 出て ゆかれた 栄三郎 さんだ。 

そ リゃァ 先様 はまた 先様で、 なんの かのと ほかに 心 を 

つかう こと も あるんだろう けれど、 な あに 先方の 都合 

なん ざァ 聞く 耳 も いらね え。 これから すぐに 瓦 町へ 


行って 栄三郎 さん をお だて、 二 ッコリ 笑って 縁切り 状 

まか 

を 書かせて 来て みせる から、 お前さん はマァ わしに 任 

せて、 なんの 心配す る こと ァ ねえ やな、 今にお しん も 

帰って くるから、 ユック リ 話して 休んで いなさる がい 

い」 

「ほんと に 普段 は 勝手ば かり、 用がなければ おたずね 

もしない くせに、 とんだ 御迷惑な お願い をして —— 」 

「マァ いいと も、 いいと も、 そんな こと は 言いな さん 

な、 勝手 はお 互いだ」 

「恐れ入ります でございます」 

「ナァ 二！ ところでもう おっつけ かか あの 帰って来 


る 時分 だが …… 畜生！ 何 をして やが るんだろう？ 

碌 でもね え 面の 皮の 引ん むける ほど、 おびん ずる 様み 

てえ に 磨き た て やが つ て —— 」 

と、 これ を 聞いた おしん、 そっと 足音 を 忍ばせても 

う 一度 戸外へ 出た が、 気がつく と、 もしも 話の 模様が 

じ ぶ んを 突き だ してお 艷を 入れる ような ことにで も 

なったら、 これ を 振り まわして 暴れ こんで やろうと、 

すり こぎ 

さっきから 手に してた たずんで いた 擂粉木 を、 まだ 

握った まん まなので、 われながら アツ！ とふき だし 

そうにな るの をお さえつつ、 ほどよい ところから、 ェ 

ヘン！ 一つ さりげなく 咳払い をして、 


「あれ！ どなた かお 客 さまで ござんし たか」 

わざと あわただしく 龃け あが つ て 障子 をガ ラリ、 

「まあお さよさん！ お 珍しい！」 

と ニコ 二 コ顔 のお しん、 これでう ちの 亭主 野郎 もど 

うやら ぉ艷 さん を あきらめる であろうと 思う から その 

はなし を 持ち こんで きたお さよ 婆さん を 下へ も 置かず 

もてなし だすと、 

「おしん や。 あっちの 羽織 を 出して くんな ：：•• それ 

じゃァ おさよ さん、 ちょっくら 瓦 町へ 行って 来ます よ- 

おしん、 おさよ さん は 飲け る 口 だ。 晚 にや ァ 一本つ け 

てナ、 帰途に 俺が 魚甚へ 寄って 何 かよ さそうな 物 を 見 


つくろ つ て 来る から —— 」 

「行つ てら つし やい」 

おの 

おしん、 おさよ に 送り出されて 三 間 町の 己が 鍛冶 店 

を あとに した 富 五郎、 もう 二度と わが 家の 近くへ 立ち 

寄らない つもり だから、 さすがに うしろ 髪 を 引かれる 

思い、 町 かどで、 叱り じまいに 小僧の 吉公を どなりつ 

けた まま 五 十両 を ふところに 浅 草 瓦 町と は 違う 方角へ、 

逃げる がごと く、 足早に 消えて いった。 

それから まもなく  。 

三 間 町 を 出 はずれた 鍛冶屋 富 五郎 は、 ひとり 思案に 

沈みながら 人通りの すくない 町す じ を 選んで 歩いて い 


た。 

ときどき、 ふところへ 手 を やる。 

と、 五 十両 入りの 財布 をのんだ 懐中 はあった かく ふ 

くらんで、 中年 過ぎの このごろ になって とも すれば 投 

げやり に 傾こうと する 富 五郎の こころ を 躍らせずに は 

おかない のだった。 

十両から は 首の 台が とぶ ころで ある。 

五十と いえば、 もちろん 大金であった。 

が、 金 そのものよりも、 鍛冶 富 を うらやませて やま 

な いのは、 その 金が 買い 得る あの 艷の 身膚 であった。 

聞けば、 本 所の 殿様 は、 この 五十 金 をお さよ 婆さん 


に 渡して、 これで 栄三郎 からき れいに ぉ艷を もらって 

こいとい つたそう な。 評判の 貧乏 旗本で 身持ちの 悪い 

鈴 川 様が、 どうして 五十と まとまつ たもの を 調達で き 

たの か、 これが 第一の 不審 だが、 それ は それと しても、 

我欲に 眼の くらんだ おさよ が、 選りに 選って 自分のと 

力け あ い 力た 

ころへ 交渉 方 を 持ち こんで 来たの は、 富 五郎に とって 

はこのう え もない 幸であった。 

よろしい！ 承知した！ と 大きく 胸 をた たいて 婆 

さん を 安心 させた のみ か、 親の 恩 なぞと 並べ 立てて 

ちょっぴり 泣かせた のち、 いと 殊勝に 縁切りの 使者に 

たつ ふうに 見せかけて 家 を 出て 来た 鍛冶 富だった が、 


まともに 先方に 話 をつ けて 五 十両お いて こようと は、 

かれは 始めから 考えて いない の だ つ た。 

突然お さよ 婆さんが 訪れて きた 時、 彼 はちょう ど 

に よ 1 つぼ ラ 

女房のお しん も 留守な ので、 きょうこ そ はお 艷 所望 

の 件 を 持ち出して、 妾で 承服なら 妾、 また 家へ 入れて 

くれなければ 嫌 だとい うのなら、 どうせ 前々 から あき 

あきして いる 古 女房 だから、 すぐに もお しんに 難癖 を 

つけて 追い出し、 その後 釜に ぉ艷 をす えて やろうから、 

どうか 母のお 前さん から もとりな して くれ。 ついては、 

これ はわし だけし か 知る 者 はない の だが、 ぉ艷 さん は 

いま、 まつ 川の 夢 八と いう 名で 深 川から 芸者に 出て い 


るから、 会いたい ならす ぐに も あわせて あげよう  

とこうす ベ て を ぶちまけて 恩に きせ、 ぉ艷の もらい 受 

け を 頼み こむ つもりで いたや さき、 おさよ 婆さんが き 

り だした 来訪の 要件と いうの を 聞いて みると、 鈴 川の 

殿様の ほうが 先口で、 しかも ここに 五 十両と いう 手 切 

れの 現金、 おまけに 五百石の 女 隠居と いうのに 婆さん 

コ 口 リと参 つ ている ふう だから、 こり ゃァ 今にな つ て 

俺が どんなに 割り こもうと したと ころで 所詮 相手が 旗 

本で はかない つ こない。 

といって、 黙って 見て いたん じゃあ、 おれが 行かな 

くても 婆さんな リ 誰かな りが 出かけて 話 を まとめ、 こ 


とに よったら 鈴 川 様 はお 艷坊を 手活の 花と 眺める かも 

知れない。 あのお 艷を、 鈴 川だろう が 何 川だろう が、 

金で 買わせて なる もの か！ 

 と、 ひどく 心中に りきみ かえって しまった 鍛冶 

屋の 親方 富 五郎、 お 艷を本 所へ やらない ために は、 じ 

ぶんが この 五 十両 を 持って 逃げる に 限る。 そうすれば、 

おさよ も 手 ぶら ではお 屋敷へ 帰れず、 またお 艷の あり 

か を 知る 者 は 自分 以外 にないの だから、 鈴 川 様の 手が 

ぉ艷 にと どく こと はない。 —— 

そうだ。 一 つ 五十 金 を 路用に して、 当分 江戸 を ずら 

かる ことにしよう？ 


あばた  じまま 

なんとしても、 あの 菊石の 殿様に ぉ艷 さん を 自儘に 

させる こと はでき ねえ！ 

どうも 女房のお しんに は あきの 差して いると ころ だ 

一番 ゆくえ をく らまして、 この 金の つづく 限り、 おも 

しろお かしく 旅の 飯 を 食って こよう …… と、 おのが 手 

に はいらない 物 は 他人に もとらせたくない のが 下司の 

人情、 金 を 持って 瓦 町へ 行く と は 真っ赤な うそで、 お 

しんやお さよ をち よろ まかし、 しばらく 家 を あける 気 

で 飛び出して 来た 富 五郎 だ が —— 。 

いよいよ となつ てこう して 町 を 歩きながら 考える と 

かんとく 

ハテ どこへ 旅立った もの やら、 い つ こうに 勘 得が つか 


ない。 

で、 鍛冶 富、 ブラ リブラ リと 徒歩って ゆく の だが、 

そのうちに、 ふと 思い つ いたのが 子供の ころから 望ん 

でいて、 まだ 一度 も 出かけた ことのな いお 伊勢 詣り だ。 

ゥム！ それが いい、 伊勢 詣リと 洒落よう。 

こう 心に 決めた かれは、 どうも ひどい やつで、 鈴 川 

源 十郎が 伊兵衛 棟梁 を 殺して 奪った 五 十両 を 我物と し、 

丸に ヮの字 は 出 羽 様の 極印が 打って あると も 知らずに、 

それから ただちに 辻 駕籠 を 拾って 六郷の 渡船場まで 走 

らせ、 川 を 越せば 川 崎、 道中 駕籠 を 宿つ ぎ 人足 を 代え 

て 早 打ちみ たよう —— 夜 どお し 揺られて 箱 根の 峠に さ 


さっき ゆ う 

しか かる あたりで 明日の 朝日 を 拝もうと いう 早急 さ。 

「お ゥッ！ 駕籠え！ いそぎ だ、 酒代 ェ はずむ ぜ、 

肩の そろった ところ を、 ェ コゥ、 あらら らう アイ！ 

てッん だ。 やってくん ねえ！」 

気の 早い おやじ もあった もので、 そのまま 桜花に ど 

よめく お 江戸の 春 を あとに、 ハラ ョッ！ とば かり、 

ドン ドン 東海道 を 飛ばして 伊勢へ 下りに かかった。 

すいか ひもん じょう 

水火 秘文状 

藍色の 夕闇が うつ すらと 竹の 林に 立ち こめて、 その 


幹の 一つ 一 つに、 西 ぞらの 残光が 赤々 と 照り映え てい 

た。 

ほの 冷たい 風に、 蜘蛛の 糸が 銀に そよ ぐの を 見る よ 

うな、 こころ わびしい かわ たれの ひと 刻で ある。 

城 西、 青山 長者 ケ丸。 子 恋の 森の 片 ほとり …… 。 

そこの 藪 かげに、 名ば かりの 生け垣 をめ ぐらし、 草 

ぶきの 屋根 も 傾いて 住み ふるした 一軒の 平屋が、 世 を 

忍ぶ 人の すがた を 語る かにお ぼっかな く 建って いた。 

野中の 森 はずれ —— ひさしく あいていた その 家に こ 

の ごろ、 いっから ともなく 二十 人ば かりの 正体の はつ 

きりし ない 男 達が 移って きて、 出入りと もに さだめな 


く、 ひそ やかな 日夜 を 送って いるの だった。 

もとは、 相当 裕福な 武家の 隠居 所に でも 建てた ので 

あろう、 木口、 間取り、 家つ きの 調度の 品々 までな か 

こ  すまい  こ リ 

なかに 凝った 住居で は あるが、 ながらく 無人、 狐狸の 

荒らす に まかせて あつたう えに、 いまの 住人と いうの 

がまた 得体の知れない 男ば かりの 寄 合い 世帯な ので、 

片 づけ や 手入れ をす る もの もな く、 荒廃 乱雑 をき わめ 

ている ぐあい、 さながら これ も 化物 屋敷と いいたい く 

フヽ  o 

らレ  

この、 安達 ケ 原なら ぬ 一 つ 家の 土間に、 似合し から 

ぬ 五 梃の 駕籠が きちんと、 並べて おろして あるの だつ 


た。 

そして。 

その上の 壁に、 五 人 分の 火事 装束が ズラリ と 釘に か 

か つ ている —— かの 五人組 火消し 装束の 不思議な 住居。 

首領 —— とより は、 むしろ 長老と 呼びたい 白髪の 翁 

の もとに。 

四肢の ごとく 動く 屈強な 武士が 四 名。 

ふだん は 掃除 水仕事 や 家の 警備に 当たり、 一 朝 出動 

かご かき 

の 際 は ただちに 駕籠 舁と早 変り する、 六尺 近い、 筋骨 

隆々 たる 下男が 十 人。 

それに。 


中途から 一団に 加わった 小 野 塚 伊織の 弥生と、 その 

きわん  しゅ リ しみょう けん 

また 弥生が 稀 腕 を 見 こんで 招じ入れた 手 裏 至妙 剣の 小 

さんしょう 

魔 甲 州 無宿 山椒 の 豆太郎 と、 ズ めて 十七 人の 大家 内に、 

森 かげの 隠れ家に は、 それでも 賑やかな 朝夕が つづい 

ている のだった。 

丹 下 左 膳と、 誠訪栄 三郎の 中間に あって 等しく 両者 

をね らい、 左 膳から 乾 雲 を、 栄三郎 から 坤竜を 奪って 

雲 竜 二 刀 を ひとつに せんとし ている 謎の 一 群！ 

頭 立つ 老人 は 小 野 塚 鉄 斎の 化身と でもい うので あ 

ろうか？ 弥生まで が 黒髪 を 断ち切つ てこの 五人組に 

加担し、 あまつさえ 豆太郎 などと いう 変り種 までとり 


こんで 戦備 をと とのえ、 じっさい 着々 活躍しつつ ある 

と は、 たとえ 弥生の 伊織と 五人組との あいだに、 どん 

わけあい 

な 了解が ついている にせよ、 それ は、 老翁 はじめ 五 人 

組の 正体 同様、 なんとも 外から は 想像 を ゆるさない 秘 

情で あ つ た。 

白髪 童顔の 老人 は、 そ も 何者か？ 

それに 仕うる 血気の 四 士？ 

また、 彼らと 行動 をと もに する 男装の 弥生の 心中 

ひ ぼ あ いれん 

は？ 栄三郎 への 彼女の 悲慕哀 恋 はいった いどうした 

と いうの だろう？ 

これら すべてが、 火事 装束に 包まれる 青白い ほのお、 


やがて は 燃え 抜いて あらわれん とする 密事の 火種で あ 

ら ねばならない。 

この、 去来 突風の) J とく 把握す ベ からざる 火事 装束 

五人組と 弥生 豆 太郎の 住家のう えに、 今や 武蔵 野の 落 

日が 血の いろ を 投げて、 はるかの 雑木ば やしに 咿啞と 

鳴き わたる 烏 群の 声、 地に 長い 痩 竹の 影、 裏に 水 を 汲 

むはね つるべの 音、 かまどの 煙、 膳 立ての けはい —— 

浮世の 普通に、 もの 悲しく あわただし いなかに、 きょ 

う もはや 宵 を 迎えよう とする 風情が 噪 然として 漂つ て 

いた。 

たそがれ。 


あかね 色。 

…… 輝き 初める 明星。 

その 時、 夕 まけて 寒風の 立つ 背戸ぐ ちの 竹やぶに、 

ふたつの 影が しゃがん でいた。 

弥生と、 そうして 豆太郎 である。 何 かの 話の つづき 

らしく、 豆 太 郎は顔 を あげずに いい はじめた。 見る と 

彼 は 小刀 をと いでいる の だ。 

例の 殺人 手裏剣 用の 短剣 を、 何 梃と なく 地べたに 

並べて、 かたわらの 手桶の 水 を ヒョィ ヒョィ とかけ な 

がら、 豆 太郎は 器用な 手つきで せっせと 小柄 をと ぎす 

ましてい る。 


青黒く 空の 色 を 沈めて 横たわる 小さな 刃 …… それが 

血 を 夢み て 心から 微笑んで いるよう だ。 

「な あに 伊織さん、 あの 二人 だって、 あれ だけお どか 

しとき ゃァ たくさんで さあ。 へつ へつ へ、 みんな 肝 を 

つぶして 突つ ぷ しゃがつ たつけ」 

いいながら 豆 太郎、 手の 小 剣 を 鼻 さきに かざして、 

しかめ ッ 面で 刃 をに らんだが、 まだ 気に入らな いとみ 

えて、 

「チ ッ！ こいつめ！」 

また ゴシ ゴシ 磨石に かけ 出した が、 あの 二人と 聞い 

て、 弥生が 急に もの 思いに あらぬ 方 を 見やった とたん 


「伊織 どの！ 伊織 殿！ 伊織 殿 はおられぬ かな？」 

奥から、 老翁の 声が 流れて きた。 

「そうさ。 乾 雲 一味の 者 は 大分た おした よう だから、 

まず あれで 上出来であった …… あの 紅 絵 売りの 若侍と 

いかく 

乞食と は ああして 威嚇す る だけで よいの だ、 怪我が 

あ つ て はならぬ」 

起き あがりながら、 こうそ そくさと 弥生が いうと、 

豆太郎 はちよ つ と 不審げ な 顔 を 傾けて、 

「へえい！ そういう ことになります かね。 なんだか 

俺チ にゃあ わからね え」 

で、 弥生が また、 なに か 口にしようと している とこ 


ろへ、 さっきから 呼びつ づけて いた 老人の 声が、 こん 

ど は ひときわ 甲高に 聞こえて きた。 

「伊織 どの！ そこらに 伊織 殿 はおらぬ かな？」 

手裏剣 を 磨く 手 も 休め もせずに 豆 太郎が 注意した。 

「伊織さん、 呼んで るぜ、 大将が」 

弥生 はうな ずいて 家内へ はいった。 

奥の 書院へ 通る。 

何 一 つ 家具ら しい ものの ない 八 畳の 部屋、 水の よう 

な 暮色が しずかに 隅々 から はいよ る その 中央に 褪せた 

緋 もうせん を 敷いて 一 人の 翁が 端座して いる。 

ひばく  ちゃ もんつき 

銀糸 を 束ねた 白髪、 飛瀑 を 見る ごとき 白髯、 茶紋付 


かいき  つや 

に 紺 無地 甲斐 絹の 袖な し を 重ねて、 色 光沢の いい 長い 

顔 を まっすぐに、 両手 を 膝に きちんと すわって いると 

ころ、 これで 赤い ちゃんちゃんこ でも 羽織れば、 老い 

て 愚に 返った 喜の字の 祝いの ようで、 まるで 置き物 か 

なん ぞ のように 至極 穏当な 好々 爺と しか 見えない。 

さて、 何者に せよ、 火事 装束の 四 闘士と 十 人の 荒ら 

とうそうり 

くれ 男 をピッ タリお さえて、 自ら 先に 乾坤の 刀 争裡に 

馳駆す る だけあって、 その 眼 は 鷲の ような 鋭 光 を 放ち、 

固く 結んだ 口 もと、 肉お きの 凝リ しまった 肩から 腕の 

外見、 一 瞥し てこの 老士 とうてい 尋常の 翁で はない こ 

と を 語って いる。 


松の 古木の ような、 さびき つた その 身辺に、 夕 ぐれ 

とはいえ、 何やらう そ 寒い ものが 漂って いるの を 感得 

して、 

「は、 お呼びで ございまし たか」 

と 入って 来た 弥生 は、 思わずぶ るッと 小さく 身ぶ る 

い をしながら 黙りこく つ ている 老翁の まえへ、 いざり 

よ つ て 座 を 占めた。 

うす 暗い。 

となり は、 ほとんどもう 闇黒に 近い 室内。 

ぼう 

そこに、 神鏡の ように 茫ッと 白く 浮かんで いる 老人 

の 顔 を 見る と、 弥生 は、 はじめて 気がつい たように あ 


たり を 見 まわした。 

「あれ！ まだお 灯が 入って おりませんで ございまし 

たか。 どうも 不調法 を …… ただいま 持って 参ります 

る」 

と 弥生、 そこ は 天性で、 もと を 知られて いる この 老 

人の 前へ 出る と、 小 野 塚 伊織の はずの 弥生、 いつも 本 

来の 女性に 立ち返って、 じぶんで も ふしぎな くらい 自 

然に、 言葉 さえ もた だの 弥生になる のだった。 

四 六 時ち ゆう、 みずから 意 を 配って 男の ように 立ち 

振舞って いる だけに、 こうして しばらく にしろ、 その 

甲胄 を 脱ぎ捨てて 女の 自分に 戻る こと は、 泣きたい 


ような 甘い こころ を、 つと 弥生の 胸底に わかさずに は 

おかない。 

老士は 口 を 開かない。 

が、 この 弥生の 心 もち を 伝え 知った かの ように、 

かみそり 

剃刀の ように 冷やかだった 眼 色に やさしみ が 加わ つ て、 

やがて、 ぼつ リと いいきった 声に は 不愛想ながら も、 

どこかに 児に 対する ごとき 一 脈 親愛の 情が のぞき 見ら 

れた。 

「灯 はいらぬ」 

そして、 珍しく、 かすかな 笑顔が 小さく 闇黒に 揺れ 

た。 


「暗うても 会話 は 見える でな」 

「ホ ホホ！ それ はそう でございます」 若侍の 伊織が、 

娘の 弥生と して 笑う。 

なま 

そこに、 妙に 奇異な 艷 めかし さが 動く のだった。 

「して、 そのお はなしと 申します の は 9  なんで ご 

ざいましょう？」 

すると、 老人 はしば らく 沈思して いたが、 

「伊織 どの！ いや、 弥生 殿 …… のう、 伊織が 弥生で 

ある ことに、 まだ 誰も 気づいた 者 はあり ませぬ かな」 

ギヨ ッ！ としたら しく 弥生 はにわ かに 肩 を かくば 

ら せて 男の ていに 返りながら、 


「はじめから 御存じの 先生と お 弟子 衆の ほか は、 たれ 

一 人と して 知る もの はない はずに ござり まする」 

「うむ。 かの、 豆太郎 とか 申した 人 猿め は？」 

「は。 き やっとて 何条 疑いましょう！ いうまでもな 

く、 わたし を 男と 思い こんでいる ふうに ござり まする 

が、 今宵に 限って、 先生に は 何し にさよう な こと をお 

たずねな されます か」 

老士の 膝が、 一、 二 寸前 方へ 刻み出た。 

「いささか 気になる によって 聞いた までで、 大事ない。 

だが 弥生 どの、 ぬかり は ござる まいが、 けどられ ぬよ 

う 十分に ナ …… 」 


弥生が うなずいた 拍子に、 それ を 合図に 待って いた 

かの ごとく、 うらの 竹やぶに 咽 喉自慢 の 豆 太 郎の唄 声。 

坂 は 照る 照る。 

すず 力 

鈴 鹿 は 曇る。 

つち やま  ふ 

あいの 土 山、 雨が 降る。 

上り下りのお つづ ら馬ゃ 

さても 見事な 手綱 染め かえ ナァ 

馬子 衆の くせ か 高声に 

鈴 をた よりにお むろ 節 

坂 は 照る 照る 


すずか は 曇る 

間の 土 山、 雨が 降ゥる 

まい ッ！ 

シャン 、、ノヤ、 ン 力  

暮れ 迫る 森 かげの 家 を、 手裏剣 をと ぎながら、 ひと 

りう かれ 調子の 豆 太郎の 声が、 ころがる ように 筒ぬ け 

て ゆく。 

唄に あわせて 砥石に かけて いるもの らしく、 拍子 を 

とって、 声に 力が はいって いる。 

ひなびた こころ あい を、 渋い 江戸 まえの 咽喉で 聞か 

せる、 亀 背の 一寸法師に は 似 あわない、 嬉しい うた 声 


であった。 

あいの 土 山、 雨が ふる 

やらず の 雨 だよ 

泊ま つ て 行きな よ 

ぬし 

主 を 松かさ 

さわれば 落ちる よ 

ハイ、 ハイ …… とネ 

途切れ途切れに 伝わ つ てく る 豆 太 郎の唄 ごえが パ ッ 

タリと やむ と 暗く 濃い 春宵の しじ まの なかで、 老士と 

弥生 は、 ほのかに 顔 を 見合って ほほえんだ。 

思い出し たように 老人が いう。 


「お呼び立て いたした は ほかで もない」 

「は」 

と 呼吸 を 呑んで、 弥生 はこ ころもち 固くなった。 

いま、 この 人な き、 夕べの 一刻に かれは そ も 何 をい 

い 出そうと している のか …… それが 弥生に は、 この 際 

すくなからず 気になる のだった —— o 

しょうはく 

千年 を 経た 松柏 の ごとき この 家の あるじ —— 0 

おきふし 

弥生が ここへ 来て、 起臥 をと もに して 以来 知リ 得た 

限りで は。 

とくいん かねみ つ 

老士 …… 名 は、 得 印 兼 光。 

美 濃の 産、 仔細あって 郷国 を 出て、 こうして 江戸に、 


関の 孫 六の 夜泣きの 大小 を 一 つ 合わして 手に 収めん と 

身 を 低めて いるの だとの み  o 

何 ゆえの 奔走 か？ また、 従う 四 士と十 人の 大男 は 

いかなる 関係に あるの か —— これから 自余の いっさい 

は、 かれら はもと より、 固く 口 をつ ぐみ、 弥生 もまた 

ふかく 一味の 俠義に 感じて いる 以上、 内部に あって そ 

の 真相 を 探ろうと する がごと き は 慎し まなければ なら 

なかった。 

ただ。 

兼 光と 弥生の あいだに 成り立つ ている 約束 は、 とも 

に 力 を かし 合って ひとまず 雲 竜 二 剣 を ひとつに し、 そ 


の 上で 兼 光の 手から、 改めて その 大小 一 つがい を 故 小 

野 塚 鉄 斎の 遺児なる 弥生に 返納しょう という ことに 

なって いるの だ。 

さて こそ。 

風の ように 随所 随所に 現われて 二 刀 を 狙う 五 梃 駕籠 

と、 豆 太郎を 引き 具して それ を 助ける 小 野 塚 伊織の 弥 

生。 

丹 下 左 膳から 乾 雲 丸 を 奪還しょう というならば 話 は 

わかる が、 なにゆえ 彼ら は、 それの みならず 栄三郎 の 

坤竜を も 横 どり しょうと し、 また 弥生が それに 協力し 

て いるので あろう か。 


弥生、 かなわぬ 恋の 意趣返しに 栄三郎 を 敵に まわ そ 

うとい うの か？ あらず！ 

弥生と しても、 助けられた 恩の ある 五人組で ある。 

ただ 一時 二 刀 を ひとつに して、 そのうち ただちに 弥生 

に 返す というの だから、 弥生 は その 日の 一 日 も 早から 

ん こと を 望み、 豆 太郎を 使って もちろん 主に 左 膳 をつ 

け 狙う と 同時に、 栄三郎 の ほう は 密と坤 竜 を 奪ろうと 

して その 身辺に 危害な きを 期して いるの だ。 

いわば 弥生 は、 兼 光 一団の 申し出 を 利用して いるま 

での ことなの だが、 はたして 豆 太郎、 よく 弥生の 真意 

を 汲んで、 その 望む がごと く 立ち まわる であろう か？ 


毒 を 用いる 者 は、 みずから その 毒 を 受けぬ 用心が 第 

一 である。 

すでに 小 野 塚 伊織の 人柄 を ひそかに 怪しんで いるら 

しい 豆太郎 …… なるほど、 得 印 老人の 言う とおり 弥生 

は、 気づかれぬ 注意が 肝要であった。 

が、 豆太郎 は、 豆太郎 として。 

今宵 は。 

得 印 兼 光の ほうから 口 を ひらいて、 はじめて ここに、 

われと おのれに 誓った 秘 命の すべ て を 語り 出そうと し 

ている。 

せきばく 

夜に 入って いっそうの 寂寞。 


兼 光の 一 言 一 語 を も 洩らさ じと 耳 を 傾ける 弥生の 顔 

に、 大きな おどろきが、 波紋の ようにみ るみる 拡がつ 

て いくのだった。 

して、 その、 世 をし のぶ 老士得 印 兼 光なる 主の 物語 

ぶんめい  えいしょう 

というの は？ はなし は、 文明より 永 正に かけての 

むかしに かえる。 

とうしゅ 

火事 装束 五 梃 駕籠の 頭 首、 世 をし のぶ 老士得 印 兼 光 

の 物語 は。 

ぶんめい  えいしょう 

文明より 永 正 にかけ て の 昔 —— 。 

みのの  じょうず 

当時 美 濃 国に、 刀鍛冶の 名家と して 並ぶ 者な き 上手 


いずみの かみ かねさ だ 

とうた われた のが、 和 泉 守兼定 であった。 

わざもの 

すべて 業物 打ち は、 実と 用と ともに 品位 を 尊ぶ。 

この 和 泉 守の 太刀 姿 は、 地 鉄 こまやかに 剛く 冴えて、 

句い も 深く、 若い 風情の なかに 大 みだれに は 美 濃 風に 

備 前の 模様 を 兼ねた おもむ きがあり、 そのころ まず 上 

作の 部に 置かれて いたと いう。 

美 濃の 国、 関の 里。 

ぜんじょう 

世に 関の 七 流と いうの は、 善 定兼吉 、奈良 太郎兼 常、 

徳永 兼宣、 三 阿弥 兼 高、 得 印 兼久、 良 兼 母、 室屋 兼任 

まつよう  き 

II この 七 人の 末葉、 美 濃 越 前 を はじめと して、 五畿 

七道に その 数お よそ 千 百 相に 別れ、 みな 兼の 字 を 冒し 


て 七 流 の 面影 を 伝え たのだった が —— 。 

せき まご  かね もと  いずみ 

関の 孫 六と 号した 兼 元 も、 この 和 泉の 一家であった。 

わざもの 

孫 六 は、 業物の 作者で ある。 

かれの 鍛っ ところの 刀 は、 にえ 至って 細く、 三 杉の 

小 亀 文が 多く またす ず やき も ぁリ、 ことに その 二 代 兼 

おおわざもの 

元なる 関の 孫 六と なると、 新刀 最上々 の 大業物と して 

世に きこえて いるが、 関の 新刀に なつてから はだい ぶ 

ん 位が 落ちた けれど、 初 世 孫 六の ころの 関 一派の 繁栄 

はじつ に 空前絶後 ともいう べきで、 輩出した 名工 また 

数 かぎり もない うちに、 なかで も 志 津三郎 兼 氏、 兼 重、 

じょ ラず 

兼定、 兼 元、 兼 清、 兼吉、 初代 兼 光 はす ぐれての 上手、 


兼 永、 兼 友、 兼行、 兼 則、 兼久、 兼貞、 兼 白、 兼 重な 

どもす ベて 上手と いう ことにな つてい る。 なべて、 

みのもの  とざわ  び ぜんとう 

美 濃 物の 刀は砥 障りが やわらかで、 備前 刀と は 大いに 

味 を 異にして いるの がその 特長であった。 

一 世 関の 孫 六、 

わざもの 

かれは その 得意と する 大業物 を 打つ に当たって、 み 

ずから 半生 を 費やして 編み出した 血涙の 結晶た る 

おおわ かしこ わかし  やいば  ひおう 

大沸 小 沸なら びに 刃 渡しと いう 水火 両 態の 秘奥 を、 

ひそかに 用いた のだった。 

鍛 刀の 技た る や、 細部 や 仕上げに いたって は 各 家 

くでん 

口伝、 なかには 弟子に さえ 秘 している ところがあって、 


おのおの 異なり、 容易に 外界から 推測すべく もない が、 

まず 大体 は 同 法であって、 すなわち …… 。 

たんれん 

本朝 刀剣 鍛練の 基 則。 

まず、 鉄 は、 むかしから 出場 所がき まっている。 

ほうき  いんがて つ 

伯耆の 印賀 鉄、 これ を 千草と いって 第一に 推し、 つ 

ぎに 石 見の 出 羽 鉄、 これ を 刃に 使い、 南部のへ い 鉄、 

南蛮 鉄な どと いう もの も あるが、 ねばりが 強いので 主 

じはだ 

に 地肌に だけ 用立てる。 

きた 

鍛えに 一 一法 あり。 

古刀 鍛は おろし 鉄の いってん ばりで あつたが、 これ 

はまず 孫 六 あたり を もって 終りと なし、 新刀 鍛 となつ 


かぼく 

て は、 正則の ほかに 大村加 卜 ほか 武蔵 太郎 一派の 真 十 

五 枚 甲 伏と いうの も 出た が、 多く 伝わって いるの は 

卸し 鉄と 新刀ぎ たえの ふたつ だけ だ。 

ほうき  いんが 

さて、 ここに 伯耆の 印賀 鉄が ある。 

これ を 刀剣に 鍛えん とする に は、 まず 備えと て、 炭 

土、 灰 を 用意し、 炭 はよ く 大きさ を そろえて 切り、 粉 

は 取り去る。 

やましろ  いなりやま 

土に も 産地が ある。 山城の 深 草 山、 稲荷山な どの 土 

が 最上。 

灰 は、 藁 を 焼いた もの。 


ちょうれ つ  せいしゃ  はぶたえ 

水 —— 澄 冽 をよ しとす。 清 砂、 羽二重の 類 を もつ 

て濾 すので ある。 

それから。 

はがね  じがね 

へ しと 称し、 平 打ちに かけて 鋼 を 減らし、 刀の 地 鉄 

こしら 

を 捲え る。 水う ち ともいう。 

つぎに、 積み わかし。 

のう えき 

これ は、 ねた 土 を 水で といた 濃 液 を 注ぎ かけて 火床 

に 据え、 ふい ご を 使って 鉄 を 焼く の だ。 小 わかしと い 

うのが それ。 

大 沸かしと は、 鉄の 周囲に 藁灰 を まぶし、 また 火中 

に 入れて 熾 熱する。 


すめば 鍛えで ある。 

三人の 相槌 を もって 火気 を 去り、 打ち返して 肌に 

まさめ  わ 

钲目 をつ け、 ほどよい ころから 沸かし 延べの 手順に か 

かる。 

わかし 延べ は、 束で ある。 

今まで バラ バラの 鋼だった もの を、 これで 一 本の 刀 

姿に まとめ、 素 延べに 移る。 

す の  はがた  かど 

素 延べ は、 地 鉄の むら をな おし、 刃 方の 角 を 平め、 

しのぎ 

鎬 のか ど を 出す。 

やす リ 

火 造り —— せんすき ともい い、 はじめて 鑪を 用い 

かたち 

ていよ いよ 象 をき わめる。 


つぎに。 

反り をつ け、 もっとも 大切な 焼 刃に かかる の だが、 

そり も 焼 刃 も 各 流 相伝に なって いて、 それによ つて 艷 

や 潤いに 大差が 生ずる。 

くろた に 

これに 要する 土 は、 黒 谷の ものが よしと されて いる 

こと、 あまねく 人の 知る ところ だ。 

この 反りと 焼 刃の 工程。 

もとより 刀剣の 胎生に 大切な ところで、 これによ つ 

ぼん どん  じょうず へた 

て 鋭利 凡 鈍 も 別れれば、 また 鍛 家の 上手 下手 もき まろ 

うとい うの だが。 


それよりも いっそう 重大な のが、 次 順の 湯加減、 一 

名 刃渡し である。 

にゅうねんば 

やいば わたし … … 鍛刀 中の 入念 場。 

まず 水槽に 七、 八 分めば かりの 清水 をた たえ、 火床 

に は 烈火 をお こし、 水 は 四季に 応じて その 冷 温 を 加減 

する  これすな わち 湯 かげんの 名 ある ゆえん。 

春、 二月の 野の 水。 

秋、 八月の 野の 水。 

これと同じく する ことが かんじんだ。 そうしてした 

はばき もと  ぼうし  まだら 

くが できれば、 本 鍛冶が、 鎺 元から 鋩 子 さきまで 斑 

なく 真紅に 焼いた 刀身 を、 しずかに 水の なかへ 入れる 


たましい  こ 

の だが、 ここが 魂 の 込め 場所で、 この 時 水ぐ あい 手 

じょ ラ 

かげん 一 つで 刃 味 も 品格 も、 すべて 刀の 上 あが リ不 

あがりが 一 決する の だから 工手 は、 人 を 払って 一 心不 

乱に 神仏 を 念ずる のがつ ねだった。 

こうして、 やいば 渡し も 終われば。 

あらと  なかご 

荒砥 にかけ て 曲り をな おし、 中心に かかって 一 度 

とぎ や  しらと ぎ 

砥屋に 渡し、 白 研まで したの を、 こんど はやす り を 入 

れて 中心 を 作る。 この 中心が できあが つ たうえで さら 

と  まいぎ リ  めぬき 

に 研ぎ をし あげ、 舞 錐で 目 貫 穴 を あけ 銘を 打ち、 のち 

しら ざ や  ほん ざ や 

白 鞘な り 本 鞘な りに 入れて、 ようよう 一 刀 はじめて そ 

の鍛 製の 過程 を 脱する —— の だが！ 


ここに。 

かの 関の 孫 六の 水火 両様の 奥伝と いうの は。 

ひとつ は 火で、 これ は 積み わかしに おける 大 沸かし 

小 わかしの こつ。 

他 は 水で、 それ は 刃 わたしの 際の いささかの 水 工夫 

であった。 

まことに。 

水と 火 を も つ て 鍛えに きたえる 刀 作の 術に あ つて は、 

その 水と 火に 一 家 独特の 精髄 を 遺した 孫六専 案の 秘法 

は、 じつに いくばくの 金 宝 を 積んでも 得難い ものに 相 

違なかった ろう。 


水火の 密施。 

ほかで もない。 

個々 の 鉄 体 を 積み、 一種の 泥水 を かけて 焼く 時の 

ちょ つ とした 心得  小 沸かしの 伝と。 

そのつ ぎに、 鉄の まわりに 藁灰 をつ けて 熱 火に 投ず 

る まぎわの ふい ごの 使い …… 大 沸かしの 仕方。 

これが 孫 六の 体得した 火の 法で。 

水の 法 は。 

こうとう 

すでに 一 本の 形 を そなえた 荒 刀 を、 刃渡し として 水 

中に 沈める ときの、 ほんの ちょっとした 水温と 角度 I 

I に はすぎ ない けれど。 


この 関の 孫 六 水火の 自案。 

口で いい、 耳で 聞いた くらいで ァァ そうかと たやす 

えとく 

く 会得の いく ものなら ば、 なんの 世話 も いらない わけ 

だが、 どうして どうして 孫 六 じしんが 一 生涯 を 苦しみ 

抜いた 末、 やっと 死の 床に 臥す 直前に、 ふとした はず 

みに 心づ いて、 この 刀 道の 悟リを ひらいた という、 い 

わば 天来の 妙法な の だから、 技 ここに 至らん と 希う 者 

は、 身み ずから 孫 六の あえいだ 嶮蛆を 再び 踏み 越す よ 

リ ほかに、 その 秘術 を さとり 知る よすが はない —— こ 

う、 美 濃の 国 は 関の あたりに 散らばる 兼の 字 をいた だ 

く 工人 一家の あいだに、 長年い いった えられて 来て い 


るの だった。 

しからば。 

W さ  .. こしれ，？ 

関 七 流の 長、 孫 六の 把握し 得た 水火 鍛練の 奥義、 か 

れの 死と と もに む ざむ ざ 墓穴 に 埋もれ はてた というの 

であろう か？ 

否！ 

大いに、 否！ 

しゅんし ゆ  ちゅう 

世に 名工 俊 手と 呼ばる る 者、 多く 自己に のみ 忠に 

かたく 

して 頑な なリ といえ ども、 また、 関の 孫 六、 いささか 

その 御 他聞に 洩れなかった とはいえ、 かれ とても 一派 

こころ 

を 樹立した 逸才、 よし 自家 相伝の 意 はな いまでも、 日 


本 刀剣 づ くりの 大道から 観て、 どうして 己が 苦心に な 

る 方策 をお のれの みのもの として 死の 暗界に 抱き 去る 

ぐ ま い 

ような 愚昧 を 犯そう！ 

必ずや、 いずくに か、 いかなる 方法で か、 この 孫 六 

の 水火の 秘技、 今に 伝わって いるに 相違ない …… と は 

誰し もお もうと ころ。 

事実、 そっくり そのまま 残って いるの だ。 

どこに！ 

水火 一 対 —— いま は 所 を 異にして！ 

…… と 語り 終わった 得 印 老人の ことばに、 

「え？ 一 


思わず 急き こんで 闇黒の なかに 乗り出し たの は 弥生。 

「それで は、 ァノ、 その 関の 孫 六の 水火の 法が、 いま 

だに 世に 残されて おります とな —— 」 

「いかにも！」 

見え はしない が 老士、 暗中に 大きく うなずい たらし 

かった。 

「いまわしが お話し 申した とおり、 孫 六 発案の 大 沸か 

し 小 沸かし、 さて は 刃 わたしの 密法、 ともに 合 符の秘 

文と なつ て 現在 この 世に 伝来し おる こと 明白で ござ 

る」 

「まあ！ それほど 大切な 御文 書 どこに あるか は 存じ 


ませね ど、 もはやお 手に入れられ ましたで ござり ま 

しょう」 

と 弥生 は、 瞬間のお どろき から 立ちなお ると、 や は 

りすぐ と 地の 女性に 返る のだった。 

「あ ッはッ ハツ ハ！ いや •：•： 」 

急に 大きく 笑い出した 得 印 兼 光 は、 突如、 顔 をつ き 

出して 低声に なりながら、 

ひもん じょう 

「されば、 その 水火 秘文 状の 所在で ござる が」 

「は。 その ありか は …… ？」 

「ただいま も 申す とおり、 合符 になって おる」 

「合 符？」 


「さよう、 割 文 じ や。 一あって 一の 用 をな さず、 二に 

て 初めて 一 の 文 言 を 綴る —— つまり 水の 条と 火の 件 

りと 二 枚の 紙に 別れて おる のじ やが、 それが じ や、 紙 

は 二 枚に なって おっても、 文句 は 両方に つづいて いる。 

すなわち、 同時に 二 枚 紙 を 継いで 判読 せんこと に は、 

そのうち いずれの 一枚 を 手に したと て、 とうてい 水火 

たんじ ゆつ  えとく 

の 鍛術 を 満足に 会得す る わけに は 参らぬ 仕組みに 

な つ てお る」 

弥生 は、 しずかに 首 を ひねった。 

「  と 申します ると ヮ-」 

「おわかり にならぬ かな。 いや、 泰平の 世に 生まれた 


お 若い 方、 ことに は 女子 …… 」 

「ァ レ！」 

「おお！ ナニ、 はは は、 誰も 立ち 聞く 者 は ござる ま 

い …… とにかく、 御身の 存じ よらぬ はもつ とも じ やが、 

戦国の ころに は 何人も 心得お つ た 密書の 書き方で のう、 

敵陣 を 横ぎ つて 遠地に 使者 をつ かわす 場合に なぞ、 必 

ひ つ しき 

ず この 筆 式 を 用いた もの。 それ は —— 」 

といい かけて、 得 印老士 は、 指で 畳に 字 を 書き出し 

たと みえる。 声と ともに かすかな 擦 音が 弥生の 耳へ 伝 

わるの だった。 

闇黒の 部屋。 


ふたり はいつ しか そのまん なかに、 ヒタと 真近く む 

きあつて いた。 

明日 は 雨で がな あろう …… 春の 夜の 重い 空気が なま 

あつたかく 湿って、 庭 ごしに 見える 子 恋の 森の いただ 

きに は、 月 も 星 も ひかり を 投げて いなかった。 

沈黙 —— を 破 つた 得 印 兼 光の ことば。 

それによ ると。 

合符 …… 割 文と いうの は。 

一枚の 小さな 紙に、 ひとつの 文句 を はじめから 書い 

ぎょうかん 

ていき、 他の 文句 をし まいから 逆に 行間に 埋めて 両 

ま 

文相 俟っ て 始めて 一 貫した 意味 を 持つ ている もの を、 


その 紙片の 中央から、 ふたつに 破いて おのおの 別々 に 

携帯せ しめて 敵地 を 通過させる 戦陣 音信の 一 法で あつ 

た。 

力く す 木ば 

たとえ 一 一人の 使いのう ち ひとりが 敵の 手中にお ちて 

書状の 一 片を 取り あげられた ところで、 敵 は、 もう 一 

つの 半 片をも 得ない 限り、 そこに なんら 貫徹した 文章 

を 読む ことができず、 一 一人 を 離して 派遣し さえ すれば 

この 合符割 文の 文づ かいは、 当時まず 安全に 近い 通信 

法と なって いた。 

これに 思いついた のであろう、 関の 孫 六が、 その 水 


火 鍛練の 秘訣 を 後人に 遺した 文 状 は、 すなわち この 合 

符 わり 文の 一 書 一 一分に なって いたの だ。 

かれ 孫 六 …… 。 

死 床に あってす でに 天命の 近き を 知る や、 人 を 遠 ざ 

けた 病室に ひとり 粛然と 端座して しずかに 筆紙 をと り、 

ほそ 長い 一 片の 紙に 針の 先の ごとき 細字 を もって —— 0 

力ん  そうろう 

一 、 水 はやい ば わたしが 肝 じんに て 候 。 

そ は、 熱 刀 を 水中に 入る るに 当たり —— 0 

うんぬんと 書き つらね、 同時に、 おなじ 紙の 末尾よ 

り 文 を 起こし、 最初の 文字の 行と 行の あいだへ、 左 か 

ら 右へ 読まして …… 。 


一、 火は大 わかし 小 わかしの ことにて 候。 

そ は、 はじめに 地 鉄 を 積む とき —— 0 

きょうし 

と、 ここに、 この 一 狭 紙に、 水火 両様の 奥伝 をした 

ためて、 のち 此紙を 真ん中から 二つに 裂き、 水の 条か 

ら はじまる 最初の 一片と、 火の くだり を 説いて ある 後 

半の 別紙と、 おのおの 別に 切り離して 世に 残す ことに 

したの だった。 

そのと き 孫 六。 

やまい を 得る まえに 最近 仕上げた 陣太 刀 づくリ の 大 

まり 

小 を 手に とり 赤銅に むら 雲の 彫 をした 刀の 柄 を はずし 

なかご  かみつ 

て、 その 中心に 後半の 火 密を卷 きこめ、 おなじく 上り 


竜 を ほった 脇差の つかの 中に 前 片水秘 の 部 を 締め 隠し 

たので ある。 

名匠の 熱 執 を ひとつに こめた 水火 秘文 状。 

離るべからざる を 二 つに 断った 水秘と 火密。 

水 は 低き に 就き、 火 は 高き に 昇る。 

少 え こ。 

水 は 竜、 火 は 雲で ある。 

それ か あらぬ か。 

関の 孫 六 水火の 合符、 乾 雲 丸は大 沸かし 小 沸かしの 

火 策 をのみ、 わきざし 坤竜 はやい ば 渡しの 水 術 を 宿 


して、 雲 竜 二 剣、 ここにい よいよ 別れる ことので きな 

い 宿業の 鉄鎖 を も つ て つながれる 運命と はなった の 

だった。 

一あって 用 をな さず、 二 合して はじめて ー秘符 とな 

る 古文書 を、 中央から やぶいて ニ片ー 番 とした さえ あ 

るに、 しかも、 その 両片の 一字 一語に 老ェ 瀕死の 血 滴 

しげい ろうく 

が 通い、 全文 を ひとつに 貫い て 至芸 労苦の 結晶が 脈 々 

として 生きて 流れて いるので ある。 

たださえ！ 

同 装 一 腰、 雲と 竜に 分かれて 離れられない 乾 雲坤竜 

だ。 


それが この、 死に 臨む 刀 霊の 手に 成った 水火の 秘文 

合符を それぞれに 蔵して いると は！ 

むべ なる かな！ 

乾坤 …… 天地の あらんかぎり、 火の 乾 雲 丸、 水の 坤 

竜 丸、 雲 は 竜 を 呼び、 竜 は 雲 を 望んで、 相 慕い 互いに 

ひきあう さだめに おかれて いるの だった。 

とう えんでんき 

ふたたび 思い起こす 刀 縁 伝奇。 

一 一つの 刀が 同じ 場所に おさまつ ている あいだ は 無事 

だが、 一朝 乾坤 二 刀、 そのと ころ を 異にする が 早い か、 

ふた つど もえ 

たちまち 雲 竜 双 巴、 相応 じ 対 動して、 血 は 流れ 肉 は 

飛び、 波瀾万丈、 おそろしい 現世の 地獄、 つるぎの 渦 


を 捲き 起こさずに はおかない という。 

それが 事実で ある こと は、 誰よりも 弥生が、 眼の あ 

ちし つ 

たりに 見て 知悉して いるの だった が、 この 夜泣きの 刀 

のい われに は、 単に 雲 竜 相 引の 因果の ほかに、 底に じ 

つに、 こうして 秘文 合符の 故実が ひそんで いたので あ 

る。 

わかれて いて 二 刃、 同じ 深夜に 相手 を 求めて シ クシ 

クと哭 き 出す というが、 それ は、 割 文と なって 仲 を 裂 

かれて いる 水火の 秘 文が、 各自 その 柄の なかから 悲声 

をし ぼる のか も 知れなかった。 

死の まぎわまで 鍛 刀の 思い を 断たない 関の 孫 六の 血 


肉が 働いて いるの だ。 あり 得ない ことと 誰が いい 得よ 

う！ 

こうして  0 

乾雲坤 竜の 大小、 おのおの その 柄の 底に 水火 文 状 

の 合符を 秘めた まま、 星う っリ物 かわる うちに、 幾 代 

か 所有 主 を かえ、 何人もの 手 を 経た のちに、 いつの 世 

からか 神変 夢想 流 剣道 の 指南、 祖家 の 小 野 塚 家 の 伝 宝 

となって、 先主 鉄 斎の 代に およんで 江戸 あけぼのの 里 

なる 道場に 安蔵され、 年 一度の 大 試合に のみ、 賞と し 

て 一 時の 佩 腰 を 許されて いたのが。 

しかるに。 


よこれんぼ 

この 夜泣きの 刀に、 あらぬ 横恋慕 を 寄せた のが、 名 

だた る 蒐刀家 の 相馬大 膳亮。 

そして、 その 命 を 奉じて、 今 江戸お もてに 砂塵 を ま 

きたてて いるの が、 独眼 隻 腕の 剣 妖丹下 左 膳 …… それ 

に対する 誠訪栄 三郎。 

ひっかい 

乾 雲 丸と ともに、 火 使の 心得 は 左 膳の 手に。 

坤竜 丸と ともに、 水ぐ あいの 説 は 栄三郎 の 腰に。 

合符、 剣に したがって いまだに 別 在して いると ころ 

に、 地下の 孫 六の たましい は 休まる 暇と てもなく、 そ 

さんぷう せいう  かたち 

れが 地表に あらわれ てこの あらゆる 惨 風 凄 雨の 象 を 

採って いるので あろう …… 。 


だが、 しかし！ 

孫 六が 刀 装 を ほどこして 以来、 まだ 一 たび もよ そお 

い を 変えた ことがない らしく、 今に 陣 太刀 づ くりの ま 

まの 二 剣で ある。 一刻も早く 両刀 を 一手にお さめて 柄 

を 脱け たなら ば、 必ずや、 犬の 乾 雲から は、 割り 文の 

後片火 説の 紙が 生まれ、 小の 坤竜 は、 前半 水 法の くだ 

り を 吐き出す に 相違ない。 

当時 孫 六 は、 幅 一寸、 長さ 尺 余の 紙 きれに、 微細 蚊 

の あしの ごとき 文字 を もって、 巻き紙の ように 横に、 

左右 両方から 水火の 秘文を 一 行お きに 書きう ずめ、 こ 

れを中 裂し、 一片 を 一刀に、 めいめい 中心の 上へ しか 


と 捲き しめて、 また その上から 赤銅の 柄 を はめ 返した 

ものだった。 

と、 同時に。 

かれは、 万一の 散逸 を おもんぱかっての 用意 を も 忘 

れ なかった。 

べつに、 一書 を 草して 水火 刀 封の 旨 を 記載し、 彼 は 

それ を、 日ごろ 愛用の やすり 箱へ しまいこんで、 はじ 

めて 安堵して 永久の 眠りに ついた のだった が —— 。 

その 心算 は。 

おのが 子孫が 何人に まれ、 およそ 後人に 刀剣 鍛練に 

やすり 

志して 達成 を 望む 者、 もし この 孫 六の 鱸 を 手がける 


きょう  ししょ 

境まで すすんだならば 彼 こそ は その 箱の 中の 指 書 を 

見て、 ひいては それより、 二 刀の 柄から 水火 秘文状 を 

じしょう 

掘り出しても 差支えの ない 人物で ある こと を自 証す る 

もの だ。 

こういう 腹だった のが、 爾後 幾 星霜、 関 七 流の 末に 

人 多し といえ ども、 いまだ 孫 六の やすりに 手が 届いて 

とうせん 

別 書 を 発見した もの はなく、 従って 水火 合符刀 潜の 儀、 

夢 にも 知れずに すぎ て 来た ので ある。 

それでも、 うすうすながら 関の 開祖 孫 六に、 水 あげ 

火 あげの 独自の 両 秘術が あったらし いこと だけ は、 ふ 


るい 昔の 語りぐ さの ように、 美 濃 国に いる 刀鍛冶の あ 

いだにい いった えられて きたけれ ど、 誰も、 孫 六の 専 

やす リ 

用した 古式の 鑪 を 使いこなす 域にまで 到達した もの 

がなかった ために、 やすりの 箱 は 埃 を かぶった まま 長 

く 開かれず ついに 彼の 死後 こんにち にいた るまで、 水 

火の 奥 ゆるしが 割符と な つ て 夜泣きの 大小の 中心に 巻 

き 納めて あると いう こと を 認めた、 やすり 箱の 中の 孫 

ベ つ さつ しんぴつ 

六の 別 札 真筆 も、 とうとう 見出される 機と てもなく、 

きほう 

古今の 貴 法のう えに、 春秋いた ずらに 流れ 去って きた 

のだった が！ 

さて は、 あったら 名人の こころづかい も 空に帰して、 


水火 秘 文の 合 符、 むなしく 刀 柄 裏に 朽ち果てる …… の 

ゝ o 

力 

と、 見えた とき。 

ぎ じゅくた つ 

半生 を鍛 剣の わざに 精進して、 技 熟達、 とうとう 孫 

やすり  せき 

六 遺愛の 鑪 を 手がけよ うとして 箱 を ひらいた のが 関 

正統の 得 印 家に 生まれて、 何 世 かの 兼 光 を 名乗る、 こ 

の 子 恋の 森 陰 一軒家の あるじ、 火事 装束 五 梃 駕籠の 首 

領 の老士 であった。 

まつ いん 

この 得 印 兼 光 は、 じつに 孫 六の 末 胤だった ので ある。 

—— と、 ここに はじめて 素姓 を あかし、 名乗り を あ 

げた 得 印 老人の まえに、 闇黒の 部屋に 坐して 弥生 は 思 


わず 襟 をた だした のだった。 

「何 ごとに まれ、 芸道の 苦心 は 尊い ものと 聞きお よび 

まする。 夜泣きの 刀が、 さような 大切な 文 を 宿し その 

いん， 3 ん 

ように 因縁に つながって おろうと は、 父 も わたくし も、 

いや、 小 野 塚 家 代々 の ものが すこしも 存じ 寄り ませぬ 

ところで ござりましたろう。 いかさま、 雲と 竜の ふた 

つの 刀、 それで は 切っても 切れぬ はずに ござります る。 

よく わかりました。 それで はわた くし も、 微小ながら 

今後い つそう 力 をつ くして、 かの 二 剣 を ひとつに、 必 

ず 近くお 手 もと へ お返し 申す で ござりましょう」 

「いや！ いや！」 


滅相 もない！ といった ふうに 兼 光 は あわてて 手で 

も 振り立て たもの らしい。 暗い 空気が 揺れう ごいて、 

弥生の 顔 を あおった。 

「いや！ たとえ わたしの 先祖が 鍛 つたと ころで、 い 

ま は、 刀 はあくまで も 小 野 塚 家の もの、 わし とても そ 

れに、 指 一本 触れようと は 思い 申さぬ。 が、 ただ、 そ 

なか  ひもん じょう 

の 乾坤 一 一刀の 柄の 内部に 秘めら るる 孫 六 水火の 秘文状 

それだけ …… それだけ は、 所望で ござる！ この 老骨 

の 命 を 賭しても！」 

「ごもっとも！ 伊織、 心得まして ござり まする」 

と 弥生 は、 話が 固くなる につれ て、 またもや 本性の 


女らし さが 徐々 に 消えて、 この 日ごろ 慣れて いる 男の 

口調に 返る のだった。 

関の 孫 六の 後裔、 得 印 老士兼 光の 低声が、 羽虫の 音 

のように つづ いて ゆく。 

「当今、 新刀の 振るわな いこと はどう じ や？」 

いきなり、 老人 はこう 吐き出す ようにい つて、 眉 を 

あげた。 

「御 治世の しるし 津々 浦々 にまでい きわたって、 世 は 

日に 月に 進みつつ あると いうが、 刀鍛冶 だけ は 昔の 名 

わざもの 

作に くらぶべ くもない。 本朝の 誇りた る 業物う ちの 技 

ちょうらく きざし 

能、 ここに 凋落の 兆 ありと いっても 過言で は ある ま 


い。 なんとかせ ねばならぬ！ 古法の 秘を 探り 求める 

ふん こ つ さいしん 

か、 みずから 粉骨砕身して 新道 をき リ ひらく かせぬ こ 

とに は、 鍛 刀の わざ もこれ までで ある  こう 思って 

ひさい 

わし は 寝る 眼 も 休まず 勤労して 来た もの だが、 菲才 は 

いかにしても 菲才で、 恥ずかしながら いまだ 一 風 を 作 

すと ころまで 到らぬ うちに、 それでも、 どうやらこう 

やら 祖師 孫 六の やすり を 使い 得る ようになって、 一日 

やす リ 

この 老いの 胸に ときめく 血潮 をお さえて、 ついに 鑪 

箱の ほこり 払った とお ぼしめ され」 

「は …… ？」 

「と、 出て 来たの じ や！ 出て 来たの じ や！ 乾坤 二 


刀に 水火の 秘訣が 合符 となって 別べ つに 封 じこめ て あ 

ると いう、 まごう 方な き 孫 六 直筆の 一書が 現れた の 

じ や！ 弥生 どの、 そのと きの わしの 悦びと 驚き は、 

ただもう お 察し ありたい」 

「  」 

「以後の こと は 申す まで も ござるまい。 弟子 ども を 八 

方に 走らせて 探らせる と、 いま その 大小 は、 ソレ、 そ 

こもとの 父御、 江戸 根津 あけぼのの 里なる 小 野 塚 家に 

さ ゅラ. *.J よ 

あると 聞きお よび、 急遽、 四 人の 高弟 をした がえ、 平 

鍛冶 中より 筋骨の すぐれし 者 をえ らんで 駕籠 屋に仕 立 

て、 ただちに 江戸お もてへ 馳せ つけ 参った ので ござる 


が、 その 時 はすで に 御存じの とおり、 かの 丹 下め の 無 

法に より 二 剣と ころ を 異にして、 刀が 血 を 欲する のか 

内部なる 水火が 暴風雨 を 生ぜぬ に はおかぬ のか —— と 

まれ、 かかる 騒動の 真つ ただなかへ、 われら、 美 濃 国 

関の 里よりの りこみ 来たった わけで ござる。 その後、 

そこ もとと こうして 起居 をお なじう する ことに 相 成つ 

たの も、 奇縁と 申せば 奇縁 じ やが、 これ も 水火の 霊、 

すなわち 祖孫 六の 手引きで あろうと、 わし は、 ゆめお 

ろ そかに は 思い ませぬ」 

老人が ポッリ と 口 をつ ぐむ と …… 沈み ゆく 夜気が 今 

さらの ごとく 身にしみる。 


かくして。 

なぞ 

謎の 老士得 印 兼 光 は、 夜泣きの 刀の 作者 関 孫 六の 子 

孫だった ことが わかり、 部下の、 同じ 火事 装束の 四 人 

は その 弟子、 六尺 ぢ かい 大男 ぞろ いの 駕籠 かき も、 重 

い 鉄槌 を ふるう 平 鍛冶の やから なれば こそ、 これ も 道 

理 とうなず けて、 弥生 は、 こころからなる 信頼の ほほ 

しどう 

えみ を 禁じ 得なかった と 同時に、 斯道に 対する 老人の 

熱意の まえに は、 さすが は 名工 孫 六の 末よ と、 おのず 

から 頭の さがる の を おぼえる のだった。 

もう 夜 は 五 刻に なんなん として、 あるかな しの 夜 映 


を 受けて、 庭に 草の葉の 光る のが 見える。 

会話が とぎれる と、 人家の ない この 青山 長者 ケ 丸の 

あたり は、 離れ 小島の ような さびし さに とざされて、 

あぶらげ 寺の 悪僧た ちであろう、 子 恋の 森 をへ だてた 

くろ 

田の 畔を、 何か大 ごえに どな リ かわして ゆく のが 聞 こ 

え る 

犬が 吠えて、 そして やんだ。 

春の 宵 は、 人に もの を 思わせる。 

得 印 老人の 物語が、 感じ やすい 弥生の こころ を さ 

ら つて、 遠く 戦国の むかしに つれ 返って いるの だった。 

近くの 闇黒に、 弥生 は 見た —— ような 気がした ので 


ある。 

古い 絵の なかの 人の ような よそおい をした 刀鍛冶の 

孫 六が、 美 濃の 国、 関の 在所に あって 専心 雲 竜の 二 刀 

つち 

を 極う つと ころ を！ 

ふい ごが 鳴る。 火が うなる。 赤熱の 鉄 砂が 蛍の よ 

うに 飛び散る と、 荘厳 神の ごとき 面 もちの 孫 六が、 延 

ベ 鉄 を 眼前に かざして 刃 筋 を にらむ …… 。 

さんまい ふわく 

それ は 真に、 たましい を 削る ような 三昧 不惑の 場面 

であった。 

と 見る まに。 

その 幻影 は搔き 消えて、 そこに、 弥生の 眼に は、 ま 


た ほかの まぼろしが 浮かぶ ともなく 描かれて いるの 

だった。 

死に 近い 孫 六で ある。 

かれは、 書いて いる。 ほそ 長い 紙 きれに、 おどろく 

べき 細字 を もって、 しきりに 筆 を 走らせて いるの だが、 

その 字の 色 はう す 赤かった。 血の ように 赤く、 また 汗 

の ごとくに 水つ ぼい の だ。 

それ も その はず！ 

彼 は、 みずからの 血に おのが 汗 をし ぼり こんで、 こ 

ひもん  のこ 

の 水火の 秘文 をした ため 遺して いるので はない か！ 

そのうちに、 書き終 わった 孫 六 は 秘文を 中断して 割 


文と なし、 ふるえる 手で、 乾坤 二 刃の みに それぞれに 

ま  そうびょう 

捲き しめてい る …… が、 ここまで 自分の 想 描 を 追つ 

て 来たと き、 弥生 は ハツ！ として 〔# 「ハツ！ とし 

て」 は 底本で は 「ハツ！ として 匕 眼 を まえの 得 印 老士の 

ほうへ 返した。 

死につつ ある 孫 六の 顔が、 兼 光の ように 見えて 来、 

ま. う-. 5- 

再び それが、 亡父 鉄 斎の おもかげに 変わり だした よう 

な 気がした からだ。 

「弥生 どの！」 

りんと した 得 印 兼 光の 声が、 鋭く 弥生 を 呼んで いる 

のだった。 


これで 弥生、 暗中の 醒夢を ふるいおとして いずまい 

をな おした。 

「かかる 次第 じ やによ つて、 わし はいかに もして、 一 

時 かの 二 剣 を 手に せねば ならぬ のじ や。 ナニ、 ちょつ 

とでよ い。 ほんの 一刻、 ふたつの 柄 を はずして 秘文を 

取り出し さえ すれば あとの 刀に は、 わし は なんらの 未 

練 も 執着 も 持ち 申さぬ。 当然、 正当の 所有 主たる そこ 

もと へ 即時 返上つ かまつ るで ござろう」 

「は。 そのお 言葉 を 頼みに、 わたくし も 豆太郎 も、 せ 

ぃぜ い 働きます で > ざり まする。 では そのような こと 


に  何 は ともあれ、 二 剣 ひとまず 御 老人のお 手 もと 

へ！ ハツ 心得ました」 

老士 はた だ、 会心の 笑み を 洩らした だけら しい。 こ 

たえはなかった。 

，、ゝ 

力！ 

雲 竜 奪取 もさる ことながら …… 。 

弥生の こころ は、 いつしか 先夜、 豆太郎 とともに 深 

川のお 山 びら きに 左 膳 月輪 を 襲った 時に、 瓦 町から つ 

けて いった 栄三郎 の 姿。 さて は、 夕 ぐれ 彼の 帰リ 来る 

折りの 風流べ に 絵 売りの いでた ち —— そ れらの 思い出 

を 悲しく 蔵して 浮きた たな か つ た。 


扮装は 男で も、 名 は 若侍で も、 弥生 はや はり 弥生、 

成らぬ 哀慕に 人知れず 泣く あけぼの 小町の なみだ は 今 

もむ かし も かわりなく 至純であった。 

と、 そこ へ。 

きて い 

おなじ 夜に、 旗亭の 二階に 障子 を あけて 現われた お 

艷の 芸者 すがたが 眼に うかぶ。 

か ぎ 

自分に 義理 を 立てて、 さて は あの 女 は歌妓 とまで 身 

をお としたの か …… すまぬ！ 

ひとりご 

こう 弥生が、 あやうく  口に 出して 独語とう としたと 

さ、 

「オヤ オヤ！ これ あ 驚き ましたな。 ばかに 暗い じ や 


ありま せんか」 

豆太郎 が、 あんどんに 灯 を 入れて 来た。 

そうろう 

候 かしく 

四月。 

ころもがえ。 

卯の花く たしの 雨。 

きょう も 朝から、 簀 のよう な 銀糸が いちめんに 煙つ 

かき いばら 

て、 籬の 茨の 花 も、 ふつ くらと 匂い かけて いる。 

屋敷 横、 法 恩 寺の 川 はいつ ぱいの 増水で 水泡 をう か 


ベ た 濁流が 岸の よもぎ を 洗つ て、 とうとうと 流れ 紅緖 

の 下駄が 片 つぼ、 浮きつ 沈みつ して ゆく のが 見える。 

えの き 

土手に つづく 稷 の樹。 

早い 青葉 若葉が 濡れさが つて ところどころ 陽に 七色 

に 光って いた。 

あかるい 真昼の 小雨 だ。 

み の 

はるか 裏に ひろがる たんぼの なか を、 大きな 蓑 を 着 

た 百姓が、 何 かの 苗 を 山と つんだ 田 舟を曳 いて ゆく の 

が、 うごきが 遅い ので、 どうか するとと まってい るよ 

うで、 ちょうど 案山子の ように 眺められる のだった。 

潮干狩の うわさ も 過ぎて、 やがて は 初夏のに おい も 


近い。 

遠くの 野に 帯の ような 黄色な 一 すじが、 雨に 洗われ 

て 鮮やかに 見える の は、 菜の 花であろう ：•：• 。 

うじ つしょう け い 

雨 日 小景。 

左 膳 は、 その 一 眼に これらの 風情 を ぼんやりと 映し 

て、 さっきから 本 所 化物 やしき 庭 内、 離 室の 縁ば しら 

に 背 を もたせた まま、 まるで 作りつ けたよう に 動かず 

にいる の だ。 

人 なみはずれて 身長の 高い 左 膳 は、 こうして 縁側に 

立てば、 破れ 塀の あたま ごしに、 そと 一 円 を 見 はるか 

す ことができた けれど、 それにしても 剣怪左 膳、 どう 


してこう おとなしく、 絹 雨に けぶ るけ しきな ど を、 い 

つまで も 見惚れて いるので あろう。 

彼らし くもない。 

…… といえば いえる ものの、 じつは 左 膳、 これで も 

胸中に は、 例によって 烈々 たる 闘志 を 燃やし、 今や こ 

けんどじゅうらい 

ころしず かに、 捲土重来、 いかにもして 栄三郎 の坤竜 

を 奪取す ベ き 方策 を 思いめ ぐらして いると ころな の だ 

ながい 痩身、 独眼 刀痕の 顔。 

空 の 右 袖をブ ラ ブラ させて、 左し かない 片手に 柱 を 

なで 立つ と、 雨に 濡れた 風が サッと 吹き こんで きて、 

裾の 女 ものの 下着 をな ぶる。 


鋭い 隻眼が 雨中の 戸外に 走って いるう ちに、 しだい 

に 左 膳の 頰は 皮肉 自嘲の 笑みに くずれて 来て、 突然 か 

かんば 

れは、 いななく 悍馬の ごとく ふり 仰いで 哄笑した。 

「あつ はは はッ は！  土 生 仙 之 助 は 殺ら れ たし、 月輪 

も、 先夜 は 岡 崎 藤 堂ら 数士を 失い、 残る ところ は 軍 之 

助 殿、 各務 氏、 山 東、 轟の 四 人の みか II ナァ 二、 武 

者 人形の 虫 ぼし じゃァ あるめえ し、 頭かず の 多い ばか 

リが能 じ やねえ。 しかし、 源の 字 は 当てに ならず、 お 

れ とともに たった 五名の 同勢 か。 ゥム！ それ も か 

えって おもしろかろう！ おれに は コレ、 まだ 乾 雲と 

いう 大の 味方が あるから な …… 」 


ひとり 述懐 を 洩らしつつ 左 膳、 みずから を 励ます も 

のの ごとく、 タツ！ と陣 太刀 赤銅の 柄 をた たいた と 

さ、 

おもや 

「チ エツ！ よく あきずに 降 リゃァ がる！」 母屋から 

傘 もな しに、 はんてん をスッ ポリ かぶって、 ころがる 

ようにと びこんで 来たの は、 ひさしぶりに つづみの 与 

吉だ。 

降り こめられて、 しょうこと なしに 離 室 いっぱいに 

雑魚寝し ている 月輪の 残党 四 人 を のぞきながら、 

「ヒ ャッ！ 河岸に まぐろが 着いた ところで すね」 

と 相変わらず、 江戸ぶ りに 口の 多い 与の 公、 はじめ 


て 気が ついた ように 左 膳に 挨拶して、 

「お！ 殿様、 そこにお いででした か、 注進 注進」 

「なんだ？」 

「なんだ、 は 心細い！ いやに 落ち着いて いらっしゃ 

いますね …… ハテ どうかな さいました か。 お 顔の いろ 

がよくない ようです が  」 

「何 をい ゃァ がる！」 左 膳 は 相手に しない。 「てめ え 

も あんまり 面の 色の いい ほうじ ゃァ あるめえ。 儲けば 

なし もない と 見えるな」 

「ところが 殿様！ 丹 下の 殿様！ へへ へへ へ、 ちょ 

いと …… 」 


「何？」 

「ちょいと お 耳 を 拝借」 

苦笑と ともに 左 膳、 腰 を かがめて 与吉の 口に 暫時、 

耳 を つけて いたが、 やがて 何 > J とか 与吉 の Y J とばが 終 

わると、 ニッと 白い 歯 を 見せて ほく そえんだ のだった _ 

「そり ゃァ 与の 公、 てめ え、 ほんとうだろう ナ」 

「冗談 じゃァ ない。 何し にう そ をい うもんで すか」 

与の 公 はいきお いこんだ。 

おも- P 

「ほんと、 ほんと、 あのお 艷 …… 、 母屋の 殿様が ゾッ 

あま 

コ ン うちこんで いなさる 女つ こが、 深 川で 芸者に 出て 

いるて ェ こた あ、 誰が なんとい おうと、 お 天道 さまと 


この 与吉が 見と おしなんで —— へえ、 正真正銘 ほんと 

の はなしで ございます」 

「そうか」 

と 一 言、 左 膳 は なぜか ニヤ リと 笑った が、 

「ふうむ。 そり ゃァ まあそう かも 知れね えが、 なん 

てめ え 

だって 手前 は、 そいつ を 肝心の 源 十郎へ 持って いかね 

えで、 そう やって おれに 報ら せ るんだ？ ぉ艷 のい ど 

ころなん ぞ 買わせよ うたって、 おれ ァ 一文 も 払 やしね 

えぞ」 

みそこな 

「殿様 ッ！ 失礼ながら 駒 形の 与吉を 見損いました ネ。 

こんな こと を、 筋の 違う あんたん とこへ 持ち こんで、 


それで いくらかに しょうなんて、 そんな ケチな 料簡の 

与吉 じゃァ ございません」 

「大きく 出た な」 

「しかし、 です ね。 鈴 川 様 はい まピ ィピィ 火の車 …… 」 

「いつもの ことで はない か」 

「それが 殊に ひど いんで、 とても 知らせて やった とこ 

ろで 一文に もな りません から、 そこで こちら 様へ ただ 

ちに 申し あげ るんで ございま すが、 ねえ 丹 下様、 この 

女の 所在と とっか えつこに、 ひとつ 鈴 川 さまに 働かせ 

てみ ちゃ ァ どうで ございます」 

「ヽヽ ヽヽ、 SIL  、、 こ ミ 一 

一 ノ  ノノノ すた < ？」 


「な あに、 罪な ことがある もんです か。 こないだの 晚 

だって、 先に いっしょに 瓦 町へ 物見に 行った ときなん 

ざァ、 ボウツと 気が 抜けた ように、 ぉ艷 のことば かり 

口走って 歩いて いたくら いです から、 そのお 艷の居 場 

所が わかった、 ついては、 なんとかして 栄三郎 から 刀 

を 奪って くれば、 すぐに も そこ を 教えよう  こう 

いって やり ゃァ、 今 はお 艷 のこと でフ ャフャ になって 

いますが、 あれで も 鈴 川 様 は 去 水流の 名人です から、 

ぉ艷 ほし さの 一 念から きっと 栄三郎 を 手がけて 坤竜を 

せしめて 参ります よ。 あっし ァ こいつ ァ 案外う まくい 

くこと と 思います が、 丹 下様、 いかがで？」 


「ゥ ム、 そうだな、 折角の 援軍 もい ま は 四 人に 減って、 

おまけに 栄三郎 には泰 軒、 そこへ もってき て 五 梃 駕籠 

の ほかに、 かの 手裏剣 づ かいの 人 猿 も 現れ、 おれ 達に 

とって は 多難な とき だ。 こり ゃァ 一番、 てめ えの いう 

とおり、 お 艷を囵 りに、 源 十 を そそのかして、 コッソ 

リ瓦 町へ 放して やる としょう か」 

はなれの 縁で 左 膳と 与 吉が額 部 をよ せて、 こう ヒソ 

ヒソ ささやき あ つ ている 時に！ 

折り も 折り。 

庭 をへ だてた 化物 屋敷のお もや 鈴 川 源 十郎の 居間で 

ま。 


ぴったりと 障子 を 閉めき つて、 あるじの 源十郎 とひ 

としま 

とりの 年増 女が、 これ も 何やら 声を忍ばせて、 しきり 

に 話し こんでいる 最中。 

としま 

年増 …… と は 誰？ 

と 見れば。 

めずらし くも、 櫛 まきお 藤で ある。 

「だから さ、 お 殿様、 じれ ッ たいね え。 何も クサ クサ 

考える こと はない じゃありません か」 

今まで どこに もぐって いたの か、 眼に ついて やつれ 

て、 そのかわり、 散り かねる 夕 ざ くらの 凄 美 を 増した 

櫛 まきの 姐御、 ぼつと 頰の あからんで いるのに 気がつ 


けば、 ふたりの あいだに のみ 干された 茶碗 酒が ふたつ。 

じまんの 洗い髪 —— つげの 横ぐ し。 

で ん. W うまに こ 

大きな 眼 を 据え 顔 を 傾けて、 早口の 伝法肌、 膝 をく 

ずした 姿 も 色めき、 男 を 男と 思わぬ ところ、 例に よつ 

て 姐御 一 流の 鉄火な 調子 …… 。 

「そり ゃァ あたし もネ、 なんて 頼み 甲斐の ない お 人 だ 

ろうと、 いまから 思えば 冷汗 ものです けど、 一 時 は 殿 

様 をお 恨み 申した こと もあります のさ。 でもね、 すぎ 

た こと はすぎ たこと。 さらり と 水に 流して しまえば、 

そこ は 江戸 ツ子 同士の わかり も 早く、 ホ ホホ、 こうし 

てあつ かまし く 遊びに まいり ましたよ」 


「よく 来た」 

ぼつり いって、 源 十 は 冷， 〔# 「冷酒」 は 底本で は 「冷 

ひや 

酒 匕 を 満たして やる。 

だるい 静けさ。 

さっき 源 十郎が ひとりで、 先日 手切れの 五 十両 を 

持って 出て いつ たきり 今に 帰らない おさよ のこと を、 

さまざまに 思いめ ぐらして 憤怒 をお さえて いると ころ 

へ、 チョロ チョロと 裏庭 づ たい、 案内 も 乞わずに 水ぐ 

ちから あがりこんで 来たの が、 この 絶えて ひさしい 櫛 

まきお 藤であった から、 うらまれる 覚えの ある 源十郎 

すくなからず 不気味に 思いながら も、 あんまり 嫌な 顔 


もで きず、 あり 合わせの 酒 をす すめながら 相手に なつ 

ている と。 

お 藤 はすぐ、 おのが 恋仇 敵 ともいうべき 左 膳の 思い 

もの  はなし 

女 弥生の こと を、 われから 話題に 持ち出した のだった。 

弥生の その後 —— それ をお 藤 は 源 十郎に 語る。 

そして …… 。 

お 藤 は、 こういう のだった。 

弥生が いま、 男装して 小 野 塚 伊織と 名乗り、 青山 長 

者ケ 丸なる 子 恋の 森の 片 ほとり、 火事 装束 五人組の 隠 

れ 家に ひそんで いる こと を、 たしかに さる 筋より つき 

とめた —— と。 


お 藤が ここにい うさる 確かな筋と は？ 

それ は、 ほかで もない。 

彼女 じしんの うちに いつしか 発達した 探索の 技能に 

よって、 最近 じぶんで 嗅ぎ出した だけの ことで ある。 

みずから つけまわして 探り当て たの だから、 なるほど 

これ 以上 確かな筋 も あるまい が …… 。 

いったい このお 藤。 

おか ぴき 

ながらく 岡つ 引 その他の 御用の 者 をむ こうに まわし 

て 昼夜 逃げ隠れ ている うちに、 対抗の 必要 上、 いつの 

おか ぴき 

まに か蚯け 出しの 岡つ 引なん か 足 もと へ も 寄れない ほ 

どに 眼が きき 出して、 ことに 人の 行方 なぞたい がいの 


場合、 お 藤 姐御の 智恵 さえ 借りれば、 即座に かたのつ 

くこと が 多かった。 

でん 

こんど も その 伝。 

じど 1 つ 

かの 第 六 天篠塚 稲荷の 地 洞に 左 膳と ともに 一 夜 を 明 

かした のち 左 膳 は そのまま、 お 藤の 盗って 来た 坤竜を 

ともえ  ゆき 

引つつ かんで、 まんじ 巴の 降雪の なか を 飛び出して 

行った きり、 ふたたび、 稲荷の 地 室に 待つ お 藤の もと 

へ は 帰らな か つ た  で ひとり 残されて 待ちぼうけ を 

食った お 藤、 それから は その やしろの 縁の下に 巣 を か 

まえて、 兇状 もちの 身 は、 お 上の 眼が 光って いるから、 

当分 は 外出 もで きず、 くらいな かに 寝たり 起きたり、 


左 膳 を 慕い 世 をのろ つて、 ひそかに 沈 伏してい たの 

だった。 

しの づ かいな り 

この 篠塚 稲荷 …… むかし 新田の 家臣 篠塚 伊賀 守、 当 

ほった、， 

社 を 信仰し、 晚年法 体して この辺に 住まって いた もの 

びょうえい 

で、 別当 国 蔵院は その 苗裔で あると いわれる。 

早くから この 古社に 眼 をつ けたの がくし まき。 彼女 

は、 数年 前、 江戸お かまいになる 先から、 そっと 祠内 

^  だ 

の 根太 を はがし 根気よ く 地下 を 掘り さげて、 床した の 

むろ 

土中に、 ちょっとした 室 を 作って おいた ので ある。 

なんの ため？ 

いうまでもなく、 万一 のさい のか くれ 場所 だ。 


事実、 これが あるが ためにお 藤が 十手の 危ロ をのが 

れ得 たこと 何度 だか 知れない。 彼女 はつねに、 捕り手 

が 迫る がごと にどう にかして この 稲荷の まえまで おび 

きょせ、 そこで 床下の 部屋へ ドロン を きめこんで 朱 総 

ま 

を晦 き、 ほ とぼりの さめる まで そこで 暮らす ことにし 

ていたの だ。 だから、 寝具から 炊，， 事の 品々、 当座の 食 

糧 などす ベて 日ごろから 補給して おいて、 いつなん ど 

き 逃げ こんでも しばらく は 困らない だけの 用意 を 調え 

ていた。 

現に、 いつぞやの 夜 も、 お 藤 はこ こで 御用 十手の 円 

陣 から 消え失せて、 のちに は 左 膳 を も 助け出して、 同 


じく この 穴 ぐらへ つれこんだ のだった が、 左 膳が 去つ 

た あと —— 。 

暗中に ひとりい てお 藤の かんがえ たこと は。 

さすがに 来し方 ゆく 末の ことども。 

なかで も、 むこうで は 嫌って いても、 左 膳が 思って 

いるので、 じぶんに とって はや はり 恋路の 邪魔で ある 

弥生の こと …… それが お 藤の こころ を 悩まして 去らな 

かった。 そういえば、 いっか 雨の 晚に、 番 町から 瓦 町 

へ つれ 出してから、 あの 娘 はいった いどうして いるの 

だろう？ 

何 ごと も、 思いついて はいても たっても いられない 


お 藤で ある。 

翌日から 穴 を 出て、 爾来、 彼女 一 流の 探りの 手腕 を 

も つ て 江戸 中 を 櫛の 歯の ごとく 当た つて 歩いて いる 

と！ 

目 黒の 行人 坂。 

寛 永の ころ、 湯殿 山の 行者が 大日 如来の 堂 を 建立し 

た 大円 寺の 縁日で、 ふと おもかげの 似た 若侍と ゆきず 

リ、 そこ は、 こんな ことに は 特に 頭の 働く お 藤な ので、 

おや！ 似て いる ぞ！ と 看て とる と 同時に、 あと を 

つけて、 いよいよ 弥生が、 男装して 小 野 塚 伊織 を 名乗 

り、 その ひそんで いる 家まで 突きと めた のだった。 


それ をお 藤 は、 いま 源十郎 へしら せて いるの だ。 

「その 儀 は、 おれより 左 膳へ、 じかに 教えて やったら 

よいで はない か」 

苦笑 を 浮かべ て 源十郎 がいう。 

お 藤 はせ せら わらった。 

「どこの 世界に、 自分の 恋が たきの 居 どこ を、 わざ わ 

ざ 知らせて やる やつが ある もんです か。 あたし や、 そ 

れ よりも 左 膳 様が 憎らし いんです よ。 ェェ、 憎くて 憎 

くて しょうがありません。 だから 殿様、 丹 下様が あな 

たといつ しょに ぉ艷 さんの 行方 を 探すなら 弥生さん の 

いると ころ を 教えて やろうと お つ しゃり さえ すれば、 


弥生さん に首ッ たけの あの人の ことです もの、 きっと 

眼の いろ を 変えて ぉ艷 さん をたず ねま わるに 相違 あり 

ません よ。 おもしろい 芝居。 ホホ ホホ、 ねえ 殿様、 い 

かがで ございます」 

鈴 川 源 十郎、 黙って 煙草 を 輪に 吹いて いる。 

お 藤の はらで は。 

左 膳へ 人づ てに 弥生の 住所 を 知らせて やれば、 かれ 

はすぐ さま、 とる もの もとり あえず 子 恋の 森へ 蚯 けつ 

ける に違いない。 そうすれば 先に は、 五人組 を はじめ 

豆太郎 というお 化け 野郎まで そろって いる こと だから、 


きっと 左 膳 は 窮地に おちいって、 ひょっとすると 乾 雲 

はおろ か、 生命まで も 失うよう な ことになる かも 知れ 

ない  それが いまの 自分と して は、 あくまで もこの 

恋 を しりぞける 左 膳に 対して 何よりの、 そして 唯一の 

報復で あると、 お 藤 は 固く 思い こんでい るの だ。 

で、 躍起と なって、 源十郎 にす すめて いる。 

「あたし も、 あんな 隻眼 隻 腕のお 国 者に 馬鹿にされ ど 

おしで、 このまま すつ こんじ や いられません や。 こう 

かたき 

して 丹 下様 を ひどいめにあわして 仇敵 さえと つ てし ま 

えば、 あたし も やば い 身体です からしば らく 江戸の 足 

を 抜いて、 どこか 遠くへ 長い わらじ を はくつ もりで お 


ります のさ。 まあ、 これが 櫛 まきお 藤のお 名残り 狂言 

でございますよ」 

源十郎 も、 しだいに 乗り気に なって、 

「それで、 ぉ艷を 探し出す 助力と 交換に、 弥生の 居所 

を 知らせて やろうと もちかけ るの だナ」 

「ええ。 そうで ございます。 殿様 だってお 艷 さんの い 

どころ は 気にな つ ておいで でしよう？」 

「ゥ ム。 そり ゃァ まあそう いったよ うな もの だが I 

I」 

「だから、 でございますよ、 弥生さん の 所在と とり か 

えつこに、 ひと つ 丹 下様に 働かせて みち ゃァ どうで) J 


ざ います？」 

「ハ ハハ、 罪 だな、 しかし」 

「なに、 罪な ことがある もんです か。 そうして 殿様 は 

ぉ艷 さん を 捜し出させ、 左 膳 さまに は 青山の 家 を しら 

せて やって そこへ あの人が 飛び こんで ゆけば、 ね！ 

ホ ホホホ 飛んで 火に 入る なんと やら、 あと は あたしの 

フま 

思う壺で ございま すよ」 

「いや どうもお 藤、 貴様 は なかなかの 策士 だな。 かな 

わん。 では、 そういう ことにして やって みょう か」 

「ぜひ 殿様、 そうして ごらんなさい ましよ …… ときに 

おさよ さん は？」 


「なに、 さよ か。 ァ、 ちょっと そこらへ 買い物に でも 

参った のであろう」 

と、 軽く ごまかした 源 十郎、 善 はいそげ とば かりに 

さっそく 左 膳へ ぶっかって みるつ もりで、 ソッ とお 藤 

を 帰し、 そのまま 離 庵の ほうへ 庭 を 横ぎ つて ゆく と、 

「ィ ヨウ！ 源 的、 そこにいた のか。 話が あって 参つ 

た」 

むこうから 左 膳の 声。 

いいと ころで  と、 思わず ふたりが 二 ッコリ する- 

「左 膳！」 

「なんだ？」 


「拙者 も 貴公に 話が あ つ て 参った」 

「まさか 店 立てで は あるまい な」 

「大きに 違う。 貴公の 女 弥生の いどころが 知れた の 

だ」 

「ほう！ それ は 耳より な！ しかし 源の 字！ そう 

いえば、 貴様の 女の、 ぉ艷 のい どころ も 知れた ぞ」 

「ナ 二！ ぉ艷の 居場所？ それ を 貴公 は 知っている 

のか、 どこ だ？ どこ だ？」 

「待、 待て！ そう あわてく さるな。 それより、 弥生 

は どこに いるの だ？ それ をい え！」 

あんちょく 

「ォッ と！ そう 安直に 種 を わって どうなる もの か。 


貴公 から 先に はきだ すが よい！」 

もとで 

「何 をう ま いこと を？ 資本の かか つ てお る 仕入れ だ 

そうそう 安く はおろ さん ぞ」 

さ 

「はは はは、 こうやって いたので は 限りがない よ。 

い つ しょに 明かし あう ことにしよう ではない か」 

「きょうは 嫌に 女の 所在の 知れる 日 だて  そこでき 

くが、 弥生 は どこに いる？」 

「ぉ艷 の 住い は どこ だ？」 

「チ ッ！ そんなら、 おれから 先にい おう！ ぉ艷は 

いま、 ふかが わの まつ 川と いう 家から、 夢 八と 名乗つ 

て、 芸者に 出て おる」 


「フ ゥム！ まつ 川の 夢 八 ：••： 」 

うめいた まま 源 十郎、 ふらふら として 庭 外へ 出て い 

きそうに する から、 あわてた の は 左 膳 だ。 

「おいおい 源 公！ てめ え、 じぶんの 聞く 分 だけ 聞い 

て おれの ほう はどうした？ 弥生 様 はいって えど こに 

いなさ るんだ？」 

「ォォ 、そうだった ナ」 振り向いた 源 十郎、 「青山 長者 ケ 

丸、 子 恋の 森の 片 ほとりの 一 軒 家」 

夢中の 人の ごとくつ ぶやくの を 聞く より 早く、 

「な あに、 青山？」 

左 膳、 それ こそ おっとり 刀の いきおいで、 それなり 


ブゥン と 化物 屋敷 を龃け 出した。 と 見る より、 源十郎 

も 速力 を 早める。 

一 は 深 川へ。 

他 は 青山へ。 

同時に 走り出した 源 十 郎と左 膳。 

だが、 この 会話と ようす を、 最初から 庭の しげみに 

隠れて、 立ち 聞いて いた 大小 ふたつの 人 かげが あった。 

それが、 いつも このごろ、 絶えず 当家に はりこんで 

いる 弥生と 豆太郎 …… であろうと は？ 

「いやいや！ 貴様が なんと 申そうと、 ぉ艷、 ではな 

い、 夢 八が 当家に おる という こと は、 拙者、 しかと 突 


きとめて 参った の だ。 じゃませ ずと 部屋へ 通せ」 

源 十郎、 やぐら 下 まつ 川の 上がり口に 立ちはだかつ 

て、 うす あばた 面の 顔 を まっかに、 こう どなり立てて 

いる。 

よほど 逆上して いるもの らしく、 この 色 街に あって 

不粋 も はなはだし いこと は、 源 十郎が 今にも 抜かん ず 

勢いで、 刀の 柄に 手 を かけて いるの だが、 応対に 出た 

まつ 川の 主人 はいつ こうに 動じない。 

「ェ、 なんで ございま すか、 手前 どもに はとん と 合点 

が 参りませんで ございます。 へえ、 しかし、 夢 八 …… 

と いうの はどう やら 聞いた ことの あるよう な 名、 いや 


この辺 やぐら 下 界隈に は、 御 案内のと おり、 置屋 もた 

くさん ある ことに ござり ますれば、 どうぞ ほかの 家 を 

お探しな すって ください まし」 

ばか 丁寧に、 主人 はこうい つて、 しきりに テカテ 力 

光る 額 を 敷居に こすりつけて いるの だが、 たしかに や 

ぐら 下の まつ 川に ぉ艷 がいる と 聞いて きた 源 十郎、 

いっかな ひきさがる 道理がない。 

お 艷の夢 八、 もちろん この 家に いるに は 決まって い 

るが、 八丁 堀 まがいの、 あんまり 相の よくない 侍が の 

こわお もて  しら 

りこんで きて 強 面の 談判な ので、 おやじ はこう 白 を 

きりとおして いるの だ。 


いる、 いない —— の 押し問答。 

場所が ら、 いかつい おさむら いが 威猛 高に 肩 を はり、 

声 を 荒らげて いるの だから、 日中 用の ない 近所の 女 や 

男衆 それに 通行の 者 も 加わって、 はやまつ 川の 戸口に 

は 人の 山 をき ずいて いる。 

源十郎 はいらだった。 本 所から ここまで 急ぎに 急い 

で龃 けつけ たのに、 そういう 女 はおりません。 ハイ そ 

うです か、 さようなら …… では 彼 も ひきとる わけに は 

ゆかなかった。 

そこで ！ 

「黙れ ッ！ おらん という はずがない ッ。 拙者 は どこ 


まで も 押し あが つ て 家 さがし をす るから そう 思え！」 

いうが 早い か 源 十郎、 片手 なぐりに おやじ を 払いの 

けて おいて、 ドン ドン まつ 川の 家の 中へ 踏み こんで み 

ると！ 

ちょうど 突 当りの 小 廊下に、 チラとの ぞいた 女の 

\ゾノ 

旦ぁ ！ 

「お！ お 艷ッ、 待て ッ」 

「あれ ッ！」 

同時に 両方が 声 を あげた。 その 声音 は 源 十郎が 夢に 

うつつに 耳に 聞く ぉ艷の 調子  だから 源 十郎、 勇 

土が 敵陣へ でも 進む かっこうで、 バタ バタと 廊下 を 鳴 


らして 奥へ 走った。 

と！ 

すでに そこに はお 艷の姿 はなく、 この 狂気め いた 武 

ちんにゅう 

士の 闖入 に、 家の 内外に 人の 立ち さわぐ のが、 聞こえ 

るば かり …… ポ カンと した 源十郎 が、 血走った 眼で そ 

こら を 見 まわす！ 

さん  た 

すぐ 前に、 桟の ほそい 障子 を閉 てきった 小 部屋が ひ 

とつ、 何 か をのんで いるよう に 妙に シンと 静まり返つ 

ている。 

r 此室 だナ！ うむ、 ぉ艷 め、 これへ 逃げ こんで ひそ 

ん でお るに 相違ない」 


われと うなずく と 同時に、 源十郎 はフト 障子に 手 を 

かけて サッ とひら いた。 

「ヮッ まつ まつ ま」 

この、 とてつもなく 大きな 笑い声が、 まず 源 十郎を 

うった 最初のお どろき だった。 

何者？  眼 を 凝らして 見る  まで もな く。 

部屋の 中央に、 むこう 向きに 大胡坐 を かいて 大盃 を 

あおって いる ぼろ 袷 に 総髪の 乞食 先生 …… 。 

意外 も 意外！ 蒲 生泰軒 だ！ 

「や ッ！ 貴様 は ッ？， - 

思わず たじたじ となる 源十郎 へ、 ゆったり と 振り 


返って 投げつ けた 泰 軒の 言葉 は、 いつにな く 強い 憎悪 

と 叱咤に 燃えた つていた。 

「たわけめ ッ！ いささか なりと 自ら を 恥じる 心 あら 

ば、 鈴 川 源 十郎、 サ！ そこに 正座して 腹 を 切れ 

イツ！」 

r ゥゥム …… 」 

うめいた 時に 源十郎 は、 腹 を 切る つもり かどう か、 

とにかく パッ！ と 腰間の 秋水、 もう 鞘 を 走り出て 

いた。 

泰軒 はす わった まま、 ジ イツ  源 十郎を にらみ 

あげてい る。 


ふしぎ！ 

どうして このお 艷の 部屋に、 泰軒 先生が 来 あわせて 

いたの か …… といえば！ 

水の 音が する ので、 ふと 気の ついた 左 膳 は、 小 走り 

の 足 をと めて 谷間へ おりる と、 清冽な せ せらぎ にかわ 

うる 

いた 咽喉 を 湿お した。 

弥生の いどころが 知れて 本 所の 化物 屋敷から ここ ま 

で 息せ きき つ て 急いで 来た 左 膳で ある。 

もうあの、 向う にこん もりと 見える 繁 みが 弥生の い 

ると いう 子 恋の 森であろう …… と 水 を 飲みお わ つ た 左 


膳、 腰の 乾 雲 丸 を 左手に 揺り あげて、 再び 土手に 帰つ 

て 歩 を 早める。 

うっそう 

このへん 一体、 鬱蒼たる 樹立の つづき。 

こうがい ばし 

笄 橋。 

ここ 青山 長者 ケ 丸の 谷 あいの 小 溝に かかつ ている 橋 

で、 国府の 谷 橋の 転じた ものであろう といわれ ている 

が —— 左 膳が この 笄橋 にさし かかつ た 時だった。 

フッと 行く手に 人影が さした かと 思う と 白く 乾 い た 

土が 埃 を あげてい る 小径の さきに、 片側から、 まず 太 

刀の 柄が しらが 影 をお として ハツと 左 膳が 立ちす くむ 

まげ じょうはん 

まに 続いて 浪人 髭 上半、 それから 徐々 にさむ らい 姿が、 


黒く 路上に 浮き出されて、 同時に 静かな 声と ともに 行 

く 手に 立ち ふさが つ たの を 見れば …… ！ 

坤竜丸 II 詉訪栄 三 郎！ 

「待って おった ぞ。 左 膳！」 

「ャ ッ！ 坤竜 か、 うむ、 栄三郎 だな —— ひとり かッ」 

いいながら 左 膳、 グイと 片手に 乾 雲の 柄 を つき出し 

て 目釘 をな めつつ、 あわただしく あたり を 見 まわした _ 

シ— ン として 深山の よう。 

うぐいす 

ホウ ホケ キヨ—、 どこか 近くの 木で 鶯 が 鳴いて い 

る。 

栄三郎 は ほほえんで、 


「もとより 拙者 ひとり。 貴公の 来らる る を 知って 栄三 

郎、 坤竜 とともに ここにお 待ちう け 申して おった の だ。 

幸い あたりに 人 はなし、 果たし合いに はもって こいの 

森で ござる。 今まで たびたび 刃 を 合わせても、 じゃま 

や 助太刀が 入って、 貴公と、 拙者、 心 ゆく まで 斬りむ 

すんだ おぼえ は ござらぬ。 またとない 機会、 いざ 御用 

意 を！」 

残忍な 笑みが 左 膳の 頰に 浮かぶ と 彼 は ガラリ と 調子 

が 変わった。 左 膳が、 この 江戸の 遊び人 ふうの 言葉に 

なる 時、 それ は 彼が 満身の 剣 気に 呼び さまされて、 血 

の 香に 餓え、 もっとも 危険な 人間と なりつつ ある こと 


を 示す の だ。 

声が、 薄い 口び るの 角から 押し出された。 

「俺の いいて えこと をい つてい ゃァ がら あ。 ハハ ハハ、 

何 やか やと 今まで 延び延びにな つてお つ たが 俺と 手前 

は、 夜泣きの 刀 を 一 つに する ために、 どっち か 一人 は 

死な なきや ァ ならね えんだ。 なら 栄三 郎、 去年の 秋、 

あけぼの 

俺が 根 岸 曙 の 里の 道場 を 破った とき、 俺と てめ え は 

当然 立ち会うべく して 立ち会わなかった。 今日は 竹刀 

の 代りに 真剣 だが、 あの 日の 仕 合いの つづきと 思って、 

存分に 打ち こんで 参れ ッ！」 

いよいよ 栄三郎 ひとりと 見き わめた 左 膳 は、 真剣よ 


り も、 本当に 仕 合いに のぞんで いる 気で、 こう ネチネ 

チ といいながら、 じっと 独眼 を こらして 栄三郎 の 顔に 

注いだ が、 あたま は、 鈴 川 源十郎 に対する 火の ような 

憤怒に もえたつ ていた。 

さて は、 謀られた な！ 

と 左 膳、 歯ぎ しリ をかん で 思う のだった。 

かの 源 十郎、 いつのまにやら 栄三郎 に 与して、 自分 

を ここまで おびき 出した に 相違ない。 

とすれば！ 

栄三郎 の ほかに 多数の 伏勢が 待ち構え ている はず だ 

と、 左 膳 は 一 眼 を 光らせて、 再び 樹間、 起伏す る 草の 


上 を 眺め まわした が、 やはり 凝り かたまつ たような 真 

昼の 森の しじ まに は、 笄 橋の 下 を 行く 水の 流れが 音 

する ばかり …… 何度 見ても 人の 気配 はない。 

血戦 ここに、 思う さま 開かれようと している。 

対立す る 誠 訪栄三 郎と丹 下 左 膳。 

いいかえれば 水火の 秘文を 宿す 乾雲坤 竜の 双 剣。 

一 は 神変 夢想 流。 

他 は 北 州の 豪 派 月輪 一 刀 流より 出で て、 左腕よ く 万 

化の 働き を 示し、 自ら 別称 を 誇 号す る 丹 下流。 

しずかな 開始だった。 

スゥ —— ヅ！ と 左 膳が、 単 腕に 乾 雲 丸 を 引き抜い 


て、 正規の 青 眼に つける と、 栄三郎 の 手に も 愛 刀武蔵 

太郎 安国が 寂 と 光って、 同じく これ も 神変 夢想、 四 通 

八達に 機 発する 平 青 眼 …… 。 

あいした う 二 刀が 近々 と 寄って、 いずれが いずれ を 

ひきつけ るか —— これが 最後の 決戦と 見えた が！ 

ふしぎ！ 

どうして この 左 膳の 道に、 詉訪栄 三 郎が刀 意 を 擁し 

て 待ち かまえて いたの か …… といえば？ 

先 亥  

浅 草 瓦 町の 露地の 奥、 誠訪栄 三郎の 家に、 ちょうど 

栄三郎 と 食客の 泰軒 とがい あわせて いると ころへ 表の 


戸口に あたって チラと 猿の ような、 子供の ような 人影 

が 動いた と 思う と、 音 もな く 一  通の 書状が 投げ こまれ 

ていった のだった。 

なんだろう 9 —— と 栄三郎 が 拾って 来て 二人で 開い 

て 見る と、 栄三郎 に は 覚えの ある 弥生 どのの 筆跡。 

よほど 急いで 認めた ものら しく 一  枚の 懐紙に 矢立て 

そうろう 

の 墨 跡が かすれ 走って、 字 もやさし い 候 かしく の 文 


というと、 いかにも 色めいて ひびく が、 顔 を 寄せて 

読んで いるう ちに、 泰 軒と 栄 三郎、 思わず これ はッ！ 

と 声を立てて 互いに 眼 を 見合った の だ つ た。 


候 かしく の 女手 紙 はいいが、 内容 は艷 つぼい どころ 

か、 いかにも 闘志 満々 たる もので、 鈴 川 源十郎 がお 艷 

の 居所 を 知って、 やぐら 下の まつ 川へ 向かい、 同時に 

左 膳 は 弥生の 隠れ家 を 探り出し、 青山 長者 ケ 丸の 子 恋 

の 森 を さして、 いま 出かけて いったと ころ だと。 

右の 趣、 取り急ぎ 御 両人 様へ お知らせ 申し上げ 候 か 

しく …… とのみ で、 名前 は 書いて ない が、 それが、 そ 

の 後 行方の 知れない 弥生 さまの 筆で ある こと は、 栄三 

郎には ひと 眼で わかった。 

この 手紙 は。 

このごろ 毎日の ように 豆 太郎を つれて、 本 所の 化物 


屋敷 を 見張って いる 小 野 塚 伊織の 弥生、 きょう もさつ 

き、 源十郎 方の 荒れ 庭に ひそんで、 なんという ことな 

しにょうす をう かがって いたと ころへ、 母屋と 離れ か 

ら 同時に 出て 来て ちょうど 弥生と 豆 太郎の 隠れて いる 

鼻先で 落ちあった 源 十 郎と左 膳が、 互いに 掛 引きの の 

ち、 ついにめ いめいの 女の 居場所 を あかし あう の を 聞 

いたので、 急ぎ 両人が 出て 行く の を 待ち、 弥生 はさつ 

そく 筆 を 取って この 一 状 を 認め、 それ を 豆 太郎に 持た 

せて、 すぐさま 瓦 町へ 走らせて 投げ こませる とともに、 

自ら は ただちに 青山の 家 を さして 引つ 返した のだった。 

そして 瓦 町で は。 


鈴 川 源十郎 が、 いまやお 艷を 襲い、 丹 下 左 膳 は 弥生 

の もとへ 出向きつつ ある …… と 知って、 ひさしく 謎と 

なって いた 弥生の 居場所 も わかった ので、 無言のう ち 

にうな ずき あいつつ 〔# 「うなずき あいつつ」 は 底本で は 

「うな づき あいつ つ 匕、 ス ックと 立ち あが つ た 泰軒栄 三 

郎、 いわず 語らず のうちに 手順と 受持ち はき ま つ た。 

栄三郎 にして みれば、 この 際 正直に 気になる の は、 

いうまでもな くお 艷の ほうで あつたが、 そこ はことの 

いきが かり 上、 泰 軒に まかせ、 泰軒 はまた 眼 顔で それ 

を 引きう けて、 彼 は ただちに 深 川の 松 川へ 龃 けつけ て 

ぉ艷を 救う ことにな り、 義 によって 栄三郎 は、 時 を 移 


さず 青山 長者 ケ丸 へでば つ て 途中に 左 膳 を 待ち伏せ、 

けんこんいってき 

卓 坤 

一 擲の瞵 負 をす る ことと なった のだった。 

こうして いち 早く 瓦 町の 露地 を 走り出た 両人。 

—— だから 源十郎 がまつ 川へ 乗り こむ さきにす でに 

さき 

泰 軒の 先 ぶれに よって、 ぉ艷は 気の つかない 夜具 部屋 

へ かくされ、 その代りお 艷の 部屋に、 泰軒 居士が ドッ 

力と あぐらをかいて、 のんき そうに 茶碗 酒 を あおって 

いたわけ。 

たしかに ここにお 艷が 9  と 気負い こんで 力ま か 

せに 障子 を 引き あけた 源 十郎、 そこに、 思いき や 一番 

の 苦手、 蒲生泰 軒が とぐ ろを卷 いている この ありさま 


に、 ハツと すると 同時、 居 合の 名人 だけに 自分の 気の 

つく 先に、 もう とっさに 刀 を 抜いて いた。 

力！ 

源十郎 心中に 思えら く …… 。 

さて は、 はかられ たな！ 

かの 左 膳、 いつのまにやら 泰軒、 栄三郎 と 腹 を あわ 

せて、 自分に かかる 不利な 立場 を 与えた に 相違ない。 

妙な ことがある もの だと 源十郎 はいぶ かしく 感じな 

がら、 目下 はそんな こと は 第二、 まず ここのかた をつ 

けなければ と、 できるだけ 薄気味悪く ほほえみながら、 

源 十郎が 手の 氷刃 を かすかに 振りた てて 見せる と、 眼 


の 前の 泰軒 先生の 鬚 面が、 急に 赤い 大きな 口 を あいて、 

またもや、 

「ワッハ ッハ …… 」 

無遠慮に 笑い出し たので カツと した 源 十郎。 

こやつ  い  くせ 

「此奴、 たびたび 要らん ところに 現れる 癖が ある。 以 

後 そのような ことのな いように、 ここで この 世から 

吹ッ 消して しまう からそう 思え！」 

と、 へんに だら しのない 科白と ともに、 ひっこみの 

つかない 彼が、 思いきって 打ち こんでいこう とする 

と！ 

戸外に あた つ て、 


「火事 だァ！ 火事 だ ァ！」 

まつ 川の 男衆 を はじめ、 近所の 人々 の 立ち さわぐ 声。 

斬り こむ と 見せて、 たちまち 身 を ひるがえして 源 十 

郎は、 そのまま ヒラリ 庭に 飛びお りて、 白刃 を ふ りか 

ざして 危うく 血路 を ひらく と、 ほうほう のて いで 人 ご 

みのな か をスッ とんで 行く。 

あとに は、 腹 を 抱えて 笑う 泰軒 先生の 大声が、 また 

一 段 高々 とひび いていた。 

さんが い ふうう 

三界 風雨 


笄 橋の 抉。 

春の 陽が 木の間 をと おして、 何 か 高貴な 敷物の よう 

な、 黒と 黄の まだら を 織り出して いると ころに。 

助太刀 や、 とめだて はおろ か、 誰 ひとり 見る 者 もな 

おうぎ 

く、 栄三郎 と 左 膳、 各 剣 技の 奥義 を 示して、 ここ を 先 

途 と斬リ むすんで いるの だった。 

刃と やいば —— とよりも、 むしろ それ は、 気と 気、 

はくげき 

心と 心の 張り あい、 そして、 搏 撃であった。 

壮 fejl  ！ 

早く も 夏の 句い のす る 風が、 森 をと おして どこから 

ともなく 吹き 渡る ごとに、 立ち会う 一 一人の 着物の 裾が 


ヒ ラヒラ となび いて、 例の 左 膳の 女物の 肌着が 草の葉 

をな でる。 

ムッ とする 土と 植物の 香。 

ひと 雨 ほしい このごろの 陽気で は、 ただ じっとして 

いても 汗ばむ ことの 多い のに、 ここに 雌雄 を 決しよう 

こんしん  とうほう 

とする 両士、 渾 心の 力 を 刀 鋒に こめての 気合いだ から、 

いと も 容易に 動 発しない とはいえ、 流汗 淋漓、 栄三郎 

す あわせ 

の 素 袷の 背に は、 もはや 丸く 汗の ひろがりが にじみ 出 

ている。 

チチチ …… とまるで 生き ものの ように、 二つの 刀の 

先が 五、 六寸の 間隔 をお いて、 かすかに ふるえて いる 


の だが、 どちら かの 刀が 少しく 出て、 チヤ リ— と 〔# 

「チヤ リ ー と」 は 底本で は 「チヤ リ ー と 匕 小さな、 けれ 

ども 鋭い はがねの 音 を 発する が 早い か、 双方と もに 何 

もの かに 驚いた かの ごとく、 パッと 左右に 飛び はなれ 

て 静止す る。 

それから ジリジ リと小 きざみに 両士相 寄って ゆく の 

ぼうし さき 

だが、 再び 鋩 子 先が ふれた かと 思う と、 またもや 同時 

に 飛びす さ つ て 身 を 構える …… 同じ こと を 繰り返して 

のどか 

春 日 遅々、 外見 はまこと に 長閑な よう だが 命の やりと 

り をして いる 左 膳、 栄三郎 の 身に なれば、 のどか どこ 

ろか、 全身 これ 神経と 化し 去って いるの だ。 


その * つちに！ 

独眼に すごみ を 加えて いらだって 来た 丹 下 左 膳、 無 

法の 法 こそ 彼の 身上 だ、 突如！ 左腕の 乾 雲 を スゥッ 

ぼう 

—— ピ タリ、 おのが 左側に ひきおろして 茫ッと 立った。 

泰軒 先生 得意の 自源 流水 月の 構え に似てい る …… と 見 

えたの はっかの ま！ 

「うぬ！ てめ えなん かに 暇 をつ ぶしち や いられね え 

あめ 

や。 もう 飴 を 食わせずに 斬ッ 伏せる から 覚悟し やが 

れ ッ！」 

声と ともに 殺気み なぎった 左 膳、 身 を 斜めにお どら 

せて 右から 左へ 逆に 横 一 文字、 乾 雲 あわや 栄三郎 の 血 


ちょうせん 

を 喫した か？ と 思う 瞬間、 白 蛇 長 閃して よく 乾 雲 

をた たき かえした 新刀の 剛武 蔵太郎 安国、 流された 左 

膳が、 ヅ ヅヅヅ —— ゥッ！ 思わずた たら 足、 土煙 を 

あげて 前 のめりに 泳いで 来る ところ を！ 

すかさず 栄 三郎。 

払った 刀 を 持ちな おすま も あらば こそ、 数 歩 急進す 

ると 同時に、 捨て身の 拝み 撃ち、 すぐに 一 刀 を ひっか 

ついで、 

「  」 

無言、 一 気に わ つ てさげよ うとした —— が！ 

こうさ つけん 

余人なら 知らぬ こと、 月輪に あっても 荒 殺 剣の 第一 


人 者と して 先代 月輪 軍 之 助に 邪道 視 され、 それが か 

えって 国主 大膳亮 のめが ねに かない、 一 徒 士の身 を 

もって 直接 秘命を 帯び、 こうして 江戸に 出て 来たの ち、 

ぎゃくけ さ 

幾多の 修羅場 を はじめ 逆 袈裟が けの 辻斬りに よ つ て、 

からだが なまぐさく なるほど 人 血 を 浴びて 来た 左 膳の 

こと だ。 いかに 栄 三郎、 神変 夢想の 万化 剣 を もっとい 

えど も、 いまだ 白昼の 一 騎 勝負に 左 膳 をた おす こと は 

できなかった。 

と 見えて。 

サッ！ と電 落した 武蔵 太郎の 刃先に かかり、 折り 

からの 風に 乗って へん ぼんと 左 膳の 足 を はなれた の は、 


着物と そうして、 女物の 肌着の 裾 だけ …… 。 

「むちゃ を やる ぜ オイ！」 

いつしか 飛びの いて 立ち木に 寄った 左 膳が、 こう 白 

しゃし やぜん 

い 歯 を 見せて 洒々 然と 笑った とき！ 

ヒュウ ッ！ 

どこから とも 知れず、 宙 にうな つて 飛来した の は、 

いわず もがな、 人 猿 山椒の 豆 太郎投 ずると ころの 本 

朝の 覇、 手裏剣の 小柄！ 

「こり ゃァ いけね え …… 南無 三」 

左 膳のう めきが、 海底の ような 子 恋の 森の 空気 を ゆ 

るが せて 響き渡った。 


飛びき たった 豆 太郎の 短剣 は、 危うく 左 膳の 首 をよ 

けて、 ブス ッと 音して その 寄り かかって いる 木の 幹に 

つき 立った だけだった が、 場合が 場合、 左 膳の 驚き は 

大きかった のであろう。 彼 はとつ さに  一、 二 間と びの 

くと 同時に、 ビタリ 乾 雲 を 正面に 構えながら、 一 方栄 

けんせい 

三郎を 牽制しつつ、 大声に 呼ば わった。 

「出て こい ッ、 卑怯者め ッ！ 声 はすれ ども 姿 は 見え 

ず …… チッ！ ほととぎす じゃある めえ し、 出て 来て 

挨拶 をす るが いいや」 

が、 この 左 膳の 大喝に 答えた の は、 森 をぬ けて かえつ 


て 来る 山彦ば かり、 あたり は 依然として 静寂 をき わめ 

ている。 

どこ を 見ても 手裏剣の ぬしの 姿 はない の だ。 それ も 

道理。 

丹 下 左 膳が この 青山の 弥生の 住所 を 知って かけ 出し 

たと 見る や、 弥生 は 一 筆 走らせて 豆 太郎を 使いに 瓦 町 

へしら せる と 同時に、 自ら も 道 を 急いで 青山へ 引つ か 

えし、 森の 一隅で 瓦 町へ 寄って 来る 豆 太郎を 待ち 二人 

で 左 膳 を 待ち伏せる つもり だ つ た …… にもかかわらず、 

左 膳の ほうが 先に 来たば かりに、 こうして 栄三郎 と 斬 

りむ すんで いる 最中へ、 おくればせながら 弥生と 豆 太 


郎が 現場 近く かけつけ たわけで、 今 も そこら 近くの 草 

の あいだに、 この 両人が 身 を ひそめて いるに 相違な 

かった。 

と 気がつく や！ 

左 膳 は 栄三郎 を 飛来 剣から 庇護す るが ごとく 見せ か 

け、 同 瞬、 左腕の 乾 雲 を ひらめかし、 続いて 飛びき た 

るであろう 二の 剣 三の 剣に 備えながら、 ニヤ リ！ 苦 

笑と ともに そ つ と あとず さリを はじめた かと 思う と、 

予期した 剣が つづいて 来ない のに 剎那 安心した 左 膳。 

「誠訪 氏、 また くだらね え じゃまが はいった よう だ。 

近いうちに 再会いた し、 その 節 こそ は 左 膳、 りっぱに 


お 腰の 一 刀 を 申し受ける つもり だから、 今から しかと 

約束いた してお こう」 

いう や 否、 左 膳 は ゆっくりと 身 をめ ぐらして、 突如 

森の奥へ 龃け 出しそう にす るから、 闘気に 燃えた つて 

いる 栄三郎 は、 あわてて 身 を 挺して 追い かけよう とし 

ささやぶ 

たと き、 眼前の 笹 藪が ざわめいて、 兎の ように 躍り 出 

たの は、 帯の まわりに 裸の 短剣 を ズラリ とさし まわし 

た 亀 背の 一 寸 法師！ 

これが 弥生に 使われる 山椒の 豆太郎 であろうと は、 

栄三郎 はもと より 知る よし もない から、 ハツと して 立 

ちす くんだ 剎那、 その 怪物のう しろに、 もう 一人 立ち 


現れた 覆面の 人影、 美しい 若侍と みえて 澄んだ 眼が 二 

つ、 顔の 黒 布の あいだから ジッと 栄三郎 を 見つめた ま 

ま、 しきりに 手 を 上げて、 栄三郎 に 停止の 意味 を 示し 

ている。 

弥生  と は 夢にも 知らない 栄 三郎、 この、 人 猿 

めいた 怪物と、 その 飼主ら しい 撫 肩の 若侍と を 斬り ま 

くって ゆく くらいの こと は、 さして 難事で もない よう 

に 感じられ たが、 その まに、 片 うで を 空に うち ふりつ 

つ 見る見る 森の 下を龃 けぬ けて ゆく 左 膳の すがたが、 

だんだん 遠ざかりつつ あるの を 知る と、 栄三郎 も 追跡 

を 断念して あらためて 眼の まえの 小男と、 そのうし ろ 


に 立 つ ている 若侍と を 見なお した。 

力， <ぼ く 

灌木と 草と に、 ほとんど 全身 を 埋めて、 大きな 顔 を 

ニヤつ かせて いる 小男！ 

なんという 奇怪な！ こんな 奇妙な 人間 は 見た こと 

がない と …… 思う とたんに、 栄三郎 は、 一瞬 悪寒が 背 

筋 を 走る の を おぼえて、 こんど は、 この 男の 主人ら し 

い 若侍へ 目 を 移した。 

やせぎ すの 小男 …… 黒の ふくめん をして いるので、 

おもだ 

その 面立ち は 見き わめる よし もない が、 切れ 長のう つ 

くしい 目が やきつく ように 栄三郎 のお もてに 射られて、 

それが、 単に 気のせい か、 なみだに うるんで いる ごと 


く 栄三郎 に は 思われる の だ。 

栄三郎 はキッ となった。 

「助 剣のお つもり か は 知らぬ が、 いらぬ こと をな され 

たもので ござる …… 」 

すると、 

「H へへ へ」 

笑い出した 男 をつ と 片手に 制して、 若侍 は 無言の ま 

まきび す を 返して、 森の奥へ はいろう とする。 

その、 回転の 動作に、 なんとなく 栄三郎 の 記憶 を 呼 

びお こすもの があった。 

「お！」 栄三郎 は あえいだ。 


「や、 弥生 どの —— では ござり ませぬ か ッ！」 

が、 弥生 は 返事 はおろ か、 見 かえ リも しないで、 豆 

太郎 をうな がし、 森の 中の むらさき 色 へ 消えよう とし 

ている。 

「弥生 どの ッ！ ォォ そうだ ッ、 弥生 どの だ ッ！」 

という 栄三郎 の 声に、 弥生が 逃げる ように 足 を 早め 

ると、 ならんで 歩いて いる 豆太郎 が、 横から 顔 を振リ 

あおいだ。 

「弥生の 伊織さん か …… へ ッへッ へ、 本名 弥生さん て 

ンで すね、 あんた は」 

剎那、 またしても、 


「弥生 どの、 お待ちく だされ  」 

栄三郎 の 声が、 あわただしく 追ってく る。 

その 日の そぼ そぼ 暮れで あ つ た。 

江戸の 夕 ぐれ は むらさきに、 悩ましい 晚 春の 夜のお 

とずれ を 報じて いる。 

陽の 入りが おそくな つた。 

あけ  とび 

空 高く 西の 雲に 残光が 朱に にじんで 鳶に 追われる 鳥 

ま 

の むれであろう、 ごま を 撒いた ように 点々 として 飛び 

かわして いた。 

そして。 

地に は、 水い ろの 宵 風が ほのかに 立ち そめよう とす 


る ころ。 

本 所 法 恩 寺 まえの 化物 屋敷、 鈴 川 源 十 郎の離 庵に、 

ひとり は 座敷に すわり、 他 は 縁に 腰かけて、 ふたりの 

人影が 何 かしきりに 話しあって いる。 

やぐら 下の まつ 川を泰 軒の 手から 逃げ出して 来た 源 

き つ さき 

青山 長者 ケ丸子 恋の 森で、 栄三郎 の 斬 先と 豆 太郎の 

飛来 剣 を あやうく かわして きた 丹 下 左 膳と。 

左 膳 は 源 十郎の 口から 弥生の 居場所 を 聞き、 源十郎 

は、 また 左 膳に よって、 ぉ艷 がいる こととの み 思い こ 

んで まつ 川への りこんだ の だから、 たがいに 言い分 は 


ある はず。 

「おい 源 十！」 

左 膳 はもう 暄嘩 ごし だ。 

「てめ ぇッて やつ はなん て 友達が いのね え 野郎 だ！ 

汝ァ おれに 出放題 をぬ かしてお びき 出し、 子 恋の 森で 

あの人 猿め に 一 本 投げさせて 命 を 奪る 算段だった に 相 

違ね え。 が、 そうは 問屋が おろさね え や。 源 的！ こ 

うして ピ ンピ ン していら つし やる 左 膳 さまの めえ に、 

手前、 よく ィケ しゃあしゃあ とその あば たづら を さら 

さび 

せるな。 たった今 この 乾 雲の 鯖に して くれる から、 

待った はき かね えぞ ッ！」 


こいく ち 

縁に かけて いる 源十郎 は、 鯉口 を 切った 大刀 を 側近 

く 引きつけ てつめ たく 笑った。 

「まあ 考えても 見ろ。 貴様の いう こと を 真に 受けて、 

テツ キリお 艷が 隠れて いるものと 信じ、 おっとり 刀で 

障子 を あけた ところが、 かの、 泰軒 とか 申す 乞食が ふ 

んぞり 返って おる ではない か。 仕方がないで、 一刀 を 

ぬいて 暴れぬ いて 逃げて 参った の だが、 源十郎 この 

年 歳になる まで、 きょうほ ど 業 さらしな 目にあつ たこ 

と はない。 恨み は、 こっちから こそい うべき 筋 だ。 左 

膳、 いったい 貴様 は、 お 艷が夢 八と か 名乗って、 やぐ 

ら下 のまつ 川から 羽織に 出て おる と いう こと を 誰に 聞 


いたの だ！」 

「ゥゥ ム！」 

左 膳 は、 うなり 出して しまった。 

「てめ えの ほうに も そんな 手違いが あつたと してみ る 

と、 おれ も 手前に、 そう 強く は 当たられ ねえ わけ だが 

…… ハァテ ふしぎ！ それより 源の 字、 弥生が 子 恋の 

うぬ 

森の 一 軒 家に 住んで おる と汝に 話した の はだれ だ！」 

腕 を 組んだ 源 十郎、 

「こり ゃァ 貴公の いうと おり、 われら 両人が ともに 謀 

られ たものに ちがい あるまい。 貴公と 拙者、 争い はい 

つで もで きる。 まず その まえに、 われら をた ばかった 


きゅうめ い 

もの を 突きと め、 き やつらの 心組み を轧 明いた そう 

ではない か」 

「うむ」 

「いわば われら 両人 は 同じ 災厄に おうた ような もの。 

ここ はいた ずらに 恨み あう 場合で ない とぞん ずる。 ど 

うじ や！」 

「それ あま ァ そうだ。 だが、 源 十、 てめ えに 弥生の こ 

と を 告げた の は 誰 だと、 それ をき いてお るで はない か」 

「そうか。 それなら いうが、 じつは 突然、 かの 櫛 まき 

お 藤が たずねて 参 つ て ナ —— 」 

「ナ 二！ お 藤 ッ！」 


みなまで 聞かずに、 左 膳 は 片手に 乾 雲 を ひつ さげて 

突った つた。 かた 目が 夕陽に きらめく。 

「お 藤かッ ：•：. チ、 畜生 ッ！ どこに いるの だ、 真ッ 

一 一 つに して くれる —— 」 

「まァ 待て！」 

源 十郎も 立ち あがった。 

「もうお らん、 ここに はおらん。 すぐ 帰って いった… 

…しかし、 貴様に ぉ艷 のい どころ を 深 川の まつ 川と ふ 

きこんだ 本人 はだれ なのか 貴公、 まだ それ をい わんで 

はない か」 

左 膳の 頰の 刀痕が 笑いに 引つ つる。 


「な あに、 それ は 与の 公 —— 例の つづみの 与吉 から 聞 

いたの だ」 

「与 吉！」 

とおうむ 返しに 源 十郎が 驚き、 

「さて は、 お 藤め の 意趣が えしで あつたか …… 」 

左 膳が 同じく 歯 を嚙ん だちょう ど そのと きに、 ビク 

ビク ものの つづみの 与吉 が、 全身に 汗をかいて 荒れ 庭 

の 地 を 這い、 ソゥッ と 左 膳の 離 室 を 遠ざかろ うとして 

いた。 

「こ リゃァ いけね え！ いまみ つかったら 百年目、 い 

きなり バ ッサリ やられる にき まつ てる …… 桑原 桑 


原！」 

土 をな めながら、 与吉 はつぶ やいた。 

あねご 

「姐御！ 姐御 ッ！ 大変 だ ッ！」 

という あわただしい 声が、 まっくらな 穴 ぐらの 入口 

から 飛び こんで くると、 櫛 まきお 藤 は 暗い 中で ムック 

リと身 を 起こした。 

しの づか 

第 六 天 …… 篠塚 いなりの 地下、 非常の 場合に 捕り手 

を まく 穴に、 お 藤 はさき ごろから ひとり 籠もって いる 

のだった。 

「なんだい、 そうぞうし いねえ」 

チッ！ と 軽く 舌打ち をした ものの、 ただならぬ 与 


吉 のよう すに、 お 藤の 声 も 思わず うわずつ ていた。 

お 藤が、 その あぶない からだ を 稲荷の 穴へ ひそめて、 

ながらく 外部へ 出ずに いても、 いつも 世の 動き を 耳へ 

入れて おく ことので きたの は、 この つづみの 与 吉がぁ 

しらせ 

いだに 立 つ て 絶えず 報知 を もちこんで きていた からで、 

誰知らぬ 場所と はいえ、 与の 公 だけ はとうから このお 

藤 姐御が 一 代の 智恵 をし ぼった 隠れ家 を 心得て いたの 

だ。 

今、 

その 与吉 が、 いつにな く あわてふためいて 龃 けこん 

きも 

で 来たの だから、 さすがのお 藤が 胆を つぶした の も 


も つ ともで、 

「なんだ ねえ、 与の さん、 ただ 大変 じゃァ わからない 

じ やない か。 何が どうした ッ ていう のさ」 

こう 落着き をよ そお つ てききながら も、 お 藤 は 不安 

らしく ジ リジリ している と、 天地の あかるい 夕焼けの 

一 刻から 急に 黒 暗々 の 地 室へ 走リ こんだ ので 目が 見え 

なくなつ たも 同然に なった つづみの 与の 公、 腰 を 抜か 

むしろ 

すよう に、 ぺッ タリ 破れ 筵に しりもち をつ くな リ、 

「おちついて ちゃ ァ いけね え！ と、 とにかく 大変！ 

く、 首が 飛びます 首が ッ！」 

「ホ ホホ ホ！」 お 藤 は 笑い出した。 


「そり ゃァ、 与の 公、 お前ら しく もない。 いまに 始まつ 

たこと じゃァ ないじ やない か。 お 互い さま、 いつ 首が 

飛ぶ か 知れない 身の上なん だから 考えて みると、 おと 

なしく している だけ 損なわけ さね」 

与吉 は、 ことばより 先に、 大きく 頭上に 両手 を振リ 

みだして、 

「チヨ ッ！ そ、 そんな …… そんな のんき なんじ ゃァ 

ねえ！ なにしろ 姐御、 本 所の 殿様と 左 膳 さまが、 あつ 

しと 姐御 を 重ねてお いて 一 一 つに しょうつ てんだ から I 

I」 

「おや！ それ あお もしろ い！ けど 嫌 だよ、 お前と 


い つし よに ふたつに される なんて …… 不義 者 じ ゃァぁ 

るまい し」 

「さ！ そこ だ！」 

と 与吉は 乗り出して、 

「さっき わたしが 左 膳 さまの はなれへ ちょいと 顔出し 

しょうと 思 つ てネ、 ぼんやり あそこの 前まで 行くて え 

と、 なんだか 話し声が する じゃァ ございま せんか」 

「そのな かに、 与吉、 お 藤て ェ のが 聞こえた から、 こ 

リゃァ あやしい、 なんだろう 9  こう 思つ て ジッと 

聞いて みるて えと  」 

「そうすると？  | 


「驚き ましたね」 

「何が サ？」 

もも  さんしょう 

「ィャ ハヤ！ おどろき 桃の 木 山椒の 木で、 さあ！」 

「うるさい ねえ。 なんでそう 驚いた のさ」 

「いえね 姐御、 お前さん 鈴 川の 殿様に、 弥生さん のい 

どころ を 知らせて おやん なすったろう？」 

「ああ。 ちょいと 考えが あって 知らせて やった のさ。 

それが どうかした のかえ？」 

「そいつ だ！ 実ァ 姐御、 ぁッ しもち よっかい を 出し 

て 左 膳 様に ぉ艷の 居場所 を 教えたん だが、 ところがお 

前さん、 ふたりが さっそく しらせあって すぐと めいめ 


いの 女のと ころへ 龃け 出したら しいんだ が、 どっち も 

おあいに くで、 おまけに 恥 を かく やら 命が あぶなくな 

る やら、 両方と もほう ほうの ていで 逃げ帰って ネ、 あ 

やうく 果たし あいになる ところで、 たがいに 話の 仕 入 

れ先 がわかった もんだ から、 それで 急に こっちへ 火 さ 

きが 向いて 来て、 なんでも 鈴 川の 殿様と 左 膳 さま は、 

ま 

姐御と ぁッし をみ つけし だい 殺ら してし まう と、 それ 

は それ はたい した 意気込みです ぜ」 

与吉の はなしの 中途で 立ち あがって、 くらいな かに 

帯 を 締めな おしていた 櫛 まきのお 藤が、 このと き 低い 

声で、 うめく ようにい つたの だった。 


「与の 公、 したく をお し！ サ、 長い わらじ を はこう 

よ。 だが、 その 前に …… 」 

あと は 耳打ち —— 与吉 はた だ、 眼 を 見 はって、 つづ 

け ざまに うなずいていた。 

そと さくら だ 

外 桜 田 …… 南 町奉行 大岡越 前守忠 相の 役宅。 

まだ 宵の くちだった。 

奥の 一間に、 夕食の のちの ひと 刻 を、 腰元の ささげ 

てく る 茶に 咽喉 をうる おしつつ、 何 思う ともなく、 庭 

ぼたん 

前のう す 暗闇に 散り かかる 牡丹の 花 を 眺めて いる 忠相 

を、 うら 木戸の 方に 当たって わき 起こった あわただし 


いのの しり 声が、 ちょうど 静かな 水面に 一 つの 石の 投 

せられた ように、 突如と して 驚かした のだった。 

わるさ 

何 ごとであろう？ また、 黒 犬め が 悪戯で もしおつ 

たので はない か —— 。 

と、 忠 相が 聞き耳 を 立てた とき、 用人の 伊吹 大作が、 

ことごとく 恐縮して 敷居ぎ わに かしこまった。 

「なんじ ゃナ、 大作」 

忠相 は、 にこやかな 顔 を 向けた。 

「は。 お 耳に 入りまして 恐れ入り まする。 実は ソノ、 

ただいま、 なんで ございます、 気の ふれた 女が ひとり 

お 裏門へ さしかかりまして …… 」 


「ほほう！ 気が ふれた 女 か？」 

ぎょい  だい 

「御意に ござります。 しかも その 気の ふれよう が大そ 

れ ておりまして …… 」 

「よい、 よい！ 大切に 介抱して つかわし、 さっそく 

に 身 もと を 探す がよ かろう」 

やさしい 目が 細く 糸 を 引いて、 その 見知らぬ 女に 対 

する 忠 相の 思 い やりが しのばれる。 

めっそうな！ という ふうに、 大作 はいそが しく 言 

葉 をつ づけた。 

「ところが  で ござり まする。 その 狂いよう たる や 

とうていな みたいて いで は ございま せんので」 


「フ ゥム！ どうな みたいて いで はない かナ？ そち 

の もとへ 押し かけ 女房に でも 参った のか」 

「これ はお 言葉、 はは はは …… いえ、 そのような こと 

なれば、 わたくしに もまた 覚悟が ございま すが、 ただ 

君に 拝顔 を 願って おります しだいで —— 」 

「なに、 わしに 会いたい？」 

忠相 は、 ふしぎ そうに 目 を しばたた いた。 

「さようで ござり まする」 と 一 膝 乗り出した 大作、 

「御前 様に 気の ふれた 女の ちかづきが あろうと は、 大 

作き ようい ままで 夢にも …… 」 

「ハツ ハツ ハ！ ただいまの 返報 か —— うむ、 それ は 


いかにも 忠 相の 負け じ や。 はは はは、 しかし、 それな 

る 女 何の 故 を もつ て わしに 面接 を 願い出て いるの か 

ナ？」 

「さあ、 それ は  なにしろ どうも 狂女の 申す ことで 

まことに とりとめが ございませ ぬが、 たって 拝顔 を 

願って お 裏門に しがみつき、 どう あやして 帰そうと い 

たしましても ますます 哭き 叫ぶ ばかり、 お 耳に 達して 

恐縮の いたりで ございま すが、 一同 先刻より ほと ほと 

当惑いた してお ります る」 

「して、 どこの 何者と も わからぬ のか」 

ききながら、 忠相 はもう 立ち あがって いる。 


大作 は、 驚いて 押しと どめた。 

「御前！ どちらへ お越しで ござります？ よも や 女 

のと ころへ …… いえ、 じつは、 女が 舞い こみまして ま 

もな く、 弟と 申す 若い 町人が 探し 当てて 参りまして、 

われわれ ともども なだめて つれ 戻ろうと 骨 を 折つ てお 

ります が、 女め、 いっこうに 動こうと はせ ず、 暴れく 

るうて おります る」 

とめる 大作 を 軽く 振り払って、 着流しの 突き 袖、 南 

町奉行 の 越 前 守忠相 は、 もはや 気軽に 庭 づたいに 女の 

とびこんで 来たと いう 裏門の ほうへ 足早に 歩き 出して 

いた。 


お 中庭 を 抜けて 背戸 口。 

植え こみの むこうに 小者の 長屋が 見える。 

もうす つかり 夜に なろうと して、 灯が、 あちこちの 

樹の間 を 洩れて いた。 

ぼつり …… 雨で ある。 

さっきから、 なんだか 妙に 生 あたたかく 曇って いる 

と 思ったら、 とうとう 降り だした か。 

—— 忠 相が 空 を あおぐ と、 星 一 つない 真ッ 暗な 一 天 

から、 また 一粒の 水が 額衝 をう つた。 

声が 聞こえる。 

近い。 


つと 歩 を 早めて、 忠 相が 裏門ぐ ちの 広場へ 出て みる 

と …… 。 

なるほど、 これが 大作の いった 気の ふれた 女で あろ 

う。 下町 づ くりの ひとりの 女が、 見る も 無残に 取り乱 

して 地に 横臥し、 何 かしきりに わめいて いるの だ。 

取り巻く 中間 折 助のう しろから そ つ と のぞきみた 忠 

相 は、 何 を 思って か、 続いて きた 大作に 命じて 一 同 を 

立ち去らせ、 あたりに 人な きを 待って、 女と、 その 弟 

と 称して かたわらに 土下座す る 町人て い の 男との まえ 

に、 つかつかと 進みよ つた。 

「お 藤！ 櫛 まきお 藤であろう、 汝は！ 狂人 をよ そ 


お つ て 何 を 訴えに 参った？」 

忠相 はしゃがんだ。 

「お 奉行 様、 いかにも そのお 藤で ございます。 スッパ 

リと泥 を はいて、 いっさい を 申し上げ ますから、 どう 

ぞ そのかわりに …… 」 

「目をつぶって、 江戸 をお とせ  と 申す か」 

ジロリ と、 忠 相の 目が、 そばの 男へ 走った。 

「与吉 であろう？ つづみの」 雨が、 しげくな つた。 

雨と 風と 稲妻と …… 。 

ここのつ 

九 刻 ごろから 恐ろしい あらしの 夜と なった。 樹々 の 


うなり、 車軸 を 流す 地 水。 天 を 割り 地 を 裂かん ばかり 

に、 一瞬間に 閃めいて は 消える 青白 光の 曲折。 

この 時！ 

本 所 化物 屋敷の 離 庵で は。 

相 馬藩援 剣の 残党、 月輪 軍 之 助、 各務房 之丞、 山 東 

平 七郎、 轟玄 八の 四 名と ともに 枕 を 並べて 眠って いる 

剣 妖丹下 左 膳が —— 夢 をみ ていた。 

五臓の 疲れ —— であろう か。 

左 膳の 夢 は。 

静夜、 野に 立って 空 を あおいで いる 左 膳であった。 

明るい 紫紺の 展 がりが、 円く 蓋 をな して かれのう え 


にある。 

大きな 月。 

星が、 その まわり を まわって いた。 

と、 左 膳が 見て いるまに、 星の 一 つがつ ぅッと 流れ 

たかと 思う とたち まち 縦横に みだれ 散った。 

そして  。 

おのれの 立って いると ころ を 野と 思った の は 誤りで、 

ぼうよう 

かれは、 茫洋 たる 水の 上に、 さながら 柱の ごとく、 足 

のうら を 水に つけて 起立して いるの だった。 

海だろう か？ 

それとも、 池 かも 知れない …… 。 


左 膳が こう 考えた とき、 頭上の 月が、 クッキ リと水 

面に うつって、 死の ような 冷たい 光 を 放って いるの を 

彼 は 見た。 

同時に、 目が さめた ので ある。 

グッシ ヨリと 寝 汗をかいた 左 膳 は、 重い あたま を 枕 

の 上に めぐらして 部屋 じゅう を 眺めた。 

やぶれ 行燈 が、 軍 之 助の 一 張羅 であろう、 黒木 綿の 

紋付を 羽織って、 赤茶けた 薄 あかりが、 室内の 半分 か 

ら下を 陰惨に 浮き出さ している。 

そこに、 月輪の 四 人が、 思い思いの 形に 寝 こんで、 

かんせい 

かすかな 鼾声 を 聞かせて いるの は 平七郎 らし か つ た。 


耳に 食い入る ような 夜更けの ひびき …… 音の ない 深 

い き 

夜の 音、 地の 呼吸 づ かいで ある。 

左 膳 は、 一 つし かない 手で 身 を 起こす と、 そのまま 

腹這いに な つ て 考え こんだ。 

いま 見た 夢で ある。 

ぼうかん 

剣鬼 左 膳、 夢 を 気にする がらで もな く、 また 坊間 婦 

女子の ごとく それに 通じてい る わけで もない が …… 。 

とうせつ はやり 

当節 流行の 夢判断。 

それによ ると。 

月の 水に 映る 夢 は、 諸事 早く 見切るべし。 

星の 飛ぶ 夢 は、 色情の 難 あり。 


 と ある。 

すべて 早く 見切る に 限る。 しかも、 身に 女難が 迫つ 

ている というの だ。 

「ゥ ム！ 容易なら んぞ、 これ は！」 

こう 冗談め かして ひとりごちながら 左 膳が ニッ とほ 

ほえんだ とたんに 彼 は あきらかに 再び、 片割れ 乾 雲 丸 

しゅうし ゆうこ 

が 啾々 乎と して 夜泣きす る 声 を 聞いた のだった。 

どこから？ 

といぶ かしんで、 左 膳 は、 その 剃刀の ように 長い 顔 

を 上げた。 

ジ ジジィ …… ッと、 灯が 油 を 吸う 音。 


乾 雲 は、 見 まわす まで もな く、 まくらもと にある。 

陣 太刀 作り、 平 糸 まきの 古刀 —— 左 膳が、 独眼 を据 

えて その 剣 姿 を 凝視して いると！ 

やはり、 声が する。 

夜泣きの 刀！ の 名に そむかな いもの か、 訴 うるが 

ごとく 哀れみ を 乞う がごと く、 あるいは 何 か を かきく 

どくよう に、 風雨の なか を 断続して 伝わって くる 女の 

泣き ごえで あつ た。 

それ も、 老女 —— に 相違ない。 

おもや 

そして、 母屋の 方から！ 

と 見当 をつ けた 左 膳の にらみ はは ずれなかった。 


と言うの が。 

ちょうど その 暴風雨の 真夜中、 化物 やしきの 本殿、 

鈴 川 源 十郎の 居間で は …… 。 

ぉ艷の 母お さよ は …… 。 

栄三郎 への 手切れ金 として 五 十両の 金 を 源十郎 から 

受け取り、 その 掛 合い方 を 頼みに、 浅 草 三 間 町の 鍛冶 

屋富 五郎のと ころへ、 出かけた ところが、 同じく ぉ艷 

に 思い を 寄せて いる 鍛冶 富が、 預かった 金 を 持って 

ちくでん 

逐電して しまったので、 しばらく は 富 五郎の 女房お し 

ん とともに 帰リを 待って みた ものの、 富 五郎 はお 伊勢 


まいりと 洒落て 東海道へ 出た の だから、 そう 早く 戻つ 

て くるわけ はない。 

といって。 

い つまで も 他人のう ちに 無駄飯 を 食べ ている こと も 

できず、 おまけに おしんが、 お 艷と富 五郎の 仲 を 疑つ 

て 曰 ごとに つらく 当たり だすので、 とうとうい たたま 

ら なくなつ たおさよ 婆さん、 わけ を 話して 詫び を 入れ 

ざんじ 

暫時 待っても らおう と、 来に くいと ころ を、 今夜 思い 

き つ て 化物 やしきの 裏 をた たいた の だ つ たが —— 。 

金と ともに 出て 行った きり 帰らない おさよ を、 毎日 

カンカン にな つ て 怒つ ていた 源十郎 のこと だから フラ 


きつねつ 

リと、 狐憑きの ように はいって きたお さよ 婆さん を 見 

ると、 源 十郎、 われに もな く カツと なって、 いいわけ 

のことば も 聞かば こそ、 おのれ ッ！ とわめ きざま、 

やにわに おさよ を 板の間へ 押しつけて、 

「これ ッ さよ ッ！ 母 に似てお るな どと 申し、 奉つ 

ておいた をい いこと に、 貴様、 なんだ ナ、 おれから 五 

十両 かたりと つて、 ぉ艷と 栄三郎 をい ずくに か 隠した 

ものに 相違 あるまい。 いや、 初めから 三人で 仕組んだ 

芝居であろう！ ふとい 婆ァ め！ どの 面さげ てメソ 

メソと 帰りお つた  ゥ ヌッ」 

という わけで、 おさよ に は 碌に もの も 言わせず、 い 


きなり 責め 折檻に かかった から、 五十六 歳になる おさ 

よ 婆さん、 苦し さの あまり あたり かまわず 悲鳴 を 上げ 

る。 

…… その 声が！ 

戸外の あらし を 貫いて、 離れの 左 膳の 耳にまで 達し 

たのだった。 

たださえ。 

すさまじい 風雨の 夜 ふけ。 

あいき ゆう 

その物 音に まじって 漂う 老婆の 哀泣 である。 これ 

に は、 さすが 刃 魔の 心臓 を すら 寒から しめる ものが 

あつたと みえて、 ひとり 眼 ざめ て 夢判断 をして いた 左 


膳が、 思わず ブル ルル！ 身ぶ るいと ともに 夜着 を 

ひ つ かぶろう としたと き！ 

どこから ともなく  。 

「乾 雲！ これ、 坤 竜が 慕うて 参った ぞ！ 坤 竜が 来 

たの だ！ あけろ！」 

低声で ある。 

それが、 たとえば 隙洩る 風の ように 左 膳の 耳に ひび 

いたから、 ハツ！ としながら も —— 。 

耳の せい …… ではない か？ 

と！ 

たしかめよ うとして、 左 膳が 枕 を あげた —— いや、 


あげよう とした、 その 瞬間であった。 

ね 

左 膳と、 むこう 側の 月輪 軍 之 助の 臥て いると ころと 

の あいだに、 たたみ 一畳の あきが あって、 のみかけの 

茶碗 や 水差しが、 どっちから でも 手が とどく ように、 

乱雑に 置いて あるの だが！ 

ふしぎ！ 

左 膳が、 地震で はない か？ …… と 思った ことに は。 

その 茶碗 や 水 さしが ひとりでに 動き 出して、 オヤ！ 

と 眼 を こすつ て 見て いるまに！ 

ム クム クと 下から 持ち あが つ た 畳！ 

それが、 パッ！ と 撥ね 返される と！ 


驚くべし —— 。 

いつのまにやら 床板が め くりとられて、 ぱっくりと 

口 を あいた 根太の 大穴。 

し 力ち 

そこに、 まるで 縁の下から 生えた ように 突つ たちあ 

がった 二人の 人物 …… 誠訪栄 三郎に 蒲生泰 軒。 

あらしの 音に まぎれて 忍び こみ、 下から 板 を はがし 

たす き 

たもので あろう。 ふたりとも 櫸に 鉢巻、 泰 軒先 生ま 

でが 今夜 は 一刀 を 用意して きて、 すでに 鞘 を 払って い 

る。 

「起きろ ッ！ 夜討ち だ アツ！」 


どなりつつ、 のけぞりながら 左 膳 一 振、 早く も 乾 雲 

こうとう 

の 皎刀を 構えた 左 膳、 顔 じゅう を 口にして 二度 わめい 

た。 

「起きね え かッ、 月輪 ッ」 

力！ 

同時に、 

ゥゥム …… 断末魔の うめき。 

とうぼう 

泰 軒の 刀 鋩が、 轟玄 八の ひばら を 刺した の だ。 

栄三郎 は、 蒼白い ほほえみ とともに、 もう ノッ ソリ 

と 穴から 部屋の 中へ あがって いた。 

立ち 樹が 揺れて、 梢が 屋根 をな でる 音 —— 。 


夜着のう えから 一 突きに されて、 声 も あげ 得ずに 悶 

絶した 轟玄 八の ようすに、 白河夜船 を こいでいた 他の 

三人 も、 パ チリと 眼が さめて とび 起きた。 

見る と！ 

すっかり 身 じたく をした 誠訪栄 三郎に 蒲生泰 軒、 と 

しゅうすい 

もに、 あんどんの 薄光 を 受けて 青く よどむ 秋水 を 持 

して、 部屋の 左右に 別れて いるから、 三人、 帯 をし め 

なおす まもない。 

てんでに 刀へ 走って、 鞘 をお とした。 

左 膳 は？ 


と 気がつく と、 床下 づたいに 広 庭へ おびき 出す つも 

りか。 ソロ リ ソロ リと 後ず さりに、 いま、 泰軒 栄三郎 

の 出て きた 根太板の 穴の ほうへ 近づきつ つ ある。 

荒 夜の 奇襲。 

つとに 満身 これ 剣と 化して いる 栄三 郎、 声 —— は、 

胆を しぼって 沈んで いた。 

「丹 下 ど の ヮ  今宵 は 最後と おぼしめ されい！」 

左 膳 は、 一眼 を 細めて 笑った。 

「この 暴れ じゃァ どう ドタ バタ 騒いでも そとへ 物音の 

洩れつ こ はねえ。 なァ 若え の、 ゆっくり 朝まで 斬り あ 

ぅぞ」 


泰 軒が 一 喝 した。 

「多弁 無用！ 参れ ッ！」 

と …… 。 

ちょうぶ 

これが 誘引した 乱 刃 跳 舞。 

真っ先に 剣 発した 月輪 軍門の 次席 山 東 平 七郎、 

陀羅尼 将監勝 国の 一 刀に はずみ を くれて、 

「えい ッ！」 

わざと 空気 合い を 一 つ 投げて、 直後！ 泰軒 めがけ 

まいしん 

て 邁進す ると 同時に、 

ヅ  ゥ ッ！ 

横に 薙 いだつる ぎの 端に、 あわよ くば 栄三郎 を かけ 


る 気。 

…… であ つたろう が！ 

ちちぶ 

そこ は秩 父に 残存す る自 源流 を もってお のが 剣 技 を 

つちかい きたった 泰軒 先生の こと だ。 

自 源流 は 速 を 旨と し、 いちめん 禅 機に 富む。 

この 平七郎 雪崩お ちの 手 さばき を 知 察した 泰軒、 わ 

れ からす すんで 平 七 郎の剣 を はねる や、 体 を 左に 流し 

て 栄三郎 を 庇った から、 栄三郎 は、 手 なれの 豪 刀武蔵 

太郎を 引く と 同時にく り 出して、 左 膳の 胸部 を 狙って 

板 割りの 突きの 一手 …… 。 

同 瞬！ 


落ち こまん とした 穴 を、 ふち 伝いにう しろに 避けた 

左 膳、 柄 を ひるがえして 下から 上へ、 ク アツ！ 太郎 

安国 を たたきあげ るが 早い か、 そのまま 振り かぶった 

きけん 

稀 剣 乾 雲、 左腕、 うなり を 生じて 真っ向から 栄三郎 の 

面 上へ！ 

「こうだ ッ ！」 

と 一 声。 

せんら く 

閃 落した —— と 思いの ほか！ 

刀下 一 寸 にして 側 転した 栄三郎 神変 夢想で いう 心 空 

身虚、 刹那に 足 を あげたと 見る や、 栄三郎 グッ！ と、 

平七郎 のわき ばら を 一 つ、 見事に あおって おいて また 


逆 返し。 

今度 は！ 

右う でのない 左 膳の 右 横から、 声 も かけず 拝みう ち 

に 撃ち こんだ ので、 防ぎ 得ず 左 膳、 血け むり 立てて 

どう  もうもう 

樘ッ！ そこに 倒れた  と 見えた その 濛々 たる 昇 煙 

は。 かわしながら、 左 膳が とっさに 足に かけた 煙草盆 

はいかぐら 

の 灰神楽で、 左 膳 自身 は 早く も 壁 を 背負って 立った 猪 

突の 陣、 独眼 火 を ふいて 疾呼した。 

「サ！ 骨 をけ ずって やる。 此 剣で ョ、 ガジガ ジとナ 

…… へへ へ へ、 来い ッ 野郎 ッ …… 」 

相対した 栄 三郎、 下目に つけた 不動の 青 眼、 寂 …… 


として 双方、 林の ごとく 静止。 

泰軒 はいかに？ 

と 観れば …… 。 

北国の 雄師 月輪 軍 之 助、 一の 遣い 手 各務房 之丞、 二 

番山東 平 七郎の 三角 剣の 中央に 仁王 立ち —— 相 も 変わ 

らず 両眼 をな かば とじて 無念無想、 剣 手をダ ラリと 側 

にたら した 体 置き は、 先生に して 初めて 実応 し、 この 

きはつに よい 

修羅場に 処 して 機 発 如意なる 自 源流 本然の すがた 水 月 

こうとう 

の 構 刀 だ。 

ピ タツと 幾 秒 かの あいだ、 屋内の 剣 戦が、 相互に 呼 

吸 を はかり あう 状に 入つ て 休 断す ると  ゴゥッ と 風 


の ひびき。 

雨戸 を 打つ 大粒な 雨 あし。 

依然として 紋っ きを 着た 枕 あんどんの 光が、 ふとん 

にくる まった 轟玄 八の 死骸 を、 まるで 安眠して いるか 

のように、 おだやかに 照らして いる。 

力 し 力し！ 

この 不動 対立 は 長く は 続かなかった。 

とうき 

たちまち にして 闘 機 再発し、 せまい 離 室に 剣 閃 矢と 

飛び、 刀 気 猛火の ごとく 溢れた つたが ために。 

この 時す でに！ 

そと 

はなれの 外に 五 人の 火事 装束が 猫の ように 忍びよ つ 


て、 グ ルリと 取り巻いて 折り をう かがって いたの を、 

誰も 知る ものはなかった。 

朝が 来た。 

しじ ま 

あらしの のちの 静寂に は、 一種の 疲れが はらまれて 

いる。 

金色の 陽の 矢が 青山 子 恋の 森に 射し そめた ころお い 


弥生 は、 いつもの とお リ 朝の 湯に つかって いた。 

起きぬ けに 入浴す るの が 弥生の ならわし になって い 

たので、 彼女 は 一日 も かかさずに 続けて 来たの だった 


ゆう 乂 は。 

るす  とくいん 

じぶんと 豆 太郎を 留守に おいて 得 印 兼 光老士 は、 門 

弟の 火事 装束の 士四 名と、 平 鍛冶 を 人足に 仕立てた 十 

人の 大男に 駕籠 を かつがせて 本 所の 化物 やしき を 夜襲 

した ままい まだ 帰つ てこない  で ュ ックリ と 風呂に 

はいって いる 気 もしない のだった が、 それでも、 湯が 

わいた と 豆 太郎が 知ら せに 来たと き 彼女 は 思いきって 

湯殿へ 立った ので ある。 

昨夜、 鈴 川 方に、 栄三郎 が 坤竜を 佩して 夜討ちに 来 

ている こと はきのう の 午 さがりから 豆 太郎の 偵査に 

よって 当方に はわ かっていた。 


ふた つど もえ 

いわば、 そうして 雲 竜 二 刀が 双 巴の 渦 をまい てい 

ると ころへ、 横 あいから 飛び こんで、 ふたつの 剣 を 同 

時に 掠めと ろうとい うので、 さくや は 一同、 ことの ほ 

か 勢い こんで 出かけた わけ だが …… うまく 左 膳から 乾 

雲 を、 栄三郎 から 坤竜 をと りあげて、 関の 孫 六の 末 得 

印 兼 光 はたして 流 祖の秘 文 水火の 合符を 入手す るで あ 

ろうか？ 

湯に ひた りなが ら 風雨の あとのな ごんだ 空 を 窓 に 見 

て、 小 野 塚 伊織の 弥生、 しきりに 思いめ ぐらして いる。 

もとより、 栄三郎 さまに はお 怪我の ないよう —— 間 

違いの ないよう にと、 得 印 老人 を はじめ 四 人の 部下に 


よく 頼んで おいた ものの、 仔細 を 知らぬ 栄三郎 が、 そ 

うやす やすと 秘刀坤 竜 を 渡す はずが な い 、 必ずや 大 い 

に 剣 闘した ことで あろうが、 その はずみに もしゃ 栄三 

郎 さまに …… と 思う と 弥生、 留守 を預 つてい ると はい 

え、 とても のんきに 風呂な ぞっかって いられ なくなつ 

て、 

「まだ 戻られぬ と は、 どうしたので あろう？」 

われ 知らず ひとりごと、 急に あがり じたく を はじめ 

て 身体 を 拭き だした。 

弥生 はや はり 弥生、 いまだに 栄三郎 を 恋い慕う 純な 

こころ を 失わずに いるの だった。 


それ はいいが！ 

この 風呂場の 羽目板の 節穴から ひと つ の 眼が のぞい 

て、 弥生の 入浴 を 終始 見守って いた 者が ある。 

甲 州 無宿 山椒 の 豆 太郎だ —— 。 

かれは、 最初、 まつりの 日に 弥生に 見いだ されて 雇 

われた 時から、 弥生の いわゆる 伊織が 男で あると いう 

ことに 対して、 いささかの 疑い を もっていた のだった 

が、 それが 過日、 子 恋の 森 はずれで 瓦 町の 若侍 を 助け 

て、 彼が 伊織 を 弥生と 呼ぶ の を 聞いて 以来、 いっそう 

その 疑念 を 深め、 おりあら ば 確かめて やろうと 機会 を 

ねらって いたのだった が、 とうとう 今朝 〔# 「今朝」 は 


底本で は 「今朝 匕 ！ 

人な き 家に、 ひとり 弥生が 入浴して いるので、 よろ 

すきみ 

こんだ 豆 太郎、 そっと 隙 見 をして みると！ 

ふくよかな 乳房 も あらわに、 雪の 肌に 一 糸 もまと わ 

ぬ 湯 あがりの 女性 裸身 …… 。 

豆太郎 は、 亀 背の 小男と いう 生れつきで、 今まで 女 

という 女に 相手に された おぼえが ないから、 いま、 こ 

の 森の 中の 一 軒 家に、 若侍に 化けた 女と ふたりき りで 

いると いう こと は、 豆 太郎を 狂暴に する に 十分だった _ 

し 力 も  

のぞき 見た 弥生の 裸 形 —— 豆太郎 は、 呼吸が 苦しく 


なった。 

で …… 。 

じ つ と 湯殿の 戸の そとに 立 つ て 待ちぶ せて いる —— 

と は 知らない 弥生が、 そそく さと 着物 を 羽織って 戸 

を 開けた 時だった。 

「見た ぞ！」 

うわずった 豆 太郎の 声で ある。 

ド キン！ としながら も、 弥生 は 笑いに まぎらそう 

とした。 

「なんだ！ 豆で はない か …… 何 を 見た と 申す？」 

「見た ぜ！」 


豆 太郎の 顔が、 ゆがみつつ 寄って くる。 

「だから、 何 を 見た と 申す の だ 9  どけ …… そこ を 

どけ！」 

「ぃン や、 どかね え！ エツへ ッへ、 お前さんが 女子 

だって ェ こと を ちゃんと みてとった 以上、 この 豆太郎 

に、 ちっとお 願いが あるんで ネ …… 」 

弥生 は、 醜く 光る 豆 太郎の 眼に おされて、 思わず タ 

タタ！  二 あし、 三 あし 湯殿の なかへ 後戻りした。 

ピシ ャリ！ つづいて はいって 来た 豆太郎 が、 うし 

ろ 手に 戸 をと ざした の だ。 

気ち がいの ように つかみかかって くる 豆太郎 を、 弥 


生が 必死に 防いで いる 時だった。 

せまい 湯殿の 中の あらそい だから、 身体の 小さな 豆 

太 郎には 都合が いい。 その上 弥生 はすつ かり 女の ここ 

ろ もちに 返って しまって、 とも すれば 負かされ 気味に 

そこへ ねじふせられそう になる。 

ししお  ぼんのう 

小 熊の ように 肉 置きの いい 豆太郎 が、 煩悩の ほのお 

に 燃えた つて 襲って くるの だ。 その、 大きな 醜悪な 顔 

を 間近に 見た とき、 弥生 はも はや 観念の まなこ をつ ぶ 

ろうとした。 

飼い犬に 手 を 咬まれる と はこの こと。 

弥生 は、 生ける 心地 もな く、 それでも 今にも 得印老 


士の 一 行が 帰って こない もので もない から のがれられ 

る だけの がれる つもりで なお も 抗争 を つづけて いると 


食いし ばった 歯の あいだから、 哀願す る ごとく 豆 太 
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「ねえ 弥生さん！ わたし や 今までお 前さん のために 

無代で 働いて 来た。 何 ひとつ、 礼 を もらった ことが ね 

え。 それと いうの も、 女と してのお 前さん にあ ッ しゃ 

ァ たった 一 つの この 望みが あった からだ。 よう、 そう 

も ぎ ど う 

没義 道な こと いわねえ で  」 

と、 こんど は 手 を 合わして 拝まん ばかりに あわれつ 


ぼく もちかけて くるの を、 決然と して 飛びの いた 弥生 

は、 手早く 着く ずれ をな おしながら、 

「さがれ ッ！ 言語道断な 奴め ッ！ かならず その 分 

に は 捨てお かぬ ぞッ ！」 

小 野 塚 伊織 のい きで 大喝す る と ！ 

「エイ！ もうこれ まで だッ ！」 

わめいた 山椒の 豆 太郎、 いっそう 荒れ狂って 跳びつ 

いてく る。 

流し場  すべ る。 

足場が わるい。 

ッ ルリと 足 を とられて 倒れた 弥生へ、 半狂乱の 豆 太 


けもの  らっかろうぜき 

郎が 獣 の ごとく 躍り かか つ て —— 落花狼藉 …… 。 

と 見えた 剎那 …… 。 

ドン！ 

ドン！ 

どんどん ドン！ と 湯殿の 戸 をた たく 音が して、 

「伊織さん！ 伊織さん いません かえ？」 

という 男の 声 だ。 

ハツと して ひるむ 豆太郎 をつ きのけ、 弥生が 走り 

よ つ て 戸 を あける と！ 

この 家の 駕籠 舁 きの ひとり、 得 印 門下 平 鍛冶の 大男、 

ゆうべ 五 梃 かご を かついで 来たの が、 一人で あわた だ 


しく 龃け 戻って きたらし く 肩で ゼィゼ ィ声も 出ずに、 

「ォ！ これ だ！」 

と！ 

やにわに 弥生の 眼前へ つきだし たの を 見る と！ 

乾 雲坤竜 —— 夜泣き の 刀の 一対！ 

「や ッ！ ついに 二 剣と ころ を 一に？ そんなら ァノ 

ゆうべ の 斬り こみで …… 」 

いいかける 弥生 を 手で 制した 平 鍛冶の 駕籠 屋、 

「いそぎ ますから 長ば なし はでき ねえが、 まァ よんべ 

乾 雲と 坤 竜が 撃ち あってる 最中へ うちの 大将が 跳び こ 

ん でね、 どうも 大層な チャン バラだった が、 とどの つ 


まり わしら 十 人のお 駕籠 者まで 加勢して 左 膳と 栄三郎 

をお さえつけ、 やっと 二つの 刀 をと りあげ ましたよ、 

サ、 そこで …… 」 

「お ゥ、 そこで？」 

「夜明けの うちに 八ッ山 下まで 突っ走って 駕籠の 中で 

あか 力お 

老 先生が、 この 両 剣の 柄、 赤銅の かぶせ を はずして み 

ると  」 

「うむ？」 

「出て 来ました ね」 

ひもん 

「水火の 秘文 がか ッ？」 

「はい！ 細い 紙 きれへ こまかい 字で ビッ シリ 書いて、 


し つ かり 中心に 巻き 締めて ありました」 

「フ ゥム！ よかった なァ …… 」 

「その 時、 得 印 先生 は ハラハラと 涙 を こぼされました 

が、 ィャ、 わし ども もみん な 泣きました ぜ。 正直、 う 

れし 泣き …… ねえ 伊織 さま、 涙が、 なみだが ボロボ 口 

—— 畜生 ッ！ こぼれ やが つた ッ …… ハツ ハツ ハ！」 

ちゅうしん 

「それ は、 そうであろう。 伊織 も 衷心から およろ こ 

び 申し あげる。 多年の 本懐 を 達せられた 御 老人の 心中 

こそ 察せられるな あ」 

「へえ、 そのと おりで」 

と、 男 は、 今 さらの ように 握り拳で 鼻の あたま を こ 


すりあげ ていたが、 

「お！ そうだ！ こうしち や いられね え  伊織 さ 

ん、 先生が いうに ゃァ、 自分 はこれ から ただちに 水火 

ひふ  みの  せき 

の 秘符を 持って 美 濃の 関へ 帰る が、 ついては この 二 刀 

はもと もとお 前 さまのお 家の 物、 先生と しちや ァ 

もんじょう 

文 状 さえ 手に入れれば 夜泣きの 刀に は 用 はねえ。 こ 

のま ま 正式の もち 主の あんた へ 返す から、 今まで どお 

り 世々 代々 大切に 伝えても らいたい …… また 会う こと 

もなかろ うから くれぐれも 身体 を 大事に …… とね、 こ 

ういう 伝言で ごぜえ ましたので、 わたし 一 人が この 二 

剣 を 持って ちょっと 帰って来 ましたが、 先生 はじめ 一 


同 は、 品 川に 駕籠 をと めて 待って おります。 では 伊織 

さん 確かにお 渡しし ました ぜ！」 

声と、 乾坤 双 刀と を 弥生に 残して、 男 は、 もう 森の 

こみち 

中の 小径 を 走り去つ ていた。 

はっと われに 返った 弥生、 眼 を 凝らして 見る まで も 

なく、 いま 駕籠 かきの 大男が 残して いった 乾坤 二 剣 夜 

泣きの 刀が、 わが 手に ある！ 

i 剣 〔# 「此 剣」 は 底本で は 「此剣 匕 のために、 父 鉄 斎 

ゆうめい 

と は 幽明 さかい を 異にし、 恋人 栄三郎 を 巷に 失った 

不離 剣 …… 去年の 秋 以来 眼 を 触れた こ ともなく、 今 ま 

うち 

た 幾年 月 その 包蔵して いた 水火の 割り 文 を 柄の 裡 より 


吐き さった にか かわらず、 その 間、 何事 もなかつ たか 

ひとつがい 

のように、 弥生の 白い 手に 抱き あげられ ている 一番 

の 珍 剣 稀 刀 —— 。 

思えば、 乱麻の 悪夢であった。 

もつ まじき は 因縁の 名刀 …… しみじみと そんな 気が 

こみあげ てきて、 弥生 が ボン ャリ とまず 夜泣き の 両剣 

を 腰間に 帯して みょうとした —— その 一 刹那！ 

忘れて いた 山淑の 豆太郎 …… 。 

土壇場へ じゃまが はいって、 手のう ちの 玉 をお とし 

た 思いのと ころへ、 見る と、 弥生が もとより 詳しい こ 

と はしらな いが、 なんでも みなが 命が けの 大 さわぎ を 


してきた その 本尊の ふたつの 刀 を、 ここに 入手したら 

しいよう すなので、 かなわぬ 恋の 意趣返しに、 ひとつ 

横 あいから ふんだ くって やれ …… どうせ この 家へ は、 

もう 誰も 帰って はこね えの だ。 いわば 空 家、 かたな を 

取った うえで 存分に じらし 謝 まらせ、 さていう こと を 

きかせて やろう！ こう 豆太郎 なみの 智 恵に そそのか 

された のであろう、 やにわに 隠れて いた 風呂場の 隅 か 

ら 飛び出し たかれ、 

「もら つ た ぞ！」 

一 こえ どなる より 早く、 パッ！ 夜泣きの 大小 を弥 

生の 手から かすめとって、 同時に 小 廊下 づたいに 台所 


へ 跳びお リ たかと 思う と、 そのまま 水口の 戸障子 を 蹴 

倒して 戸外へ 走り出た。 

「ああ  」 

としば し、 わがことながら ポ カンと していた 弥生、 

秒 刻 をお いて 気がついて 見る と、 じぶんの 身長よ リ高 

いくらいの 陣 太刀 二 口 を 抱えた 豆太郎 が、 森の 木の あ 

いだ をく ぐり 抜けて、 みるみる それ こそ 豆の ように 小 

さくな つてい くから、 はじめて 事態の 容易なら ぬ を 

知った 弥生、 呆然から 愕然へ 立ち返る とともに、 

「おのれ ッ！」 

一 散に 後 を 追いだ した。 


. Jo 

二  丁。 

昼な お 小暗い 子 恋の 森の 真ん中で ある。 

かえで  ま 

斧 を 知らない 杉、 楓、 雑木の 類が スクス クと天 を 摩 

して、 地に は、 丈な す 草が 八重む ぐらに 生いし げり、 

おまけに、 弥生に とってぐ あいの 悪い こと は、 豆太郎 

かいもく 

がその 草に のまれて、 どこに ひそんで いるの か 皆目 

けんと-つ 

見当の つかない こと だ。 

ただ、 ザ ヮザヮ と 揺れる 草の 浪を 当てに 進む、 と果 

たして！ 

何 か 焚き火の 跡ら しく 黒く 草が 燃えて、 いささか 開 


きになつ ている 地点、 両手に 雲 竜 二 刀 を 杖に ついて 

立 つてい る 豆 太郎を 見いだ した。 

「へ ッへッ へ！ とうとう ここまで 来たな！」 

豆太郎 がう めいた。 

弥生 は 無言 —— そろり、 そろ リと 近づく。 

と、 

再び 刀 を 擁して 草へ 跳び こまん ず 身が まえ をつ くつ 

た 豆 太郎、 

「サ！ あっしが この 森の 中 を龃け まわって いるう 

ちゃ ァ、 泣いても ほえても、 お前さんの 手に は 負え ま 

せんよ。 ネ！ あっし も 男 だ！ いい 出した ことが 聞 


かれね えと あれ ァ、 仕方が ねえ。 この 刀 を もらって ず 

ら かるば かりさ …… それとも 弥生さん、 ここで 往生し 

て 眼 をつ ぶる かね？ はつ はつ は、 これが 舞台なら、 

サ アサ アサ ァ  とつめ よると ころ だ！」 

いいながら、 今にも 身 を ひるがえして 樹 間へ 走リこ 

みそうに する から、 刀 を 持って行かれて はた まらない 

弥生が、 さりと てこの 人 猿に 自由に も なれず、 進退き 

わ まって 立ちす くんで いると、 その 弥生の ようす を 承 

諾の 意と とった もの か、 つかつかと かえって きた 豆 太 

7^  、 
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「弥生さん！」 


二 剣 を 右手に、 左手 を まわして 弥生の からだへ 掛け 

ようとした。 

思わず、 身 をす くませる 弥生。 

嫌らしく まつわりつく 一  寸 法師。 

その 瞬間だった。 

声が したので ある …… 近くに！ 

「おう ッ！ ここ かッ！ ゥム刀 も！ ゃッ！ 娘 も 

いるな ッ！」 

と！ 言葉と いっしょに。 

独眼 刀痕の 馬面が、 ヌッ！ と 草 を 分けて —— 


水 や 空 

「やい ッ！」 

乾 雲 を 失 つ た 左 膳、 一 腕に 大刀 を 振り かぶ つ て 立ち 

現れた。 

それと 見る より、 早く も 豆 太郎、 弥生 を棄 てて 二 剣 

を かきいだ き、 みずから は、 つと 体 を 低めて 懐中 を 探つ 

ている。 

得意 の 手裏剣 を とりだ す 気。 

左 膳の 嗄れ 声が、 またもや 森の 木の葉 を ゆすった。 

「汝ァ 化物 かッ？ 化物に しろ、 人語 を 解したら、 ょッ 


く おれの いうと ころ を 聞け ッ！ いい か、 その 二つの 

刀と この 娘 はナ、 去年の 秋の 大 試合に おれが 一 の 勝 を 

とって、 ともに 賞と しても らい 受けた の だ、 とっくに 

おれの ものな の だ」 

豆太郎 は、 口 を ひらかない。 ただ、 野犬の ように 白 

い 歯 をむ き 出して、 突如、 躍り あがる がごと き 身ぶ り 

をした かと 思う と、 長い 腕が ブゥ ン！ と宙 にうな つ 

しでん 

て、 紫電 一 閃！ 

ガッ！ あやうく 左 膳の 首 を 避けた 小柄、 にぶい 音 

とともに うしろの 樹幹に さし 立った。 

「うう む、 こいつ ゥッ！ やる 気 だな」 


うめいた 左 膳 さっと、 足 を ひいた のが 突進の 用意、 

即座に、 左 膳、 半 弧 をえ がいて 豆 太郎の 素っ首 を搔っ 

飛ばそう としたが、 土 をつ かんで 身 を かわした 豆 太郎、 

ひしょ ラ 

逃げな がらの 横投げ、 錦 糸、 星の ごとく、 飛翔して 左 

膳の 右腕へ 命中した。 

、、ゝ 、 

力 

あいにくと 左 膳に は 右腕がない。 

で、 右 袖に 突き ささった 短剣 は そのまま  一、 ニ寸の 

袖の 布地 を 縫って とまった。 

…… の もっかの 間！ 

こうし 

つづいて 四 剣、 五の 剣 —— と皓 矢、 生ける ものの ご 


とく 長 尾 を ひき、 陽に 光り 風 を 起こし、 左 膳 をめ がけ 

て 槍ぶ すまの ように つ つんだ …… ものの！ 

ぼんよう 

丹 下 左 膳、 もとより 凡庸の 剣士で はない。 

タ タタ タツ！ と 続け ざまに 堅い 音の 散った の は、 

どうてん 

左 剣 上下 左右に 動転して 豆 太郎の 小刀 をた たきおと し 

たのだった。 

「あつ！」 

この 剣 能に、 きも をつ ぶして 声 を あげた 豆太郎 われ 

知らず、 もう 一 度 ふところに 手 を さし 入れた が  小 

柄 はすべ て 投じて しま つ て 残りがない。 

瞬間！ 泣く ような 顔に なった かと 思う と、 豆太郎 


はすで に 背 をめ ぐらして、 目前の 草の しげみへ 跳び こ 

もうと した。 

「待て ッ！ もう 投げる 物ァ ねえの か ッ！」 

左 膳の 罵声が その あと を 追った。 

豆太郎 は、 振り向いた。 

哀れみ を 乞うよう な、 笑い かける がごと き 表情 だ つ 

た。 

しかし、 つぎの 剎那、 かれは 頭から、 滝の ような 血 

を 吹いて 真っ赤に なった。 追いす がった 左 膳が 冷たい 

微笑と ともに 一 太刀お ろした ので ある。 

ちだるま 

山 淑の豆 太郎、 全身 血達磨の ごとき すがたで 地に の 


たうち まわつ たのもし ばらく、 やがて 草の根 をつ かん 

で 動か なくなった。 絶え入つ たの だ。 

と 見る や 左 膳 は、 

「いやな もの を 斬った ぜ」 

とひと りごと。 

ちのり 

ひきつる ような 蒼白の 笑みと ともに、 大刀の 血糊 を 

草の葉に ぬぐいながら、 弥生と 二 剣 は？ と、 そこら 

を 眺め まわす と、 いまの さわぎの うちに、 いつの 間に 

か まぎれさった ものであろう。 弥生 も、 夜泣きの 刀 も 

近くに 影がない。 

深閑と して、 陽の 高い 森の奥。 


雨の ような 光線の 矢が 木々 の 梢 を 洩れ 落ちて、 草葉 

の 末の 残ん の 露に 映ろう のが、 どうかす ると 雑草の 花 

のように、 七色の きらめき を 見せて 左 膳の 独眼 を 射る。 

ムッ！ とする 血のに おい —— 左 膳 は、 ふたたび 二 

ャリ として 豆 太郎の 死体 を 見返った が！ 

かれは 鈴 川 源 十郎の 口から、 弥生が この 子 恋の 森に、 

五人組の 火事 装束と ともに 住んで いると 聞いた こと を 

思い出し たので、 ゆうべ 不覚に も、 多勢に 無勢、 つい 

に 乾 雲 を 強奪され たから、 それ を 取り返す つもりで、 

もしゃと この 森へ 出かけて 来たの だった。 

すると、 果たして 二 刀と ころ を 一にして いるの を 見 


は 見た ものの、 豆太郎 という 邪魔者 を 退けて いるう ち 

に、 弥生 ともども どこへ か 消えて しまったの だ。 

「な あに、 どうせ まだ この辺に うろつい てるに 違えね 

え …… 」 

ガサ ガサと 草 を 分けて 歩き 出した 左 膳の 眼に、 森の 

下 を 急いで ゆく 弥生と、 彼女が 小脇に かかえて いる 陣 

太刀の 両刀と が、 チラ リ とうつつ た。 

走り出す 左 膳。 

弥生 も、 ちょっと ふり 向いた まま、 懸命に 龃 けて ゆ 

く。 

追いつ 追われつ、 二人 は 森 を 出 はずれた のだった。 


雲 竜 二 刀 を 確と 抱きしめて 子 恋の 森 を 走り出た 弥生、 

ゆくて を 見る と、 四つの 駕籠が おりて いるので、 さて 

は 得 印 門下の 四 人が、 何 かの 用で 森の 家へ 帰って来た 

のか、 やれ 助かった！ と 〔# 「助かった！ と」 は 底本 

では 「助かった！ と 匕 なお も 足 を 早めて 近づく と、 

「おうい！ そこへ 行った ぞゥ ッ！」 

というう しろからの 左 膳の 声 に 応じ て 、 バ ラバ ラバ 

ラッと 駕籠 を 出た の を 眺める と、 

月輪の 援隊、 三十 一人が 三人に 減った その 残 剣 一同、 


首領 月輪 軍 之 助、 各務房 之丞、 山 東 平七郎 …… これが 

左 膳と ともに 駕籠 を 駆って 来て いた。 その 網の まん 中 

へ、 われから 飛び こんだ 小魚の ような 弥生の 立場！ 

「あれ ィ …… ッ！」 

と、 もう 本然の 女に かえって いる 弥生、 一声た まぎ 

るより 早く、 ただちに 元来た 方へ とって 返そうと した 

力！ 

ことわざ にもい う 前門の 虎、 後門の 狼！ あと は 左 

膳が おさえて くるの だ。 

右 せんか 左すべき かと 立ち迷う うちに 四 人の ために、 

手取りに された 弥生、 夜泣きの 二 剣と ともに 駕籠の ひ 


とつに ほうりこまれる や 否や、 同じく それへ 左 膳が 割 

りこもう とした。 

その 一 刻に！ 

これ も ゆうべ。 

多勢に 無勢、 風雨 中の 乱戦に、 得 印 五人組の ために 

坤竜丸 を 奪い 去られた 栄三 郎と泰 軒、 おくればせ なが 

ら左 膳の 一 行 をつ けて 龃け てきた。 

そして！ 

詉訪栄 三郎、 その さま を 見る より、 昨夜 来、 血に 飽 

いている 武蔵 太郎を 打ッ！ とひる がえ して、 左 膳 

へ 斬り こむ。 


「来たな ッ！」 

大喝した 左 膳、 栄 三郎、 泰 軒の 中間へ わざと 体 を 入 

ォな 力ら 

「月輪 氏、 かまわず 先へ やってくれ ッ！ 落ち あう 場 

所 はかね ての 手 はず どおり …… あと は 拙者が 引きう け 

たから、 娘と 刀をシ 力と お預け 申した ぞ …… ！ サ拙 

者 を 残して、 ーッ 飛ばしに やってく れい ッ …… 」 

わめき 立てた。 

同時に。 

「ハイツ！ いく ぜ 相棒！」 

がってん 

「合点 だ ッ！」 


と 駕籠 屋の 威勢。 

「しからば 丹 下殿、 あと を —— 」 

「心得 申した、 一 時 も 早く！」 

駕籠の 内外、 左 膳と 軍 之 助が 言葉 を 投げあった かと 

思う と、 四つの 駕籠が ッゥと 地 をう いて —— 。 

二、 三 歩、 足が そろいだ す や、 腰 をす えて 肩の 振リ 

ひま つ 

も 一 様に、 雨後の ぬかるみに 飛沫 を あげて、 たちまち 

道の はずれに 見えず な つ た。 

チラと 見送って 安心した 左 膳、 皮肉な 笑い を 顔い つ 

ぱいに ただよわせて、 泰軒、 栄三郎 を 顧みた。 

「ながらく 御 厄介に なり 申した が、 手前 もこれ にて お 


いとまつ かまつ る。 刀と 娘 御 は、 拙者が 試合に 勝って 

鉄 斎 どのより 申し受けた 品々 …… は ッはッ はは、 あり 

がた く 頂戴 いたす としょう」 

栄三郎 が、 口 を ひらく さきに、 泰 軒が 大笑した。 

「まだ その 大 言 壮語 にはちと 早かろう ぞ！ 貴公の 剣、 

それ を 正道に 使う こころ はない かな、 惜しい もの じ や 

テ」 

「何 をぬ かしゃ ァ がる！ 正道 もへ つた くれ も ある も 

んか。 おれ ァ これで も 主君の ために …… 」 

「ゥ ム！ いいおった ナ」 

泰軒は 一 歩す すみ 出た。 


「主君の ために！ おお、 そうであろう、 いかにも そ 

しゅうとう 

うであろう！ 藩主 相 馬 大膳亮 どのの 蒐刀 のために 

 はは はは、 越 前 もそう 申して おった …… 」 

キラ リ眼を 光らせた 左 膳、 

「越 前 …… と は、 かの 南の 奉行 か？」 

「そうよ！ 越 前に 二つ は あるまい！」 

と、 聞く より 左 膳、 

えっし ゆう 

「チ エツ！ その 件に 越 州が 首 を 突つ こんで おる の 

か …… ゥ ゥム！ それで はま だ、 てめ えの いうと おり 

おれ も 安心が 早す ぎた かも 知れね え！ や！ こり や 

ァ こうしち や あいられ ね えぞ」 


声と ともに 左 膳 は、 パッ！ おどり 立って 一刀 を 

振った かと 思う と、 それ ッ！ と 構えた 泰軒栄 三郎の 

あいだ をつ と 走り抜けて、 折りから、 むこうの 小み ち 

づたいに 馬 を ひいて 来た 百姓の ほうへ スッ とんで ゆく。 

左 膳が 百姓 を 突きとば すのと、 かれが その 裸馬へ 飛 

び 乗る のと、 驚いた 馬が 一散に 蚯け 出す のと 左 膳が ま 

た 馬上な がらに 手 を 伸ばして 立ち木の 枝 を 折り 取り、 

むち 

ピシ イリ！ 一  鞭、 したたかに 奔馬 を あおりた てた の 

と、 これら すべてが 同 瞬の 出来事だった。 

あんじょう  あんか 

鞍 上人な く、 鞍 下馬な し矣。 

左 膳 は ほしと なり 点と なって、 刻々 に砂麈 のなかに 


消え去って ゆく の だ。 

その 時だった。 

あぜん  かんば 

啞 然として いた 泰 軒と 栄三郎 が 耳ち かく 悍馬の いな 

なき を 聞いた の は。 

時に と つ て 何よりの 助けの 神！ 

と、 馬の いななきに、 泰 軒と 栄三郎 がふ リ返 つてみ 

ると！ 

覆面の 侍が ひと リ、 二 頭の 馬の くつ わ をと つて、 い 

つ のまに やら 立 つてい る。 

ふたり は ギヨ ッ としてい ましめ 合った が、 黒頭巾の 

士は、 馬 を ひいて ッ カツ 力と 歩みより、 


「お召しな され！ これから 追えば、 かの 馬上 左腕の 

仁の あと をた どる こと も 容易で ござろう。 いざ、 御 遠 

慮な く！」 

「かたじけない！」 

泰軒は 低頭して、 

「どな たかは 知らぬ が、 思う ところ あつ て 御 助力く だ 

さるものと 存ず る」 

「いかにも！ すべて 殿の 命で ござる。 いたるところ 

とく 

に疾に 手配して あるに よって、 安堵して 追い つめられ 

い！」 

という 意外な 晴 けの 言葉に、 


「殿 …… と は？」 

泰 軒が 問い返す と、 

「サ、 それ はお 答えいた しかねる。 とにかく 一刻 を 争 

う 場合、 瞬時 も 早く この 馬 を 駆って —— 」 

終わる の を 待た で 御免！ とば かり 鞍に またがった 

泰 軒と 栄 三郎、 左 膳の 去った 方 を さして ハイ ドウ ッ！ 

まっしぐらに 馳せ ると、 いくこと 暫時に して 左 膳の 姿 

を 認め だした が、 左 膳、 馬術 を もよ く するとみ えて、 

なかなかに 追いつけ ない。 三 頭の 馬が 砂 ほこり を 上げ 

て 江戸の 町 を 突っきり、 ついにい きど まって 浜辺へ 出 

た。 


汐留の 海で ある。 

見る と、 ヒラリ 馬から 飛びお リた左 膳 は、 前から 用 

意して あったら しく、 そこに もやって ある 一艘の 

てんません 

伝馬船へ 乗り移つ たかと 思う と ブッリ …… 綱 を 切り、 

沖 を さして 漕ぎ出した。 

船に は、 さっき 月輪の 三人が、 弥生と 乾坤 二 刀 を 積 

みこんで 待って いたの だ。 

さて は！ 海路 をと つて 相 馬 中 村へ 逃げる 気と みえ 

る！ と栄三 郎と泰 軒が 船 をに らんで 地 団駄を ふんだ 

とき。 

スゥッ と 背後に 影の ように 立った、 またもや 覆面の 


士！ 

ふたりに は 頓着な く、 

「これへ！」 

とさし 招く と、 艢の音 も 勇ましく 船べ り を 寄せて き 

た 一 隻の大 伝馬が ある。 

「乗られい！」 

侍が いった。 

その 声に、 泰軒は おぼえが あるら しく、 

「ォ！ 貴公 は大 …… ！」 

いいかけ ると、 侍が 手 を 振った。 だまって 船 を 指さ 

している。 


「わかった！ すべて、 貴公の 胆 いり —— かくまで 手 

配が とどいて いたの か。 ありがたい！ さすが 南の… 

…ォッ と …… 何にもい わぬ！ これ だ ッ！」 

と泰 軒、 手 を 合わせて 件 の 侍 を 拝む と、 侍 は 頭巾の 

裏で 莞爾として いるもの とみえて、 しきりに うなずき 

ながら、 早く 乗り移れ！ と 手真似 をす る。 そして！ 

き や つ 

「前々 から 彼奴ら 一 派の 動静 は 細大 洩らさず 探って 

あって、 きょうの 手 はず もとう にで きて おった。 それ 

なんび と 

から ナ 彼奴に はもう 何人の 呼吸 も かか つ て おらぬ ぞ。 

よい か、 外 桜 田に 相 馬の 上屋敷が ある。 そこの 江戸 家 

老を 呼んで いささかお どかした のじ や。 ついに、 刀 を 


集める 左腕 独眼の 剣士、 そんな もの は 知らぬ とい わせ 

て やった。 はつ はつ は、 これなら ばもう 彼 は 相 馬の 士 

ではない。 いわば 野良犬 …… な、 斬ろうと 張ろうと、 

北の方 角から 文句の 出る おそれ はない わい。 存分に… 

…」 

「そうか ッ！ よし ッ」 

「奉行 い た ずら に 賢人ぶ るに おいて は —— で はない が、 

わしに も 眼が ある。 黙って おっても やる だけの こと は 

まか 

やる よ。 江戸の 始末 はわし に 任せて おいて、 どこまで 

も あの 船 を 追って ゆく がよ い。 早う いけ！ あんなに 

小そう な つ た ぞ！」 


黙って この 侍に 頭 を 下げた 泰軒、 栄三郎 を 促して、 

差し まわしの 船に 飛び乗った。 

屈強の 船方が そろって いる。 

すぐに 櫓な み を はずませて、 左 膳の 船の あと を 追い 

出した。 

しお どめ。 

せんき 

左に 仙 気 稲荷。 

一 望、 ただ 水。 

広 やかな 眺めで ある。 

ギィ ギィと 櫓べ そのき しむ 音。 

二 艘の船 は、 こうして 江戸 を 船出した のだった。 


藍い ろの 海。 

うす 青い 連山。 

かえり 見る と、 磯に 下り立つ 覆面の さむらいの 姿 は、 

針の 先と な つ て 視界の そとに 没し 去ろうと していた。 

…… 水と 空の みが、 船と 船の ゆくてに あった。 

ゆうひ  つじ 

夕陽の 辻 

似よりの 船 あし。 

風の ない 昼夜。 

油 を 流した ような 入り海に、 おなじ 隔たりが ふたつ 


の 船の あいだに 何日と なく つづ いた。 

白い 水 尾 〔# ルビの 「みお」 は 底本で は 「み を 匕 を 引く 

左 膳の 船の あとに 乗って、 栄 三郎、 泰 軒の 船が あき も 

せずに つ い て ゆく ばかり …… 。 

敵意 も 戦意 も 失せそう な、 だるい 航海の あけくれ 

だった。 

その 間、 左 膳の 船で は。 

むりやりに 担ぎ こみ はした ものの、 いざ そばに 見る 

とその 気高い 処女の 威に おされて、 さすがの 左 膳も弥 

生に は 手が 出せず、 今 はた だ 雲 竜 双 刀の み を 守って 弥 

生 は 大切に 取り扱い、 ひたすら 一路 相 馬 中 村に 近い 松 


川 浦へ 船の 入る 日 を 待って いるの だった。 

月輪の 三士、 軍 之 助、 各務房 之丞、 山 東 平七郎 とて 

も 同じ こと。 

けつびつ ちょう 

血 筆 帳の 旅で 江戸へ 出た とき、 かれらの うち 誰が 

こんにち のさび しさ を 思 つ たもの があろう！ 

おちうど 

三十 一 人わず か 三人に 減 じられ て、 落人の ごとく 胴 

の 間に さらされて いるの だ。 

栄枯盛衰 —— そうした 言葉が、 軍 之 助の 胸 を 去来し 

て やまなかった。 

板子 一 枚 下 は 地獄。 

海の 旅 は、 同船の もの をした しくす る。 


追う 船 も、 追われる 船 も、 おなじ 天候の 支配 を 受け 

て、 ただ 追い、 ただ 追われて いるの みだった。 

先の 船に は 弥生。 

あとの 船に は栄 三郎。 

どんな 思いで、 たがいの 帆 を 望み、 綱のう なり を 聞 

かもめ 

き、 鷗の むれ を 見た ことであろう。 

昼 は、 雲の 峰。 

夜 は 月の しずく。 

そうして。 

八幡の 宿。 

おうい 

王 井。 


あぜと 

畦 戸の 浜。 

大貫。 佐 貫の 村々。 

あ わ  はし：： 'みず 

富 田 岬 を かわして、 安房の 勝 山、 走 水。 

観音 崎から、 那古、 舟 形。 

三 崎 …… 城ケ 島。 

この あたりの たびたびの 通り雨、 両船 にて、 茶碗、 

盥等、 あらゆる 凹 器 を 持ち出し、 あま 水を受 く。 飲料 

なり。 

それより 北条の 町の 灯。 

九重 安信 神社の 杉 森。 

野 島 崎。 しらはま。 和 田の 浦。 江 見。 安房鴨川。 東 


浪見  0 

そと 海に 出て、 九十 九 里 浜。 

ちがた  とがわ 

松 尾。 千 潟。 外 川。 

びょうぶ  いぬぼう 

屛風ケ 浦より 犬 吠。 

飯 沼 観音の ながめ。 

あじ か  かしまな だ 

大 利根 を 左、 海 鹿 島 を 右に、 鹿 島灘へ 出て 铫子、 矢 

田 部。 

北上して —— 。 

い そ ざき 

大 洗から 磯 浜、 平 磯、 磯崎 …… 磯前 〔# 「磯前」 は 底 

本で は 「礎 前 匕 神社 あり。 

あ - J ぎ 

つぎに 阿漕、 松 川 磯の 小 木津。 


な こそ 

関 本。 勿 来。 小名 浜。 江 名。 草 野。 四ッ 倉。 竜 田。 

夜の 森。 浪江。 

このへんより 松 川 浦に かかって 小高、 原の 町、 日立 

木の 漁村つ づき。 

山 台湾。 

しおが ま 

名に し 負う 塩 釜 神社に 近く、 右手の 沖 は、 鮎川の な 

きんか ざん 

がれ を 受ける 金 華 山。 

どとう 

怒濤 …… 。 

江戸 を 出て 九日 目の 夕 ぐれだった。 

午す ぎから あやぶまれ ていた 空模様 は、 夜と ともに 

大粒な 雨 をお として、 それに 風 さえ くわわり、 二つの 


船 は 見る みる 金 華 山 沖へ 流れて いったが！ 

やがて。 

真夜中 ごろであろう か、 一 大 音響 をた てて 船が 衝突 

すると、 あらし をつ いて 栄三 郎、 泰 軒が、 左 膳の 船中 

へ 乗り入り、 まもなく 月輪の 三士 を ことごとく 斬り ふ 

せた とき！ かなわぬ と 見た 左 膳。 

ただちに 手に した 夜泣きの 大小 を 海中へ 投じた が、 

すかさず！ 栄三郎 が 水へ もぐって、 沈まん として 流 

れ てきた 二 刀 を 拾い上げ、 船へ 泳ぎ 戻った。 

そして！ 

その 二 剣 を、 船中に 倒れて いた 弥生の 手に 握らせた 


時、 二 ッコリ した 弥生 は、 それ を 改めて 栄三郎 へ 返し 

てた だ ひとこと。 

「どうぞお 艷 さまと …… 」 

かすかに 洩らした のが 最期。 

さびしい —— けれども、 いい 知れぬ 平和な 満足が、 

金 華 山 洋上 あらしの 夜、 弥生の 死 顔のう えに かがやい 

たのだった。 

泪を ぬぐった 栄三郎 が、 泰 軒の 指す 方 を 見やる と、 

はるか 暗い 浪の あいだに、 船板 を いかだに 組んで、 丹 

下 左 膳の 長身が、 生ける とも 死んで ともなく、 遠く 遠 

く ただよい 去りつ つあった。 


遠く 遠く、 やがて 白む であろう 東の 沖へ …… 。 

なんという 長い 月日で あ つたろう！ 

かくして ここに、 乾雲坤 竜の 二 剣、 再び 誠訪 栄三郎 

の 手に 返った のだった。 

青葉 若葉 …… 。 

六月の なかばの 江戸で ある。 

しろうと  みおも 

すっかり 素人 ふうに なった ぉ艷 が、 身重の からだ を 

ときわ 

帯に かくして、 常 盤 橋の 抉に たたずん でいた。 

青 あらし は、 柳の 枝 も 吹けば、 道 ゆく 女の 裾 もな ぶ 


かろやかな 初夏の 街。 

すべ てが、 陰に あって、 よかれ と 糸 を 引いて くだす つ 

た 南 町奉行 大岡越 前 守忠相 さまの たまもの である。 

ぉ艷 は、 大岡 様の 手に よって まつ 川から 受け 出され 

て 羽織の 足 を 洗い、 おさよ は、 これ も大岡 様から 家主 

喜 左衛門 へ 急使が 立 つ て 喜左衛 門が 鈴 川 源 十郎方 へ 掛 

けあいに いつ て 救われた。 

そうして ムマ。 

母 娘 ふたり は、 あさく さ 田 原 町 三 丁目 喜左衛 門の 家 

に 厄介に なって いるの だが、 同じく 大岡 様のお ことば 

で、 鳥 越の 大久保 藤次郎 も、 留守中の 弟 栄三郎 に 勘当 


を 許し、 栄三郎 は 江戸へ 帰りし だい、 和 田家へ 入夫し 

てお 艷と 正式に 夫婦と なり、 おさよ とともに 三人、 い 

や、 ぉ艷の 腹の 子 を いれて 四 人づれ で、 和田宗 右衛門 

の 遺志 どおり、 相 馬 中 村へ 帰 藩して 和 田家 を 継ぐ こと 

になって いるの だ。 

そして、 もし 栄三郎 さまが、 夜泣きの 刀 を 入手して 

くれば、 帰 藩と 同時に 其 刀 を 献上に および、 左 膳の も 

のとなる ベ き はず だ つ た あらゆる 賞美と 栄誉 は、 すべ 

ゆう  き 

てこれ 和 田 栄三郎 の 有に 帰す る …… と、 ぉ艷 はい ま、 

あけても 暮れても 海へ 行った 栄三郎 の帰府 と、 かれが 

持ち かえるであろう 関の 孫 六の 両 剣と を、 神仏に 念じ 


て、 一日 も 早 かれ！ と 祈って いるの だった。 

その、 栄三郎 の 船の 入江 も 近い。 

きょうは 十五 日  。 

こうじょう  う ぶ すな が み 

麴町永 田 馬場の 日吉山 王、 江 城の 産土神と して 

氏子 もっとも 多く、 六月 十五 日 は その 祭礼で ある。 

江 都 第 一 の 大祭。 

別当 勧 理院、 神主 は樹 下民 部。 

みこし  さじき 

神輿の 通りす じ は 往来 を 禁じ、 町屋に 桟敷が かかる _ 

もうせん 

幕 毛氈 きらびやか にして、 脇 小路 小路 は 矢来に て 仕切 

り、 桜 田 辺の 大名 方より 神馬 を ひかれ、 あるいは 長柄 

の 供奉、 御 町 与力 同心のお 供 あり、 神輿 三 社、 獅子 二 


かしら。 法師 武者と てよ ろい を 着した る 馬上の 衆徒 十 

騎。 出し 屋台、 ねリ 物。 番数 四十 六番。 町かず およそ 

百 三十 余 町。 一 の 鳥居の まえへ 詰め、 お通り 筋 は、 星 

野 山より 半 蔵 御門へ 入り、 吹 上 竹 橋 御門、 大 下馬より 

常 盤 橋、 本 町、 十 間 店 本 石 町、 鉄砲 町、 小船 町、 小 網 

かやば  ほうへい 

町、 れいがん 橋 を 過ぎ、 茅場 町お 旅所に て 奉幣の こと 

あり、 それより 日本 橋 通 町す じ、 姫 御門 を 抜けて 霞ケ 

かんぎょ  かくねん うし う み ひつじと り い 

関お 山に 還 御 也。 隔年、 丑 卯 巳 未 酉 亥。 

…… と あ つ て。 

きょうの お祭り は、 日柄よ し。 幸いの 好天気、 まこ 

とに 押すな 押すな の 人出で ある。 


警護の 者が 往来 往来と 人 を 払って くるう ちに、 だん 

だんと 曳 いて 来る 三十 番 雉子 町の 花 車、 それに 続いて 

踊り 屋台と 順に 乗りく み、 そこへ 神 田 橋の ほうから も 

御 上覧が すんで 三十 五番 三十 六 番とヮ ッショ イワ ッ 

シ ョィ！ で 繰り こむ —— 大変な さわぎ。 

たき やしゃ ひめ 

おどり 屋台の 滝 夜叉 姫。 

さんのう 

お 顔の 赤い 山 王のお 猿さん …… 。 

ふとうし ろに 声が する ので、 ぉ艷 は、 何 ごころ なく 

振り返って みた。 

見物人の なかで、 町人 達が しゃべりあって いる。 

「なァ 由 公。 たいした もの だな あ！」 


「そうよ。 だが ナ、 この 祭礼の 日に、 本 所へ お 捕 方が 

向かった つてい うじ やねえ か」 

「へえい！ 本 所の どこへ？」 

「鈴 川と いう 旗本の やしき だとよ」 

「ァァ あの 化物 屋敷 か。 それなら 何も ふしぎ はねえ や 

な」 

「なんでも、 東海道 三 島の 宿で、 浅 草 三 間 町の 鍛冶屋 

めしもり 

富 五郎て ェ 野郎が 飯 盛の 女 を 買って 金 を やった とこが 

お前、 その 小判が まえから 廻状の まわって いた 丸に ヮ 

の 字の 極印 つきだから たまらね え や。 すぐに 両替屋の 

ふれち よう 

触 帳から 足が ついて ナ、 その 鍛冶屋 を 江戸へ 送って 


しらべて みるて えと、 なんとかて ェ 婆さんが 鈴 川 源 十 

郎の 手から 持って来た ことが わかった。 その 丸に ヮの 

字 は 出 羽 様の 印で、 いっか そら、 銀 町の 棟梁 伊兵衛 親 

方が 相 川 町で 奪ら れ たもの だから、 ここ はなん と あつ 

て も、 その 鈴 川て えお 旗本が 伊兵衛 親方 をバ ッサリ 

殺った ものに 違えね えの さ」 

「そうと も！ それにき まって らァ な、 南のお 奉行 様 

が、 いざ 手に おくだしになる までに ゃァ すっかりお 調 

ベが とどいて いるんだ。 その 御 眼力に はずれ はねえ。 

とほう 

しかもお 前、 その めしもりの 女 ッてェ のが、 また 途法 

もね え 阿 婆 摺れだ つ てえ じゃァ ねえ か」 


「そうよ そうよ！ 櫛 まきのお 藤と 言って ナ、 江戸お 

構えだった のが、 江戸で 見つかつ たんだ けれど、 お 情 

けの 筋あって 東海道へ 放されたん だそう だが、 こんど 

は 引き 売りて え 新手の 詐偽を 働いて、 そいつ もい つ 

しょに つかまった とよ。 ひき 売りて えの は、 お前の め 

えだが、 男が お 藤 を 宿場へ 売って、 あとから 行って す 

ぐに 連れ出す のよ。 つづみの 与 吉てェ 野郎 だそう な、 

相手の 男 は」 

「する てえ と、 お 藤と 与吉と 鍛冶 富と 三人お 手 あてに 

なった わけ かえ？」 

「ァァ そうよ。 鍛冶 富 は かかりあ いだが、 みんな 江戸 


へ 送られて ナ、 きょうは いよいよ 本 所の 鈴 川 様へ 御用 

十手が 飛び こんだ の だ」 

「化物 旗本め、 今ごろ は 手が うしろへ まわって いるに 

相違ね え」 

この 話し声 を、 わが 身に 縁のう すいこと のように ボ 

ンャリ と 聞きながら、 ぉ艷 がふら ふらと 橋の 欄干に 寄 

ると、 世 は 移り変わり、 象 はちがつても、 我欲 を あら 

わに 渦 を まく 人の 浪。 

あかね 

茜 いろの 夕陽が 天地 を こめて、 お 艷の影 を、 四 辻の 

土に 黒く 長くな なめに 倒して いる。 

河岸に 灯が はいって …… 夢の よう。 


江戸の 祭り は、 そのまま 夜に 入る 
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